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はじめに

第 １ 章 計 画 の 性格

１ 計 画 の 位 置 付 け

・ 医 療 法 第30条 の ４ に 基 づ き 都道 府 県 が 策 定 す る 医療 計 画 で あ る 。

・ 同 時 に 、県 民 、市 町 、保 健・医 療 機 関 、関 係 団 体 等が 連 携 し て 取 組 む 保健・医

療 分 野 の 基 本 的 指 針（ ガ イ ド ラ イ ン ） であ る 。

２ 他 計 画 等 と の 関 係

・ 県 政 の 基 本 指 針「 ひ ょ う ご ビ ジ ョ ン 2050」の め ざ す 姿「 Ⅲ 誰 も 取 り 残 さ れ な

い 社 会 」 の 「 ⑨ 安 心 し て 長 生 き で き る 社 会 」 等 を 実 現 す る 保 健 医 療 分 野 の 実 行

計 画 で あ る 。

・ 「 兵 庫 県 老 人 福 祉 計 画 」、「 兵 庫 県 障 害 福 祉 実 施 計 画 」、「 兵 庫 県 健 康 づ く り 推

進 実 施 計 画 」、「 兵 庫 県 が ん 対 策 推 進 計 画 」、「 兵 庫 県 循 環 器 病 対 策 推 進 計 画 」 等

と 整 合 を と っ て 策 定 し て い る 。

３ 計 画 期 間

・ 令 和 ６ （2024） 年 ４ 月 か ら 令 和 12（2030） 年 ３ 月 ま で の６ 年 間

・ 計 画 期 間 中に お い て も 、施 策 の 進 捗 状 況 や 社会 情 勢 の 変 化 等 に より 、必 要 に応

じ て 見 直 し を 行 う 。

第 ２ 章 計 画 の 基本 方 針

１ 良 質 で 効 率 的 な 医 療 提 供 体 制 の 確 立 （ 機 能 分 化 と 連 携 ）

す べ て の 県 民 が 安 心し て 適 切 な 医 療 が 受け ら れ 、早 期 に 在 宅に 復 帰 で き る よ う 、

救 急 医 療 、小 児 医 療 、が ん 医 療 、脳 卒 中対 策 な ど 、疾 病・事 業 ご と に 、地 域 に お け

る 医 療 体 制 の 確 保 を 基 本 と し 、 医 療 機 関 の 機 能 分 担 と 連 携 を 進 め る こ と に よ り 、

質 が 高 く 県 民 ・ 患 者に も 分 か り や す い 医療 提 供 体 制 の 充 実 を図 る 。

２ 医 療 ･介 護 人 材 の 総 合 的 確 保 と 質 の 向 上

増 加 す る 医 療 ・ 介 護 需 要 の 提 供 に 不 可 欠 な 医 療 従 事 者 と 福 祉 ・ 介 護 人 材 の 総 合

的 確 保 に 向 け た 取 組を 推 進 し 、働 き 方 改革 等 に よ り 職 場 環 境を 改 善 す る と と も に 、

専 門 的 な 技 術 や 多 職種 連 携 の た め の 研 修 実 施 に よ り 、 質 の 向 上 を 図 る 。

３ 医 療 と 介 護 の 一 体 化 ･連 携

在 宅 医 療 や 充 実 し た 介 護 サ ー ビ ス を 組 み 合 わ せ て 、 身 近 な 地 域 の 中 で 切 れ 目 の

な い 安 心 の 医 療 ・ 介 護 サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き る よ う 、 医 療 ・ 看 護 ・ 介 護 サ

ー ビ ス 提 供 者 間 の 連携 を 図 り 、 医 療 ・ 介護 が 一 体 的 に 提 供 され る 体 制 を 目 指 す 。
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第１部 計画の基本的事項

第 １ 章 保 健 医 療圏 域

１ 保 健 医 療 圏 域

・ 本 県 の 保 健 医 療圏 域 を 下 表 の と お り定 め る 。

・ 保 健 医 療 サ ー ビ ス は 、健 康 相 談 や軽 度 の 病 気 等 とい っ た 日 常 的 な 医 療か ら 、極

め て 高 度・専 門 的 で特 殊 な 医 療 ま で 様 々な 段 階 が あ る こ と から 、県 民 に 適 切 な保

健 医 療 サ ー ビ ス を 効率 的 に 提 供 す る た めに 、県 民 の 生 活 行 動 の実 態 や 医 療 需 要 の

状 況 等 を 踏 ま え た 圏域 を 設 定 す る こ と が必 要 で あ る 。

＜ 兵 庫 県 の 保 健 医 療圏 域 ＞

区 分 イ メ ー ジ 圏 域 数

１ 次 保 健 医 療 圏 日 常 生 活 の 中 で 身 近 で 利 用 し や す い 保 健 医 療 サ ー ビ

ス が 提 供 さ れ る 単 位（ 市 町 単 位 ）

41

２ 次 保 健 医 療 圏 入 院 医 療 を 提 供 す る 体 制 の 確 保 を 図 る た め 、 一 般 病

床 及 び 療 養 病 床 の 整備 を 図 る 単 位

８

３ 次 保 健 医 療 圏 高 度 、特 殊 専 門 的 な 保健 医 療 サ ー ビ ス の 提供 を 行 い 、

保 健 医 療 提 供 体 制 の完 結 を 図 る 単 位

全 県

＜ ２ 次 保 健 医 療 圏 域と 構 成 市 町 ＞

圏 域 圏 域 構 成 市 町 人 口 （ 人 ） 面 積 （ ㎢ ）

神 戸 神 戸 市 1,500,693 557.05

阪 神

(阪 神 南 )尼 崎 市 、 西宮 市 、 芦 屋 市 1,032,032 169.14

(阪 神 北 )伊 丹 市 、 宝塚 市 、 川 西 市 、 三 田市 、
猪 名 川 町

703,015 480.89

小 計 1,735,047 650.03

東 播 磨 明 石 市 、 加 古 川 市 、高 砂 市 、 稲 美 町 、 播磨 町 711,660 266.33

北 播 磨
西 脇 市 、 三 木 市 、 小野 市 、 加 西 市 、 加 東市 、
多 可 町

255,744 895.61

播 磨
姫 路

(中 播 磨 )姫 路 市 、 福崎 町 、 市 川 町 、 神 河町 561,910 865.26

(西 播 磨 )相 生 市 、 たつ の 市 、 赤 穂 市 、 宍粟 市 、
太 子 町 、 上 郡 町 、 佐用 町

236,820 1,566.97

小 計 798,730 2,432.23

但 馬 豊 岡 市 、 養 父 市 、 朝来 市 、 香 美 町 、 新 温泉 町 149,948 2,133.30

丹 波 丹 波 篠 山 市 、 丹 波 市 97,590 870.80

淡 路 洲 本 市 、 南 あ わ じ 市、 淡 路 市 123,008 595.63

兵 庫 県 合 計 5,372,420 8,400.98

※ 人 口 は 県 統 計 課 「兵 庫 県 推 計 人 口 」（ 令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日 現 在） に よ る 。
※ 面 積 は 国 土 地 理 院「 全 国 都 道 府 県 市区 町 村 別 面 積 調」（ 令 和５ 年 ４ 月 1 日 現 在 ）に

よ る （ 境 界 未 画 定 部あ り ）。
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・ ２ 次 保 健 医 療 圏域 に つ い て は 、 平 成 30 年 改 定 時 に 、 圏 域ご と の 患 者 の 流 出入

を 調 査 し た 結 果 、20％ 以 上 の 流 出 が あ り、か つ 、特 定 の 圏 域へ の 流 出 が 一 定 以 上

あ る 圏 域 が 複 数 存 在 す る こ と が 確 認 さ れ た こ と 等 か ら 、 10 圏 域 か ら ８ 圏 域 に 再

編 し た 。 今 回 も 同 様に 流 出 入 動 向 等 を 下 記 の 通 り 検 討 し 、 ８圏 域 を 維 持 す る 。

２ 次 保 健 医 療 圏 域 地 図

新温泉町

香美町

豊岡市

養父市

朝来市

宍粟市

佐用町

上郡町

赤穂市

相生市

たつの市

姫路市

姫路市

太子町

福崎町

市川町

神河町

多可町

西脇市

加東市
三田市

明石市

丹波市

小野市

加西市

加古川市

神戸市

三木市

川西市

宝塚市

伊丹市

尼崎市

西宮市

淡路市

洲本市

南あわじ市

猪名川町

播磨町

篠山市

高砂市

芦屋市

稲美町

丹波

播磨姫路

北播磨

東播磨

神戸

阪神

淡路

但馬
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【 参 考 】 ２ 次 保 健医 療 圏 域 設 定 の 考 え方

(1) 入 院 患 者 の 受 診状 況

（ 現 行 ８ 圏 域 の 流 出状 況 ）

・ 20％ 以 上 の 流 出が あ る 圏 域 は 、 丹 波圏 域 （ 25.5％ ） の み 。

・ 国 の 見 直 し 検 討基 準 と 比 較 し て 、や や 高 い 数 値 とな っ て い る が 、前 回 の 平 成

29 年 調 査 結 果 （ 33.4%） と 比 較 す る と 7.9 ポ イ ン ト 改 善 し て いる 。

（ 従 来 の 10 圏 域 の 流 出 状 況 ）

・ 20％ 以 上 の 流 出が あ る 圏 域 は 、８ 圏 域 の 場 合 に 加 えて 、阪 神 南 圏 域（ 20.5％ ）、

阪 神 北 圏 域 （27.5％ ）、 西 播 磨 圏 域 （26.4％ ）。

・ 15％ 以 上 特 定 の 圏 域 に 流 出 し て い る の は 、 阪 神 北 圏 域 か ら 阪 神 南 圏 域

（ 17.3%）、西 播 磨 圏 域 か ら 中 播 磨圏 域（23.7％ ）で あ り 、そ れぞ れ の 圏 域 を 統

合 す る こ と に よ り 圏域 完 結 率 の 向 上 に 寄与 す る こ と が 読 み 取れ る 。

令和５年２⽉ ⼊院患者調査（兵庫県医務課調べ） 圏域別流出先とその割合

神⼾ 阪神 東播磨 北播磨 播磨姫路 但⾺ 丹波 淡路

神⼾ 87.7% 4.4% 3.7% 3.4% 0.5% 0.1% 0.1% 0.1%

阪神 9.9% 88.7% 0.1% 0.6% 0.3% 0.0% 0.3% 0.0%

東播磨 10.7% 1.1% 80.0% 3.3% 4.7% 0.0% 0.0% 0.2%

北播磨 7.1% 2.5% 3.6% 80.2% 4.7% 0.1% 1.9% 0.0%

播磨姫路 1.1% 0.5% 1.9% 2.1% 94.1% 0.2% 0.1% 0.0%

但⾺ 3.1% 2.4% 0.3% 1.7% 3.7% 80.0% 8.8% 0.0%

丹波 5.3% 11.5% 0.3% 7.9% 0.2% 0.4% 74.5% 0.0%

淡路 4.4% 0.7% 1.9% 0.5% 0.4% 0.0% 0.1% 92.0%

※ 資料の読み⽅例︓神⼾圏域の患者が神⼾圏域の施設に⼊院した割合（圏域内完結率）87.7%
                               神⼾圏域の患者が阪神圏域の施設に⼊院した割合 4.4%
                               神⼾圏域の圏域外流出の合計 12.3%（100％－87.7%（圏域内完結率））

区分
施 設 所 在 地

患
者
住
所
地

○ 国 の 見 直 し 検 討 基準：① 人 口 規 模 20 万 人 未 満 、か つ 、② 圏 域 内 の 病 院 の推 計 流

入 入 院 患 者 割 合 が 20％ 未 満 、 ③ 推 計 流 出入 院 患 者 割 合 が 20％ 以 上 の 場 合 。
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(2) 今 後 の 課 題

○ 阪 神 圏 域 に つ いて は 、 本 県 で 人 口 が最 大 （ 約 174 万 人 ）の 圏 域 で あ り 、 地 域

医 療 構 想 調 整 会 議 の 運 営 を 北 部 ・ 南 部 で 分 割 し て 実 施 し て い る 他 、 統 合 会 議 を

実 施 す る な ど し て 、 一 定 の 工 夫 を 行 っ て い る と こ ろ で あ る が 、 医 療 機 関 数 が 多

い た め 、 圏 域 と し ての 意 思 統 一 が 図 り にく い 状 況 に あ る 。

ま た 、 市 立 伊 丹 病 院 と 公 立 学 校 共 済 組 合 近 畿 中 央 病 院 、 県 立 西 宮 病 院 と 西 宮

市 立 中 央 病 院 、 三 田 市 民 病 院 と 済 生 会 兵 庫 県 病 院 が 、 今 後 の 救 急 医 療 を 含 め 、

急 性 期 医 療 を 中 心 と し た 病 床 機 能 の 再 編 統 合 を 進 め て い る と こ ろ で あ り 、 圏 域

の 医 療 提 供 体 制 の 強 化 が 見 込 ま れ て い る 。

現 状 に お い て 、 圏 域 内 完 結 率 （ 患 者 流 出 入 状 況 ） や 、 高 度 急 性 期 医 療 の 南 部

へ の 偏 在 な ど か ら 、 本 計 画 で は 、 圏 域 を 維 持 す る が 、 今 後 見 込 ま れ る 受 療 動 向

の 変 化 等 に 留 意 し 、次 回 改 定 時 に 圏 域 の あ り 方 に つ いて 、 改 め て 議 論 を 行う 。

○ 丹 波 圏 域 に つ い て は 、 他 圏 域 へ の 流 出 率 が 高 い 状 況 に あ る が 、 県 立 丹 波 医 療

セ ン タ ー の 開 院 に 伴 い 、 前 回 調 査 よ り も 流 出 率 が 改 善 し て い る 。 ま た 、 圏 域 内

で も 今 後 の 医 療 提 供 体 制 に 係 る 議 論 が 行 わ れ て い る 最 中 で あ り 、 引 き 続 き 状 況

を 注 視 し て い く 。

令和５年２⽉ ⼊院患者調査（兵庫県医務課調べ） 圏域別流出先とその割合

神 ⼾ 阪神南 阪神北 東播磨 北播磨 中播磨 ⻄播磨 但 ⾺ 丹 波 淡 路

神  ⼾ 87.7% 2.4% 2.1% 3.7% 3.4% 0.3% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1%

阪神南 10.8% 79.5% 8.4% 0.1% 0.6% 0.3% 0.1% 0.0% 0.2% 0.0%

阪神北 8.8% 17.3% 72.5% 0.1% 0.6% 0.1% 0.0% 0.0% 0.4% 0.1%

東播磨 10.7% 0.6% 0.5% 80.0% 3.3% 4.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.2%

北播磨 7.1% 0.7% 1.7% 3.6% 80.2% 4.0% 0.7% 0.1% 1.9% 0.0%

中播磨 1.2% 0.3% 0.3% 2.7% 3.0% 86.1% 6.2% 0.3% 0.0% 0.0%

⻄播磨 0.9% 0.1% 0.2% 0.6% 0.6% 23.7% 73.6% 0.0% 0.1% 0.0%

但  ⾺ 3.1% 0.6% 1.8% 0.3% 1.7% 3.4% 0.3% 80.0% 8.8% 0.0%

丹  波 5.3% 2.3% 9.2% 0.3% 7.9% 0.2% 0.0% 0.4% 74.5% 0.0%

淡  路 4.4% 0.4% 0.2% 1.9% 0.5% 0.2% 0.2% 0.0% 0.1% 92.0%

施 設 所 在 地

患
者
住
所
地
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２ 準 保 健 医 療 圏 域 （ 準 圏 域 ） の 設 定

２ 次 保 健 医 療 圏 域 内に お い て 、中 核 病 院等 を 中 心 と し て 、一 定 の 医 療 圏 が構 成 さ

れ て お り 、 医 療 資 源 の 地 域 偏 在 が さ ら に 進 ま な い よ う 特 に 配 慮 が 必 要 な 区 域 を 準

保 健 医 療 圏 域 （ 準 圏域 ） に 設 定 す る 。

準 圏 域

の

設 定 基 準

(1) 中 核 病 院 等(※ )を 中 心 に 、在 宅 医 療 か ら 救 急 医 療ま で 対 応 し て い る

医 療 区 域 ※ 中 核 病 院 等：公 立・公 的 病 院 な ど 政 策 医療 を 行 う 病 院

(2) 住 民 の 行 動 範 囲や 医 療 受 療 範 囲 等 一 定 の ま と ま りが あ る 医 療 区 域

(3) ２ 次 保 健 医 療 圏域 内 で 、(1)や (2)を 踏 ま え た 一 定の ま と ま り の あ る

医 療 圏 で 、 医 師 数 ・ 病 床 数 な ど の 医 療 資 源 の 地 域 偏 在 が 進 ま な い よ

う 配 慮 が 特 に 必 要 な区 域

準 圏 域

の 設 定

保 健 医 療 計 画(圏 域 圏 域 )で 、上 記 設 定 基 準に 基 づ き 、「 準 保 健 医療 圏 域 」

を 設 定 （ 圏 域 健 康 福祉 推 進 協 議 会 、 医 療審 議 会 で 検 討 の う え設 定 )

保 健 医 療 計 画 (圏 域 計 画 )に 、「 準 圏 域 」 の 設 定 や 当 該 圏 域 の 課 題 、 中 核

病 院 を 中 心 と し た 推進 方 策 な ど を 記 載

準 圏 域

設 定 効 果

① 中 核 病 院 等 を 中 心 と し た 医 療 機 関 同 士 の 医 療 機 能 の 役 割 分 担 や 連 携

強 化 等 の 医 療 提 供 確保 の 取 組

② 必 要 な 病 床 数 の 確保 や 医 師 の 派 遣 等 医 療 資 源 偏 在 解消 に 向 け た 取 組

地 域 医 療 構 想 を 踏 まえ た 病 院 再 編 時 の 地域 医 療 確 保 に 向 け た支 援

病 床 配 分 時 の 地 域 で不 足 す る 医 療 機 能 の確 保 等

設 定

準 圏 域

① 「 阪 神 北 準 圏 域 」

伊 丹 市 、 宝 塚 市 、川 西 市 、 三 田 市 、 猪名 川 町

② 「 赤 穂 準 圏 域 」

赤 穂 市 、 相 生 市 、上 郡 町

３ 疾 病 ・ 事 業 ご と の 圏 域 設 定

疾 病・事 業 ご と の 医 療 提 供 体 制 は、２ 次 保 健 医 療 圏 域に こ だ わ ら ず 、分 野 ご とに

圏 域 状 況 を 確 認 し 、引 き 続 き 、 柔 軟 な 圏域 設 定 を 行 う 。

（ 今 次 計 画 の 変 更 点）

○ 小 児 救 急 の 地 域の 変 更

２ 次 小 児 救 急 医 療 圏 域 に つ い て は ２ 次 小 児 救 急 輪 番 体 制 ご と に 設 定 し て

い る が 、現 状 で 三 田圏 域 に 輪 番 体 制 は なく 、神 戸 市 と 連 携 する こ と に よ り 輪

番 体 制 を 構 築 し て いる こ と か ら 、神 戸 圏域 と 三 田 圏 域 を 統 一し 、神 戸・三 田

圏 域 と す る 。

ま た 、西 播 磨 圏 域 にお い て も 一 部 地 域 で輪 番 体 制 が な く 、中 播 磨 圏 域 と連

携 す る こ と に よ り 輪 番 体 制 を 構 築 し て い る た め 、 中 播 磨 圏 域 と 西 播 磨 圏 域

を 統 一 し 、 播 磨 姫 路圏 域 と す る 。

（ 圏 域 数 11 圏 域 →９ 圏 域 ）
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【 疾 病 ・ 事 業 ご と の圏 域 設 定 状 況 】
疾 病 ・ 事 業 設 定 の 考 え 方 圏 域 数

救 急
医 療

2 次 救 急
入 院 ･手 術 等 を 必 要 とす る 重 症 救 急 患 者 に対 応 す
る ２ 次 救 急 輪 番 体 制ご と に 設 定

13 地 域

3 次 救 急
重 篤 救 急 患 者 を 24 時 間 受 入 れ る 救 命 救 急 ｾﾝﾀｰ等
を 中 心 に 設 定

７ ﾌﾞﾛｯｸ

小 児 救 急 医 療 ２ 次 小 児 救 急 輪 番 体制 ご と に 設 定 ９ 圏 域
連 携 圏 域 小 児 地 域 医 療 ｾﾝﾀｰを 踏 ま え 設 定 ８ 圏 域

周 産 期 医 療
周 産 期 医 療 ｼｽﾃﾑの 地 域 周 産 期 母 子医 療 ｾﾝﾀｰを 踏
ま え 設 定

７ 圏 域

災 害 医 療 地 域 災 害 対 策 本 部 ご と に 設 定 10 圏 域
新 興 感 染 症 発 生 ・
ま ん 延 時 に お け る
医 療

医 療 資 源 を 踏 ま え 、２ 次 保 健 医 療 圏 域 で設 定 ８ 圏 域

へ き 地 医 療 へ き 地 ５ 法 の 対 象 地域 を 踏 ま え て 設 定 ４ 圏 域

が ん ・ 糖 尿 病
身 近 な 医 療 体 制 を 継続 し 、 旧 ２ 次 保 健 医療 圏 域
に 設 定

10 圏 域

心 疾 患 ・ 脳 卒 中
身 近 な 医 療 体 制 を 継続 し 、 旧 ２ 次 保 健 医療 圏 域
を 基 本 に 阪 神 北 と 丹波 は 連 携

９ 圏 域

精 神 疾 患 医 療 資 源 を 踏 ま え 、２ 次 保 健 医 療 圏 域 で設 定 ８ 圏 域

初 期 救 急 初 期 救 急 輪 番 体 制 ごと に 設 定 ７ 圏 域

２ 次 救 急 ２ 次 救 急 輪 番 体 制 ご と に 設 定 ５ 圏 域

在 宅 医 療
郡 市 区 医 師 会 単 位 ご と に 、 在 宅 医 療 提 供体 制 を
確 保 で き る 圏 域 を 設定

40 圏 域
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第 ２ 章 兵 庫 県 の概 況

１ 人 口

(1) 総 人 口

兵 庫 県 の 総 人口 は 、 令 和 ２ 年 国 勢 調 査 で 、 5,465,002 人 で あ り 、 平 成 17 年 以

降 減 少 を 続 け て い る 。 今 後 の 将 来 推 計 人 口 か ら も 人 口 は 減 少 す る 見 込 み で あ る 。

(2) 性 別 年 齢 階 級 別人 口

年 齢 階 級 別 人 口 を 見 る と 、 第 一 次 ベ ビ ー ブ ー ム に 生 ま れ た 70 歳 代 前 半 の 人

口 と 、第 二 次 ベ ビ ーブ ー ム に 生 ま れ た 40 歳 代 後 半 の 人 口 が 多く 、二 つ の 山 を 作

っ て い る 。

性 別 に 見 る と、19 歳 ま で は 男 性 が 女 性 よ り も 多い が 、20 歳 以 降 は 女 性 の 方が

多 く な っ て い る 。

資 料 令 和 ２ （ 2020） 年 ま で ： 総 務 省 統 計 局 「 国 勢 調 査 」

令 和 ７ （ 2025） 年 以 降 ： 厚 生 労 働 省 「 医 療 計 画 策 定 支 援 デ ー タ ブ ッ ク 」

図 １ 兵 庫 県 の 人 口の 推 移

資 料 令 和 ２ 年 総 務 省 統 計 局 「 国 勢 調 査 」

図 ２ 兵 庫 県 の 年 齢階 級 別 人 口
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(3) 世 帯

兵 庫 県 の 世 帯 数 は 令 和 ２ 年 国 勢 調 査 で 、 2,399,358 世 帯 あ り 、 増 加 を 続 け て

い る 一 方 で 、 １ 世 帯あ た り の 平 均 世 帯 人員 は 年 々 減 少 し て いる 。

図 ３ 兵 庫 県 の 年 齢 3 区 分 別 人 口 の 推 移

資 料 医 療 計 画 策 定 支 援 デ ー タ ブ ッ ク （ 厚 労 省 ）

資 料 令 和 ２ 年 総 務 省 統 計 局 「 国 勢 調 査 」

図 ４ 兵 庫 県 の 世 帯数 と 平 均 世 帯 人 員 の推 移
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２ 人 口 動 態

(1) 出 生

ア 出 生 率

本 県 の 出 生 率（ 人 口 千人 対 ）の 推 移 を 見る と 、昭 和 45 年 以 降 急 激に 減 少 し 、

平 成 ２ 年 に は 10.1 と 約 半 分 に な った が 、 そ れ 以 降 も 減 少 傾 向と な っ て い る 。

イ 合 計 特 殊 出 生 率

本 県 の 合 計 特 殊 出 生率 は 年 々 低 下 し た 後 、 平 成 17 年 か ら は 回復 傾 向 に あ っ

た が 、 令 和 ２ 年 度 から 一 転 低 下 傾 向 に ある 。

図 ６ 合 計 特 殊 出 生率 の 推 移

図 ５ 出 生 数 と 出 生率 の 推 移

資 料 厚 生 労 働 省 「 令 和 ４ 年 人 口 動 態 調 査 」

資 料 厚 生 労 働 省 「 令 和 ４ 年 人 口 動 態 調 査 」
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(2) 死 亡

ア 死 亡 率

本 県 の 死 亡 率 （ 人 口千 人 対 ） の 年 次 推 移を 見 る と 、 昭 和 50 年 代 前 半 が 最 も

低 く 、そ の 後 上 昇 傾向 に あ る 。全 国 値 と比 較 す る と 、阪 神・淡 路 大 震 災 の 影 響

で 激 増 し た 平 成 ７ 年 以 外 は 、 ほ ぼ 同 じ で ある 。

イ 死 因 別 死 亡 数

本 県 の 死 因 別死 亡 数 の 割 合 は 、令 和 ４ 年 で 悪 性 新 生 物が 最 も 多 い 。次 い で心

疾 患 、 脳 血 管 疾 患 、肺 炎 と な っ て い る 。

図 ８ 兵 庫 県 の 死 因別 死 亡 割 合

資 料 厚 生 労 働 省 「 令 和 ４ 年 人 口 動 態 調 査 」

図 ７ 死 亡 数 と 死 亡率 の 推 移

資 料 厚 生 労 働 省 「 令 和 ４ 年 人 口 動 態 調 査 」
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ウ 死 因 別 死 亡 率

死 亡 の 中 で ５ 割 以 上 を 占 め る 三 大 生 活 習 慣 病 の 死 亡 率 を 見 て み る と 、 悪 性 新

生 物 及 び 心 疾 患 は 増加 傾 向 に あ る の に 対し 、 脳 血 管 疾 患 は 横ば い で あ る 。

エ 在 宅 死 亡割 合

オ 平 均 寿 命 0

本 県 と 全 国 の 平 均 寿命 を 男 女 別 に 比 較 する と 、 い ず れ も 昭和 55 年 以 降 は 本

県 の 平 均 寿 命 が 全 国値 よ り も 低 か っ た が、 平 成 27 年 は 全 国 値よ り も 高 く な っ

て い る 。

図 11 平 均 寿 命 の 推 移

図 10 圏 域 別 在 宅 死 亡 割 合

資 料 :厚 生 労 働 省 「 令 和 ２ 年 都 道 府 県 別 生 命 表 」

資 料 厚 生 労 働 省 「 令 和 ４ 年 人 口 動 態 調 査 」

図９ 兵庫県の生活習慣病の死亡率(人口 10 万対)

兵 庫 県 平 均

資 料 厚 生 労 働 省「 令 和 ４ 年 人 口 動 態 調 査 」
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３ 受 療 動 向

(1) 推 計 患 者 数

本 県 の 推 計 患 者 数 を年 齢 階 級 別 に 見 る と、入 院・外 来 と も 65 歳 以 降 に 急 激 に

増 加 し 、 75～84 歳 の 年 齢 層 が 、 それ ぞ れ 最 も 多 く な って い る 。

(2) 年 齢 階 級 別 受 療率

本 県 の 年 齢 階 級 別 の受 療 率 を 見 る と 、入 院 は 5～ 14 歳 、外 来 は 15～ 24 歳 が 最

も 低 く 、 そ の 後 、 年 齢 が 上 が る に つ れ て 高 く な っ て い る 。 全 国 値 の デ ー タ と 比

較 し て み る と 、入 院 は 概 ね 全 国 値 よ り 低い か 同 等 で あ る 。一 方 、外 来 は 65 歳 以

上 の 年 齢 層 で 全 国 値よ り 特 に 高 く な っ てい る 。

表１　兵庫県の年齢階級別推計患者数

入院 外来

0～4歳 0.5 14.0

5～14歳 0.3 22.7

15～24歳 0.6 12.1

25～34歳 1.1 15.4

35～44歳 1.7 21.6

45～54歳 3.4 31.6

55～64歳 4.9 37.4

65～74歳 10.5 72.3

75～84歳 16.0 73.8

85歳以上 15.3 28.8

不詳 0.0 1.8

合　　　計 54.3 331.5

（単位：千人）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

入院 外来

図 12 兵 庫 県 の 年 齢 階 級 別 推 計 患 者 数

資 料 厚 ⽣ 労 働 省 「 令 和 ２ 年 患 者 調 査 」

図 13 年齢階級別受療率（人口 10 万対）入院 図 14 年 齢 階 級 別 受 療 率（ 人 口 10 万 対 ）外 来
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(3) 傷 病 分 類 別 患 者数

入 院 及 び 外 来 の 患 者 を 傷 病 別 に み る と 、 入 院 で は 、 循 環 器 系 ・ 精 神 及 び 行 動

の 障 害 の 疾 患 が 多 く、 外 来 で は 、 消 化 器系 の 疾 患 ・ 循 環 器 系の 疾 患 が 多 い 。

図 15 傷病分類別推計患者数（千人）

表1　　兵庫県の傷病分類別推計患者数 （単位：千人）

入院 外来

感染症及び寄生虫症 0.9 7.4

新生物 5.7 10.5

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 0.3 0.9

内分泌，栄養及び代謝疾患 1.5 21.9

精神及び行動の障害 8.1 11.4

神経系の疾患 5.0 8.6

眼及び付属器の疾患 0.6 18.4

耳及び乳様突起の疾患 0.1 5.0

循環器系の疾患 8.7 40.9

呼吸器系の疾患 4.1 18.8

消化器系の疾患 3.4 57.7

皮膚及び皮下組織の疾患 0.6 16.2

筋骨格系及び結合組織の疾患 3.9 38.9

腎尿路生殖器系の疾患 2.1 11.1

妊娠，分娩及び産じょく 0.4 0.4

周産期に発生した病態 0.2 0.1

先天奇形，変形及び染色体異常 0.1 0.8

症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 0.6 4.0

損傷，中毒及びその他の外因の影響 6.9 14.4

健康状態に影響を及ぼす要因及び保健ｻｰﾋﾞｽの利用 0.2 42.8

総数 53.5 330.2

資料　　厚生労働省 「令和２年 患者調査」

傷病分類
兵庫県
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図 16 傷病分類別受療率（人口 10 万対）入院

図 17 傷病分類別受療率（人口 10 万対）外来

表2　　傷病分類別受療率（人口10万人対）

入院 外来 入院 外来

感染症及び寄生虫症 16 137 13 103

新生物 110 207 100 196

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 6 16 4 14

内分泌，栄養及び代謝疾患 26 406 24 343

精神及び行動の障害 154 226 188 211

神経系の疾患 92 165 100 131

眼及び付属器の疾患 10 332 8 237

耳及び乳様突起の疾患 2 89 2 76

循環器系の疾患 159 749 157 652

呼吸器系の疾患 75 344 59 371

消化器系の疾患 63 1,038 48 1,007

皮膚及び皮下組織の疾患 12 292 9 247

筋骨格系及び結合組織の疾患 72 710 59 718

尿路性器系の疾患 39 200 41 241

妊娠，分娩及び産じょく 7 7 11 10

周産期に発生した病態 4 2 5 3

先天奇形，変形及び染色体異常 3 16 4 11

症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 10 72 10 59

損傷，中毒及びその他の外因の影響 126 266 107 229

健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用 4 784 8 794

総数 994 6,063 960 5,658

資料　　厚生労働省 「令和２年 患者調査」

傷病分類
兵庫県 全国
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(4) 平 均 在 院 日 数 ・病 床 利 用 率

病 床 別 の 平 均 在 院 日数 は 、一 般 病 床 が 16.2 日（ 平 成 28 年 15.5 日 ）、療 養 病

床 が 135.2 日 （ 平 成 28 年 149.9 日 ）、 精神 病 床 が 250.8 日 （ 平 成 28 年 264.2

日 ） で あ り 、 お お む ね 短 縮 化 傾 向 に あ る。

表3　　圏域別　病床別病床利用率・平均在院日数

病床利用
率

平均在院
日数

病床利用
率

平均在院
日数

病床利用
率

平均在院
日数

病床利用
率

平均在院
日数

病床利用
率

平均在院
日数

病床利用
率

平均在院
日数

（％） （日） （％） （日） （％） （日） （％） （日） （％） （日） （％） （日）

75.3 27.3 69.0 16.2 84.7 126.5 82.3 276.7 27.4 44.5 571.2 10.5

75.1 26.3 69.6 16.2 86.0 135.2 80.2 250.8 42.1 45.3 519.4 8.7

神　 戸 71.2 23.1 67.7 15.4 84.3 120.2 73.1 188.5 41.0 59.2 212.5 5.0

阪神 76.6 26.4 69.8 16.2 87.8 142.0

東播磨 77.6 24.3 70.5 15.0 88.9 148.4

北播磨 81.8 37.5 80.3 22.5 84.1 174.9

播磨姫路 74.9 27.3 80.4 16.6 68.9 117.8

但   馬 66.4 27.4 66.0 17.5 63.1 97.3

丹   波 77.9 34.2 61.2 14.7 92.8 209.0

淡   路 82.4 41.7 76.4 18.0 92.0 119.4

資料　　厚生労働省 「令和４年 病院報告」

圏   域

全病床 一般病床 療養病床 精神病床 結核病床 感染症病床

全　 国

全    県
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第 ３ 章 基 準 病 床数

基 準 病 床 数 は 、医 療法 に 基 づ き 、都 道 府県 域 又 は ２ 次 保 健 医療 圏 域 に お い て 整 備を 図

る べ き 病 床 数 の 一 定の 水 準 を 示 す も の であ り 、以 下 の と お り定 め 、令 和 ６（ 2024）年 ４

月 １ 日 よ り 適 用 す る。

【 基 準 病 床 数 の 算 定 】

１ 一 般 病 床 及 び 療 養 病 床

国 の 定 め る 算 定 式 に 基 づ き 、 一 般 病 床 に つ い て は 、 年 齢 階 級 別 人 口 、 年 齢 階 級

別 退 院 率 、 平 均 在 院 日 数 、 病 床 利 用 率 な ど か ら 算 出 し 、 療 養 病 床 に つ い て は 、 年

齢 階 級 別 人 口 、 療 養 病 床 入 院 受 療 率 、 介 護 施 設 ・ 在 宅 医 療 等 で 対 応 可 能 な 数 、 病

床 利 用 率 な ど に よ り算 出 し 、 両 者 を 合 算し て 、 次 の と お り 定め る 。

圏 域
基 準 病 床 数

(令和 6 年４月１日～)
Ａ

既 存 病 床 数
(令 和 5 年 10 月 １ 日 )

Ｂ

差 異
Ｃ （ ＝ Ｂ － Ａ ）

神 戸 15,676 15,418 △258

阪 神 17,118 15,550 △1,568

東 播 磨 7,012 6,358 △654

北 播 磨 3,307 3,203 △104

播 磨 姫 路 7,773 8,113 340

但 馬 1,380 1,350 △30

丹 波 751 1,158 407

淡 路 1,145 1,645 500

合 計 54,162 52,795 △1,367

２ 精 神 病 床

国 の 定 め る 算 定 式 に基 づ き 、性 別・年 齢 階 級 別 の 推 計 人口 、急 性 期 入 院 受 療率 、

回 復 期 入 院 受 療 率、慢 性 期 入 院 受 療 率、流 出 入 入 院 患 者 数 など に よ り 算 出 し 、次 の

と お り 定 め る 。

基 準 病 床 数
(令 和 6 年 4 月 1 日 ～ )

Ａ

既 存 病 床 数
(令 和 ５ 年 10 月 １ 日 )

Ｂ

差 異
Ｃ （ ＝ Ｂ － Ａ ）

全 県 9,869 11,160 1,291

３ 感 染 症 病 床

国 の 通 知 に 基 づ き 、 感 染 症 法 に 定 め る 第 一 種 感 染 症 指 定 医 療 機 関 及 び 第 二 種 感

染 症 指 定 医 療 機 関 の感 染 症 病 床 の 数 を 合算 し て 、 次 の と お り定 め る 。

基 準 病 床 数
(令 和 6 年 4 月 1 日 ～ )

Ａ

既 存 病 床 数
(令 和 ５ 年 10 月 １ 日 )

Ｂ

差 異
Ｃ （ ＝ Ｂ － Ａ ）

全 県 48 54 ６
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４ 結 核 病 床

国 が 定 め る 参 酌 基 準に 基 づ き 、塗 抹 陽 性結 核 患 者 数 、塗 抹 陽 性 結 核 患 者 の感 染 性

が 消 失 す る ま で に 要す る 平 均 日 数 な ど によ り 算 出 し 、 次 の とお り 定 め る 。

基 準 病 床 数
(令 和 6 年 4 月 1 日 ～ )

Ａ

既 存 病 床 数
(令 和 ５ 年 10 月 １ 日 )

Ｂ

差 異
Ｃ （ ＝ Ｂ － Ａ ）

全 県 93 145 52

【 課 題 】

(1) 一 般 病 床 及 び 療養 病 床

令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 時 点 の 既 存病 床 が 、 基 準 病 床 を下 回 る 圏 域 に お い ては 、 病

院 等 の 開 設 、増 床 等 が 可 能 と な るが 、将 来 の 地 域 の 医療 需 要 や 医 療 人 材 の確 保

等 も 念 頭 に 置 き な がら 、 配 分 方 法 を 検 討す る 必 要 が あ る 。

(2) 精 神 病 床

基 準 病 床 数 を 上 回 って い る が 、病 床 稼 働率 も 一 般 病 床 に 比 べて 高 い こ と か ら、

多 様 な 精 神 医 療 の ニー ズ に 機 動 的 に 対 応す る こ と が 難 し い 面が あ る 。多 様 な 精

神 疾 患 ご と に 、患 者 に 身 近 な 地 域で 適 切 な 精 神 科 医 療が 提 供 さ れ る よ う 体 制 整

備 を 進 め る 必 要 が ある 。

(3) 結 核 病 床

既 存 病 床 数 が 基 準 病床 を 上 回 っ て い る が、結 核 患 者 の 減 少 から 減 床 や 病 床 廃

止 が 進 ん で い る 。 こ の こ と か ら 、 引 き 続 き 入 院 を 必 要 と す る 結 核 患 者 数 の 動 向

を 踏 ま え 、 不 足 を 来さ な い よ う そ の 確 保に 努 め る 必 要 が あ る。

【 推 進 方 策 】

(1) 一 般 病 床 及 び 療養 病 床

圏 域 内 の 病 床 数（ 基 準 病 床 数 、既 存 病 床利 用 率 、必 要 病 床 数及 び 不 足 す る 病 床

（参考）既存病床数の推移

基準病床数

（令和6年4月）

15,547 15,603 15,590 15,467 15,481 15,418 15,676

15,676 15,698 15,662 15,670 15,683 15,550 17,118

6,382 6,365 6,245 6,401 6,401 6,358 7,012

3,265 3,265 3,198 3,198 3,203 3,203 3,307

8,270 8,247 8,196 8,161 8,131 8,113 7,773

1,420 1,380 1,380 1,379 1,379 1,350 1,380

1,249 1,154 1,167 1,167 1,158 1,158 751

1,725 1,725 1,710 1,698 1,664 1,645 1,145

53,534 53,437 53,148 53,141 53,100 52,795 54,162

11,280 11,265 11,252 11,206 11,178 11,160 9,869

150 150 150 150 150 145 93

54 50 54 54 54 54 48

丹   波

淡   路

全県計

精神病床

結核病床

感染症病床

令和３ 令和４
令和５
(10月)

一
般
・
療
養
病
床

神   戸

阪　神

東播磨

北播磨

播磨姫路

但   馬

区分 圏域 平成30 令和元 令和２
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機 能 状 況 等 ）や 医 療 機 関 の 連 携 体制 、必 要 な 医 療 機 能・病 床 の 状 況 等 の 地域 課 題

に 応 じ て 、 病 床 整 備 等 を 圏 域 の 健 康 福 祉 推 進 協 議 会 及 び 地 域 医 療 構 想 調 整 会 議

等 の 意 見 も 踏 ま え つつ 検 討 す る 。

(2) 精 神 病 床

病 院 、診 療 所 、訪 問 看 護 ス テ ー ショ ン 、健 康 福 祉 事 務 所 、市 町 地 域 援 助 事業 者

等 か ら な る 協 議 の 場 の 設 置 や 、 か か り つ け 医 と 精 神 科 医 の 連 携 に よ り 良 質 か つ

適 切 な 医 療 を 提 供 し 、 在 院 日 数 の 短 縮 化 と 病 床 の 効 果 的 で 柔 軟 な 利 用 を 図 っ て

い く 。（ 県 、 市 町 、 関係 団 体 、 医 療 機 関 等）

＜ 許 可 を 受 け な い で一 般 病 床 の 設 置 又 は増 床 が で き る 診 療 所＞

医 療 法 施 行 規 則 第 １条 の 14 第 ７ 項 第 １号 か ら 第 ３ 号 ま で の規 定 に 基 づ き 、許 可 を

受 け な い で 一 般 病 床 の 設 置 等 が で き る 診 療 所 は 、 県 の ホ ー ム ペ ー ジ に お い て 公 表 す

る 。

○ 県 ホ ー ム ペ ージ 「 兵 庫 県 保 健 医 療計 画 」

［ 参 照 URL］https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/keikaku2024.html

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/25hokeniryoukeikaku.html
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第２部 保健医療提供体制の基盤整備

第 １ 章 保 健 医 療施 設

１ 病 院

(1) 病 院 数 ・ 病 床数 の 状 況

（ 単 位 上 段 ： 実 数、 下 段 ： 人 口 10 万 対 、()内 は 全 国 ）

病 院 数 病 床 数

内 訳 内 訳

一
般

精
神

一
般

療
養

精
神

結
核

感
染
症

施 設 数

347 314 33 63,825 39,345 12,740 11,536 150 54

6.4
(6.5)

5.8
(5.7)

0.6
(0.8)

1181.5
(1194.9)

728.3
(709.6)

235.8
(223.0)

213.6
(257.6)

2.8
(3.1)

1.0
(1.5)

厚 生 労 働 省 「 令 和 ４年 医 療 施 設 調 査 」

(2) 圏 域 別 病 院 数 ・病 床 数 の 状 況

（ 単 位 上 段 ： 実 数 、 下段 ： 人 口 10 万 対 ）

神 戸 阪 神 東 播 磨 北 播 磨 播 磨 姫 路 但 馬 丹 波 淡 路 全 県

施 設 数
110 88 39 22 59 11 7 11 347

7.3 5.1 5.5 8.5 7.3 7.2 7.1 8.8 6.4

病 床 数
18,779 17,939 7,423 4,391 9,969 1,928 1,370 2,026 63,825

1243.5 1029.8 1041.9 1700.7 1238.1 1262.8 1388.0 1626.5 1181.1

厚 生 労 働 省 「 令 和 ４年 医 療 施 設 調 査 」

(3) 開 設 者 別 に み た病 院 の 状 況

（ 単 位 実 数 ）

大 学 病 院 *1 独 立 行 政

法 人 国 立

病 院 機 構

*3

県 立

病 院

*4

公 的 病 院
民 間 病 院 *5

(個 人 、 医 療 法 人 等 )

計特 定

機 能

病 院

*2

市 町 立 及 び

そ の 組 合 等

日 赤 及 び

済 生 会 ※

独 立 行 政 法

人 等 ( 国 立

病 院 機 構 除

く )

社 会

医 療

法 人

*6

４ ２ ４ 13 23 ４ 11 287 12 346

※ 日 赤 ： 日 本 赤 十 字 社 、 済 生 会 ： 社 会 福 祉 法 人 恩 賜 財 団 済 生 会

兵 庫 県 「 病 院 名 簿 （令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 現在 ）」

〇 社 会 医 療 法 人 の 認 定 状 況 は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/syakaiiryohojin.html
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(4) 病 床 の 規 模

（ 単 位 ： 実 数 ）

100 床 未 満
100 床 以 上

200 床 未 満

200 床 以 上

400 床 未 満
400 床 以 上 計

施 設 数 111 139 63 33 346

割 合 (%) 32.1 40.2 18.2 9.5 100.0

兵 庫 県 「 病 院 名 簿 （令 和 5 年 4 月 1 日 現 在 ）」

２ 一 般 診 療 所

（ 単 位 上 段 ： 診療 所 数 、 下 段 ： 人 口 10 万 対 、 令 和 ４ 年 10 月 １ 日 ）

神 戸 阪 神 東播磨 北播磨 播磨姫路 但 馬 丹 波 淡 路 全 県

一 般

診 療 所

1,645 1,831 543 214 630 139 84 132 5,218

108.9 105.1 76.2 82.9 78.2 91.0 85.1 106.0 96.6

厚 生 労 働 省 「 令 和 ４ 年 医 療 施 設 調 査 」

３ 歯 科 診 療 所

（ 単 位 上 段 ： 診療 所 数 、 下 段 ： 人 口 10 万 対 、 令 和 ４ 年 10 月 １ 日 ）

神 戸 阪 神 東播磨 北播磨 播磨姫路 但 馬 丹 波 淡 路 全 県

歯 科

診 療 所

930 976 344 128 401 65 44 72 2,960

61.6 56.0 48.3 49.6 49.8 42.6 44.6 57.8 54.8

厚 生 労 働 省 「 令 和 ４年 医 療 施 設 調 査 」

４ 薬 局

患 者 が 、 医 薬 品 の 重 複 や 相 互 作 用 を 防 止 す る 等 の 医 薬 分 業 の メ リ ッ ト を 享 受 す

る こ と が で き る よ う「 か か り つ け 薬 剤 師・薬 局 」の 定 着 を 図り 、よ り 安 全・安 心 で

最 適 な 薬 物 療 法 を 推進 す る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 圏 域 別 の 薬 局 数

（ 上 段 ： 薬 局 数 、 下段 ： 人 口 10 万 対 ）

神 戸 阪神南 阪神北 東播磨 北播磨 中播磨 西播磨 但 馬 丹 波 淡 路 全 県

薬 局 数
793 525 311 338 143 288 123 87 54 70 2,732

52.8 50.9 44.2 47.5 55.8 51.2 51.7 57.7 55.1 56.7 50.8

（ 令 和 ５ 年 ３月 末 ・ 兵 庫 県 薬 務 課調 ）
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(2) 医 薬 分 業 率 の 推移

(3) か か り つ け 薬 剤 師 ・ 薬 局 の 基 本 的 な 機 能 に 加 え 、 住 民 自 身 に よ る 主 体 的 な 健

康 の 保 持 増 進 を 積 極的 に 支 援 す る 機 能 を備 え た「 健 康 サ ポ ート 薬 局 」、か か り つ

け 薬 剤 師 ・ 薬 局 機 能 を 強 化 ・ 充 実 し た 「 地 域 連 携 薬 局 」 等 の 制 度 が 創 設 さ れ て

お り 、 患 者 等 の ニ ーズ に 応 じ る こ と が でき る よ う 増 や し て いく 必 要 が あ る 。

(4) 患 者 が 医 薬 品 を 使 用 す る 際 の 疑 問 や 不 安 を い つ で も 相 談 で き る よ う 、 夜 間 ・

休 日 を 含 め 、調 剤 や 電話 相 談 等 の 必 要 な 対応 を 行 う 体 制 を 確 保す る 必 要 が あ る 。

(5) 服 薬 情 報 の 一 元的・継 続 的 把 握 の ため の「 お 薬 手 帳 」を 患 者 が 複 数 持 ち、手 帳

の メ リ ッ ト が 十 分 に生 か さ れ て い な い 状況 が 生 じ て い る 。

(6) 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 構 築 に 向 け 、 医 師 等 多 職 種 と 連 携 し 、 在 宅 患 者 の 服 薬

状 況 、 服 薬 後 の 症 状 、 体 調 の 変 化 、 残 薬 の 数 量 の 把 握 等 に 努 め 、 入 院 時 と 同 等

の 薬 学 的 管 理 ・ 指 導を 行 う 体 制 を よ り 一層 推 進 す る 必 要 が ある 。

【 推 進 方 策 】

(1) 医 薬 分 業 の メ リ ッ ト を 享 受 で き る よ う に な る た め 、 県 民 一 人 ひ と り が 「 か か

り つ け 薬 剤 師・薬 局 」を 持 つ よ う 、関 係 団 体 と 連 携 し 啓発 す る 。（ 県 、関 係 団 体）

(2) 24 時 間 対 応 や自 宅 対 応 に つ い て、 か か り つ け 薬局 単 独 で の 実 践 が 困難 な 場 合

に は 、 近 隣 の 薬 局 と の 連 携 体 制 や 地 域 薬 剤 師 会 の バ ッ ク ア ッ プ に よ る 輪 番 体 制

の 構 築 を 図 る 。（ 関 係 団 体 ）

(3) 健 康 サ ポ ー ト 薬 局 及 び 地 域 連 携 薬 局 等 の 意 義 を 周 知 す る と と も に 届 出 し た 薬

局 名 等 を 公 表 し 、 これ ら を 積 極 的 に 目 指す 薬 局 の 取 組 を 支 援す る 。

(4) 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 一 翼 を 担 う 者 と し て 、 医 療 機 関 、 地 域 包 括 支 援 セ ン

タ ー や 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 等 と 連 携 し 患 者 宅 に お い て 服 薬 を 管 理 ・ 指 導 で き

る 訪 問 薬 剤 師 を 育 成す る た め の 研 修 会 を開 催 す る 。（ 関 係 団 体）

(5) 重 複 投 与 や 相 互作 用 を 防 ぐ た め 、お 薬 手 帳 の 意 義や 利 用 方 法 を 患 者 に説 明 し 、

１ 冊 の お 薬 手 帳 に よ る 運 用 を 促 す 。 ま た 、 デ ー タ 保 存 容 量 が 大 き く 携 帯 し や す

い 電 子 版 お 薬 手 帳 の普 及 定 着 を 図 る 。（ 県 、 市 町 、 関 係団 体 ）

(6) 医 療 を 受 け る 県 民 が 薬 局 の 選 択 を 適 切 に 行 う た め に 必 要 な 情 報 （ 薬 局 機 能 情

報 ） を 引 き 続 き 公 開し て い く 。（ 県 ）

                                                               医薬分業率の推移

年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

兵庫県 61.5 63.3 64.5 65.8 67.4 68.7 70.2 71.5 72.4 73.2 74.3 73.8 75.0

全国 63.1 65.1 66.1 67.0 68.7 70.0 71.7 72.8 74.0 74.9 75.7 75.3 76.6

近畿圏 52.0 54.1 55.5 57.0 59.1 60.8 62.6 64.2 65.6 66.9 68.4 68.3 69.7

(単位：％）
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５ 訪 問 看 護 事 業 所

主 治 医 が 必 要 と 認 めた 在 宅 療 養 者 に 対 し 、訪 問 看 護 ス テ ー シ ョン や 医 療 機 関 の 看

護 師 等 が 家 庭 を 訪 問し 、療 養 上 の 世 話 や診 療 の 補 助 を 行 う 訪問 看 護 サ ー ビ ス を 提供

し て い る 。高 齢 化 の進 展 や 平 均 在 院 日 数の 短 縮 等 に よ り 、在 宅 療 養 者 は 今後 さ らに

増 加 す る こ と が 予 想さ れ 、多 様 な ニ ー ズに 対 応 で き る 訪 問 看護 サ ー ビ ス の 充 実 を図

る 。

【 現 状 と 課 題 】

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョン の 設 置 状 況 （ 令 和５ 年 ９ 月 現 在 ）

圏 域 名
神

戸

阪 神

南

阪 神

北

東 播

磨

北 播

磨

中 播

磨

西 播

磨
但 馬 丹 波 淡 路 合 計

設 置 数 285 189 125 105 35 97 39 17 9 18 919

うち機能強化型１ 11 6 5 1 1 3 1 1 1 1 61

うち機能強化型２ 3 2 2 1 1 2 0 0 0 0 22

うち機能強化型３ 1 2 1 2 1 0 1 1 0 0 18

今 後 増 加 す る 看 取 り へ の 対 応 や 、要 介 護 者 に 対 す る 療養 支 援 等 、看 護 と 介 護 が 連

携 し た サ ー ビ ス を 提 供 す る た め 、 拠 点 と な る 施 設 整 備 や 職 員 の 資 質 向 上 を 図 る 必

要 が あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 看 取 り 対 応 体 制 や 教 育 研 修 体 制 が 整 備 さ れ 、 医 療 機 関 と の 連 携 機 能 及 び 住 民

へ の 情 報 提 供 ・ 相 談 機 能 を 持 っ た 「 機 能 強 化 型 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 」 の 整 備

を 図 る 。（ 県 ）

(2) 多 様 な 医 療 ニ ー ズ に 対 応 で き る 訪 問 看 護 師 の 資 質 向 上 を 図 る た め 、 認 定 看 護

師 の 取 得 や 、 特 定 行為 研 修 の 受 講 を 推 進 す る 。（ 県 、 関 係 団 体）

(3) 訪 問 看 護 師 の 確 保 を 図 る た め 、 病 院 等 と の 人 材 交 流 の 促 進 の 検 討 を 行 う と と

も に 、 離 職 時 の 届 出 制 度 を 活 用 し 、 潜 在 看 護 師 の 訪 問 看 護 分 野 へ の 就 業 を 支 援

す る 。（ 県 、 関 係 団 体）

(4) 「 訪 問 看 護 総 合支 援 セ ン タ ー 」に お い て 、訪 問 看 護 事 業所 、関 係 団 体 、行 政等

の 連 携 体 制 を 構 築 し 、 人 的 交 流 等 を 支 援 す る ほ か 、 訪 問 看 護 師 の 資 質 向 上 を 図

る 研 修 を 実 施 す る な ど 、 地 域 全 体 を 視 野 に 入 れ た 在 宅 医 療 サ ー ビ ス の 提 供 を 推

進 す る 。（ 県 、 関 係 団体 、 各 事 業 所 ）

６ 保 健 所

今 般 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 へ の 対 応 や 関 係 法 令 の 改 正 等 を 踏 ま え 、 地 域

保 健 の 広 域 的 、 専 門 的 か つ 技 術 的 拠 点 と し て の 機 能 を 強 化 し 、 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉

の 施 策 を 総 合 的 一 体的 に 推 進 す る 。
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【 現 状 と 課 題 】

(1) 保 健 所 で は 、地 域 保 健 の 広 域的 、専 門 的 か つ 技 術的 な 拠 点 と し て 、次 の 機 能・

役 割 を 担 っ て い る 。

ア 重 層 的 な 連 携 体 制 の 構 築 に よ る 健 康 な ま ち づ く り の 推 進 や 市 町 へ の 技 術 支

援

イ 精 神 保 健 、 難 病 ・感 染 症 対 策 、 食 品 安全 な ど の 専 門 的 か つ技 術 的 業 務

ウ 保 健 、 医 療 、 福 祉情 報 の 収 集 、 分 析 及び 評 価

エ 地 域 に お け る 健 康危 機 管 理 の 拠 点 と して の 機 能

オ 地 域 の 諸 課 題 に 総合 的 に 対 応 し て い くた め の 企 画 立 案 ・ 総合 調 整 機 能

(2) 県 で は 12 健 康 福 祉 事 務 所 を保 健 所 と し て 設 置 して い る 。地 域 保 健 法 の 規 定に

基 づ き 保 健 所 を 設 置し て い る 市 は 、神 戸 市 、姫 路 市 、尼 崎 市、西 宮 市 及 び 明 石 市

の ５ 市 で あ る 。

(3) 保 健 所 の 健 康 危 機 管 理 に お い て は 、 今 般 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 へ の 対

応 を 踏 ま え 、 健 康 危機 発 生 時 の み な ら ず平 時 及 び 事 後 の 対 応を 十 分 に 行 う な ど 、

地 域 に お け る 健 康 危機 管 理 の 拠 点 と し ての 役 割 を 担 う こ と が重 要 で あ る 。

ま た 自 殺 や 非 感染 性 疾 患 、健 康 寿 命 の延 伸 、地 域 包 括 ケア シ ス テ ム の 構 築な ど 、

今 後 さ ら に 高 度 化 、多 様 化 す る 新 た な 健康 課 題 へ の 対 応 が 必要 と な っ て い る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 企 画 調 整 機 能 の発 揮 （ 県 、 保 健 所 設置 市 ）

・ 地 域 の 健 康 課 題 を 評 価 ・ 分 析 し 、 各 種 計 画 策 定 や 施 策 の 効 果 的 な 企 画 立 案 に

反 映 す る と と も に 、 市 町 の 各 種 保 健 施 策 の 立 案 や 実 施 を 支 援 す る な ど 、 地 域 保

健 の 広 域 的 、 専 門 的か つ 技 術 的 な 拠 点 とし て の 役 割 を 果 た す。

・ 地 域 に お い て 保健 、医 療 、福 祉 に 関 する サ ー ビ ス が 包 括 的に 提 供 さ れ る よ う 、

市 町 や 関 係 機 関 等 との 重 層 的 な 連 携 体 制の さ ら な る 構 築 に 努 め る 。

(2) 地 域 に お け る 健康 危 機 管 理 の 拠 点 とし て の 機 能 の 強 化 （県 、 保 健 所 設 置 市 ）

・ 自 然 災 害 発 生 や 新興・再 興 感 染 症 、健 康危 機 の 発 生・拡 大・再 発 を 防 止 す るた

め 、 国 、 他 都 道 府 県や 関 係 団 体 等 と の 連携 を 強 化 す る 。

・ 平 時 よ り 計 画 的な 人 員 の 確 保 や配 置 、人 材 育 成 、市 町 と の連 携 体 制 を 強 化 し 、

健 康 危 機 発 生 時 に お け る 重 層 的 、 総 合 的 な 対 応 が 可 能 と な る 健 康 危 機 管 理 体 制

を 構 築 す る 。

(3) 専 門 的 ・ 技 術 的業 務 の 推 進 （ 県 、 保 健 所 設 置 市 ）

・ 精 神 保 健 、難 病 対策 、結 核・感 染 症 対 策等 の 専 門 的・技 術 的業 務 の 機 能 強 化 を

図 る と と も に 、 食 品 衛 生 、 環 境 衛 生 、 医 事 、 薬 事 等 に お け る 監 視 指 導 の 一 層 の

効 率 化 及 び 高 度 化 を図 る 。

・ 住 民 の ニ ー ズ 把 握 に 努 め 、 市 町 に 対 し て 専 門 的 か つ 技 術 的 な 指 導 、 支 援 を 行

う 。

(4) 情 報 の 収 集 ・ 提供 及 び 調 査 ・ 研 究 等の 推 進 （ 県 、 保 健 所 設 置 市 ）

・ 所 管 区 域 に 係 る 保健 、医 療 、福 祉 に 関 する 情 報 を 幅 広 く 収 集、管 理 、分 析 及 び

評 価 し 、 関 係 機 関 及び 住 民 に 対 し て 積 極的 に 情 報 提 供 す る 。
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７ 市 町 保 健 セ ン タ ー

市 町 保 健 セ ン タ ー は、地 域 住 民 の 健 康 の保 持・増 進 を 図 る た め 、住 民 に 対 し、健

康 相 談 、保 健 指 導 及び 健 康 診 査 、そ の 他地 域 保 健 に 関 し 必 要な 事 業 を 行 う 市 町 保健

活 動 の 拠 点 施 設 で ある 。

こ の た め 、市 町 保 健セ ン タ ー が 、住 民 の健 康 づ く り の 拠 点 とし て の 機 能 を 発 揮 で

き る よ う 質 的 充 実 を図 る 。

【 現 状 と 課 題 】

市 町 保 健 セ ン タ ー 又 は 保 健 セ ン タ ー 類 似 施 設 は 県 内 全 市 町 で 整 備 さ れ た が 、 今

後 も 引 き 続 き 、妊 娠期 か ら 子 育 て 期 に わ た る 切 れ 目 のな い 支 援 の 強 化 、介 護 保 険法

第 115 条 の 46 に 規 定 さ れ る 高 齢 者 の 介 護予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ント や 総 合 相 談 等 を行

う 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 等 と の 連 携 方 策 な ど を 踏 ま え た 、 施 設 機 能 の 充 実 を 図 る

必 要 が あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 住 民 の 健 康 づ くり の 拠 点 と し て の 機能 を 発 揮 で き る よ う、ソ フ ト 、ハ ー ド の

両 面 か ら 施 設 機 能 の充 実 を 図 る 。 （ 市 町）

(2) 研 修 の 充 実 や 県・市 町 の 連 携 を 通 じて 、市 町 保 健 セ ン ター 等 で の 活 動 の 質の

向 上 を 図 る 。 （ 県 、 市 町 ）

８ 地 方 衛 生 研 究 所

地 方 衛 生 研 究 所 は 、地 域 保 健 対 策 を 効 果的 に 推 進 す る 技 術 的、科 学 的 な 中 核 機 関

と し て 、調 査 研 究、試 験 検 査 、研 修 指 導 及 び 公 衆 衛 生情 報 等 の 収 集・解 析・提 供を

行 っ て お り 、 県 内 で は 、 県 、 神 戸 市 、 姫路 市 、 尼 崎 市 に 設 置さ れ て い る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 地 方 衛 生 研 究 所は 、疾 病 予 防・微 生 物 、水 、食 品 、医 薬 品 等 の 調 査 研 究及 び 試

験 検 査 、 地 域 保 健 関 係 者 の 人 材 育 成 ・ 資 質 の 向 上 の た め の 研 修 、 感 染 症 の 発 生

状 況 等 の 収 集 ・ 解 析・ 提 供 等 の 業 務 を 行っ て い る 。

(2) 近 畿 ２ 府 ７ 県（ 福 井 県 、三 重 県 、徳 島 県 を 含 む ）内 の 地方 衛 生 研 究 所 間 で は 、

広 域 的 な 感 染 症 の 発 生 や 大 規 模 災 害 発 生 の 際 に 備 え て 、 技 術 的 支 援 、 健 康 危 機

対 応 の 訓 練 等 の 広 域的 な 連 携 ・ 協 力 体 制を 整 備 し て い る 。

(3) 令 和 ４ 年「 改 正地 域 保 健 法 」（ 第 26 条 ）で 、保 健 所 を 設置 す る 地 方 公 共 団 体

は 、調 査 研 究 、試 験 検 査 の 必 要 な 体制 を 整 備 す る も の と規 定 さ れ 、県 民 の 安 全・

安 心 確 保 の た め 、 平 時 か ら 検 査 精 度 の 向 上 、 機 器 の 機 能 維 持 ・ 向 上 及 び 研 究 員

の 育 成 、確 保 等 に よ る迅 速 で 正 確 な 検 査 体制 を 維 持 す る こ と が求 め ら れ て い る 。

(4) 地 域 保 健 法 第 ４ 条 に 基 づ く 「 地 域 保 健 対 策 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 指 針 」 で

は 、 地 方 衛 生 研 究 所 は 、 健 康 危 機 に 対 応 す る と 同 時 に 地 域 保 健 対 策 の 拠 点 と し

て の 機 能 を 発 揮 し 、 新 た な 感 染 症 の 感 染 初 期 段 階 に も 十 分 対 応 で き る 検 査 体 制

の 構 築 が 求 め ら れ て い る 。 ま た 、 感 染 症 情 報 や 花 粉 飛 散 情 報 等 県 民 の 健 康 危 機
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に 関 す る 情 報 を 迅 速か つ 正 確 に 県 民 に わか り や す く 提 供 す る必 要 が あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 に 基 づ い て 、 保 健

所 を 設 置 す る 地 方 公 共 団 体 が 策 定 す る 予 防 計 画 等 を 踏 ま え 、 検 査 機 器 の 日 常 点

検 、 計 画 的 な 保 守 管 理 等 を 盛 り 込 ん だ 健 康 危 機 対 処 計 画 を 策 定 し 、 平 時 か ら 健

康 危 機 に 備 え た 準 備を 計 画 的 に 進 め る 。

大 学 や 他 試 験 研 究 機 関 と の 共 同 研 究 の ほ か 、 地 方 衛 生 研 究 所 間 で の 研 究 成 果

の 共 有 や 学 術 的 情 報交 換 等 を 積 極 的 に 行い 、研 究 員 の 人 材 育成 に 取 組 む 。（ 県 、

地 方 衛 生 研 究 所 設 置市 ）

(2) 今 後 、 創 設 さ れ る 国 立 健 康 危 機 管 理 機 構 （ 国 の 試 験 研 究 機 関 ） が 行 う 情 報 収

集 、 分 析 及 び 検 査 実 施 に 必 要 な 技 術 等 の 開 発 ・ 普 及 等 に 協 力 す る と と も に 、 新

た な 健 康 危 機 に お ける 原 因 究 明 の 役 割 を担 え る よ う 、平 素 か ら調 査 研 究 ･試 験 検

査 、 感 染 症 等 の 疫 学的 調 査 研 究 の 向 上 に取 り 組 む 。

公 衆 衛 生 情 報 や 研 究 成 果 等 を わ か り や す く 提 供 す る た め の 効 果 的 な 発 信 方 法

（ 既 存 シ ス テ ム の 変 更 ） や リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 実 施 を 検 討 し 、 迅 速 か

つ 正 確 な 情 報 提 供 を図 る 。 （ 県 、 地 方 衛 生 研 究 所 設 置市 ）
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第 ２ 章 保 健 医 療・ 介 護 従事 者

保 健 医 療 従 事 者 に つ い て は 、高 齢 化 の 進 展に 伴 う 医 療 需 要 の 増加 へ の 対 応 が 求 め られ

て お り 、医 師 に 関 して は 特 に 、地 域 別 及び 診 療 科 別 の 偏 在 が全 国 的 に 深 刻 な 問 題と な っ

て い る 。

ま た 、 医 学 や 医 療 技 術 の 進 歩 に よ る 医 療の 高 度 専 門 化 な ど の 専 門 性 の 向 上 と と もに 、

保 健 医 療 福 祉 の 連 携が 進 む 中 で 、保 健 医療 業 務 が 個 々 の 現 場に 限 定 さ れ ず 、相 互に 関 連

す る 幅 広 い 分 野 に 広が っ て い る こ と か ら、総 合 性 の か ん 養、多 様 な 分 野 に 対応 で き る人

材 の 確 保 が 必 要 に なっ て い る 。

１ 医 師

【 現 状 と 課 題 】

(1) 医 師 を 取 り 巻 く状 況

ア 本 県 に 従 業 地 を有 す る 医 師 は 着 実 に増 加 し て お り 、人 口 10 万 対 で は 全 国 平 均

を 上 回 っ て い る 。

（ 単 位 上 段 ： 医 師数 、 下 段 ： 人 口 10 万 対 ）

（ 令 和 ２ 年 12 月 末 ）

イ 地 域 医 療 支 援 セ ン タ ー で は 、 へ き 地 の 公 立 病 院 等 に 勤 務 す る 医 師 を 確 保 す る

た め 、 へ き 地 等 勤 務医 師 の 養 成 ・ 派 遣 を行 っ て い る 。 令 和 ６年 度 は 162 人 の へ

き 地 等 勤 務 医 師 の 派遣 を 行 っ て い る が 、令 和 10 年 度 に は 190 人 を 超 え る な ど 、

へ き 地 等 勤 務 医 師 が大 幅 に 増 加 す る 予 定で あ る 。

ウ 本 県 に お い て は、 平 成 27 年 ４ 月 に「 兵 庫 県 医 療 勤 務 環境 改 善 支 援 セ ン タ ー 」

を 設 置 し 、 医 療 機 関 が 行 う 勤 務 環 境 改 善 の 取 り 組 み を 支 援 し て い る 。 医 師 の 時

間 外 労 働 の 上 限 規 制 の 適 用 （ 令 和 ６ (2024)年 ４ 月 ～ ） に 向 け 、 医 師 の 健 康 や ワ

ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 確 保 、 医 療 の 質 ・ 安 全 の 向 上 を 図 る た め 、 医 師 の 勤

務 負 担 の 軽 減 、 労 働 時 間 の 短 縮 等 に 向 け た 医 療 機 関 の 自 主 的 な 勤 務 環 境 改 善 の

取 り 組 み と そ の 支 援が 必 要 で あ る 。

(2) 地 域 偏 在 ・ 診 療科 偏 在

ア 人 口 10 万 対 医 師 数 に つ い て は、神 戸 圏 域 以 外 は 県平 均 を 下 回 っ て お り、地 域

偏 在 が 見 受 け ら れ る。

本 県 に お い て は 、 平成 26 年 ４ 月 に ｢兵 庫 県 地 域 医 療 支援 セ ン タ ー ｣を 設 置 し 、

「 神 戸 大 学 医 学 部 附 属 地 域 医 療 活 性 化 セ ン タ ー 」 と 連 携 し な が ら 、 県 内 に 定 着

す る 医 師 の 確 保 、 医師 の 地 域 偏 在 の 解 消に 取 り 組 ん で い る 。

医 師 偏 在 対 策 を 実 効 性 が あ る 形 で 進 め て い く た め に は 、 医 師 の 少 な い 地 域 で

の 勤 務 で も 、 学 び が 多 く 、 充 実 感 が 得 ら れ る な ど 、 仕 事 内 容 や 労 働 環 境 、 キ ャ
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リ ア パ ス 等 に 大 き な不 安 が 感 じ ら れ な いよ う な 環 境 整 備 が 必要 で あ る 。

ま た 、医 師 会 、大 学 、医 療 機 関 及 び 行 政が 連 携 し て ､各 種 研 修 の 実 施 な ど 生涯

教 育 の 推 進 に よ り 、全 人 的 な 資 質 の 向 上を 図 っ て い く 必 要 があ る 。

イ 医 療 施 設 に 従 事 す る 医 師 数 を 主 た る 診 療 科 目 別 構 成 比 で 見 る と ､内 科 医 が 全

体 の 19.4％ を 占 め 、次 い で 整 形 外 科 医 7.5％ 、 小 児 科 医 5.9％ 、 消 化 器 内 科医

4.8％ の 順 と な っ て いる 。

ま た 、 へ き 地 の 医 療 機 関 や 小 児 科 、 産 科 及 び 救 急 科 等 の 診 療 科 ・ 診 療 分 野 で

は 、 特 に 勤 務 医 不 足が 顕 著 で 医 療 の 継 続が 困 難 に な っ て い る。

ウ 女 性 医 師 の 増 加 や 開 業 医 指 向 の 高 ま り 、 医 療 の 高 度 化 ・ 専 門 分 化 が 進 む 中 、

新 医 師 臨 床 研 修 制 度 の 創 設 を 契 機 と し て 、 勤 務 医 の 不 足 や 診 療 科 、 地 域 に お け

る 医 師 の 偏 在 が 顕 在 化 し 、 自 治 体 病 院 の 使 命 で あ る 地 域 医 療 の 確 保 に 支 障 が 生

じ て い る 。

エ 新 専 門 医 制 度 に つ い て 、 地 域 偏 在 を 助 長 す る 等 、 地 域 医 療 へ の 影 響 が 生 じ な

い よ う 、 引 続 き 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム の 内 容 や 研 修 実 態 を 把 握 す る と と も に 、 専

門 研 修 プ ロ グ ラ ム の 定 員 に 係 る シ ー リ ン グ の 設 定 等 、 実 効 性 の あ る 適 切 な 対 策

を 講 じ る よ う 、国 及 び 日 本 専 門 医 機構 に 対 し 働 き か け を行 っ て い く 必 要 が ある 。

【 推 進 方 策 】

※ 第 ６ 部「 医師 確 保 計 画 」第 ２ 章「 ６ 確 保 方 策 」、 第３ 章 「 ６ 確 保 方 策 」参 照

２ 歯 科 医 師

【 現 状 と 課 題 】

(1) 本 県 に 従 業 地 を有 す る 歯 科 医 師 は 着実 に 増 加 し て い る が、人 口 10 万 対 で は 全

国 平 均 を 下 回 っ て いる 。

（ 単 位 上 段 ： 医 師数 、 下 段 ： 人 口 10 万 対 ）

（ 令 和 ２ 年 12 月 末 ）

(2) 神 戸 ・ 阪 神 圏 域 以 外 は 県 平 均 を 下 回 っ て お り 、 地 域 間 で は 就 業 者 数 に 偏 在 が

み ら れ る た め 、 今 後 の 歯 科 医 師 の 確 保 に 向 け 、 関 係 機 関 ・ 団 体 等 と 連 携 し 、 地

域 の 実 情 に 応 じ た 対応 策 を 検 討 し て い く必 要 が あ る 。

(3) 本 県 の 診 療 科 別歯 科 医 師 数 （ 重 複 計上 ） の 構 成 比 を み ると 、 歯 科 が 88.2％ と

最 も 多 く 、そ の 他 の 診 療 科 で は 小児 歯 科 39.9％ 、矯 正 歯 科 23.4％ 、歯 科 口 腔 外

科 28.8％ と な っ て いる 。

歯 科 保 健 医 療 に 対 す る ニ ー ズ の 多 様 化 に 対 応 し て 、 患 者 の ラ イ フ ス テ ー ジ に

応 じ 、 心 身 の 特 徴 を 踏 ま え た 歯 科 治 療 と 口 腔 の 継 続 管 理 等 を 行 う 、 か か り つ け

歯 科 医 の 普 及 ・ 定 着 、 要 介 護 者 等 に 対 す る 口 腔 衛 生 の 一 層 の 改 善 が 必 要 と な っ

て い る 。
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(4) 歯 科 保 健 医 療 のニ ー ズ は 、今 後 の 人口 動 態（ 2025 年 に は 団 塊 の 世 代 が 75 歳 を

迎 え 、そ の 後 、高 齢 者 人 口 は 2040 年 頃 を ピ ー ク に 減 少）に 影 響 を 受 け る こと な

ど を 勘 案 し 、 よ り 詳細 に 予 測 す る 必 要 があ る 。

(5) 令 和 ３ 年 ２ 月 、厚 生 労 働 省 が 設 置 した「 歯 科 医 療 提 供 体 制等 に 関 す る 検 討 会」

に お い て 、 歯 科 保 健 医 療 を 取 り 巻 く 状 況 の 変 化 に 対 応 す る た め 、 歯 科 医 療 の 質

の 向 上 を 図 る と と も に 、 地 域 の 状 況 に 応 じ た 歯 科 医 療 提 供 体 制 を 構 築 す る た め

の 検 討 が 進 め ら れ て い る 。 こ う し た 動 き を 踏 ま え 、 適 切 に 対 応 し て い く こ と が

必 要 で あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 卒 後 臨 床 研 修 の 必 修 化 や 研 修 内 容 の 充 実 に 向 け た 動 き を 踏 ま え 、 臨 床 研 修 実

施 病 院 等 と 協 力 し 、臨 床 研 修 の 充 実を 図 る 。（ 県 、保 健 所 設 置 市 、歯 科 医 療 機 関）

(2) 歯 科 医 師 会 、 大 学 、 国 や 県 な ど の 行 政 及 び 医 療 機 関 が 連 携 し て 、 体 系 的 な 生

涯 教 育 と し て の 従 事者 研 修 を 実 施 す る 。（ 国 、県 、歯 科 医 師 会、大 学 、歯 科 医療

機 関 等 ）

(3) 口 腔 と 全 身 と の 関 係 が 明 ら か に な る 中 で 、 入 院 患 者 や 要 介 護 者 等 に 対 す る 医

科 歯 科 連 携 を さ ら に推 進 し て い く 。（ 県 、 保 健 所 設 置 市、 歯 科 医 療 機 関 ）

３ 薬 剤 師

【 現 状 と 課 題 】

(1) 県 内 の 薬 剤 師 数

（ 令 和 2 年 12 月 末 ）

神 戸 阪 神 東播磨 北播磨 播磨姫路 但 馬 丹 波 淡 路 全 県

実薬剤師数 5,389 5,169 1,791 609 1,882 315 224 284 15,663

人口 10 万対 353.3 294.5 250.1 230.6 230.0 199.4 221.6 223.0 286.6

厚 生 労 働 省 「 令 和 ２年 医 師 、 歯 科 医 師 、薬 剤 師 統 計 」 及 び 兵庫 県 「 人 口 推 計 」

(2) 県 内 の 薬 剤 師 数の 推 移
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本 県 に 従 業 地 を有 す る 薬 剤 師 は 、着 実 に 増 加 し てお り 、人 口 10 万 対 で は 全 国

平 均 を 上 回 っ て い る（ 全 国 ４ 位 ）。そ の う ち 、薬 局 従 事 者 の 増 加 が突 出 し て い る 。

(3) 病 院 薬 剤 師 に お い て は 、 チ ー ム 医 療 の 推 進 や 病 棟 薬 剤 業 務 の 展 開 、 新 規 医

薬 品 、 抗 悪 性 腫 瘍 剤 等 の 適 正 使 用 業 務 、 手 術 室 関 連 業 務 、 救 急 外 来 業 務 な ど 薬

剤 師 の 活 躍 す る 場 面 は 拡 大 し て い る 。 さ ら に は 地 域 完 結 型 医 療 に 向 け た 薬 剤 師

外 来 や 薬 剤 管 理 サ マ リ ー を 活 用 し た 病 院 ・ 保 険 薬 局 と の 連 携 業 務 、 在 宅 医 療 患

者 へ の 薬 剤 管 理 指 導な ど 、 多 岐 に わ た る業 務 を 期 待 さ れ て いる 。

(4) 薬 剤 師 が 患 者 、 医 師 か ら 信 頼 さ れ 、 医 療 チ ー ム の 一 員 と し て 在 宅 医 療 に 参 加

す る な ど 、 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム を 構 築 す る た め 、 薬 局 薬 剤 師 と 病 院 薬 剤 師 に

よ る 薬 薬 連 携 や 、 患 者 の 居 宅 を 訪 問 し て 服 薬 を 管 理 ・ 指 導 す る 訪 問 薬 剤 師 を 育

成 す る 必 要 が あ る 。

(5) 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 を 踏 ま え て 、 薬 学 生 へ の 薬 学 教 育 長 期 実 務 実 習

を 充 実 す る 必 要 が ある 。

(6) 厚 生 労 働 省 が 令和 5 年 6 月 9 日 に 発 出 し た 「 薬 剤師 確 保 計 画 ガ イ ド ライ ン に

つ い て 」で 薬 剤 師 偏在 指 標 が 設 定 さ れ、兵 庫 県 に お け る 薬 剤師 偏 在 指 標 は 1.10

と 全 国 的 に 見 る と 充足 し て い る 。一 方 、病 院 薬 剤 師 の 偏在 指 標 は 0.89 と 保 険 薬

局 薬 剤 師 の 1.19 に 比 べ 低 く 、業 態 偏 在 が生 じ て い る 。さ ら に 、同 ガ イ ド ラ イン

で は 、業 態 別 に 目 標偏 在 指 標（ 1.0）よ り偏 在 指 標 が 低 い 二 次医 療 圏 の う ち 下 位

二 分 の 一 の 二 次 医 療 圏 を 「 薬 剤 師 少 数 区 域 」 と し て 定 め て お り 、 兵 庫 県 内 に お

い て は 淡 路 圏 域 の 病 院 （ 偏 在 指 標 ： 0.68） 及 び 但 馬 圏 域 の 病 院 （ 同 ： 0.65） が

そ れ に 該 当 し て い る。

【 推 進 方 策 】

(1) 薬 剤 師 の 知 識 ・ 経 験 の 向 上 の た め の 研 修 や 日 本 薬 剤 師 会 生 涯 学 習 支 援 シ ス テ

ム（ JPALS）等 を 活 用し た 生 涯 教 育 の 充 実に 加 え 、各 種 の 専 門認 定 薬 剤 師 の 養 成

を 図 る 。（ 県 、 関 係 団体 ）

(2) 医 学 ･薬 学 の 最新 知 識 を 習 得 す る とと も に 、地 域 包 括 ケア シ ス テ ム の 中 で、医

師 、 歯 科 医 師 、 看 護 師 等 多 職 種 と 連 携 し て 在 宅 医 療 活 動 等 が 展 開 で き る よ う 、

訪 問 薬 剤 師 育 成 を 目的 と し た 教 育 研 修 の充 実 を 図 る 。（ 県 、 関 係 団 体 ）

(3) 薬 学 生 へ の 実 務 実 習 を 円 滑 に 実 施 す る た め 、 関 係 団 体 と の 連 携 強 化 を 図 り 、

地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム を 踏 ま え て 、 実 務 実 習 の 内 容 の 充 実 を 図 る 。（ 関 係 団 体 ）

(4) 病 院 薬 剤 師 の 地 域 偏 在 に つ い て は 、「 薬 剤 師 確 保 計 画 ガ イ ド ラ イ ン に つ い て 」

に 基 づ き 、 関 係 団 体 等 と 連 携 し 、 地 域 医 療 介 護 確 保 基 金 等 を 活 用 し た 地 域 偏 在

緩 和 に 係 る 取 組 の 導入 を 検 討 す る 。（ 県 、 関 係 団 体 ）
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４ 看 護 職 員

【 現 状 】

令 和 ５ 年 ４ 月 現 在 、県 内 の 保 健 師 、 助 産師 、 看 護 師 及 び 准 看護 師 学 校 養 成 所 （ 以

下 「 看 護 師 等 学 校 養成 所 」 と い う 。） は 38校 43課 程 あ り 、 １ 学年 定 員 は 2,434人 で

あ る 。 県 内 の 看 護 職員 就 業 者 数 は 増 加 傾 向 に あ る が 、 准 看 護 師 は 減 少 し てい る 。

兵 庫 県 及 び 全 国 の 看護 職 員 数 の 推 移 （ 実人 員 ） （ 単 位 ： 人 ）

区 分 年 保 健 師 助 産 師 看 護 師 准 看 護 師 計

兵 庫 県 平 成 26 年 1,569 1,334 47,672 11,787 62,362

平 成 28 年 1,679 1,446 50,916 11,016 65,057

平 成 30 年 1,759 1,544 54,658 10,560 68,521

令 和 ２ 年 1,903 1,493 57,521 9,619 70,536

令 和 ４ 年 2,223 1,543 58,797 8,544 71,107

全 国 平 成 26 年 48,452 33,956 1,086,779 340,153 1,509,340

平 成 28 年 51,280 35,774 1,149,397 323,111 1,559,562

平 成 30 年 52,955 36,911 1,218,606 304,479 1,612,951

令 和 ２ 年 55,595 37,940 1,280,911 284,589 1,659,035

令 和 ４ 年 60,299 38,063 1,311,687 254,329 1,664,378

2025年 に 向 け た 看 護職 員 需 給 推 計 結 果 （令 和 元 年 9月 30日 厚 生 労 働 省 公 表 ）（ 人 ）

供 給 推 計

需 要 推 計 シ ナ リ オ ②

超 過 勤 務 10 時 間 以 内

有給休暇 10 日以上取得

需 給 差

兵 庫 県 76,579 80,959 4,380
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（ １ ） 保 健 師

【 現 状 と 課 題 】

(1) 令 和 ４ 年 末 現 在 、 県 内 の 保健 師 就 業 者 数 は 増 加傾 向 に あ り 、 就 業 場所 別 で

は 、 行 政 に 就 業 す るも の が 実 人 員 で1,648人 と 最 も 多 く 、 行 政以 外 で は 、 病 院 ･

診 療 所 、 事 業 所 、 社会 福 祉 施 設 等 に 就 業し て い る 。

（ 上 段 ： 保 健 師 数 （人 ）、 下 段 ： 人 口10万 対 （ 人 ））

圏 域 神 戸 阪 神 東播磨 北播磨 播磨姫路 但 馬 丹 波 淡 路 全 県

保 健 師
581 615 315 141 318 117 52 84 2,223

38.5 35.3 44.2 54.7 39.6 76.9 52.8 67.6 41.2

資 料 「 令 和 ４ 年 末 兵 庫 県 業 務従 事 者 届 」

(2) 令 和 ５ 年 ４ 月 現在 、 看 護 系 大 学 ・ 大学 院 15校 で 保 健 師 を養 成 し て お り 、 年

間 約 490人 が 新 た に 保健 師 免 許 を 取 得 し てい る 。

(3) 保 健 師 の 活 動 は、 あ ら ゆ る ラ イ フ ステ ー ジ 、 健 康 レ ベ ルの 人 を 対 象 と し て

お り 、 近 年 で は 、 地域 包 括 ケ ア の 推 進 、高 齢 者 の 保 健 事 業 と介 護 予 防 の 一 体 的

取 組 み 、 児 童 虐 待 防止 、 心 の 健 康 づ く りや 自 殺 防 止 、 難 病 等の 在 宅 支 援 、 さ ら

に は 、 感 染 症 対 策 や大 規 模 災 害 等 の 健 康危 機 対 策 の 強 化 が 求め ら れ て い る 。 こ

の た め 、 行 政 の 保 健師 が 従 事 す る 領 域 と役 割 は 拡 大 し て い る。

(4) 県 及 び 市 町 は 、多 様 化 す る 健 康 課 題を 明 ら か に し 、 地 域保 健 対 策 を 推 進 す

る た め 、 計 画 的 か つ継 続 的 な 保 健 師 の 人員 の 確 保 と 適 正 配 置に 努 め る と と も に

資 質 の 向 上 を 図 る 必要 が あ る 。

(5) 市 町 保 健 師 は 、各 領 域 の 活 動 で 把 握し た 健 康 課 題 を 市 町全 体 の 課 題 に 捉 え

直 し 、 科 学 的 根 拠 に基 づ き 組 織 横 断 的 に、 か つ 住 民 や 関 係 機関 と 協 働 し 対 応 す

る 必 要 が あ る 。

(6) 県 保 健 師 は 、 広域 的 ・ 専 門 的 ・ 先 駆的 な 活 動 を 実 施 す ると と も に 、 健 康 危

機 管 理 を は じ め と する 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉機 関 と の 協 働 体 制 を整 備 す る 必 要 が あ

る ｡

【 推 進 方 策 】

(1) 市 町 に お け る 保 健 師確 保 へ の 支 援 （ 県 ）

① 市 町 ご と の 保 健 師 配 置 状 況 や 健康 指 標 、 保 健 活 動 実績 等 の 情 報 提 供

(2) 保 健 関 連 業 務 に 従 事す る 保 健 師 の 人 材 確保 （ 市 町 ）

① 人 材 育 成 計 画 の 策定

② 統 括 保 健 師 の 配 置

③ 組 織 横 断 的 な 取 り組 み の 推 進

(3) 「 兵 庫 県 保 健 師 人 材育 成 ガ イ ド ラ イ ン 」(H31.3月 策 定 )（ 以 下 「 ガ イ ド ラ イ

ン 」 と い う ） の 改 訂 及 び ガ イ ド ライ ン に 基 づ く 、 現 任教 育 体 制 の 整 備 及 び

資 質 の 向 上 （ 県 、 市 町 、 関 係 団 体 ）

① 県 ･市 町 保 健 師 等 を 対象 と す る 現 任 教 育 の 体 系 的 な 実 施 （ 県 ）

② ガ イ ド ラ イ ン に 基 づい た 実 践 活 動 の 中 で の OJT実 施 （ 県 、 市 町 ）
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③ 県 健 康 福 祉 事 務 所 は、 管 轄 市 町 と と も に市 町 保 健 師 現 任 教 育体 制 の 整 備 や

現 任 教 育 の 実 施 （ 県、 市 町 ）

④ 保 健 師 の 技 術 向 上 を図 る た め 、 研 修 方 法の 工 夫 や 各 領 域 の ニー ズ に 応 じ た

研 修 会 の 企 画 と 実 施（ 県 、 市 町 、 関 係 団 体 ）

【 目 標 】

県 民 の 健 康 福 祉 の 維持 向 上 及 び 県 の 保 健水 準 を 向 上 さ せ る ため に 必 要 な 保 健 師

を 確 保 す る 。

目 標
現 状 値

（ 年 度 ）

目 標 値

（ 達 成 年 度 ）
備 考

保 健 師 数 の 確 保

（ 県 ・ 市 町 ）

2,033 人 ※ １

(常 勤 換 算 )

（ Ｒ ４ ）

2,137 人 ※ ２

(常 勤 換 算 )

（ Ｒ 11）

全 国 55,638 人

※ １ (常 勤 換 算)

（ Ｒ ４ ）

（ ※ １ ）「 令 和 ４ 年 衛 生 行 政 報 告 例 」

（ ※ ２ ） 兵 庫 県 推計 （ 法 改 正 等 に よ る保 健 師 の 設 置 拡 大 等）

（ ２ ） 助 産 師

【 現 状 と 課 題 】

(1) 令 和 ４ 年 末 現 在 、 県 内 の 助産 師 就 業 者 数 は 実 人員 1,543人 で あ り 、 就 業 者 数

は 平 成 30年 ま で 増 加し た が 、 そ の 後 は 横ば い で 推 移 し て い る ｡

（ 単 位 上 段 ： 助 産師 数 、 下 段 ： 人 口10万 対 (人 )）

圏 域 神 戸 阪 神 東播磨 北播磨 播磨姫路 但 馬 丹 波 淡 路 全 県

助 産 師
544 405 202 57 234 40 20 41 1,543

36.1 23.3 28.4 22.1 29.1 26.3 20.3 33.0 28.6

資 料 「 令 和 ４ 年 末 兵 庫 県 業 務 従 事者 届 」

(2) 令 和 ５ 年 ４ 月 現在 、 養 成 所 ・ 看 護 系大 学 ・ 大 学 院12校 で 助 産 師 を 養 成し 、 令

和 ２ 年 以 降 で は 、 年間 約 80人 が 助 産 師 免許 を 取 得 し て い る 。

(3) 産 科 医 師 不 足 等に よ る 分 娩 休 止 や 混合 病 棟 の 増 加 等 に 伴い 、 病 院 内 に 助 産 業

務 に 従 事 し な い 助 産師 が い る 。 一 方 で 、助 産 師 の 多 く が 従 事す る 周 産 期 病 院 で

は 、 ハ イ リ ス ク 妊 婦の 割 合 が 高 く 、 分 娩介 助 等 の 実 績 を 積 むの が 難 し い 状 況 も

あ り 、 令 和 ４ 年 末 現在 、 ア ド バ ン ス 助 産師 （ CLoCMiPレ ベ ル Ⅲ 認 証 助 産 師 ）

は 、 全 県 で 419人 に 留 ま っ て い る 。

(4) 分 娩 数 が 減 少 する 中 で 、 メ ン タ ル ヘル ス を 含 む 妊 産 婦 の妊 娠 出 産 ・ 育 児 に 対

す る ニ ー ズ は 多 様 化し て お り 、 誰 も が 安心 し て 子 ど も を 産 み育 て る 環 境 づ く り

を 推 進 す る た め に は、 助 産 師 の 確 保 及 び資 質 の 向 上 を 図 る 必要 が あ る 。

(5) 令 和 ５ 年 １ 月 現在 、 院 内 助 産 は ７ か 所 、 助 産 師 外 来 は20か 所 の 病 院 で 実 施

し 、 地 域 や 医 療 機 関に お い て 、 院 内 助 産・ 助 産 師 外 来 や 保 健指 導 ､産 前 産 後 ケ

ア な ど 、 助 産 師 の 活用 促 進 を 図 る 必 要 があ る ｡
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【 推 進 方 策 】

(1) 助 産 師 の 確 保 及び 資 質 の 向 上 （ 県 、関 係 団 体 ）

① ア ド バ ン ス 助 産 師 等、 専 門 的 か つ 質 の 高い 助 産 師 の 確 保

② 助 産 師 の 資 質 向 上 に関 す る 事 業 や 研 修 の 実 施

③ 妊 産 婦 の メ ン タ ル ヘル ス 対 策 を 実 施 で きる 体 制 の 整 備

(2) 助 産 師 活 用 促進 の 体 制 整 備 （ 県 ）

① 院 内 助 産 ・ 助 産 師 外来 を 設 置 す る 産 科 病院 及 び 診 療 所 へ の 体 制 整 備 に 必 要な

経 費 の 補 助

② 保 健 指 導 や 産 前 産 後ケ ア の 実 施 に よ る 助産 実 践 能 力 の 向 上

【 目 標 】

2029（ Ｒ 11） 年 度 まで に 必 要 な 助 産 師 数を 確 保 す る 。

目 標
現 状 値

（ 年 度 ）

目 標 値

（ 達 成 年 度 ）

助 産 師 数 の 確 保
1,394 人 （ 常 勤 換 算）

(Ｒ ４ )(※ １ )

1,748 人 （ 常 勤 換 算）

(Ｒ 11)(※ ２ )

（ ※ １ ）「 令 和 ４ 年 衛 生 行 政 報 告例 」（ ※ ２ ） 兵 庫 県 助 産 師 活用 推 進 検 討 会 に て 推計

（ ３ ） 看 護 師 ・ 准 看護 師

【 現 状 と 課 題 】

(1) 令 和 ５ 年 ４ 月 現在 、 看 護 師 ・ 准 看 護師 の 養 成 者 数 は 、2,387人 で あ り 、 そ の

内 訳 は 、 大 学1,370人 、 看 護 師 養 成所 （ ５ 年 一 貫 校 含 む） 955人 、 准 看 護 師 養成

所 62人 で あ る 。 ま た、 令 和 ４ 年 末 現 在 での 就 業 場 所 は 、 病 院、 診 療 所 、 そ の 他

（ 介 護 保 険 施 設 等 ） と な っ て お り、 と も に 増 加 傾 向 にあ る 。

（ 単 位 上 段 ： 看 護師 ・ 准 看 護 師 数 、 下段 ： 人 口 10万 対 (人 )）

圏 域 神 戸 阪 神 東播磨 北播磨 播磨姫路 但 馬 丹 波 淡 路 全 県

全 体
20,393 18,641 8,453 3,748 10,679 2,210 1,319 1,898 67,341

1352.2 1071.0 1187.3 1454.9 1328.7 1453.4 1339.4 1527.0 1247.7

看 護 師
18,424 16,471 7,237 3,182 9,020 1,915 1,065 1,483 58,797

1221.6 946.3 1016.5 1235.2 1122.3 1259.4 1081.5 1193.1 1089.4

准 看 護 師
1,969 2,170 1,216 566 1,659 295 254 415 8,544

130.6 124.7 170.8 219.7 206.4 194.0 257.9 333.9 158.3

資 料 「 令 和 ４ 年 末 兵 庫 県 業 務 従事 者 届 」

(2) 日 本 看 護 協 会 調査 に よ る と 、 令 和 ３年 度 の 本 県 の 看 護 職員 退 職 率 は 常 勤

12.8％ （ 全 国11.6％ ）、 新 卒 は 12.4％ （ 全 国10.3％ ） と い ず れも 全 国 よ り 高

く 、 主 な 退 職 理 由 は、 免 許 を 活 か し た 他分 野 へ の 興 味 ・ 転 向、 身 体 ・ 精 神 の 健

康 上 の 理 由 、 結 婚 や育 児 と な っ て い る 。ま た 、「 働 き 方 改 革 関連 法 」 (平 成 30

年 )に 伴 い 、 短 時 間 勤務 等 、 看 護 職 員 が 多様 な 働 き 方 を 選 択 でき る 労 働 環 境 整
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備 が 求 め ら れ て い る。

(3) 地 域 医 療 構 想 の実 現 に 向 け て 、 看 護需 給 推 計 (令 和 元 年)を 踏 ま え 、 看 護 職 員

数 を 確 保 す る 必 要 があ る が 、 高 齢 化 に より 在 宅 医 療 分 野 に おけ る 看 護 職 員 の 需

要 が 増 大 す る こ と が見 込 ま れ る た め 、 訪問 看 護 師 の 確 保 も 課題 と な っ て い る 。

(4) 医 療 の 高 度 化 ・専 門 化 や 多 様 な 医 療ニ ー ズ に 対 応 す る ため 、 看 護 基 礎 教 育 の

充 実 や 新 人 看 護 職 員等 キ ャ リ ア に 応 じ た継 続 的 な 研 修 に よ り、 看 護 職 員 の 資 質

向 上 を 図 る 必 要 が ある 。

(5) 医 師 の 働 き 方 改革 や チ ー ム 医 療 の 推進 な ど に 伴 う 看 護 職へ の タ ス ク ・ シ フ ト

／ シ ェ ア に よ り 、 臨床 現 場 で 求 め ら れ る看 護 実 践 能 力 は 複 雑多 様 化 し て お り 、

看 護 師 等 の 専 門 性 を高 め 、 業 務 を 効 率 化す る に は 、 看 護 補 助者 の 確 保 と と も に

協 働 を 図 る 必 要 が ある 。

(6) 令 和 ４ 年 衛 生 行 政 報 告 例 によ る と 、 特 定 行 為 研修 修 了 者 は 全 県 で221人 (全

国 6,657人 )で あ り 、在 宅 医 療 分 野 や 災 害 発 生 時 及 び 新 興 感 染症 発 生 ・ ま ん 延 時

等 に 対 応 す る た め 、特 定 行 為 研 修 修 了 者や 災 害 支 援 ナ ー ス 等の 専 門 性 の 高 い 看

護 師 を 確 保 す る 必 要が あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 看 護 基 礎 教 育 の 質 の向 上 と 教 員 ・ 指 導 者の 確 保 （ 県 、 関 係 団 体 ）

① 看 護 師 等 学 校 養 成 所運 営 費 等 の 支 援

② 専 任 教 員 や 医 療 機 関等 の 実 習 指 導 者 に 対す る 講 習 会 開 催

(2) 医 療 の 質 の 向 上 及 び 離 職 防 止 （ 県、 関 係 団 体 、 医 療 機 関 ）

① 新 人 看 護 職 員 研 修 等の 看 護 職 員 に 対 す る研 修 の 実 施

② 医 療 機 関 管 理 者 に 対す る 勤 務 環 境 改 善 に関 す る 研 修 の 実 施

③ 看 護 補 助 者 に 対 す る研 修 等 の 実 施

(3) 勤 務 環 境 の 改 善 等 によ る 離 職 防 止 及 び 定着 促 進 （ 県 ）

① 院 内 保 育 所 の 設 置 ・運 営

② 看 護 職 員 の 宿 舎 施 設整 備 の 支 援

(4) 再 就 業 を 促 進 （ 県 、関 係 団 体 ）

① ナ ー ス セ ン タ ー の 支所 ・ サ テ ラ イ ト の 整備 促 進

② ナ ー ス セ ン タ ー と ハロ ー ワ ー ク の 連 携 強化 に よ る 未 就 業 の 看護 職 員 へ の 就

業 斡 旋 や 復 職 支 援 研修 の 実 施

(5) 免 許 保 持 者 の 潜 在 化防 止 （ 県 、 関 係 団 体）

① 離 職 時 等 の 届 出 周 知

② 「 看 護 職 の 人 材 活 用シ ス テ ム （ 令 和 ６ 年度 か ら 運 用 予 定 ）」 に 登 録 さ れ た

職 歴 等 の デ ー タ 活 用 に よ る キ ャ リ ア に 応じ た 職 業 斡 旋 や 研 修等 の 情 報 提 供

(6) 定 年 前 後 の 看 護 職 員（ プ ラ チ ナ ナ ー ス ）の セ カ ン ド キ ャ リ ア支 援 （ 県 、 関

係 団 体 ）

(7) チ ー ム 医 療 や タ ス ク・ シ フ ト ／ シ ェ ア の推 進 に よ る 業 務 効 率化 の 促 進

（ 県 、 関 係 団 体 、 医 療 機 関 ）

① 特 定 行 為 等 専 門 性 の高 い 看 護 師 の 育 成 を推 進
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② 看 護 補 助 者 の 確 保 等

(8) 有 事 の 際 の 看 護 職 派遣 体 制 の 整 備 （ 県 、関 係 団 体 、 医 療 機 関）

① 平 時 か ら 災 害 支 援 ナー ス の 養 成 を 促 進

② 医 療 機 関 や 県 看 護 協会 等 と の 協 定 締 結

【 目 標 】

必 要 な 看 護 職 員 数 を確 保 す る 。

目 標
現 状 値 ※ １

（ 年 度 ）

目 標 値

（ 達 成 年 度 ）
備 考

特 定 行 為 研 修を

修 了 し た 看 護師 数
実 人 数

221 人

（ Ｒ ４ ）

950 人

（ Ｒ 11） ※ ２

看 護 職 員 数*の

確 保

常 勤 換 算
62,972 人

（ Ｒ ４ ）

69,700～ 69,728 人

（ Ｒ 11） ※ ３ *保 健 師 ・ 助 産 師

を 含 む
実 人 数

71,107 人

（ Ｒ ４ ）

80,238～ 86,173 人

（ Ｒ ７ ） ※ ４

（ ※ １ ）「 令 和 ４ 年 衛 生 行 政 報 告 例」

（ ※ ２ ） 兵 庫 県 推 計（ 令 和 ４ 年 度 看 護 職員 の 確 保 状 況 等 に 関す る 実 態 調 査 、 衛 生行

政 報 告 例 等 か ら 推 計）

（ ※ ３ ） 兵 庫 県 推 計（ 厚 生 労 働 省 『「 2040年 を 見 据 え た 社 会 保障 の 将 来 見 通 し 」 に基

づ く マ ン パ ワ ー シ ミュ レ ー シ ョ ン 』 等 から 推 計 ）

（ ※ ４ ）「 令 和 元 年 度兵 庫 県 看 護 需 給 推 計」

５ 理 学 療 法 士 ・ 作 業 療 法 士 ・ 言 語 聴 覚 士

【 現 状 と 課 題 】

理 学 療 法 士 作 業 療 法 士 言 語 聴 覚 士

病院100床あたり

の 従 事 者 数

全国 5.7 3.2 1.1

兵庫県 6.6 3.2 1.4

病院の従事者数

(常 勤 換 算)

全国 84,459 47,854 16,779

兵庫県 4,097 2,009 851

（ 令 和2年医療施設調査）

(1) 令和４年４月現在の養成者数は、理学療法士が14校695人、作業療法士が10校3

60人、言語聴覚士が６校185人となっている。

(2) 地域医療構想による回復期病棟の増 加や医療と介護連携に よる在宅復帰支

援、地域包括ケアシステ ムにおける公衆衛生領 域など、活動場所は拡 大してい

る。また、理学療法士や 作業療法士は、認知症 を含む精神保健領域に おける社

会復帰や能力の維持・回 復のための多様な試み 、運動や動作の専門性 を活かし

た福祉用具や住宅改修の 相談を行うなど地域に おいても活躍し、言語 聴覚士

は、医療分野に加え、介 護・福祉・教育など幅 広い領域で活動してい る。

(3) リ ハ ビ リ テ ー ショ ン に 対 す る ニ ー ズの 多 様 化 や 、 医 療 の 高 度 化 ・ 複 雑 化 に 伴
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い 、 様 々 な 医 療専 門 職 が 連 携 し 、情 報 共 有 や 業 務 分 担に よ り 治 療 を 行 う 「チ ー

ム 医 療 」 に お い て 、そ れ ぞ れ の 専 門 の 知識 、 技 能 が 求 め ら れて い る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 理 学 療 法 士 、 作 業 療法 士 及 び 言 語 聴 覚 士の 確 保 及 び 資 質 向 上（ 養 成 機 関 、

関 係 団 体 、 医 療 機 関）

① 養 成 施 設 の 教 育 体制 の 充 実

② 卒 後 の 実 務 年 数 、業 務 内 容 に 応 じ た 研修 体 系 の 整 備

(2) 多 様 な 領 域 に お け るリ ハ ビ リ 専 門 職 の 活 躍 支 援 （ 養 成 機 関 、関 係 団 体 、 医

療 機 関 ）

① 地 域 包 括 ケ ア シ ステ ム の 推 進 に リ ハ ビリ 専 門 職 が 寄 与 す るた め の 仕 組 み

等 の 検 討

② リ ハ ビ リ 専 門 職 の 人 材 派 遣 体 制 構 築 の 推 進

６ 精 神 保 健 福 祉 士

【 現 状 】

精 神 保 健 福 祉 士 は 、精 神 保 健 福 祉 士 法 に基 づ き 、精 神 障 害 者の 保 健 及 び 福 祉 に 関

す る 専 門 的 知 識 及 び技 術 を も っ て 、精 神 科医 療 機 関 等 に お い て地 域 移 行 や 社 会 復 帰

に 関 す る 相 談 に 応 じ、助 言 、指 導 、日 常 生活 へ の 適 応 の た め に必 要 な 訓 練 そ の 他 の

援 助 を 行 う こ と と され て お り 、 平 成 10 年 に 国 家 資 格 化さ れ た 。

県 内 の 精 神 保 健 福 祉士 登 録 者 数 は 、 令 和 5 年 8 月 末 現 在 で 4,761 名 と な っ て お

り 、精 神 科 医 療 機 関、精 神 障 害 者 の 障 害福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所、保 健 所 、精 神 保 健福

祉 セ ン タ ー 、 司 法 機関 等 に 配 置 さ れ て いる 。

【 課 題 】

(1) 国 家 資 格 化 以 降、有 資 格 者 は 年 々 増加 し て い る が 、よ り 上 質 な 支 援 を行 う た め

に 、 資 質 の 向 上 を 図る 必 要 が あ る 。 平 成 25 年 改 正 の 精 神 保 健福 祉 法 で は 退 院 後

生 活 環 境 相 談 員 の 選任 や 地 域 援 助 事 業 者 の 紹 介 、地 域 移 行 の 推進 等 に つ い て 明 示

さ れ て お り 、社 会 に 果た す べ き 精 神 保 健 福祉 士 の 役 割 は よ り 一層 重 要 な も の と な

っ て き て い る 。

(2) 平 成 17 年 改 正 の精 神 保 健 福 祉 法 の 規定 に よ り 、 精 神 保 健福 祉 相 談 員 を 市 町 に

置 く こ と が で き る こと と な っ た 。こ れ に伴 い 、精 神 保 健 福 祉士 有 資 格 者 を 精 神 保

健 福 祉 相 談 員 と し て市 町 に 配 置 す る よ う推 進 し て い く 必 要 があ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 関 係 団 体 、 関 係 機 関 等 と 連 携 し 、 県 が 実 施 す る 研 修 等 へ の 参 加 を 積 極 的 に 呼

び か け る と と も に 、関 係 団 体 が 行 う 研 修等 へ の 側 面 的 支 援 を行 い 、技 術 的 研 鑽 の

機 会 を 確 保 す る 。（ 県 、 市 町 、 医 療保 健 福 祉 関 係 機 関 、関 係 団 体 等 ）

(2) 相 談 窓 口 へ の 精神 保 健 福 祉 士 の 配 置に つ い て 市 町 に 働 きか け を 行 う 。（ 県 、市

町 、 関 係 団 体 等 ）
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７ 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士

【 現 状 と 課 題 】

管 理 栄 養 士 栄 養 士 総 数

病院における栄養業務 従 事 者 総 数 992人 852人 1,844人

（ 令 和3年3月現在 衛生行政報告例）

保 健 所

設 置 市

5市

そ の 他

36市 町

配 置 率

（ %）

全 国

平 均

（ %）

市町における栄養業務従 事者数 79人 126人 97.2 90.0

（ 令 和 4年 6月 現 在 行政栄養士調査）

(1) 健 康 寿 命 の 延 伸及 び 健 康 格 差 の 縮 小に 向 け て 、 県 民 の 健康 ・ 栄 養 状 態 と 課 題

を 踏 ま え 、 個 人 の 行動 と 健 康 状 態 の 改 善と そ れ ら を 促 す 社 会環 境 の 質 の 向 上 と

の 関 係 性 を 念 頭 に 、栄 養 施 策 の 成 果 が 最大 に 得 ら れ る よ う な体 制 の 構 築 が 重 要

で あ る 。

(2) 地 域 包 括 ケ ア シス テ ム の 構 築 に 向 けた 取 組 を 踏 ま え 、 高齢 者 の 低 栄 養 や フ レ

イ ル 予 防 等 の 栄 養 課題 へ の 的 確 な 対 応 に向 け 、 市 町 に お け る健 康 づ く り 部 門 の

み な ら ず 、 介 護 保 険部 門 等 他 部 門 へ の 管理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 の配 置 を 促 進 す る 。

(3) 保 健 ・ 医 療 ・ 福祉 の 目 指 す 姿 の 実 現に 向 け 、 各 職 域 の 管理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 が

地 域 の 栄 養 ・ 食 生 活の 課 題 解 決 に 向 け 、専 門 性 を い か し 連 携し て 取 り 組 む た め

に 、 ネ ッ ト ワ ー ク の構 築 と そ の 活 動 拠 点と し て の 栄 養 ケ ア ・ス テ ー シ ョ ン の 設

置 拡 大 が 必 要 で あ る。

【 推 進 方 策 】

(1) 地 域 の 優 先 す べき 健 康 課 題 を 明 確 にし 、 成 果 の 見 え る 栄養 施 策 を 企 画 、 実

施 、 評 価 で き る よ う、 研 修 や 調 整 会 議 等を 通 じ て 資 質 向 上 に取 り 組 み 、 行 政 栄

養 士 業 務 の 確 立 と 推進 を 図 る 。（ 県 、 市 町、 関 係 団 体 ）

(2) 社 会 情 勢 の 変 化に 適 切 に 対 応 し 、 市町 に お け る 健 康 増 進対 策 の 効 果 を あ げ る

た め 、 保 健 ・ 介 護 ・国 保 ・ 福 祉 部 門 等 への 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養士 の 配 置 を 含 め 必

要 な 体 制 を 整 備 す る 。（ 市 町 ）

(3) 病 院 、 福 祉 施 設等 に お け る 栄 養 管 理の 質 の 向 上 と 地 域 医療 ・ 在 宅 に お け る 栄

養 ・ 食 生 活 支 援 体 制の 整 備 が 進 む よ う 、管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士の 資 質 向 上 と 栄 養

士 会 を は じ め 関 係 機関 と の 連 携 強 化 、 栄養 ケ ア ・ ス テ ー シ ョン の 拡 充 に 向 け た

支 援 を 行 う 。（ 県 、 医 療 機 関 、 福 祉施 設 、 栄 養 士 会 等 関係 団 体 ）
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８ 歯 科 衛 生 士

【 現 状 と 課 題 】

H24 R4 H24→ R4増 加 率

歯 科 衛 生 士 の

就 業 数

全国 108,123人 145,183人 34.3%

兵庫県 4,568人 6,841人 49.8%

人口10万対就業数 全国 84.8人 116.2人

兵庫県 82.0人 126.6人

(令 和 ４ 年 衛 生 行 政 報告 例 )

(1) 県 及 び 市 町 （ 保 健 所 設 置 市 を含 む ） で 歯 科 保 健 業務 に 従 事 し て い る 歯科 衛 生

士 は 令 和 ５ 年 ４ 月 末で 39人 、 保 健 所 設 置市 以 外 で は 36市 町 の う ち13市 町

（ 36％ ） で 18人 が 配 置 さ れ て い る。 市 町 は 、 歯 科 保 健推 進 体 制 の 強 化 や 歯科 保

健 施 策 の 充 実 の た め、 歯 科 衛 生 士 の 確 保に 努 め る 必 要 が あ る。

(2) 県 内 の 歯 科 衛 生士 養 成 機 関 は ９ 校 、１ 学 年 の 養 成 定 員 は 504人 で あ り 、 令 和

２ 年 度 末 と 比 べ る と４ 校 204名 増 え て い る。 今 後 さ ら に 多 様 化す る 歯 科 保 健 医

療 の ニ ー ズ に 対 応 する た め 、 予 防 と 治 療が 一 体 と な っ た 歯 科保 健 医 療 や 、 生 涯

を 通 じ た 歯 及 び 口 腔の 健 康 づ く り に 対 応で き る 歯 科 衛 生 士 の養 成 ・ 資 質 の 向 上

が 必 要 で あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 市 町 は 、 歯 科 保健 事 業 を 円 滑 か つ 適切 に 実 施 で き る よ うに 関 係 団 体 等 と 連 携

を 図 り な が ら 、 歯 科衛 生 士 の 確 保 及 び 計画 的 配 置 の 推 進 に 努め る 。（ 市 町 ）

(2) 養 成 教 育 の 充 実を 推 進 し 、 安 定 的 な供 給 を 図 る 。（ 養 成 機 関 ）

(3) 誤 嚥 性 肺 炎 や オー ラ ル フ レ イ ル 予 防な ど 、 地 域 の 歯 科 保健 医 療 ニ ー ズ に 応 じ

た 専 門 的 人 材 の 育 成と と も に 資 質 向 上 を図 る 。（ 関 係 団 体 、 県）

(4) 歯 科 保 健 体 制 の整 備 に 向 け て 、 歯 科衛 生 士 未 配 置 市 町 への 配 置 を 促 進 す る た

め に 、 兵 庫 県 歯 科 衛 生 士 セ ン タ ー （ 歯 科衛 生 士 バ ン ク ） の 機 能 を 強 化 し 、 積 極

的 な 活 用 を 推 進 す る 。（ 関 係 団 体 、 県 ）

歯 科 診 療

所

病 院 行 政 学 校 ・

養 成 所

介 護 保 険

施 設 等

事 業 所 そ の

他

就 業 場

所 別 従

事者数

全国
130,806人

(90.1%)

7,460人

(5.1%)

2,785人

(1.9%)

1,768人

(1.2%)

1,370人

(0.9%)

309人

(0.2%)

685人

(0.5%)

兵庫県
6,302人

(92.1%)

309人

(4.5%)

80人

(1.2%)

88人

(1.3%)

32人

(0.5%)

2人

(0.0%)

28人

(0.4%)
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９ 介 護 人 材 の 確 保

後 期 高 齢 者 人 口 の 増加 に 伴 い 介 護 サ ー ビス 利 用 者 数 、介 護 職 員・介 護 に 携 わ る 看

護 職 員 等 の 需 要 は 大 き く 伸 び る こ と が 見 込 ま れ る 。 一 方 で 、 生 産 年 齢 人 口 の 大 幅

な 減 少 に 伴 う さ ら な る 担 い 手 不 足 が 見 込 ま れ る こ と か ら 、 介 護 人 材 の 確 保 ・ 介 護

現 場 の 生 産 性 の 向 上が 大 き な 課 題 で あ る。

こ の こ と か ら、福 祉・介 護 人 材 確 保の 中 核 と な る 県 福 祉人 材 セ ン タ ー の 機 能強 化

を 図 り 、 セ ン タ ー を 中 心 に 、 以 下 の ３ 項 目 を 柱 に 、 中 長 期 的 な 視 点 で 人 材 確 保 の

た め の 施 策 を 展 開 する 。

介 護 人 材 の 需 要 見 込み

区 分 令 和 ４ 年 度 令 和 ８ 年 度 令 和 12 年 度

介 護 職 員 96,700 人 101,600 人 106,600 人

看 護 職 員 19,100 人 21,200 人 22,400 人

そ の 他 50,200 人 52,700 人 55,700 人

合 計 166,000 人 175,500 人 184,700 人

【 ３ 本 柱 】

・ 多 様 な 人 材 の 参 入 促 進 介 護 の し ご と 魅 力 発 信

外 国 人 を 含 め た 人 材 の す そ 野 の 拡大

・ 定 着 促 進 ・ キ ャ リ ア 支 援 専 門 性 の高 度 化 で 継 続 的 な 資質 の 向 上

意 欲 や 能 力 に 応 じ たキ ャ リ ア パ ス の 整 備

・ 働 き や す い 職 場 づ く り 介 護 現 場 の 生 産 性 向 上

労 働 環 境の 改 善

(1) 多 様 な 人 材 の 参入 促 進

【 現 状 と 課 題 】

ア 介 護 人 材 に 係 る 有 効 求 人 倍 率 は 依 然 と し て ３ 倍 を 超 え る な ど 人 手 不 足 の 状

況 に あ る ほ か 、 2040(令 和 22)年 を 見 据 え れ ば 生 産 年 齢 人 口 は大 き く 減 少 す る

局 面 を 迎 え る 。

イ 現 在 進 め て い る、外 国 人 介 護 人 材 、元 気 な 高 齢 者 、副 業 を 含 め た 介 護分 野 以

外 の 業 種 か ら の 参 入等 、多 様 な 人 材 の 介護 分 野 へ の 参 入を 一 層 進 め て い く こと

が 必 要 で あ る 。

ウ 有 資 格 者 や 介 護分 野 で の 就 労 経 験 を有 す る 方 が 離 職 後 、再 び 介 護 分 野 で就 職

し て も ら う た め の 支 援 に も 力 を 入 れ て 取り 組 む 必 要 が あ る 。

エ 介 護 の 仕 事 の 魅力 や 大 切 さ に つ い て 、将 来 の 担 い 手 と な る若 者 を は じ め 社 会

全 体 で の 理 解 を 進 め る と と も に 、 介 護 の職 場 に 対 す る イ メ ー ジ ア ッ プ を 図 り 、

介 護 の 就 職 希 望 者 を増 や し て い く 必 要 があ る 。
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【 施 策 の 方 向 】

ア 求 職 者 と 求 人 施設・事 業 所 と の マッ チ ン グ や 就 職説 明 会 等 の 充 実・強 化 を 図

り 、 多 様 な 人 材 の 参入 を 促 進 す る 。

イ 介 護 人 材 の す そ野 を 拡 大 す る た め、元 気 高 齢 者 等 の ほ か、介 護 の 有 資 格 者や

介 護 分 野 で 就 労 経 験の あ る 離 職 者 等 に つい て 、 重 点 的 に 参 入促 進 を 図 る 。

ウ 市 町 が 実 施 す る 介 護 人 材 確 保 の 取 組 と も 連 携 し 、 多 様 な 主 体 が 実 施 す る 多

様 な 介 護 人 材 確 保 の取 組 を 支 援 す る 。

エ 外 国 人 介 護 人 材の 参 入 促 進・定 着 支 援 は 、こ れ ま で の 取組 の 成 果 の ほ か 、県

内 の 介 護 事 業 者 や 現 場 で 働 く 外 国 人 介 護 職 員 の ニ ー ズ を 踏 ま え 、 必 要 な 支 援

策 を 実 施 す る 。

オ 関 係 団 体 と 協 力し 、講 演 会 の 開 催 等を 通 じ て 、介 護 の 仕事 の 魅 力 に つ い て の

理 解 を 進 め る 。

カ 介 護 現 場 と も 協力 し て 将 来 の 担 い 手と な る 小・中・高 校 生 向 け に 啓 発 活動 を

行 い 、 将 来 の 担 い 手確 保 に 向 け た イ メ ージ ア ッ プ 推 進 事 業 を展 開 す る 。

【 主 な 取 組 】

ア 外 国 人 介 護 人 材の 受 入 ・ 定 着 促 進

施 設 向 け の 受 入促 進・指 導 方 法 研 修、外 国 人 介 護 職 員 向け の 悩 み 相 談・日 本

文 化 理 解 促 進 講 習 会・介 護 技 術 や 介 護 の日 本 語 研 修・介 護 福祉 士 資 格 取 得 支 援

な ど の 取 組 の ほ か 、県 内 の 介 護 事 業者 や 現 場 で 働 く 外 国人 介 護 職 員 の ニ ー ズを

踏 ま え 、 必 要 な 支 援策 等 を 実 施 す る 。

イ 高 齢 者 ・ 女 性 等地 域 住 民 の 参 入 促 進

・ 介 護 未 経 験 者に 対 し て 基 礎 知 識 を 学 ぶ 入 門 的 研 修 を 県内 各 地 で 開 催 す る 。

・ 退 職 後 の 元 気 高齢 者 等 が 、介 護 施 設 や 訪 問 サ ー ビス 事 業 所 で 、短 期 間・短

時 間 、介 護 の 周 辺業 務 に 従 事 す る「 ひ ょう ご ケ ア・ア シ ス タン ト 推 進 事 業 」

を 引 き 続 き 展 開 す る。

・ 介 護 職 場 に 就 業し て い な い 介 護 福 祉士（ 潜 在 介 護 福 祉 士）等 が 復 職 す る 際

に 、ブ ラ ン ク が ある こ と に よ る 不安 を 解 消 す る た め、最 新 の介 護 の 知 識 や 技

術 を 学 習 す る 研 修 を実 施 す る 。

ウ 若 年 層 の 参 入 促進

・ 県 内 社 会 福 祉 法人 等 の 人 材 確 保 や 、若 者 の 県 内 定 着 ・ 経済 的 支 援 と し て 、

法 人 と 連 携 し 、 若 手職 員 を 対 象 と す る 奨学 金 返 済 支 援 制 度 を実 施 す る 。

・ 福 祉 ・ 介 護 施 設 の 見 学 、 職 場 体 験 （ イ ン タ ー ン シ ッ プ ）、 高 校 生 ・ 大 学 生

等 を 対 象 に し た 施 設見 学 バ ス ツ ア ー を 実施 し 、就 業 意 欲 の喚 起 と 福 祉・介 護

職 場 へ の 円 滑 な 就 労を 支 援 す る 。

・ 県 立 総 合 衛 生 学院 介 護 福 祉 学 科 を 運営 し 、介 護 福 祉 士 国家 資 格 を 持 つ 専 門

性 の 高 い 介 護 人 材 の養 成 に 取 り 組 む 。

・ 小・中・高 校 生 や 教 員 向 け に介 護 職 員 が 学 校 訪 問し 、介 護 業 務 の 魅 力を 発

信 す る 。
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エ 兵 庫 県 福 祉 人 材セ ン タ ー に よ る 人 材確 保

・ キ ャ リ ア 支 援 専門 員 に よ る 就 労 希 望者 の 掘 り 起 こ し 、 新規 求 人 の 開 拓 や 、

ハ ロ ー ワ ー ク 等 と 連携 し た 就 活 セ ミ ナ ー・相 談 会 を 開 催 す るほ か 、地 域 相 談

窓 口 に よ る き め 細 かい 相 談 等 に よ る マ ッチ ン グ 支 援 を 行 う 。

・ 就 職 フ ェ ア や 合同 説 明 会 等 の 実 施 、Ｓ Ｎ Ｓ 等 を 活 用 し 若者 等 へ Ｐ Ｒ す る 。

オ 介 護 人 材 確 保 に向 け た 市 町 ・ 団 体 への 支 援

・ 市 町 や 関 係 団 体 が 行 う 介 護 人 材 確 保 に 資 す る 事 業 に 対 し て 費 用 を 補 助 す

る こ と に よ り 、県・市 町・関 係 団 体 が 役割 分 担 し 、介 護 人 材確 保 に 向 け た 重

層 的 な 取 組 を 実 施 する 。

(2) 定 着 促 進 ・ キ ャリ ア 支 援

【 現 状 と 課 題 】

ア 介 護 関 連 職 種 の 離 職 率 は 低 下 傾 向 に あ る が 、 全 産 業 平 均 と 比 較 す る と や や

高 い 状 況 に あ り 、 引き 続 き 介 護 職 場 へ の定 着 を 促 進 す る 必 要が あ る 。

イ 介 護 人 材 の 量 的確 保 が 進 む 一 方 、他 の 産 業 か ら 無資 格・未 経 験 者 の 参 入 が 増

え る こ と 等 に よ り 、サ ー ビ ス の 質 の 確 保が 課 題 と な っ て お り、介 護 職 員 全 体 の

資 質 の 向 上 を 図 る 必要 が あ る 。

ウ 介 護 報 酬 の 介 護 職 員 等 処 遇 改 善 加 算 に よ る 賃 金 改 善 の た め の 措 置 等 に よ り 、

賃 金 改 善 は 進 み つ つあ る も の の 、全 産 業の 平 均 に 比 べ 、依 然低 い 状 況 に あ る 。

加 算 の 取 得 率 は 徐 々に 増 加 し て い る が、事 務 作 業 や 制 度 の 煩雑 さ 、利 用 者 負 担

な ど を 理 由 に 取 得 し な い 事 業 所 が 一 定 数 あ る と こ ろ 、 事 務 負 担 の 軽 減 や 利 用

者 負 担 の 理 解 を 得 や す く す る 観 点 な ど か ら 実 施 さ れ る 現 行 加 算 の 一 本 化 に 伴

い 、 新 た な 処 遇 改 善加 算 の 円 滑 な 取 得 に向 け た 支 援 が 必 要 であ る 。

【 施 策 の 方 向 】

ア 介 護 職 員 等 に 対 し て 、 介 護 福 祉 士 の 国 家 資 格 取 得 を 含 め 、 よ り 専 門 的 な 知

識・技 術 を 習 得 する た め の 機 会 を提 供 し 、介 護 職 員 全 体 の資 質 の 向 上 を 図 る 。

イ 介 護 サ ー ビ ス 水準 の 確 保 の た め 、 職員 の キ ャ リ ア ア ッ プを 支 援 す る 。

ウ 介 護 キ ャ リ ア 段 位 制 度 の 普 及 や 介 護 職 員 等 処 遇 改 善 加 算 の 取 得 促 進 を 図 る

な ど 、 職 員 の 能 力 を 適 正 に 評 価 し 資 質 向 上 や 処 遇 改 善 に つ な が る 仕 組 み づ く

り を 進 め る 。

【 主 な 取 組 】

ア キ ャ リ ア ア ッ プに 向 け た 支 援

・ 施 設 等 の 介 護 職員 に よ る 介 護 福 祉 士等 の 資 格 取 得 を 支 援す る た め 、関 係 団

体 が 行 う 研 修 受 講 料 の 一 部 補 助 や 、 介 護 事 業 所 の 職 員 が 受 講 す る 際 に 必 要

と な る 代 替 職 員 の 確 保 に 係 る 経 費 を 補 助 し 、 介 護 職 員 が 積 極 的 に 資 質 向 上

や キ ャ リ ア 形 成 を 行う こ と が で き る 環 境整 備 を 促 進 す る 。

イ 介 護 職 員 等 処 遇 改 善 加 算 の 取得 促 進

・ 技 能・経 験 の あ る 、勤 続 年 数 の 長い 介 護 職 員 の 処遇 改 善 を 行 い 、介 護 現 場

へ の 定 着 支 援 を 図 るた め 、セ ミ ナ ー 開催 や 事 業 所 へ の個 別 の 指 導・助 言 等 を
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通 じ 、 新 た な 介 護 職員 等 処 遇 改 善 加 算 の取 得 を 推 進 す る 。

・ 介 護 職 員 等 処 遇 改 善 加 算 を 取 得 し 、介 護 職 員 の キ ャリ ア ア ッ プ し た 評 価結

果 を 給 与・賃 金 に 適正 反 映 す る な ど 、事 業 者 に 対 し て加 算 の 適 正 運 用 を 指導

徹 底 す る 。

(3) 働 き や す い 職 場 づ く り

【 現 状 と 課 題 】

ア 介 護 職 員 が 誇 り を 持 っ て 業 務 に 従 事 で き 、 や り が い を 醸 成 さ れ る た め に は 、

雇 用 管 理 面 や 職 場 環境 の 改 善 な ど の 取 組の 充 実 が 不 可 欠 で ある 。

イ 介 護 ロ ボ ッ ト やＩ Ｃ Ｔ 等 の テ ク ノ ロジ ー を 活 用 す る こ とに よ っ て 、サ ー ビ ス

の 質 を 高 め つ つ 、業 務の 効 率 化 と 職 員 の 業務 負 担 の 軽 減 を 促 進す る こ と が 重 要

と な っ て い る 。

【 施 策 の 方 向 】

ア 介 護 人 材 の 確 保・定 着 を 図 るた め 、魅 力 あ る 職 場 づ く りを 目 指 し 、雇 用 管 理

や 人 材 育 成 等 の 改 善や 、 ハ ラ ス メ ン ト 対策 に 取 り 組 む 事 業 所を 支 援 す る 。

イ 福 祉 用 具 等 を 活用 し た ノ ー リ フ テ ィン グ ケ ア 、介 護 ロ ボ ット や Ｉ Ｃ Ｔ 等 の 活

用 を 含 め た 業 務 改 善の 取 組 を 促 進 し 、 介 護 現 場 の 生 産性 の 向 上 を 図 る 。

【 主 な 取 組 】

ア 介 護 職 員 等 処 遇改 善 加 算 の 取 得 促 進

介 護 職 員 等 処 遇 改 善 加 算 の 取 得 に 向 け て 、 社 会 保 険 労 務 士 等 に よ る 事 業 所

へ の 個 別 の 指 導 ・ 助言 等 を 行 い 、 加 算 取得 の 促 進 を 支 援 す る。

イ 介 護 ロ ボ ッ ト やＩ Ｃ Ｔ 等 の 活 用 に よる 業 務 改 善

「 ひ ょ う ご 介 護 テ クノ ロ ジ ー 導 入・生 産 性 向 上 支 援 セン タ ー 」を 設 置 し 、事

業 所 等 の 業 務 改 善 に関 す る 相 談 、介 護 ロボ ッ ト の 導 入 、Ｉ ＣＴ 機 器 の 導 入 と い

っ た 介 護 業 務 の 効 率化 の 取 組 を 支 援 す る。

ウ 介 護 職 員 へ の ハラ ス メ ン ト 対 策 の 推進

利 用 者 等 か ら の 暴 言・暴 力・セ ク ハ ラ 行 為 等 に 対 応 し、訪 問 看 護 師・訪 問 介

護 員 等 の 安 全 確 保・離 職 防 止 を 図 る た め、相 談 窓 口 の 設 置 や研 修 会 の 開 催 、利

用 者 等 の 同 意 が 得 ら れ ず 介 護 報 酬 上 の ２ 人 訪 問 加 算 が 適 用 で き な い 場 合 の 一

部 費 用 補 助 を 実 施 する 。ま た 、２ 人 訪 問 がで き る 体 制 確 保 が 困難 な 小 規 模 事 業

所 に 対 し 、 １ 人 訪 問時 の 安 全 対 策 に 必 要な 経 費 を 支 援 す る 。
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第 ３ 章 保 健 医 療機 関 相 互の 連 携

１ 地 域 医 療 連 携 体 制 の 構 築

大 病 院 へ 患 者 が 集 中 し て し ま う 事 例 の よ う に 、 県 民 は 必 ず し も 身 近 な 医 療 機 関

に か か っ て い る と は限 ら ず 、ま た 、本 来 高 度 な 専 門 医 療を 担 う べ き 医 療 機 関が そ の

機 能 を 果 た せ て い ない 面 も あ る こ と か ら、医 療 機 関 相 互 の 役割 分 担・連 携 に よ り、

効 率 的 な 医 療 提 供 体制 を 確 保 す る 必 要 があ る 。

地 域 医 療 支 援 病 院 制度 に つ い て は 、２ 次 保 健 医 療 圏 域 内の 医 療 連 携 の 中 心 とな る

役 割 を 担 う も の と して 平 成 10 年 の 医 療 法 改 正 に よ り創 設 さ れ た 。 地 域 医療 支 援病

院 は 、医 療 施 設 機 能の 体 系 化 の 一 環 と して 、患 者 に 身 近 な 地域 で 医 療 が 提 供 さ れる

こ と が 望 ま し い と いう 観 点 か ら 、紹 介 患 者 に 対 す る 医療 提 供 、医 療 機 器 等 の 共 同利

用 の 実 施 等 を 通 じ て、第 一 線 の 地 域 医 療を 担 う か か り つ け 医等 を 支 援 す る 能 力 を備

え 、 地 域 医 療 の 確 保 を 図 る 病 院 と し て 相 応 し い 構 造 設 備 等 を 有 す る も の に つ い て 、

都 道 府 県 知 事 が 個 別に 承 認 し て い る 。

地 域 医 療 支 援 病 院 に 関 す る 主 な 承 認 要 件 や 兵 庫 県 内 の 承 認 機 医 療 機 関 に つ い て

は 兵 庫 県 の ホ ー ム ペー ジ に て 公 表 す る 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/hw11_000000081.html

【 現 状 と 課 題 】

現 在 、す べ て の ２ 次保 健 医 療 圏 域 に１ つ 以 上 の 地 域 医 療支 援 病 院 が 設 置 さ れて い

る が 、 承 認 継 続 の ため に 、 承 認 要 件 充 足を 毎 年 度 継 続 す る 必要 が あ る 。

（ 令 和 ５ 年 10 月 １ 日 現 在 ）

２ 次 保 健 医 療 圏 域 数 地 域 医 療 支 援 病 院 数 紹 介 受 診 重 点 医 療 機関 数

8 圏 域
39 医 療 機 関

（ 8 圏 域 ）

44 医 療 機 関

（ 8 圏 域 ）

※ 紹 介 受 診 重 点 医療 機 関 に つ い て は 、外 来 医 療 計 画 を 参 照。

【 推 進 方 策 】

地 域 医 療 支 援 病 院 の 確 保 維 持 （ 県、 医 療 機 関 、 医 療 関係 団 体 ）

地 域 医 療 支 援 病 院 を す べ て の ２ 次 保 健 医 療 圏 へ 確 保 し た 体 制 を 維 持 す る た め に 、

毎 年 度 の 承 認 要 件 の 達 成 状 況 を 注 視 す る と と も に 、 必 要 に 応 じ 、 年 次 計 画 の 策 定

等 を 連 携 す る こ と で、 既 存 地 域 医 療 支 援病 院 の 承 認 継 続 を 図る 。

○ 地 域 医 療 連 携 体 制：

か か り つ け 医（ 歯 科 医 を 含 む 。）だ け で は対 応 で き な い 患 者 を専 門 医 等 に 円 滑

に 紹 介 す る と と も に、多 様 な 診 療 機 能 を持 つ 医 療 機 関 相 互 の連 携（ 診 診 、病 診 、

病 病 連 携 ） を 図 る こ と に よ り 、 特 殊 専 門 医 療 を 除 く ほ と ん ど の 医 療 を ２ 次 保 健

医 療 圏 域 内 （ あ る いは 疾 病 ・ 事 業 ご と の圏 域 ） で 完 結 す る こと を め ざ す 。
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２ 保 健 医 療 情 報 シ ス テ ム

保 健 医 療 機 関 相 互 の連 携 、 県 民 へ の 情 報提 供 、 個 人 の 健 康 管理 な ど に 、 Ｉ Ｃ Ｔ

を 利 用 し た 情 報 シ ステ ム を 運 用 し 、 保 健医 療 水 準 の 向 上 を 図る と と も に 、 県 民 の

主 体 的 な 健 康 づ く りや 医 療 サ ー ビ ス の 選択 を 支 援 す る 。

【 現 状 と 課 題 】

現 在 、 本 県 で は 次 のよ う な 情 報 シ ス テ ムが 稼 働 し て い る 。

(1) 保 健 医 療 機 関 の情 報 ネ ッ ト ワ ー ク

ア 兵 庫 県 広 域 災 害・ 救 急 医 療 情 報 シ ステ ム （ 兵 庫 県 Ｅ Ｍ ＩＳ ）

当 シ ス テ ム は 、救 急 医 療 に 対 応 でき る 医 療 機 関 の 診 療機 能（ 診 療・手 術 の 可

否 、空 床 の 有 無 な ど）を 収 集 し 、各 消 防本 部 等 が 検 索 し て 、救 急 患 者 の 円 滑 な

搬 送 と 受 入 を 図 る もの で あ る 。地 震 な ど の 大 規 模 災 害 時に は 県 内 の 救 急 医 療機

関 の 被 災 状 況 、人 工透 析 の 実 施 の 有 無 、受 入 可 能 患 者 数 や 転院 が 必 要 な 重 症 患

者 数 等 の 情 報 を 収 集し 、 関 係 機 関 に 提 供す る 。

ま た 、 大 規 模 な 事 故や 事 件 等 の 中 小 規 模災 害 時 に は 、 消 防 本部 等 か ら の 通

報 に よ り 医 療 機 関 が受 入 可 能 患 者 数 を 入力 す る 緊 急 搬 送 要 請モ ー ド に 切 り 替

わ る 。

今 後 、 災 害 時 に 医 療機 関 等 が 円 滑 に 対 応で き る よ う 入 力 訓 練等 に よ り 、 操

作 方 法 へ の 習 熟 を 深め る 必 要 が あ る 。

【 整 備 経 緯 】

・ シ ス テ ム 整 備 （ 昭 和 56年 ）

・ 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災の 教 訓 を 踏 ま え 、 大規 模 災 害 に も 対 応 でき る 兵 庫 県

広 域 災 害 ・ 救 急 医 療情 報 シ ス テ ム （ 兵 庫県 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ ） と し てに 再 構 築

（ 平 成 ８ 年 12月 ）

・ シ ス テ ム を ウ ェ ブ 化 、 局 所 的 な 中 小 規模 災 害 （ エ リ ア 災 害） に も 対 応 で

き る 緊 急 搬 送 要 請 モー ド を 追 加 整 備 （ 平 成 15年 ４ 月 ）

・ 消 防 か ら 医 療 機 関に 対 し 一 斉 に 受 入 要請 を 発 信 で き る 個 別搬 送 要 請 モ ー

ド を 追 加 （ 平 成 21年 ４ 月 ）

・ ス マ ー ト フ ォ ン ・タ ブ レ ッ ト 端 末 に 対応 す る 画 面 を 新 設 （ 平 成 28年 ４

月 ）

・ 救 急 搬 送 支 援 情 報の 機 能 の 追 加 、 機 関調 査 機 能 の 追 加 、 緊急 搬 送 要 請

（ エ リ ア 災 害 ） 機 能の 改 修 と 訓 練 モ ー ド・ 練 習 モ ー ド の 追 加、 広 域 災 害

救 急 医 療 情 報 シ ス テム と の 連 携 停 止 を 実施 （ 令 和 ５ 年 ４ 月 ）

［ 参 照 URL］ https://web.qq.pref.hyogo.lg.jp/ap/qq/men/pwtpmenult01.aspx

イ 周 産 期 医 療 情 報シ ス テ ム

平 成 ８ 年 か ら 兵 庫 県広 域 災 害・救 急 医 療情 報 シ ス テ ム に 周 産期 関 連 の 項 目 を

追 加 し 、 空 床 情 報 等の 検 索 を 可 能 と し た。 さ ら に 、 平 成 18 年 ６ 月 に は 独 立 し

た 周 産 期 医 療 情 報 シス テ ム と し て 、総 合 周 産 期 母 子 医療 セ ン タ ー 及 び 地 域周 産

期 母 子 医 療 セ ン タ ーの 産 科 及 び Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ（ 新 生 児 集 中 治 療 管理 室 ）の 空 床 の 有

無 、緊 急 手 術 の 可 否な ど の 応 需 情 報 を 提供 す る こ と と し て シス テ ム を 再 構 築 し

て い る 。
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「 兵 庫 県 周 産 期 医 療情 報 シ ス テ ム 」

［ 参 照 URL］ https://web.qq.pref.hyogo.lg.jp/qq28scripts/sa/samolgingo.asp

ウ 医 療 機 関 行 政 情報 シ ス テ ム

当 シ ス テ ム は 、立 入 検 査 の 結 果 を管 理 す る も の で あ り 、県 健 康 福 祉 事 務 所及

び 市 保 健 所 に お い て、そ れ ぞ れ が 行 っ た立 入 検 査 の 結 果 を 入力 し 、県 で 集 計 し

た 後 、厚 生 労 働 省 に報 告 し て い る 。こ れ を 受 け 、同 省 か ら 全国 単 位 の 分 析 結 果

が 還 元 さ れ て い る 。

エ 医 療 機 関 相 互 の医 療 情 報 ネ ッ ト ワ ーク シ ス テ ム

医 療 機 関 が 電 子 化 され た 診 療 デ ー タ を 相互 に 共 有 す る 、医 療情 報 連 携 ネ ッ ト

ワ ー ク シ ス テ ム が 、県 下 各 地 で 整 備 、 運用 さ れ て い る 。

【 圏 域 レ ベ ル で 整 備さ れ た 主 な 医 療 情 報シ ス テ ム 】

(1) h-Anshin（ は ん し ん ） む こ ねっ と （ 阪 神 圏 域 ）

主 な 機 能 ：患 者 情 報 共 有 、 二 次救 急 （ 病 院 の 応 需 情報 ・ 搬 送 情 報 ）、

(2) 北 は り ま 絆 ネ ット （ 北 播 磨 圏 域 ）

主 な 機 能 ：患 者 情 報 共 有

(3) あ わ じ ネ ッ ト （淡 路 圏 域 ）

主 な 機 能 ：患 者 情 報 共 有

既 存 の 医 療 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 内 で の 情 報 公 開 医 療 機 関 の 拡 充 に よ

り 、 医 療 機 関 間 の 連携 を 深 め る 必 要 が ある 。

オ 在 宅 医 療 の た めの 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク

県 医 師 会 で は 、在 宅 療 養 患 者 の 体温・血 圧 等 の 生 体 情報 や 訪 問 時 の 様 子 等の

報 告 を 、多 職 種 の 医 療 介 護 関 係 者間 で 共 有 す る 地 域 ネッ ト ワ ー ク シ ス テ ムを 運

用 し て い る 。令 和 ５ 年 ３ 月 末 現 在 、32 の 在 宅 医 療 圏 域に お い て 、1,433 の 医 療

機 関 と 857 の 在 宅 医 療 ・ 介 護 関 係機 関 で 運 用 し 、 患 者情 報 を 共 有 し て い る。

(2) 医 療 機 関 情 報 シス テ ム

住 民 等 に よ る 医 療 機関 の 適 切 な 選 択 を 支援 す る と と も に 、医 療 機 関 の 受 診等

に 伴 う ト ラ ブ ル の 発 生 を 未 然 に 防 止 し 、 医 療 安 全 体 制 の 確 立 に 寄 与 す る た め 、

医 療 法 に 基 づ き 、医 療 機 関 等（ 病 院 、診 療 所 、助 産 所 、薬 局 ）か ら 報 告 を 受 け

た 医 療 機 能 情 報 を 県が 集 約 し 、住 民 や 患 者 が 利 用 し やす い よ う に 検 索 機 能を 付

加 し て 平 成 19年 度 か ら 提 供 し て いる 。令 和6年 4月 よ り 厚 生 労働 省 が 構 築 を 進 め

る 全 国 統 一 シ ス テ ム（ 名 称 「 医 療 情 報 ネッ ト 」） に 移 行 し て いる 。

「 兵 庫 県 医 療 機 関 情報 シ ス テ ム 」

［ 参 照URL］

https://web.qq.pref.hyogo.lg.jp/hyogo/ap/qq/men/pwtpmenult01.aspx

(3) 個 人 情 報 の 保 護

保 健 医 療 に 関 す る 情報 シ ス テ ム は 利 用 者の 利 便 性 が 向 上 す る一 方 で 、個 人 情

報 の 保 護 に 配 慮 し つつ 情 報 シ ス テ ム を 一元 化 、 共 用 化 す る こと が 望 ま れ る 。

http://web.qq.pref.hyogo.lg.jp/qq28scripts/sa/samolgingo.asp
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【 推 進 方 策 】

(1)郡 部 に お け る Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た在 宅 診 療 、 遠 隔 医 療の 推 進 （ 県 、 市 町 、 医 療 機

関 ）

(2) 情 報 シ ス テ ム の構 築 、 運 用 に あ た って は 、 個 人 情 報 を 適正 に 取 り 扱 う と と も

に 、 県 民 の 理 解 と 協力 が 得 ら れ る よ う シス テ ム の 目 的 や 安 全性 に つ い て Ｐ Ｒ

（ 県 ）

(3) 医 療 情 報 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム に 参加 す る 医 療 機 関 の 拡大 を 図 る と と も に 、

電 子 カ ル テ な ど の 医療 の 情 報 化 推 進 に より 、 医 療 安 全 の 推 進を 含 む 医 療 の 質 の

向 上 や 効 率 化 、 患 者へ の 情 報 提 供 な ど を 促 進 （ 医 療 機 関 ）

(4) 周 産 期 医 療 情 報シ ス テ ム の 機 能 の 充実 を 図 る と と も に 効果 的 な 活 用 方 法 に つ

い て 検 討 （ 県 、 医 療 機 関 、 関 係 団 体 ）
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第 ４ 章 医 療 安 全対 策

１ 医 療 安 全 対 策

医 療 事 故 発 生 時 等 の 医 療 安 全 対 策 は 各 医 療 機 関 で 取 り 組 ん で い る が 、 必 要 に 応

じ て 、 医 療 事 故 調 査制 度 を 活 用 す る よ う周 知 し て い る 。

２ 医 療 安 全 相 談

医 師 と 患 者 と の 信 頼関 係 の 構 築 を 支 援 する た め 、県 、政 令 市、中 核 市 に 医 療 安 全

相 談 セ ン タ ー を 設 置し 、県 民 か ら の 医 療相 談 に 対 し て 迅 速 かつ 的 確 に 対 応 し 、も っ

て 医 療 の 安 全 性 、 信頼 性 の 向 上 を 図 る 。

医 療 安 全 相 談 セ ン ター に 対 す る 相 談 ・ 苦情 件 数

区 分

苦 情 ・ 提 言 相 談 ・ 問 合 せ

合 計医 療 行 為 ・

医 療 内 容

医 療 機 関

従 事 者 の 接 遇

そ の 他

(医 療 費 関 係 等 )

健 康 や 病 気 に

関 す る こ と

医 療 機 関 の

紹 介 、 案 内

そ の 他

(薬 品 、

医 療 行 政 等 )

30 年 度 803 483 160 160 319 41 207 71 1,122

元 年 度 589 365 122 102 426 94 216 116 1,015

2 年 度 401 225 92 84 370 116 166 88 771

3 年 度 373 264 44 65 526 226 180 120 899

4 年 度 277 187 34 56 619 157 110 352 896
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地域医療構想
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第３部 地域医療構想

第 １ 章 地 域 医 療構 想 策 定の 目 的

・ 地 域 医 療 構 想 は 、「 住 民 が 、住 み 慣 れた 地 域 で 生 活 し な がら 、状 態 に 応 じ た 適切

で 必 要 な 医 療 を 受 けら れ る 」地 域 医 療 の提 供 体 制（ ＝「 地 域 完 結 型 医 療 」）の 整 備

を 目 的 に 策 定 し た 。

医 療 法 第 30 条 の４ 第 ２ 項 第 ７ 号 等 の 規 定 によ り 、 本 保 健 医 療 計画 の 一 部 と し て 、

「 構 想 区 域 」「 病 床 の 機 能 区 分 ご との 将 来 の 病 床 数 の 必要 量 」等 を 定 め る こ と とさ

れ て い る 。

・ 現 行 の 地 域 医療 構 想 は 、平 成 28 年（ 2016 年 ）の 構 想 策 定 時 に 医 療 需 要 予 測を 行

い 、将 来（ 令 和 ７ 年（ 2025 年 ））の 病 床 数の 必 要 量 を 算 定 し たも の で あ る 。予 測 時

と 現 在 の 状 況 に は 変化 が あ る こ と か ら 、必 要 病 床 数・必 要 機能 に つ い て は 大 ま かな

方 向 性 と 捉 え る こ とが で き る 。

な お 、 令 和 ７年 （ 2025 年 ） 以 降 の構 想 に つ い て は 、 現在 国 に お い て 議 論 が進 め

ら れ て い る 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/iryoukousou.html

第 ２ 章 構 想 区 域の 設 定

医 療 法 施 行 規 則 第 30 条 の 28 の ２ に 基 づき 、 人 口 構 造 変 化 の見 通 し そ の 他 の 医療

需 要 の 動 向 等 の 事 情を 考 慮 し て 、二 次 保健 医 療 圏 と 同 一 の 区域 を 、地 域 医 療 構想 に お

け る 構 想 区 域 と し て設 定 す る （ ８ 圏 域 ）。

第 ３ 章 病 床 の 機能 区 分 ごと の 将 来の 病 床 数の 必 要 量

・ 地 域 医 療 構 想 では 、 以 下 の 病 床 機 能区 分 ご と に 将 来 の 必 要 病 床 数 を 算 定 す る。

病 床 機 能 概 要

高 度 急 性 期
急 性 期 の 患 者 に 対 し、状 態 の 早 期 安 定 化に 向 け て 、診 療 密 度 が特

に 高 い 医 療 を 提 供 する 機 能

急 性 期
急 性 期 の 患 者 に 対 し、状 態 の 早 期 安 定 化に 向 け て 、医 療 を 提 供す

る 機 能

回 復 期
急 性 期 を 経 過 し た 患 者 へ の 在 宅 復 帰 に 向 け た 医 療 や リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン を 提 供 す る機 能

慢 性 期 長 期 に わ た り 療 養 が必 要 な 患 者 を 入 院 させ る 機 能

・ 令 和 ７ 年（ 2025 年 ） の 必要 病 床 と 令和 ３ 年 （2022 年 ）の 病 床 機 能 報 告（ 最 大使 用

病 床 ）を 比 較 す ると 、県 全 体 で は 急 性 期 が大 き く 過 剰 で あ り、回 復 期 が 大 き く 不 足

し て い る 。

・ 病 床 機 能 の転 換 を 図 っ て いく こ と が 必 要 で あ り、各 圏域 に 設 置 す る 圏 域 地 域 医 療

構 想 調 整 会 議 に お いて 、医 療 機 関 の 機 能分 化・連 携 強 化 や 在宅 医 療 の 充 実 に 向 けた

議 論 が 進 め ら れ て いる 。

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/iryoukousou.html
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○ 各 圏 域 に お け る将 来 の 必 要 病 床 数 推計 等

（ ※ 都 道 府 県 間 、 圏 域 間 の 患 者 流 動 を 反 映 し た 場 合 の 推 計 ）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 病床数計

（床）

神戸 R7 必要病床数 2,074 5,910 5,032 2,631 15,647

R3 病床機能報告 2,158 6,465 2,657 2,492 13,772

差引 84 555 △ 2 ,375 △ 139 △ 1 ,875

阪神 R7 必要病床数 1,776 5,358 4,577 4,129 15,840

R3 病床機能報告 2,549 5,441 2,331 4,651 14,972

差引 773 83 △ 2 ,246 522 △ 868

 (阪神南) R7 必要病床数 1,279 3,468 2,859 1,664 9,270

R3 病床機能報告 2,371 2,753 1,374 2,175 8,673

差引 1,092 △ 715 △ 1 ,485 511 △ 597

 (阪神北) R7 必要病床数 497 1,890 1,718 2,465 6,570

R3 病床機能報告 178 2,688 957 2,476 6,299

差引 △ 319 798 △ 761 11 △ 271

東播磨 R7 必要病床数 730 2,229 2,115 1,380 6,454

R3 病床機能報告 418 3,249 911 1,291 5,869

差引 △ 312 1,020 △ 1 ,204 △ 89 △ 585

北播磨 R7 必要病床数 234 988 889 1,257 3,368

R3 病床機能報告 48 1,340 633 1,385 3,406

差引 △ 186 352 △ 256 128 38

播磨姫路 R7 必要病床数 803 2,667 2,801 1,220 7,491

R3 病床機能報告 1,047 3,289 1,533 1,547 7,416

差引 244 622 △ 1 ,268 327 △ 75

 (中播磨) R7 必要病床数 658 1,959 1,901 752 5,270

R3 病床機能報告 982 2,158 964 945 5,049

差引 324 199 △ 937 193 △ 221

 (西播磨) R7 必要病床数 145 708 900 468 2,221

R3 病床機能報告 65 1,131 569 602 2,367

差引 △ 80 423 △ 331 134 146

但馬 R7 必要病床数 133 541 476 250 1,400

R3 病床機能報告 24 699 290 180 1,193

差引 △ 109 158 △ 186 △ 70 △ 207

丹波 R7 必要病床数 52 236 204 339 831

R3 病床機能報告 6 496 88 433 1,023

差引 △ 46 260 △ 116 94 192

淡路 R7 必要病床数 99 328 438 559 1,424

R3 病床機能報告 85 506 257 739 1,587

差引 △ 14 178 △ 181 180 163

全県 R7 必要病床数 5,901 18,257 16,532 11,765 52,455

R3 病床機能報告 6,335 21,485 8,700 12,718 49,238

差引 434 3,228 △ 7 ,832 953 △ 3 ,217

2025（R7）推計
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第 ４ 章 医 療 提 供体 制 を 実現 す る ため の 推 進体 制

・ 地 域 医 療 構 想 によ る 医 療 提 供 体 制 を確 保 す る た め に 、国・県・市 町 が 連 携 し て施

策 を 推 進 す る こ と は も と よ り 、 医 療 機 関 を は じ め と し た 医 療 関 係 者 の 自 主 的 取 組

が 不 可 欠 で あ る 。

・ 各 圏 域 に 、地 域 医 療 構 想 調整 会 議 を 設 置 し 、病 床 機 能 に 関 す る 協 議・情 報 共 有 な

ど を 行 う こ と で 、「 地 域 完 結 型 医 療」 の 推 進 を 図 る 。

・ 兵 庫 県 医 師 会 シン ク タ ン ク と 連 携 して「 兵 庫 県 地 域 医療 構 想 懇 話 会」を 設 置し 、地

域 医 療 構 想 ア ド バ イザ ー（ 厚 生 労 働 省 ）と と も に 、圏 域 地 域 医療 構 想 調 整 会 議 の 議論

を 支 援 し て い く 。
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第４部 ５疾病６事業及び在宅医療の医療連携体制の構築

第 １ 章 が ん 対 策

本 県 に お け る が ん の死 亡 者 数 は 、昭 和 53 年 に 脳 卒 中 を 抜 き 、死 亡 原 因 の 第 １ 位と

な っ た 。そ の 後 も 増 加の 一 途 を た ど り 、令 和 ４ 年 に は 、全 死 亡 者 のう ち ４ 人 に １ 人 が、

が ん で 死 亡 し て い る。 本 県 で は 兵 庫 県 が ん 対 策 推 進 計 画 に よ り 、「 が ん に よ る 罹

患 者・死 亡 者 の 減 少 」及 び「 が ん 患 者一 人 ひ と り に 寄り 添 い 、誰 一 人 取 り 残 さ ない 兵

庫 の 実 現 」 を 目 指 すこ と と し て い る 。

な お 、個 別 施 策 等詳 細 に つ い て は、「 兵 庫県 が ん 対 策 推 進 計 画(以 下「 県 が ん 推 進計

画 」 と い う 。)」 を 参 照 の こ と 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/hw12_000000083.html

【 現 状 と 課 題 】

(1) が ん の 年 齢 調 整罹 患 率 の 推 移

が ん の 年 齢 調 整 罹 患率 は 平 成 26 年 以 降 、 全 国 よ り 高 い水 準 で 推 移 し て お り、

令 和 ２ 年 は 368.6 と 全 国 27 位 に 位 置 し て い る 。

年 齢 調 整 罹 患 率 の 推移 （ ⼈ ⼝ 10 万 対 ）

(2) が ん に よ る 年 齢調 整 死 亡 率 の 推 移

75 歳 未 満 年 齢調 整 死 亡 率 は 全 国 と同 様 、お お む ね 減 少傾 向 で 推 移 し て い る。ま

た 、 本 県 の 死 亡 率 は全 国 と 比 較 し て 低 い水 準 と な っ て い る 。

75 歳 未 満 年 齢 調 整 死 亡 率 の 推 移 （⼈ ⼝ 10 万 対 ）

資 料 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー 「 都 道 府 県 が ん 罹 患 デ ー タ 」

資 料 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー 「 都 道 府 県 が ん 死 亡 デ ー タ 」
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(3) が ん の 予 防

喫 煙 や 飲 酒 な ど の 生 活 習 慣 が が ん の 発 生 リ ス ク を 上 げ る こ と が わ か っ て い る 。

こ れ ら の リ ス ク 因 子 を 予 防 す る こ と で 、 が ん に よ る 死 亡 者 の 減 少 に つ な が る こ と

か ら 、 県 民 の 生 活 習慣 の 改 善 に 向 け た 取組 や た ば こ 対 策 の 推進 等 が 必 要 で あ る 。

(4) が ん の 早 期 発 見

科 学 的 根 拠 に 基 づ くが ん 検 診 の 受 診 や 精密 検 査 の 受 診 は 、が ん の 早 期 発 見 、早

期 治 療 に つ な が る。市 町 が ん 検 診 の 他 に、人 間 ド ッ ク や 職域 な ど も 含 め たが ん 検

診 受 診 率 は 、依 然 と し て ５ つ の 部 位（ 胃 、肺 、大 腸 、乳 及 び子 宮 頸 ）全 て に お い

て 男 女 と も に 全 国 平均 を 下 回 っ て お り 、が ん 検 診 受 診 率の 向 上 は 引 き 続 き 重要 な

課 題 で あ る 。

が ん 検 診 受 診 率 の 全国 と の 比 較 (%)

(5) 医 療 提 供 体 制

が ん 医 療 の 高 度 化 や少 子 高 齢 化・人 口 減少 を 踏 ま え 、全 国 どこ で も 適 切 な が ん

医 療 が 受 け ら れ る 体制 の 整 備 に 向 け て 、各 が ん 医 療 圏 域 に 国・県 指 定 の「 が ん 診

療 連 携 拠 点 病 院 等 （以 下 「 拠 点 病 院 等 」と い う 。）」 を 指 定 して い る 。

質 の 高 い が ん 医 療 を提 供 す る た め 、地 域の 実 情 に 応 じ 、拠 点病 院 等 の 医 療 連 携

体 制 の 均 て ん 化 や、歯 科 医 療 等 と の 連 携体 制 の 構 築 を 推 進 する こ と で 、持 続 可 能

な が ん 医 療 の 提 供 体制 を 整 備 す る 必 要 があ る 。

(6) 患 者 と そ の 家 族に 寄 り 添 っ た 取 組 の推 進

拠 点 病 院 等 に が ん 相 談 支 援 セ ン タ ー を 配 置 し 、 患 者 や そ の 家 族 等 の 療 養 上 の

様 々 な 悩 み や 、 治 療と 仕 事 の 両 立 等 に 関す る 相 談 支 援 を 行 って い る 。

県 内 の 患 者 や そ の 家族 等 が 、 い つ で も どこ に 居 て も 安 心 し て生 活 で き る よ う 、

が ん 相 談 支 援 セ ン タ ー の 認 知 度 の 向 上 を 含 め た 利 用 促 進 等 に 引 き 続 き 取 り 組 ん

で い く 必 要 が あ る 。

資 料 厚 生 労 働 省 「 令 和 ４ 年 国 民 生 活 基 礎 調 査 」
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【 連 携 体 制 】

国 が 令 和 ５ 年 ６ 月 に示 し た 「 が ん の 医 療体 制 の 構 築 に 係 る 指針 」 に 基 づ き 、 予

防 か ら 在 宅 療 養 支 援に 至 る ま で 、 切 れ 目の な い 包 括 的 医 療 介護 体 制 を 構 築 す る 。

※ 詳 細 に つ い て は 、「 県 が ん 推 進 計画 」 を 参 照 の こ と

上 記 の 条 件 を 満た す あ る い は 近 い 機能 を 有 す る 病 院 に つい て は 、県 の ホ ー ムペ ー

ジ に お い て 公 表 す る。

○ 県 ホ ー ム ペ ー ジ 「兵 庫 県 保 健 医 療 計 画」

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/keikaku2024.html

がんの医 療 体 制

○ がん発 症
リスク 低 減

○ 検 診 受 診 率
の向 上

予 防

拠 点 病 院 等 、専 門 的 なが ん 診 療
を 実 施 す る 中 核 的 な 病 院

専 門 的 な が ん 診 療

○ 生 活 の場 での療 養 の支 援
○ 在 宅 緩 和 ケアの実 施 等

在 宅 療 養 支 援

在 宅 医 療 を 提 供 す る病 院 、診 療 所 等

○ 精 密 検 査 や確 定 診 断 等 の実 施
○ 診 療 ガイ ドラインに 準 じた診 療
○ 専 門 治 療 後 のフォ ローアッ プ
○ 診 断 時 から 患 者 とその家 族 等 に対 する全 人 的 な緩 和 ケア

標 準 的 な が ん 診 療

標 準 的 なが ん 診 療 を 実 施 す る病 院 、 診 療 所

紹 介 ・ 転 院 ・ 退 院 時 の連 携

時 間 の 流 れ

経 過 観 察 ・ 合 併 症 併 発 ・ 再 発 時 の連 携

在 宅 等 での生 活

在 宅 療 養 支 援

手 術 療 法 等 の 集 学 的 治

早 期
発 見

口 腔 管 理 （ 合 併 症 予 防 、 病
状 軽 減 ） のための連 携歯 科 医 療

医

療

機

能

○ 手 術 、 放 射 線 療 法 及 び 薬 物 療 法 を 効 果 的 に 組 み 合 わ せた 集 学 的 治 療
の実 施

○ 医 療 従 事 者 間 の連 携 と相 互 補 完 を重 視 した多 職 種 でのチーム 医 療
○ 全 人 的 な緩 和 ケアを実 施 するために必 要 な緩 和 ケアチーム や外 来 での

緩 和 ケ ア連 携 体 制 等 の整 備

※ さらに、がん診 療 連 携 拠 点 病 院 等 においては院 内
がん登 録 、相 談 支 援 体 制 、地 域 連 携 支 援 等

専 門 的 医 療

県 立 粒 子 線 医 療 ｾﾝﾀｰ

同 附 属 神 戸 陽 子 線 ｾﾝﾀｰ連 携

緩 和 ケ ア

○がんゲノム 医 療
○希 少 がん
○難 治 性 がん

機 能 分 化
集 約 化

感 染 症 発 生 ・ ま ん 延 時 等 に お け る 対 応

専 門 的 な が ん 診 療 の機 能 を 有 す る 医 療 機関 の 選 定 条 件

ⅰ ）手 術 、放 射 線 療法 及 び 薬 物 療 法 を 効果 的 に 組 み 合 わ せ た集 学 的 治

療 の 実 施（ 放 射 線 治療 に つ い て は、他 病 院 との 連 携 に よ り 実 施 可能

な 場 合 も 含 む ）

ⅱ ） 年 間 入 院 が ん患 者 数 が 500 人 以 上

「 兵 庫 県 感 染 症 予 防 計 画 」 を踏 ま えた継 続 的 な医 療 提 供 体 制 の整 備 等

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/25hokeniryoukeikaku.html
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【 推 進 方 策 】

「 が ん の 予 防 や 早 期発 見 の 推 進 」「 個 別 が ん の 対 策 の 推進 や 医 療 提 供 体 制 等の 充 実 」

「 が ん 患 者 が 安 心 して 暮 ら せ る 社 会 の 実現 」 等 に 基 づ く 各 個別 施 策 に 取 組 む 。

な お 、 詳 細 に つ い ては 県 が ん 推 進 計 画 を参 照 の こ と 。

〈 県 が ん 推 進 計 画 よ り 引 用 〉

[が ん 予 防 の 推 進]

(1) 生 活 習 慣 改 善 の推 進

(2) た ば こ 対 策 の 充実

(3) 感 染 症 に 起 因 する が ん 対 策 の 推 進

[が ん の 早 期 発 見 の 推進 ]

(1) が ん 検 診 機 会 の確 保 と 受 診 促 進 支 援

(2) 適 切 な が ん 検 診の 実 施

[医 療 体 制 の 充 実]

(1) 個 別 が ん 対 策 の推 進

(2) 医 療 提 供 体 制 等

(3) が ん 患 者 の 療 養生 活 の 質 の 維 持 向 上

[が ん 患 者 が 安 心 し て暮 ら せ る 社 会 の 実 現]

(1) が ん 患 者 へ の 支援 の 充 実

(2) が ん 患 者 を 支 える 社 会 の 構 築

【 目 標 】

目 標 現 状 値 目 標 値 （ 達 成 年 度 ）

が ん の 年 齢 調 整 罹 患率

(人 口 10 万 対 )
368.6（ R2）

全 国 10位 以 内

(R8)

が ん に よ る 75 歳 未 満 年 齢 調 整

死 亡 率 （ 人 口 10 万 対 ）
64.7（ R4）

全 国 平 均 よ り5％ 以 上

低 い 状 態 (R9)
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悪性新生物

＜がん＞

25.2％

心疾患

15.0%

老衰

11.0%
脳血管

疾患

6.3%

肺炎

4.2%
誤嚥性肺炎

3.7%

不慮の

事故 2.9%

腎不全2.0%

血管性等の

認知症1.7%

アルツハイ

マー病1.4%

その他

26.6%

兵庫県の主要な死亡原因内訳

（％）

第 ２ 章 脳 卒 中 対策 （ 脳 血管 疾 患 対策 ）

「 脳 卒 中 」は 、脳 の血 管 が 破 れ た り 閉 塞し た り す る こ と に より 、脳 の 働 き に 障 害が

生 じ る 疾 患 の こ と で 、「 脳 血 管 疾 患 」と も呼 ば れ 、後 遺 症 等 で介 護 が 必 要 と な る 原因

の 16.1％ を 占 め て いる 。本 県 で は 兵 庫 県循 環 器 病 対 策 推 進 計画 に よ り「 2040 年 ま で

に ３ 年 以 上 の 健 康 寿命 の 延 伸 」及 び「 脳 血 管 疾 患 の 年 齢 調 整死 亡 率 の 引 き 下 げ ｣を目

指 す こ と と し て い る。

な お 、個 別 施 策 等 の詳 細 に つ い て は「 兵 庫 県 循 環 器 病対 策 推 進 計 画 」（ 以 下「 県 循環

器 病 推 進 計 画 」 と いう 。）」 を 参 照 の こ と。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/junkanki3.html

【 現 状 と 課 題 】

(1) 脳 卒 中 の 死 亡 状 況

本 県 に お け る 令 和 ４ 年 の 死 亡 原 因 に つ い て は 、 脳 血 管 疾 患 が 第 ４ 位 と 全 体 の

6.3％ を 占 め て い る 。ま た 、本 県 及 び 全 国に お け る 脳 血 管 疾 患の 年 齢 調 整 死 亡 率

は 、と も に 概 ね 減少 傾 向 に あ り、令 和 ２年 の 本 県 に お け る 脳血 管 疾 患 の 年 齢 調 整

死 亡 率 は 男 女 と も に全 国 平 均 を 下 回 っ てい る 。

資 料：厚 ⽣ 労 働 省「 ⼈ ⼝ 動 態 統 計（ 令 和 ４ 年 ）」

悪性新生物

＜がん＞

24.6%

心疾患

14.8%

老衰

11.4%
脳血管

疾患

6.9%

肺炎

4.7%
誤嚥性肺炎

3.6%

不慮の

事故 2.8%

腎不全 2.0%

アルツハイ

マー病 1.6%

血管性等の

認知症 1.6%
その他

26.0%

【参考】全国の主要な死亡原因内訳

（％）

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

昭和55年 60年 平成2年 7年 12年 17年 22年 27年 令和2年

兵庫・男
兵庫・⼥
全国・男
全国・⼥

〔令和２年〕
兵庫：男性88. 7、女性51. 4
全国：男性93. 8、女性56. 4

兵 庫 県 及 び 全 国 の 脳 ⾎ 管 疾 患 の 年齢 調 整 死 亡 率 （ ⼈ ⼝ 10 万 対 ）

資料：厚⽣労働省「⼈⼝動態特殊報告」（平成 27 年モデル⼈⼝）
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(2) 脳 卒 中 の 発 症予 防

脳 卒 中 を 含 む 循 環 器病 は 運 動 不 足 、食 生 活 、喫 煙 、飲 酒 等 の 生活 習 慣 や 肥 満等

の 健 康 状 態 と 深 く 関 わ っ て お り 、 県 民 一 人 ひ と り が 生 活 習 慣 の 改 善 に よ る 発 症

予 防 を 心 が け る と と も に 、 特 定 健 診 な ど 定 期 的 に 健 康 診 査 を 受 診 し 、 危 険 因 子

の 早 期 発 見 、 早 期 治療 に 努 め る 必 要 が ある 。

(3) 脳 卒 中 の 救 急 搬送 体 制

脳 卒 中 の 中 で も 特 に 脳 梗 塞 は 短 時 間 で 生 命 に 関 わ る 重 大 な 事 態 に 陥 る こ と も

多 い 疾 患 で あ る が 、 発 症 後 早 急 に 適 切 な 治 療 を 行 う こ と で 予 後 の 改 善 が 期 待 で

き る こ と か ら 、 搬 送 体 制 の 整 備 を 含 め た 救 急 医 療 体 制 の さ ら な る 充 実 が 求 め ら

れ る 。ま た 、脳 卒 中 に関 す る 県 民 の 意 識 向上 に 努 め 、発 症 時 に正 し い 受 療 行 動 が

と れ る よ う 啓 発 の 推進 が 必 要 で あ る 。

(4) 脳 卒 中 の 医 療 提供 体 制

急 性 期 治 療 及 び急 性 期 リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン か ら 、回 復 期・維 持 期 で の リ ハ ビリ

テ ー シ ョ ン 及 び 在 宅 医 療 に 至 る まで 、診 療 科 を 超 え 、ま た 多職 種 連 携 に よ る 切 れ

目 の な い 医 療 連 携 体制 の 整 備 が 必 要 で ある 。ま た 、各 ス テ ー ジに お い て 、誤 嚥 性

肺 炎 予 防 等 の 観 点 か ら 口 腔 ケ ア は 非 常 に 重 要 な 課 題 で あ り 、 さ ら な る 医 科 歯 科

連 携 の 推 進 が 必 要 であ る 。

(5) 脳 卒 中 の 相 談 支援 体 制 等

脳 卒 中 に よ っ て失 語 症 、高 次 脳 機 能障 害 等 の 後 遺 症 が 残る 場 合 が あ り 、学 業や

仕 事 を 継 続 し な が ら の 治 療 や リ ハ ビ リ 等 を 行 う に あ た り 、 社 会 的 理 解 や 支 援 が

必 要 と な る 。脳 卒 中を 発 症 し て も 患 者 やそ の 家 族 が 安 心 し て生 活 で き る よ う 、移

行 期 医 療 支 援 や 、治 療 と 仕 事 の 両立 支 援 、全 県 的 な 相 談 支 援体 制 の 整 備 等 が 必 要

で あ る 。
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【 連 携 体 制 】

国 が 令 和 ５ 年 ６ 月 に示 し た「 脳 卒 中 の医 療 体 制 構 築 に係 る 指 針 」に 基 づ き 、発 症 予

防 か ら 在 宅 療 養 支 援に 至 る ま で 、 切 れ 目の な い 包 括 的 医 療 介護 体 制 を 構 築 す る 。

脳 卒 中 の 医 療 体 制

脳 卒 中 の 回 復 期 医 療を 担 う 医 療 機 関 の 選定 条 件
脳 卒 中 患 者 に 対 す る回 復 期 リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン を 実 施 す る とと も に 、次 の い ず れ
か に 該 当 す る 病 院
ⅰ ） 脳 血 管 疾 患 等 リハ ビ リ テ ー シ ョ ン 料（ Ⅰ ） を 届 け 出 て いる 病 院
ⅱ ）訓 練 室 が あ り、ス タ ッ フ に 常 勤 の 理学 療 法 士・作 業 療 法士・言 語 聴 覚 士 が 各

１ 名 以 上 い る 病 院
ⅲ ） 回 復 期 リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン 病 棟 を 設置 し て い る 病 院

脳 卒 中 の 急 性 期 医 療を 担 う 医 療 機 関 の 選定 条 件

日 本 脳 卒 中 学 会 が定 め る 一 次 脳 卒 中 セン タ ー (Ｐ Ｓ Ｃ)認 定 基 準 に 準 ず る 。

○ 救 急 要 請 に 対 し 、24 時 間 365 日 脳 卒 中 患 者 を 受 入 れ 、急 性 期 診 療 担 当 医師 が 、

患 者 搬 入 後 可 及 的 速や か に 診 療 （rt-Ｐ Ａ 静 注 療 法 含 む ） を 開始 で き る 。

○ Ｃ Ｔ 又 は Ｍ Ｒ Ｉ 検 査 、 一 般 血 液検 査 と 凝 固 学 的 検 査、 心 電 図 検 査 が 施 行可 能

○ 脳 卒 中 ユ ニ ッ ト （Ｓ Ｕ ） を 有 す る 等

○ 脳 卒 中 の

発 症 予 防

発 症 予 防

退 院 時 連 携

医

療

機

能

転
院
時
連
携

○ 専 門 的 検 査・治 療 の

実 施
○ 急 性 期 の リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 実 施

急 性 期 医 療

・ 救 命 救 急 ｾﾝﾀｰ
・急 性 期 の 医 療 機 能

を 有 す る 病 院 等

○ 回 復 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
実 施

○ 再 発 予 防 治 療 、基 礎 疾 患・危 険
因 子 の 管 理

回 復 期 医 療

・ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病 院
・ 回 復 期 ﾘﾊ病 棟 を 有 す る 病 院

○ 誤 嚥 性 肺 炎 予 防 の た

め の 口 腔 管 理 （ 多 職
種 連 携 ）

歯 科 医 療

歯 科 診 療 を 実 施 す
る 病 院 、歯 科 診 療 所

時 間 の 流 れ

○ 再発予防治療、基礎疾患・危険因
子の管理

○ 生 活 機 能 の 維 持 ･向 上 の た め の
リハビリテーションの実施

○ 在 宅 等 へ の 復 帰 及 び 日 常 生 活
継 続 を 支 援

・ 介護保険によるﾘﾊﾋﾞﾘが可
能な病院・診療所

・ 介 護 老 人 保 健 施 設

○ 医 療 及 び 介 護 サ ー ビ ス の 相 互 連 携 に よ る 支 援

○ 機 能 維 持 の た め の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 実 施

維 持 期・生 活 期 医 療

在 宅 療 養

転 院 ・ 退 院 時 支 援

感 染 症 発 生 ・ ま ん 延 時 等 に お け る 対 応

「 兵 庫 県 感 染 症 予 防 計 画 」 を 踏 ま え た 継 続 的 な 医 療 提 供 体 制 の 整 備 等

○ 速 や か な 救 急
搬 送 要 請

救 急 要 請

○ 活 動 プ ロ ト コ
ー ル に 沿 っ た
適 切 な 観 察 ・
判 断 ・ 処 置

救 急 搬 送

発 症
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上 記 の条 件 を満 たすあるいは近 い機 能 を有 する病 院 は、県 のホームページにおいて公 表 する。

○ 県 ホ ー ム ペ ー ジ 「兵 庫 県 保 健 医 療 計 画」

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/keikaku2024.html

【 施 策 方 針 】

「 循 環 器 病 の 予 防や 正 し い 知 識 の 普 及啓 発 」及 び「 保 健、医 療 及 び 福 祉 に係 る サ ー

ビ ス の 提 供 体 制 の 充実 」 等 に 基 づ く 各 個別 施 策 に 取 組 む 。

な お 、 詳 細 に つ い ては 県 循 環 器 病 推 進 計画 を 参 照 の こ と 。

〈 県 循 環 器 推 進 計 画 よ り 引 用 〉

[循 環 器 病 の 予 防 や 正し い 知 識 の 普 及 啓 発]

(1) 循 環 器 病 の 予 防

(2) 循 環 器 病 の 正 しい 知 識 の 普 及 啓 発

[保 健 、 医 療 及 び 福 祉に 係 る サ ー ビ ス の 提供 体 制 の 充 実]

(1) 循 環 器 病 を 予 防す る 健 診 の 普 及 や 取組 の 推 進

(2) 救 急 搬 送 体 制 の整 備

(3) 救 急 医 療 の 確 保を は じ め と し た 循 環器 病 に 係 る 医 療 提 供体 制 の 構 築

(4) リ ハ ビ リ テ ー ショ ン 等 の 取 組

(5) 循 環 器 病 の 後 遺症 を 有 す る 者 に 対 する 支 援

(6) 循 環 器 病 の 緩 和ケ ア

(7) 社 会 連 携 に 基 づく 循 環 器 病 対 策 ・ 循環 器 病 患 者 支 援

(8) 治 療 と 仕 事 の 両立 支 援 ・ 就 労 支 援

(9) 小 児 期 ・ 若 年 期か ら 配 慮 が 必 要 な 循環 器 病 へ の 対 策

(10) 循 環 器 病 に 関 する 適 切 な 情 報 提 供 ・相 談 支 援

(11) 循 環 器 病 患 者 に対 す る 総 合 的 な 支 援体 制 の 構 築

【 目 標 】

目 標 現 状 値 目 標 値 （ 達 成 年 度 ）

健 康 寿 命 の 延 伸
男 性 80.41（R2） ３ 年 以 上 の 延 伸

（ 2040年 ま で ）女 性 84.93（R2）

脳 血 管 疾 患 に よ る 年 齢 調 整 死

亡 率 の 引 き 下 げ

男 性 88.7 (R2）
現 状 値 よ り 減 少(R7)

女 性 51.4 (R2）

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/25hokeniryoukeikaku.html
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第 ３ 章 心 血 管 疾患 対 策

「 心 血 管 疾 患 」は 、心 臓 に 繋 が る 血管 や 心 筋 に 異 常 が 生じ 心 臓 へ 血 液 が 十 分に 行

き 渡 ら な く な る 病 気で 、後 遺 症 等 で 介 護 が必 要 と な る 原 因 の 5.1％ を 占 め て い る 。

本 県 で は 県 循 環 器 病 推 進 計 画 に よ り 「 2040 年 ま で に ３ 年 以 上 の 健 康 寿 命 の 延 伸 」

及 び 「 心 疾 患 の 年 齢 調 整 死 亡 率 の引 き 下 げ ｣を 目 指 す こ と と して い る 。

な お 、 個 別 施 策 等 の詳 細 に つ い て は 県 循環 器 病 推 進 計 画 を 参照 の こ と 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/junkanki3.html

【 現 状 と 課 題 】

(1) 心 疾 患 の 死 亡 状 況

本 県 に お け る 令 和 ４ 年 の 死 亡 原 因に つ い て は 、 心 疾 患は 全 体 の 15.0％ を 占 め

て お り 第 ２ 位 と な って い る 。ま た 、本 県 及 び 全 国 に お ける 心 疾 患 の 年 齢 調 整死 亡

率 は 、と も に 概 ね減 少 傾 向 に あ り、令 和２ 年 の 本 県 に お け る心 疾 患 の 年 齢 調 整 死

亡 率 は 、 男 性 は 全 国平 均 を 下 回 る 一 方 、女 性 は 全 国 平 均 を 上回 っ て い る 。

資 料：厚 ⽣ 労 働 省「 ⼈ ⼝ 動 態 統 計（ 令 和 ４ 年 ）」

兵 庫 県 及 び 全 国 の ⼼ 疾 患 の 年 齢 調整 死 亡 率 （ ⼈ ⼝ 10 万 対 ）
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4.7%
誤嚥性肺炎

3.6%

不慮の

事故 2.8%

腎不全 2.0%

アルツハイ
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【参考】全国の主要な死亡原因内訳
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〔令和２年〕
兵庫：男性188. 4、女性 112. 1
全国：男性190. 1、女性 109. 2

資料：厚⽣労働省「⼈⼝動態特殊報告」（平成 27 年モデル⼈⼝）
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(2) 心 疾 患 の 発 症予 防

心 疾 患 を 含 む 循 環 器病 は 運 動 不 足 、食 生 活 、喫 煙 、飲 酒 等 の 生活 習 慣 や 肥 満 等

の 健 康 状 態 と 深 く 関 わ っ て お り 、 県 民 一 人 ひ と り が 生 活 習 慣 の 改 善 に よ る 発 症

予 防 を 心 が け る と と も に 、 特 定 健 診 な ど 定 期 的 に 健 康 診 査 を 受 診 し 、 危 険 因 子

の 早 期 発 見 、 早 期 治療 に 努 め る 必 要 が ある 。

(3) 心 疾 患 の 救 急 搬送 体 制

心 疾 患 に 必 要 な 医 療 機 能 は 疾 患 ご と に 異 な っ て お り 、 そ れ ぞ れ の 疾 患 に 応 じ

た 急 性 期 の 専 門 的 な 治 療 を 行 う こ と で 予 後 の 改 善 に つ な が る 可 能 性 が あ る こ と

か ら 、搬 送 体 制 の 整備 を 含 め た 救 急 医 療体 制 の さ ら な る 充 実が 求 め ら れ る 。ま た 、

心 疾 患 に 関 す る 県 民の 意 識 向 上 に 努 め 、Ａ Ｅ Ｄ の 使 用 等 、発 症 時 に 正 し い受 療 行

動 が と れ る よ う 啓 発の 推 進 が 必 要 で あ る。

(4) 心 疾 患 の 医 療 提供 体 制

急 性 期 治 療 か ら 合 併 症 や 再 発 の 予 防 、 在 宅 復 帰 の た め の 心 大 血 管 疾 患 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン 等 が 切 れ 目 な く 行 わ れ る よ う 、 多 職 種 連 携 に よ っ て 在 宅 復 帰 や 在

宅 療 養 の 継 続 を 支 援す る 必 要 が あ る 。

(5) 心 疾 患 の 相 談 支援 体 制 等

成 人 心 疾 患 患 者 の う ち 、 治 療 後 通 常 の 生 活 に 戻 り 適 切 な 支 援 が 行 わ れ る こ と

で 職 場 復 帰 で き る ケ ー ス も 多 い が 、 治 療 法 や 治 療 後 の 心 機 能 に よ っ て は 継 続 し

て 配 慮 が 必 要 な 場 合 が あ る た め 、 罹 患 し て も 治 療 と 仕 事 等 を 両 立 で き る 環 境 の

整 備 を 進 め て い く こと が 重 要 で あ る 。ま た 、小 児 期 か ら 心疾 患 を 抱 え た まま 、思

春 期 、成 人 期 を 迎え る 患 者 が 増 えて い る こ と か ら、小 児 期・若 年 期 か ら の リハ ビ

リ テ ー シ ョ ン の 実 施や 、生 涯 を 通 じ て 切れ 目 の な い 医 療 が 受け ら れ る よ う 、他 領

域 の 診 療 科 と の 連 携や 移 行 医 療 支 援 等 の充 実 が 求 め ら れ る 。
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【 連 携 体 制 】

国 が 令 和 ５ 年 ６月 に 示 し た「 心 筋 梗塞 等 の 心 血 管 疾 患 の医 療 体 制 構 築 に 係 る指 針 」

に 基 づ き 、発 症 予 防 か ら 在 宅 療 養支 援 に 至 る ま で 、切 れ 目 の な い 包 括 的 医療 介 護体

制 を 構 築 す る 。

上 記 の 条 件 を 満 た す あ る い は 近 い 機 能 を 有 す る 病 院 は 、 県 の ホ ー ム ペ ー ジ に お い

て 公 表 す る 。

心 血 管 疾 患 の 回 復 期医 療 を 担 う 医 療 機 関の 選 定 条 件

次 の い ず れ に も 該 当す る 病 院

ⅰ ） 心 臓 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン を 実 施

ⅱ ） リ ハ ビ リ テ ー ショ ン の ス タ ッ フ を 配置

急 性 ⼼ 筋 梗 塞 等 の⼼ ⾎ 管 疾 患 の 医 療 体 制

時 間 の 流 れ

○ 心 血 管 疾 患
の 発 症 予 防

発 症 予 防

在 宅 等 で の 生 活

通 院 、 退 院 、 在 宅 療 養 支 援

○ 再 発 予 防 治 療 、基 礎 疾
患 ・ 危 険 因 子 の 管 理

○ 在 宅 療 養 の 継 続 支 援

○ 合 併 症 や 再 発 予 防 、 在 宅 復 帰 の た め の
心 大 血 管 疾 患 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実 施

○ 再 発 予 防 の 治 療 、 基 礎 疾 患 ・ 危 険 因 子
の 管 理

○ 在 宅 等 生 活 及 び 就 労 の 場 へ の 復 帰 支 援

回 復 期 医 療 再 発 予 防

退 院 時 連 携
医

療

機

能

発 症

○ 来 院 後 30分 以 内 の 専 門 的 治 療 開 始
○ 心 大 血 管 疾 患 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実 施
○ 再 発 予 防 の 定 期 的 専 門 検 査 の 実 施

急 性 期 医 療

経 過 観 察 ・ 合 併 症 併 発 ・ 再 発 の 連 携

・ 救 命 救 急 セ ン タ ー
・ 急 性 期 の 医 療 機 能 を 有 す る 病 院 等

内 科 、循 環 器 又 は 心 臓 血 管 外 科
を 有 す る 病 院 、 診 療 所

病 院 、 診 療 所

心 血 管 疾 患 の 急 性 期 医 療 を 担 う 医 療 機 関の 選 定 条 件
ⅰ ） 専 門 的 検 査 （ 心 臓 カ テ ー テ ル 検 査 ・ Ｃ Ｔ 検 査 等 ） 及 び 専 門 的 診 療 （ 大 動 脈

バ ル ー ン パ ン ピ ン グ・ 緊 急 ペ ー シ ン グ 等） の 24 時 間 対 応
ⅱ ） 経 皮 的 冠 動 脈 形成 術 （ 経 皮 的 冠 動 脈ス テ ン ト 留 置 術 を 含む ） を 年 間 200 症

例 以 上 実 施
ⅲ ） 救 急 入 院 患 者 の受 入 実 績 が あ る
ⅳ ） 心 臓 血 管 外 科 に常 勤 医 を 配 置
ⅴ ） 冠 動 脈 バ イ パ ス術 を 実 施

感 染 症 発 生 ・ ま ん 延 時 等 に お け る 対 応

「 兵 庫 県 感 染 症 予 防 計 画 」 を 踏 ま え た 継 続 的 な 医 療 提 供 体 制 の 整 備 等

○ 速 や か な 救 急
搬 送 要 請

○ AEDの 使 用 を 含 め
た救急蘇生法等

救 急 要 請

○ プ ロ ト コ ー ル に 即
し た 救 急 蘇 生 法 等
適 切 な 観 察・判 断・
処 置

救 急 搬 送

○ 歯 科 治 療 （訪問診療含む）
○ 口 腔 ケ ア 指 導

歯 科 医 療

歯 科 診 療 所
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○ 県 ホ ー ム ペ ー ジ 「兵 庫 県 保 健 医 療 計 画」

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/keikaku2024.html

【 施 策 方 針 】

「 循 環 器 病の 予 防 や 正 し い 知 識の 普 及 啓 発 」及 び「 保 健 、医 療 及 び 福 祉 に係 る サー

ビ ス の 提 供 体 制 の 充実 」 等 に 基 づ く 各 個別 施 策 に 取 組 む 。

な お 、 詳 細 に つ い ては 県 循 環 器 病 推 進 計画 を 参 照 の こ と 。

〈 県 循 環 器 推 進 計 画 よ り 引 用 〉

[循 環 器 病 の 予 防 や正 し い 知 識 の 普 及 啓発 ]

(1) 循 環 器 病 の 予 防

(2) 循 環 器 病 の 正 しい 知 識 の 普 及 啓 発

[保 健 、 医 療 及 び 福 祉に 係 る サ ー ビ ス の 提供 体 制 の 充 実]

(1) 循 環 器 病 を 予 防す る 健 診 の 普 及 や 取組 の 推 進

(2) 救 急 搬 送 体 制 の整 備

(3) 救 急 医 療 の 確 保を は じ め と し た 循 環器 病 に 係 る 医 療 提 供体 制 の 構 築

(4) リ ハ ビ リ テ ー ショ ン 等 の 取 組

(5) 循 環 器 病 の 後 遺症 を 有 す る 者 に 対 する 支 援

(6) 循 環 器 病 の 緩 和ケ ア

(7) 社 会 連 携 に 基 づく 循 環 器 病 対 策 ・ 循環 器 病 患 者 支 援

(8) 治 療 と 仕 事 の 両立 支 援 ・ 就 労 支 援

(9) 小 児 期 ・ 若 年 期か ら 配 慮 が 必 要 な 循環 器 病 へ の 対 策

(10) 循 環 器 病 に 関 する 適 切 な 情 報 提 供 ・相 談 支 援

(11) 循 環 器 病 患 者 に対 す る 総 合 的 な 支 援体 制 の 構 築

【 目 標 】

目 標 現 状 値 目 標 値 （ 達 成 年 度 ）

健 康 寿 命 の 延 伸
男 性 80.41（R2） ３ 年 以 上 の 延 伸

（ 2040年 ま で ）女 性 84.93（R2）

心 疾 患 に よ る 年 齢 調 整 死 亡 率

の 引 き 下 げ

男 性 188.4 (R2）
現 状 値 よ り 減 少(R７ )

女 性 112.1 (R2）

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/25hokeniryoukeikaku.html
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第 ４ 章 糖 尿 病 対策

糖 尿 病 は 、 様 々 な遺 伝 素 因 に 生 活 習 慣等 の 種 々 の 環 境 因 子が 作 用 し て 発 症 す る疾

患 で あ り 、 特 有 の 細小 血 管 症 （ 「 糖 尿 病網 膜 症 」 ､「 糖 尿 病 腎症 」 ､「 糖 尿 病 神 経 障

害 」 ） を 引 き 起 こ すだ け で な く 、 脳 卒 中、 急 性 心 筋 梗 塞 等 の危 険 因 子 に も な る 慢性

疾 患 で あ る 。 糖 尿 病の 予 防 ・ 治 療 に は 、患 者 自 身 に よ る 生 活習 慣 の 管 理 に 加 え 、生

涯 を 通 じ た 治 療 継 続が 必 要 な こ と か ら 、関 係 す る 診 療 科 相 互の 連 携 や 糖 尿 病 の 知識

を 有 す る 専 門 職 種 との 連 携 に よ り 、 発 症予 防 、 治 療 ・ 重 症 化予 防 、 合 併 症 の 治 療・

重 症 化 予 防 の そ れ ぞれ の ス テ ー ジ に お ける 医 療 の 提 供 が 求 めら れ て い る 。

【 現 状 と 課 題 】

本 県 の 糖 尿 病 の 受 療率 は 、 令 和 ２ 年 に 入院 で 13（ 全 国 平 均12） 、 外 来 で 186（ 全

国 平 均 170） と 入 院 、外 来 と も 全 国 平 均 より 高 い 状 況 が 続 い てい る 。 ま た 、 本 県 の

糖 尿 病 の 平 均 在 院 日数 16.4日 は 全 国 平 均（ 30.6日 ） よ り 短 い状 況 で あ る 。 こ れ を圏

域 別 に 見 る と 、 淡 路圏 域 は 30.5日 と 最 も長 く 、 最 も 短 い 但 馬（ 12.2日 ） の ２ 倍 以上

あ り 、 圏 域 に よ っ て大 き な 差 が 見 ら れ る。

年 齢 調 整 死 亡 率 は 、男 性 で 15.0（ 全 国13.9） 、 女 性 で 6.5（ 全 国6.9） で 減 少 傾 向

に あ る が 、 男 性 に つい て は 、 全 国 平 均 を上 回 っ て い る 状 況 が続 い て い る 。

ま た 、 本 県 の 糖 尿 病の 医 療 提 供 体 制 に つい て は 、 全 国 平 均 を上 回 っ て い る が 、 圏

域 別 に 見 る と 、 医 師数 及 び 医 療 機 関 数 とも ば ら つ き が あ る 。

受 療 率 （ 人 口10万 人 対 ）

入 院 外 来

H26 H29 R3 H26 H29 R3

兵 庫 県 18 16 13 185 191 186

全 国 16 15 12 175 177 170

資 料 厚 生 労 働 省 「 患 者 調 査 」

糖 尿 病 退 院 患 者 の 平均 在 院 日 数 （ 日 ）

神 戸 阪 神 東 播 磨 北 播 磨 姫 路 但 馬 丹 波 淡 路 全 県 全 国

15.2 14.2 17.3 19.9 25.1 12.2 23.9 30.5 16.4 30.6

資 料 厚 生 労 働 省 「 令 和 2年 患 者 調 査 」

糖 尿 病 年 齢 調 整 死 亡率

平 成 ２ ２ 年 平 成 ２ ７ 年 令 和 ２ 年

男 女 男 女 男 女

兵 庫 県 17.2 10.6 15.8 8.7 15.0 6.5

全 国 17.1 10.2 14.3 7.9 13.9 6.9

資 料 厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 特 殊 報 告 」

（ 平 成 27 年 モ デ ル 人 口 ）

兵 庫 県 全 国 値 出 典 （ 年 度 ）

１ 型 糖 尿 病 に 対 す る 専 門 的 治 療
を 行 う医 療 機 関 数（ 人 口 10 万 対 ）

1.4 1.2 NDB オ ー プ ン デ ー タ （ R3）

糖 尿 病 専 門 医 が 在 籍 す る 医 療 機
関 数 （ 人 口 10 万 対 ）

3.6 3.0
糖 尿 病 専 門 医 の 認 定 状 況 （ 日 本 糖 尿
病 学 会 HP） （ R4）

糖 尿 病 療 養 指導 士 が 在 籍 す る 医 療
機 関 数 （ 人 口 10 万 対 ）

4.2 4.1
糖 尿 病 療 養 指 導 士 の 状 況 （ 日 本 糖 尿
病 療 養 指 導 士 認 定 機 構 HP） （ R4）
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【 連 携 体 制 】

糖 尿 病 の 医 療 体 制 を 構 築 す る に 当 た っ て は 、 血 糖 コ ン ト ロ ー ル を 中 心 に 多 種 多 様

な 合 併 症 に つ い て も 診 療 科 間 及 び 多 職 種 に よ る 連 携 に よ る 治 療 を 実 施 す る こ と が 重

要 と な る 。そ の た め 、国 が 令 和 ５ 年 ６ 月 に 示 し た「 糖 尿 病 の 医 療体 制 構 築 に 係 る 指 針」

に 基 づ き 、 以 下 の 点を 踏 ま え た 体 制 を 構築 す る 。

（ １ ） 機 能 類 型 ご との 目 標 及 び 医 療 機 能

予 防

生 活 習 慣 の 改 善 等 によ り 糖 尿 病 発 症 の リス ク を 低 減 さ せ る とと も に 、 特 定 健 康 診

査 ・ 特 定 保 健 指 導 や健 診 後 の 受 診 勧 奨 を実 施 す る 。

そ の た め に は 、行 政 ・ 保 険 者 等 に おい て 、 バ ラ ン ス の とれ た 食 生 活 、 適 度 な身 体

活 動 を は じ め と す る生 活 習 慣 の 改 善 等 によ る 発 症 リ ス ク を 低減 さ せ る 取 組 、 禁 煙希

望 者 に 対 す る 禁 煙 支援 や 受 動 喫 煙 の 防 止等 の た ば こ 対 策 、 特定 健 康 診 査 ・ 特 定 保 健

指 導 の 実 施 等 が 求 めら れ る 。 ま た 、 医 療機 関 に お い て 、 健 診受 診 後 に 受 診 勧 奨 を行

い 、 適 切 な 検 査 や 糖尿 病 発 症 予 防 の た めの 指 導 等 が 求 め ら れる 。

時間の流れ

○ 血糖コントロール指標改善ための教育入院等、

集中的な治療の実施

○ Ⅰ型糖尿病や妊娠糖尿病・糖尿病合併に対する

専門的な治療を実施

糖尿病内科を有する病院又は診療所

○ 糖尿病の慢性合併症の専門的な治療の実施

○ 糖尿病の慢性合併症の発症予防・重症化

予防のための検査・指導の実施

○ 重症化予防のための口腔管理

慢性合併症治療

○ 糖尿病昏睡等急性合併症の治療の実施

急性合併症治療

糖尿病の医療体制

病院又は診療所

糖尿病内科、腎臓内科、眼科等を有する病院又は
診療所、歯科深慮を実施する病院又は診療所血

糖

コ

ン

ト

ロ

｜

ル

不

良

優
○ 糖尿病の診断及び生活習慣病の指導

○ 良好な血糖コントロール評価を目指した治療

感染症流行時等への対応

「兵庫県感染症予防計画」を踏まえた医療提供体制の整備等

予防

○ 生活習慣の改善による

発症リスクの低減
○ 特定健康診査・特定保健

指導の実施や検診後の
受診勧奨

初期・安定期治療

糖尿病内科を有する病院又は有床診療所

他疾患治療中の血糖管理

○ 周産期や感染症入院時等、他疾患の治療の
ために入院中の患者の血糖値を把握し適切

な血糖管理と行うための体制整備

糖尿病内科を有する病院又は診療所

診療情報・治療計画の共有

専門治療

診療情報・治療計画の共有

診療情報・治療計画の共有

診療情報・治療計画の共有

診療情報・治療

計画の共有

診療情報・治療
計画の共有

診療情報・治療計画の共有
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初 期 ・ 安 定 期 治 療

糖 尿 病 の 診 断 及 び 生 活 習 慣 の 指 導 を 実 施 す る と と も に 、 良 好 な 血 糖 コ ン ト ロ ー ル

を 目 指 し た 治 療 を 実施 す る 。

そ の た め 、医 療 機 関に お い て 、糖 尿 病 の診 断 及 び 患 者 や 家 族等 に 対 す る 専 門 的 指導

や 75gOGTT 、HbA1c 等 糖 尿 病 の 評 価 に 必要 な 検 査 の 実 施 、食 事 療 法 、運 動 療 法 及び 薬

物 療 法 に よ る 血 糖 コ ン ト ロ ー ル が 可 能 等 の ほ か 、 専 門 的 治 療 を 行 う 医 療 機 関 及 び 急

性・慢 性 合 併 症 治 療を行う医療機関等と診 療情報や治療計画を共有 するなどの連携と

いった機能が求められる 。

専 門 的 治 療

血 糖 コ ン ト ロ ー ル 指 標 を 改 善 す る た め 、 教 育 入 院 等 の 集 中 的 治 療 を 実 施 す る 。 ま

た 、 Ⅰ 型 糖 尿 病 や 妊娠 糖 尿 病 ・ 糖 尿 病 合併 に 対 す る 専 門 的 な治 療 を 実 施 す る 。

そ の た め 、医 療 機 関 に お い て 、75gOGTT、HbA1c、イ ン ス リ ン分 泌 能 、合 併 症 の 検 査

等 の 糖 尿 病 の 評 価 に必 要 な 検 査 の 実 施、各 専 門 職 種 の チ ー ムに よ る 食 事 療 法 、運 動 療

法 、薬 物 療 法 等 を 組み 合 わ せ た 教 育 入 院等 の 集 中 的 な 治 療（ 心 理 問 題 を 含む 。）の 実

施 、糖 尿 病 患 者 の妊 娠 へ の 対 応 が可 能 等 の ほ か 、糖 尿 病 の 初 期・安 定 期 治 療 を行 う 医

療 機 関 及 び 急 性 ・ 慢 性 合 併 症 の 治 療 を 行 う 医 療 機 関 等 と 診 療 情 報 や 治 療 計 画 を 共 有

す る な ど の 連 携 と い っ た 機 能 が 求め ら れ る 。

急 性 合 併 症 治 療

糖 尿 病 昏 睡 等 急性 合 併 症 の 治 療 を 実施 す る 。

そ の た め 、医 療 機 関 に お い て、糖 尿 病 昏 睡 等 急 性合 併 症 の 治 療 の 24 時 間 実 施 や 食

事 療 法 、運 動 療 法 を実 施 す る た め の 設 備が あ る こ と 等 の ほ か、糖 尿 病 の 初 期・安 定 期

治 療 を 行 う 医 療 機 関 、 専 門 的 治 療 を 行 う 医 療 機 関 及 び 慢 性 合 併 症 の 治 療 を 行 う 医 療

機 関 等 と 診 療 情 報 や治 療 計 画 を 共 有 す る な ど の 連 携 とい っ た 機 能 が 求 め られ る 。

慢 性 合 併 症 治 療

糖 尿 病 の 慢 性 合 併 症の 専 門 的 な 治 療 を 実施 す る と と も に 、慢 性 合 併 症 の 発症 予 防・

重 症 化 予 防 の た め の検 査 ・ 指 導 実 施 を 行う 。

そ の た め 、 医 療 機 関 に お い て 、 糖 尿 病 の慢 性 合 併 症 （ 糖 尿 病 網 膜 症 、 糖 尿 病 性

腎 症 、 糖 尿 病 性 神 経 障 害 等 ） に つ い て 、そ れ ぞ れ 専 門 的 な 検 査 ・ 治 療 の 実 施 が 可

能 等 の ほ か 、 糖 尿 病 の 初 期 ・ 安 定 期 治 療を 行 う 医 療 機 関 、 専 門 的 治 療 を 行 う 医 療

機 関 及 び 急 性 合 併 症 の 治 療 を 行 う 医 療 機関 等 と 診 療 情 報 や 治 療 計 画 を 共 有 す る な

ど の 連 携 と い っ た 機 能 が 求 め ら れ る 。

ま た 、歯 周 治 療 に よっ て 血 糖 コ ン ト ロ ール も 改 善 す る と 言 われ て い る こ と か ら 、他

の 機 能 類 型 を 担 う 医療 機 関 と の 連 携 が 求め ら れ る 。

他 疾 患 治 療 中 の 血 糖管 理

周 術 期 や 感 染 症 入 院 等 、 他 疾 患 の た め に 入 院 中 の 患 者 の 血 糖 値 を 把 握 し 適 切 な 血

糖 管 理 を 行 う た め の体 制 整 備 を 行 う 。

そ の た め 、 医 療 機 関に お い て 、 75gOGTT、HbA1c 等 の 糖 尿 病 の 評 価 に 必 要 な検 査 の

実 施 や 専 門 的 な 経 験を 持 つ 医 師 を 含 め 各 専 門 職 種 に よる 食 事 療 法 、運 動 療 法 、薬物
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療 法 等 を 組 み 合 わ せた 集 中 的 な 血 糖 管 理の 実 施 が 可 能 等 の ほか 、糖 尿 病 の 初 期・安定

期 治 療 を 行 う 医 療 機関 、 専 門 的 治 療 を 行う 医 療 機 関 及 び 急 性・慢 性 合 併 症 の 治 療を

行 う 医 療 機 関 等 と 診 療 情 報 や 治 療 計 画 を 共 有 す る な ど 連 携 や 退 院 時 に 在 宅 医 療 や 訪

問 看 護 、介 護 サ ー ビス 等 を 行 う 事 業 者 等と の 連 携 が 可 能 と いっ た 機 能 が 求 め ら れる 。

感 染 症 流 行 時 等 へ の対 応

感 染 症 流 行 時 等 の 非 常 時 に お い て も 、 切 れ 目 な く 適 切 な 医 療 を 受 け ら れ る 体 制 整

備 を 進 め る と と も に、他 施 設・多 職 種 に よる 発 症 予 防・重 症 化予 防 の た め の 介 入 を継

続 で き る 体 制 整 備 を進 め る 。

そ の た め に 、医 療 機関 に お い て は 、在 宅医 療 や 訪 問 介 護 を 行う 事 業 者 等 と 連 携 でき

る 体 制 整 備 や オ ン ラ イ ン 診 療 に よ る 診 療 継 続 が 可 能 な 体 制 整 備 と い っ た 機 能 が 求 め

ら れ る 。

（ ２ ） 医 療 機 能 を 有す る 医 療 機 関 の 公 表

上 記 の 医 療 機 能 類 型 に 求 め ら れ る 機 能 を 有 す る 医 療 機 関 で 、 下 記 の 一 定 の 条 件 に

よ り 選 定 し た 個 別 病院 名 を 県 の ホ ー ム ペー ジ に お い て 公 表 する 。

＜ 糖 尿 病 の 専 門 治 療の 機 能 を 有 す る 病 院＞

＜ 糖 尿 病 の 急 性 合 併症 治 療 の 機 能 を 有 する 病 院 ＞

＜ 糖 尿 病 の 慢 性 合 併症 治 療 の 機 能 を 有 する 病 院 ＞

糖 尿 病 の 専 ⾨ 治 療 を担 う 医 療 機 関 の 選 定条 件

次 の い ず れ に も 該 当す る 病 院
ⅰ ） 糖 尿 病 の 専 ⾨ 的検 査 、 専 ⾨ 的 治 療 の実 施 （ 75gOGTT 検 査 、 運 動 療 法 、

⾷ 事 療 法 ）
ⅱ ） 専 ⾨ 職 種 の チ ーム に よ る 教 育 ⼊ 院 の実 施
ⅲ ） 糖 尿 病 患 者 の 妊娠 へ の 対 応
ⅳ ） 常 勤 の ⽇ 本 糖 尿 病 学 会 専 ⾨ 医 ⼜ は ⽇ 本 内 分 泌 学 会 内 分 泌 代 謝 科

専 ⾨ 医 が い る

糖 尿 病 の 急 性 増 悪 時治 療 を 担 う 医 療 機 関の 選 定 条 件

次 の い ず れ に も 該 当す る 病 院
ⅰ ） 糖 尿 病 昏 睡 等 急性 合 併 症 の 治 療 が 可能
ⅱ ） 糖 尿 病 の 急 性 合併 症 の 患 者 を 24 時 間 受 ⼊ 可 能

糖 尿 病 の 慢 性 合 併 症治 療 を 担 う 医 療 機 関の 選 定 条 件
慢 性 合 併 症 の 検 査 ・治 療 の 実 施

ⅰ ） 蛍 光 眼 底 造 影 検 査 、 光 凝 固 療 法 、 硝 ⼦ 体 出 ⾎ ・ 網 膜 剥 離 の ⼿ 術 が
全 て 実 施 可 能 （ 糖 尿病 網 膜 症 ）

ⅱ ） 腎 ⽣ 検 、 腎 臓 超 ⾳ 波 検 査 、 ⼈ ⼯ 透 析 等 が 全 て 実 施 可 能 （ 糖 尿 病 腎
症 ）

ⅲ ） 神 経 伝 導 速 度 検査 が 実 施 可 能 （ 糖 尿病 神 経 障 害 ）
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【 推 進 方 策 】

(1) 保 健 対 策

ア 「 健 康 ひ ょ う ご 21 県 民 運 動 」 の 推 進（ 県 、 県 民 ）

県 民 主 導 の 「 健 康 ひょ う ご 21 県 民 運 動 」 を 推 進 し 、 日常 生 活 に お け る 具 体

的 で 実 行 し や す い 健康 行 動 を 示 し た 「 ひ ょ う ご 健 康 づく り 県 民 行 動 指 標 」の 普

及 を 図 り 、 食 生 活 や運 動 習 慣 な ど の 生 活習 慣 の 改 善 に 努 め る。

イ 健 診 受 診 率 の 向上 （ 市 町 、 各 種 健 診実 施 主 体 ）

健 診 受 診 率 の 向 上 に努 め る こ と に よ り 、糖 尿 病 の 早 期 発 見 に努 め る 。

ウ 内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）対策の推進（県、市町、各種健診実

施主体）

内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の概念を踏まえ、肥満、糖尿病、高

血圧 、脂 質 異 常 及 びこ れ ら の 予 備 群 の 人に 対 し て 、食 生 活 の改 善 や 運 動 の 習 慣 化

な ど 保 健 指 導 を 重 点的 に 実 施 す る 。

健 診 で 「 糖 尿 病 」 又 は 「 境 界 型 」 と さ れた 人 に 対 す る 保 健 指導 を 徹 底 す る 。

エ 重 症 化 予 防 の 推進 （ 県 、 市 町 、 医 療機 関 、 保 険 者 ）

保 険 者 に よ る 糖 尿 病 性 腎 症 重 症 化 予 防 プ ロ グ ラ ム に よ り 糖 尿 病 が 重 症 化 す る

リ ス ク が 高 い 者 に 対し て 適 切 な 受 診 勧 奨や 保 健 指 導 を 行 う 。

医 療 機 関 の 未 受 診 者・受 診 中 断 者 等 に つい て 、保 険 者 が 適 切な 受 診 勧 奨 等 を 行

う こ と に よ り 治 療 に結 び つ け 、腎 不 全 、人 工 透 析 へ の 移行 等 、重 症 化 を 予 防 する 。

(2) 医 療 対 策

ア 医 療 機 能 を 担 う医 療 機 関 相 互 の 連 携の 促 進 （ 県 、 医 療 機関 ）

各 医 療 機 能 を 担 う 医療 機 関 は 、糖 尿 病 患 者が 切 れ 目 の な い 適 切な 医 療 が 受 け ら

れ る よ う 、地 域 連 携 ク リ テ ィ カ ルパ ス の 活 用 等 に よ り、相 互 に 緊 密 な 連 携体 制 の

構 築 を 図 る 。

イ 情 報 提 供 ・ 研 修体 制 の 整 備 （ 県 、 医療 機 関 ）

糖 尿 病 医 療 に 従 事 す る 医 師 等 や 糖 尿 病 予 防 に 従 事 す る 保 健 関 係 者 等 に 対 す る

研 修 、最 新 の 糖 尿 病医 療・予 防 情 報 の 提供 等 に よ り 、糖 尿 病 の 医 療 連 携 体制 の 充

実 を 図 る 。

ウ 感 染 症 流 行 時等 の 非 常 時 に お け る医 療 提 供 体 制 の 整 備（ 県 、 医 療 機 関 ）

感 染 症 流 行 時 等 の 非常 時 に お い て も 、「 兵 庫 県 感 染 症 予防 計 画 」を 踏 ま え た 切

れ 目 な く 適 切 な 医 療が 受 け ら れ る 体 制 整備 を 進 め る 。

【 目 標 】

目 標 現 状 値 目 標 値 （ 達 成 年 度 ）

糖 尿 病 に よ る 年 齢 調 整 死 亡 率 の

引 き 下 げ

男 性 15.0（ R2） 現 状 値 よ り 減 少(R7)

女 性 6.5（ R2） 現 状 値 よ り 減 少(R7)
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第 ５ 章 精 神 疾 患対 策

精 神 疾 患 は 全 て の 人 に と っ て 身 近 な 病 気 で あ る が 症 状 が 多 様 で あ る と と も に 自 覚

し に く い と い う 特 徴が あ る た め 、症 状 が 比較 的 軽 い う ち に は 精神 科 医 療 機 関 を 受 診せ

ず 、症 状 が 重 く な り入 院 治 療 が 必 要に な っ て 初 め て 精 神科 医 療 機 関 を 受 診 する 場 合 が

少 な く な い 。重 症 化し て か ら 入 院 す る と、治 療 が 困 難 に な るな ど 、長 期 の 入 院 が必 要

と な っ て し ま う 場 合が あ る 。

長 期 入 院 患 者 の うち 一 定 数 は 、地 域 の 精神 保 健 医 療 体 制 の 基盤 を 整 備 す る こ と によ

っ て 地 域 生 活 へ の 移行 が 可 能 で あ る こ とか ら 、精 神 障 害 者 が地 域 の 一 員 と して 安 心 し

て 生 活 で き る 精 神 障害 者 を 地 域 全 体 で 支え る 体 制 の 構 築 を 目指 す 。

ま た 、統 合 失 調 症、う つ 病・躁 う つ 病 、認 知 症 、依 存 症 な どの 多 様 な 精 神 疾 患 等ご

と に 医 療 機 能 の 役 割分 担 、連 携 を 推 進 し 、患 者 本 位 の 医 療 を 実現 し て い け る よ う 地域

の 実 情 に 応 じ た 精 神 医 療 圏 を 設 定 し 、 圏域 内 の 医 療 連 携 に よ る 支 援 体 制 を 構 築 する 。

１ 精 神 科 医 療 の 現 状 と 課 題

(1) 患 者 の 状 況

厚 生 労 働 省 が 実 施 し た 令 和 ２ 年 患 者 調 査 に よ る と 、 全国 の 精 神 疾 患 を 有 す る

総 患 者 数 は 約 6,148 千 人 と 推 計 さ れ て おり 、 推 計 入 院 患 者 数は 約 288 千 人 で あ

る 。 県 内 の 精 神 障 害者 数 は 約 240 千 人 、 推 計 入 院 患 者数 は 約 9.8 千 人 で あ る 。

病 院 報 告 に よ る と 、令 和 ４ 年 ５ 月 に お ける 県 内 の 精 神 科 病 床の 平 均 在 院 日 数 は 250.8

日 で あ り 、全 国 平 均の 276.7 日 を 下 回 っ た 。し か し 、令 和 ４年 度 精 神 保 健 福 祉 資

料 で は 、 患 者 住 所 地 別 に 入 院 患 者 を 入 院期 間 で 分 類 す る と 、 本 県 で は 、 12 か 月

以 上 の 入 院（ 慢 性 期）で 5,672 人 と な っ て お り 、長 期 入 院 患者 の 地 域 生 活 へ の 移

行 を 進 め る こ と が 課題 と な る 。

Ｒ 4 年 入 院 期 間 別 患 者 数

入 院 期 間
合 計

３ か 月 未 満
《 急 性 期 》

３ ～ 12 か 月 未
満

《 回 復 期 》

12 か 月 以 上
《 慢 性 期 》

全 国
258,915 人
(100.0%)

55,211 人
（ 21.3％ ）

43,397 人
（ 16.8％ ）

160,307 人
（ 61.9％ ）

兵 庫 県
9,463

(100.0%)
2,240 人

（ 23.7％ ）
1,551 人

（ 16.4％ ）
5,672 人

（ 59.9％ ）

出 典 ： 精 神 保 健 福 祉 資料 (Ｒ ４ 年 度 630 調 査 )

(2) 精 神 科 医 療 の 状況

本 県 の 精 神 病 床 を 有 す る 病 院 数 は令 和 ４ 年 ９ 月 末 現 在 で 44 病 院 あ る 。精 神 病

床 を 有 す る 病 院 に つ い て 全 国 平 均 と 比 較 す る と 、 人 口 10 万 対 精 神 病 床 数 は

213.6 床 で 全 国 平 均 257.6 床 よ り 低 く な って い る 。
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全 国 と の 比 較

人 口 ※ １

精 神 病 床 を

有 す る 病 院

※ ２

精 神 病 床 数

※ ２

人 口 10 万 対

精 神 病 床 数

※ ２

全 国 126,146,099 1,636 321,828 257.6

兵 庫 県 5,465,002 44 11,536 213.6

※ １ 総 務 省 「 令和 ２ 年 国 勢 調 査 」

※ ２ 令 和 ４ 年 厚 生 労 働 省 「 医 療 施 設 動 態 調 査 」（ 精 神 病 床 を 有 す る 病 院 は 別

途 兵 庫 県 福 祉 部 障 害福 祉 課 調 べ ）

２ 精 神 疾 患 等 の 現 状 ・ 課 題 ・ 推 進 方 策

(1) 統 合 失 調 症

【 現 状 】

兵 庫 県 独 自 調査 に よ る と 、統 合 失調 症 の 治 療 は 、県 下 の 大 部 分 の 精神 科 医 療 機

関 に お い て 行 わ れ て お り 、 ま た 、 難 治 性 の 重 症 な 症 状 を 有 す る 患 者 に 対 し て は 、

治 療 抵 抗 性 統 合 失 調症 薬（ ク ロ ザ ピ ン ）、修 正 型 電 気 痙 攣 療 法（ ｍ ECT）等 の 専 門

的 治 療 が 行 わ れ て いる 。

ア 地 域 移 行 の 促 進

地 域 移 行 の 促 進 に つ い て 地 域 格差 は あ る も の の 、 退 院 後 生 活 環 境 相 談 員が 、

患 者 の 入 院 中 か ら 退院 後 の 生 活 環 境 に 関す る 相 談 及 び 指 導 、退 院 支 援 委 員 会を

実 施 し て 地 域 移 行 を進 め て い る 。

イ 退 院 後 の 継 続 支援 に つ い て

本 県 で は 平 成 28 年 4 月 か ら 、 精 神 障 害 者が 退 院 後 も 必 要 な 医療 が 中 断 す る

こ と が な く 、地 域 で 安 全 安 心 な 暮 らし が で き る よ う 各 健康 福 祉 事 務 所（ 保 健 所 ）

に 精 神 障 害 者 継 続 支援 チ ー ム を 設 置 し てい る 。

地 域 の 精 神 保 健 医 療福 祉 体 制 の 基 盤 を 整え る こ と に よ っ て、長 期 入 院 患 者 の地

域 生 活 へ の 移 行 が 可能 で あ る こ と か ら 、精 神 障 害 者 が 退院 後 地 域 で 孤 立 す るこ と

な く 、 必 要 な 医 療 が受 け ら れ る 体 制 づ くり が 必 要 で あ る 。

【 推 進 方 策 】

ア 共 生 社 会 の 推 進

(ア ) こ こ ろ の 健 康保 持・増 進 、精 神 障 害 者 に 対 す る 偏見 是 正 な ど 、正 し い 精 神

保 健 福 祉 思 想 に つ いて 、学 校 教 育 を 充 実さ せ る こ と な ど に より 普 及 啓 発 を 促

進 さ せ る 。（ 県 、 市 町、 学 校 、 教 育 機 関 ）

(イ ) 精 神 障 害 者 への 地 域 支 援 の 担 い 手と し て 、支 援 団 体 、自 助 グ ル ー プ の育 成

を 行 う 。（ 県 、 市 町 、関 係 団 体 ）

(ウ ) こ こ ろ の 健 康 づ く り や 精 神 疾 患 の 早 期 の 相 談 お よ び 受 診 の 必 要 性 に つ い

て 広 く 県 民 に 向 け て、あ ら ゆ る 機 会 を 通じ て 普 及 啓 発 を 図 るた め 、市 町 や 関

係 機 関 と 連 携 を 強 化す る 。（ 県 、 市 町 、 学校 、 関 係 団 体 ）
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イ 地 域 の 精 神 医 療の 充 実

(ア ) 精 神 障 害 者 が 安 定 し た 社 会 生 活 を 送 れ る よ う に 、 精 神 科 医 師 に よ る 往 診

や 訪 問 診 療 、訪 問 看 護 事 業 所 、介 護 サ ービ ス 事 業 所 等 の 多 職種 が 訪 問 等 を 行

う ア ウ ト リ ー チ の 体制 づ く り に 努 め る 。（ 県 、 医 療 機 関等 ）

(イ ) 治 療 抵 抗 性 統合 失 調 症 治 療 薬（ ク ロ ザ ピ ン ）や 修 正 型 電 気痙 攣 療 法（ mECT）

等 の 専 門 的 治 療 が でき る 医 療 機 関 を 明 確に し 、統 合 失 調 症 の専 門 治 療 の 実 情

を 踏 ま え た 医 療 連 携体 制 を 構 築 す る 。（ 県 、 医 療 機 関 等）

(ウ ) 地 域 精 神 保 健福 祉 相 談 体 制 の 充 実

a 住 民 に 身 近 な 市 町 や 健 康 福 祉 事 務 所 で 実 施 し て い る 精 神 保 健 福 祉 相 談 な

ど の 相 談 し や す い 窓口 の 体 制 を 整 備 し 、精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー 等 の 専 門 窓 口

と の 円 滑 な 連 携 を 進め る 。（ 県 、 市 町 、 関係 団 体 ）

b 重 篤 な 精 神 障 害 者 に 対 し て 必 要 な 医 療 や 支 援 が 途 切 れ る こ と が な い よ う

に 、健 康 福 祉 事 務 所の 精 神 障 害 者 継 続 支援 チ ー ム が 入 院 中 から 支 援 を 開 始 す

る 。（ 県 、 医 療 機 関 、関 係 団 体 等 ）

c 精 神 障 害 者 地 域 支援 協 議 会 の 設 置 や 事例 検 討 会 の 開 催 に より 、地 域 ご と に

関 係 機 関 が 相 互 に 支援 体 制 等 の 情 報 交 換を 行 っ て 連 携 強 化 を図 る 。（ 県 、市 町、

医 療 機 関 、 関 係 団 体等 ）

ウ 地 域 移 行 ・ 地 域定 着 を 含 む 地 域 生 活支 援 の 推 進

(ア ) 圏 域 ご と に 地 域 移 行 に 関 す る 協 議 会 を 開 催 し 、 地 域 に お け る 関 係 機 関 の

ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築を 進 め る 。（ 市 町 、 県、 医 療 機 関 、 地 域 援助 事 業 者 等 ）

(イ ) 地 域 相 談 支 援 の 利 用 拡 大 や 基 盤 整 備 を 行 う と と も に 、 ピ ア サ ポ ー ト の 活

用 を 行 う 。（ 市 町 、 県、 医 療 機 関 、 地 域 援助 事 業 者 等 ）

(ウ ) グ ル ー プ ホ ー ム の 整 備 促 進 を 図 る た め 、 公 営 住 宅 の マ ッ チ ン グ や 整 備 費

の 補 助 等 を 行 う 。（ 県 、 市 町 、 運 営法 人 等 ）

(エ ) 地 域 移 行 を ス ム ー ズ に 行 い 退 院 後 の 精 神 科 医 療 が 途 切 れ る こ と が な い よ

う 、精 神 疾 患 に 対 応し た 訪 問 看 護 ス テ ーシ ョ ン の 整 備 を 促 進す る 。（ 県 、医 療

法 人 、 営 利 法 人 等 ）

(オ ) 1 年 以 上 の 長期 入 院 患 者 や 入 退 院を 繰 り 返 す 患 者 等 に対 し て 、患 者 本 人 の

意 向 を 踏 ま え て 保 健・医 療・福 祉 関 係 者 が連 携 し 地 域 移 行 を 促進 す る 。（ 医 療

機 関 、 県 、 市 町 、 地 域 援 助 事 業 者）

(カ ) 再 入 院 を 予 防 す る た め 、 病 状 の 変 化 や 家 族 の 状 況 に 応 じ て 必 要 な 保 健 医

療 サ ー ビ ス や 福 祉 サー ビ ス が 提 供 で き る体 制 を 整 備 す る 。（ 医 療 機 関・県・市

町 ・ 地 域 援 助 事 業 者）

エ 精 神 保 健 ・ 医 療・ 福 祉 等 に 関 わ る 人材 の 育 成

精 神 障 害 者 の 安 定 した 地 域 生 活 を 支 え るた め 、障 害 福 祉 サ ービ ス 事 業 所 、訪

問 看 護 ス テ ー シ ョ ン な ど 支 援 関 係 者 が そ れ ぞ れ の 役 割 を 果 た せ る よ う に 研

修 会 を 実 施 す る 。（ 県 、 市 町 、 関 係団 体 ）
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(2) 認 知 症

兵 庫 県 に お け る認 知 症 高 齢 者 の 数 は、 下 表 の と お り で ある 。

【 現 状 と 課 題 】

ア 認 知 症 予 防 及 び早 期 診 断 ・ 早 期 対 応の た め の 体 制 整 備

(ア ) 広 く 県 民 に 認 知 症 へ の 正 し い 知 識 と 理 解 を 促 す 取 組 を 実 施 し て い る 。 ま

（ 出 典 ） 厚 生 労 働 省 「 社 会 保 障 審 議 会 （ 第 78 回 ） 参 考 資 料 2-1」（ R1.6 .20）

年 齢 別 に 見 た 認 知 症 の 有 病 率

(出 典 )・ 高 齢 者 人 口 ： 令 和 2年 :国 勢 調 査 、 令 和 7年 ・ 12年 ・ 22年 ： 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所
「 日 本 の 地 域 別 将 来 推 計 人 口 (R5.12.22)」 を 用 い た 。

・ 認 知 症 有 病 率 ： 「 日 本 に お け る 認 知 症 の 高 齢 者 人 口 の 将 来 推 計 に 関 す る 研 究 」 （ 平 成 26年 度 厚 生 労
働 科 学 研 究 費 補 助 金 特 別 研 究 事 業 ） を 用 い た 。

(注 ) 兵 庫 県 の 認 知 症 高 齢 者 数 に つ い て は 、 高 齢 者 人 口 と 認 知 症 有 病 率 の 割 合 で 算 出 し た 推 計 値 。
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た 、各 市 町 に お い て 、高 齢 者 の 健 康 づ く り支 援 の ほ か 、本 人 や 家 族 等 の 身近

な 人 が 、認 知 機 能 の 低下 に 早 期 に 気 づ き 、適 切 な 健 康 行 動が と れ る よ う 、「 通

い の 場 」等 で 認 知 症チ ェ ッ ク シ ー ト を 活用 す る 等 、地 域 の 実情 に 応 じ て 工 夫

し た 取 組 が 進 ん で いる 。

働 き 盛 り 世 代 の 中 年 期 か ら 認 知 症 へ の 正 し い 知 識 と 理 解 に 基 づ い た 、 適

切 な 健 康 行 動 や 認 知 症 観 の 転 換 が 図 ら れ る よ う 、 県 民 に 一 層 広 く 普 及 啓 発

す る 必 要 が あ る 。

(イ ) 認 知 機 能 の 低 下 が 疑 わ れ る 場 合 等 の 身 近 な 相 談 窓 口 と し て 、 全 市 町 に 設

置 さ れ て い る 認 知 症相 談 セ ン タ ー(256 か 所：令 和 ５ 年 ４ 月 現在 )や 、身 近 な

か か り つ け 医 が い ない 場 合 に も 気 軽 に 相談 で き る「 認 知 症 相談 医 療 機 関 」の

リ ス ト を 公 表 す る 等、 広 く 情 報 提 供 を 行っ て い る 。

各 市 町 に お い て 地 域 の 実 情 に 応 じ た 医 療 ・ 介 護 等 の 連 携 に よ り 、 認 知 機

能 の 低 下 に 気 づ い た と き に 必 要 な 医 療 ・ 介 護 が 切 れ 目 な く 受 け ら れ る ネ ッ

ト ワ ー ク の 充 実 が 必要 で あ る 。

(ウ ) 認 知 機 能 の 低下 に よ り 、日 常 生 活 に 支 障 を 来 して い る が 、医 療・介 護 サ ー

ビ ス を 受 け ら れ て い な い 人 へ の 速 や か な 訪 問 等 に よ る 初 期 の 支 援 を 包 括 的 、

集 中 的 に 行 う 認 知 症初 期 集 中 支 援 チ ー ムは 全 市 町 で 設 置 さ れて い る 。

チ ー ム 活 動 の 役 割 を 明 確 に し た 上 で 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 有 効 な 活 動 と

な る よ う 体 制 の 強 化が 必 要 で あ る 。

(エ ) 地 域 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け 、 認 知 症 に 対 し て 進 行 予 防 か ら 地 域 生 活 の 維

持 ま で 必 要 と な る 医 療 を 提 供 で き る 機 能 体 制 の 構 築 を 目 指 す 中 で 、 認 知 症

疾 患 医 療 セ ン タ ー を県 内 の 2 次 医 療 圏 域に 1 か 所 以 上 と なる よ う 県 内に 18

か 所 設 置 し て い る 。（ 神 戸 圏 域 は 、別 途 神 戸 市 が 7 か 所 設 置 ）

早 期 診 断 を さ れ た 軽度 認 知 障 害（ 以 下「 MCI」と い う 。）の 方 やそ の 家 族 等

へ の 診 断 後 支 援 の 充実 が 必 要 で あ る 。

◇ 認知症相談医療機関数及び認知症対応医療機関数(令和6年1月現在) (単位：か所)

区 分 神 戸 阪 神 東 播 磨 北 播 磨 播磨姫路 但 馬 丹 波 淡 路 合 計
認 知 症 相 談
医 療 機 関

540 558 151 81 237 66 35 63 1,731

認 知 症
対 応 医
療 機 関

Ⅰ 群 402 449 100 70 192 58 27 58 1,356
Ⅱ 群 23 17 8 7 10 2 3 2 72
合 計 425 466 108 77 202 60 30 60 1,428
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◇ 認 知 症 疾 患 医 療 セン タ ー の 設 置 状 況：県 指 定18、神 戸 市 指 定7（ 令 和 5年 10月 現 在 ）
圏 域 病 院 名 所 在 地 設 置 年 月 日

神 戸

神 戸 大 学 医 学 部 附 属病 院

神 戸 市

平 成 21.11.1
公 益 財 団 法 人 甲 南 会甲 南 医 療 セ ン タ ー 令 和 元 .10.1
医 療 法 人 社 団 顕 鐘 会神 戸 百 年 記 念 病 院 平 成 29.1.1
医 療 法 人 実 風 会 新 生病 院 平 成 29.1.1
兵 庫 県 立 ひ ょ う ご こ こ ろ の 医 療 セ ン タ
ー

平 成 29.1.1

医 療 法 人 明 倫 会 宮 地病 院 平 成 30.10.1
地 方 独 立 行 政 法 人 神戸 市 民 病 院 機 構
神 戸 市 立 医 療 セ ン ター 西 市 民 病 院

平 成 30.10.1

阪 神

兵 庫 医 科 大 学 病 院
西 宮 市

平 成 21.4.1
一般財団法人仁明会仁明会クリニック 令 和 元 .10.1
兵庫県立尼崎総合医療センター 尼 崎 市 平 成 30.10.1
市立伊丹病院 伊 丹 市 令 和 2.10.1
独立行政法人国立病院機構兵庫中央病院 三 田 市 平 成 23.4.1

東 播 磨

医 療 法 人 財 団 公 明 会 明 石 こ こ ろ の ホ ス
ピ タ ル

明 石 市 平 成 30.10.1

地 方 独 立 行 政 法 人 加古 川 市 民 病 院 機 構
加 古 川 中 央 民 病 院

加 古 川 市
平 成 28.7.1

医 療 法 人 社 団 い る か 心 療 所 い る か 心 療
所

令 和 元 10.1

北 播 磨 西 脇 市 立 西 脇 病 院 西 脇 市 平 成 26.8.1

播 磨
姫 路

兵 庫 県 立 は り ま 姫 路総 合 医 療 セ ン タ ー
姫 路 市

令 和 4.5.1
医 療 法 人 公 仁 会 姫 路中 央 病 院 平 成 30.10.1
特 定 医 療 法 人 恵 風 会高 岡 病 院 令 和 元 10.1
兵庫県立リハビリテーション西播磨病院

た つ の 市
平 成 21.11.1

医療法人古橋会揖保川病院 令 和 元 .10.1

但 馬
公 立 豊 岡 病 院 組 合 立豊 岡 病 院 豊 岡 市 平 成 22.4.1
医 療 法 人 社 団 俊 仁 会大 植 病 院 朝 来 市 令 和 元 .10.1

丹 波 医 療 法 人 敬 愛 会 大 塚病 院 丹 波 市 平 成 21.4.1
淡 路 兵 庫 県 立 淡 路 医 療 セン タ ー 洲 本 市 平 成 21.4.1

※ 神戸圏域は神戸市が設置

イ 医 療 従 事 者 等 の認 知 症 対 応 力 向 上 の促 進

地 域 に お い て 、 認 知 症 の 人 へ の 早 期 対 応 や 状 態 に 応 じ た 適 切 な 医 療 提 供 に

繋 げ る こ と が で き るよ う 、認 知 症 の 診療 に 習 熟 し、専 門 医 療機 関 や 地 域 包 括 支

援 セ ン タ ー 等 と の 連 携 の 推 進 役 と な る 認 知 症 サ ポ ー ト 医 の 養 成 や 、 か か り つ

け 医 、歯 科 医 師 、薬 剤 師 、看 護 職 、病 院勤 務 の 医 療 従 事 者 、病 院 勤 務 以 外 の 多

職 種 医 療 従 事 者 等 、 各 職 能 や 勤 務 す る 機 関 の 特 性 に 応 じ た 認 知 症 対 応 力 向 上

研 修 を 実 施 し て い る。

研 修 を 受 講 し た 各 専 門 職 が 、 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 中 で 活 躍 で き る 体 制

整 備 を 進 め る 必 要 があ る 。

ウ 医 療・介 護 等 の 有機 的 な 連 携 の 推 進 によ る 適 切 な 治 療 等 の提 供 や 在 宅 復 帰 の

た め の 支 援 体 制 の 整備

（ ア ） ２ 次 医 療 圏域 ご と に 認 知 症 疾 患医 療 セ ン タ ー を 中 核と し て 、か か り つ け

医 や 認 知 症 サ ポ ー ト医 、 地 域 包 括 支 援 セン タ ー 等 の 関 係 機 関に よ る 医 療 ・

介 護 等 の 専 門 職 間 の連 携 強 化 は も と よ り 、そ れ 以 外 の 地 域住 民 や あ ら ゆ る
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領 域 の 社 会 資 源 の 活 用 も 含 め た 地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 に 取 り 組 ん

で い る 。

認 知 症 の 人 の 容 態 に 応 じ た 適 切 な 場 所 で 必 要 な 医 療 や ケ ア を 受 け 、 本

人 の 望 む 生 活 が で きる 支 援 体 制 を 構 築 する た め 、 2 次 医 療 圏域 ご と に 核 と

な る 認 知 症 疾 患 医 療セ ン タ ー の 機 能 強 化と 、地 域 の 医 療・介 護 資 源 等 が 有

効 に 連 携 す る ネ ッ トワ ー ク づ く り を 進 める 必 要 が あ る 。

（ イ ） 認 知 症 に 係る 医 療・介 護 連 携 や地 域 の 支 援 体 制 の 構築 を 担 う 認 知 症 地 域

支 援 推 進 員 を 全 市 町で 合 計 273 名 配 置 (令 和 5 年 4 月 時 点 )さ れ て い る 。

各 市 町 の 認 知 症 地 域 支 援 推 進 員 が 、 認 知 症 の 人 と そ の 家 族 の 視 点 に 立

っ た 地 域 づ く り を 推進 す る た め に 活 躍 でき る よ う 、市 町 に おけ る 適 性 配 置

や 活 動 環 境 の 整 備 を支 援 す る 必 要 が あ る。

（ ウ ） 認 知 症 の 進行 状 況 に 応 じ た 医 療・介 護 サ ー ビ ス に 関す る 情 報 を 掲 載 し た

認 知 症 ケ ア ネ ッ ト(国 の 呼 称 ： 認 知症 ケ ア パ ス)に つ い て は 、 平成 31 年 ４

月 に は 全 市 町 で 作 成し 、 運 用 さ れ て い る。

県 民 に 広 く 周 知 す ると と も に 、認 知 症 の人 や 家 族 の 意 見 も 反映 し て 、内

容 を 点 検 し 、 適 宜 改訂 す る 必 要 が あ る 。

（ エ ） 若 年 性 認 知症 （ 65 歳 未 満 で 発 症す る 認 知 症 ） は 、 医療 や 介 護 サ ー ビ ス

だ け で な く 、障 害 福祉 サ ー ビ ス（ 就 労 継続 支 援 ）な ど を 含 む総 合 的 な 支 援

体 制 が 必 要 で あ る こと か ら 、県 は 、専 門の 相 談 機 関 と し て ひょ う ご 若 年 性

認 知 症 支 援 セ ン タ ーを 設 置 ・ 運 営 し て いる 。

若 年 性 認 知 症 の 人 が、診 断 直 後 か ら 身 近な 地 域 で 支 援 を 受 けら れ る よ う 、

各 地 域 に お け る 支 援ネ ッ ト ワ ー ク を 強 化す る 必 要 が あ る 。

【 推 進 方 策 】

ア 認 知 症 予 防 及 び早 期 診 断 ・ 早 期 対 応の た め の 体 制 整 備

（ ア ） 子 ど も か ら高 齢 者 ま で 、県 民 に広 く 認 知 症 へ の 正 しい 理 解 を 深 め 、社 会

に あ る 認 知 症 観 の 転換 を 図 る と と も に、市 町 に お け る 高 齢 者の 健 康 づ く り

支 援 の 充 実 を 促 進 する ほ か 、 中 年 期 か らの 認 知 症 予 防 の た め、 産 業 保 健 ・

労 働 分 野 等 の 関 係 機関 と も 連 携 し た 取 組を 推 進 す る 。

（ イ ） 身 近 な 相 談機 関 の 機 能 強 化 や 専門 職 の 対 応 力 向 上 とネ ッ ト ワ ー ク が 充 実

す る よ う 取 り 組 む 。

（ ウ ） 初 期 集 中 支援 チ ー ム が 各 市 町 にお い て 効 果 的 に 運 営で き る よ う 支 援 す る。

（ エ ） MCI と 診 断 を 受 け た 人 と家 族 等 が 、 状 態 を 理解 し た 上 で 、 自 分 らし い 暮

ら し が 続 け ら れ る よう 、診 断 直 後 の 早期 か ら 医 療・介 護・福 祉 等 の 多 職 種

と 、 社 会 の あ ら ゆ る領 域 の 資 源 も 含 め た支 援 体 制 を 構 築 す る。

イ 医 療 従 事 者 等 の認 知 症 対 応 力 向 上 の促 進

各 研 修 を 受 講 し た 専 門 職 が 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 中 で 活 躍 で き る よ う ス

テ ッ プ ア ッ プ 研 修 に よ る 一 層 の 資 質 向 上 や 地 域 ご と の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に 取

り 組 む 。

ウ 医 療 ・ 介 護 等 の有 機 的 な 連 携 の 推 進に よ る 適 切 な 治 療 等の 提 供 や 在 宅 復 帰
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の た め の 支 援 体 制 の整 備

（ ア ） 県 の 認 知 症疾 患 医 療 セ ン タ ー の運 営 状 況 や 地 域 の 医療 体 制 の 評 価 を 行 う

と と も に 、認 知 症 疾患 医 療 セ ン タ ー の 機能 が 充 実 す る よ う 職員 の 人 材 育 成

に 取 り 組 む 。

（ イ ） 認 知 症 地 域支 援 推 進 員 と 、市 町 の 行 政 担 当 者を 対 象 に 研 修 や 情 報交 換 の

機 会 を 提 供 し 、各 市 町 に お け る 同推 進 員 の 適 性 配 置 や資 質 向 上 、県 内 の 各

市 町 を 越 え た ネ ッ トワ ー ク づ く り を 促 進す る 。

（ ウ ） 各 市 町 で 作成 す る 認 知 症 ケ ア ネッ ト に 、認 知 症 の 人本 人 の 意 見 が 反 映 し

て 適 宜 改 訂 さ れ る よ う 研 修 や 好 事 例 の 情報 提 供 等 に よ り 支 援し 、そ の 活 用

に つ い て 広 く 普 及 啓発 を 行 う 。

（ エ ） 若 年 性 認 知症 支 援 セ ン タ ー は 、若 年 性 認 知 症 の 人 とそ の 家 族 が 、診 断 直

後 か ら そ の 個 別 性 に応 じ た 支 援 を 身 近 な地 域 で 受 け ら れ る よう 、地 域 ご と

の 医 療 、介 護 、障 害 福 祉 、就 労 支 援 等の 関 係 機 関 が 連携 し た ネ ッ ト ワ ー ク

の 充 実 に 向 け て 、 後 方 支 援 を 行 う。

◇ イ メ ー ジ 図
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(3) 発 達 障 害

【 現 状 と 課 題 】

発 達 障 害 児・者 支 援 に つ い ては 、乳 幼 児 期 か ら 学童 期 、成 人 期 と ラ イ フ ス テー ジ に

応 じ た 支 援 を 身 近 な地 域 で 提 供 す る 体 制の 整 備 が 求 め ら れ てい る 。

障 害 を で き る 限り 早 期 に 発 見 し 、適 切 な 支 援 に つな げ て い く た め に は、子 ども の 成

長 、 発 達 を 多 様 な 角 度 か ら 確 認 で き る １ 歳 ６ か 月 児 健 康 診 査 や ３ 歳 児 健 康 診 査 等 乳

幼 児 健 康 診 査 、５ 歳児 発 達 相 談 支 援 の 場で の 早 期 発 見 が 重 要で あ る 。市 町 が 実 施す る

乳 幼 児 健 康 診 査 と そ の 後 の 専 門 職 に よ る 発 達 相 談 と 継 続 的 な 支 援 、 必 要 に 応 じ て 速

や か に 児 童 発 達 支 援 な ど の 障 害 児 通 所 支 援 や 相 談 支 援 に つ な げ る 体 制 の 整 備 を 図 っ

て い る 。

発 達 障 害 に か かる 相 談 支 援 に つ い ては 、一 次 的 な 窓 口は 市 町 が 担 い、県 は 専門 相 談

や 市 町 等 支 援 機 関 の支 援 等 を 行 う「 ひ ょう ご 発 達 障 害 者 支 援セ ン タ ー 」及 び ブ ラン チ

５ か 所 の 運 営 や 、発 達 障 害 の 早 期発 見 、早 期 療 育 に 向 け た 全県 拠 点 と し て の「 県立 こ

ど も 発 達 支 援 セ ン ター 」 の 運 営 を 通 じ て、 市 町 の 取 組 を 支 援し て い る 。

ま た 、発 達 の 気に な る 子 ど も を 養 育し て い る 親 は 、不 安や 悩 み を 抱 え な が ら育 児 を

し て い る こ と が 少 なく な い こ と か ら 、早 期 か ら の 家 族支 援 が 重 要 で あ る 。親 に 対す る

十 分 な 情 報 と 相 談 の機 会 を 提 供 す る た め、子 ど も の 発 達 障害 の 特 性 を 理 解し 、必 要 な

知 識 や 方 法 を 身 に つ け 、 適 切 な 対 応 を 学 ぶ ペ ア レ ン ト ト レ ー ニ ン グ の 普 及 促 進 に 向

け て 、 ひ ょ う ご 発 達 障 害 者 支 援 セ ン タ ー に よ る 市 町 職 員 向 け 研 修 の 開 催 な ど の 取 り

組 み を 推 進 し て い る。

加 え て 、発 達 障 害 の あ る 人 の障 害 特 性 は 個 人 に よっ て 様 々 で 、多 分 野 の 連 携が 、子

ど も か ら 大 人 ま で 切れ 目 な く 行 わ れ る こと が 重 要 で あ る こ とか ら 、医 療 ･福 祉 ･教 育･

労 働 ･警 察 等 関 係 者 で構 成 す る 発 達 障 害 者支 援 協 議 会 に お い て、支 援 に お け る 課 題に

つ い て 情 報 共 有 を 図る と と も に 、地 域 の実 情 に 応 じ た 体 制 整備 に つ い て 協 議 、検 討 を

継 続 的 に 行 う 必 要 があ る 。

＜ 県 立 こ ど も 発 達 支援 セ ン タ ー に お け る診 療 実 績 の 推 移 ＞

区 分 平 成 30 年

度

令 和 元 年 度 令 和 ２ 年 度 令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 年 度

初 診 （ 人 ） 306 308 296 346 361

再 診 （ 人 ） 3,401 3,592 3,568 3,744 3,655

＜ ひ ょ う ご 発 達 障 害者 支 援 セ ン タ ー ＞

所 在 地 運 営 主 体 担 当 地 域

セ ン タ

ー
高 砂 市 (社 福 )あ か り の 家 東 播 磨 、 淡 路

ブ

ラ

ン

チ

加 西 加 西 市 (社 福 )ゆ た か 会 北 播 磨 、 丹 波

芦 屋 芦 屋 市 (社 福 )三 田 谷 治 療 教育 院 阪 神 南

豊 岡 豊 岡 市 (社 福 )神 戸 聖 隷 福 祉事 業 団 但 馬

宝 塚 宝 塚 市 (社 福 )希 望 の 家 阪 神 北

上 郡 上 郡 町 (社 福 )愛 心 福 祉 会 中 播 磨 、 西 播 磨
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【 推 進 方 策 】

市 町 に お い て、乳 幼 児 健 康 診 査 や ５歳 児 発 達 相 談 等 の 機会 を 捉 え て 、早 期 発見 を 推

進 す る と と も に 、早 期 の 発 達 支 援の た め 、発 達 障 害 に 適 切な 対 応 が で き る障 害 児 通 所

支 援 事 業 所 の 確 保 に努 め る 。

ま た 、市 町 が 一 次 的 に 相 談 に対 応 で き る よ う、専 門 窓 口 の 設 置 や、市 町 が 対 応 困難

な ケ ー ス へ の ひ ょ う ご 発 達 障 害 者 支 援 セ ン タ ー に よ る 専 門 相 談 や 研 修 等 の 支 援 に 取

り 組 む 。

各 圏 域 の 実 状 に 合 わ せ た 発 達 障 害 の 支 援 体 制 整 備 を 図 り 、 身 近 な 地 域 で の 相 談 支

援 が 可 能 と な る よ う、ひ ょ う ご 発 達 障害 者 支 援 セ ン ター 及 び 各 ブ ラ ン チ にお い て 、市

町 や 福 祉 施 設 、教 育機 関 等 の 関 係 機 関 に指 導・助 言 等 を 行う と と も に、発 達 障 害の あ

る 人 や 家 族 を 含 め、発 達 障 害 の 理 解 や 支援 に か か る 基 礎 的 な研 修 、普 及 啓 発 を引 き 続

き 実 施 し て い く 。

加 え て 、 発 達 障 害 の あ る 子 ど も や そ の 疑 い の あ る 子 ど も の 親 に 対 す る 十 分 な 情 報

と 相 談 の 機 会 を 提 供す る た め 、ひ ょ う ご発 達 障 害 者 支 援 セ ンタ ー と 連 携 し て 、市 町 に

お け る ペ ア レ ン ト ト レ ー ニ ン グ の 実 施 や ペ ア レ ン ト メ ン タ ー の 養 成 、 お 互 い の 悩 み

の 相 談 や 情 報 交 換 を行 う ピ ア サ ポ ー ト 活動 の 実 施 を 推 進 す る 。

兵 庫 県 発 達 障 害者 支 援 協 議 会 に お いて は 、関 係 機 関 との 連 携 の 緊 密 化と 、切 れ 目 な

い 支 援 強 化 に 向 け た体 制 整 備 等 の 検 討 を進 め る 。

さ ら に 、小 児 科医 等 の か か り つ け 医が 最 初 に 相 談 を 受 け、又 は 診 療 す る こと が 多 い

た め 、か か り つ け医 等 の 医 療 従 事者 に 対 し て 、発 達 障 害 に関 す る 普 及 啓 発と 発 達 障 害

児 者 へ の 診 療 技 術 の研 修 を 実 施 す る 。

ま た 、県 立 こ ど も 発 達 支 援 セン タ ー を 運 営 し 、医 師 や 臨 床 心 理 士 、作 業 療 法 士 、言

語 聴 覚 士 等 に よ る 診断・診 療 や 療 育 を行 う ほ か 、地 域 の 医 療機 関 と の 連 携 体 制 の構 築

等 に 取 り 組 ん で い る 。さ ら に 、児 童 の 診 療や 療 育 を 通 し て 得 られ た 専 門 知 識 や ノ ウハ

ウ を 広 く 情 報 発 信 する 出 張 相 談 等 を 実 施す る 。



第４部 ５疾病６事業及び在宅医療の医療連携体制の構築

第５章 精神疾患対策

85

(4) 依 存 症

【 現 状 と 課 題 】

兵 庫 県 に お け る 依 存 症 の 令 和 ２ 年 度 患 者 数（ １ 回 以 上 の 外 来受 診 者 ）は 、下 表

の と お り 。

ア ル コ ー ル 依 存 症 薬 物 依 存 症 ギ ャ ン ブ ル 等 依 存 症 計

5,690 人 737 人 144 人 6,571 人

し か し な が ら 、依 存症 の 心 理 的 特 性 と して「 否 認 」が あ り 、依 存 に よ る 問 題行

為 が あ り な が ら も 医療 機 関 等 に つ な が ら な い ケ ー ス も多 く 、潜 在 的 な 患 者 数は よ

り 多 い と 推 測 さ れ る。

県 で は 、 平 成 30 年 １ 月 か ら 、 精 神保 健 福 祉 セ ン タ ー 内に 「 ひ ょ う ご ・ こ うべ

依 存 症 対 策 セ ン タ ー」を 設 置 し 、平 成 30 年 11 月 に は 、依 存 症 に 関 す る 専 門的 な

医 療 を 提 供 す る 依 存症 専 門 医 療 機 関 、そ の 連 携 拠 点 と なる 依 存 症 治 療 拠 点 機関 を

選 定 す る な ど 、相 談体 制 や 医 療 提 供 体 制の 強 化 を 図 っ て い るが 、県 内 の 推 計 され

る 依 存 症 者 数 に 対 し相 談 者 数 や 受 診 者 数は 大 き く 下 回 っ て いる こ と か ら 、適 切 に

依 存 症 専 門 医 療 機 関や 相 談 窓 口 、自 助 グル ー プ 等 に 繋 が る よう 、関 係 機 関 と の連

携 体 制 の 構 築 を 図 るこ と 、ま た 、依 存 症 の 正 し い 知 識 の普 及 啓 発 を 行 う こ とが 必

要 で あ る 。

【 推 進 方 策 】

ア ｢ひ ょ う ご・こ う べ 依 存 症 対 策 セ ン ター ｣を 中 心 と し た 依 存症 対 策 の 推 進（ 県、

市 町 、 関 係 機 関 等 ）

（ ア ） 依 存 症 専 門の相 談 窓 口 を設 置 し、当 事 者 や家 族 等 の相 談 に対 応 する。

（ イ ） 地 域 支 援 者 等 を 対 象 と し た 、 依 存 症 に 関 す る 理 解 を深 め る 研 修 を 行 う 。

（ ウ ） 家 族 教 室 の 開 催 等 、 家 族 支 援 を 実 施 す る 。

（ エ ） 依 存 症 者 への 社 会 的 な 差 別 、 偏見 の 解 消 に 向 け て 、普 及 啓 発 を 行 う 。

イ 医 療 提 供 体 制 の強 化 （ 県 、 医 療 機 関）

依 存 症 専 門 医 療 機 関 及 び 治 療 拠 点 機 関 の 選 定 を 推 進 す る と と も に 、 治 療 拠

点 機 関 を 中 心 に 、関 係 機 関 と の 連携 、医 療 従 事 者 へ の研 修 を 実 施 す る こ とで 、

医 療 提 供 体 制 を 強 化す る 。

ウ 支 援 団 体・自 助 グ ル ー プ へ の 支援 と 連 携 の 推 進（ 県 、医 療 機 関 、関 係 機 関 等）

依 存 症 の 経 験 を 有 する 者・そ の 家 族 等 や支 援 者 が 運 営 す る 支援 団 体・自 助 グ

ル ー プ へ の 支 援 を 行う と と も に 、支 援 団 体・自 助 グ ル ー プ と相 談 機 関・医 療 機

関 等 と の 連 携 を 推 進す る 。

(5) そ の 他 の 疾 患

○ 気 分 障 害

【 現 状 と 課 題 】

う つ 病 等 気 分 障 害 の 患 者の 推 移 に つ い て 厚 生労 働 省 の 患 者 調 査 によ る と 、全 国

で は 気 分 障 害 の 患 者は 増 加 し て い る 。

ま た 、令 和 ２ 年 Ｎ ＤＢ デ ー タ に よ る と 、兵 庫 県 内 で 気 分 障 害に お け る 精 神 病 床
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で の 入 院 患 者 数 は 6,630 人 、 １ 回 以 上 の外 来 患 者 数 は 131,585 人 と な っ て い る 。

気 分 障 害 は、早 期 の 発 見 が 適 切な 医 療 提 供 に 重 要 であ り 、か か り つ け 医で あ る

内 科 医 等 が 最 初 に 発見 す る こ と が 多 い こと か ら 、疾 患 を 正 しく 理 解 し 、医 療・相

談 機 関 に つ な い で いけ る よ う 、必 要 な 医療・相 談 体 制 を 構 築し 、周 知 す る 必 要 が

あ る 。

【 推 進 方 策 】

ア 地 域 、学 校 、職 域 等 に お け る研 修 会 の 実 施 及 び 人材 育 成 、各 関 係 機 関 と の 連携

促 進 。（ 県 、 市 町 、 医療 機 関 等 ）

イ 早 期 発 見 し 、適 切 な 医 療 に つな ぐ た め の 、特 定 健 診 や 健康 相 談 等 で の チ ェ ック

リ ス ト 活 用 促 進 。(県 、 市 町)

ウ 認 知 行 動 療 法 や 修 正 型 電 気 痙 攣 療 法 （ ｍ ECT） 等 の 専 門 治 療 が 実 施 で き る 医 療

機 能 明 確 。（ 県 、 医 療機 関 ）

○ 児 童 ・ 思 春 期 精神 疾 患

【 現 状 と 課 題 】

児 童 期 及 び 思 春 期 には 、神 経 発 達 、虐 待 、二 次 性 徴 に よ る 様 々な 葛 藤 、い じ め の

問 題 な ど か ら 情 緒 面で 不 安 や 抑 う つ 状 態、解 離 を 呈 し た り、身 体 化 症 状、拒 食 や 過

食 な ど の 食 行 動 障 害な ど が 出 現 し た り する ほ か 、不 登 校・ひ き こ も り 、自 傷・自 殺

な ど の 行 動 上 の 問 題も み ら れ る よ う に なっ て く る 。

令 和 ２ 年 Ｎ ＤＢ デ ー タ に よ る と 、兵 庫 県 内 で 児 童 ・ 思春 期 精 神 疾 患 に お ける 20

歳 未 満 の 精 神 病 床 での 入 院 患 者 数 は 417 人 、１ 回 以 上 の 外 来患 者 数 は 17,820 人 と

な っ て い る 。

県 立 ひ ょ う ご こ こ ろ の 医 療 セ ン タ ー 及 び 県 内 の 医 療 機 関 や 児 童 相 談 所 な ど の 保

健 福 祉 機 関 、学 校 など の 教 育 機 関 と の 連携 に よ り 、子 ど も の虐 待 リ ス ク の 軽 減 や地

域 で の 安 定 し た 生 活を 支 え て い る 。ま た 、併 せ て 虐 待 を 受 け た子 ど も の 治 療 や 、子

ど も の 精 神 疾 患 診 断技 術 の 向 上 と い っ た医 療 技 術 の 向 上 を 図っ て い る 。

し か し 、専 門 治 療 が 可 能 な医 療 機 関 は 限 ら れ てい る 。ま た 、関 係 機 関 と の強 化 に

よ り 、 治 療 に 加 え 子ど も が 健 や か に 成 長で き る 体 制 が 必 要 であ る 。

【 推 進 方 策 】

地 域 に お け る 保健 、医 療 、福 祉 、教 育 の 連 携 体 制の 構 築 、強 化 。（ 県 、医 療 機関 、

教 育 機 関 等 ）

○ 心 的 外 傷 後 ス トレ ス 障 害 （ Ｐ Ｔ Ｓ Ｄ）

【 現 状 と 課 題 】

兵 庫 県 内 で Ｐ Ｔ Ｓ Ｄ に お け る 精 神 病 床 で の 入 院 患 者 数 は 極 め て 少 数 で あ り 、 １

回 以 上 の 外 来 患 者 数は 764 人 と な っ て い る 。

ト ラ ウ マ や Ｐ Ｔ Ｓ Ｄ の 専 門 的 な 治 療 、 研 究 機 関 で あ る 兵 庫 県 こ こ ろ の ケ ア セ ン

タ ー の 附 属 診 療 所 で は 長 時 間 暴 露 療 法 （ Ｐ Ｅ 療 法 ） や ト ラ ウ マ ・ フ ォ ー カ ス ト 認
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知 行 動 療 法 （TF-CBT） な ど の 専 門 治 療 を令 和 ４ 年 度 に 延 べ 312 件 行 っ て お り 通院

患 者 は 延 べ 3,627 件 で あ っ た 。 また 、 ト ラ ウ マ ・ Ｐ Ｔ Ｓ Ｄ の 治 療 法 や 対 処法 な ど

の 研 究 成 果 を 生 か した 専 門 研 修 の 受 講 者数 は 593 人 で あ り 、同 セ ン タ ー は 医 療 の

提 供 だ け で な く 、 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 専 門職 の 人 材 育 成 に 取 り組 ん で い る

【 推 進 方 策 】

ト ラ ウ マ ・ Ｐ Ｔ Ｓ Ｄ に 関 す る 専 門 治 療 が で き る 医 療 機 関 を 明 確 化 及 び 地 域 に お

け る 保 健 、医 療 、福 祉 、教 育 の 連 携 体 制を 構 築 。（ 県 、医 療 機関 、教 育 機 関 、関 係

機 関 等 ）

○ 高 次 脳 機 能 障 害

【 現 状 と 課 題 】

外 傷 性 脳 損 傷や 脳 血 管 障 害 等 の 後遺 症 と し て 、記 憶 、注 意 等 の 認 知 障害 が 生 じる

高 次 脳 機 能 障 害 者 に対 し て は 、 平 成 18 年 度 か ら 県 立 総 合 リハ ビ リ テ ー シ ョ ン セン

タ ー を 支 援 拠 点 機 関に 指 定 し 、 専 門 的 な相 談 支 援 事 業 等 を 実施 し て い る 。

し か し な が ら、県 民 の 高 次 脳 機 能障 害 へ の 理 解 は 十 分と は 言 え ず 、専 門 医 、専 門

医 療 機 関 、 リ ハ ビ リ機 関 等 の 充 実 も 必 要で あ る 。

【 推 進 方 策 】

ア 県 立 総 合 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー を 支 援 拠 点と し た 、専 門 的 な 相 談 支 援、

評 価 や リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン の 普 及 啓 発 等の 実 施 。（ 県 、 関 係 機 関 ）

イ 医 療 機 関 や 施 設に 対 し て 、支 援 手 法等 に 関 す る 研 修 を 行う と と も に 、就 労 支援

施 設 や 当 事 者 ・ 家 族 会 な ど 関 係 機 関 と の 地 域 で の 連 携 体 制 の 構 築 を 図 る 。（ 県 、

医 療 機 関 、 関 係 機 関）

○ 摂 食 障 害

【 現 状 と 課 題 】

厚 生 労 働 科 学研 究「 児 童・思 春 期 摂食 障 害 に 関 す る 基 盤的 調 査 研 究 」に よ る と、

摂 食 障 害 患 者 は 、 女子 中 学 生 の 100 人 に １ ～ ２ 人 、 男子 中 学 生 の 1,000 人 に ２ ～

５ 人 い る と 推 計 さ れて い る 。

令 和 ２ 年 Ｎ Ｄ Ｂ デ ー タ に よ る と 、 兵 庫 県 内 で 摂 食 障 害 に お け る 精 神 病 床 で の 入

院 患 者 数 は 591 人 、 精 神 療 法 に 限定 し た １ 回 以 上 の 外来 患 者 数 は 1,615 人 と な っ

て い る 。

摂 食 障 害 は 、児 童・思 春 期 年 齢 で の発 症 も 少 な く な い こ と か ら 、地 域 の 保 健福 祉

関 係 機 関 や 教 育 機 関と の 連 携 が 必 要 で ある 。

【 推 進 方 策 】

摂 食 障 害 に 対応 可 能 な 医 療 機 関 を明 確 化 及 び 地 域 に お け る 保 健・医 療・福 祉 の連

携 を 強 化 、 支 援 体 制の 充 実 。（ 県 、 医 療 機関 、 教 育 機 関 等 ）
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○ て ん か ん

【 現 状 と 課 題 】

て ん か ん の 有病 率 は 100 人 に １ 人 と 言 わ れ て おり 、 兵 庫 県 内 に 推 定約 ５ 万 人 い

る こ と に な る 。て ん か ん は 、神 経 内 科、脳 神 経 外 科 、小 児 科 等 で 治 療 し てい る こと

が 多 く 、そ の 結 果 、多 く の 地 域 で、ど の 医療 機 関 が て ん か ん の専 門 的 な 診 療 を し て

い る の か 、 患 者 ば かり で な く 医 療 機 関 にお い て も 把 握 さ れ てい な い 状 況 が あ る 。

【 推 進 方 策 】

て ん か ん 支 援 拠 点 病 院 で あ る 神 戸 大 学 医 学 部 附 属 病 院 を 中 心 と し た 日 本 て ん か

ん 学 会 や て ん か ん 診療 ネ ッ ト ワ ー ク 施 設、地 域 に お け る 保健・医 療・福 祉 と の 連携

を 強 化 し た 支 援 体 制の 充 実 。（ 県 、 医 療 機関 、 教 育 機 関 等 ）

(6) 自 殺 対 策

【 現 状 と 課 題 】

平 成 21 年 度 に 設 置 し た 県 自 殺 対 策推 進 本 部 を 中 心 に、市 町 、関 係 団 体 等 と 連 携

し 、 自 殺 対 策 を 総 合的 に 推 進 し て い る 。

平 成 24 年 に 改 定 し た「 兵 庫 県 自 殺 対 策 推進 方 策 」に 基 づ き 、実 効 性 あ る 対 策 の

推 進 に よ り 、当 面 の 目 標 で あ っ た「 平 成 28 年 ま で に 自 殺 者 数を 1,000 人 以 下 に 減

少 」 を 達 成 し た 。

引 き 続 き 、一 人 ひ とり が か け が え の な い個 人 と し て 尊 重 さ れる「 誰 も 自 殺 に 追 い

込 ま れ る こ と の な い兵 庫 」の 実 現 を 目 指し て 、自 殺 対 策 基 本法（ 平 成 28 年 ４ 月 １

日 改 正 施 行 ）に 基 づ く「 兵 庫 県 自 殺 対 策計 画 」に よ り 、さ らな る 自 殺 対 策 の 取 組を

推 進 す る 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf09/sakutei.html

自 殺 は 複 数 の リ ス ク 要 因 が 複 合 的 に 連 鎖 し て 起 こ る こ と が 多 い 。 各 要 因 に 対 応

す る 各 相 談 窓 口 が 有機 的 に 連 携 し 、 適 切な 支 援 に つ な げ る こと が 求 め ら れ る 。

併 せ て 、地 域 レ ベ ルで の 実 践 的 取 組 の さら な る 推 進 や 、ラ イ フ ス テ ー ジ 等に 応 じ

た 特 有 の 課 題 に 対 し、 き め 細 や か な 対 策の 推 進 が 必 要 で あ る。

【 推 進 方 策 】

本 県 に お け る 自 殺 者の 状 況 、 新 型 コ ロ ナウ イ ル ス 感 染 症 に よる 社 会 経 済 的 な 影

響 や 心 理 的 な 影 響 等を 踏 ま え た 、 下 記 ９分 野 に お け る 自 殺 対 策 の 取 組 を 推進 。

（ 県 、 市 町 、 医 療 機関 、 関 係 団 体 等 ）
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１ 相 談 体 制 の 充 実 強化 【 重 点 施 策 】

２ 地 域 に お け る 支 援体 制 の 充 実

３ 市 町 ・ 団 体 等 の 地域 ご と の 取 組 へ の 支援

４ 自 殺 の ハ イ リ ス ク要 因 を 抱 え る 人 へ の支 援 の 強 化

５ 子 ど も ・ 若 者 の 自殺 対 策 の 推 進 【 重 点施 策 】

６ 中 高 年 層 の 自 殺 対策 の 推 進 【 重 点 施 策】

７ 高 齢 者 層 の 自 殺 対策 の 推 進

８ 女 性 の 自 殺 対 策 の推 進 【 重 点 施 策 】

９ 自 死 遺 族 等 遺 さ れた 人 へ の 支 援 の 充 実

【 目 標 】

一 人 ひ と り がか け が え の な い 個 人と し て 尊 重 さ れ る 「誰 も 自 殺 に 追 い 込 まれ る

こ と の な い 兵 庫 」 の実 現 を 目 指 す 。 当 面の 目 標 は 下 表 の と おり 。

項 目 策 定 時 現 状 値
目 標 値

（ 達 成 年 度 ）

年 間 自 殺 死 亡 者
942 人

（ H28）

947 人

(R4)

600 人 以 下

（ R9）

(7) 災 害 精 神 医 療

【 現 状 と 課 題 】

本 県 で は 、平 成 26 年 よ り 全 国 に 先 駆 け て、災 害 発 生 時 の 精 神科 医 療 及 び 精 神 保

健 活 動 の 支 援 を 行 う た め の チ ー ム で あ る 兵 庫 県 こ こ ろ の ケ ア チ ー ム 「 ひ ょ う ご Ｄ

Ｐ Ａ Ｔ 」 を 設 立 し 、現 在 で は 37 チ ー ム が 整 備 さ れ て いる 。

本 県 で は 、隊 員 向 けの 活 動 マ ニ ュ ア ル を作 成 し 、定 期 的 な 専門 研 修 を 行 う な ど 、

平 時 か ら の 隊 員 の 資質 向 上 な ど の 体 制 整備 に 努 め て い る 。

ひ ょ う ご Ｄ Ｐ Ａ Ｔ 登 録 医 療 機 関 （ 令 和 ５ 年 ４ 月 現 在 ）

医 療 機 関 名 チ ー ム 数

兵 庫 県 精 神 科 病 院 協会 (全 加 盟 病 院 が 登録 ) 31

県 立 ひ ょ う ご こ こ ろの 医 療 セ ン タ ー ２

公 立 豊 岡 病 院 １

神 戸 大 学 医 学 部 附 属病 院 １

兵 庫 医 科 大 学 病 院 １

神 戸 市 （ 神 戸 市 民 病院 機 構 含 む ） １

ま た 、 平 成 29 年 度 よ り 、 発 災 か ら 概 ね 48 時 間 以 内 に被 災 し た 都 道 府 県 等に お

い て 活 動 で き る チ ー ム が Ｄ Ｐ Ａ Ｔ 先 遣 隊 と 定 義 さ れ 、 県 で は 兵 庫 県 こ こ ろ の ケ ア

セ ン タ ー と 県 立 ひ ょ う ご こ こ ろ の 医 療 セ ン タ ー を Ｄ Ｐ Ａ Ｔ 先 遣 隊 登 録 医 療 機 関 と

し て 指 定 し 、 災 害 時に 迅 速 な 対 応 が で きる よ う 体 制 整 備 を 図っ て い る 。
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今 後 は 、更 な る 体 制の 充 実 に 加 え 、広 域 災 害 が 発 生 した 場 合 の Ｄ Ｐ Ａ Ｔ 本部 機 能

の 強 化 と 県 下 精 神 科病 院 の 災 害 時 の 受 援体 制 の 強 化 が 求 め られ て い る 。

今 後 想 定 さ れ る 大 規 模 災 害 時 に 災 害 拠 点 病 院 が 精 神 疾 患 を 有 す る 患 者 に 対 応 す

る た め の 精 神 病 床 数は 十 分 で は な く 、精 神 科 病 院 か らの 患 者 の 受 入 れ や 、精 神 症状

の 安 定 化 等 を 、災 害拠 点 病 院 の み で 対 応す る こ と は 困 難 で ある た め 、精 神 科 病 院に

お い て も 、災 害 拠 点病 院 と 類 似 の 機 能 を有 す る 災 害 拠 点 精 神科 病 院（ ３ 病 院 県 立

ひ ょ う ご こ こ ろ の 医療 セ ン タ ー 、社 会 医療 法 人 高 岡 病 院 、医 療 法 人 山 西 会宝 塚 三 田

病 院 ） を 令 和 ５ 年 ３月 に 指 定 し た 。

Ｄ Ｐ Ａ Ｔ 先 遣 隊 登 録医 療 機 関 （ 令 和 ５ 年 ４ 月 現 在 ）

【 推 進 方 策 】

ア 「 ひ ょ う ごＤ Ｐ Ａ Ｔ 」隊 員 に 対す る 専 門 的 な 研 修 の実 施 に よ る 各 隊 員 の資 質 向

上 。（ 県 、 医 療 機 関 ）

イ 県 下 精 神 科病 院 に 対 す る 広 域 災害 救 急 医 療 情 報 シ ステ ム（ Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ）研 修 や入

力 訓 練 の 実 施 等 に よる 各 精 神 科 病 院 の 受援 体 制 の 強 化 。（ 県 、医 療 機 関 、関 係 団

体 等 ）

ウ 南 海 ト ラ フ 地 震 等 の 広 域 災 害 時 を 想 定 し た 災 害 拠 点 精 神 科 病 院 の 整 備 、 受 援

体 制 の 強 化 。（ 県 、 医 療 機 関 ）

エ 南 海 ト ラ フ 地 震 等 の 広 域 災 害 を 想 定 し た 実 地 訓 練 へ の 積 極 的 な 参 加 、 近 畿 ブ

ロ ッ ク 内 で の Ｄ Ｐ ＡＴ 及 び 精 神 科 医 療 機関 の 連 携 強 化 、県 内 に お け る Ｄ ＭＡ Ｔ 、

Ｊ Ｍ Ａ Ｔ 等 県 内 他 組織 と の 連 携 強 化 に よる 受 援 体 制 の 一 層 の強 化 。（ 県 、医 療 機

関 、 関 係 団 体 等 ）

(8) 医 療 観 察 法

【 現 状 と 課 題 】

心 身 喪 失 又 は 心 神 耗 弱 の 状 態 で 重 大 な 他 害 行 為 を 行 っ た 人 の 社 会 復 帰 を 促 進 す

る た め に 作 ら れ た 法 律 に 基 づ き 、 鑑 定 入 院 等 の 結 果 を 踏 ま え て 裁 判 所 が 入 院 処 遇

や 地 域 処 遇 な ど の 方 針 を 決 定 し 、 保 護 観 察 所 の 調 整 に よ る 関 係 機 関 の 連 携 に よ っ

て 対 象 者 を 支 援 し てい る 。

本 県 に は 、令 和 ４ 年 ４ 月 １日 現 在 、指 定 通 院 医 療 機 関と し て 病 院 22、診 療 所 ２ 、

薬 局 11、 訪 問 看 護 28 の 計 63 施 設 が あ るが 、 指 定 入 院 医 療 機関 は 整 備 さ れ て い な

医 療 機 関 名 備 考

兵 庫 県 こ こ ろ の ケ アセ ン タ ー
Ｐ Ｔ Ｓ Ｄ 専 門 機 関

兵 庫 県 精 神 保 健 福 祉セ ン タ ー と の 合 同 チー ム

県 立 ひ ょ う ごこ こ ろ の医 療 セ ン タ ー
全 県 対 応 施 設

災 害 拠 点 精 神 科 病 院

兵 庫 県 精 神 保 健 福 祉セ ン タ ー 兵 庫 県 こ こ ろ の ケ アセ ン タ ー と の 合 同 チー ム

社 会 医 療 法 人 恵 風 会高 岡 病 院 災 害 拠 点 精 神 科 病 院

医 療 法 人 山 西 会 宝 塚三 田 病 院 災 害 拠 点 精 神 科 病 院
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い 。

な お 、近 畿 に お け る 指定 入 院 医 療 機 関 の 現状 と し て は 、４ 機 関（ 三 重 県 、奈 良 県 、

滋 賀 県 、大 阪 府 ）が 稼 働 し て い る。平 成 17 年 の 医 療 観 察 法 施行 後 、令 和 ４ 年 ９ 月

末 現 在 、 兵 庫 県 内 で 144 件 が 入 院 決 定 、30 件 が 通 院 決 定 と なっ て い る 。

厚 生 労 働 省 によ る と 、令 和 ４ 年 ４ 月１ 日 時 点 に お け る 全国 の 病 床 整 備 状 況 は 850

床 で 入 院 者 数 は 818 名 で あ り 、 そ の 疾 病別 内 訳 は 、 統 合 失 調症 等 が 約 81.7％ 、 次

い で 気 分 障 害 が 約 6.0％ と い う 状 況 で あ る。

【 推 進 方 策 】

治 療 抵 抗 性 統 合 失 調 症 治 療 薬 に 対 応 可 能 な 指 定 通 院 医 療 機 関 の 充 実 及 び 指 定 訪

問 看 護 ス テ ー シ ョ ン等 の 確 保 。（ 県 、 司 法機 関 、 医 療 機 関 ）

３ 精 神 科 医 療 体 制 の 構 築

(1) 精 神 科 救 急 （ 身体 合 併 症 含 む ）

【 現 状 と 課 題 】

兵 庫 県 で は、 重 度 の 症 状 を て い す る 精 神 科 急 性 期 患者 に 対 応 す る た め 、24 時 間

365 日 、医 師・看 護 師を 配 置 し た 精 神 科 救急 医 療 セ ン タ ー（ 県立 ひ ょ う ご こ こ ろ の

医 療 セ ン タ ー 内 ）と 、病 院 群 輪 番 施 設 や協 力 病 院 と し て 41 精 神 科 病 院 等 の参 画 を

得 て 、 神 戸 市 と の 協調 事 業 に よ り 精 神 科 救 急 シ ス テ ムを 稼 働 さ せ て い る 。

現 在 、精 神科 救 急 医 療 圏 域 は 県内 ５ 圏 域 と し て お り、精 神 科 救 急 医 療セ ン タ ー 及

び 、神 戸・阪 神 圏 域 及 び 播 磨 圏 域の 輪 番 病 院 及 び 令 和４ 年 12 月 に 設 置 し た 常 時対

応 型 施 設 （ 24 時 間 365 日 、 同 一 の 医 療 機関 に お い て 、 重 度 の症 状 を 呈 す る 精 神

科 急 性 患 者 を 中 心 に常 時 対 応 す る 精 神 科病 院 。令 和 ５ 年 ４ 月現 在 で ８ 病 院 ）に おい

て 、休 日 及 び 毎 夜 間の 精 神 科 救 急 患 者 を受 け 入 れ て い る 。そ の 他 、但 馬 、丹 波 、淡

路 圏 域 で は 協 力 病 院体 制 に よ り 対 応 し てい る 。

ま た 、 緊 急 入 院 の 必 要 は な い が 早 期 に 医 療 に 繋 げ る こ と に よ り 重 症 化 を 防 ぐ こ

と の で き る 患 者 に 対 応 す る 初 期 救 急 医 療 体 制 を 病 院 群 輪 番 施 設 に 併 設 し て い る

（ 受 付 時 間 19～ 22 時 ）。

こ の シ ス テム に お い て 、通 報 受付 、受 け 入 れ 医 療機 関 調 整 等 を 担う 精 神 科 救 急 相

談 受 理 窓 口 を 精 神 科救 急 情 報 セ ン タ ー とし て 設 置 し 、医 師 との 連 携 の も と 、迅 速な

ト リ ア ー ジ 、 相 談 助言 機 能 の 充 実 を 図 って い る 。

ま た 、一 般科 で 急 性 期 の 外 科 的処 置 等 を 受 け た 自 殺企 図 者 な ど 、精 神 疾患 等 を 有

す る 患 者 に か か る 精神 科 領 域 に つ い て 、一 般 科（ 身 体 科）医 師 と 精 神 科 医 師が オ ン

コ ー ル で 相 談 に 応 じる 体 制 を と っ て い る。

身 体 合 併 患者（ 一 般 科 治 療 と 精神 科 治 療 を 要 す る 患者 ）は 、身 体 疾 患 の 治療 が 優

先 さ れ 、そ の 後 精 神科 で 治 療 が 必 要 な 場合 に 精 神 科 救 急 が 対応 す る こ と と な る 。重

篤 な 身 体 疾 患 を 有 する 身 体 合 併 症 患 者 に対 し て は 、 精 神 科 救急 医 療 体 制 に お け る

身 体 合 併 症 対 応 施 設と し て 県 立 尼 崎 総 合医 療 セ ン タ ー 、 神 戸市 立 医 療 セ ン タ ー 中

央 市 民 病 院 、 県 立 はり ま 姫 路 総 合 医 療 セン タ ー が 身 体 合 併 症専 用 病 床 （ 計 32 床 ）

を 整 備 し て お り 、 受け 入 れ を 行 い や す い体 制 を 整 え て い る 。
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一 般 科 （ 身 体 科 ） 救 急 医 療 と 精 神 科 救 急 医 療 と の 連 携 が シ ス テ ム と し て 機 能 す

る よ う 、 さ ら な る 消 防 、 一 般 救 急 、 単 科 精 神 科 病 院 と の 連 携 強 化 を 行 い 、 体 制 を

充 実 さ せ て い く 必 要が あ る 。

精 神 科 救 急 情 報 セ ンタ ー 体 制

開 設 時 間 24 時 間 365 日

相 談 員 精 神 保 健 福 祉 士 等 を１ ～ ２ 名 配 置

医 学 的 判 断 が 必 要 な 事 例 に つ い て の 相 談 を 行 う た め の オ ン コー

ル 医 師 を 配 置

業 務 内 容 ① 県 ・ 神 戸 市 職 員 その 他 関 係 者 と の 連 絡調 整

② 精 神 科 救 急 相 談 (警 察 官 通 報 以 外 の 入 院 依 頼 に 対 し て の 受 診

支 援 )

③ 病 床 の 空 き 状 況 の把 握 、 相 談 受 診 状 況の 整 理

電 話 番 号 ０ ７ ８ － ３ ６ ７ － ７２ １ ０

ホ ー ム ペ ー ジ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf08/qq.html

【 推 進 方 策 】

精 神 科 救 急 医 療 体 制 連 絡 調 整 委 員 会 を 実 施 し 、 関 係 機 関 等 か ら の 課 題 抽 出 や 解

決 に 向 け た 議 論 と と も に 、 必 要 に 応 じ て 身 体 合 併 症 部 会 な ど の 専 門 部 会 を 設 置 す

る こ と に よ る 、 よ り 専 門 的 で 深 度 の 深 い 議 論 の 実 施 。（ 県 、 神 戸 市 、 医 療 機 関 等 ）

圏 域 ご と の 初 期 救 急 対 応 医 療 機 関 輪 番 体 制 の 整 備 し 、 受 診 し や す い 精 神 科 初 期

救 急 医 療 体 制 の 検 討 。（ 県 、 神 戸 市 、 医 療機 関 等 ）
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精神科初期救急医療圏域（７圏域） 精神科二次救急医療圏域（５圏域）

新温泉町

香美町

豊岡市

養父市

朝来市

宍粟市

佐用町

上郡町

赤穂市

相生市

たつの市

姫路市

姫路市

太子町

福崎町

市川町

神河町

多可町

西脇市

加東市
三田市

明石市

丹波市

小野市

加西市

加古川市

神戸市

三木市

川西市

宝塚市

伊丹市

尼崎市

西宮市

淡路市

洲本市

南あわじ市

猪名川町

播磨町

丹波篠山市

高砂市

芦屋市

稲美町

丹波

播磨姫路

東北播磨

神戸

阪神

淡路

但馬

新温泉町

香美町

豊岡市

養父市

朝来市

宍粟市

佐用町

上郡町

赤穂市

相生市

たつの市

姫路市

姫路市

太子町

福崎町

市川町

神河町

多可町

西脇市

加東市
三田市

明石市

丹波市

小野市

加西市

加古川市

神戸市

三木市

川西市

宝塚市

伊丹市

尼崎市

西宮市

淡路市

洲本市

南あわじ市

猪名川町

播磨町

丹波篠山市

高砂市

芦屋市

稲美町

丹波

播磨

神戸・阪神

淡路

但馬
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精神病床を有する県内の医療機関の状況（令和5年4月末現在）

圏
域

No 病院名
指
定

応
急

特
例

特
定

救
急

圏
域

No 病院名
指
定

応
急

特
例

特
定

救
急

1 アネックス湊川ホスピタル ○ 25 明石こころのホスピタル ○ ○ ○ ○ ○

2 ありまこうげんホスピタル ○ ○ ○ ○ ○ 26 明石土山病院 ○ ○ ○ ○ ○

3 大池病院 ○ 27 播磨サナトリウム ○ ○ ○ ○ ○

4 雄岡病院 ○ 28 東加古川病院 ○ ○ ○

5 神出病院 29 大村病院 ○ ○ ○ ○ ○

6 関西青少年サナトリューム ○ ○ ○ ○ ○ 30 加茂病院 ○ ○ ○

7 県立ひょうごこころの医療センター ○ ○ ○ ○ 31 赤穂仁泉病院 ○ ○ ○ ○ ○

8 神戸白鷺病院 ○ ○ ○ 32 揖保川病院 ○ ○ ○ ○ ○

9 神戸市立医療センター中央市民病院 ○ ○ 33 魚橋病院 ○ ○ ○ ○ ○

10 神戸大学医学部付属病院 ○ ○ 34 仁恵病院 ○ ○ ○ ○ ○

11 向陽病院 ○ ○ ○ 35 高岡病院 ○ ○ ○ ○ ○

12 新生病院 ○ ○ ○ 36 播磨大塩病院 ○ ○ ○

13 垂水病院 ○ ○ ○ 37 姫路北病院 ○ ○ ○ ○ ○

14 湊川病院 ○ ○ ○ ○ ○ 38 はりま姫路総合医療センター ○ ○

15 あいの病院 ○ 38 大植病院

16 有馬病院 ○ ○ ○ ○ ○ 39 公立豊岡病院 ○ ○ ○ ○ ○

17 伊丹天神川病院 ○ ○ ○ ○ ○ 40 但馬病院 ○ ○ ○

18 医療福祉センターさくら
丹

波
41 香良病院 ○ ○ ○

19 県立尼崎総合医療センター ○ ○ 42 県立淡路医療センター ○

20 自衛隊阪神病院 43 新淡路病院 ○ ○ ○ ○ ○

21 仁明会病院 ○ ○ ○ ○ ○ 44 南淡路病院

22 三田西病院 ○

23 宝塚三田病院 ○ ○ ○

24 兵庫医科大学病院 ○ ○

圏域 … 「精神科初期救急医療圏域」。精神科救急医療圏域の見直しによるもの。

指定 … 「指定病院」。国等以外が設置する精神科病院等で都道府県が指定する病院。措置入院の受入に応じる。

応急 … 「応急入院指定病院」。急速を要し、家族等の入院同意を得られない場合に、本人の同意がなくても

精神保健指定医の診察により72時間に限り入院させることができる病院。

特例 … 「特例措置を採ることができる応急入院指定病院」。緊急その他やむを得ない理由があるときは、指定医に代えて特定

医師の診察によって、12時間を限りに応急入院をさせることができる病院。

特定 … 「特定病院」。緊急その他やむを得ない理由があるときは、指定医に代えて特定医師の診察によって、12時間を限りに

医療保護入院をさせることができる病院。

救急 … 「兵庫県精神科救急医療体制参画病院」。夜間・休日における当該体制に参画している病院。

神
戸

東
北
播
磨

但
馬

阪
神 淡

路

播
磨
姫
路
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夜間・休日における兵庫県精神科救急医療システム概念図（令和５年度時点）

精神保健チーム
〔全県対応〕

○23条(警察官)通報に係る

緊急精神保健診察要否判断
（対面調査含む）

○緊急精神保健診察の依頼

精神科救急医療センター
〔全県対応〕

対象
病院群輪番施設における

○ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ患者
○受け入れ困難な患者

病院群輪番施設

〔精神科二次救急医療圏域〕

〔神戸・阪神、播磨圏域〕
◇当番病院（計２床の空床確保）

◇常時対応型施設（８病院）

◇その他協力病院
地域性等の条件により随時協力

○参画病院

・精神科病院協会会員病院
・神戸大学、兵庫医科大学病院

〔但馬圏域、丹波圏域、淡路圏域〕
◇協力病院

地域性等の条件により随時対応

○参画病院

・精神科病院協会会員病院

・県立淡路医療センター、公立豊岡病院

精神科救急情報センター
〔全県対応〕

○トリアージ

○相談・助言
○空床管理・入院調整

患者の流れ

診察依頼

診察要否連絡

通報
相談相談

診察依頼

相談

精神科初期救急医療

◇毎夜間（19～22時）：2か所開設

◇当番病院と一体的に運営

対象

症状の変化等により
外来診療が必要と判断される者

兵庫県、神戸市待機職員
〔全県対応〕

疑義対応

本人・家族 消防・病院等 警察
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(2)精 神 障 害 者 継 続 支援 体 制 の 構 築

【 現 状 と 課 題 】

重 篤 な 精 神 障 害 に よ り 、 本 人 の 同 意 な く 入 院 さ せ る 制 度 で あ る 医 療 保 護 入 院 は

R2 年 度 以 降 減 少 傾 向に あ る が 、 措 置 入 院は 増 加 傾 向 に あ る 。

本 県 で は 、 平 成 27 年 度 に 設 置 し た 精 神保 健 医 療 体 制 検 討 委員 会 か ら の 提 言 を う

け 、 平 成 28 年 度 よ り、 重 篤 な 精 神 障 害 者に 対 し 必 要 な 医 療 や支 援 が 途 切 れ る こ と

の な い よ う 継 続 的 に支 援 す る 体 制 を 整 備し て い る 。

ア 精 神 障 害 者 継 続支 援 チ ー ム

各 健 康 福 祉 事 務所（ 保 健 所 ）に「 精 神 障 害 者 継 続 支援 チ ー ム 」を 設 置 し 、措 置

入 院 者 等 の 入 院 初 期 か ら 病 院 訪 問 を 実 施 す る な ど 積 極 的 に 関 わ り 、 医 療 機 関 や

在 宅 サ ー ビ ス 等 の 関係 機 関 と 連 携 を 図 り、退 院 に 向 け た 支 援 調整 を 行 っ て い る 。

対 象 者 の 転 居 等 で 管 轄 健 康 福 祉 事 務 所 （ 保 健 所 ） が 変 更 に な る 場 合 に は 、 同 意

を 得 た 上 で 、 次 の 転 居 先 の 健 康 福 祉 事 務 所 （ 保 健 所 ） へ 情 報 共 有 を 行 い 、 転 居

後 も 地 域 生 活 で の 支援 体 制 が 継 続 さ れ るよ う 事 務 所 間 の 連 携を 強 化 し て い る 。

イ 県 精 神 障 害 者 継続 支 援 連 絡 会

県 精 神 保 健 福 祉 セン タ ー に「 県 継 続 支援 連 絡 会 」を 設 置 し 、各 健 康 福 祉 事 務所

（ 保 健 所 ）に 設 置 した チ ー ム の 取 組 を 支援 し 、全 県 課 題 の 抽出 や 課 題 解 決 に 向 け

た 技 術 的 支 援 を 行 うと と も に 、 職 員 向 けの 研 修 会 を 実 施 し てい る 。

ウ 精 神 障 害 者 地 域支 援 協 議 会

従 来 か ら 実 施 し て い た 警 察 と の 連 絡 協 議 会 や 地 域 移 行 ・ 地 域 支 援 協 議 会 等 を

「 精 神 障 害 者 地 域 支援 協 議 会 」と し て 再編 し 、そ の 協 議 会 の中 に「 行 政・警 察・

医 療 連 絡 会 議 」 と 「 地 域 移 行 ・ 地 域 定 着 会 議 」 と い う 専 門 部 会 を 設 け 、 精 神 障

害 者 の 地 域 生 活 を 取 り 巻 く 地 域 課 題 に つ い て 、 各 機 関 の 情 報 共 有 や 役 割 の 明 確

化 を 行 う こ と に よ り、 関 係 機 関 の 連 携 を強 化 し て い る 。

エ 措 置 入 院 者 支 援委 員 会

措 置 入 院 者 等 の治 療 を 行 う 精 神 保 健指 定 医 等 に 対 し 、専 門 家 か ら 、措 置 症 状を

含 む 精 神 症 状 や 入 院 治 療 の 必 要 性 等 の 助 言 を 行 う た め 、 措 置 入 院 者 支 援 委 員 会

を 設 置 し て い る 。

し か し な が ら 、対 象 者 の 主 体 性 に 沿っ た 支 援 展 開 が 原 則で あ り 、支 援 の 同 意が

得 ら れ に く い 薬 物 依存・触 法 患 者 へ の介 入 に は 困 難 を 極め る 場 合 が 多 い。ま た 、

県 の 管 轄 外 で あ る 政 令 市 や 中 核 市 に 対 象 者 が 転 居 し た 場 合 で も 支 援 継 続 が 困 難

に な ら な い よ う に 各 市 と の 連 携 強 化 が 必 須 で あ る が 、 他 府 県 か ら の 転 入 時 に お

い て も 、 支 援 の た めの 情 報 が 不 足 し が ちで あ る 。

【 推 進 方 策 】

ア 各 県 健 康 福 祉 事 務 所 （ 保 健 所 ） の み で な く 、 政 令 市 ・ 中 核 市 を 対 象 と し た 研

修 等 の 実 施 に よ る 県内 の 支 援 者 の 技 術 向上 及 び 連 携 強 化 。（ 県 、 市 町 ）

イ 関 係 者 が 一 体 と な っ た 対 象 者 支 援 、 他 府 県 と の 連 携 強 化 な ど に よ る 、 精 神 障

害 者 へ の 手 厚 い 継 続支 援 体 制 の 充 実 。（ 県 、 市 町 、 医 療機 関 、 関 係 団 体 等 ）

精 神 障 害 者 継 続 支 援体 制 イ メ ー ジ 図
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(3) 精 神 障 害 に も 対 応 し た 地 域 包括 ケ ア シ ス テ ム の 構築

【 現 状 】

こ れ ま で 本 県 では 、精 神 障 害 者 の 地域 移 行 の 推 進 に 向 け、各 健 康 福 祉 事 務 所を 中

心 と し た 医 療・福 祉 等 の 関 係 機 関に よ る 連 絡 会 議 を 開催 す る と と も に 、精 神 科 病院

の 入 院 患 者 に 対 し て ピ ア サ ポ ー タ ー 等 が 退 院 意 欲 の 喚 起 や 地 域 活 動 体 験 の サ ポ ー

ト 等 を 行 う 退 院 支 援プ ロ グ ラ ム 、精 神 保 健福 祉 セ ン タ ー に よ る関 係 機 関 へ の 研 修 等

の 事 業 を 行 っ て い る。さ ら に 、地 域 に 移 行す る 精 神 障 害 者 の 受け 皿 と な る グ ル ー プ

ホ ー ム 等 の 整 備 や 就労 継 続 支 援 な ど 、 障害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の充 実 を 図 っ て き た 。

今 後 は 、さ ら なる 地 域 移 行 、地 域 定着 の 促 進 に 向 け て 、医 療 機 関 や 相 談 支 援事 業

所 等 の 退 院 後 の 生 活環 境 に 関 わ る 者 と の連 携 、ピ ア サ ポ ー ター の 一 層 の 養 成と 活 用

を 進 め る 必 要 が あ る。

○ 「 精 神 障 害 に も対 応 し た 地 域 包 括 ケア シ ス テ ム の 構 築 」の イ メ ー ジ 図
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【 推 進 方 策 】

ア 第 ７ 期 障 害 福 祉 実 施 計 画 で 定 め る 精 神 障 害 者 に も 対 応 し た 地 域 包 括 ケ ア シ ス

テ ム の 構 築 に か か る現 状 と 課 題 、数 値 目標 等 の 共 有 、圏 域 にお け る 課 題 の 抽 出 と

対 応 方 針 を 検 討 す るた め 、圏 域 ご と に 保健・医 療・福 祉 関 係 者に よ る 協 議 の 場 を

設 置 す る 。（ 県 、 市 町、 医 療 機 関 、 相 談 支援 事 業 所 等 ）

イ ピ ア サ ポ ー タ ー の 養 成 及 び ピ ア サ ポ ー ト を 活 用 し た 地 域 移 行 ・ 地 域 定 着 の 支

援 、障 害 福 祉 サ ービ ス の 利 用 を 推進 す る と と も に、ア ウ ト リー チ 等 、有 効 な 支 援

手 法 の 検 討 を 行 う 。（ 県 、 市 町 、 医療 機 関 、 相 談 支 援 事業 所 等 ）

【 目 標 】

項 目
現 状 値 目 標

（ R8）

精 神 病 床 に お け

る 入 院 需 要 （ 患

者 数 ）

9,463 人 （ R4） 9,236 人

１ 年 以 上 入

院 患 者 数

5,672 人 （ R4） 5,102 人

65 歳 以 上 3,550 人 （ R4） 3,099 人

65 歳 未 満 2,122 人 （ R4） 2,003 人

精 神 病 床 に お け る

入 院 後 ３ か 月 時 点 ・ ６ か 月 時

点 ・ １ 年 時 点 の 退 院率

３ か 月 時 点 63.1%(R2) 68.9％

６ か 月 時 点 80.9%(R2) 84.5％

１ 年 時 点 88.6%(R2) 91.0％

保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 関係 者 に よ る 協 議 の 場の

設 置

全 障 害 保 健 福 祉

圏 域 ご と に 設 置

(R4)

全 障 害 保 健 福 祉

圏 域 ご と に 設 置

(4) 多 様 な 精 神 疾 患に 対 応 で き る 医 療 体制 の 構 築

【 現 状 と 課 題 】

県 障 害 福 祉 課 が 、精 神 科 病 床 を 有す る 病 院 に 対 し て 12 精 神 疾 患 を 例 に 挙 げて 診

断 が で き る 医 療 機 関を 調 査 し た と こ ろ、統 合 失 調 症 、ア ル コー ル 依 存 症 、認 知 症、

う つ 病 等 の 気 分 障 害 と い っ た 代 表 的 疾 患 に つ い て は 、 全 て の 医 療 機 関 で 診 断 可 能

で あ る と 回 答 が あ り 、 特 定 の 精 神 疾 患 に 限 定 し て 診 断 可 能 と し て い る 医 療 機 関 は

わ ず か で あ っ た 。

一 方 、 ギ ャ ン ブ ル 依 存 症 や 高 次 脳 機 能 障 害 な ど に つ い て は 約 半 数 の 医 療 機 関 の

み が 診 断 可 能 と い う結 果 で あ っ た 。

多 様 な 精 神 疾 患 ご と に 、 患 者 に 身 近 な 地 域 で 適 切 な 精 神 科 医 療 が 提 供 さ れ る よ

う 精 神 疾 患 の 機 能 分化 、連 携 を 進 め る とと も に 、精 神 症 状 の悪 化 時 に 患 者 の 状 況に

応 じ て 福 祉 と 医 療 が 連 携 し て 適 切 な 入 院 医 療 が 提 供 で き る 体 制 を 構 築 す る 必 要 が

あ る 。

【 推 進 方 策 】

ア 多 様 な 精 神 疾 患 ご と に 質 の 高 い 精 神 科 医 療 を 、 患 者 に 身 近 な 地 域 で 効 果 的 、
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効 率 的 に 提 供 で き る体 制 の 構 築 を 目 的 とし 圏 域 ご と で の 病 院、診 療 所 、訪 問 看

護 ス テ ー シ ョ ン 、健 康 福 祉 事 務 所 、市 町 、地 域 援 助 事 業 者 等か ら な る 協 議 の 場

の 設 置 。（ 県 、 市 町 、関 係 団 体 等 ）

イ 一 般 医 療 機関 に お け る か か り つけ 医 と 精 神 科 医 、専 門 治 療 が 可 能な 医 療 機関

の 連 携 に よ り 良 質 かつ 適 切 な 医 療 が 提 供で き る 体 制 の 構 築 。（ 県 、 医 療 機 関）
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第 ６ 章 救 急 医 療

１ 救 急 医 療

救 急 医 療 は 、 医 療 機関 、 消 防 機 関 、 行 政機 関 等 が 協 力 し て 、救 急 告 示 制 度 及 び

１ 次 救 急 か ら ３ 次 救急 ま で の 救 急 医 療 体制 に よ っ て 対 応 し てい る が 、 地 域 ご と に

医 療 資 源 、 医 療 機 関へ の ア ク セ ス 状 況 等が 異 な る こ と か ら 、地 域 の 医 療 資 源 を 効

果 的 に 活 用 し 、 地 域の 実 情 に 即 し た 救 急医 療 体 制 の 整 備 を 行う こ と に よ り 、 県 民

が 急 傷 病 時 に 安 心 して 診 療 を 受 け る こ とが で き る よ う 、 救 急医 療 体 制 の 質 的 な 充

実 を 目 指 す 。

【 現 状 と 課 題 】

救 急 告 示 制 度 は 、 消防 法 の 規 定 を 受 け て定 め ら れ た 厚 生 省 令に よ り 昭 和 39年 か

ら 施 行 さ れ て お り 、救 急 隊 に よ っ て 搬 送さ れ る 傷 病 者 を 受 け入 れ る 医 療 機 関 の 確

保 と い う 観 点 か ら 創設 さ れ た も の で あ る。

一 方 、 昭 和 52年 か ら は 、 救 急 医 療の 機 能 分 担 を 明 確 にす る た め 、 急 傷 病 者の 容

態 別 に 救 急 医 療 機 関を １ 次 (軽 症 )、 ２ 次 (重 症 )、 ３ 次 (重 篤 ） と 区 分 す る 、救 急

告 示 制 度 と は 別 の 救急 医 療 体 制 が 整 備 され た 。 こ の 体 制 は 、当 初 は 救 急 告 示 制 度

を 補 完 す る 性 格 で あっ た が 、 現 在 で は 地域 に お け る 救 急 医 療体 制 の 中 心 的 な 制 度

と し て 整 備 さ れ て いる 。

さ ら に 、 救 急 患 者 の円 滑 な 搬 送 と 受 入 れを 図 る こ と を 目 的 に、 兵 庫 県 広 域 災

害 ・ 救 急 医 療 情 報 シス テ ム （ 兵 庫 県 Ｅ ＭＩ Ｓ ） を 整 備 し て いる 。

現 在 の 救 急 医 療 体 制に つ い て は 、 １ 次 から ３ 次 ま で の 救 急 体制 と 救 急 告 示 制 度

が 併 存 し 、 そ れ ぞ れ別 々 に 機 能 し て い たた め 、 救 急 告 示 病 院と 輪 番 制 参 加 病 院 が

一 致 し て い な い 場 合が あ る な ど 、 県 民 や救 急 隊 に と っ て わ かり づ ら い も の と な っ

て い る こ と か ら 、 これ ら の 制 度 の 一 元 化を 図 っ て い く 必 要 があ る 。

(1) 救 急 告 示 制 度

救 急 病 院 等 を 定 め る厚 生 省 令 に 基 づ き 、救 急 医 療 機 関 を 認 定し 、 告 示 し て い

る 。 県 下 の 救 急 告 示 医 療 機 関 数 は、 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日現 在 、 病 院179施 設 、 診

療 所 ６ 施 設 の 計185施 設 で あ る 。

(2) １ 次 救 急 医 療 体制

休 日 及 び 夜 間 に お ける 軽 症 の 救 急 患 者 に対 応 す る １ 次 救 急 医療 機 関 を 確 保 す

る た め 、 県 下 を41地 区 に 分 け て 、休 日 夜 間 急 患 セ ン ター や 在 宅 当 番 医 制 によ り

対 応 す る こ と と し てい る 。 現 在 、 休 日 夜間 急 患 セ ン タ ー は25機 関 が 設 置 さ れ 、

在 宅 当 番 医 制 は17地 区 で 実 施 さ れて い る が 、 休 日 夜 間急 患 セ ン タ ー 、 在 宅当 番

医 制 の い ず れ に お いて も 対 応 で き て い ない 空 白 日 、 時 間 が 生じ て い る 地 域 が あ

る 。

(3) ２ 次 救 急 医 療 体制

入 院 ・ 手 術 等 を 必 要と す る 救 急 患 者 に 対応 し 、 １ 次 救 急 医 療機 関 の 後 送 先 と

も な る ２ 次 救 急 医 療機 関 を 確 保 す る た め、 地 域 の 病 院 群 が 輪番 制 方 式 （ 病 院 群

輪 番 制 ） に よ り 対 応す る こ と と し て い る。 病 院 群 輪 番 制 に つ い て は 、 計13地 域

の ２ 次 救 急 医 療 圏 域で 毎 夜 間 及 び 休 日 昼間 に 実 施 し て お り 、狭 い 地 域 に 比 較 的
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多 数 の 病 院 が あ る 場合 は 円 滑 な 運 用 が 期待 で き る が 、 広 い 地域 に 少 数 の 病 院 が

散 在 し て い る 場 合 には 必 ず し も 効 果 的 な運 営 が 期 待 で き な い場 合 が あ る 。

休 日 、 夜 間 に お け る１ 次 救 急 患 者 の ２ 次救 急 医 療 機 関 へ の 時間 外 受 診 や 、 令

和 ６ 年 ４ 月 か ら 始 まる 医 師 の 働 き 方 改 革に よ る 時 間 外 労 働 の上 限 規 制 等 に よ

り 、 ２ 次 救 急 医 療 機関 で 医 療 提 供 体 制 が 十 分 確 保 出 来る か が 課 題 で あ る 。

(4) ３ 次 救 急 医 療 体制

救 命 措 置 を 要 す る 重篤 な 救 急 患 者 に 常 時対 応 し 、 ２ 次 救 急 医療 機 関 の 後 送 先

と も な る 医 療 機 関 を確 保 す る た め 、 現 在、 ３ 次 救 急 医 療 圏 域と し て 、 ２ 次 保 健

医 療 圏 域 を 基 本 に 県下 を ７ ブ ロ ッ ク に 分け 、 救 命 救 急 セ ン ター 及 び ３ 次 的 機 能

能 病 院 （ 県 立 丹 波 医療 セ ン タ ー ） の ３ 次 救 急 医 療 機 関を 11機 関 設 け て お り、 全

て の ３ 次 救 急 医 療 圏域 に 設 置 し て い る 。な お 、 救 命 救 急 セ ンタ ー の う ち 兵 庫 県

災 害 医 療 セ ン タ ー は指 肢 切 断 や 広 範 囲 熱傷 に も 対 応 す る 高 度救 命 救 急 セ ン タ ー

で あ る 。

現 在 、 県 内 で 唯 一 、救 命 救 急 セ ン タ ー の未 設 置 ブ ロ ッ ク と な っ て い る 丹 波圏

域 で の ３ 次 救 急 医 療体 制 の 充 実 を 図 る ため 、 救 命 救 急 セ ン ター に 準 ず る ３ 次 的

機 能 病 院 で あ る 県 立丹 波 医 療 セ ン タ ー につ い て 、 救 命 救 急 セン タ ー へ の 指 定 を

促 進 し て い く 必 要 があ る 。

(5) 兵 庫 県 広 域 災 害・ 救 急 医 療 情 報 シ ステ ム （ 兵 庫 県 Ｅ Ｍ ＩＳ ）

救 急 医 療 に 必 要 な 診療 科 目 及 び 手 術 の 可否 並 び に 空 床 の 有 無等 の 診 療 応 需

情 報 を 参 加 医 療 機 関か ら 収 集 し 、 こ の 情報 を 消 防 本 部 等 に 迅速 か つ 的 確 に 提 供

す る 救 急 医 療 情 報 シス テ ム を 昭 和56年 に 整 備 し た 。 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 の 教訓 を

踏 ま え 、 大 規 模 災 害に も 対 応 で き る 兵 庫県 広 域 災 害 ・ 救 急 医療 情 報 シ ス テ ム

（ 兵 庫 県 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ ）と し て 平 成 ８ 年12月 に 再 構 築 を 行い 、 そ の 後 も 機 能 を強

化 、 増 強 し て い る 。

(6) ド ク タ ー カ ー の運 用 及 び 活 用

ド ク タ ー カ ー に つ いて は 、 救 命 救 急 セ ンタ ー を は じ め と し た医 療 機 関 に お

い て 、 運 用 が 図 ら れて い る 。 消 防 機 関 によ る 救 急 搬 送 と も 連携 を と り な が ら 、

天 候 や 時 間 帯 の 制 限を 受 け ず に 柔 軟 に 運 行 で き る ド ク タ ー カー の 導 入 を 図 る な

ど 、 救 急 搬 送 体 制 の充 実 が 必 要 で あ る 。

【 救 命 救 急 セ ン タ ーに お け る ド ク タ ー カー の 状 況 】

実施主体 実施開始 実施形態 実施体制
令和4年度
運行件数

兵庫県災害医療センター 平成15年9月11日 災害医療センターで実施 24Ｈ体制 279

神戸市立医療センター中央市民病院 平成11年7月1日 神戸市消防局とのワークステーション方式 全日　9：00～17：30 111

神戸大学医学部附属病院 平成30年6月1日 神戸大学医学部附属病院で実施
月曜日と金曜日
9：00～17：30（原則）

14

県立尼崎総合医療センター 平成27年7月1日 県立尼崎総合医療センターで実施
月～金　9：00～17：00（成人）
※全日　9：00～21：00（小児）

298

県立西宮病院 平成25年11月25日 西宮病院で実施 24Ｈ体制（H29.12月～） 488

兵庫医科大学 平成26年11月1日
阪神間７市1町の消防局の

要請に基づき出動
全日　8：30～16：45 44

県立加古川医療センター 平成26年10月1日 加古川医療センターで実施 24Ｈ体制 90

県立はりま姫路総合医療センター 令和5年10月28日※ はりま姫路総合医療センターで実施
運行日：指定する土日（基本、第2・4週）

運行時間：12時～20時
-

公立豊岡病院 平成22年12月5日 公立豊岡病院で実施 24Ｈ体制 2,695

県立淡路医療センター 平成26年10月24日 県立淡路医療センターで実施 月～金　8：45～17：30 15

※県立はりま姫路総合医療センターについては、令和5年10月28日より運行開始している。

（令和5年4月1日時点）
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(7) ヘ リ コ プ タ ー を活 用 し た 救 急 医 療 の確 保

平 成 16年 ４ 月 か ら 共同 運 航 を 開 始 し た 県消 防 防 災 ヘ リ １ 機 及び 神 戸 市 消 防

ヘ リ ２ 機 を 活 用 し 、現 場 出 動 に よ る 救 急患 者 の 広 域 搬 送 及 び病 院 間 搬 送 の 手

段 と し て 、 兵 庫 県 災害 医 療 セ ン タ ー 、 神 戸 大 学 医 学 部附 属 病 院 、 神 戸 市 立 医

療 セ ン タ ー 中 央 市 民病 院 等 の 医 療 ス タ ッフ が 同 乗 す る ド ク ター ヘ リ 的 活 用 の

正 式 運 航 を 平 成19年 ７ 月 に 開 始 した 。

平 成 22年 ４ 月 に 公 立豊 岡 病 院 組 合 立 豊 岡病 院 を 基 地 病 院 と する 、 本 県 及 び

京 都 府 、 鳥 取 県 の ３府 県 に よ る ド ク タ ーヘ リ （ ３ 府 県 ド ク ター ヘ リ ） の 共 同

運 航 を 開 始 （ 平 成23年 ４ 月 に 関 西 広 域 連合 に 事 業 移 管 ） し 、県 北 部 地 域 を カ

バ ー し て い る 。

平 成 24年 10月 に は 徳島 県 ド ク タ ー ヘ リ の運 航 開 始 （ 基 地 病 院： 徳 島 県 立 中

央 病 院 （ 平 成25年 ４ 月 に 関 西 広 域連 合 に 事 業 移 管 ） ）に 伴 い 、 淡 路 地 域 も カ

バ ー し 、 医 療 資 源 の乏 し い 地 域 の 救 命 率の 向 上 を 図 っ て い る。

平 成 25年 11月 に は 、県 立 加 古 川 医 療 セ ンタ ー を 基 地 病 院 、 製鉄 記 念 広 畑 病

院 (現 ： 県 立 は り ま 姫路 総 合 医 療 セ ン タ ー)を 準 基 地 病 院 と す るド ク タ ー ヘ リ

（ 兵 庫 県 ド ク タ ー ヘリ ） を 導 入 、 運 航 を開 始 （ 平 成 25年 ４ 月 に 関 西 広 域 連合

に 事 業 移 管 ） し 、 播磨 地 域 及 び 丹 波 南 部地 域 を カ バ ー し て いる 。

平 成 30年 ３ 月 に は 、鳥 取 県 ド ク タ ー ヘ リの 運 航 開 始 （ 基 地 病院 ： 鳥 取 大 学

医 学 部 附 属 病 院 ） に伴 い 、 但 馬 北 西 部 地域 を カ バ ー し て い る。

ま た 、 地 域 ご と に 消防 防 災 ヘ リ と ド ク ター ヘ リ の 要 請 順 位 を設 定 し て お

り 、 要 請 し た ヘ リ が出 動 中 の 場 合 に は 、次 の ヘ リ に 要 請 で きる 体 制 を 整 備 し

て い る 。
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(8) 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス 感 染 症 を は じ めと す る 新 興 感 染 症 への 対 応

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 へ の 対 応 に あた っ て は 、 救 急 医 療体 制 を 確 保 す

る た め 、 コ ロ ナ 重 症患 者 に 対 応 す る 病 院と そ の 他 の 病 院 と で一 定 の 役 割 分 担

を 図 っ た 。

具 体 的 に は 、 県 立 加古 川 医 療 セ ン タ ー を県 内 全 域 の 患 者 に 対応 す る 「 拠 点

病 院 」 、 神 戸 市 立 医療 セ ン タ ー 中 央 市 民病 院 、 県 立 尼 崎 総 合医 療 セ ン タ ー を

重 症 患 者 等 に 対 応 する 「 特 定 病 院 」 に 位 置 付 け る 一 方 、 神 戸大 学 医 学 部 附 属

病 院 や 県 災 害 医 療 セン タ ー が 一 般 救 急 に対 応 で き る よ う 役 割分 担 し た 。

今 後 、 救 急 医 療 を 担う 医 療 機 関 に お い て院 内 感 染 が 発 生 し た場 合 も 含 め

て 、 地 域 に お い て 役割 分 担 と ネ ッ ト ワ ーク を 構 築 し 、 新 興 感染 症 の 発 生 ・ ま

ん 延 時 に お い て 、 感染 症 対 応 と 通 常 の 救急 医 療 を 両 立 で き るよ う な 体 制 を 構

築 す る 必 要 が あ る 。

(9) 救 急 医 療 機 関 と関 係 機 関 と の 連 携 ・協 議 体 制 の 整 備

高 齢 者 の 人 口 増 加 や在 宅 医 療 体 制 の 推 進に 伴 い 、 救 急 医 療 機関 と か か り つ

け 医 や 介 護 施 設 等 の関 係 機 関 と の 連 携 ・協 議 す る 体 制 を 構 築 す る と と も に、

特 に 配 慮 が 必 要 な 救急 患 者 を 受 け 入 れ るた め に 、 地 域 に お ける 救 急 医 療 機 関

の 役 割 を 明 確 化 す る必 要 が あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 救 急 医 療 体 制 の一 元 化 の 推 進

輪 番 制 に 参 加 し て いる 病 院 に つ い て は 、順 次 、 救 急 告 示 病 院と な る よ う 指

導 す る と と も に 、 病院 群 輪 番 制 参 加 病 院の 拡 大 に 際 し て は 原則 と し て 救 急 告

示 病 院 の 中 か ら 選 定を 行 う こ と に よ り 、病 院 群 輪 番 制 と 救 急告 示 制 度 と の 一

元 化 を 図 る 。 （ 県 、市 町 ）

(2) １ 次 救 急 医 療 体制 の 整 備

ア 住 民 の 利 便 性 の向 上 と ２ 次 救 急 医 療機 関 の 負 担 軽 減 を 図る た め 、 １ 次 救 急

医 療 体 制 の 診 療 日 、診 療 科 目 及 び 診 療 時間 等 の 充 実 を 図 る 。（ 市 町 ）

イ 緊 急 を 要 し な い患 者 に つ い て は 、 １次 、 ２ 次 救 急 医 療 機関 へ の 時 間 外 受 診

を 控 え る な ど 住 民 に対 す る 啓 発 、 普 及 を図 る 。 (県 、 市 町 、 関係 団 体 、 県 民)

(3) ２ 次 救 急 医 療 体制 の 整 備

ア 医 師 の 働 き 方 改革 に よ る 時 間 外 労 働の 上 限 規 制 等 に よ り、 ２ 次 救 急 医 療 機

関 で の 医 療 提 供 体 制が 十 分 に 確 保 出 来 るか が 課 題 で あ る 。 この た め 、 特 に 、

病 院 群 輪 番 制 の 参 加病 院 数 が 少 な い 圏 域に お い て は 、 地 域 の状 況 に 応 じ て 、

地 元 関 係 機 関 と の 調整 を 進 め 、 新 た な 参加 病 院 の 確 保 を 進 める 。

イ 救 急 医 療 機 関 での 受 入 体 制 を 確 保 する た め 、 勤 務 医 師 の確 保 を 図 る 。

（ 県 、 市 町 、 医 療 機関 ）

ウ 三 田 地 域 は 神 戸市 第 二 次 救 急 協 議 会の 救 急 医 療 情 報 ネ ット ワ ー ク シ ス テ ム

（ Mefis） の 利 用 も 含め 、 神 戸 市 と の 患 者流 出 入 も 多 い こ と から 、 更 な る 医 療

連 携 を 進 め る 中 で 体 制 の 強 化 を 図る 。 （ 市 町 、 医 療 機関 ）
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(4) ３ 次 救 急 医 療 体制 の 整 備

ア 救 命 救 急 セ ンタ ー が 設 置 さ れ て いな い な ど 、 ３ 次 救 急医 療 機 能 に 課 題 の あ

る ブ ロ ッ ク に お い ては 、 救 命 救 急 セ ン ター の 設 置 な ど を 圏 域と と も に 検 討 す

る こ と に よ り 、 ３ 次救 急 医 療 体 制 の 充 実を 図 る 。 （ 県 、 医 療機 関 ）

イ ３ 次 救 急 医 療機 関 へ 搬 送 さ れ た 患者 に つ い て 、 症 状 が重 篤 で な い 場 合 は 、

速 や か に ２ 次 救 急 医療 機 関 へ 転 院 搬 送 がで き る よ う 病 院 間 の調 整 機 能 を 強 化

す る こ と で 、 ３ 次 救急 医 療 機 関 の 受 け 入れ 体 制 の 維 持 を 図 る。

(5) 兵 庫 県 広 域 災 害・ 救 急 医 療 情 報 シ ステ ム （ 兵 庫 県 Ｅ Ｍ ＩＳ ）

入 力 情 報 の 信 頼 性 の向 上 、 シ ス テ ム 参 加機 関 に お け る 情 報 入力 体 制 、 入 力

情 報 の 活 用 方 法 等 、シ ス テ ム の 運 用 に つい て 検 討 を 行 う と とも に 、 継 続 的 に

運 用 方 法 の 周 知 徹 底を 行 う た め 、 研 修 会、 訓 練 を 実 施 す る 。（ 県 、 市 町 、 医

療 機 関 ）

(6) 救 急 医 療 を 担 う人 材 の 確 保

救 急 医 を は じ め と する 救 急 医 療 を 担 う 人材 を 確 保 す る た め 、大 学 、 医 療 機

関 に お け る 人 材 の 育成 を 進 め る 。 （ 県 、大 学 、 医 療 機 関 ）

(7) 救 急 搬 送 体 制 の充 実

ド ク タ ー ヘ リ 、 消 防 防 災 ヘ リ に つ い て は、 関 西 広 域 連 合 に よる 取 組 み 等 と

も 引 き 続 き 連 携 し 、県 全 域 を カ バ ー し てい く 。

ド ク タ ー カ ー に つ いて も 、 県 下 の 救 命 救急 セ ン タ ー 等 を 中 心に 、 そ の 導 入

に 向 け た 取 組 の 推 進を 図 り 、 関 係 機 関 等と 連 携 し 効 果 的 な 運用 方 法 等 に つ い

て 検 討 等 を 行 う 。 （県 、 市 町 、 医 療 機 関、 関 係 機 関 ）

(8) 新 興 感 染 症 へ の対 応

院 内 感 染 が 発 生 し た場 合 も 含 め て 、 一 般救 急 医 療 体 制 が 維 持で き る よ う 、

地 域 で の 医 療 機 関 の役 割 分 担 を 整 備 す ると と も に 、 地 域 で の対 応 が 困 難 と な

っ た 場 合 に 備 え 、 圏域 を 越 え た 広 域 的 な対 応 が 図 ら れ る よ う、 医 療 機 関 相 互

の 連 携 ・ 支 援 体 制 を構 築 し て い く 。

新 興 感 染 症 流 行 時 は、 感 染 症 医 療 に お いて は 、 感 染 状 況 等 に応 じ て 、 流 行

初 期 期 間 に お い て は県 立 、 公 立 、 公 的 病院 等 で 、 流 行 初 期 期間 以 降 は 民 間 病

院 も 含 め て 感 染 症 医療 に 対 応 す る こ と とさ れ て い る 。 救 急 医療 提 供 体 制 に お

い て も 、 感 染 症 医 療と の 両 立 を 図 る た め、 各 地 域 の 実 情 に 応じ て 、 医 療 機 関

の 機 能 や 役 割 を 踏 まえ た 連 携 ・ ネ ッ ト ワー ク 化 を 図 っ て い く。 （ 県 、 市 町 、

医 療 機 関 ）

(9) 救 急 医 療 機 関 と関 係 機 関 と の 連 携 ・協 議 体 制 の 整 備

高 齢 者 の 人 口 増 加 や在 宅 医 療 の 推 進 に とも な い 介 護 施 設 等 の利 用 者 が 増 加

す る こ と が 予 想 さ れ、 利 用 者 の 安 全 な 救急 搬 送 体 制 を 確 保 する た め 、 市 町 単

位 や 圏 域 単 位 な ど 地域 の 実 情 に 合 わ せ た組 織 体 制 で 救 急 医 療機 関 と 関 係 機 関

が 協 議 ・ 連 携 体 制 を構 築 す る 体 制 整 備 の推 進 を 図 る 。 （ 県 、市 町 、 医 療 機

関 、 関 係 団 体 ）
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【 救 急 医 療 機 関 の 公表 】

「 救 急 医 療 の確 保 に 関 す る 事 業 に係 る 医 療 連 携 体 制 に係 る 医 療 提 供 施 設 」に つ

い て は 兵 庫 県 内 病 院一 覧 （ 資 料 名 ： 兵 庫県 病 院 名 簿 ） 等 に よ り 兵 庫 県 の ホー ム ペ

ー ジ に て 公 表 す る 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/hw11_000000004.html

２ 病 院 前 救 護

病 院 前 救 護 と は 、 傷 病 者 が 救 急 現 場 か ら 医 師 の 管 理 下 に お か れ る ま で の 間 に 行

わ れ る 応 急 処 置 ・ 救命 処 置 の こ と を 指 す。

傷 病 者 の 救 命 率 の 向 上 を 図 る た め に は 、 一 刻 も 早 く 医 師 の 管 理 下 に お く こ と が

必 要 で あ り 、ド ク ター カ ー 等 に よ り 医 師が 現 場 で 対 応 で き る体 制 が 望 ま れ る が 、現

状 は 、 救 急 救 命 士 等に よ り 救 命 処 置 が なさ れ て い る 。

病 院 前 救 護 に お け る 救 命 処 置 の 質 を 確 保 す る た め 、 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 体

制 ＊ を 整 備 し 、救 急 救命 士 等 が 救 命 処 置 を 実 施 す る 場 合 、当 該 救 命 処 置 を 医 師 が 指

示 又 は 指 導 ・ 助 言 及 び 検 証 し て そ れ ら の 救 命 処 置 の 質 を 保 障 す る こ と が 必 要 で あ

る 。病 院 前 救 護 体 制を 充 実 す る こ と に より 、傷 病 者 の 救 命 率の 向 上 や 合 併 症 の 発生

率 の 低 下 な ど の 予 後の 向 上 を 図 る 。

＊ メ デ ィ カ ル コ ン トロ ー ル 体 制 と は

救 急 救 命 士 を 含 む 救急 隊 員 が 行 う 応 急 処置 等 の 質 、 及 び 地 域の 救 急 搬 送 と そ の

受 入 医 療 体 制 の 質 を医 学 的 に 保 障 す る ため に 、 ① 医 師 に よ る指 示 ・ 指 導 ・ 助 言 体

制 、 ② 事 後 検 証 体 制、 ③ 再 教 育 体 制 、 ④傷 病 者 の 搬 送 及 び 受入 れ の 実 施 基 準 に 基づ

く 救 急 搬 送 体 制 、 ⑤救 急 医 療 機 関 の 受 入医 療 体 制 の 重 要 な ５要 素 が 整 備 さ れ た 体制

【 現 状 】

(1) 救 急 搬 送 の 状 況

兵 庫 県 内 に お け る 救急 出 動 件 数・救 急 搬送 人 員 は 、平 成 30 年 を ピ ー ク に 令和

２ 年 ま で 一 時 減 少 し た も の の 、 そ の 後 増 加 に 転 じ 、 令 和 ４ 年 に 過 去 最 高 を 更 新

し た 。

（ 参 考 ） 兵 庫 県 内 にお け る 救 急 搬 送 の 状況

区 分 H30 R1 R2 R3 R4

救 急 出 動 件 数(件 ) 300,287 298,596 266,899 274,820 323,440

救 急 搬 送 人 員(人 ) 266,042 264,920 235,689 241,054 272,901

(2) 救 急 救 命 士 の 状況

兵 庫 県 内 の 消 防 本 部は 救 急 救 命 士 の 養 成・配 置 に 努 め て お り 、令 和 ４ 年 ４ 月 １

日 現 在 で 1,342 人 の 救 急 救 命 士 が配 置 さ れ 、全 て の 救 急 隊 に 救急 救 命 士 が 乗 務 可

能 な 体 制 が 構 築 さ れて い る 。

ま た 、救 急 救 命 士 の処 置 範 囲 が 段 階 的 に拡 大 さ れ て お り 、そ れ ら の 処 置 に対 応

可 能 な 救 急 救 命 士 の養 成 ・ 配 置 も 進 め られ て い る 。
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〔 救 急 救 命 士 の 処 置範 囲 の 拡 大 〕

平 成 15 年 ４ 月 ～ 医 師 の 包 括 的 指示 下 で の 除 細 動

平 成 16 年 ７ 月 ～ 気 管 挿 管

平 成 18 年 ４ 月 ～ 薬 剤 （ ア ド レ ナリ ン ） 投 与

平 成 23 年 ８ 月 ～ ビ デ オ 硬 性 挿 管用 喉 頭 鏡 を 用 い た 気管 挿 管

平 成 26 年 ４ 月 ～ 静 脈 路 確 保 、 輸 液 、 血 糖 測 定 、 低 血 糖 発 作 症 例 へ の ブ ド ウ 糖 溶 液 の 投 与

（ 参 考 ） 兵 庫 県 内 消防 本 部 に お け る 救 急救 命 士 数 （ 単 位 ： 人 ）

区 分 H30 R1 R2 R3 R4

救 急 救 命 士 数 1,247 1,274 1,302 1,310 1,342

※ 各 年 ４ 月 １ 日 現 在

(3) メ デ ィ カ ル コ ント ロ ー ル 協 議 会

兵 庫 県 で は 、平 成 14 年 度 に 、県 単 位 協 議会 で あ る「 兵 庫 県 救急 業 務 高 度 化 協

議 会 」及 び 県 内 ５地 域 に 地 域 メ ディ カ ル コ ン ト ロ ー ル協 議 会 を 設 置 し、① 救 急 救

命 士 ら へ の 医 師 の 指示 、指 導・助 言 体 制 の構 築 、② 救 急 活 動 の事 後 検 証 体 制 の 構

築 、 ③ 救 急 救 命 士 の 再 教 育 体 制 の 充 実 を 柱 と す る メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 体 制

を 整 備 し て い る 。

各 地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 協 議 会 で は 、 救 急 活 動 プ ロ ト コ ー ル を 策 定 し

て お り 、救 急 救 命 士ら は 、こ の プ ロ トコ ー ル に 基 づ き救 急 活 動 を 実 施 し てい る 。

ま た 、平 成 22 年 ４ 月 に は 、「 兵 庫 県 救 急 業務 高 度 化 協 議 会 」を 消 防 法 第 35 条

の ８ の 規 定 に 基 づ く協 議 会 と し て 位 置 付け る こ と と し 、「 兵 庫 県 メ デ ィ カ ルコ ン

ト ロ ー ル 協 議 会 」 に改 称 し た 。

(4) 傷 病 者 の 搬 送 及び 受 入 れ の 実 施 基 準

平 成 21 年 の 消 防 法 改 正 に 伴 い 、傷 病 者 の搬 送 及 び 医 療 機 関 によ る 受 入 れ を 適

切 か つ 円 滑 に 行 う た め に 都 道 府 県 が 策 定 ・ 公 表 す る こ と と さ れ た 「 傷 病 者 の 搬

送 及 び 受 入 れ の 実 施基 準 」を 、「 兵 庫 県 救急 業 務 高 度 化 協 議 会」及 び 各 地 域 メ デ

ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル協 議 会 で 検 討 し 、 平成 22 年 12 月 に 策 定 し た 。 ま た 、 令 和

３ 年 ４ 月 に 改 正 を 実施 し た 。

(5) 応 急 手 当 の 普 及促 進

県 内 の 各 消 防 本 部 では 、Ａ Ｅ Ｄ を 活 用 した 応 急 手 当 の 普 及 促進 を 図 っ て い る 。

令 和 ３ 年 に お い て は、応 急 手 当 指 導 員 養成 講 習 148 名 、普 通 講 習 15,022 名 、上

級 甲 種 322 名 、 合 計 15,492 名 が 講 習 を 受講 し た 。

(6) 救 急 安 心 セ ン ター 事 業 （ ♯ 7119）

救 急 安 心 セ ン タ ー 事業（ ♯ 7119）は 、県 民 が 病 気 や け がを し た と き に 、専 門 家

か ら 救 急 相 談 や 適 切 な 医 療 機 関 の 案 内 を 受 け る こ と が で き る 電 話 相 談 事 業 で あ

り 、救 急 車 の 適 時・適 切 な 利 用 、救 急 医 療 機 関 の 受 診の 適 正 化 、県 民 へ の 安 心・

安 全 の 提 供 な ど の 効 果 が 期 待 で き る 。 現 在 、 県 内 で は 神 戸 市 ・ 芦 屋 市 ・ 姫 路 市

で 実 施 さ れ て い る が 、 全 県 展 開 を 要 望 す る 声 が 寄 せ ら れ て お り 、 県 で は 当 該 事

業 の 全 県 展 開 の あ り方 に つ い て 調 査 研 究を 進 め て い る 。
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【 課 題 】

(1) 消 防 、 救 急 医 療機 関 の よ り 円 滑 な 連携

(2) 救 急 搬 送 ・ 受 入れ の 実 態 調 査 及 び 分析

(3) 疾 病 ご と の 救 急活 動 プ ロ ト コ ー ル の策 定

(4) 救 急 活 動 の 事 後検 証 の 推 進

(5) バ イ ス タ ン ダ ー(傷 病 者 の 傍 ら に い る人 )に よ る 応 急 手 当 の推 進

(6) 県 民 へ の Ａ Ｅ Ｄの 普 及 啓 発

【 推 進 方 策 】

救 命 率 の さ ら な る 向上 を め ざ し 、 病 院 前救 護 体 制 の 充 実 に 努め る 。

(1) 救 急 体 制 の 充 実

救 急 救 命 士 の 新 規 養成 に 努 め る と と も に、救 急 救 命 士 の 処 置範 囲 の 拡 大 に 適

切 に 対 応 す る こ と によ り 、 救 急 体 制 の 充実 を 図 る 。（ 県 、 市 町）

(2) メ デ ィ カ ル コ ント ロ ー ル 体 制 の 充 実

ア メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 体 制 の さ ら な る 充 実 を 図 り 、 救 急 業 務 の 円 滑 な 実

施 と 消 防 及 び 救 急 医療 機 関 と の 円 滑 な 連携 を 行 う 。（ 県 、 市 町、 医 療 機 関 ）

イ 地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 協 議 会 に お い て 疾 病 ご と の 救 急 活 動 プ ロ ト コ

ー ル を 検 討 す る 。（ 県 、 市 町 ）

ウ 事 後 検 証 委 員 会 に お い て 、 救 命 処 置 の 事 後 検 証 を 的 確 に 行 う 。（ 県 、 市 町 ）

エ メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 従 事 医 師 の 質 の 標 準 化 を 図 る た め 、 同 医 師 等 を 対

象 と し た 研 修 を 実 施す る 。（ 県 、 市 町 ）

(3) 傷 病 者 の 搬 送 及び 受 入 れ の 実 施 基 準の 見 直 し

救 急 搬 送 ・受 入 れ の実 態 に 関 す る 調 査 など を 実 施 し 、問 題 点 や 課 題 を 抽 出し

た 上 で 、適 宜 、実 施 基準 の 見 直 し を 行 い 、救 急 搬 送 及 び 受 入 れの 円 滑 な 実 施 を 推

進 す る 。（ 県 、 市 町 、医 療 機 関 ）

(4) 応 急 手 当 の 普 及・ 啓 発

救 急 隊 が 現 場 に 到 着 す る ま で に 、 バ イ ス タ ン ダ ー （ 傷 病 者 の 傍 ら に い る 人 ）

に よ る 応 急 手 当 （ 心 肺 蘇 生 、 Ａ Ｅ Ｄ 等 ） が 実 施 さ れ 、 救 命 の 連 鎖 が ス ム ー ズ に

行 わ れ る よ う 応 急 手 当 の 普 及 ・ 啓 発 を 図 る 。（ 県 、 市 町 、 医 療 機 関 、 関 係 団 体 ）

(5) Ａ Ｅ Ｄ の 啓 発

Ａ Ｅ Ｄ の 使 用 方 法 に つ い て の 講 習 会 を 開 催 す る 等 に よ り Ａ Ｅ Ｄ の 普 及 啓 発

を 図 る 。（ 県 、 市 町 、関 係 団 体 ）

(6) 救 急 安 心 セ ン ター 事 業 （ ♯ 7119） の 全 県 展 開 に 関す る 調 査 研 究

他 自 治 体 に お け る 先行 事 例 の 状 況 な ど も踏 ま え な が ら 、救 急 安 心 セ ン タ ー事

業 （ ♯ 7119） の 全 県展 開 に 関 す る 調 査 研究 を 継 続 す る 。

【 目 標 】

目 標 現 状 値 目標値(達成年度) 備 考

救 命 救 急 セ ン タ ー 充

実 段 階 評 価『 S』の 割 合

40％

（ R4）

70％

（ R11）

全 国 平 均

32.9％ （ R3）
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救 急 医 療 圏 域 図 （ １ 次 、 ２ 次 ）

新温泉町

香美町

豊岡市

養父市

朝来市

宍粟市

佐用町

上郡町

赤穂市

姫路市

姫路市

福崎町

市川町

神河町

多可町

西脇市

加東市
三田市

明石市

丹波市

小野市

加西市

加古川市

神戸市

三木市

川西市

伊丹市

尼崎市

西宮市

淡路市

洲本市

南あわじ市

猪名川町

播磨町

丹波篠山市

高砂市

芦屋市

稲美町

丹波

西播磨

北播磨

東播磨
神戸

北但馬

淡路

たつの市

太子町相生市

宝塚市

中播磨

阪神南

明石

西南但馬

阪神北
三田

救急医療圏域区分

区分 １次救急（市町） ２次救急（地域） ３次救急（圏域）

神 戸 神 戸

三 田

阪 神 南

阪 神 北

明 石

東 播 磨

北 播 磨

中 播 磨

西 播 磨

西 南 但 馬

北 但 馬

丹 波 丹 波

淡 路 淡 路

計 ２９市１２町 13 7

播 磨 東

播 磨 姫 路

但 馬

市 町 単 位

地
域
区
分

阪　　　　　　　　　　神
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① 初 期 救 急 医 療 機関 【 休 日 夜 間 急 患 セン タ ー 、 在 宅 当 番 医制 、 休 日 歯 科 診 療 所】

入 院 ・ 手 術 等 を 必 要と し な い 比 較 的 軽 症な 救 急 患 者 に 対 応 する 。
② ２ 次 救 急 医 療 機関 【 病 院 群 輪 番 制 】

入 院 ・ 手 術 等 を 必 要と す る 重 症 救 急 患 者に 対 応 す る 。
〔 病 院 群 輪 番 制〕

２ 次 保 健 医 療 圏 域 内 に 地 域 を 設 定 し 、 重 症 患 者 に 対 応 で き る 数 病 院 が 交 替 で 休
日 ・ 夜 間 に お け る 診療 を 受 け 持 つ 。 （ ２次 救 急 医 療 圏 域 13 地 域 で 実 施 ）
〔 小 児 科 救 急 対応 病 院 群 輪 番 制 〕

２ 次 保 健 医 療 圏 域 内 に 設 定 し た 小 児 救 急 医 療 圏 域 に お い て 、 小 児 科 重 症 救 急 患
者 に 対 応 で き る 数 病院 が 交 替 で 休 日 ・ 夜間 に お け る 診 療 を 受け 持 つ 。
（ ２ 次 小 児 救 急 医 療圏 域 ９ 圏 域 で 実 施 ）

③ ３ 次 救 急 医 療機 関 【 救 命 救 急 セ ンタ ー 、 ３ 次 的 機 能 病院 】
脳 卒 中 、心 筋 梗 塞 、頭 部 外 傷 な ど の重 篤 救 急 患 者 へ 対 応す る た め 、高 度 の 診 療 機

能 を 備 え 、 24 時 間 受け 入 れ 可 能 な 体 制 をと る 。
④ 救 急 告 示 医 療機 関

医 療 機 関 か ら の 申 し出 に よ り 、施 設・受 け 入 れ 体 制 の 整 っ た もの に つ い て 都 道 府
県 知 事 が 認 定 し 告 示す る 。

な お 、 休 日 夜 間 急 患セ ン タ ー 及 び 救 急 医療 機 関 に つ い て の 情報 を 、 県 広 域 災 害 ・救

急 医 療 情 報 シ ス テ ム（ 兵 庫 県 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ ） の ホ ー ム ペ ージ で 提 供 し て い る 。

［ 参 照 URL］ https://web.qq.pref.hyogo.lg.jp/ap/qq/men/pwtpmenult01.aspx
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休 日 夜 間 急 患 セ ン ター 及 び 救 命 救 急 セ ンタ ー 等 設 置 状 況 一 覧

１ 休 日 夜 間 急 患 セン タ ー （ 令 和 ５ 年 ４ 月 １日 現 在 ）

施 設 名 所 在 地

１ 神 戸 市 医 師 会 急 病 診療 所 神 戸 市 中 央 区 橘 通4-1-20

２ 神 戸 市 医 師 会 東 部 休日 急 病 診 療 所
神 戸 市 灘 区 岸 地 通 1-1-1灘 区 民 ホ ー

ル ３ 階

３ 神 戸 市 医 師 会 西 部 休日 急 病 診 療 所 神 戸 市 西 区 学 園 西 町4-2

４ 神 戸 市 医 師 会 北 部 休日 急 病 診 療 所
神 戸 市 北 区 山 田 町 下 谷 上 字 池 ノ 内 4-

1

５ 神 戸 こ ど も 初 期 急 病セ ン タ ー 神 戸 市 中 央 区 脇 浜 海岸 通 1-4-1

６
公 益 財 団 法 人 尼 崎 健 康 医 療 財 団 休 日 夜 間

急 病 診 療 所
尼 崎 市 水 堂 町3-15-20

７ 西 宮 市 応 急 診 療 所 西 宮 市 池 田 町13-3

８ 芦 屋 市 立 休 日 応 急 診療 所 芦 屋 市 公 光 町5-13

９ 伊 丹 市 休 日 応 急 診 療所 伊 丹 市 千 増 1-1-1

10 阪 神 北 広 域 こ ど も 急病 セ ン タ ー 伊 丹 市 昆 陽 池2-10

11 川 西 リ ハ ビ リ テ ー ショ ン 病 院 川 西 市 東 畦 野5-18-1

12 宝 塚 市 立 休 日 応 急 診療 所 宝 塚 市 小 浜 4-4-1

13 三 田 市 休 日 応 急 診 療セ ン タ ー 三 田 市 天 神 1-10-14

14 明 石 市 立 夜 間 休 日 応急 診 療 所 明 石 市 大 久 保 町 八 木743-33

15 東 は り ま 夜 間 休 日 応急 診 療 セ ン タ ー 加 古 川 市 東 神 吉 町 西井 ノ 口 379-1

16 西 脇 多 可 休 日 急 患 セン タ ー 西 脇 市 下 戸 田652-1市 立 西 脇 病 院 内

17 姫 路 市 休 日 ・ 夜 間 急病 セ ン タ ー 姫 路 市 西 今 宿3-7-21

18 揖 龍 休 日 夜 間 急 病 セン タ ー た つ の 市 龍 野 町 富 永410-2

19 南 但 休 日 診 療 所 朝 来 市 和 田 山 町 法 興 寺378-1

20 豊 岡 市 立 休 日 急 病 診療 所 豊 岡 市 立 野 町12-12

21 丹 波 篠 山 市 休 日 診 療所 丹 波 篠 山 市 黒 岡191

22 丹 波 市 休 日 応 急 診 療所 丹 波 市 氷 上 町 石 生2095‐ 5

23 洲 本 市 応 急 診 療 所 洲 本 市 港 2-26

24 南 あ わ じ 市 休 日 応 急診 療 所 南 あ わ じ 市 賀 集1065-7

25 淡 路 市 休 日 応 急 診 療所 淡 路 市 志 筑 1600-1

兵 庫 県 広 域 災 害 ・ 救急 医 療 情 報 シ ス テ ム（ 兵 庫 県 EMIS） ／ 休 日 夜 間 急 患 セン タ ー 一 覧

［ 参 照 URL］ https://web.qq.pref.hyogo.lg.jp/ap/qq/sho/pwqqqkansr01.aspx

https://goo.gl/maps/W7DbXBVwqSVeBDeM9
https://goo.gl/maps/W7DbXBVwqSVeBDeM9
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２ 救 命 救 急 セ ン ター 等

施 設 名 所 在 地

救 命 救 急

セ ン タ ー

兵 庫 県 災 害 医 療 セ ンタ ー 神 戸 市 中 央 区 脇 浜 海岸 通 1-3-1

神 戸 市 立 医 療 セ ン ター 中 央 市 民 病 院 神 戸 市 中 央 区 港 島 南 町 2-1-1

神 戸 大 学 医 学 部 附 属病 院 神 戸 市 中 央 区 楠 町7丁 目 5-2

県 立 尼 崎 総 合 医 療 セン タ ー 尼 崎 市 東 難 波 町2-17-77

兵 庫 医 科 大 学 病 院 西 宮 市 武 庫 川 町1-1

県 立 西 宮 病 院 西 宮 市 六 湛 寺 町13-9

県 立 加 古 川 医 療 セ ンタ ー 加 古 川 市 神 野 町 神 野203

県 立 は り ま 姫 路 総 合医 療 セ ン タ ー 姫 路 市 神 屋 町3丁 目 264番 地

公 立 豊 岡 病 院 組 合 立豊 岡 病 院 豊 岡 市 戸 牧 1094

県 立 淡 路 医 療 セ ン ター ※ 洲 本 市 塩 屋 1-1-137

３ 次 的

機能病院
県 立 丹 波 医 療 セ ン ター 丹 波 市 氷 上 町 石 生2002番 地 7

※ 県 立 淡 路 医 療セ ン タ ー は 地 域 救 命救 急 セ ン タ ー と し て指 定 。
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救 急 医 療 体 制 地 区 別整 備 状 況

○ は 、 毎 休 ⽇ に 救 急体 制 を 実 施 ◎ は 、 毎 休 ⽇ ・ 毎 夜間 に 救 急 体 制 を 実 施
「 救 命 救 急 セ ン タ ー等 」 の ● は 救 命 救 急 セ ン タ ー 、 ▲は ３ 次 的 機 能 病 院 を表 す 。
※ 三 ⽥ 地 域 は 、 地理 的 条 件 な ど を 含 め神 ⼾ 市 と の 患 者 の 流出 ⼊ が 多 い こ と か ら、 今

後 も 更 な る 連 携 を 進め る 中 で 体 制 の 強 化を 図 る 。
注 ３ 次 救 急 に お いて は 、 圏 域 を 越 え て相 互 補 完 し て い る 。

（令和5年4月1日現在）

地　区　名
在宅

当番医制
地域名

病院群
輪番制

圏域名
救命救急
センター等

神　戸
神戸市
（東灘区・灘区・中央区・兵庫区・北区・

　長田区・須磨区・垂水区・西区）

神　戸（※） ◎ 神　戸

●
兵庫県災害

医療センター

●
神戸市立

医療センター

中央市民病院

●
神戸大学

医学部附属病院

三田市 三　田（※） ◎

尼崎市 ◎

西宮市 ◎ 阪神南 ◎

芦屋市 ◎

伊丹市 ○ ◎

川西市・川辺郡 ○

宝塚市 ○

明石市 ○ 明　石 ◎

加古川市・加古郡 ○

高砂市 ○

西脇市・多可郡

三木市 ○

小野市・加東市 ○

加西市 ○

姫路市 ○

姫路市（旧家島町） ○

神崎郡 ○

たつの市・揖保郡

宍栗市 ○

佐用郡 ○

相生市 ○

赤穂市 ○

赤穂郡 ○

養父市

朝来市

美方郡

豊岡市 北但馬 ◎

丹波篠山市

丹波市

洲本市

淡路市

南あわじ市

計 8圏域 17地区 13地域 13箇所 7ブロック 11機関

区
分

2次救急（重症） 3次救急（重篤）

休日夜間
急患センター

２次保健
医療圏域

1次救急（軽症）

地
　
　
域
　
　
区
　
　
分

◎
（5箇所で対応）

◎

◎

◎

○

○

○

（小児科

を広域で

対応）

但　馬

丹　波

淡　路

○

25機関

○

○

公立病院等で対応

◎

北播磨

●
県立加古川

医療センター

●
県立はりま

姫路総合

医療センター

●
公立豊岡病院

▲
県立丹波

医療センター

●
県立淡路

医療センター

◎

◎ 淡　路

播磨東

播磨姫路

但　馬
西南但馬

丹　波

淡　路

◎

◎

◎

◎

◎

◎

東播磨

丹　波

○
●

県立尼崎

総合医療センター

●
兵庫医科大学病院

●
県立西宮病院

阪　神阪　神

播磨姫路

○

阪神北

○

西播磨

◎

◎ 東播磨

北播磨

中播磨

○
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第 ７ 章 小 児 救 急を 含 む 小児 医 療

小 児 救 急 医 療 は 、 医療 機 関 、 消 防 機 関 、行 政 機 関 等 が 協 力 して 、 救 急 医 療 体 制 を基

本 に １ 次 小 児 救 急 から ３ 次 小 児 救 急 ま での 小 児 救 急 医 療 体 制に よ っ て 対 応 し て いる 。

小 児 救 急 に 携 わ る 医師 の 不 足 等 に よ り 、小 児 救 急 体 制 の 確 保が 困 難 と な っ て い る実

態 を 踏 ま え 、 小 児 医療 連 携 圏 域 を 設 定 して 、 小 児 医 療 機 能 の集 約 化 と 連 携 を 進 め、 限

ら れ た 医 療 資 源 の 効果 的 な 活 用 と 小 児 医療 体 制 の 確 保 ・ 充 実を 目 指 す 。

【 現 状 と 課 題 】

本 県 で は 、 県 民誰 も が 安 心 し て 子 育て で き る 社 会 の 実 現に 向 け 、 小 児 科 医 の確

保 、 初 期 ・ ２ 次 ・ ３次 救 急 の 充 実 、 医 療機 関 相 互 の ネ ッ ト ワー ク の 充 実 、 小 児 救急

医 療 電 話 相 談 の 実 施等 、 小 児 救 急 を 含 む小 児 医 療 の 体 制 充 実を 図 っ て い る 。

(1) 小 児 救 急 医療 電 話 相 談 体 制

小 児 救 急 患 者 の家 族 等 の 不 安 の 軽 減を 図 る た め 、 小 児 科医 師 に よ る バ ッ ク ア

ッ プ 体 制 の も と 、 看護 師 が 症 状 へ の 対 応方 法 等 の 助 言 及 び 適切 な 受 診 医 療 機 関

の 案 内 な ど を 行 う 小児 救 急 医 療 電 話 相 談を 実 施 し て い る 。

ア 子 ど も 医 療 電 話相 談 （ ＃ 8000）

対 象 圏 域 ： 県 下 全域

イ 地 域 に お ける 小 児 救 急 医 療 電 話相 談

小 児 救 急 医 療 電 話 相談 窓 口 を 圏 域 に も 設置 し 、 小 児 救 急 患 者の 家 族 等 か ら

の 相 談 に 対 応 す る 。

実 施 圏 域 ：神 戸 圏 域 、 阪 神 北 圏域 、 東 播 磨 圏 域 、 北播 磨 圏 域

播 磨 姫 路 圏 域 、 但 馬圏 域 、 丹 波 圏 域 、 淡路 圏 域

※ 阪 神 南 圏 域 に つ いて は 、 各 市 の 事 業 によ り 電 話 相 談 窓 口 を設

置 し 、 対 応 し て い る。

(2) １ 次 小 児 救 急 医療 体 制

休 日 及 び 夜 間 に お ける １ 次 小 児 救 急 患 者に つ い て は 、 １ 次 救急 医 療 機 関 で あ

る 休 日 夜 間 急 患 セ ンタ ー 、 在 宅 当 番 医 制に よ り 対 応 す る こ とと し て い る 。

ま た 、 １ 次 救 急 医 療機 関 に お い て 小 児 科に 対 応 し て い な い 地域 に つ い て は 、

救 急 告 示 医 療 機 関 や２ 次 小 児 救 急 病 院 で対 応 す る こ と と し てい る 。

東 播 磨 ・ 北 播 磨 の 市町 を は じ め 、 休 日 夜間 急 患 セ ン タ ー 、 在宅 当 番 医 制 、 １

次 小 児 救 急 医 療 を 担う 小 児 科 救 急 対 応 病院 群 輪 番 制 の い ず れに お い て も 対 応 で

き て い な い 空 白 日 、時 間 が 生 じ て い る 地域 が あ る 。

(3) ２ 次 小 児 救 急 医療 体 制

休 日 及 び 夜 間 に お ける ２ 次 小 児 救 急 患 者に 対 応 し 、 １ 次 小 児救 急 医 療 機 関

の 後 送 先 と も な る 病院 を 確 保 す る た め 、地 域 内 の 小 児 科 医 師を 確 保 す る 病 院

群 が 輪 番 制 方 式 （ 小児 科 救 急 対 応 病 院 群輪 番 制 ） に よ り 対 応す る こ と と し て

い る 。

小 児 科 救 急 対 応 病 院群 輪 番 制 に つ い て は、 ２ 次 小 児 救 急 医 療圏 域 に 基 づ き
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体 制 を 確 立 し て お り、 狭 い 地 域 に 比 較 的多 数 の 病 院 が あ る 場合 は 円 滑 な 運 用

が 期 待 で き る が 、 広い 地 域 に 少 数 の 病 院が 散 在 し て い る 場 合に は 必 ず し も 効

果 的 な 運 営 が 期 待 でき な い 場 合 が あ る 。ま た 圏 域 に よ っ て は輪 番 制 の 当 番 日

に 空 白 が あ る 場 合 は、 隣 接 圏 域 の 当 番 病院 と の 連 携 等 に よ り対 応 し て い る 場

合 が あ る 。

(4) ３ 次 小 児 救 急 医療 体 制

県 立 こ ど も 病 院 （ 平成 14年 10月 か ら ３ 次小 児 救 急 患 者 に 対 する 救 命 救 急 医

療 を 提 供 、 平 成19年 10月 、 小 児 救 急 専 用 のＩ Ｃ Ｕ を も つ 小 児 救急 医 療 セ ン タ

ー を 整 備 、 平 成28年 5月 、 メ デ ィ カ ル ク ラス タ ー の 中 核 病 院 とし て ポ ー ト ア イ

ラ ン ド に 移 転 ） 及 び、 県 立 尼 崎 総 合 医 療セ ン タ ー （ 平 成27年 ７ 月 、 県 立 尼崎

病 院 と 県 立 塚 口 病 院を 統 合 再 編 ） の ２ 機関 を 、 平 成 29年 ４ 月 に 「 小 児 救 命救

急 セ ン タ ー 」 に 指 定し 、 重 篤 な 小 児 救 急患 者 を 24時 間 体 制 で受 け 入 れ る 等 、

順 次 ３ 次 小 児 救 急 医療 体 制 の 充 実 を 図 って い る 。

ま た 、 ３ 次 救 急 医 療圏 域 ７ ブ ロ ッ ク に 設置 し て い る 救 命 救 急セ ン タ ー 等 の

３ 次 救 急 病 院 に お いて も 、 小 児 ３ 次 救 急患 者 に 対 す る 救 命 救急 医 療 を 確 保 し

て い る 。

３ 次 小 児 救 急 医 療 にお い て は 、 県 立 こ ども 病 院 及 び 県 立 尼 崎総 合 医 療 セ ン

タ ー と 各 圏 域 の ２ 次小 児 救 急 病 院 と の 円滑 な 連 携 体 制 を 構 築す る 必 要 が あ

る 。

(5) 小 児 科 医 の 確 保

特 定 の 地 域 、 診 療 科に お け る 医 師 の 偏 在等 に よ り 、 県 内 で も小 児 科 医 の 確

保 が 困 難 な 地 域 が 多く 存 在 す る 。

(6) 小 児 救 急 医 療 を担 う 医 師 の 研 修 体 制

１ 次 小 児 救 急 医 療 に対 応 で き る 医 師 を 養成 す る た め 、 平 成14年 度 か ら 内 科

医 師 等 を 対 象 に 小 児救 急 医 療 研 修 を 実 施し て い る 。 小 児 救 急医 療 研 修 受 講 者

に つ い て は 、 小 児 救急 医 療 体 制 へ の 参 画を 促 進 す る 必 要 が ある 。

(7) 小 児 向 け 在 宅 医療 提 供 体 制 の 確 保

重 症 心 身 障 害 児 や 医療 的 ケ ア が 必 要 な 障害 児 が 退 院 後 も 安 心し て 身 近 な 地

域 で 療 養 ・ 療 育 が 可能 と な る よ う 、 医 療・ 福 祉 ・ 教 育 等 多 くの 関 係 職 種 及 び

関 係 機 関 と の 連 携 体制 を 構 築 し 、 地 域 の実 情 に 応 じ た 小 児 等在 宅 医 療 提 供 体

制 の 整 備 が 必 要 で ある 。

(8) 児 童 虐 待 防 止 に対 す る 医 療 ネ ッ ト ワー ク の 構 築

児 童 虐 待 の 対 応 件 数は 年 々 増 加 し て お り、 医 療 機 関 に は 頭 部外 傷 を は じ

め 、 虐 待 を 疑 わ せ る児 童 の 受 診 も 多 い 。こ の た め 、 中 核 的 な医 療 機 関 を 中 心

と し た 医 療 機 関 の ネッ ト ワ ー ク の 構 築 や児 童 虐 待 対 応 の 向 上を 図 る 必 要 が あ

る 。

(9) 小 児 医 療 連 携圏 域 の 設 定

ア 平 成 19年 7月 に 国 か ら 示 さ れ た「 小 児 医 療 の 体 制 構築 に 係 る 指 針 」 に おい

て 、 小 児 に 係 る ２ 次医 療 機 能 を 担 う 「 小児 地 域 医 療 セ ン タ ー」 と ３ 次 医 療 機

能 を 担 う 「 小 児 中 核病 院 」 を 位 置 付 け 、 小 児 救 急 を 含む 小 児 医 療 の 連 携 体制
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を 構 築 す べ き こ と が示 さ れ た 。

イ 県 内 で も 小 児 科 医 の 確 保 が 困 難 な 地 域 が 多 い な か で 、 小 児 救 急 を 含 む 小 児

医 療 を 継 続 的 に 確 保 し て い く た め に 、 小 児 医 療 に 係 る 連 携 を 進 め る 小 児 医 療

連 携 圏 域 を 設 定 し てい る 。

ウ 小 児 の 専 門 医 療を 実 施 し 24 時 間 365 日 入 院 医 療 を 要 す る小 児 救 急 に 対 応 す

る 小 児 地 域 医 療 セ ンタ ー を 連 携 圏 域 ご とに 位 置 付 け 、小 児 科 救 急 対 応 病 院 群輪

番 制 参 加 病 院 を は じ め と す る 地 域 の 小 児 医 療 機 関 と の 連 携 体 制 を 構 築 し て い

る 。

エ ２ 次 医 療 機 能 を担 う 小 児 地 域 医 療 セン タ ー を 、小 児 医 療連 携 圏 域（ ８ 圏 域 ）

に 各 １ か 所 以 上 合 計 11 機 関 設 置 し て い る。

(10) 災 害 ・ 新 興 感染 症 へ の 対 応

災 害 発 生 時 や 新 興 感 染 症 の 発 生 ・ ま ん 延 時 に お い て も 、 地 域 の 小 児 医 療 体

制 を 確 保 で き る よ う、 平 時 か ら の 体 制 整備 が 必 要 と な っ て いる 。

【 推 進 方 策 】

１ 小 児 救 急 医 療 体 制 の 充 実

(1) １ 次 小 児 救 急医 療 体 制 の 整 備

ア 住 民 の 利 便 性 の向 上 を 図 る た め 、 １次 小 児 救 急 医 療 体 制の 診 療 日 及 び 診 療

時 間 等 の 充 実 を 図 る。 （ 市 町 ）

イ 郡 市 ご と に １ 次小 児 救 急 医 療 体 制 の確 保 が 困 難 な 地 域 につ い て は 、 広 域 的

な １ 次 小 児 救 急 医 療機 関 の 整 備 を 進 め る。 （ 市 町 、 医 療 機 関）

(2) ２ 次 小 児 救 急医 療 体 制 の 整 備

２ 次 小 児 救 急医 療 圏 域 を 単 位 と して 、 小 児 科 救 急 対 応病 院 群 輪 番 制 等 に よる

２ 次 小 児 救 急 医 療 体制 の 整 備 を 推 進 す る。 （ 県 、 市 町 、 医 療機 関 ）

(3) ３ 次 小 児 救 急 医療 体 制 の 整 備

ア 小 児 救 命 救 急 セン タ ー で あ る 県 立 こど も 病 院 、 県 立 尼 崎総 合 医 療 セ ン タ ー

と と も に 、 神 戸 大 学医 学 部 附 属 病 院 、 兵庫 医 科 大 学 病 院 を 小児 中 核 病 院 と 位

置 付 け 、 ３ 次 小 児 救急 医 療 体 制 の 充 実 を図 る 。 （ 県 、 医 療 機関 ）

イ こ れ ら の 小 児 中核 病 院 が 各 地 域 の 小児 地 域 医 療 セ ン タ ーや 小 児 科 救 急 対 応

病 院 群 輪 番 制 参 加 病院 を 支 援 す る 体 制 を整 備 す る 。 （ 県 、 市町 、 医 療 機 関 ）

＜ 参 考 ＞ 国 の 指 針 に位 置 付 け ら れ た 小 児医 療 機 能 （ ２ 次 ・ ３次 ）

小 児 地 域 医 療 セ ン タ ー ： 県 内 11 機 関

小 児 専 門 医 療 を 実 施 し 、 24 時 間 365 日 小 児 救 急 へ の 対 応 が 可 能 な 病 院

小 児 中 核 病 院 ： 県 内 ４ 機 関

高 度 専 門 的 な 小 児 医 療 を 実 施 し 、 小 児 救 命 救 急 医 療 を 24 時 間 体 制 で 実 施 す る 病 院
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＜ ２ 次 小 児 救 急 圏 域と 小 児 医 療 連 携 圏 域＞

(4) 小 児 救 急 医 療を 担 う 医 師 の 研 修 体制

ア 小 児 救 急 医 療 研修 受 講 者 の 中 か ら 、よ り 多 く の 医 師 が 小児 救 急 医 療 体 制 に

参 画 さ れ る よ う 働 きか け る 。（ 県 、 関 係 団体 ）

イ 小 児 救 急 医 師 の人 材 を 養 成 ・ 確 保 する た め 、 全 県 の 医 療人 材 養 成 ・ 派 遣 の

拠 点 で あ る 地 域 医 療活 性 化 セ ン タ ー の 活用 や 、 医 師 会 等 と 連携 し 研 修 事 業 を

実 施 す る 。（ 県 、 医 師会 ）

ウ 県 専 攻 医 の 採 用、 女 性 医 師 再 就 業 支援 セ ン タ ー を 通 じ 、小 児 科 医 の 確 保 、

養 成 を 図 る 。（ 県 ）

２ 地 域 に お け る 小 児 医 療 体 制 の 確 保

(1) 災 害 時 に おけ る 小 児 救 急 体 制 の確 保

災 害 時 小 児周 産 期 リ エ ゾ ン 養 成研 修 （ 厚 生 労 働 省 実施 ） へ 医 師 、 助 産 師、 看

護 師 等 を 派 遣 し 、 災害 時 小 児 周 産 期 リ エゾ ン を 養 成 す る 。 （ 県 、 市 町 、 関 係 団

体 ）

(2) 小 児 向 け 在宅 医 療 提 供 ・ 連 携 体制 の 確 保

医 療 的 ケ アを 必 要 と す る 小 児 等の 在 宅 療 養 患 者 と その 家 族 が 、 安 心 し て暮 ら

し て い け る 在 宅 医 療提 供 体 制 を 構 築 す るた め 、 医 師 、 看 護 師、 理 学 療 法 士 等 に

対 し 小 児 在 宅 医 療 講習 会 を 実 施 す る と とも に 、 地 域 の 実 情 に応 じ た 市 町 の 取 組

を 支 援 し 、 医 療 ・ 福祉 ・ 教 育 等 多 く の 関係 職 種 及 び 関 係 機 関と の 連 携 体 制 を 構

築 す る 。 （ 県 、 市 町、 関 係 団 体 ）

(3) 児 童 虐 待 防 止 に対 す る 医 療 ネ ッ ト ワー ク の 構 築

県 立 尼 崎 総合 医 療 セ ン タ ー を 中核 と し て 、 県 内 各 医療 機 関 の ネ ッ ト ワ ーク の
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構 築 や 保 健 医 療 従 事者 の 教 育 研 修 等 を 行い 、 児 童 虐 待 対 応 の向 上 を 図 る 。

（ 県 、 医 療 機 関）

【 目 標 】

目 標 現 状 値 目 標 設 定 (達 成 年 度)

乳 児 死 亡 率
1.2

（ R4）

全 国 平 均 以 下 を 維 持

参 考 ： R4 全 国 平 均 1.8
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＜ ２ 次 小 児 救 急 医 療圏 域 ・ 小 児 医 療 連 携圏 域 図 ＞
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小 児 救 急 医 療 体 制 図
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24 時間対応 高度専門医療、救命救急

重

篤

２

次

小

児

救

急

小児専門医療・24 時間救急対応

休日夜間対応 重

症

１

次

小

児

救

急

休日夜間対応

軽

症

休日夜間対応

相談 助言

相

談

）

在

宅

（

【３次救急医療機関】
①小児救命救急センター：２機関
（県立こども病院☆、県立尼崎総合医療センター☆）

②救命救急センター：10 機関
（兵庫県災害医療センター、神戸市立医療ｾﾝﾀｰ中央市民

病院、神戸大学医学部附属病院☆、県立尼崎総合医療セン
ター☆、兵庫医科大学病院☆、県立西宮病院、県立加古川
医療センター、県立はりま姫路総合医療センター、公立豊
岡病院、県立淡路医療センター）

③３次的機能病院：１機関
（県立丹波医療センター）

【２次救急医療機関】

・小児科救急対応病院群輪番制

（神戸・三田、阪神南、阪神北、東播磨、北播磨、

播磨姫路、但馬、丹波、淡路の９圏域）

広域災害・

救急医療情

報システム

（小児救急

医療情報シ

ステム運営

含む）

【初期救急医療機関】
・休日夜間急患センター

・在宅当番医制

救急搬送機関

小児救急患者

・小児救急医療電話相談（＃8000）
全県を対象とした電話相談

・地域の小児救急医療電話相談
[神戸、阪神北、東播磨、北播磨、
播磨姫路、但馬、丹波、淡路圏域]

【小児地域医療センター】

小児医療連携圏域（８圏域）に

各１カ所以上

【小児中核病院】
４機関
（３次救急医療機関
のうち、☆の機関）
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第 ８ 章 災 害 医 療

阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の教 訓 を 踏 ま え る と とも に 、 県 下 に お い て平 成 16 年 10 月 に

発 生 し た 台 風 第 23 号 に よ る 水 害 や、 平 成 17 年 ４ 月 に 発 生 し たＪ Ｒ 福 知 山 線 列 車

脱 線 事 故 、 平 成 23 年 ３ 月 に 東 北 地方 太 平 洋 沿 岸 域 を 中心 に 未 曾 有 の 被 害 をも た ら

し た 東 日 本 大 震 災 等、 県 内 外 で 発 生 す る様 々 な 災 害 に 対 応 でき る よ う 、 災 害 拠 点

病 院 間 の 連 携 体 制 を構 築 し 、 災 害 医 療 情報 の 収 集 ・ 提 供 、 医療 機 関 や 搬 送 機 関 へ

の 指 示 要 請 、 救 命 救急 医 療 の 提 供 、 患 者の 搬 送 、 医 薬 品 の 備蓄 な ど に つ い て の 総

合 的 な シ ス テ ム を 整備 す る 。

ま た 、 災 害 初 動 期 にお い て 迅 速 か つ 効 率的 な 救 護 活 動 が で きる よ う 、 医 療 従 事

者 に 対 す る 知 識 の 普及 啓 発 や 、 兵 庫 Ｄ ＭＡ Ｔ 指 定 病 院 ＊ に お ける 体 制 整 備 に 取 組

む 。

＊ 兵 庫 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ （Disaster Medical Assistance Team： 災 害 派遣 医 療 チ ー ム ）

災 害 急 性 期 (概 ね 48時 間 以 内)に 活 動 で き る機 動 性 を 持 っ た 、 専門 的 な 訓 練 (国 で

研 修 実 施 )を 受 け た 医療 チ ー ム (災 害 拠 点 病院 、 救 命 救 急 セ ン ター 職 員 で 構 成)

＊ 兵 庫 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ 指 定病 院

兵 庫 県 が 指 定 す る 、地 域 に お け る 災 害 医療 の 中 核 施 設 と な るＤ Ｍ Ａ Ｔ を 持 つ 病 院

【 現 状 と 課 題 】

(1) 広 域 災 害 救 急 医療 情 報 シ ス テ ム の 整備

（ 兵 庫 県 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ ）

平 成 ８ 年 12 月 従 来 の 救 急 医 療 情 報シ ス テ ム を 、阪 神・淡 路 大 震 災 の 教訓

を 踏 ま え 、 大 規 模 災 害 時 に 医 療 機 関 の 被 災 情 報 を 収 集 で

き る 兵 庫 県 広 域 災 害・救 急 医 療 情報 シ ス テ ム（ 兵 庫 県 Ｅ Ｍ

Ｉ Ｓ ） と し て 更 新

平 成 15 年 ４ 月 シ ス テ ム を Ｗ ｅ ｂ 化 し て 、 局 所 的 な 中 小 規 模 災 害 に も 対

応 で き る 緊 急 搬 送 要請 モ ー ド を 追 加 整 備

平 成 21 年 ４ 月 搬 送 困 難 事 案 に 対 応 す る た め 、 個 別 搬 送 要 請 機 能 を 追 加

整 備

平 成 28 年 ４ 月 時 代 の ニ ー ズ に 合 わせ 、ス マ ー ト フ ォ ン・タ ブ レ ッ ト 端 末

へ の 対 応 画 面 の 新 設

令 和 ５ 年 ４ 月 ・ 救 急 搬 送 支 援 情 報の 機 能 の 追 加

・ 機 関 調 査 機 能 の 追加

・ 緊 急 搬 送 要 請 （ エリ ア 災 害 ） 機 能 の 改修

・ 訓 練 モ ー ド ・ 練 習モ ー ド の 追 加

・広 域 災 害 救 急 医 療情 報 シ ス テ ム（ 厚 生労 働 省 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ ）

と の 連 携 停 止
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（ 厚 生 労 働 省 Ｅ Ｍ ＩＳ ）

厚 生 労 働 省 に お い ても 大 規 模 災 害 時 に 医療 機 関 の 被 災 情 報 やＤ Ｍ Ａ Ｔ の 情 報 等

を 収 集 す る た め の 広域 災 害 救 急 医 療 情 報シ ス テ ム （ 厚 生 労 働省 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ ） を 整 備

し 運 営 し て い る 。 他都 道 府 県 の Ｄ Ｍ Ａ Ｔは 、 大 規 模 災 害 時 に厚 生 労 働 省 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ

か ら 情 報 収 集 を 行 う運 用 に な っ て い る 。

そ の た め 、 平 成 30 年 度 に 関 係 機 関と 協 議 を 行 い 、 災 害時 の 医 療 機 関 か ら の被 災

状 況 等 の 報 告 で は 、兵 庫 県 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ よ り厚 生 労 働 省 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓを 優 先 し て 活 用 す る

方 針 を 整 理 し 、 医 療機 関 向 け 入 力 マ ニ ュア ル を 整 備 ・ 周 知 した 。 今 後 、 災 害 時 に

医 療 機 関 等 が 円 滑 に対 応 で き る よ う 入 力訓 練 等 に よ り 厚 生 労働 省 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ の 操 作

方 法 へ の 習 熟 を 深 める 必 要 が あ る 。

(2) 兵 庫 県 災 害 医 療セ ン タ ー の 整 備

災 害 救 急 医 療 シ ス テム の 中 核 施 設 で あ る兵 庫 県 災 害 医 療 セ ンタ ー は 、 県 の 基 幹

災 害 拠 点 病 院 と し て、 大 規 模 災 害 に 対 応で き る よ う 、 平 時 から 救 命 救 急 セ ン タ ー

と し て 救 命 救 急 医 療を 提 供 す る ほ か 、 災害 医 療 情 報 の 収 集 ・提 供 、 医 療 機 関 や 搬

送 機 関 に 対 す る 指 示・ 要 請 、 ヘ リ コ プ ター な ど を 活 用 し た 患者 搬 送 、 医 薬 品 等 の

備 蓄 、 災 害 医 療 コ ーデ ィ ネ ー タ ー や 救 護班 と し て 派 遣 さ れ る災 害 医 療 従 事 者 に 対

し て 、 研 修 や 訓 練 を行 っ て い る 。

ま た 、 併 設 さ れ て いる 神 戸 赤 十 字 病 院 につ い て も 、 基 幹 災 害拠 点 病 院 と し て 兵

庫 県 災 害 医 療 セ ン ター の 後 方 支 援 機 能 を担 っ て い る 。

(3) 災 害 救 急 医 療 情報 指 令 セ ン タ ー の 整備

平 成 15 年 ８ 月 に 、 県 災 害 医 療 セ ンタ ー 内 に 災 害 救 急 医療 情 報 指 令 セ ン タ ーを

整 備 し 、 運 営 し て いる 。 広 域 災 害 ・ 救 急医 療 情 報 シ ス テ ム を活 用 し て 得 ら れ た 総

合 的 な 情 報 を も と に、 兵 庫 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ 、 災害 拠 点 病 院 救 護 班 の派 遣 や 患 者 搬 送 等 の

調 整 を 指 示 し て い る。

(4) 災 害 医 療 圏 域 の設 定

災 害 医 療 対 応 す る医 療 圏 域 に つ い て は、 県 民 局 又 は 県 民 セン タ ー に 災 害 対 策 地

方 本 部 が 設 定 さ れ て県 民 局 等 の 単 位 で 災害 対 応 を 行 う た め 、県 民 局 体 制 と 一 致 す

る 圏 域 で 設 定 す る 。（ 災 害 医 療 圏 域図 ・ 災 害 拠 点 病 院 位置 図 参 照 ）

(5) 災 害 拠 点 病 院 の整 備

災 害 時 に 被 災 患 者 の受 け 入 れ ・ 治 療 、 救護 班 の 派 遣 等 を 行 う災 害 拠 点 病 院 を 、

各 災 害 医 療 圏 域 に 原則 １ か 所 整 備 す る こと と し 、 現 在 19 病 院 を 指 定 し 全 ての 災 害

医 療 圏 域 に 整 備 し てい る 。 各 病 院 に 対 して は 、 耐 震 強 化 工 事や 受 水 槽 、 自 家 発 電

装 置 、 備 蓄 倉 庫 、 医療 機 器 、 業 務 継 続 計画 （ Ｂ Ｃ Ｐ ） の 策 定な ど の 計 画 的 な 整 備

を 指 導 し て い る 。

(6) 兵 庫 県 災 害 医 療コ ー デ ィ ネ ー タ ー の整 備

災 害 時 の 院 内 に お け る 負 傷 者 の 受 入 等 の 災 害 対 応 、 院 外 に お け る Ｄ Ｍ Ａ Ｔ や 救

護 班 の 活 動 の 後 方 支 援 、 地 域 医 療 情 報 セ ン タ ー の 支 援 を 担 う 兵 庫 県 災 害 医 療 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー を 、災 害 拠 点 病 院 の救 命 救 急 セ ン タ ー 長・救 急部 長・外 科 部 長 を中 心

に 、 下 表 の と お り 災害 医 療 コ ー デ ィ ネ ータ ー を 委 嘱 し て い る。

ま た 、 災 害 発 生 時 に地 域 の 災 害 医 療 全 般を コ ー デ ィ ネ ー ト でき る よ う 、 人 材 の
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確 保 ・ 養 成 を 図 っ てい く 必 要 が あ る 。

（ 兵 庫 県 災 害 医 療 コー デ ィ ネ ー タ ー の 推移 ）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

合 計 109 109 109 109 116 117 118 117 117

97

20

災 害 拠 点 病 院 82 82 82 82 89 91 92 97 97

医 師 会 27 27 27 27 27 26 26 20 20

○ 兵 庫 県 災 害 医 療 コー デ ィ ネ ー タ ー

全 県 又 は 災 害 医 療 圏域 内 に お い て 、 被 災患 者 の 受 入 先 、 救 護班 及 び 兵 庫 Ｄ Ｍ

Ａ Ｔ の 派 遣 及 び 受 入等 に つ い て の 調 整 及び 支 援 の 役 割 を 担 い、 災 害 発 生 時 に 、

地 域 医 療 情 報 セ ン ター 、 健 康 福 祉 事 務 所、 市 町 、 医 療 機 関 、消 防 機 関 等 に 対 し

て 災 害 医 療 の 確 保 につ い て 助 言 、 指 導 、連 絡 調 整 を 行 う 。 平時 に お い て 地 域 医

療 情 報 セ ン タ ー 、 市町 等 が 行 う 災 害 救 急医 療 シ ス テ ム の 整 備に つ い て 、 助 言 、

指 導 を 行 う 。

(7) 統 括 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ の確 保

災 害 時 に 被 災 地 域 にお い て 、 地 方 公 共 団体 、 消 防 等 関 係 機 関と の 調 整 、 情 報 共

有 を 行 い 、 県 内 外 のＤ Ｍ Ａ Ｔ に 対 す る 適切 な 指 示 を 行 う た めに 、 統 括 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ の

養 成 を 平 成 19年 度 か ら 始 め 、 令 和５ 年 現 在 で19の 兵 庫 Ｄ Ｍ ＡＴ 指 定 病 院 に33名 配

置 (Ｄ Ｍ Ａ Ｔ 隊 員 は379名 配 置 )し て い る 。

今 後 、 未 配 置 の 災 害拠 点 病 院 に つ い て 、統 括 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ の 配 置を 行 っ て い く 必 要

が あ る 。

○ 統 括 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ

厚 生 労 働 省 が 実 施す る 「 統 括 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ研 修 」 を 修 了 し 、 厚生 労 働 省 に 登 録 さ

れ た 者 で 、 通 常 時 には Ｄ Ｍ Ａ Ｔ に 関 す る訓 練 ・ 研 修 、 都 道 府県 等 の 災 害 医 療 体

制 に 関 す る 助 言 等 を行 い 、 災 害 時 に は 各Ｄ Ｍ Ａ Ｔ 本 部 の 責 任者 と し て 活 動 す

る 。

(8) 救 急 搬 送 体 制 の整 備

災 害 時 に お け る 救 急患 者 や 医 薬 品 等 救 援物 資 の 搬 送 を 効 果 的に 行 う た め 、 防 災

関 係 機 関 と 連 携 し 、ヘ リ コ プ タ ー な ど によ る 搬 送 体 制 を 整 備す る と と も に 、 災 害

拠 点 病 院 等 の ヘ リ ポー ト 、 患 者 搬 送 車 の整 備 な ど を 進 め て いる 。

(9) 医 薬 品 等 備 蓄 体制 の 整 備

県 災 害 医 療 セ ン タ ー及 び 各 災 害 拠 点 病 院に 、 災 害 発 生 直 後 に必 要 な 救 急 用 医 薬

品 ・ 衛 生 材 料 及 び 救護 班 が 携 行 す る 医 療資 器 材 等 を 備 蓄 し てい る 。

ま た 、 県 医 薬 品 卸 業協 会 な ど と 災 害 時 の医 薬 品 等 の 供 給 に つい て 協 定 を 締 結 し

て い る 。

(10) 圏 域 に お け る 「災 害 時 保 健 医 療 マ ニュ ア ル 」 の 策 定

平 成 ８ 年 度 以 降 、 災害 時 に お け る 迅 速 かつ 効 率 的 な 救 護 活 動の 実 現 を 目 指 し 、

救 護 班 の 派 遣 ・ 受 入体 制 、 地 域 医 療 情 報セ ン タ ー 、 災 害 拠 点病 院 、 郡 市 区 医 師

会 ・ 歯 科 医 師 会 、 消防 本 部 等 の 具 体 的 な役 割 や 行 動 を 明 示 した 、 災 害 医 療 圏 域 単

位 の 「 地 域 災 害 救 急医 療 マ ニ ュ ア ル 」 を策 定 し て い る 。 平 成25年 度 に 「 地 域 災 害
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救 急 医 療 マ ニ ュ ア ル」 を 改 訂 し 、 マ ニ ュア ル 内 容 の 検 証 の ため 、 訓 練 を 実 施 し て

き た 。

平 成 28年 熊 本 地 震 の教 訓 を う け 、 令 和 元 年 度 に 、 関 係者 と の 協 議 を 経 て 策定 し

た 指 針 を 参 考 に 、 各圏 域 で 「 災 害 時 保 健医 療 マ ニ ュ ア ル 」 を策 定 し た 。

(11) 医 療 マ ン パ ワ ー、 広 域 応 援 体 制 の 確保

兵 庫 県 で は 、 地 域 防災 計 画 に 兵 庫 Ｄ Ｍ ＡＴ 、 日 本 赤 十 字 社 、災 害 拠 点 病 院 救 護

班 等 の 派 遣 を 定 め るほ か 、 平 成 ８ 年 度 に近 畿 ２ 府 ７ 県 震 災 時等 の 相 互 応 援 に 関 す

る 協 定 （ 平 成24年 度 に 近 畿 圏 危 機発 生 時 に 相 互 応 援 に関 す る 協 定 を 締 結 ）及 び 全

国 都 道 府 県 に お け る災 害 時 等 の 広 域 応 援に 関 す る 協 定 を 締 結し 、 相 互 応 援 体 制 を

整 え て い る 。

ま た 、 県 医 師 会 と 医療 救 護 活 動 に 対 す る応 援 協 定 と し て 「 災害 時 の 医 療 救 護 に

つ い て の 協 定 書 」 を締 結 し て お り 、 Ｊ ＭＡ Ｔ 兵 庫 の 派 遣 体 制を 構 築 し て い る 。

○ Ｊ Ｍ Ａ Ｔ 兵 庫

(一 社 )兵 庫 県 医 師 会が 編 成 ・ 派 遣 す る 、医 師 、 歯 科 医 師 、 薬剤 師 、 看 護 師 、

事 務 員 等 で 構 成 さ れる 災 害 医 療 チ ー ム 。兵 庫 県 と (一 社 )兵 庫 県 医 師 会 と の間 で

締 結 し て い る 災 害 時の 医 療 救 護 に つ い ての 協 定 に 基 づ き 、 県内 外 の 災 害 発 生 時

に 兵 庫 県 の 支 援 要 請を 受 け て 活 動 す る こと を 基 本 と す る 。 下記 Ｊ Ｍ Ａ Ｔ の 都 道

府 県 チ ー ム の 一 つ とし て 恒 常 的 な 組 織 化を 行 っ て い る 。

○ Ｊ Ｍ Ａ Ｔ （Japan Medical Association Team： 日 本 医 師 会 災 害 医 療 チ ー ム）

日 本 医 師 会 が 被 災 地の 医 師 会 等 か ら の 要請 に 基 づ い て 、 都 道府 県 医 師 会 ご と

に チ ー ム を 編 成 し 、派 遣 す る 災 害 医 療 チー ム 。 災 害 急 性 期 の医 療 を 担 当 す る Ｄ

Ｍ Ａ Ｔ と 連 携 し て 被災 地 の 支 援 に 入 り 、主 に 急 性 期 後 現 地 の医 療 体 制 が 回 復 す

る ま で の 間 、 避 難 所等 か ら 地 域 医 療 を 支え る 。

(12) 広 域 医 療 搬 送 体制 等 の 整 備

大 規 模 地 震 発 生 時 にお い て 、 被 災 地 内 では 対 応 が 困 難 な 重 篤患 者 を 被 災 地 外 の

医 療 機 関 へ 搬 送 し て治 療 を 行 え る よ う に広 域 医 療 搬 送 に 係 る体 制 を 構 築 す る こ と

が 重 要 と さ れ 、 内 閣府 及 び 厚 生 労 働 省 の連 名 に よ り 通 知(※ )が 行 わ れ た 。 本 通 知

に 基 づ き 県 内 の 神 戸空 港 ・ 但 馬 空 港 ・ 大阪 国 際 空 港 ・ 三 木 総合 防 災 公 園 に Ｓ Ｃ Ｕ

の 整 備 を 進 め て い る。

※ 平 成 22年 ７ 月 30日 付 「 広 域 医 療 搬 送 拠 点 臨 時 医 療 施 設 （ Ｓ Ｃ Ｕ ） の 整 備 促 進 に つ い て 」 通 知

(13) 保 健 医 療 福 祉 調整 本 部 の 整 備

平 成 28年 熊 本 地 震 の 教 訓 をう け 、 厚 生 労 働 省 か ら 通 知(※ )が 行 わ れ 、 各 都 道府

県 に お け る 大 規 模 災害 時 の 保 健 医 療 活 動に 関 す る 情 報 の 連 携、 整 理 及 び 分 析 等 の

保 健 医 療 活 動 の 総 合調 整 を 行 う 保 健 医 療調 整 本 部 の 設 置 に つい て 整 備 を 進 め た 。

さ ら に 、 令 和 ４ 年 に通 知 が 行 わ れ 、 保 健医 療 の み で は 福 祉 分野 の 対 応 が で き

ず 、 保 健 ・ 医 療 ・ 福祉 の 連 携 が 重 要 で ある と さ れ た こ と を 踏ま え 、 兵 庫 県 に お い

て も 保 健 医 療 調 整 本部 を 「 保 健 医 療 福 祉調 整 本 部 」 と し て 整備 を 進 め て い る 。

ま た 、 災 害 時 に 兵 庫県 災 害 医 療 コ ー デ ィネ ー タ ー 、 兵 庫 Ｄ ＭＡ Ｔ 、 統 括 Ｄ Ｍ Ａ

Ｔ 、 医 療 機 関 、 Ｊ ＭＡ Ｔ 兵 庫 、 日 本 赤 十字 社 兵 庫 県 支 部 、 各医 療 専 門 分 野 の 災 害

対 応 チ ー ム （ Ｄ Ｐ ＡＴ ・ Ｄ Ｈ Ｅ Ａ Ｔ ・ Ｊ Ｄ Ａ-Ｄ Ａ Ｔ ・ Ｊ Ｄ ＡＴ ・ 災 害 支 援 ナ ー
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ス ・ 災 害 薬 事 コ ー ディ ネ ー タ ー 等 ） に よ る 医 療 救 護 活動 が 円 滑 に 進 め ら れ る よ

う 、 そ の 連 携 方 策 等に つ い て 検 討 す る 必要 が あ る 。

※ 平 成 29年 ７ 月 ５ 日 付 け 「 大 規 模 災 害 時 の 保 健 医 療 活 動 に 係 る 体 制 の 整 備 に つ い て 」 の 通 知

(14) 災 害 時 の 小 児 ・周 産 期 医 療 体 制 の 整備

災 害 時 の 小 児 ・ 周 産期 医 療 体 制 の 支 援 及び 搬 送 等 に 必 要 な 知識 及 び 技 能 等 の 習

得 を 目 的 と し て 、 厚生 労 働 省 が 平 成28年 度 よ り 実 施 して い る 災 害 時 小 児 周産 期 リ

エ ゾ ン 養 成 研 修 に 医師 等 を 派 遣 し て い る。

今 後 、 災 害 時 に 小 児・ 周 産 期 医 療 に 特 化し た 調 整 役 で あ る 「災 害 時 小 児 周 産 期

リ エ ゾ ン 」 を 配 置 し、 体 制 を 整 え る 必 要が あ る 。

○ Ｄ Ｐ Ａ Ｔ （Disaster Psychiatric Assistance Team： 災 害 派 遣 精 神 医 療 チー ム ）

精 神 保 健 医 療 機 能 が一 時 的 に 低 下 し 、 さら に 災 害 ス ト レ ス 等に よ り 新 た に 精 神 的

問 題 が 生 じ る 等 、 精神 保 健 医 療 へ の 需 要が 拡 大 す る よ う な 災害 に お い て 、 被 災 地

域 の 精 神 保 健 医 療 ニー ズ の 把 握 、 他 の 保健 医 療 体 制 と の 連 携、 各 種 関 係 機 関 等 と

の マ ネ ジ メ ン ト 、 専門 性 の 高 い 精 神 科 医療 の 提 供 と 精 神 保 健活 動 の 支 援 を 行 う

た め に 都 道 府 県 及 び政 令 指 定 都 市 に よ って 組 織 さ れ る 、 専 門的 な 研 修 ・ 訓 練 を 受

け た 災 害 派 遣 精 神 医療 チ ー ム 。

○ Ｄ Ｈ Ｅ Ａ Ｔ （Disaster Health Emergency Assistance Team： 災 害 時 健 康 危 機 管
理 支 援 チ ー ム ）

重 大 な 健 康 危 機 が 発生 し た 際 に 、 健 康 危機 管 理 に 必 要 な 情 報収 集 ・ 分 析 や 全 体 調

整 な ど の 専 門 的 研 修・ 訓 練 を 受 け た 都 道府 県 及 び 政 令 指 定 都市 の 職 員 に よ っ て 組

織 さ れ た チ ー ム で あり 、 被 災 都 道 府 県 に派 遣 さ れ 、 被 災 都 道府 県 等 の 本 庁 及 び 保

健 所 に 設 置 さ れ る 健康 危 機 管 理 組 織 の 長に よ る 指 揮 調 整 機 能等 を 補 佐 す る も の 。

○ Ｊ Ｄ Ａ -Ｄ Ａ Ｔ(The Japan Dietetic Association-Disaster Assistance Team：

日 本 栄 養 士 会 災 害 支援 チ ー ム )

災 害 発 生 時 に 被 災 地で の 栄 養 ・ 食 生 活 支援 活 動 を 行 う た め 、専 門 研 修 を 受 け た

栄 養 士 ・ 管 理 栄 養 士か ら な る チ ー ム 。 日本 栄 養 士 会 長 が 必 要と 判 断 し た と き 、 あ

る い は 国 ・ 都 道 府 県・ 都 道 府 県 栄 養 士 会等 か ら 要 請 が あ っ た場 合 に 出 動 す る 。 発

災 後 72時 間 以 内 の 初動 活 動 を 中 心 に 、 被災 者 へ の 巡 回 個 別 相談 、 避 難 所 で の 食 事

状 況 調 査 や 衛 生 指 導、 栄 養 健 康 教 育 、 特殊 栄 養 食 品 の 提 供 等を 行 う 。

○ Ｊ Ｄ Ａ Ｔ （Japan Dental Alliance Team： 日 本 災 害 歯 科 支 援チ ー ム ）

災 害 発 生 後 お お む ね72時 間 以 降 に 地 域 歯 科保 健 医 療 専 門 職(災 害 歯 科 保 健 医 療体

制 研 修 会 を 受 講 し た 者 等)に よ り 編 成 さ れる チ ー ム 。 緊 急 災 害歯 科 医 療 や 被 災 者 へ

の 口 腔 衛 生 を 中 心 とし た 公 衆 衛 生 活 動 の支 援 を 通 じ て 被 災 者の 健 康 を 守 り 、 地 域

歯 科 医 療 の 復 旧 を 支援 す る こ と 等 を 目 的と し て い る 。

○ 災 害 支 援 ナ ー ス

被 災 地 等 に 派 遣 さ れ、 地 域 住 民 の 健 康 維持 ・ 確 保 に 必 要 な 看護 を 提 供 す る と と
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も に 、 看 護 職 員 の 心身 の 負 担 を 軽 減 し 支え る 看 護 支 援 活 動 を行 う 看 護 職 員 で あ

り 、 医 療 法 に 基 づ き、 厚 生 労 働 省 が 実 施す る 災 害 支 援 ナ ー ス養 成 研 修 を 修 了 し 、

「 災 害 ・ 感 染 症 医 療業 務 従 事 者 」 と し て登 録 さ れ た 者

○ 災 害 薬 事 コ ー デ ィネ ー タ ー

災 害 時 に 、 県 が 設置 す る 保 健 医 療 福 祉調 整 本 部 等 に お い て、 被 災 地 の 医 薬 品 等

や 薬 剤 師 及 び 薬 事 ・衛 生 面 に 関 す る 情 報の 把 握 や マ ッ チ ン グ等 を 行 う こ と を 目 的

と し て 県 に お い て 委嘱 さ れ た 薬 剤 師

○ リ エ ゾ ン

関 係 機 関 か ら 派 遣 され る 人 員 で 情 報 収 集及 び 所 属 機 関 と の 連絡 ・ 調 整 を 行 う 。

【 推 進 方 策 】

(1) 広 域 災 害 救 急 医療 情 報 シ ス テ ム の 整備

兵 庫 県 広 域 災害 ・ 救 急 医 療 情 報 シス テ ム （ 兵 庫 県 Ｅ ＭＩ Ｓ ） と 広 域 災 害 救急 医

療 情 報 シ ス テ ム （ 厚生 労 働 省 Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ ）の 災 害 時 の 運 用 方 法に つ い て 、 引 き 続 き

関 係 機 関 と 協 議 し つつ 、 災 害 時 に 医 療 機関 等 が 円 滑 に 対 応 でき る よ う 厚 生 労 働 省

Ｅ Ｍ Ｉ Ｓ の 入 力 訓 練等 を 行 う 。（ 県 、 医 療機 関 、 関 係 機 関 ）

(2) 災 害 拠 点 病 院 等の 整 備

災 害 医 療 体 制 の 充 実強 化 を 図 る た め 、 災害 拠 点 病 院 が 計 画 的に 実 施 す る 耐 震 強

化 、 ラ イ フ ラ イ ン の維 持 ・ 確 保 、 ヘ リ ポー ト の 確 保 、 医 療 資器 材 等 の 確 保 ・ 備 蓄

な ど の 整 備 事 業 に 対す る 補 助 を 行 う 。（ 県 ）

災 害 拠 点 病 院 に お ける 業 務 継 続 計 画 （ ＢＣ Ｐ ） に 基 づ く 訓 練等 を 推 進 し 、 そ の

他 の 病 院 に つ い て も、 Ｂ Ｃ Ｐ の 策 定 に 努め る 。（ 県 、 医 療 機 関）

県 下 の 災 害 拠 点 病 院間 の 連 携 強 化 を 図 るた め に 、 災 害 拠 点 病院 連 絡 協 議 会 の 開

催 や 、 兵 庫 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ等 の 災 害 医 療 従 事 者研 修 な ど を 継 続 的 に実 施 す る 。 兵 庫 Ｄ Ｍ

Ａ Ｔ に つ い て は 、 ＤＭ Ａ Ｔ 養 成 研 修 や 、統 括 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ 研 修 への 受 講 を 進 め て い く

と と も に 、 既 存 の 兵庫 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ の 技 能 維持 ・ 向 上 を 図 る た め近 畿 府 県 に お い て 合

同 訓 練 、 合 同 研 修 等を 実 施 し て い く 。（ 県 、 医 療 機 関 ）

災 害 拠 点 病 院 又 は 災害 拠 点 精 神 科 病 院 とし て 指 定 さ れ た 個 別病 院 名 は 、 県 の ホ

ー ム ペ ー ジ に お い て公 表 す る 。

(3) 兵 庫 県 災 害 医 療コ ー デ ィ ネ ー タ ー

災 害 時 に お い て 、 災害 対 策 本 部 、 地 域 医療 情 報 セ ン タ ー （ 保健 所 等 ） や 消 防 機

関 等 の 関 係 機 関 と 連携 し 、 地 域 の 災 害 医療 全 般 を コ ー デ ィ ネー ト で き る よ う 、 訓

練 の 企 画 へ の 参 画 、訓 練 等 を 実 施 し 人 材の 養 成 に 取 組 む 。 （県 、 医 療 機 関 、 医 師

会 等 関 係 団 体 ）

(4) 統 括 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ の確 保

Ｄ Ｍ Ａ Ｔ の 本 部 の 責任 者 と し て 、 災 害 医療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー、 兵 庫 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ 、

医 療 機 関 、 Ｊ Ｍ Ａ Ｔ兵 庫 等 の 関 係 機 関 と医 療 救 護 活 動 の 連 携が 図 れ る 人 材 の 養 成

を 行 う 。

ま た 、 未 配 置 の 災 害拠 点 病 院 の 人 材 養 成に 取 組 む と と も に 、災 害 拠 点 病 院 ご と
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の 地 域 偏 在 を 是 正 する 。（ 県 、 医 療 機 関 、医 師 会 等 関 係 団 体 ）

(5) 「 災 害 時 保 健 医療 マ ニ ュ ア ル 」 に 基づ く 訓 練 等

「 災 害 時 保 健 医 療 マニ ュ ア ル 」 に 基 づ く訓 練 等 を 実 施 し 、 医療 従 事 者 等 の 人 材

育 成 や 関 係 団 体 と の連 携 強 化 を 推 進 し てい く 。 （ 県 、 市 町 、医 療 機 関 、 関 係 団

体 ）

(6) 広 域 医 療 搬 送 体制 等 の 整 備

Ｄ Ｍ Ａ Ｔ ・ 救 護 班 の参 集 、 ま た 、 重 症 患者 等 の 搬 送 ・ 受 入 拠点 と な る Ｓ Ｃ Ｕ と

し て 、 県 下 の 空 港 （神 戸 空 港 、 但 馬 空 港、 大 阪 国 際 空 港 ） 及び ヘ リ が 多 数 駐 機 で

き る 三 木 総 合 防 災 公園 を 指 定 し 、 マ ニ ュア ル の 整 備 や 訓 練 実施 に 努 め 、 災 害 時 に

お け る 医 療 搬 送 体 制の 充 実 を 図 る 。 （ 県、 医 療 機 関 、 関 係 団体 ）

(7) 保 健 医 療 福 祉 調整 本 部 等 の 整 備

災 害 発 生 時 に被 災 地 域 の 医 療 ニ ーズ 等 の 情 報 収 集 及 び医 療 チ ー ム と の 連 絡調 整

等 を 行 う 本 部 組 織 （保 健 医 療 福 祉 調 整 本部 、 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ 調 整 本部 、 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ 活 動 拠

点 本 部 等 ） の 連 携 体制 の 推 進 、 充 実 強 化を 図 り 、 各 本 部 の 組織 体 制 の 検 討 、 本 部

の 設 置 場 所 及 び 通 信機 器 の 確 保 方 法 の 検討 、 関 係 機 関 と の 連携 方 策 の 検 討 等 を 行

い マ ニ ュ ア ル の 整 備等 を 進 め る 。

ま た 、 本 部 の活 動 を 支 援 す る ロ ジス テ ィ ク ス 人 材 の 育成 方 法 等 の 検 討 や 人材 育

成 研 修 等 に つ い て も取 り 組 み 、 ロ ジ ス ティ ク ス 体 制 等 の 整 備を 行 う 中 で 、 今 後 連

携 強 化 が 必 要 と 考 える 県 薬 剤 師 会 、 県 歯科 医 師 会 、 県 放 射 線技 師 会 、 県 臨 床 検 査

技 師 会 、 民 間 団 体 等と の 連 携 体 制 に つ いて 検 討 及 び 整 備 を 進め る 。

保 健 医 療 福 祉調 整 本 部 と 関 西 広 域連 合 と の 連 携 を 図 りつ つ 、 今 後 、 高 い 確率 で

の 発 生 が 懸 念 さ れ てい る 「 東 海 ・ 東 南 海・ 南 海 」 三 連 動 地 震や 南 海 ト ラ フ 巨 大 地

震 な ど 大 規 模 広 域 災害 の 発 生 へ の 備 え 、災 害 時 に お け る 府 県域 を 越 え た 広 域 医 療

体 制 の 整 備 ・ 充 実 に向 け た 取 り 組 み を 実施 す る 。（ 県 、 市 町 、関 西 広 域 連 合 、 医 療

機 関 、 医 師 会 等 関 係団 体 ）

(8) 災 害 時 の 小 児 ・周 産 期 医 療 体 制 の 整備

平 時 か ら 効 率 的 な 情報 共 有 を 行 え る 仕 組み づ く り を 行 い 、 災害 時 に は 平 時 の 連

携 を ベ ー ス と し て 、必 要 な 情 報 収 集 ・ 提供 の 行 え る 「 災 害 時小 児 周 産 期 リ エ ゾ

ン 」 等 の 人 材 育 成 を推 進 す る 。（ 県 、 医 療機 関 、 関 係 団 体 ）

【 目 標 】

目 標 現 状 値 目 標 値 （ 達 成 年 度 ）

災 害 拠 点 病 院 ご と の 統 括 Ｄ Ｍ Ａ

Ｔ 数

19 機 関 33 人

（ 1.7 人 /医 療 機 関 ）

（ R5）

19 機 関 45 人

（ 2 人 以 上 /医 療 機 関）

（ R11）
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【兵庫県内】

○ ＤＭＡＴの活動を支援するために、ＤＭＡ

Ｔ調整本部を設置・運営。

→ 発災直後に立ち上げ、概ね 48 時間以内を

目途に運営

○ 医療救護班の活動を支援するために、医療

救護調整班を設置・運営。

→ 発災後早期の段階（概ね 48 時間以内）か

ら立ち上げ・運営。

※ 災害発生後の超急性期（概ね 48 時間以内）は、

ＤＭＡＴ調整本部と連携（情報を交換・共有）。

○ 派遣又は自主的に参集した

ＤＭＡＴ及び医療救護班の配置重複・

不均衡が生じないよう、地域（２次保健

医療圏域内）で支援等を行う地域医療

対策会議を設置・運営。

→ 発災直後に立ち上げ・運営

※ 災害発生後の超急性期（概ね 48 時間以内）は、

ＤＭＡＴ活動拠点本部と連携（情報を交換・共有）。

○ ＤＭＡＴ活動拠点本部の下、必要に応じ、

ＤＭＡＴが活動する病院にＤＭＡＴ病院支援指揮所、

また、ＤＭＡＴが活動する災害現場等に

ＤＭＡＴ現場活動指揮所を設置。

災害発生時の医療活動への対応（県等における組織・系統図）

【他都道府県】

災 害 対 策 本 部 等

ＤＭＡＴ域外拠点本部

○ 災害時発生時、県下のＤＭＡＴ

活動を指揮するＤＭＡＴ調整本部

の下、必要に応じ、ＤＭＡＴ活動拠

点本部及びＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部

を設置。

また、ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部の

下、必要に応じ、ＤＭＡＴが使用す

る航空搬送拠点に、ＤＭＡＴ・ＳＣ

Ｕ指揮所を設置。

ＤＭＡＴ活動拠点本部

※災害拠点病院（DMAT 参集拠点）

に設置

地域保健医療対策会議(保健所)

保健医療福祉調整本部(県庁)

○ 大規模災害対策に係る保健医療活

動の総合調整を行うための本部を設

置・運営。

○ 保健医療活動チームの派遣調整、

保健医療活動に関する情報収集、情

報の整理、分析等の総合調整を行う。
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郡市区医師会

地域薬剤師会

災害医療圏域

広域災害・救急医療情報システム参加機関

広域災害・救急医療情報システム回線

その他情報網

災害拠点病院（兵庫ＤＭＡＴ指定病院）

・圏域内の災害医療拠点

・医療資機材・医薬品等の備蓄

・医療班・兵庫ＤＭＡＴの派遣

地域医療情報センター

・医療機関の被災情報の把握

・診療応需情報の把握

・患者搬送・転送の指示・要請

・医療スタッフの派遣

災害医療システム概念図

市町災害対策本部

地元消防本部(局)

兵庫県災害対策本部

（保健医療福祉調整本部）

兵庫県医師会

兵庫県看護協会

兵庫県歯科医師会

兵庫県薬剤師会

災

害

医

療

圏

域

内

の

医

療

機

関

他府県

２次保健

医療圏域

他府県
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災 害 医 療 圏 域 図 ・ 災害 拠 点 病 院 位 置 図
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第 ９ 章 新 興 感 染症 発 生 ・ま ん 延 時に お け る医 療

新 興 感 染 症 （ 感 染 症 の 予 防 及 び 感染 症 の 患 者 に 対 す る医 療 に 関 す る 法 律 （平 成 10

年 法 律 第 114 号 。以 下「 感 染 症 法 」と い う 。）に 規 定 す る 新 型イ ン フ ル エ ン ザ 等 感染

症 、指 定 感 染 症 及 び新 感 染 症 を い う 。）の 発 生・ ま ん 延 時に 、速 や か に 、感 染 症 医療

以 外 の 通 常 医 療 と の 両 立 を 図 り つ つ 、 機 動 的 に 入 院 等 の 医 療 提 供 体 制 の 確 保 が 図 ら

れ る よ う 、感 染 症 法に 基 づ く 医 療 措 置 協定 の 締 結 等 の 仕 組 みを 活 用 し 、平 時 か ら 、対

応 準 備 を 進 め る 。

【 現 状 と 課 題 】

令 和 ２ 年 か ら 令和 ５ 年 ま で の 新 型 コロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症（ COVID-19）へ の 対 応 にお

い て 、様 々 な 課 題 が明 ら か に な っ た 。次 の 新 興 感 染 症に 備 え る た め 、こ れ ら の 課題 を

踏 ま え て 、新 興 感 染 症 発 生・ま ん 延 時 に、速 や か に 医 療 提 供 体制 の 確 保 が 図 ら れ るよ

う 、 平 時 か ら の 取 組が 必 要 で あ る 。

○ 明 ら か に な った 主 な 課 題

・ 感 染 症 病 床 を 有 する 感 染 症 指 定 医 療 機関 だ け で は 新 型 コ ロナ ウ イ ル ス 感 染 症

の 入 院 患 者 を 受 け きれ ず 、一 般 の 病 院 がが ん 治 療 を は じ め とす る 通 常 医 療 を

制 限 し て で も 病 床 確保 を す る 必 要 が 生 じた が 、そ う し た 事 態を 想 定 し た 入 院

調 整 、救 急 搬 送 、院 内 ゾ ー ニ ン グを 含 め た 具 体 的 な 訓練 は 行 わ れ て い な かっ

た た め 、 体 制 の 立 ち上 げ に 時 間 が か か った 。

・ 感 染 拡 大 初 期 に おい て 、感 染 症 指 定 医療 機 関 以 外 に 新 型 コロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症 の 特 性 も 明 ら か では な い 時 期 か ら 対 応す る 医 療 機 関 、ウ イ ル ス の 特 性 が明

ら か に な っ て き た 後 に 対 応 す る 医 療 機 関 と の 役 割 が 平 時 か ら 明 確 で は な く 、

地 域 に よ っ て 役 割 の調 整 が 困 難 で あ っ た。

・ 感 染 拡 大 す る 中 で病 床 等 の 確 保 計 画 を立 案 し た が 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症 の 特 性 が 明 ら か にな っ た 後 に お い て も、医 療 機 関 と の 認 識の ず れ や 医 療 人

材 の 確 保 の 困 難 さ など か ら 、病 床 確 保 や発 熱 外 来 等 の 医 療 体制 が 十 分 に 確 保

で き な い こ と が あ った 。

【 推 進 方 策 】

新 興 感 染 症 発 生・ま ん 延 時 に 確 保す べ き 医 療 提 供 体 制と し て 、入 院 、外 来 診 療 、自

宅 療 養 者 等（ 居 宅 又は 高 齢 者 施 設 等 で 療養 す る 新 興 感 染 症 患者 を い う 。）へ の 医 療の

提 供 、 後 方 支 援 及 び医 療 人 材 派 遣 に 関 する 機 能 の 確 保 を 目 指す 。

こ れ ら の 確 保 に あ たっ て は 、令 和 ４ 年 12 月 の 感 染 症 法 改 正 によ り 新 た に 設 け ら れ

た 医 療 措 置 協 定 や 流 行 初 期 医 療 確 保 措 置 、 公 的 医 療 機 関 等 に 対 す る 医 療 提 供 の 義 務

付 け の 仕 組 み 等 を 活 用 し な が ら 、 兵 庫 県 感 染 症 対 策 連 携 協 議 会 に お け る 関 係 者 に よ

る 協 議 等 も 踏 ま え 、平 時 か ら 取 組 む 。

な お 、具 体 的 な 推 進方 策 に つ い て は 、「 兵庫 県 感 染 症 予 防 計 画」に お い て 定 め る も

の と す る 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/hw12_000000093.html
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【 目 標 】

感 染 症 法 の 規 定に よ り 、「 兵 庫 県 感 染症 予 防 計 画 」に お いて「 感 染 症 に 係 る 医療 を

提 供 す る 体 制 の 確 保 そ の 他 感 染 症 の 発 生 を 予 防 し 、 又 は そ の ま ん 延 を 防 止 す る た め

の 措 置 に 必 要 な も の と し て 厚 生 労 働 省 令 で 定 め る 体 制 の 確 保 に 係 る 目 標 」 を 定 め て

い る た め 、 こ れ を 数値 目 標 と す る 。
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第 10 章 周 産 期 医 療

周 産 期 と は 妊 娠 満 22 週 か ら 生 後 満 ７ 日 未満 ま で の 期 間 を い う。 こ の 期 間 は 、 母 子

と も に 異 常 が 生 じ やす く 、突 発 的 な 緊 急事 態 に 備 え て 、産 科・小 児 科 双 方 か ら の一 貫

し た 総 合 的 な 医 療 体制 が 必 要 で あ る 。

このため、県 民 が安 心 して子 どもを生 み育 てられるよう、周 産 期 医 療 体 制 の充 実 を図 るととも

に、小 児 医 療 および母 子 保 健 の取 り組 みと相 互 に連 携 しながら取 り組 む。

本 県 で は 、平 成 ６ 年 に、県 立 こ ど も 病 院 に周 産 期 母 子 医 療セ ン タ ー を 設 置 し て以 降 、

県 内 医 療 施 設 を 順 次、周 産 期 母 子 医 療 セン タ ー と し て 位 置 付 け 、２ 次 的 医 療 を 行う 地

域 周 産 期 病 院 の 協 力を 得 な が ら 、 周 産 期医 療 体 制 整 備 の 強 化を 図 っ て き た 。

そ の 後 、災 害 、救 急等 の 他 事 業 、精 神 疾患 等 の 他 疾 患 の 診 療体 制 と の 連 携 強 化 を図

る た め 、「 周 産 期 医 療体 制 整 備 計 画 」 と 保健 医 療 計 画 （ 周 産 期医 療 ） を 一 体 化 し た 。

【 現 状 】

(1) 出 生

ア 出 生 数 と 合 計 特殊 出 生 率

本 県 の 令 和 ２ 年 の出 生 数 は 36,953 人 で 、 年 々 減 少 傾向 に あ る 。

合 計 特 殊 出 生 率 は 、令 和 ２ 年 は 1.39 人 で 、 全 国 平 均 より や や 高 い 。

H8 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

出 生 数 県 53,131 48,771 48,833 47,834 46,436 44,352 43,378 39,713 36,953

合 計 特 殊

出 生 率

県 1.39 1.28 1.34 1.41 1.40 1.41 1.49 1.44 1.39

全 国 1.43 1.32 1.37 1.39 1.41 1.42 1.44 1.42 1.33

資 料 ： 人 口動 態 調 査 （ 厚 生 労 働省 ）

イ 低 出 生 体 重 児 の出 生

本 県 の 令 和 ２ 年 の 低 出 生 体 重 児 （出 生 時 の 体 重 が 2,500g 未 満 の 新 生 児 ） の

出 生 数 は 3,407 人 、全 出 生 数 に 占 め る 割合 は 9.2％ で 、明 ら か な 減 少 傾 向 は見

ら れ な い 。

H8 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

低 出 生 体 重

児 の 出 生 数
県 3,872 4,756 4,712 4,568 4,392 4,253 4,155 3,720 3,407

出 生 総 数 に

占 め る 割 合

県 7.3 9.8 9.7 9.6 9.5 9.6 9.6 9.4 9.2

全 国 7.5 9.6 9.6 9.6 9.6 9.5 9.4 9.4 9.2

資 料 ： 人口 動 態 調 査 （ 厚 生 労働 省 ）

(2) 周 産 期 死 亡 率 と新 生 児 死 亡 率

周 産 期・新 生 児 死 亡率 と も に 減 少 傾 向 で あ っ た が 、令 和 ２ 年は 全 国 平 均 並 と な

っ て い る 。

H8 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

周 産 期

死 亡 率

県 6.1 3.9 3.6 3.6 3.3 3.2 2.8 2.7 3.2

全 国 6.7 4.7 4.3 4.2 4.0 3.7 3.6 3.3 3.2

新 生 児

死 亡 率

県 2.1 1.3 1.0 0.8 0.4 0.7 0.4 0.7 0.7

全 国 2.0 1.3 1.2 1.2 1.1 0.9 0.9 0.9 0.8

資 料 ： 人 口 動 態 調 査（ 厚 生 労 働 省 ）
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(3) 母 の 年 齢 階 層別 出 生 割 合

資 料 ： 人 口 動 態 調 査（ 厚 生 労 働 省 ）

出 生 数 が 減 少 す る 一方 、晩 婚 化 の 影 響 によ る 高 齢 妊 娠 や各 種 合 併 症 妊 娠 等 のリ

ス ク の 高 い 出 産 が 増加 傾 向 に あ る な ど 、ハ イ リ ス ク 妊 産婦 や ハ イ リ ス ク 新 生児 に

対 す る 医 療 需 要 が 高ま っ て い る 。

(4) 医 師 数

ア 産 科 ・ 産 婦 人 科 医師 数

産 科 ・ 産 婦 人 科 医 師 数 は 長 期 的 に は 横 ば い 傾 向 で 、 人 口 あ た り の 割 合 は 全 国

平 均 並 み で あ る が 、 分 娩 取 扱 医 師 偏 在 指 標 で は 「 相 対 的 医 師 少 数 都 道 府 県 」 に

該 当 す る （ 231 頁 参 照 ） 。

H8 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

504

9.2

9.3

産 科 ・ 産 婦 人

科 医 師 (総 数 )
県 495 442 451 457 472 482 483 479 504

同 医 師 数

(人 口 10 万 対 )

県 9.1 7.9 8.1 8.2 8.5 8.7 8.8 8.8 9.2

全 国

国

8.9 7.9 8.1 8.3 8.6 8.7 8.9 8.9 9.3

資 料 ： 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 調 査 及 び 人 口 動 態 調 査 （ と も に 厚 生 労 働 省 ）

イ 小 児 科 医 師 数

小 児 科 医 師 数 は 増 加傾 向 で 、 人 口 10 万 対 医 師 数 は 全 国平 均 よ り や や 高 い 。

H8 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

小 児 科 医 師

(総 数 )
県 606 652 674 697 722 732 746 778 854

同 医 師 数

(人 口 10 万 対 )

県 11.2 11.7 12.1 12.5 13.0 13.2 13.5 14.2 15.6

全

国

10.9 11.5 11.9 12.4 12.8 13.2 13.3 13.7 14.3

資 料 ： 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 調 査 及 び 人 口 動 態 調 査 （ と も に 厚 生 労 働 省 ）

産 科 ・ 産 婦 人科 医 数 は 横 ば い 傾 向、 小 児科 医 数 は 増 加 傾 向 にあ る も の の 、分

娩 を 取 り 扱 う 医 師 や 新 生 児 医 療 を 担 当 す る 小 児 科 医 の 数 は 十 分 で な く 、 高 齢 化
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に 伴 う 後 継 者 対 応 と も に 、 増 加 す る 女 性 医 師 が 働 き 続 け ら れ る 環 境 整 備 が 必 要

に な っ て い る 。

ま た 、令 和 ６ 年 ４ 月か ら 始 ま る「 医 師 の 働き 方 改 革 」へ の 対 応 が迫 ら れ る 中 、

周 産 期 医 療 体 制 を 維 持 す る に は 、 医 師 の 勤 務 環 境 の 改 善 、 地 域 に お け る 医 療 機

関 の 機 能 分 担 が 求 めら れ る 。

(5) 分 娩 取 扱 施 設 数

県 、 全 国 と も に 分 娩取 扱 施 設 数 は 減 少 傾向 で あ る 。

分 娩 取 扱 施 設 数 H20 H23 H26 H29 R2

県 116 108 98 96 82

病 院 48 46 45 45 35

診 療

所

68 62 53 51 47

全 国 2,713 2,576 2,363 2,273 2,070

病 院 1,149 1,075 1,055 1,031 963

診 療

所

1,564 1,501 1,308 1,242 1,107

資 料：医 療 施 設 調 査（ 厚 生 労 働省 ）

(6) 母 体 ・ 新 生 児搬 送 受 入 体 制 の 整 備

ア 周 産 期 医 療 情 報シ ス テ ム

本 県 で は 、 昭 和 57 年 以 来 、 周 産 期医 療 シ ス テ ム の 検 討、 新 生 児 ・ 母 体 搬 送

マ ニ ュ ア ル の 作 成 等を 継 続 的 に 行 い 、平 成 ８ 年 に は 広域 災 害・救 急 医 療 情 報 シ

ス テ ム に 周 産 期 関 連項 目 を 追 加 し 、空 床情 報 等 の 検 索 が 行 える よ う に し た 。平

成 18 年 ６ 月 に は 独 立 し た 周 産 期 医療 情 報 シ ス テ ム と して 運 用 を 開 始 し 、 総合

周 産 期 母 子 医 療 セ ンタ ー 及 び 地 域 周 産 期母 子 医 療 セ ン タ ー の診 療 応 需 情 報（ 空

床 情 報 、緊 急 手 術 の可 否 等 ）を 、産 科 医 療 機 関 、助 産 所 、消 防 機 関 等 に 提供 し

て い る 。

今 後 、ハ イ リ ス ク 妊産 婦 や ハ イ リ ス ク 新生 児 の 一 次 医 療 機 関か ら 二 次・三 次

医 療 機 関 へ の 搬 送 、搬 送 先 の 確 保 が 困 難な 救 急 隊 か ら の 搬 送な ど 、医 療 施 設 間

の 連 携 に 加 え 、 消 防機 関 と の 連 携 を 強 化し て い く 必 要 が あ る。

イ 精 神 科 疾 患 合 併妊 婦 へ の 対 応 体 制 の整 備

母 体 救 命 救 急 に お いて 、合 併 症 を 有 す る妊 産 婦 に つ い ては 受 入 体 制 確 保 の た

め に 、一 般 救 急 医 療及 び 関 連 診 療 分 野 との 連 携 が 重 要 で あ るが 、特 に 精 神 科 疾

患 合 併 妊 婦 の 管 理 や緊 急 入 院 に 対 応 で きる 体 制 整 備 が 必 要 にな っ て い る 。

ウ 搬 送 コ ー デ ィ ネー タ ー 機 能

平 成 20 年 に は 、 近 畿 ２ 府 ８ 県 に お い て 緊 急 受 入 に 対 応可 能 な 医 療 機 関 が 確

保 で き な い 場 合 に 、府 県 域 を 越 え て搬 送 先 医 療 機 関 を より 円 滑 に 確 保 で き るよ

う 広 域 連 携 体 制 を 整 備 し た 。 広 域 調 整 が必 要 な 場 合 は 、「 広 域 搬 送 調 整 拠 点 病

院 （ 県 立 こ ど も 病 院 ）」 が 窓 口 と な り 、 連絡 調 整 を 行 っ て い る。

(7) 災 害 ・ 新 興 感染 症 へ の 対 応

災 害 時 に 備 え て 、平 時 か ら 周 産 期 医療 関 係 者 が 情 報 共 有で き る 場 の 設 定 によ

る ネ ッ ト ワ ー ク づ くり や 、被 災 地 域 の医 療 ニ ー ズ や 小 児周 産 期 に 関 す る 情 報収
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集 、関 係 機 関 と の 調整 等 を 担 う「 災 害 時小 児 周 産 期 リ エ ゾ ン」の 養 成 が 必 要 に

な っ て い る 。

新 興 感 染 症 の 発 生・ま ん 延 時 に お い て も、地 域 の 周 産 期 医療 体 制 を 確 保 でき

る よ う 、 平 時 か ら の体 制 整 備 が 必 要 と なっ て い る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 周 産 期 母 子 医 療セ ン タ ー 及 び 地 域 周 産 期 病 院 の 整 備 と 連携・機 能 強 化（ 県・

医 療 機 関 ・ 関 係 団 体）

ア 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー 及 び 地 域 周 産 期 病 院 の 機 能 を 明 確 化 す る と と も に 、

連 携 を さ ら に 深 め 、正 常 分 娩 か ら ハ イ リス ク 妊 産 婦 ・新 生 児 ま で 対 応 可 能な

周 産 期 医 療 体 制 の 充実 を 図 る 。

イ 地 域 に お け る 周 産 期 医 療 に 関 連 す る 病 院 （ 総 合 ・ 地 域 周 産 期 母 子 医 療 セ ン

タ ー 、 地 域 周 産期 病 院 を 除 く 。）、 診療 所 等 は 、主 に 正 常 妊 婦・ 分 娩 、正 常 新

生 児 や 軽 度 異 常 の 診察 、治 療 等 を 行 う 施設 と し て 、地 域 の 実情 を 踏 ま え な が

ら 周 産 期 母 子 医 療 セン タ ー 等 と 連 携 し 、機 能 の 維 持 に 努 め る。

(2) 母 体 ・ 新 生 児 の搬 送 受 入 体 制 の 充 実（ 県 ・ 医 療 機 関 ・ 関係 団 体 ）

ア 総 合 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー 、 地 域 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー が 複 数 設 置 さ

れ て い る 現 状 、 多 く の 救 急 患 者 を 効 果 的 に 分 担 し て 受 け 入 れ る 体 制 が 必 要 で

あ る こ と か ら 、 搬 送 先 の 選 定 を ス ム ー ズ に 行 う た め の 調 整 機 能 の 整 備 を 検 討

し て い く 。

イ 県 内 に お い て ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 等 の 受 入 医 療 機 関 が 確 保 で き な い 場 合 に 備

え 、 近 畿 ２ 府 ８ 県 に よ る 広 域 連 携体 制 を 維 持 し 、 相 互に 連 携 ・ 支 援 を 行 う。

ウ 引 き 続 き 、 周 産 期 医 療 情 報 シ ス テ ム の 充 実 化 を 図 る と と も に 、 医 療 機 関 向

け 入 力 マ ニ ュ ア ル を整 備 ・ 周 知 し て い く。

(3) 周 産 期 医 療 分野 の 医 師 確 保 （ 県 ・ 医 療 機 関 ）

ア 産 科 ・ 小 児 科 に 重 点 を 置 い た 臨 床 研 修 プ ロ グ ラ ム を 設 定 す る 病 院 へ の 募 集

定 員 の 重 点 配 分 や 、「 県 養 成 医 師」を 対 象と す る「 県 養 成 医師 キ ャ リ ア 形 成プ

ロ グ ラ ム 」 を 通 じ て 産 科 医 ・ 小 児 科 医 と し て の キ ャ リ ア 形 成 を 積 極 的 に 支 援

す る な ど 、 周 産 期 医療 に 従 事 す る 意 識 の醸 成 を 図 る 。

イ 分 娩 手 当 等 を 支 給 す る 産 科 医 療 機 関 に 対 し て 、 そ の 経 費 の 一 部 を 助 成 す る

「 産 科 医 等 確 保 支 援 事 業 」 や 新 生 児 医 療 に 従 事 す る 小 児 科 医 の 処 遇 改 善 の た

め に 支 給 す る 手 当 て に 対 す る 経 費 の 一 部 を 補 助 す る 「 新 生 児 担 当 小 児 科 医 師

確 保 支 援 事 業 」 に より 、 産 科 医 ・ 小 児 科医 の 処 遇 改 善 に 努 める 。

ウ 医 療 機 関 の 勤 務環 境 改 善 の 一 環 と して 、24 時 間 保 育 も 可 能 な 院 内 保 育所 や

病 児 ・ 病 後 児 保 育 施 設 等 の 整 備 を 促 進 し 、 増 加 す る 女 性 医 師 が 働 き 続 け ら れ

る よ う 支 援 す る 。

(4) 災 害 時・新 興 感 染 症 に 備 え た 周 産 期医 療 体 制 の 確 保（ 県・医 療 機 関・関 係 団

体 ）

ア 災 害 時 小 児 周 産期 リ エ ゾ ン の 養 成 を進 め る と と も に 、「 兵 庫 県 災 害 時 小児 周

産 期 リ エ ゾ ン マ ニ ュア ル 」 を 整 備 し 、 災害 時 の 周 産 期 医 療 体制 を 構 築 す る 。
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イ 災 害 時 の 周 産 期 搬 送 を 見 据 え て 、 患 者 搬 送 や 物 資 調 達 等 に 関 す る 情 報 伝 達

の 方 法 等 に つ い て 情 報 交 換 で き る 場 を 設 定 し 、 関 係 者 に よ る 顔 の 見 え る 関 係

を 築 く 。

ウ 新 興 感 染 症 の 発 生 ・ ま ん 延 時 に お い て 、 妊 産 婦 を 含 む 特 別 な 配 慮 が 必 要 な

患 者 に も 対 応 可 能 な医 療 機 関 の 確 保 を 進め る 。

(5) 精 神 疾 患 合 併 妊婦 へ の 対 応 体 制 の 整備 （ 県 ・ 医 療 機 関 ・関 係 団 体 ）

ア 精 神 疾 患 合 併 妊 婦 に 対 し て 適 切 に 対 応 で き る 体 制 を 確 保 す る た め 、 周 産 期

母 子 医 療 セ ン タ ー 及 び 地 域 周 産 期 病 院 は 、 医 療 機 関 の 役 割 と 精 神 科 病 床 や 精

神 科 外 来 の 併 設 状 況 に 応 じ て 、 施 設 内 ・ 施 設 外 の 精 神 科 と の 連 携 体 制 を 構 築

す る 。

イ 総 合 ・ 地 域 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー 及 び 地 域 周 産 期 病 院 は 、 医 療 機 関 の 役

割 と 精 神 科 病 床 や 精 神 科 外 来 の 併 設 状 況 に 応 じ て 、 施 設 内 ・ 施 設 外 の 精 神 科

と の 連 携 を 図 る 。

(6) 助 産 師 の 資 質 向上 と 活 用 促 進 （ 県 ・ 医 療 機 関 ・ 関係 団 体 ）

産 科 医 と の 連 携 の もと 、妊 産 婦 の 多 様 なニ ー ズ に 応 え る た め、専 門 的 か つ 質

の 高 い 助 産 師 の 確 保 及 び 資 質 の 向 上 を 図 る と と も に 、 ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 等 へ の

保 健 指 導 や 助 産 師 が 正 常 産 を 担 う 院 内 助 産 ・ 助 産 師 外 来 の 充 実 等 、 助 産 師 の 活

用 促 進 を 図 る 。

【 目 標 】

目 標 現 状 値 目 標 値

周 産 期 死 亡 率
3.4

（ R4）
減 少

（ R11）
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【 参 考 】 周 産 期 母 子医 療 セ ン タ ー 等 の 設置 状 況

令 和 ６ 年 ４ 月 現 在 、総 合 周 産 期 母 子 医 療セ ン タ ー を ６ 施 設 、地 域 周 産 期 母 子 医 療セ

ン タ ー を ６ 施 設 、 地域 周 産 期 病 院 を 17 施 設 認 定 し て いる 。

［ 周 産 期 母 子 医 療 セン タ ー の 設 置 経 緯 ］

平 成 ６ 年 10 月 県 立 こ ど も 病 院 に MFICU（ 母 体・胎 児 集 中治 療 室 ）、NICU（ 新

生 児 治 療 室 ） 等 の 整 備 を 備 え た 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー を 設

置

平 成 12 年 ３ 月 国 の 整 備 指 針 に 基 づ き 、 全 県 を 対 象 に 高 度 か つ 専 門 的 な 医 療

を 適 用 す る 施 設 と し て 、 県 立 こ ど も 病 院 を 総 合 周 産 期 母 子 医

療 セ ン タ ー に 指 定

平 成 13 年 ８ 月 ９ 病 院 を 地 域 周 産 期母 子 医 療 セ ン タ ー に位 置 付 け

平 成 23 年 ３ 月 「 兵 庫 県 周 産 期 医 療体 制 整 備 計 画 」 を 策定

（ 内 容 ）

総 合 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー を 全 県 で ５ か 所 程 度 整 備 す る こ

と を 目 指 す と と も に 、 地 域 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー の 新 た な

認 定 を 推 進

平 成 26 年 ３ 月 地 域 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー と 協 力 し て ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 又

は ハ イ リ ス ク 新 生 児 に 対 し て 二 次 的 医 療 を 行 う 「 協 力 病 院 」

制 度 を 創 設

（ 令 和 ３ 年 に 「 地 域周 産 期 病 院 」 へ 名 称変 更 ）

平 成 27 年 １ 月 公 立 豊 岡 病 院 内 に 地 域 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー で あ る 「 但 馬

こ う の と り 周 産 期 医療 セ ン タ ー 」 を 整 備
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[周 産 期 母 子 医 療 セ ンタ ー 一 覧 ] （ 令 和 ５ 年 10 月 １ 日 現 在）

周産期

医療圏域
医療機関名

指定状況

精神科周産期

母子医療

センター

救命救急

センター

小児

救命救急

センター

災害拠点

病院

神戸・

三田

県立こども病院 総合 併設 ○

神戸市立中央市民病院 総合 併設 指定 ◎

神戸大学医学部附属病院 総合 併設 指定 ◎

済生会兵庫県病院 地域

阪神

県立尼崎総合医療センター 総合 併設 併設 指定 ◎

兵庫医科大学病院 総合 併設 指定 ◎

県立西宮病院 地域 併設 指定

播磨東
加古川中央市民病院 地域 指定 ○

明石医療センター 地域

播磨姫路 姫路赤十字病院 総合 指定

但馬 公立豊岡病院 地域 併設 指定 ◎

丹波 - - - - - -

淡路 県立淡路医療センター 地域 併設 指定 ◎

精 神 科 ： ◎ 院 内 に 入院 病 床 を 有 す る 精 神科 を 併 設

○ 院 内 に 精神 科 併 設

[地 域 周 産 期 病 院 一 覧] （ 令 和 ６ 年 ２ 月 １ 日 現 在）

周 産 期

医 療 圏 域

医 療 機 関 名

神 戸 ・ 三 田 甲 南 医 療 セ ン タ ー （精 ）、 パ ル モ ア 病 院 、母 と 子 の 上 田 病 院 、

神 戸 ア ド ベ ン チ ス ト病 院 、 神 戸 医 療 セ ンタ ー (精 )、

神 戸 市 立 西 神 戸 医 療セ ン タ ー (精 )、

な で し こ レ デ ィ ー スホ ス ピ タ ル 、 三 田 市民 病 院 、 神 戸 市 立 西市 民 病 院

阪 神 関 西 労 災 病 院(精 )、 明 和 病 院 、 市立 伊 丹 病 院(精 )

播 磨 東 あ さ ぎ り 病 院

播 磨 姫 路 姫 路 聖 マ リ ア 病 院 、県 立 は り ま 姫 路 総 合医 療 セ ン タ ー(精 )、 公 立 宍 粟

総 合 病 院 (精 )

丹 波 県 立 丹 波 医 療 セ ン ター

(精 )： 院 内 に 精 神 科併 設

※ 医 療 機 関 の 医 療機 能 の 変 更 に 対 応 する た め 、定 期 的 に 県の ホ ー ム ペ ー ジ に おい て 、

一 覧 表 を 更 新 す る 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/org/kf15/index.html

https://web.pref.hyogo.lg.jp/org/kf15/index.html
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周 産 期 医 療 シ ス テ ムの 概 念 図
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周 産 期 医 療 圏 域 ・ 総合 ／ 地 域 周 産 期 母 子医 療 セ ン タ ー 位 置 図

※ 網 掛 け の 病 院 は 、総 合 周 産 期 母 子 医 療セ ン タ ー

※ 網 掛 け な し の 病 院 は 、 地 域 周 産期 母 子 医 療 セ ン タ ー
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第 11 章 へ き 地 医 療

人 口 密 度 が 低 い 郡 部な ど で は 医 療 機 関 も少 な く 、山 間・離 島 等 の へ き 地 に おい て 医療

の 確 保 に 多 く の 問 題を 抱 え て い る 。こ うし た 地 域 の 住 民 が 安心 し て 暮 ら せ る よ う、医 療

従 事 者 の 確 保 と 地 域医 療 の 連 携 体 制 の 構築 が 必 要 で あ る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) へ き 地 に お け る医 療 提 供 体 制 の 状 況

令 和 ４ 年 度 無 医 地 区 等 調 査 に よ る と 、 本 県 で は 、 日 本 海 側 や 西 播 磨 の 県 境 近 く

の 山 間 部 等 に お い て 、 ９ 地 区 （ ２ 市 ２ 町 ） の 無 医 地 区 が 存 在 し て お り 、 日 常 の 通

院 が 困 難 で あ る と とも に 救 急 搬 送 に 時 間を 要 す る お そ れ が あ る 。

ま た 、へ き 地 に 所 在す る 公 立 病 院・診 療 所 で は 、医 師 等 の 医療 従 事 者 を 安 定 的、

継 続 的 に 確 保 す る こ と が 難 し い と こ ろ が 多 い 。 ま た 、 へ き 地 診 療 所 の 常 勤 医 師 の

平 均 年 齢 は 60 歳 を 超 え て お り 、 高齢 化 が 進 ん で い る 。

(2) 医 師 の 地 域 偏 在

本 県 の 医 師 偏 在 指 標は 47 都 道 府 県 中 17 位 で 、「 医 師 少 数 で も多 数 で も な い 都 道

府 県 」に 該 当 す る 。ま た 、県 内 の 二 次 医 療圏 で は 、神 戸 、阪 神 及び 東 播 磨 の ３ 圏 域

が 「 医 師 多 数 区 域 」に 該 当 し 、「 医 師 少 数区 域 」 に 該 当 す る 圏域 は な い 。

し か し な が ら 、 最 も多 い 神 戸 圏 域 と 、 最も 少 な い 丹 波 圏 域 で約 1.6 倍 の 乖 離 が

あ る ほ か 、 本 県 の 多 様 で 広 大 な 県 土 の 特 性 に 鑑 み る と 、 特 に 山 間 部 に お い て は 、

指 標 以 上 に 受 診 機 会の 制 約 を 受 け る 実 態が あ る な ど 、 地 域 偏在 が 見 受 け ら れ る 。

医 師 が 自 身 の キ ャ リ ア や 労 働 環 境 、 子 育 て の 環 境 等 を 踏 ま え て 勤 務 地 を 検 討 し

た 場 合 に 、 都 市 部 で の 勤 務 を 優 先 す る こ と が 要 因 で あ る と 考 え ら れ る た め 、 へ き

地 医 療 を 支 え る 意 識 の 醸 成 等 を 図 る と と も に 、 へ き 地 に お い て も 、 最 新 の 知 識 や

技 術 を 習 得 す る 機 会 を 確 保 し 、 労 働 環 境 等 を 整 備 す る こ と で へ き 地 へ の 定 着 を 図

る 必 要 が あ る 。

【 医 師 数 の 状 況 】
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(3) 本 県 の 取 組 状 況

本 県 で は 、「 へ き 地 医 療 支 援 機 構 」 を ｢兵 庫 県 地 域 医 療 支 援 セ ン タ ー ｣（ H26.4）

と 統 合 し 、「 神 戸 大 学医 学 部 附 属 地 域 医 療活 性 化 セ ン タ ー 」と 連 携 し な が ら 、へ き

地 等 勤 務 医 師 の 養 成 ・ 派 遣 、 医 師 の 県 内 定 着 、 医 師 の 地 域 偏 在 の 解 消 に 取 り 組 ん

で い る 。

ア へ き 地 等 勤 務 医師 の 養 成 ・ 派 遣

自 治 医 科 大 学 、 兵 庫 医 科 大 学 、 神 戸 大 学 、 鳥 取 大 学 及 び 岡 山 大 学 の 医 学 生 に 修

学 資 金 の 貸 与 を 行 い 、 へ き 地 等 勤 務 医 師 を 養 成 す る と と も に 、 卒 業 後 は 県 職 員 と

し て 採 用 し 、 へ き 地の 公 立 病 院 等 へ 派 遣し て い る 。

【 県 で 養 成 す る へ き地 等 勤 務 医 師 数 の 年次 推 移 】 （ 単 位 ： 人 ）

H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5

医 学 生 99 111 118 125 127 130 129 129 131 129

医 師 35 37 48 57 72 87 107 117 131 145

合 計 134 148 166 182 199 217 236 246 262 274

資 料 「 兵 庫 県 医 務 課調 べ 」

【 県 内 定 着 率 、 県 内 へ き 地 定 着 率 （ 義 務 年 限 (卒 業 後 ９ 年 )終 了 者 ）】 （ 単 位 ： ％ ）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5

県 内 定 着率 69.2 67.3 69.0 67.8 71.9 69.6 67.5 67.5 68.2 68.5 68.8

県内へき地定着率 38.4 33.6 39.8 40.0 43.9 41.7 40.0 39.8 41.9 40.0 40.0

資 料 「 兵 庫 県 医 務 課 調 べ 」

イ 地 域 医 療 支 援 医師 県 採 用 制 度 の 実 施

へ き 地 で の 勤 務 を 志す 医 師 を 県 職 員 と して 採 用 し 、公 立 病 院等 へ 派 遣 し て い る 。

【 R４ 実 績 :４ 人 】

ウ 医 師 派 遣 等 推 進事 業

医 師 不 足 の 医 療 機 関 に 医 師 を 派 遣 す る 医 療 機 関 に 対 し 、 兵 庫 県 医 療 審 議 会 の 調

整 に よ り 、 派 遣 に 伴う 逸 失 利 益 の 一 部 を助 成 し て い る 。

【 R４ 実 績 ： 市 立 加 西病 院 ほ か ９ 病 院 → 加 東 市 民 病 院 ほ か 12 病 院 に 派 遣 】

エ 大 学 医 学 部 へ の特 別 講 座 の 設 置

大 学 と 連 携 し 、大 学 に 特 別 講 座 を開 設 し て 、即 戦 力 と な れ る指 導 医 が 地 域 医 療 の

あ り 方 等 を 研 究 し つ つ 、医 師 不 足 地 域に 活 動 拠 点 を 置い て 診 療 等 に 従 事 して い る 。

【 R４ 実 績 】

連携大学 講座名 研究拠点 設置年度
地域社会医学･健康科学講座医学 公立豊岡病院 H17
教育学分野地域医療支援学部門 県立丹波医療センター H25
外科学講座低侵襲外科学分野 公立八鹿病院 H27
地域救急医療学講座
機能再生医療学講座

公立神崎総合病院
公立宍粟総合病院
赤穂市民病院

神戸大学

兵庫医科大学 H21

大阪医科薬科
大学

地域総合医療科学寄附講座 H26

兵庫医科大学ささやま医
療センター
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(4) へ き 地 医 療 機 関の 整 備

地 域 医 療 支 援 セ ン タ ー に お い て 、 へ き 地 診 療 所 等 へ の 医 師 派 遣 調 整 や 無 医 地 区

等 へ の 巡 回 診 療 の 調 整 等 、 へ き 地 医 療 対 策 の 各 種 事 業 を 円 滑 か つ 効 率 的 に 実 施 し

て い る 。

ア へ き 地 医 療 拠 点病 院

巡 回 診 療 や 代 診 医 の 派 遣 等 を 行 う へ き 地 医 療 拠 点 病 院 と し て ９ 病 院 を 指 定 し 、

へ き 地 に お け る 住 民の 医 療 を 確 保 し て いる 。

イ へ き 地 診 療 所 等

い わ ゆ る へ き 地 ５ 法 （ 離 島 振 興 法 、 辺 地 に 係 る 公 共 的 施 設 の 総 合 整 備 の た め の

財 政 上 の 特 別 措 置 等 に 関 す る 法 律 、 山 村 振 興 法 、 過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 措 置 法 、

豪 雪 地 帯 対 策 特 別 措 置 法 ） に 基 づ き 指 定 さ れ た 地 域 の へ き 地 診 療 所 等 を 対 象 に 、

へ き 地 医 療 施 策 を 実施 し て い る 。

ウ 新 専 門 医 制 度 にお け る 専 門 研 修 プ ログ ラ ム

医 師 の 地 域 偏 在 を 助 長 す る な ど 、 地 域 医 療 へ の 影 響 が 生 じ な い よ う 、 引 き 続 き

専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム の 内 容 や 研 修 実 態 を 把 握 す る と と も に 、 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム

の 定 員 に 係 る シ ー リ ン グ の 設 定 等 、 実 効 性 の あ る 適 切 な 対 策 を 講 じ る よ う 、 国 及

び 日 本 専 門 医 機 構 に対 し 働 き か け を 行 って い く 必 要 が あ る 。

エ 遠 隔 医 療 の 実 施

遠 隔 医 療 は 、 患 者 の 通 院 や 医 師 の 移 動 時 間 の 負 担 軽 減 、 遠 隔 地 の 専 門 医 の 助 言

を 受 け る こ と が で き る な ど 、 医 療 資 源 の 柔 軟 な 活 用 に 資 す る と 考 え ら れ る 一 方 、

初 期 の 設 備 投 資 に 費 用 が か か る こ と や 、 医 療 機 関 ・ 患 者 の 双 方 に お け る 導 入 意 義

の 理 解 促 進 等 の 課 題が あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) へ き 地 に お け る医 療 機 関 で の 医 療 従事 者 の 安 定 的 、継 続 的 な 確 保（ 県 、市 町 、医

療 機 関 ）

ア 地 域 医 療 支 援 セン タ ー に お い て 、地 域 医 療 活 性 化セ ン タ ー と 連 携 し なが ら 、へ き

地 等 勤 務 医 師 を 適 切 に 配 置 す る と と も に 、 地 域 医 療 支 援 医 師 県 採 用 制 度 に よ る 若

手 医 師 の 採 用・派 遣 を 行 い 、医 師 の 地 域偏 在 や 診 療 科 偏 在（ 産 科・小 児 科・救 急 科

等 ） の 解 消 を 進 め てい く 。

イ 新 専 門 医 制 度 につ い て 、大 学 等 と 連携 を 図 り な が ら 、へ き 地 等 勤 務 医師 や 地 域医

療 支 援 医 師 の 専 門 医取 得 に 向 け た 取 り 組み を 支 援 す る 。

ウ へ き 地 等 勤 務 医 師 の 勤 務 等 が 良 好 で あ っ た 義 務 年 限 終 了 者 は 、 県 病 院 局 に よ る

キ ャ リ ア 支 援 を 受 け な が ら 兵 庫 県 職 員 と し て 県 立 病 院 や 県 内 公 立 病 院 等 に 勤 務 を

行 う こ と を 可 能 と し、 へ き 地 に お け る 定着 を 推 進 す る 。

エ 県 医 師 会 の ド ク タ ー バ ン ク 事 業 な ど と 連 携 し て 、 へ き 地 医 療 が 可 能 な 医 師 と医

師 確 保 が 困 難 な 医 療機 関 の マ ッ チ ン グ を行 う 。

(2) 地 域 医 療 に 関 する 研 究 等 の 推 進 （ 県）

神 戸 大 学 な ど 医 育 機関 と の 連 携 に よ り 、地 域 医 療 に 関 す る 特別 講 座 を 設 置 し 、へ

き 地 医 療 に 関 す る 研究 な ど を 進 め る 。
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(3) へ き 地 医 療 拠 点病 院 の 活 動 の 充 実 等（ 県 、 医 療 機 関 ）

地 域 医 療 支 援 セ ン ター の 調 整・指 示 の もと 、へ き 地 医 療 拠点 病 院 に お い て、若 手

医 師 を 指 導 す る 医 師 の 確 保 、 代 診 医 の 派 遣 、 診 療 所 に 勤 務 す る 医 師 に 対 す る 研 修

の 実 施 、 遠 隔 医 療 の 支 援 な ど を 地 域 の 実 情 に 応 じ て 実 施 す る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ

て 、 新 た な へ き 地 医療 拠 点 病 院 の 整 備 を検 討 す る 。

(4) 無 医 地 区 に 関 する 対 策 の 充 実 （ 県 、市 町 、 医 療 機 関 ）

無 医 地 区 等 に 所 在 す る へ き 地 診 療 所 の 医 療 資 源 の 充 実 を 図 る と と も に 、 無 医 地

区 の 住 民 に 対 し 保 健 師 の 訪 問 指 導 等 に よ る 住 民 の 疾 病 予 防 及 び 患 者 輸 送 車 （ 艇 ）

の 配 備 等 に よ る 受 療機 会 の 確 保 を 図 る 。

(5) 総 合 診 療 体 制 の推 進 （ 県 、 市 町 ）

住 民 の 生 命 を 守 る と い う 観 点 か ら 、 ３ 次 救 急 の 機 能 を 有 す る へ き 地 医 療 拠 点 病

院 等 の 中 核 病 院 で の 総 合 診 療 体 制 を 推 進 し 、 地 域 の 病 院 等 へ の 診 療 支 援 を 実 施 す

る な ど 、 圏 域 内 の 公立 病 院 等 と の 連 携 のも と 、 医 療 の 確 保 を図 る 。

(6) へ き 地 医 療 を 支え る 意 識 の 醸 成 （ 県、 市 町 、 医 療 機 関 ）

ア 住 民 の 健 康 増 進 策 の 推 進 と 並 行 し て 、 住 民 に 対 し 病 状 に 応 じ た 医 療 機 関 の 適 切

な 受 診 を 促 し 、 地 域 の 共 有 財 産 で あ る 地 域 医 療 に 関 す る 地 域 住 民 の 理 解 を 深 め る

こ と で 、 へ き 地 医 療を 支 え る 意 識 を 醸 成し 、 医 療 の 確 保 を 図る 。

イ 地 域 医 療 支 援 セ ン タ ー に お い て 、 医 学 生 を 対 象 に 、 へ き 地 医 療 拠 点 病 院 等 を へ

き 地 の フ ィ ー ル ド と し て 地 域 医 療 の 意 義 や 魅 力 を 伝 え る 研 修 を 行 い 、 へ き 地 医 療

の 実 態 把 握 や 求 め ら れ る 役 割 等 を 認 識 さ せ る と と も に 、 地 域 住 民 と の 交 流 を 通 し

て へ き 地 医 療 に 携 わる 意 識 の 醸 成 を 図 る。

(7) ヘ リ コ プ タ ー を活 用 し た 救 急 医 療 の確 保 （ 県 、 市 町 、 医療 機 関 ）

へ き 地 で の 重 篤 患 者の 救 命 率 向 上 の た め 、 ド ク タ ー ヘ リ を 着実 に 運 用 す る 。

(8) 遠 隔 医 療 の 推 進（ 県 、 市 町 、 医 療 機関 ）

ア 専 門 医 の 少 な い 地 域 や 、 通 院 困 難 な 在 宅 患 者 が 居 住 す る 地 域 に お い て は 、 国 の

補 助 制 度 等 を 活 用 し て 遠 隔 医 療 を 導 入 す る こ と を 検 討 す る 。 ま た 、 遠 隔 画 像 診 断

支 援 セ ン タ ー や テ レビ カ ン フ ァ レ ン ス シス テ ム を 有 効 に 活 用す る 。

イ 遠 隔 医 療 の 導 入 を 希 望 す る 地 域 に つ い て 、医 療 機 関 や 医療 従 事 者 、住 民 、市 町 等

関 係 者 の 理 解 の 促 進を 図 る と と も に 、 関係 構 築 を 支 援 し て いく 。

【 へ き 地 医 療 提 供 施設 の 公 表 】

「 へ き 地 医 療 の 確 保に 関 す る 事 業 に 係 る医 療 連 携 体 制 に 係 る医 療 提 供 施 設 」 に つい て

は 、 兵 庫 県 へ き 地 医療 提 供 施 設 一 覧 に て公 表 す る 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/hw11_000000142.html

【 数 値 目 標 】

目 標 現 状 値 （ 年 度 ） 目 標 値 （ 達 成 年 度 ）

県 で 養 成 す る

へ き 地 等 勤 務 医 師 数
１ ４ ５ 人 （ R5） １ ８ ３ 人 （ R8）
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＜ へ き 地 ５ 法 の 対 象地 域 ＞

対 象 地 域 名 対 象 市 町 へ き 地 医 療 拠 点 病 院

播 磨 姫 路

姫 路 市 、 相 生 市 、 たつ の 市 、

宍 粟 市 、 市 川 町 、 神河 町 、

上 郡 町 、 佐 用 町

県 立 は り ま 姫 路 総 合医 療 セ ン タ ー

赤 穂 市 民 病 院

公 立 宍 粟 総 合 病 院

但 馬
豊 岡 市 、 養 父 市 、 朝来 市 、

香 美 町 、 新 温 泉 町

公 立 豊 岡 病 院

公 立 八 鹿 病 院

丹 波 ･北 播 磨

丹 波 篠 山 市 、丹 波 市 、三 田 市 、

西 脇 市 、 三 木 市 、 加東 市 、

多 可 町

県 立 丹 波 医 療 セ ン ター

兵 庫 医 科 大 学 さ さ やま 医 療 セ ン タ ー

西 脇 市 立 西 脇 病 院

淡 路 洲 本 市 、南 あ わ じ 市 、淡 路 市 県 立 淡 路 医 療 セ ン ター

新温泉町

香美町

豊岡市

養父市

朝来市

宍粟市

佐用町

上郡町

相生市

たつの市

姫路市

姫路市

市川町

神河町

多可町

西脇市

加東市
三田市

丹波市

三木市

淡路市

洲本市

南あわじ市

篠山市

丹波・北播磨

淡路

但馬

中・西播磨

但 馬

丹波・北播磨播磨姫路

淡路
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へき地医療対策概念図

へき地医療拠点病院

支

援

支

援

研究拠点の設置・医師派遣等

支 援

協力・連携

県立はりま
姫路総合医療
センター

公立宍粟総合
病院

公立八鹿病院
兵庫医科大学
ささやま医療
センター

県立淡路医療
センター

赤穂市民病院 公立豊岡病院
県立丹波医療
センター

西脇市立西脇
病院



第４部 ５疾病６事業及び在宅医療の医療連携体制の構築

第 11 章 へき地医療

147

無医地区 等
（R4.10末現在)

へき地診療所
(R5.4.1現在)

へき地医療拠点病院
(R4.5.1現在)

家島町 [坊勢島]、[家島] 家島診療所、ぼうぜ医院

夢前町 山之内診療所

[上牛尾・下牛尾（河内）]

[長谷] 大畑診療所･上小田診療所･川上診療所

たつの市 御津町 室津診療所

有年診療所

波賀町 波賀診療所

千種町 千種診療所

奥海､大垣内・皆田、[桜山]

三原・川南谷・桑野本・大森 森本診療所

床瀬・中村・下村・段

日高町 羽尻 神鍋診療所

出石町 奥小野、[奥山]

但東町 西谷・天谷、[奥赤] 資母診療所・高橋診療所・但東歯科診療所

大屋診療所・大屋歯科診療所･出合診療所

香住区 佐津診療所

村岡区 柤岡
兎塚診療所・兎塚歯科診療所・
川会診療所・川会歯科診療所

小代区 小代診療所

照来診療所・歯科診療所・
八田診療所・岸田出張診療所

[後川]
東雲診療所・後川診療所･
草山診療所･今田診療所

丹波市 青垣町 大稗 青垣診療所

加美区 杉原谷診療所・松井庄診療所

八千代区 八千代診療所

[上灘] 上灘診療所･五色診療所・堺診療所

阿那賀診療所・伊加利診療所・
灘診療所・沼島診療所

北淡診療所・仁井診療所

無医地区：9地区
準ずる地区：9地区

市町：14ヶ所　・　国保診療所：31ヶ所 9病院

※ [　]：無医地区に準ずる地区 ※ 下線：市町立診療所、太字：国民健康保健診療所　　

へき地医療対策現況一覧

区分 市町（区)名

播
磨
姫
路

中
播
磨

姫路市

県立はりま姫路総合医
療センター

赤穂市民病院

公立宍粟総合病院

市川町

神河町

西
播
磨

赤穂市

宍粟市

佐用町

但
馬

豊岡市

公立豊岡病院

公立八鹿病院養父市

香美町

新温泉町

竹野町

丹
波
・
北
播
磨

丹
波

丹波篠山市

県立丹波医療センター

兵庫医科大学ささやま
医療センター

市立西脇病院

北
播
磨

多可町

淡
路

洲本市

県立淡路医療センター南あわじ市

淡路市

計
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第 12 章 在 宅 医療

１ 在 宅 医 療

在 宅 療 養 者 の ニ ー ズに 応 え ら れ る 在 宅 医療 が 提 供 さ れ る よ う、市 町 や 関 係 団 体 と

の 連 携 の も と 、普 及 啓 発 や 体 制 整備 な ど の 基 盤 整 備 を推 進 す る 。ま た 、退 院 か ら看

取 り ま で 切 れ 目 の ない 医 療・介 護 サ ー ビ ス の 提 供 に 向け 、訪 問 診 療 を 実 施す る 医療

機 関 や 訪 問 看 護 ス テー シ ョ ン の 増 加・規 模 拡 大 、急 変 時 の 後方 支 援 体 制 の 充 実 等に

努 め る 。

さ ら に 将 来 の 需 要 に応 じ た 在 宅 療 養 支 援体 制 へ と 充 実 さ せ てい く た め 、地 域 の 課

題 に 対 応 し た 関 係 機関 の 取 組 み を 支 援 する と と も に 、在 宅 医 療 を 担 う 医 療従 事 者や

多 職 種 連 携 に 資 す る人 材 を 育 成 す る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 高 齢 者 人 口 の 増加 に 伴 う 介 護 ニ ー ズの 増 加

全 国 的 に 少 子 高 齢 化が 急 速 に 進 む 中 、 令 和 7 年 （ 2025 年 ） に は 、 い わ ゆ る

「 団 塊 の 世 代 」 が 全て 75 歳 以 上 と な る 超 高 齢 社 会 を 迎え る 。

【 兵 庫 県 に お け る 高齢 化 の 推 移 と 将 来 推計 】

今 後 、 要 介 護 状 態 にな る リ ス ク が 高 い 後期 高 齢 者 の 割 合 が 高く な る こ と か

ら 、 要 介 護 認 定 率 は高 く な る と 見 込 ま れる 。

【第９期介護保 険事業支援計 画期間中の第 １号被保険者 の要介護(要支援)認定者数 の推移】

区 分 令 和 ５ 年 度 令 和 ６ 年 度 令 和 ７ 年 度 令 和 ８ 年 度

認 定 者 数 333,252 人 339,392 人 345,330 人 350,823 人

認 定 率 21.1% 21.4％ 21.8％ 22.2％

※ 市 町 介 護 保 険 事業 計 画 の 数 値 を 集 計

(2) 日 常 の 療 養 支 援
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ア 訪 問 診 療

在 宅 で の 療 養 生 活 にお い て は 、 限 ら れ た医 療 資 源 を 活 用 し 、関 係 機 関 が 連 携

し 、 多 職 種 間 の 連 携に よ り 、 患 者 と そ の家 族 を 支 え て い く 体制 が 必 要 不 可 欠 で

あ る 。

イ 訪 問 歯 科 診 療

将 来 の 需 要 増 を 見 据え た 、 在 宅 療 養 中 のニ ー ズ に 対 応 で き る歯 科 医 療 従 事 者

の 確 保 や 訪 問 歯 科 診療 を 実 施 す る 歯 科 診療 所 の 増 加 が 必 要 であ る 。

ウ 訪 問 薬 剤 管 理 指導

在 宅 に お け る 訪 問 薬剤 管 理 指 導 を 推 進 する た め に は 、 医 科 、歯 科 、 薬 科 連 携

の 推 進 や 、 在 宅 業 務を 実 施 す る 薬 局 の 確保 が 必 要 で あ る 。

エ 訪 問 看 護

将 来 の 需 要 増 を 見 据え 、 訪 問 看 護 師 の 養成 ・ 育 成 が 課 題 と なっ て い る 。

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョン は 増 加 傾 向 に あ るが 、 小 規 模 事 業 所 （看 護 職 員 常 勤 換

算 ５ 人 未 満 ） が 大 半を 占 め て お り 、 経 営面 の 課 題 か ら 廃 止 する 事 業 所 も あ る こ

と か ら 事 業 所 の 規 模拡 大 や 機 能 強 化 が 必要 で あ る 。

オ 訪 問 栄 養 食 事 指導

訪 問 栄 養 食 事 指 導 につ い て 、管 理 栄 養 士の 地 域 拠 点 で あ る 栄養 ケ ア・ス テ ー シ

ョ ン (県 下 10 圏 域 )を 活 用 し つ つ 、訪 問 栄 養 食 事 指 導 を担 う 人 材 育 成 や 利 用方 法

の 周 知 を 進 め 、 多 職種 連 携 の 一 層 の 充 実が 必 要 で あ る 。

(3) 看 取 り の 状 況

令 和 ４ 年 の 在 宅 看 取 り 率 は 、 34.8％ と な っ て お り 、 全 国 の 平 均 在 宅 看 取 り 率

32.3％ を 上 回 っ て いる 。

（ 厚 生 労 働 省 「 人 口動 態 統 計 」）

今 後 、更 な る 在 宅 医療 需 要 に 備 え 、住 み 慣 れ た 自 宅 や介 護 施 設 等 、患 者 が 望 む

場 所 で の 看 取 り を 行う こ と が で き る 体 制を 確 保 す る こ と が 必要 で あ る 。

看 取 り の 実 施 は 、緊 急 往 診 や 休 日・夜 間 へ の 対 応 が 必要 と な る こ と か ら 、在 宅

医 療 を 専 門 に 実 施 す る 診 療 所 を 含 め た 在 宅 医 間 や 多 職 種 間 で の 連 携 な ど が 必 要

で あ る 。

阪神北

訪問⻭科診療提供診療所※1 129

訪問⻭科診療所病院※1 0

在宅療養⽀援⻭科診療所数※2 61

※1：厚⽣労働省R3データブック
※2：施設基準等届出状況（近畿厚⽣局）R5.7時点

478150 83 144 65 32 36 18 54 14 11 8

72 1 1 0 1 0 2 2 0 1 0

1,129346 216 345 137 67 105 49 154 30 24 26

合計
阪神南 ⼩計 中播磨 ⻄播磨 ⼩計

播磨姫路
但⾺ 丹波 淡路圏域名 神⼾

阪神
東播磨 北播磨

年度 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

在宅看取り率
（⾃宅・⽼健・⽼⼈ホーム）

24.2% 24.7% 24.9% 25.3% 26.1% 27.5% 28.2% 30.6% 33.7% 34.8%
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(4) 入 院 医 療 機 関 から 在 宅 へ の 退 院 支 援

退 院 支 援 を 実 施 し てい る 診 療 所 ・ 病 院 の増 加 と と も に 、 入 院医 療 機 関 と 在

宅 医 療 に 係 る 機 関 との 連 携 に よ る 支 援 （退 院 調 整 ） の 実 施 も求 め ら れ て い

る 。

ま た 、 在 宅 医 療 は 、５ 疾 病 と ６ 事 業 そ れぞ れ と 関 係 す る 医 療で あ る 。 こ れ

ら の 医 療 提 供 体 制 を考 え る 際 に は 、 在 宅医 療 と の 連 携 に つ いて 考 慮 す る 必 要

が あ る 。

(5) 急 変 時 の 対 応

患 者 の 容 態 急 変 時 の対 応 と し て 、 緊 急 往診 や 緊 急 入 院 の 必 要が 生 じ た 場 合

に 、 地 域 に お い て 病床 を 確 保 す る 仕 組 みが 必 要 で あ る 。 在 宅療 養 支 援 診 療

所 、 在 宅 療 養 後 方 支援 病 院 や 地 域 包 括 ケア 病 床 （ 病 棟 ） を 有す る 医 療 機 関 等

が 、 患 者 の 状 態 に 適切 に 対 応 で き る よ う受 入 可 能 な 医 療 機 関の 確 保 が 必 要 で

あ る 。

(6) 医 療 的 ケ ア 児 に対 応 （ 小 児 在 宅 医 療）

医 療 技 術 の 進 歩 に より 、 医 療 的 ケ ア が 必要 な 在 宅 療 養 児 は 、増 加 傾 向 に あ

る 。 小 児 の 在 宅 医 療に 対 応 が で き る 医 師及 び 看 護 師 の 育 成 が必 要 で あ る 。

(7) 医 療 と 介 護 の 連携

地 域 に お け る 医 療 ・介 護 の 関 係 機 関 が 連携 し て 、 在 宅 医 療 ・介 護 の 提 供 を

行 え る 体 制 づ く り が必 要 で あ る 。

こ の た め 、 市 町 の 在宅 医 療 ・ 介 護 連 携 推進 事 業 に よ る 医 療 ・介 護 双 方 の 連

携 体 制 の 構 築 や 圏 域の 健 康 福 祉 推 進 協 議会 に お け る 医 療 ・ 介護 関 係 者 に よ る

推 進 方 策 の 検 討 が 必要 で あ る 。

ま た 、 医 療 関 係 団 体等 と も 連 携 の 上 、 必 要 な 体 制 を 整 備 し てい く 。

(8) 認 知 症 に 係 る 在宅 医 療 提 供 体 制 の 整備

ア 早 期 診 断 ・ 早 期対 応 の た め の 体 制 整備

（ ア ）働 き 盛 り 世代 の 中 年 期 か ら認 知 症 へ の 正 し い 知識 と 理 解 に 基 づ い た、適 切

な 健 康 行 動 や 認 知 症 観 の 転 換 が 図 ら れ る よ う 、 県 民 に 一 層 広 く 普 及 啓 発 す

る 必 要 が あ る 。

（ イ ）認 知 機 能 の低 下 に 気 付 い た と き に 必 要 な 医 療・介 護 が切 れ 目 な く 受 け ら れ

○ 在 宅 医 療 ・ 介 護連 携 推 進 事 業
地 域 の め ざ す 理 想 像（ 切 れ 目 の な い 在 宅医 療 と 在 宅 介 護 の 提供 体 制 の

構 築 ） を 意 識 し な がら 市 町 に よ る 主 体 的な 課 題 解 決 を 実 施
① 現 状 分 析 ・ 課 題 抽出 ・ 施 策 立 案

地 域 の 医 療 ・ 介 護 資源 の 把 握 、 在 宅 医 療・ 介 護 連 携 の 課 題 の抽 出 、 切
れ 目 の な い 在 宅 医 療と 在 宅 介 護 の 提 供 体制 の 構 築 促 進

② 対 応 策 の 実 施
在 宅 医 療 ・ 介 護 関係 者 に 関 す る 相 談 支援 、 地 域 住 民 へ の 普及 啓 発 、 医

療 ・ 介 護 関 係 者 の 情報 共 有 の 支 援 、 医 療・ 介 護 関 係 者 の 研 修
③ 対 応 策 の 評 価 ・ 改善
※ 出 典 「 在 宅 医 療 ・ 介 護 連 携 推 進 事 業 」 の 手 引 き （ 厚 生 労 働 省 老 健 局 老 人 保 健

課 Ｒ 2.9）
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る ネ ッ ト ワ ー ク の 充実 が 必 要 で あ る 。

イ 医 療 従 事 者 等 の認 知 症 対 応 力 向 上 の促 進

研 修 を 受 講 し た 各 専門 職 が 、 活 躍 で き る体 制 整 備 を 進 め る 必要 が あ る 。

ウ 医 療 ・ 介 護 等 の有 機 的 な 連 携 の 推 進に よ る 適 切 な 治 療 等の 提 供 や 在 宅 復 帰

の た め の 支 援 体 制 の整 備

2 次 医 療 圏 域 ご と に核 と な る 認 知 症 疾 患医 療 セ ン タ ー の 機 能強 化 と 、地 域 の

医 療 ・ 介 護 資 源 等 が 有 効 に 連 携 す る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 進 め る 必 要 が あ

る 。

【 連 携 体 制 】 (次 頁 「 在 宅 医 療 提 供体 制 」 参 照)

(1) 在 宅 医 療 圏 域 の設 定

地 域 包 括 ケ ア 病 床 の配 置 や 病 院 と の 連 携状 況 等 な ど 、 地 域 の 資 源 に 応 じ た在

宅 医 療 圏 域 を 40 郡 市 区 医 師 会 単 位に 設 定 し 、 住 み 慣 れた 地 域 で 、 入 院 医 療か

ら 在 宅 医 療 ・ 介 護 、看 取 り に 至 る サ ー ビス を 利 用 者 か ら み て切 れ 目 な く 一 体 的

に 提 供 す る 体 制 を 確保 し て い く 。

(2) 在 宅 医 療 に お いて 積 極 的 役 割 を 担 う医 療 機 関

日 頃 よ り 在 宅 医 療 に積 極 的 に 取 組 ん で いる 「 在 宅 医 療 支 援 診療 所 ・ 病 院 」、

「 地 域 包 括 ケ ア 病 床を 有 す る 病 院 」 等 の更 な る 充 実 強 化 を 目指 す 。

(3) 在 宅 医 療 に 必 要な 連 携 を 担 う 拠 点

地 域 の 関 係 者 と の 連携 会 議 の 開 催 や 職 員の 資 質 向 上 に 向 け た研 修 等 に 日 頃 か

ら 取 組 む 各 郡 市 区 医師 会 を 、 医 療 介 護 推進 基 金 事 業 等 に よ り、 引 き 続 き 支 援 す

る 。
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2次救急
(重症)

在宅療養
⽀援診療
所・病院
※1

地域包括
ケア病床
を有する
病院
※1

在宅療養
後⽅⽀援
病院
※1

地域医療
⽀援病院
※2

在宅療養
⽀援⻭科
診療所
※1

在宅患者
訪問薬剤
管理指導
届出薬局
※1

24時間
対応訪問
看護ス
テーショ
ン※3

機能強化
型訪問看
護ステー
ション
※3

地域名 圏域名
救命救急

センター等

東灘区 東灘区 54 3 1 26 102 30 1

灘区 灘区 47 8 15 79 25 1

中央区 中央区 40 6 1 5 33 121 37 1

兵庫区 兵庫区 21 5 1 1 13 82 26 1

北区 北区 41 9 1 2 17 88 37 3

⻑⽥区 ⻑⽥区 23 4 1 5 46 18

須磨区 須磨区 27 3 1 1 10 68 21 3

垂⽔区 垂⽔区 45 4 2 1 15 100 31 1

⻄区 ⻄区 47 5 1 16 75 38 2

神⼾⼩計 9圏域 345 47 6 13 150 761 263 13

尼崎 115 11 3 2 40 246 84 5

⻄宮 106 8 1 2 29 209 66 4

芦屋 30 2 14 45 13 1

3圏域 251 21 4 4 83 500 163 10

伊丹 40 3 2 19 88 39 3

川⻄ 30 3 2 1 13 72 26 1

宝塚 43 2 1 23 105 36 3

三⽥ 19 1 1 6 36 17 1

4圏域 132 8 3 5 61 301 118 8

明⽯ 48 7 1 2 25 135 43 1 明⽯

加古川 34 3 1 2 34 132 37 2

⾼砂 9 2 1 1 6 40 13 1

3圏域 91 12 3 5 65 307 93 4

⻄脇・多可 10 3 1 1 5 39 7 2

三⽊ 15 3 11 32 8

⼩野・加東 20 3 1 12 40 11

加⻄ 6 1 4 22 5 1

4圏域 51 10 1 2 32 133 31 3

姫路 70 18 2 5 33 240 85 5

神崎 5 1 3 18 4

2圏域 75 19 2 5 36 258 89 5

たつの・揖保 12 3 7 46 17

宍粟 7 1 1 16 6 1

佐⽤ 3 1 8 2

相⽣ 4 3 6 10 4

⾚穂市 3 2 2 1 3 20 2 1

⾚穂郡 3 1 4 3 1

6圏域 32 10 2 1 18 104 34 3

豊岡 18 1 1 2 41 10 北但⾺

美⽅ 3 3 6 3 3

養⽗ 9 1 1 2 12 2 1

朝来 5 1 4 17 1

4圏域 35 6 0 2 14 73 16 1

丹波篠⼭ 6 3 4 16 3 1

丹波 9 1 2 1 7 36 4

2圏域 15 4 2 1 11 52 7 1

洲本 10 1 1 23 7

淡路 13 2 1 3 24 4 1

南あわじ 11 1 5 19 5

3圏域 34 4 1 1 8 66 16 1

8圏域 40圏域 1061 141 24 39 478 2555 830 49 13地域 7ブロック 11機関

※1 施設基準等届出状況（近畿厚⽣局）（令和5年7⽉1⽇現在）  ※2 地域医療⽀援病院承認数（令和5年10⽉1⽇現在）

※3 施設基準等届出状況（近畿厚⽣局）（令和5年4⽉1⽇現在）

救命救急センター等の●は救命救急センター、▲は3次的機能病院を表す

40郡市区

淡路

洲本市

淡路 淡路 ●県⽴淡路医療
センター

淡路市

南あわじ市

淡路⼩計

丹波

丹波篠⼭市

丹波 丹波 ▲県⽴丹波医療
センター

丹波市

丹波⼩計

但⾺ ●公⽴豊岡病院

美⽅郡

⻄南但⾺
養⽗市

朝来市

但⾺⼩計

佐⽤郡

相⽣市

⾚穂市

⾚穂郡

⻄播磨⼩計

但⾺

豊岡市

播磨姫路

姫路市

中播磨

播磨姫路
●県⽴はりま姫
路総合医療セン
ター

神崎郡

中播磨⼩計

たつの市・揖保郡

⻄播磨

宍粟市

●県⽴加古川医
療センター

加古川市（加古郡含む）

東播磨⾼砂市

東播磨⼩計

北播磨

⻄脇市・多可郡

北播磨

三⽊市

⼩野市・加東市

三⽥市
三⽥

阪神北⼩計

東播磨

明⽯市

播磨東

加⻄市

北播磨⼩計

⻄宮市

芦屋市

阪神南⼩計

伊丹市

阪神北川⻄市（川辺郡含む）

宝塚市

神⼾
神
⼾
市

神⼾ 神⼾

●兵庫県災害医
療センター

●神⼾市⽴医療
センター中央市
⺠病院

●神⼾⼤学医学
部附属病院

阪神

尼崎市

阪神南

阪神

●県⽴尼崎総合
医療センター

●兵庫医科⼤学
病院

●県⽴⻄宮病院

在 宅 医 療 提 供 体 制

2次保健
医療圏域

在宅医療に必要な
連携を担う拠点

(郡市区医師会名)

在宅医療
圏域

在宅医療において積極的役割を担う医療機関 3次救急
（重篤）
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【 推 進 方 策 】

(1) サ ー ビ ス 提 供体 制 の 充 実 （ 医 療 機関 、 関 係 団 体 、 県 、市 町 ）

ア 訪 問 診 療 、訪 問 歯 科 診 療 、訪 問 看 護、訪 問 リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン 、訪 問 薬 剤 管

理 指 導 等 、 在 宅 医 療に つ い て の サ ー ビ ス提 供 体 制 の 充 実 を 図る 。

イ 歯 科 医 師 、歯 科 衛 生 士 が 歯 科の な い 医 療 機 関 、寝 た き りの 高 齢 者 や 口 腔 ケ ア

が 困 難 に な っ た 障 害者（ 児 ）等 の 通 院 困 難者 に 対 す る 訪 問 歯 科の 診 療 体 制 の 充

実 を 図 る 。

ウ 麻 薬 調 剤 や 無 菌製 剤 処 理 、 小 児 へ の訪 問 薬 剤 管 理 指 導 、 24 時 間 対 応 が 可 能

な 薬 局 の 確 保 な ど 訪 問 薬 剤 管 理 指導 を 推 進

エ 多 職 種 に 対 す る在 宅 医 療 連 携 体 制 の構 築 を 推 進

オ 訪 問 看 護 師 の 人材 確 保 と 訪 問 看 護 体制 機 能 強 化 に よ る 体制 充 実

(2) 入 院 医 療・在 宅 医 療 相 互 の 円滑 な 移 行 促 進（ 県 、市 町 、医 療 機 関 、関 係 団 体 ）

ア 入 院 患 者 の 円 滑な 退 院 支 援 や 急 変 時の 受 入 体 制 の 確 保

イ 在 宅 で の 看 取 りを 支 え る 地 域 の 支 援体 制 の 構 築

(3) 在 宅 医 療 を 担 う人 材 育 成 （ 関 係 団 体、 医 療 機 関 、 県 、 市町 ）

ア 地 域 の 在 宅 医 療を 指 導 的 に 担 当 で きる 医 師 等 の 育 成

イ 在 宅 医 療 分 野 で活 躍 で き る 訪 問 看 護師 の 育 成

ウ 地 域 の か か り つけ 医 、歯 科 医 師 、歯 科 衛 生 士 、薬 剤 師 等 への 在 宅 医 療 従 事 者

の 育 成 研 修

エ 医 療 的 ケ ア 児 （小 児 在 宅 医 療 ） の ため の 実 践 的 な 研 修 を通 じ た 人 材 育 成

(4) 在 宅 医 療 推 進 協議 会 の 設 置 ・ 運 営 （県 、 市 町 、 関 係 団 体、 医 療 機 関 ）

医 師 会 、歯 科 医 師 会 、看 護 協 会 、薬 剤 師 会等 で 構 成 す る 在 宅 医療 推 進 協 議 会 を

設 置 ・ 運 営 す る 。

在 宅 医 療 推 進 協 議 会の 検 討 内 容

・ 県 、 地 域 （ 市 町 、郡 市 区 医 師 会 単 位 ）で 在 宅 医 療 に か か る医 療 資 源 の 把 握

・ 地 域 の 課 題 の 抽 出と 関 係 団 体 や 機 関 等で の 共 有 化

・ 課 題 に 対 し て 、 その 対 策 を 講 じ る 体 制と 各 種 推 進 事 業 の 実施 方 法 等

(5) ＩＣＴを活用した在宅医療・介護の情報の共有化（県、関係団体、医療機関、市町）

ア 在 宅 医 療 を 支 える 多 職 種 ・ チ ー ム 間ネ ッ ト ワ ー ク の 推 進

患 者 情 報 の リ アル タ イ ム で の 共 有 によ り 、 療 養 生 活 を 支援 す る 。

イ 入 退 院 時 に お ける 病 院 と 多 職 種 チ ーム の ネ ッ ト ワ ー ク 強化

ICT を 活 用 し た入 退 院 調 整 の 実 施 など さ ら な る 連 携 強 化を 推 進 す る 。

ウ 病 診 連 携 ネ ッ トワ ー ク の 構 築

広 域・多 数 の 医 療機 関 に よ る 情 報共 有 化 を 進 め 、急 性 期 医 療か ら 回 復 期 医 療 、

在 宅 医 療 ・ 介 護 へ の移 行 を 円 滑 に 実 施 する 。

(6) 医 療 と 介 護 の 連携 ・ 一 体 化 の 促 進 （県 、 市 町 、 関 係 団 体、 医 療 機 関 ）

ア 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 構 築 に 向 け た支 援

イ 医 療 と 介 護 の 多職 種 連 携 に よ る 支 援

ウ 医 療 機 関 に よ る医 療 ・ 介 護 サ ー ビ スの 一 体 提 供 へ の 支 援
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エ 在 宅 医 療 推 進 協 議 会 や 圏 域 健 康 福 祉 推 進 協 議 会 に よ る 医 療 と 介 護 の 一 体 化

を 推 進

オ 市 町 に よ る「 在 宅 医 療・介 護 連 携 推進 事 業 」を 活 用 し た連 携 体 制 の 構 築 推 進

カ 「 か か り つ け 医機 能 」 を 確 保 ・ 強 化す る た め の 仕 組 み を検 討

(7) 認 知 症 に 係 る 在宅 医 療 提 供 体 制 の 整備 （ 県 、 市 町 、 医 療機 関 、 関 係 団 体 ）

ア 早 期 診 断 ・ 早 期対 応 の た め の 体 制 整備 （ 再 掲 ）

イ 医 療 従 事 者 等 の認 知 症 対 応 力 向 上 の促 進 （ 再 掲 ）

ウ 医 療 ・ 介 護 等 の 有 機 的 な 連 携 の 推 進 に よ る 適 切 な 治 療 等 の 提 供 や 在 宅 復 帰

の た め の 支 援 体 制 の整 備 （ 再 掲 ）

(8) が ん 患 者 等 に 対す る 緩 和 ケ ア の 推 進（ 県 、 医 療 機 関 ）

入 院 医 療 機 関 が 在 宅 緩 和 ケ ア を 提 供 で き る 診 療 所 な ど と 連 携 し 、 切 れ 目 の な

い 在 宅 医 療 を 提 供 する 。

(9) 患 者 ・ 家 族 へ の支 援 を 行 う Ｎ Ｐ Ｏ の参 画 促 進 （ 民 間 団 体・ 県 ）

【 数 値 目 標 】

１ 在 宅 医 療 提 供 体制 の 充 実

目 標 策 定 時 現 状 値 目 標 設 定

訪 問 診 療 を 実 施 し て い

る 病 院 ・ 診 療 所 数

1,688 箇 所

(H28 ※ 1)

1,708 箇 所

(R3※ 1)

R7： 1,993 箇 所

(地 域 医 療 構 想 目 標 年)

在 宅 療 養 支 援 病 院 ・

診 療 所 数

912 箇 所

(H29.4 月 ※ 2)

1,061 箇 所

(R5.7 月 ※ 2)
R7： 1,143 箇 所

24 時 間 対 応 体 制 加 算の

届 出 訪 問 看 護 ス テ ー シ

ョ ン 数

495 箇 所

(H29.4 月 ※ 2)

830 箇 所

(R5.4 月 ※ 2)
R7： 894 箇 所

在 宅 療 養 支 援

歯 科 診 療 所 数
－

478 箇 所

(R5.7 月 ※ 2)
R7： 515 箇 所

歯 科 訪 問 診 療 を 実 施 し

て い る 診 療 所 数
－

1,129 箇 所

（ R3 ※ 1）
R7： 1,318 箇 所

歯 科 訪 問 診 療 を 実 施 し

て い る 病 院 数
－

7 箇 所

（ R3 ※ 1）
R7： 9 箇 所

訪 問 薬 剤 指 導 を 実 施 す

る 薬 局 数
－

1,542 箇 所

(R5 ※ 3)
R7： 1,661 箇 所

機 能 強 化 型 訪 問 看 護 ス

テ ー シ ョ ン を 有 す る 圏

域 の 数

18 圏 域

(H29.4 月 ※ 2)

27 圏 域

(R5.4 月 ※ 2)

県 下 40 圏 域 に 配 置

（ 在 宅 医 療 圏 域 ）

訪 問 栄 養 食 事 指 導 を 実

施 し て い る 診 療 所 数
－

562 箇 所

(R5.8※ 4)
R7:606 箇 所
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２ 退 院 支 援 ・ 急 変時 対 応

目 標 策 定 時 現 状 値 目 標 設 定 (達 成 年 度)

退 院 支 援 加 算 の 届 出

病 院 ・ 診 療 所 数

215 箇 所

(H29.4 月 ※ 2)

224 箇 所

(R5.7 月 ※ 2)
R7： 242 箇 所

地 域 包 括 ケ ア 病 床 を有

す る 圏 域 の 数

36 圏 域

(H29.4 月 ※ 2)

38 圏 域

(R5.7 月 ※ 2)

県 下 40 圏 域 に 配 置

（ 在 宅 医 療 圏 域 ）

３ 看 取 り 率

目 標 策 定 時 現 状 値 目 標 設 定 (達 成 年 度)

在 宅 看 取 り 率 の 増 加
25.3％

(H28※ 4)

34.8％

(R4※ 5)
R7： 35.7％

※ 1 医 療 計 画 デ ー タブ ッ ク (厚 生 労 働 省)

※ 2 施 設 基 準 等 届 出状 況 (近 畿 厚 生 局)

※ 3 兵 庫 県 薬 剤 師 会聞 き 取 り

※ 4 兵 庫 県 医 療 機 関 情 報 シ ス テ ム

※ 5 人 口 動 態 統 計 （厚 生 労 働 省 ）
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２ 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 推 進

リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン を 必 要 と す るす べ て の 県 民 が 、身 近 な 場 所 で、個 別 性を 重 視

し た 適 時 ・ 適 切 な 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョン 推 進 す る 。

【 現 状 と 課 題 】

疾 病 の 急 性 期 か ら 回 復 期 を 経 て 維 持 期 へ 移 行 す る 全 過 程 を 通 じ て 、 そ れ ぞ れ の

状 態 に 応 じ た 適 切 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 受 け る こ と が で き る シ ス テ ム を 構 築 す

る た め 、 全 県 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 セ ン タ ー 、 圏 域 ご と の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

支 援 セ ン タ ー 、 健 康 福 祉 事 務 所 （ 保 健 所 ） を 圏 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て 位 置 付

け 、 圏 域 で の 地 域 リハ ビ リ テ ー シ ョ ン の推 進 体 制 の 強 化 を 図っ て い る 。

⻄ 播 磨 総 合 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
ン セ ン タ ー
地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ⽀ 援
セ ン タ ー の 機 能 の ⼀部 を 担 う

兵 庫 県 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
⽀ 援 セ ン タ ー
（県⽴総合リハビリテーションセンター）
① 専 ⾨ 的 リ ハ の 提 供
② 圏 域 リ ハ ⽀ 援 セ ンタ ー の ⽀ 援
③ リ ハ 資 源 の 調 査 研究・情 報 提 供
④ 関係団体・医療機関との連絡調整 等

圏 域 リ ハ ビ リ テ ー ショ ン ⽀ 援 セ ン タ ー
① ネ ッ ト ワ ー ク の ため の 連 絡 会 議 等 の 開催
② 健 康 福 祉 事 務 所 と連 携 し た 医 療 介 護 連携 の 促 進
③ リ ハ 従 事 者 へ の 援助 ・ 研 修 ④ 関 係 団体 の ⽀ 援 等

神
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県 ⺠
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【 推 進 方 策 】

(1) 「 兵 庫 県 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 連 携 指 針 」 に 基 づ き 、 引 き 続 き 推 進 す る 。

（ 県 、 関 係 団 体 ）

(2) 県 東 部 に お いて 、重 症 心 身 障 害 児者 等 の リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン に 対 応 す る ため 、

県 立 障 害 児 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー を 尼 崎 市 に 開 設 し た 上 で 、 隣 接 す る

大 阪 市 内 で 専 門 医 療 を 行 う 社 会 医 療 法 人 大 道 会 ボ バ ー ス 記 念 病 院 と 連 携 し 、 医

療 の 提 供 を 一 体 的 に行 う（ 医 療 法 第 42 条 の ２ 第 １ 項 第４ 号 ロ の 規 定 に 基 づき 実

施 ）。

(3) 圏 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 セ ン タ ー の 圏 域 に つ い て は 、 現 状 を 維 持 す る も

の と し 、 今 後 、 必 要 が あ る 場 合 に は 、 地 域 の 実 情 を 踏 ま え て 健 康 福 祉 推 進 協 議

会 等 に お い て 検 討 する 。

＜ 「 兵 庫 県 地 域 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 連 携指 針 」 の 概 要 （ 推 進方 策 部 分 ） ＞

（ 市 町 方 針 ）

必 要 な リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン が 適 切 か つ 速や か に 提 供 で き る よ う 、圏 域 支 援 セ ン

タ ー や 保 健 医 療 福 祉 サ ー ビ ス 提 供 施 設 及 び 行 政 機 関 等 関 係 機 関 の 連 携 が 図 ら れ

る よ う な 体 制 を 整 備す る 。

（ 圏 域 指 針 ）

圏 域 支 援 セ ン タ ー を中 心 と し 、研 修 会 開催 、情 報 提 供 等 に よる 地 域 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン 実 施 機 関 への 支 援 、実 地 指 導 等に よ る リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン 従 事 者 へ の 援

助 、全 県 支 援 セ ン ター や 圏 域 内 の 関 係 機関 等 と の 連 携 な ど によ る 地 域 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン の 推 進 を 図る 。

（ 全 県 指 針 ）

全 県 支 援 セ ン タ ー を中 心 に 、圏 域 支 援 セン タ ー へ の 人 的・技 術 的 支 援 、リ ハ ビ

リ 資 源 等 に 関 す る 調査 研 究 な ど を 通 じ た、地 域 リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン シ ス テ ム 推 進

の 支 援 を 行 う 。
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【第５部】

保健・医療・福祉の

総合的取組の推進
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第５部 保健・医療・福祉の総合的取組の推進

第 １ 章 結 核 ・ 感染 症 対 策

１ 結 核 対 策

わ が 国 に お け る 結 核 の 状 況 は 、 感 染 症 法 （ 旧 結 核 予 防 法 ） に 基 づ く 各 種 の 対 策 、

医 療 の 進 歩 、生 活 環境 の 向 上 等 に よ り 大幅 に 改 善 さ れ た も のの 、令 和 ４ 年 、全 国で

約 １ 万 ２ 百 人 の 新 規結 核 患 者 が 発 生 し 、約 １ 千 ７ 百 人 が 結 核で 死 亡 す る な ど 、依然

と し て 公 衆 衛 生 上 の大 き な 課 題 と な っ てい る 。本 県 で は 、結 核 患 者 の 発 生が 全 国的

に み て も 高 い 状 況 を 踏 ま え 、「 兵 庫 県 感 染 症 予 防 計 画 」 に 基 づ き 、 結 核 予 防 の 普 及

啓 発 ､健 康 診 断 、 結 核 の 治 療 な ど の 対 策 を 推 進 す る こ と に よ り さ ら な る 結 核 り 患 率

の 低 下 を 図 る 。

【 現 状 と 課 題 】

か つ て 結 核 は 、若 年 者 を 中 心 に り患 す る 傾 向 に あ っ たが 、近 年 は 基 礎 疾 患を 有 す

る 高 齢 者 や 糖 尿 病 など の ハ イ リ ス ク グ ルー プ を 中 心 と し た り患 が 特 徴 で あ り 、都市

部 で の 発 生 が 多 い など 地 域 間 に お け る り患 率 の 格 差 が 生 じ てい る 。

本 県 で は 、患 者 の 早期 発 見 、早 期 治 療 を基 本 に「 結 核 予 防普 及 啓 発 活 動 の展 開 」、

「 結 核 推 進 体 制 の 確立 」、「 結 核 医 療 体 制の 整 備 」、「 結 核 医 療の 適 正 化 」、「 結 核 患者

の 管 理・接 触 者 健 診の 推 進 」等 を 実 施 して い る 。本 県 に お ける 令 和 ４ 年 の 結 核 り患

率 は 、 全 国 ワ ー ス ト８ 位 で あ る 。

令 和 ４ 年 結 核 り 患 率（ 圏 域 別 ） （ 単 位 患 者 数 ： 人 、 り 患率 ： 人 口 10 万 対 ）

区 分 神 戸 阪 神 東 播 磨 北 播 磨 播 磨 姫 路

人 口 1,510,171 1,741,906 712,440 258,193 805,171

患 者 数 148 178 74 32 64

り患 率 9.8 10.2 10.4 12.4 7 .9

塗 抹 陽 性 患 者 数 42 74 22 12 24

肺 結 核 り患 率 2.8 4 .2 3 .1 4 .6 3 .0



第５部 保健・医療・福祉の総合的取組の推進

第１章 結核・感染症対策

161

区 分 但 馬 丹 波 淡 路 県 全 体 全 国

人 口 155,285 99,744 126,045 5,432,573 125 ,103,886

患 者 数 11 11 12 530 10,235

り患 率 7.2 11.1 9 .6 9 .8 8 .2

塗 抹 陽 性 患 者 数 5 3 5 187 3,703

肺 結 核 り患 率 3.3 3 .0 4 .0 3 .4 3 .0

地 域 間 格 差 が み ら れる た め 、 引 き 続 き 実情 に 応 じ 適 切 な 対 策を 行 う 必 要 が あ る 。

注 )県 全 体 及 び 各 圏 域 別 の 人 口 は 、県 統 計 課 の 令 和 ４ 年 10 月 １ 日 現 在 の 推 計 人 口 を 使 用 し た 。

令 和 ４ 年 に お け る 県全 体 の 新 規 登 録 者 数（ 年 齢 階 層 別 ）

区 分
０ ～ ４

歳

５ ～ ９

歳

10～

14 歳

15～

19 歳

20～

29 歳

30～

39 歳

40～

49 歳

50～

59 歳

60～

69 歳

70 歳

～
計

人 数 1 0 2 3 26 17 24 37 30 390 530

割 合

(%）
0.2 0 .0 0 .4 0 .6 4 .9 3 .2 4 .5 7 .0 5 .7 73.6 －

７ 割 以 上 が 70 歳 以 上 の 者 で あ り 、高 齢 者 に 対 す る 対 策が 重 要 課 題 で あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 結 核 予 防 普 及 啓発 活 動 の 展 開 （ 県 、 保 健 所 設 置 市）

結 核 予 防 の た め の 正し い 知 識 を 広 く 県 民に 普 及 す る 。特 に 、発 生 頻 度 が 高 い

高 齢 者 に 対 し て は 、 老 人 会 な ど 地 域 組 織 と 連 携 し 、 外 国 人 患 者 に 対 し て も 地 域

の 実 情 に 応 じ て 普 及啓 発 を 実 施 す る 。

(2) 結 核 医 療 体 制の 整 備 （ 県 、 保 健 所設 置 市 ）

ア 結 核 指 定 医 療 機関 の 指 定

イ 結 核 病 床 （ モ デル 病 床 を 含 む ） の 確保

(3) 結 核 医 療 の 適 正化 （ 県 、 保 健 所 設 置市 ）

多 剤 耐 性 結 核 の 発 生を 防 止 、合 併 症 の 適切 な 治 療 を 図 る た め、結 核 医 療 の 基

準 に 基 づ い た 医 療 に つ い て 、 各 圏 域 感 染 症 診 査 協 議 会 等 に よ り 医 療 機 関 に 周 知

し 、 結 核 医 療 の 適 正化 を 図 る 。

(4) 結 核 患 者 の 管理 ・ 接 触 者 健 診 の 推進

結 核 患 者 の 訪 問 指 導及 び 接 触 者 の 健 康 診断 を 徹 底 す る と と もに 、感 染 源 調 査

等 の 実 施 に よ り 結 核 の ま ん 延 防 止 を 図 る 。 さ ら に 、 結 核 患 者 等 の 管 理 に つ い て

評 価 を 行 い 、 結 核 患者 の 治 療 脱 落 の 防 止を 図 る 。

ア Ｄ Ｏ Ｔ Ｓ 事 業(患 者 自 宅 訪 問 等に よ る 服 薬 確 認)の 推 進 （ 県、 保 健 所 設 置 市 ）

イ 結 核 患 者 の 訪 問指 導 及 び 接 触 者 の 健康 診 断（ Ｉ Ｇ Ｒ Ａ等 ）の 実 施（ 県 、保 健

所 設 置 市 ）

ウ 分 子 疫 学 的 手 法 か ら な る 病 原 体 サ ー ベ イ ラ ン ス の 実 施 （ 県 、 保 健 所 設 置 市 ）

エ 結 核 患 者 治 療 成績 評 価 推 進 事 業(コ ホ ー ト 観 察 調 査(患 者 管 理)等 )の 実 施（ 県 、

保 健 所 設 置 市 ）
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【 目 標 】

目 標 現 状 値 目 標 値 （ 達 成 年 度 ）

人 口 10 万 対 結 核 り 患 率 の 低 下
9.8

（ R4）

り 患 率 全 国 平 均 以 下

（ R11）

結 核 予 防 シ ス テ ム 図

県

民

・ 結 核 対 策 連 絡 調 整会 議 の 開 催

・ 結 核 実 務 者(医 師 、 保 健 師 等)の 研 修

等

結 核 推 進 体 制 の 確 立

結

核

指

定

医

療

機

関

・県 民 に 対 す る 正し い 知 識 の 普 及

・ 定 期 結 核 健 康 診 断の 推 進

・ 高 齢 者 を 重 点 と した 普 及 啓 発 活 動 等

結 核 予 防 普 及 活 動 の展 開

・ 結 核 病 床 （ モ デ ル病 床 含 む ） の 確 保

・ 結 核 指 定 医 療 機 関の 指 定 等

結 核 医 療 体 制 の 整 備

・ 結 核 医 療 基 準 の 周知

・ 感 染 症 診 査 協 議 会の 運 営

等

結 核 医 療 の 適 正 化

発 生 動 向 体 制 の 充 実

・ ＤＯＴＳ事業(直接服薬確認療法)の推進

・ 患者管理及び接触者健診（ＩＧＲＡ）の推

進

・ 分 子 疫 学 的 手 法 か ら な る 病 原 体 サ ー ベ イ

ランスの実施

・ 結 核 患 者 治 療 成 績 評 価 推 進 事 業 の 実 施

等

保 健 所 設 置 市

（ 保 健 所 等 に お い て各 種 対 策 を 実 施 ）

（

連 絡 調 整 会 議

県

健

康

福

祉

事

務

所

県

結

核

対

策

主

管

部

局
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２ エ イ ズ 対 策

日 本 に お け る エ イ ズ患 者 及 び Ｈ Ｉ Ｖ 感 染者 の 発 生 動 向 は 、 新規 報 告 に つ い て 横

ば い 傾 向 で 推 移 し てい る 。 し か し 令 和 ２年 43 件 と 本 県 に お い て 増 加 （ 前 年比

170%） に 転 じ 、 令 和３ 年 31 件 、 令 和 ４ 年 24 件 と 減 少 し て い た が 、 今 後 も発 生 動

向 に 注 視 が 必 要 な 状況 で あ る 。

Ｈ Ｉ Ｖ 感 染 は 、 正 しい 知 識 と そ れ に 基 づく 個 人 個 人 の 注 意 深い 行 動 に よ り 予 防

可 能 な 疾 患 で あ る 。こ の た め 、 国 ・ 自 治体 ・ 医 療 機 関 ・ Ｎ ＧＯ 団 体 等 と 連 携 を 深

め な が ら 、 特 に 、 感染 者 の 多 い 若 年 層 や М Ｓ М （ 男 性 間 で 性行 為 を 行 な う 者 ）

等 個 別 施 策 層 を 中 心に 啓 発 に 努 め る 。 また 、 Ｈ Ｉ Ｖ 感 染 者 の早 期 発 見 及 び 医 療 機

関 へ の 受 診 勧 奨 に より 、 Ｈ Ｉ Ｖ の 感 染 拡大 を 防 止 す る と と もに 、 エ イ ズ に 関 す る

正 し い 知 識 の 普 及 啓発 に よ り 、 患 者 ・ 感染 者 に 対 す る 差 別 ・偏 見 の 解 消 を 目 指

す 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 患 者 ・ 感 染 者 の状 況

令 和 ４ 年 末 に お け る患 者 ・ 感 染 者 の 平 成元 年 か ら の 届 出 累 計は 、 全 国 で 患 者

10,519 人 、 感 染 者 23,785 人 、 そ の う ち 、本 県 が 患 者 281 人 、 感 染 者 539 人 と

な っ て い る 。 国 内 のＨ Ｉ Ｖ 感 染 者 ・ エ イズ 患 者 の 新 規 届 出 数は 近 年 、 年 間 約

1,000 人 で 推 移 し てい る 。

感 染 経 路 の 傾 向 と して は 、 感 染 者 で 令 和４ 年 の 同 性 間 性 的 接触 に よ る も の

が 本 県 41.2%(全 国 70.1%)・ 異 性 間 性 的 接触 23.5%(全 国 15.8%)、 患 者 で 同 性 間

性 的 接 触 に よ る も のが 本 県 42.9%(全 国 50.4%)・ 異 性 間 性 的 接触 42.9%(全 国

21.0%)と な っ て お り、 同 性 間 性 的 接 触 が多 い 傾 向 に あ る 。

平 成 31 年 に は 感 染者 及 び 患 者 の う ち 患者 が 占 め る 割 合(「 い き な り エ イ ズ」

率 )が 兵 庫 県 24.0％ (全 国 26.9%)で あ っ た が 、 令 和 ４ 年で は 兵 庫 県 29.2%(全 国

28.5%)と な っ た 。

な お 、新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 の 発 生に 伴 う 検 査 控 え の 影響 や 、全 国 値 と

比 較 し て も い き な り エ イ ズ 率 が 高 い こ と か ら 潜 伏 的 な 感 染 者 の 存 在 も 推 測 さ れ

る 。

エ イ ズ 患 者 ・ Ｈ Ｉ Ｖ感 染 者 新 規 届 出 数
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(2) 対 策 の 取 組 状 況

県 健 康 福 祉 事 務 所 及び 市 保 健 所 に お い て、 エ イ ズ 相 談 や 無 料・ 匿 名 の Ｈ Ｉ

Ｖ 抗 体 検 査 、 県 民 への 啓 発 活 動 、 高 校 生・ 大 学 生 へ の 健 康 教育 等 を 実 施 し て い

る 。 患 者 ・ 感 染 者 の早 期 発 見 ・ 早 期 治 療や 人 権 を 尊 重 し て 差別 や 偏 見 を 解 消 し

て い く こ と や 、 個 別施 策 層 に 対 す る 重 点的 な 支 援 が 必 要 で ある 。

ま た 、 医 療 体 制 を 充実 さ せ る た め 、 エ イズ 治 療 中 核 拠 点 病 院を 選 定 し 医 療

連 携 体 制 の 整 備 を 進め る と と も に 、 医 療機 関 の 職 員 等 を 対 象と し た 研 修 会 に 対

し 補 助 を 行 っ て い る。 治 療 法 の 進 歩 に 伴い 、 致 死 的 な 感 染 症か ら 慢 性 的 な ウ イ

ル ス 感 染 症 と な る に従 い 、 地 域 一 般 の 医療 機 関 ・ 保 健 関 係 者等 の 適 切 な 知 識 の

更 新 や 意 識 付 け を 行な う こ と が 重 要 で ある 。

【 推 進 方 策 】

「 後 天 性 免 疫 不 全 症候 群 に 関 す る 特 定 感染 症 予 防 指 針 」（ 平 成 24 年 告 示 第 21

号 ： 平 成 30 年 告 示 第 ９ 号 で 全 面 改正 ） の 趣 旨 を 踏 ま え、 引 き 続 き 次 の と おり エ

イ ズ 対 策 を 推 進 し てい く 。

(1) 性 感 染 症 対 策 とも 連 動 し な が ら 、 ＨＩ Ｖ の 感 染 経 路 や 感染 予 防 方 法 等 に つ い

て の 正 し い 知 識 の 普及 を 図 る た め 、 若 年者 を 対 象 に 健 康 教 育を 実 施 す る な ど 、

特 に 個 別 施 策 層 ＊ を 対 象 に き め 細 かく 効 果 的 な 啓 発 活 動を 地 域 の 実 情 を 踏 まえ

て 実 施 す る 。（ 県 、 保 健 所 設 置 市 ）

(2) 県 民 及 び 患 者 ・感 染 者 の 相 談 に 対 応す る た め 、 県 健 康 福祉 事 務 所 の 相 談 窓 口

の 周 知 を 図 る と と もに 必 要 に 応 じ て Ｎ ＧＯ 等 と も 連 携 し な がら 、 Ｈ Ｉ Ｖ に 関 す

る 電 話 相 談 事 業 を 実施 す る 。（ 県 、 保 健 所設 置 市 ）

(3) 患 者 ・ 感 染 者 の潜 在 化 を 防 ぎ 、 早 期発 見 及 び 医 療 機 関 への 受 診 を 促 進 す る た

め 、 Ｓ Ｎ Ｓ や ホ ー ムペ ー ジ 等 に よ る 啓 発を 行 い 、 県 健 康 福 祉事 務 所 及 び 市 保 健

所 に お い て 無 料 ・ 匿名 の Ｈ Ｉ Ｖ 抗 体 検 査を 実 施 す る 。（ 県 、 保 健 所 設 置 市 ）

(4) 県 民 が 身 近 な 医療 機 関 を 安 心 し て 受診 で き る よ う 、 専 門的 治 療 を 行 う エ イ ズ

治 療 拠 点 病 院 の ほ か地 域 ご と に エ イ ズ 診療 協 力 病 院 を 選 定 する と と も に 、 医 療

従 事 者 の 研 修 、 医 療機 関 へ の エ イ ズ カ ウン セ ラ ー 派 遣 な ど を行 い 、 医 療 体 制 の

充 実 を 図 る 。（ 県 ）

【 目 標 】

感 染 の 早 期 発 見 及 び医 療 機 関 の 受 診 を 促進 す る 。

目 標 現 状 値 目 標 値 （ 達 成 年 度 ）

年 間 患 者 ・ 感 染 者 届出 数 の

計 に 占 め る 患 者 割 合の 低 下

29.2%（ 令 和 ４ 年 推 計）

※ 参 考 令 和 ３ 年 全国 29.8%

20％ 以 下

（ 令 和 11 年 ）
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○ Ｈ Ｉ Ｖ （ ヒ ト 免 疫不 全 ウ イ ル ス ） 感 染症 ・ エ イ ズ ：

Ｈ Ｉ Ｖ（ ヒ ト 免 疫 不全 ウ イ ル ス ）に 感 染し た 状 態 を Ｈ Ｉ Ｖ 感染 症 と い い 、ニ ュ ー

モ シ ス チ ス 肺 炎 や カポ ジ 肉 腫 な ど の 指 標疾 患 を 発 症 し た 状 態を エ イ ズ（ Ａ Ｉ Ｄ Ｓ 、

後 天 性 免 疫 不 全 症 候群 ） と い う 。

Ｈ Ｉ Ｖ 感 染 か ら 発 症 ま で は お よ そ 数 年 ～10 年 の 潜 伏 期 間 が あ り 、 特 徴 的 な 症状

も な い た め 、検 査 を 受 け な け れ ば感 染 し て い る こ と が分 か ら な い が 、こ の 期 間 であ

っ て も 感 染 力 は あ るた め 、知 ら な い う ちに 他 の 人 に 感 染 さ せて し ま う こ と が あ る 。

近 年 は 、治 療 薬・治 療 方 法 の 進 歩に よ り 慢 性 疾 患 的 な疾 病 と は な っ て き たが 、継

続 し て 服 薬 す る こ とで 、 発 症 を 抑 え る こと が で き る 。

ま た 、エ イ ズ 発 症 前に 治 療 を 開 始 す る 方が 治 療 効 果 は 高 い ため 、周 囲 へ の 感 染 拡

大 を 防 ぐ こ と と 併 せ、 早 期 発 見 及 び 医 療機 関 の 早 期 受 診 が 重要 と な る 。

○ 個 別 施 策 層 ：

感 染 の 可 能 性 が 疫 学的 に 懸 念 さ れ な が らも 、感 染 に 関 す る 正 しい 知 識 の 入 手 が 困

難 で あ っ た り 、偏 見 や 差 別 が 存 在し て い る 社 会 的 背 景等 か ら 、適 切 な 保 健 医 療 サー

ビ ス を 受 け て い な い と 考 え ら れ る た め に 施 策 の 実 施 に お い て 特 別 の 配 慮 を 必 要 と

す る 人 々 を い う 。

具 体 的 に は 、 ① 男 性 間 で 性 的 接 触 を 行 う者 （ Ｍ Ｓ Ｍ ）、 ② 性 風 俗 産 業 の 従 事 者、

③ 薬 物 乱 用 ・ 依 存 者が 挙 げ ら れ る 。
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エイズ予防システム図

正しい知識の普及啓発

・街頭啓発等の実施

・若年者への健康教育

・啓 発 資 材 の 作 成・配 布

等

検査体制の充実

・県健康福祉事務所での無料匿

名ＨＩＶ抗体検査の実施

・休日等のＨＩＶ抗体検査の実

施 等

推進体制の確立

・エイズ対策の推進

・各市保健所等関係機関との

連絡会議の開催

相談・指導体制の充実

・外国人エイズ電話相談の実施

・健康福祉事務所等関係職員の

スキルアップ

・エイズカウンセラー派遣

医療体制の充実

・エイズ治療拠点病院、エイ

ズ診療協力病院の確保

・エイズ治療拠点病院と一

般病院との連携強化

・医療従事者に対する研修

等

県

健

康

福

祉

事

務

所

県

エ

イ

ズ

対

策

主

管

部

局

県

民

エ イ ズ 治 療 中 核 拠 点 病 院

エ イ ズ 治 療 拠 点 病 院

エ イ ズ 診 療 協 力 病 院

保健所設置市

（保健所等において

各種対策を実施）
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兵 庫 県 に お け る エ イ ズ 治 療 拠 点 病 院 令 和5年 10月 1日 現 在

兵 庫 医 科 大 学 病 院 （ 西 宮 市 ） ： 中 核 拠 点病 院

神 戸 大 学 医 学 部 附 属 病 院 （ 神 戸 市 ）

独 立 行 政 法 人 国 立 病 院 機 構 神 戸 医 療 セ ンタ ー （ 神 戸 市 ）

神 戸 市 立 医 療 セ ン タ ー 中 央 市 民 病 院 （ 神戸 市 ）

県 立 尼 崎 総 合 医 療 セ ン タ ー （ 尼 崎 市 ）

独 立 行 政 法 人 労 働 者 健 康 安 全 機 構 関 西ろ う さ い 病 院 （ 尼 崎 市 ）

独 立 行 政 法 人 国 立 病 院 機 構 兵 庫 中 央 病 院（ 三 田 市 ）

県 立 加 古 川 医 療 セ ン タ ー （ 加 古 川 市 ）

独 立 行 政 法 人 国 立 病 院 機 構 姫 路 医 療 セ ンタ ー （ 姫 路 市 ） ※

公 立 豊 岡 病 院 組 合 立 豊 岡 病 院 （ 豊 岡 市 ）

県 立 淡 路 医 療 セ ン タ ー （ 洲 本 市 ）

※ 独 立 行 政 法 人 国 立 病 院 機 構 兵 庫 中 央病 院〔 旧 国 立 療 養 所 兵 庫 中 央 病 院 〕は 、結 核 を
併 発 し た 患 者・感 染 者 へ の 適 切 な 医 療 を 確保 す る た め の エ イ ズ 治 療 拠 点 病 院 で あ る 。

３ 感 染 症 対 策

平 成 14 年 に 策 定 し た「 兵 庫 県 感 染 症 予 防計 画 」（ 令 和 ６ 年 ３ 月 一 部 改 定 ）に 基 づ

き 、感 染 症 発 生 時 の保 健 所 を 中 核 と し た医 療 機 関・市 町 等 との 協 力 体 制 の 強 化 、感

染 症 患 者 発 生 に 対 する 医 療 機 関 協 力 体 制、感 染 症 発 生 動 向 調査 及 び 情 報 提 供 の 充実

を 図 り 、 感 染 症 の 発生 予 防 と そ の 拡 大 防止 を 図 っ て い る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 か ら「 新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 」が 指 定 感 染症 と し て 指 定 さ れ た

が 、無 症 状 者 で も 有症 状 者 と 同 等 の ウ イル ス 量 を 排 出 す る 等の 特 徴 が あ り 、世 界的

な パ ン デ ミ ッ ク を 引き 起 こ し た 。令 和 ３ 年 ２ 月 、新 型 イ ン フル エ ン ザ 等 感 染 症 とし

て 指 定 さ れ 種 々 の まん 延 防 止 対 策 が 行 われ た が 、令 和 ５ 年 ５月 に は 五 類 感 染 症 へと

移 行 し た 。

ま た 、新 興 感 染 症 につ い て は 、発 生・ま ん 延 時 に お ける 医 療 に つ い て 本 計画 第 ４

部 第 ９ 章 に お い て 定め る と と も に 、新 型 イ ン フ ル エ ンザ 等 対 策 特 別 措 置 法（ 平 成 25

年 ４ 月 施 行 ） に 基 づ き 策 定 し た 「 兵 庫 県 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 行 動 計 画 」（ 平

成 25 年 10 月 策 定 、平 成 30 年 2 月 一 部 改定 ） に よ り 各 種 対 策の 促 進 を 図 り 、 国 、

市 町 、 医 師 会 等 の 関係 団 体 と 連 携 の 上 、 計 画 的 に 取 組む こ と と し て い る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 医 療 体 制

感 染 症 の 医 療 体 制 と し て は 、 主 に 一 類 感 染 症 患 者 等 （ エ ボ ラ 出 血 熱 、 ラ ッ サ

熱 、 ペ ス ト 等 ） の 医 療 を 担 当 す る 第 一 種 感 染 症 指 定 医 療 機 関 と し て 神 戸 市 立 医

療 セ ン タ ー 中 央 市 民 病 院 （ ２ 床 ）、 県 立 加 古 川 医 療 セ ン タ ー （ ２ 床 ） を 指 定 し 、
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二 類 感 染 症 患 者 （ 急 性 灰 白 髄 炎 、 ジ フ テ リ ア 等 ） 及 び 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感

染 症 等 の 医 療 を 担 当 す る 第 二 種 感 染 症 指 定 医 療 機 関 と し て 国 の 基 準 に 基 づ き 、

２ 次 保 健 医 療 圏 域 ご と に 下 表 の ９病 院 （ 50 床 ） を 指 定 し て いる 。

ま た 、 二 類 感 染 症 の 結 核 患 者 の 入 院 医 療 を 担 当 す る 第 二 種 感 染 症 指 定 医 療 機

関 と し て 、 県 下 に ５病 院 145 床 （ 別 に ２病 院 ： 結 核 モ デ ル 病床 ２ 床 ） を 指 定 し

て い る 。

第 二 種 感 染 症 指 定 医 療 機 関 （ 感 染 症 病 床及 び 結 核 病 床 ）

圏域名 病 院 名 圏域名 病 院 名 圏域名 病 院 名

神 戸

神戸市立医療センター
中央市民病院

東播磨
県立加古川医療
センター

但 馬

公立豊岡病院組合立
豊岡病院神戸市立西神戸医療セ

ンター ※1
北播磨 市立加西病院

阪 神

県立尼崎総合医療
センター

播 磨
姫 路

姫路赤十字病院
公立八鹿病院
※1

谷向病院 ※1 赤穂市民病院 丹 波
県立丹波医療
センター

独立行政法人国立病院
機構兵庫中央病院 ※1

医 療 法 人 千 水 会 赤

穂 仁 泉 病 院 ※ 2
淡 路

県立淡路医療

センター ※3

下 線 部 は 感 染 症 病 床

※ 1:結 核 病 床 の み ※ 2:結 核 ﾓﾃﾞﾙ病 床 の み ※ 3:感 染 症 、結 核 病 床 及 び 結 核ﾓﾃﾞﾙ病床

(2) 患 者 の 状 況

一 類 感 染 症 の 発 生 状 況 は 、 法 施 行 後 、 こ れ ま で に 国 内 で の 届 出 は な い が 、 発

生 国 か ら の 帰 国 者 、 旅 行 者 等 に よ る 輸 入 例 に 注 意 を 払 う 必 要 が あ る 。 ま た 、 二

類 感 染 症 の 発 生 状 況は 、平 成 19 年 ４ 月 1 日 の 法 改 正 後 の 新 分類 で は 、結 核 を 除

け ば 県 内 の 発 生 事 例は な い 。

令 和 ４ 年 に お け る 県 下 の 三 類 感 染 症 の 届 出 状 況 は 、 次 表 の と お り で あ る 。 腸

管 出 血 性 大 腸 菌 感 染症 を 除 く 三 類 感 染 症に つ い て は 、 国 内 発生 は 少 な い 。

ま た 、同 年 の 腸 管 出血 性 大 腸 菌 の 届 出 につ い て は 、95 人 で あ り 、毎 年 、全 国

的 な 発 生 が 見 ら れ て い る こ と か ら 、 感 染 予 防 の 啓 発 を 行 う と と も に 、 関 係 機 関

と の 緊 密 な 連 携 の 下に 、 ２ 次 感 染 防 止 の徹 底 を 図 っ て い る 。

令 和 ４ 年 、 四 類 感 染 症 の エ ム ポ ッ ク ス が パ ン デ ミ ッ ク と な り 、 令 和 ５ 年 ９ 月

時 点 で 、 日 本 で も 200 人 を 超 え る 患 者 届出 が あ る 。

兵 庫 県 下 の 主な 三 類 感 染 症 の 発 生状 況 （ 単 位 ： 人）

細 菌 性 赤 痢 腸 チ フ ス 等 腸 管 出 血 性 大 腸 菌

令 和 ３ 年 ０ ０ ８ ４

令 和 ４ 年 ０ ０ ９ ５

な お 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 患 者 は 、 令 和 ２ 年 ３ 月 １ 日 、 県 内 で 初 め て

陽 性 者 が 確 認 さ れ 、 令 和 ５ 年 ５ 月 ８ 日 ま で に 、 1,480,153 人 の 陽 性 者 が 確 認 さ
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れ て い る 。 令 和 ５ 年 ５ 月 ８ 日 以 降 は 五 類 感 染 症 と な り 定 点 把 握 の 対 象 疾 患 に 変

更 と な っ た 。

【 参 考 】 新 型 コ ロ ナウ イ ル ス 感 染 症 の 発生 状 況 （ 令 和 ５ 年 ５月 ８ 日 ま で ）

(3) 感 染 症 発 生 動 向調 査

感 染 症 の 発 生 動 向 に つ い て は 、 法 に 定 め る 一 類 か ら 五 類 感 染 症 に つ い て 、 感

染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス シ ス テ ム に よ り 把 握 す る 感 染 症 発 生 動 向 調 査 事 業 を 実 施 し

て い る 。 感 染 症 サ ーベ イ ラ ン ス シ ス テ ムに つ い て は 、 令 和 ４年 10 月 31 日 か ら

新 シ ス テ ム の 運 用 が 開 始 さ れ 、 各 医 療 機 関 か ら シ ス テ ム に 直 接 届 出 が で き る よ

う に な っ た 。 ま た 、 令 和 ５ 年 ４ 月 か ら 、 感 染 症 指 定 医 療 機 関 の 届 出 が 義 務 化 さ

れ た 。

同 事 業 に よ り 収 集 さ れ た 感 染 症 情 報 に つ い て は 、 県 立 健 康 科 学 研 究 所 に 設 置

し た 県 感 染 症 情 報 セ ン タ ー に お い て 、 感 染 症 の 流 行 状 況 を 分 析 ・ 評 価 し 、 そ の

結 果 を 感 染 症 発 生 動 向 調 査 シ ス テ ム 、 ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開 し て い る 。 感 染 症 発

生 動 向 調 査 の 充 実 及 び 適 時 適 切 な 情 報 を 個 人 情 報 の 保 護 に 留 意 し な が ら 提 供 し

て い く こ と が 課 題 であ る 。

(4) 積 極 的 疫 学 調 査

感 染 症 の 感 染 経 路 等 を 明 ら か に す る た め 、 健 康 福 祉 事 務 所 は 、 必 要 が あ る 場

合 、 患 者 、 無 症 状 病 原 体 保 有 者 、 家 族 及 び 濃 厚 接 触 者 等 か ら の 聞 き 取 り 調 査 、

環 境 調 査 及 び そ の 他 必 要 な 試 験 検 査 等 か ら な る 積 極 的 疫 学 調 査 を 実 施 し 、 感 染

拡 大 の 防 止 対 策 を 講じ て い る 。 関 係 機 関と の 連 携 強 化 が 必 要で あ る 。
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【 推 進 方 策 】

「 感 染 症 の 予 防 及び ま ん 延 の 防 止 の ため の 施 策 」「 感 染 症 に係 る 医 療 を 提 供 す る体 制

の 確 保 に 関 す る 事 項 」「 宿 泊 施 設 の 確 保 及び 外 出 自 粛 対 象 者 等の 環 境 整 備 」等 に 取 り組

む 。

な お 、 詳 細 に つ い ては 県 感 染 症 予 防 計 画を 参 照 の こ と 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/hw12_000000093.html

新 型 イ ン フ ル エ ンザ 等 感 染 症 に つ い ては 、「 未 発 生 期 の 対策 」「 海 外 発 生 期（ 県 内未 発

生 期 を 含 む ）の 対 策 」「 県 内 発 生 早 期 の 対策 」「 県 内 感 染 期 の 対策 」「 小 康 期 の 対 策 」等

に 基 づ く 各 個 別 施 策に 取 り 組 む 。

な お 、 詳 細 に つ い ては 県 新 型 イ ン フ ル エン ザ 等 対 策 行 動 計 画を 参 照 の こ と 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/hw12_000000125.html

〈 県 感 染 症 予 防 計 画よ り 引 用 〉

[感 染 症 の 予 防 及 び まん 延 の 防 止 の た め の施 策 ]

(1)感 染 症 の 発 生 の 予防 の た め の 施 策

(2)感 染 症 の ま ん 延 防止 の た め の 施 策

[感 染 症 に 係 る 医 療 を提 供 す る 体 制 の 確 保に 関 す る 事 項]

(1)感 染 症 に 係 る 医 療の 提 供 体 制

(2)新 興 感 染 症 の 発 生・ ま ん 延 に 備 え た 医療 提 供 体 制 の 整 備

[宿 泊 施 設 の 確 保 及 び外 出 自 粛 対 象 者 等 の環 境 整 備 ]

(1)宿 泊 施 設 の 確 保

(2)外 出 自 粛 対 象 者 の環 境 整 備

〈 県 新 型 イ ン フ ル エン ザ 等 対 策 行 動 計 画よ り 引 用 〉

[未 発 生 期 の 対 策] [海 外 発 生 期 （ 県 内 未発 生 期 を 含 む ） の 対策 ] [県 内 発 生 早 期 の対

策 ] [県 内 感 染 期 の 対策 ] [小 康 期 の 対 策]

(1)実 施 体 制

(2)情 報 収 集 ・ 提 供

(3)予 防 ・ ま ん 延 防 止

(4)医 療 体 制

(5)県 民 生 活 及 び 県 民経 済 の 安 定 の 確 保
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第 ２ 章 ア レ ル ギ ー 疾 患 対 策

県 民 の ア レ ル ギ ー 疾 患 に 関 す る 不 安 を 解 消 し て い く た め 、 ア レ ル ギ ー 疾 患 に 関 す

る 正 し い 知 識 の 普 及 啓 発 や 相 談 、 か か り つ け 医 と 専 門 医 の い る 医 療 機 関 と の 円 滑 な

医 療 連 携 な ど 医 療 提供 体 制 の 整 備 を 進 める 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 患 者 数 の 状 況

わ が 国 に お い て は 、全 人 口 の 約 ２ 人 に １人 が 何 ら か の ア レ ルギ ー 疾 患 に 罹 患

し て い る と 推 定 さ れて い る 。 (出 典 ： ア レ ル ギ ー 疾 患 対策 の 推 進 に 関 す る 基本

的 な 指 針 (平 成 29 年 告 示 第 76 号 ： 令 和 ４ 年 告 示 第 65 号 で 改 正))

(2) 医 療 提 供 体 制

ア 特 殊 専 門 外 来 とし て 、 ア レ ル ギ ー 科を 設 置 し て い る 病 院は 全 県 で 14 病 院

（ 令 和 ３ 年 厚 生 労 働省 「 医 療 施 設 調 査 」） で あ る 。

イ 専 門 医 の 県 内 の配 置 状 況 は 、 令 和 ５年 ８ 月 時 点 で 、 日 本ア レ ル ギ ー 学 会 専 門

医 が 183 人 、 う ち 同 会 指 導 医 が 27 人 で あ る 。

ウ 兵 庫 県 ア レ ル ギー 疾 患 医 療 拠 点 病 院の 選 定

厚 生 労 働 省 健 康 局 長通 知 「 都 道 府 県 に おけ る ア レ ル ギ ー 疾 患の 医 療 体 制 の 整

備 に つ い て 」 で は 、都 道 府 県 は ア レ ル ギー 医 療 の 拠 点 と な る「 都 道 府 県 ア レ ル

ギ ー 疾 患 拠 点 病 院 」を 選 定 し 、 当 該 病 院と 日 々 の ア レ ル ギ ー疾 患 医 療 を 行 っ て

い る 診 療 所 や 一 般 病院 と の 間 の ア レ ル ギー 疾 患 の 診 療 連 携 体制 の 整 備 を 行 う と

し て い る 。

こ の た め 、 下 記 の とお り 本 県 で は 平 成 30 年 2 月 1 日 付 け で 「 兵 庫 県 ア レ ル

ギ ー 疾 患 医 療 拠 点 病院 」 を 指 定 し た 。

名 称 所 在 地

１ 神 戸 大 学 医 学 部 附 属病 院 神 戸 市 中 央 区 楠 町 7-5-2

２ 兵 庫 医 科 大 学 病 院 西 宮 市 武 庫 川 町 1-1

３ 兵 庫 県 立 こ ど も 病 院 神 戸 市 中 央 区 港 島 南町 1-6-7

４ 神 戸 市 立 医 療 セ ン ター 中 央 市 民 病 院 神 戸 市 中 央 区 港 島 南町 2-1-1

地 域 に 関 わ ら ず 適 切な 医 療 が 受 け ら れ る体 制 の 整 備 と し て 、診 療 ガ イ ド ラ イ

ン に 基 づ く 標 準 治 療の さ ら な る 普 及 や 、専 門 医 療 機 関 の ネ ット ワ ー ク 、 か か り

つ け 医 と の 連 携 等 が課 題 で あ る 。

(3) 県 の 対 策 の 取 組状 況

ア 県 ア レ ル ギ ー 疾患 医 療 連 絡 協 議 会 の開 催

診 療 連 携 体 制 の 在 り方 の 検 討 や 情 報 提 供、 人 材 育 成 等 の 施 策の 企 画 ・ 立 案 、

ア レ ル ギ ー 疾 患 対 策の 施 策 の 検 討 等 を 行っ て い る 。

イ 人 材 育 成 事 業

① ア レ ル ギ ー 疾 患医 療 に 携 わ る 医 療 従事 者（ 医 師 、薬 剤 師、看 護 師 、栄 養 士 等 ）

の 知 識 や 技 能 向 上 に資 す る 研 修 を 、 拠 点病 院 等 に 委 託 し て 実施 し て い る 。
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② 学 校・ 保 育所 等 の 関 係 者 の 資質 向 上 の た め 、拠 点 病 院 に委 託 し て 、医 学 的 見

地 に よ る 助 言 、 支 援を 実 施 し て い る 。

ウ 情 報 提 供

慢 性 疾 患 で あ る こ と 、 誤 っ た 情 報 に よ り 病 状 の 悪 化 を 繰 り 返 す 事 例 が あ る こ

と 、疾 患 の 増 悪 要因 が 生 活 環 境 中に 広 く 存 在 す る こ と等 に よ り 、適 切 な 情 報 に基

づ く 平 時 か ら の 自 己管 理 や 生 活 環 境 の 改善 が 必 要 で あ る 。ま た 、災 害 の 備 え に関

す る 情 報 提 供 を 図 る必 要 が あ る 。

エ 県 ア レ ル ギ ー 疾患 対 策 推 進 計 画 の 策定

必 要 に 応 じ 計 画 策 定部 会 を 設 置 し 、部 会 での 検 討 結 果 を 踏 ま え長 期 的 視 野 に 立

っ た 県 の ア レ ル ギ ー疾 患 対 策 の 方 針 や 目標 を 定 め た 推 進 計 画を 策 定 す る 。

オ 花 粉 症 調 査 研 究事 業

県 立 健 康 科 学 研 究 所及 び 検 査 室 設 置 健 康福 祉 事 務 所（ 宝 塚・龍 野・豊 岡・洲 本 ）

の ５ か 所 で 花 粉 飛 散 状 況 の 定 点 観 測 を 実 施 し て い る 。 花 粉 情 報 を 県 民 (ホ ー ム ペ

ー ジ )及 び 関 係 機 関 (日 本 気 象 協 会 関 西 支 社 等 )に 速 や か に 提 供 す る な ど 、 広 く 県

民 に 情 報 提 供 す る こと で 、 花 粉 症 の 早 期予 防 に 役 立 て る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 重 症 化 の 予 防 及び 症 状 軽 減 の た め の施 策 （ 県 、 保 健 所 設置 市 ）

ア レ ル ギ ー 疾 患 患 者や そ の 家 族 、関 係 者等 に 対 し て ア レ ル ギー 疾 患 に 関 す る

最 新 の 知 見 や デ ー タ に 基 づ い た 正 し い 情 報 を ホ ー ム ペ ー ジ や 講 習 会 等 を 通 じ て

提 供 し て い く と と も に 、 ア レ ル ゲ ン や 増 悪 因 子 に よ る 影 響 の 軽 減 を 図 る た め 、

大 気 環 境 の 改 善 や 花粉 症 対 策 に 取 組 ん でい く 。

(2) 患 者 の 状 態 に 応じ た 適 切 な 医 療 を 提供 す る 体 制 を 整 備 する た め の 施 策 （ 県 ）

ア レ ル ギ ー 症 状 を 有す る 県 民 が 、居 住 する 地 域 に 関 わ ら ず、ア レ ル ギ ー の 状

態 に 応 じ た 適 切 な 医 療 を 受 け る こ と が で き る よ う 、 医 療 の 均 て ん 化 、 医 療 の 質

の 向 上 、 医 療 機 関 の 連 携 体 制 の 構 築 、 医 療 機 関 に 関 す る 情 報 提 供 の 充 実 等 に 取

組 ん で い く 。

(3) 患 者 ・ 家 族 等 を支 援 す る た め の 環 境づ く り の 施 策 （ 県 、 保 健 所 設 置 市）

ア レ ル ギ ー 疾 患 患 者や そ の 家 族 の 生 活 の質 の 維 持 ・向 上 の た め 、身 近 に 接 す

る 学 校 等 の 教 職 員 に 対 す る 資 質 向 上 、 患 者 等 に 対 す る 相 談 体 制 の 充 実 、 講 習 会

や 講 演 会 の 開 催 、 災害 時 に お け る 体 制 整備 に 取 り 組 ん で い く。
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第 ３ 章 難 病 対 策

難 病 は 、そ の 多 く が原 因 不 明 で 治 療 法 が確 立 さ れ て お ら ず 、か つ 後 遺 症 を 残 す 恐れ

が 少 な く な い 疾 患 であ る 。患 者 は 長 期の 療 養 生 活 を 強い ら れ 、医 療 の み な ら ず保 健・

福 祉 ・ 教 育 ・ 就 業 等 生 活 全 般 に わ た っ て 様 々 な 問 題 を 抱 え 、 精 神 的 に も 負 担 が 大 き

い 。

こ の た め 、 難 病 の 患者 に 対 す る 医 療 等 に関 す る 法 律 （（ 平 成 27 年 1 月 施 行 ） 以 下

「 難 病 法 」と い う 。）に 基 づ き 、良 質 か つ適 切 な 医 療 を 確 保 する と と も に 、患 者 が長

期 に わ た る 療 養 生 活 を 送 り な が ら も 社 会 参 加 へ の 機 会 が 確 保 さ れ 、 地 域 社 会 で 尊 厳

を も っ て 生 き る こ と が で き る 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け て 、 社 会 福 祉 そ の 他 の 関 連 施 策

と の 連 携 し た 対 策 を実 施 す る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 医 療 費 の 公 費 負担

健 康 保 険 等 の 自 己 負 担 分 の 一 部 を 公 費 負 担 す る こ と に よ り 患 者 負 担 の 軽 減

を 図 っ て い る 。（ 令 和 ４ 年 度 実 績 は 下 表 のと お り ）

（ 単 位 ： 千 円 ）

区 分 対 象 疾 患 対象人員 交 付 額

指 定 難 病
国

庫

対

象

球 脊 髄 性 筋 萎 縮 症 ほ か 338

疾 病

34,737 6,995,629

一 般 特 定 疾 患 ス モ ン ほ か ３ 疾 患 39 6,304

小 児 慢 性 特 定 疾 病 悪性新生物ほか 16 疾患群（78 疾病） 1,424 478,407

先天性血液凝固因子障害 先 天 性 血 液 凝 固 因 子欠 乏 症 349 97,623

県 単 独 事 業 対 象 疾 患 突 発 性 難 聴 ほ か ２ 疾患 0 0

合 計 36,549 7,577,963

な お 、令 和 ３ 年 11 月 よ り 、指 定 難 病 は 338 疾 病 、小 児 慢 性 特定 疾 病 は 16 疾

患 群 788 疾 病 に 公 費 負 担 の 対 象 が拡 大 さ れ て き て い る。さ らに 、法 改 正 に よ り

令 和 ５ 年 10 月 1 日 か ら 医 療 費 助 成 の 対 象 を 、 申 請 日 か ら 前倒 し し て 重 症 化 時

点（ 認 定 基 準 を 満た す こ と に つ いて 指 定 医 が 診 断 し た日 ）と す る な ど 制 度 の 充

実 が 図 ら れ て き て いる 。

ま た 、福 祉 、就 労 等の 各 種 支 援 を 円 滑 に利 用 で き る よ う に する た め 、県 が 患

者 の デ ー タ 登 録 時 に 指 定 難 病 に 罹 患 し て い る こ と 等 を 確 認 し 、「 登 録 者 証 」 を

発 行 す る 事 業 が 創 設さ れ た （ 令 和 ６ 年 ４月 施 行 ）。

(2) 在 宅 療 養 生 活 支援

県 健 康 福 祉 事 務 所 にお い て「 難 病 患 者 等保 健 指 導 事 業 」と し て 医 療 相 談 や訪

問 指 導 、 訪 問 診 療 と い っ た ５ 事 業 を 在 宅 療 養 生 活 の 支 援 た め に 実 施 し て い る 。

特 に 、人 工 呼 吸 器装 着 難 病 患 者 等、重 症神 経 難 病 患 者 に 重 点を 置 い た 施 策 を 展

開 し 、「 在 宅 人 工 呼 吸器 装 着 難 病 患 者 災 害時 支 援 指 針 」（ 平 成 18 年 ３ 月 策 定 ）

に 基 づ き 、災 害 時 等に お け る 支 援 体 制 の整 備 を 進 め 、患 者 や家 族 の 在 宅 療 養 に

対 す る 不 安 を 解 消 する と と も に 、保 健・医 療・福 祉 の 専 門 職と 連 携 し た き め 細

や か な 支 援 を 行 う こと で 、 在 宅 療 養 生 活支 援 の 充 実 を 図 っ てい る 。

ま た 、市 保 健 所 にお い て も「 難 病 特 別対 策 推 進 事 業」と し て難 病 患 者 へ の 保
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健 指 導 が 実 施 さ れ てい る 。

(3) 医 療 体 制 の 整 備

重 症 神 経 難 病 患 者 の療 養 生 活 を 支 援 す るた め 、 平 成 14 年 度 から 「 神 経 難 病

医 療 ネ ッ ト ワ ー ク 支援 事 業 」を 開 始 し 、拠 点 病 院 等 の 指 定 や、地 域 に お け る 受

入 れ 病 院 の 確 保 や 退院 後 の 在 宅 医 療 支 援等 に 向 け て 取 り 組 んで き た 。

令 和 元 年 度 か ら は 、平 成 29 年 4 月 の 国 通 知「 都 道 府 県 に お ける 地 域 の 実 情

に 応 じ た 難 病 の 医 療提 供 体 制 の 構 築 に つい て 」に 基 づ き 、難 病 全 般 に つ い て早

期 に 正 し い 診 断 が でき 、診 断 後 は よ り身 近 な 医 療 機 関 で適 切 な 医 療 を 受 け るこ

と が で き る よ う 、 新た な 医 療 提 供 体 制 の構 築 を 目 的 と し て 、「 難 病 医 療 ネ ッ ト

ワ ー ク 支 援 事 業 」を 開 始 し た 。従 前 の 拠点 病 院 等 の 体 制 を 見直 し 、新 た に「 難

病 診 療 連 携 拠 点 病 院 」、「 難 病 医 療 専 門 協 力病 院 」、「 指 定 難 病 指定 医 療 機 関 」を

指 定 し た 。

※ R5.4 月 末 時 点

今 後 も 難 病 患 者 の 在 宅 療 養 支 援 の 一 層 の 充 実 を 図 る と と も に 、 難 病 に つ い

て 早 期 に 正 し い 診 断が で き る 医 療 提 供 体制 の 連 携 強 化 や 、小 児 期 か ら 成 人 期へ

の 切 れ 目 の 無 い 診 療連 携 体 制 の 整 備 が 必要 で あ る 。

ア 難 病 患 者 の 在 宅療 養 生 活 の 向 上 を さら に 図 る 必 要 が あ る。

イ 難 病 に つ い て 早 期 に 正 し い 診 断 が で き る 医 療 提 供 体 制 の 連 携 強 化 を 図 る と

と も に 、小 児 期 か ら 成人 期 へ の 移 行 医 療 の連 携 体 制 の 整 備 を 推進 す る 必 要 が あ

る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 療 養 生 活 の 支 援（ 県 ・ 市 町 ）

ア 県 健 康 福 祉 事 務所 に お い て 、医 療 相 談 、訪 問 診 療 、在 宅 療 養 支 援 計 画の 策 定

な ど「 難 病 患 者 等 保健 指 導 事 業 」を 活 用し た 支 援 を 行 う 。特 に 、人 工 呼 吸 器 装

着 患 者 等 、災 害 時 に よ り 強 力 な 支援 が 必 要 な 者 に つ いて 、個 別 に 災 害 時 対応 マ

ニ ュ ア ル を 策 定 し 、市 町 、関 係 団 体 等 と連 携 し 迅 速 か つ 適 切な 対 応 を 行 う とと

も に 、 保 健 ・ 医 療 ・福 祉 等 の 専 門 職 と 連携 し た 支 援 や 、 障 害福 祉 サ ー ビ ス 等 、

他 制 度 の 活 用 も 含 めた 幅 広 な 支 援 を 促 進す る 。

イ 対 象 疾 患 の 拡 大に 伴 い 、難 病 相 談 セ ンタ ー の 相 談 体 制 の 強化 を 図 る と と も に、

兵 庫 県 難 病 団 体 連 絡 協 議 会 が 運 営 す る 神 戸 難 病 相 談 室 に お け る 難 病 相 談 を 充

実 す る 。

区 分 選 定 基 準 選 定 数

難 病 診 療 連 携 拠 点 病院 県 内 で １ ヶ 所 以 上 指定 ３

難 病 医 療 専 門 協 力 病院
地 域 の 実 情 に 応 じ て 二 次 医 療 圏 域 で
１ ヶ 所 以 上 指 定

40

指 定 難 病 指 定 医 療 機関
難 病 法 第 14 条 第 1 項 及 び 第 15 条 第 1
項 に 指 定 す る 指 定 医療 機 関 と し て 、都
道 府 県 又 は 指 定 都 市が 指 定

約 5,300
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(2) 医 療 体 制 の 整 備（ 県 ）

ア 重 症 神 経 難 病 患者 の 入 院 施 設 を 確 保し 退 院 後 、安 心 し て 地域 に 戻 れ る よ う か

か り つ け 医 を 確 保 する 。

イ 難 病 医 療 提 供 の 核 と な る 難 病 診 療 連 携 拠 点 病 院 及 び 難 病 医 療 専 門 病 院 を 指

定 す る と と も に 、兵 庫 県 移 行 期 医療 支 援 セ ン タ ー を 設置 し 、小 児 期 か ら 成 人期

へ の 切 れ 目 の 無 い 診療 連 携 を 支 援 す る 。



第５部 保健・医療・福祉の総合的取組の推進

第４章 透析医療

177

第 ４ 章 透 析 医 療

透 析 患 者 は 年 々 大 幅に 増 加 し て い る が 、患 者 一 人 ひ と り が 、各 人 の ニ ー ズ に 応 じた

透 析 医 療 を 、 よ り 安全 に 安 心 し て 受 け られ る 医 療 提 供 体 制 の整 備 を 目 指 す 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 患 者 の 状 況

ア 透 析 患 者 数 は 、年 々 大 幅 に 増 加 し てお り 、 令 和 ３ 年 に は全 国 で 約 34 万 9 千

人 、 兵 庫 県 で 約 １ 万４ 千 人 と な っ て い る。

イ 原 因 疾 患 と し ては 、糖 尿 病 性 腎 症 の患 者 比 率 が 約 ４ 割 を占 め て お り 、こ の 数

年 は ほ ぼ 横 ば い で 推移 し て い る 。

ウ 導 入 患 者 の 平 均年 齢 は 年 々 高 く な って お り 、令 和 ３ 年 で 導入 患 者 の 平 均 年 齢

は 71.1 歳 で あ る

資 料 「 日 本 透 析 医 学会 調 べ 」

(2) 院 内 感 染 防 止 監視 体 制

平 成 11 年 に 県 内 の 透析 医 療 機 関 で 透 析 を受 け て い た 患 者 の うち ７ 人 が Ｂ 型 肝

炎 を 発 症 、そ の う ち６ 人 が 死 亡 す る と いう 事 態 が 発 生 し た 。県 の 調 査 委 員 会 に よ

る 調 査 の 結 果 、当 該 透 析 医 療 機 関 にお け る 院 内 感 染 防 止対 策 の 不 徹 底 に よ る院 内

感 染 の 危 険 性 が 強 く指 摘 さ れ る と と も に、県 内 の 全 透 析 患 者数 に 占 め る Ｂ 型・Ｃ

型 肝 炎 の 感 染 者 の 割合 が 19.9%で あ る こと も 明 ら か に な っ た。

こ の よ う な 状 況 を 踏ま え 、安 全 な 透 析 医療 の 確 保 に 向 け 、院 内 感 染 防 止 の監 視

体 制 を 強 化 し て き た経 緯 が あ り 、 全 て の透 析 医 療 機 関 に つ いて 、 医 療 法 第 25 条

第 １ 項 に 基 づ く 立 入検 査 を 毎 年 度 行 い 点検 、 指 導 し て い る 。

(3) 災 害 発 生 時 の 対応

近 隣 で 大 き な 災 害 があ っ た 時（ 自 院 の 地域 は 被 災 地 外 ）に 、透 析 患 者 が 円 滑 に

透 析 を 受 け ら れ る 体制 の 整 備 を 継 続 し て進 め る 必 要 が あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 院 内 感 染 防 止 対策 の 推 進 （ 県 、 医 療機 関 ）

透 析 医 療 機 関 に お け る 透 析 医 療 の 質 の 向 上 及 び 院 内 感 染 防 止 の 徹 底 を 図 る た

め 、「 透 析 医 療 に お け る 標 準 的 な 透 析 操 作 と 院 内 感 染 予 防 に 関 す る マ ニ ュ ア ル

（ 五 訂 版 ）」に 沿 っ て 、施 設 及 び 透 析 医 療機 器 の 適 正 管 理 の 徹底 、適 正 な 専 門職

員 の 配 置 な ど 、 院 内感 染 防 止 対 策 を 進 める 。

区分 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

患者数
全国 324,986 329,609 334,505 339,841 344,640 347,671 349,700

兵庫県 13,374 13,672 14,036 14,390 14,416 14,505 14,423

主要現疾
患の割合
（％）

糖尿病性腎症 43.7 43.2 42.5 42.3 41.6 40.7 40.2

慢性糸球体腎炎 16.9 16.6 16.3 15.6 14.9 15.0 14.2

平均年齢 導入 69.2 69.4 69.7 70.0 70.4 70.9 71.1
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(2) 災 害 時 に 備 え た医 療 体 制 の 整 備 （ 県、 関 係 団 体 、 医 療 機関 ）

災 害 発 生 時 に お い ても 必 要 な 透 析 医 療 を確 保 す る た め 、災 害 拠 点 病 院 や DMAT

に よ る 広 域 医 療 搬 送 活 動 、 関 係 団 体 と の 連 携 等 に よ っ て 災 害 時 の 給 水 の 確 保 も

含 め て 、必 要 な 医 療体 制 の 整 備 を 進 め ると と も に 、「 兵 庫 県 広域 災 害・救 急 医 療

情 報 シ ス テ ム 」を 通 じて 人 工 透 析 が 可 能 な医 療 機 関 に 関 す る 情報 提 供 を 進 め る 。

(3) 普 及 啓 発 の 推 進（ 県 、 関 係 団 体 ）

糖 尿 病 患 者 が 腎 症 に 移 行 し な い よ う 、 食 事 や 運 動 な ど の 生 活 習 慣 の 改 善 の 重

要 性 な ど の 普 及 啓 発を 行 う 。

(4) 健 診 受 診 率 の 向上 （ 市 町 、 各 種 健 診実 施 主 体 ）

健 診 受 診 率 の 向 上 に努 め る こ と に よ り 、糖 尿 病 の 早 期 発 見 に努 め る 。

(5) 特 定 健 診 、 特 定保 健 指 導 対 策 の 推 進（ 県 、 市 町 、 各 種 健診 実 施 主 体 ）

内 臓 脂 肪 症 候 群 （ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム ） の 概 念 を 踏 ま え 、 肥 満 、 糖 尿

病 、 高 血 圧 、 高 脂 血 症 及 び こ れ ら の 予 備 群 の 人 に 対 し て 、 食 生 活 の 改 善 や 運 動

の 習 慣 化 な ど 保 健 指導 を 重 点 的 に 実 施 する 。

健 診 で 「 糖 尿 病 」 又 は 「 境 界 型 」 と さ れた 人 に 対 す る 保 健 指導 を 徹 底 す る 。

(6) 医 療 機 能 を 担 う医 療 機 関 相 互 の 連 携の 促 進 （ 医 療 機 関 ）

各 医 療 機 能 を 担 う 医 療 機 関 は 、 糖 尿 病 患 者 が 腎 症 に 移 行 し な い よ う 、 地 域 連

携 ク リ テ ィ カ ル パ スの 活 用 な ど に よ り 、相 互 に 緊 密 な 連 携 体制 の 構 築 を 図 る 。

(7) 兵 庫 県 糖 尿 病 腎症 重 症 化 予 防 プ ロ グラ ム の 策 定 （ 県 、 関係 団 体 ）

糖 尿 病 腎 症 重 症 化 予 防 に 向 け た 取 組 を 県 内 に 広 げ て い く た め 、 一 般 社 団 法 人

兵 庫 県 医 師 会 、兵 庫 県 糖 尿 病 対 策推 進 協 議 会 及 び 県 の三 者 で 平 成 29 年 10 月 23

日 に 連 携 協 定 を 締 結 し 、 兵 庫 県 糖 尿 病 腎 症 重 症 化 予 防 プ ロ グ ラ ム （ 以 下 「 県 プ

ロ グ ラ ム 」と い う 。）を 策 定 し た 。平 成 31 年 ４ 月 の 国 プ ロ グ ラム の 改 定 を 受 け 、

令 和 ２ 年 ４ 月 に 、 県プ ロ グ ラ ム を 改 定 した 。



第５部 保健・医療・福祉の総合的取組の推進

第５章 先進医療

179

第 ５ 章 先 進 医 療

１ 臓 器 移 植

平 成 ９ 年 10 月 、「 臓 器 の 移 植 に 関 する 法 律 」（ 臓 器 移 植 法）が 施 行 さ れ 、脳 死後

の 身 体 か ら の 臓 器 移 植 が 可 能 と な っ た 。 対 象 臓 器 は 、 心 臓 、 肺 、 肝 臓 、 腎 臓 、 膵

臓 、小 腸 及 び 眼 球（ 角膜 ）が 規 定 さ れ 、国 及び 地 方 公 共 団 体 の 責務 と し て 、移 植 医

療 に つ い て 国 民 の 理 解 を 得 る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る 旨 が 規 定 さ れ

て い る 。

平 成 22 年 ７ 月 、 改 正 臓 器 移 植 法 全面 施 行 に 伴 い 、 脳 死後 の 身 体 か ら の 臓 器提 供

の 場 合 、 本 人 が 生 前 に 書 面 で 臓 器 を 提 供 す る 意 思 を 表 示 し て い る 場 合 に 加 え 、 本

人 の 臓 器 提 供 の 意 思 が 不 明 な 場 合 も 、 家 族 の 承 諾 が あ れ ば 臓 器 提 供 で き る よ う に

な っ た 。

本 県 は 臓 器 移 植 を 必 要 と す る 患 者 に 、 公 平 か つ 適 切 に 臓 器 の 提 供 及 び 移 植 の 実

施 が で き る よ う 、 普及 啓 発 と 体 制 の 充 実を 図 っ て い る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 臓 器 移 植 の 登録 ・ あ っ せ ん

臓 器 移 植 の 分 配 を 公平 か つ 公 正 に 行 う ため に 、眼 球（ 角 膜 ）を 除 く す べ て の

臓 器 の 移 植 希 望 者 の登 録・あ っ せ ん は 、（ 公 社 ）日 本 臓 器 移 植ネ ッ ト ワ ー ク が 全

国 一 元 的 に 行 う こ とと な っ て い る 。ま た 、眼 球（ 角 膜 ）の 移植 希 望 者 及 び 提 供

希 望 者 の 登 録・あ っせ ん は 公 益 財 団 法 人日 本 ア イ バ ン ク 協 会が 中 心 と な り 、全

国 の ア イ バ ン ク に おい て 実 施 さ れ て い る。

な お 、臓 器 提 供 意思 表 示 カ ー ド 等の 配 布 は 進 ん で い るも の の 、臓 器 移 植 を 受

け た 人 は 400 人/年 と 少 な く 、 実際 に 移 植 を 希 望 し てい る 人 の 約 ３ ％ 程 度に 留

ま る こ と か ら 、 さ らな る 啓 発 活 動 の 取 組が 必 要 で あ る 。

全 国 臓 器 移 植 希 望 登録 者 の 状 況 （ 令 和 ５年 ８ 月 31 日 現 在 ）

心 臓 肺 肝 臓 腎 臓 膵 臓 小 腸 眼 球

879 名 553 名 353 名 14,013 名 154 名 9 名 1,922 名

（ 注 1） 腎 臓 移 植 希望 登 録 者 数 に は 、 膵腎 同 時 希 望 登 録 者 数を 含 む 。

（ 注 2） 心 臓 ・ 肺 の各 移 植 希 望 登 録 者 数に は 、 心 肺 同 時 移 植希 望 登 録 者 数 を 含 む。

（ 注 3） 眼 球 （ 角 膜） は 、 令 和 ５ 年 ３ 月末 現 在 の 登 録 者 数 であ る 。

(2) 臓 器 提 供 及 び移 植 実 施 の 体 制

『「 臓 器 移 植 に 関 す る 法 律 」 の 運 用 に 関 す る 指 針 （ ガ イ ド ラ イ ン ）』 上 の ５ 類

型 に 該 当 す る 施 設 （ ５ 類 型 施 設 ） で あ り 、 脳 死 下 臓 器 提 供 施 設 と し て 体 制 が 整

っ て い る と 回 答 し た施 設 の う ち 、 公 表 を承 諾 し た の は 12 施 設 で あ る 。
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公 表 を 承 諾 し た 臓 器提 供 施 設 一 覧 （ 令 和 ５ 年 ３ 月 末 時点 ）

病 院 名 所 在 地 備 考

兵 庫 県 災 害 医 療 セ ンタ ー 神 戸 市 〇

神 戸 市 立 医 療 セ ン ター 中 央 市 民 病 院 神 戸 市 〇

神 戸 市 立 西 神 戸 医 療セ ン タ ー 神 戸 市

神 戸 大 学 医 学 部 附 属病 院 神 戸 市 〇

兵 庫 県 立 尼 崎 総 合 医療 セ ン タ ー 尼 崎 市 〇

兵 庫 県 立 西 宮 病 院 西 宮 市 〇

大 西 脳 神 経 外 科 病 院 明 石 市

明 石 市 立 市 民 病 院 明 石 市

兵 庫 県 立 加 古 川 医 療セ ン タ ー 加 古 川 市

姫 路 赤 十 字 病 院 姫 路 市 〇

西 脇 市 立 西 脇 病 院 西 脇 市 〇

兵 庫 県 立 淡 路 医 療 セン タ ー 洲 本 市 〇

※ 備 考 欄 ： 18 歳 未満 の 臓 器 提 供 が 可 能と 公 表 し て い る 病 院

ま た 、臓 器 移 植 法 に 基づ く 日 本 医 学 会 移 植関 係 学 会 合 同 委 員 会に お い て 選 定 さ

れ た 本 県 の 移 植 実 施 施 設 は 、 肝 臓 １ 施 設 、 膵 臓 １ 施 設 、 腎 臓 ３ 施 設 （ 全 国 で は 、

心 臓 11 施 設 、 肺 11 施 設 、 肝 臓 23 施 設 、膵 臓 21 施 設 、 小 腸 13 施 設 、 腎 臓 123

施 設 ） で あ る 。

移 植 実 施 施 設 （ 令 和 ５ 年 ７ 月 25 日 時 点 ）

臓 器 名 病 院 名 所 在 地

肝 臓 神 戸 大 学 医 学 部 附 属病 院 神 戸 市

膵 臓 神 戸 大 学 医 学 部 附 属病 院 神 戸 市

腎 臓

神 戸 大 学 医 学 部 附 属病 院 神 戸 市

兵 庫 医 科 大 学 病 院 西 宮 市

兵 庫 県 立 西 宮 病 院 西 宮 市

(3) コ ー デ ィ ネ ー ター の 充 実

兵 庫 県 臓 器 移 植 コ ー デ ィ ネ ー タ ー に つ い て は 、 平 成 ８ 年 度 よ り 兵 庫 医 科 大 学

病 院 に 委 託 し て い た が 、 現 在 は 神 戸 市 立 医 療 セ ン タ ー 中 央 市 民 病 院 （ 令 和 元 年

度 ～ ）、 神 戸 大 学 医 学部 附 属 病 院 （ 令 和 ５年 10 月 ～ ） に 委 託 し、 各 病 院 に １ 名

ず つ 設 置 し て い る 。 全 県 下 を 対 象 に 、 医 療 機 関 等 へ の 啓 発 活 動 や 小 中 学 校 、 高

等 学 校 、 専 門 ・ 大 学 へ の 移 植 医 療 講 義 等 の 日 常 業 務 、 臓 器 提 供 発 生 時 の 家 族 へ

の 説 明 、摘 出 臓 器 の搬 送 と 手 配 等 、（ 公 社 ）日 本 臓 器 移 植 ネ ット ワ ー ク と 連 携し

な が ら 活 動 を 行 っ てい る 。

院 内 コ ー デ ィ ネ ー タ ー に つ い て は 、 こ れ ま で ５ 類 型 施 設 に 限 定 し て い た が 、

平 成 29 年 度 よ り 、５ 類 型 施 設 以 外の 施 設 に お い て も 、心 停 止後 腎 提 供 が 可 能 な

こ と を 踏 ま え 、 設 置 を 認 可 し た 。 現 在 、 県 と 兵 庫 県 臓 器 移 植 コ ー デ ィ ネ ー タ ー



第５部 保健・医療・福祉の総合的取組の推進

第５章 先進医療

181

が 中 心 と な り 、 院 内 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 向 け に 県 内 研 修 の 充 実 及 び 設 置 施 設 の 拡

大 に 取 組 ん で い る 。

ま た 現 在 、日 本 臓 器 移 植 ネ ッ ト ワー ク が 進 め て い る 臓器 提 供 施 設 連 携 体 制整

備 事 業 に 、神 戸 市 立 医療 セ ン タ ー 中 央 市 民病 院 が 拠 点 施 設 と して 参 画 し て お り 、

県 内 の ５ 類 型 施 設 ８ 施 設 と 連 携 体 制 を と り 、 臓 器 提 供 の 院 内 体 制 を 強 化 し て い

る 。

令 和 ５ 年 院 内 コ ー ディ ネ ー タ ー 数 （ 令 和 ５ 年 ８ 月 31 日 現 在 ）

人 数 施 設 数

５ 類 型 施 設 172 名 23 施 設

５ 類 型 施 設 外 24 名 8 施 設

合 計 196 名 31 施 設

(4) 子 ど も の 臓 器 提供 の 状 況

臓 器 移 植 法 の 改 正（ 平 成 22 年 施 行 ）に よ り 、脳 死 下 に お い て本 人 の 意 思 が 不

明 で あ っ て も 家 族 の 書 面 に よ る 承 諾 が あ れ ば 認 め ら れ る こ と と な り 、 家 族 の 書

面 に よ る 承 諾 に よ って 15 歳 未 満 の 方 か ら で も 臓 器 提 供が 可 能 と な っ た。し か し

な が ら 、 改 正 後 、 全国 で 15 歳 未 満 か ら の 臓 器 提 供 は 56 件 に 留 ま っ て い る 。

子 ど も の 臓 器 提 供 が進 ま な い 理 由 に は 、① 家 族 が 脳 死 を 死 とし て 受 入 れ ら れ

な い 、② 虐 待 を 完 全に 否 定 で き な い 、③ 施 設 の 体 制 が 整 っ てい な い 等 が あ る。

本 県 で は 、令 和 ４ 年に 県 内 で 初 め て 18 歳 未 満 の 児 童 から の 臓 器 提 供 が 行 われ

た が 、18 歳 未 満 の 臓器 提 供 が 可 能 と 公 表し て い る 病 院 は ８ 病院 で あ る こ と か ら、

引 き 続 き 、 施 設 体 制整 備 に 努 め て い く 必要 が あ る 。

(5) 高 齢 者 の 臓 器 提供 の 状 況

救 急 搬 送 さ れ る 患 者 の 高 齢 化 が 進 む と と も に 、 移 植 待 機 者 も 高 齢 化 が 進 ん で

い る 。 兵 庫 県 で は そ の よ う な 現 状 に 注 目 し 、 年 齢 だ け に と ら わ れ ず に 、 高 齢 者

へ の 普 及 啓 発 活 動 も 進 め て お り 、 令 和 ４ 年 度 に は 高 齢 者 に 向 け た 人 生 会 議 の 講

演 会 等 を 実 施 し て いる 。

ま た 、令 和 ５ 年 度 には 、県 内 病 院 よ り 、国 内 に お け る 最 高 年齢 と な る 77 歳 の

方 か ら 臓 器 提 供 が 実施 さ れ 、 心 臓 ・ 肺 ・肝 臓 ・ 腎 臓 が 移 植 され た 。

【 推 進 方 策 】

(1) 県 民 の 移 植 医 療に 対 す る 理 解 を 深 める た め 、臓 器 提 供 意思 表 示 カ ー ド の 普 及、

グ リ ー ン ラ イ ト ア ップ 、 出 前 講 座 等 の 啓発 活 動 を 実 施 す る 。（ 県 ）

(2) 移 植 機 会 の 公 平性 の 確 保 と 効 果 的 な移 植 を 実 施 す る た め 、（ 公 社 ）日 本 臓 器移

植 ネ ッ ト ワ ー ク と 連 携 し 、 救 命 救 急 セ ン タ ー （ 神 戸 市 立 医 療 セ ン タ ー 中 央 市 民

病 院 、 神 戸 大 学 医 学 部 附 属 病 院 ） に 臓 器 移 植 コ ー デ ィ ネ ー タ ー （ ２ 名 ） を 設 置

し 、 臓 器 提 供 協 力 医 療 機 関 へ の 巡 回 活 動 、 臓 器 提 供 発 生 時 に お け る 円 滑 な 対 応

の 確 保 等 臓 器 移 植 の推 進 を 図 る 。（ 県 、 医 療 機 関 ）

(3) 臓 器 移 植 に 係 る 関 係 者 を 集 め た 会 議 や 説 明 会 を 開 催 し 、 関 係 施 設 と ネ ッ ト ワ

ー ク を 構 築 す る と と も に 、 実 施 し て い る 普 及 啓 発 活 動 を 情 報 共 有 し 、 連 携 し た
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取 組 を 行 う こ と で 、 臓 器 移 植 に つ い て 正 し い 知 識 を 普 及 し 、 県 民 の 理 解 を 深 め

て い く 。（ 県 、 医 療 機関 ）

(4) 平 成 29 年 度 開 所 の 神 戸 ア イセ ン タ ー（ 人 工 多 能 性 幹細 胞（ iPS 細 胞 ）を 使 い 、

目 の 病 気 の 研 究 と 治 療 、 就 労 支 援 を 一 体 的 に 行 う 全 国 初 の 施 設 ） に 兵 庫 ア イ バ

ン ク が 参 入 し 、 西 日本 全 体 か ら の 角 膜 の参 集 に 努 め る 。（ 兵 庫 ア イ バ ン ク ）

(5) 医 療 機 関 に お け る タ ー ミ ナ ル ス テ ー ジ へ の 対 応 の 一 環 と し て 、 臓 器 提 供 意 思

の 確 認 及 び 選 択 肢 提示 が 適 切 に 実 施 さ れる 体 制 を 整 備 す る 。（ 県 、 医 療 機 関）

２ 造 血 幹 細 胞 移 植

造 血 幹 細 胞 移 植 は 、 化 学 療 法 等 で は 治 癒 し な か っ た 白 血 病 や 重 症 再 生 不 良 性 貧

血 等 の 血 液 疾 患 の 患 者 に 対 し て 、 骨 髄 、 末 梢 血 幹 細 胞 （ 以 下 「 骨 髄 等 」 と い う 。）

又 は 臍 帯 血 （ へ そ の 緒 と 胎 盤 に あ る 血 液 ） に 多 く 含 ま れ る 造 血 幹 細 胞 を 移 植 し 、

造 血 機 能 を 再 生 す る 治 療 法 で あ る 。 こ れ ら の 移 植 に は 、 原 則 、 患 者 と ド ナ ー （ 提

供 者 ）の Ｈ Ｌ Ａ 型（ 白血 球 の 型 ）が 一 致 する 必 要 が あ り 、そ の 確 率 は 、兄 弟 姉 妹 間

で ４ 分 の １ 、 そ れ 以外 で は 数 百 ～ 数 万 人に １ 人 と い わ れ て いる 。

そ の た め 、「 移 植 に 用い る 造 血 幹 細 胞 の 適切 な 提 供 の 推 進 に 関す る 法 律 」に 基 づ

き 、 移 植 を 希 望 す る 患 者 に 移 植 の 機 会 を 提 供 で き る よ う 、 よ り 多 く の 骨 髄 等 ド ナ

ー や 臍 帯 血 の 確 保 を図 る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 骨 髄 等 移 植

骨 髄 等 ド ナ ー 登 録 の推 進 を 図 る た め 、骨 髄 バ ン ク 推 進月 間（ 10 月 ）を 中 心 に

普 及 啓 発 に 取 組 む ほ か 、 大 学 生 対 象 の 特 別 講 座 等 を 実 施 し て い る 。 ま た 、 兵 庫

県 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー 献 血 ル ー ム （ ６ か 所 ） で 、 常 時 ド ナ ー 登 録 を 受 け 付 け て

い る ほ か 、 県 健 康 福 祉 事 務 所 等 が 献 血 併 行 型 骨 髄 等 ド ナ ー 登 録 会 を 実 施 し て い

る 。

骨 髄 バ ン ク 事 業 は 、平 成 20 年 １ 月 に 当初 目 標 の 全 国 30 万 人 のド ナ ー 登 録 者

を 確 保 し 、 令 和 ５ 年８ 月 末 現 在 で は 547,708 人 と な っ て い る。 そ の た め 登 録 患

者 の 約 96％ に Ｈ Ｌ Ａ型 が 適 合 す る ド ナ ーが 見 つ か る 状 況 で ある が 、ド ナ ー の 健

康 上 の 理 由 や 仕 事 の 都 合 な ど か ら 骨 髄 提 供 に 至 ら な い ケ ー ス が あ り 、 移 植 を 受

け ら れ る の は 登 録 患 者 の ５ 割 強 に と ど ま っ て お り 、 さ ら な る 登 録 者 確 保 が 必 要

で あ る 。

骨 髄 等 ド ナ ー 登 録 者 数 の 推 移 （ 年 度 末 の 有 効 登 録 者 数 ）

年 度 末 平 成 30 年 令 和 元 年 令 和 ２ 年 令 和 ３ 年 令 和 ４ 年

ド ナ ー 登 録 者 数
全 国 509,263 529,965 530,953 537,820 544,305

県 19,932 20,495 20,228 20,300 20,242
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(2) 臍 帯 血 移 植

臍 帯 血 移 植 は 、 ド ナ ー 負 担 が な く コ ー デ ィ ネ ー ト が 不 要 で あ る こ と や 、 採 取

技 術 の 向 上 等 に よ り 、 成 人 に も 移 植 可 能 な 多 数 の 造 血 幹 細 胞 数 を 含 む 臍 帯 血 を

採 取 で き る よ う に な っ て き た こ と 等 か ら 急 速 に 増 加 し 、 現 在 で は 骨 髄 移 植 よ り

多 数 の 移 植 が 行 わ れて い る 。

現 在 、 公 的 臍 帯 血 バ ン ク は 全 国 に ６ か 所 あ り 、 県 内 で は 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 兵 庫 さ

い 帯 血 バ ン ク が 臍 帯血 供 給 事 業 者 と し て 、県 内 20 か 所 の 医 療 機 関 の 協 力 を 得て

臍 帯 血 の 採 取 、 保 存に 取 組 ん で い る 。

臍 帯 血 移 植 数 の 増 加 を 踏 ま え 、 提 供 者 を 安 定 的 に 確 保 す る と と も に 、 移 植 成

績 を 向 上 さ せ る た め 、 造 血 幹 細 胞 数 の 多 い 臍 帯 血 の 採 取 な ど 、 臍 帯 血 バ ン ク 事

業 を 支 援 す る 必 要 があ る 。

臍 帯 血 供 給 数 ・ 移 植使 用 数 の 推 移

年 平成 9～30 年 令 和 元 年 令 和 ２ 年 令 和 ３ 年 令 和 ４ 年 計

全 国 公 的 ﾊﾞﾝｸ計

供 給 数（ 移 植 使 用 数 ）

17,425

(16,935)

1,416

(1,379)

1,522

(1,496)

1,330

(1,303)

1,376

(1,335)

23,069

(22,449)

兵 庫 さ い 帯 血 バ ン ク

供 給 数（ 移 植 使 用 数 ）

1,959

(1,890)

125

(124)

130

(128)

136

(131)

169

(161)

2,519

(2,434)

【 推 進 方 策 】

(1) 骨 髄 等 移 植

よ り 多 く の 骨 髄 等 ド ナ ー を 確 保 す る た め 、 県 民 向 け リ ー フ レ ッ ト 等 の 作 成 ・

配 布 や 大 学 生 や 看 護 学 生 等 に 対 す る 特 別 講 座 の 開 催 等 の 普 及 啓 発 を 行 う と と も

に 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 や 企 業 等 と 連 携 し て 献 血 併 行 型 骨 髄 ド ナ ー 登 録 会 の 開 催

を 推 進 す る 。（ 県 、 市 町 、 日 本 骨 髄バ ン ク 、 日 本 赤 十 字社 ）

ま た 、ド ナ ー 休 暇 制 度の 導 入 や 骨 髄 等 移 植に 関 す る 普 及 啓 発 に協 力 す る 企 業・

団 体 を 支 援 す る こ と に よ り 、 ド ナ ー が 骨 髄 等 を 提 供 し や す い 環 境 づ く り を 推 進

す る 。（ 県 、 日 本 赤 十字 社 ）

さ ら に 、 骨 髄 等 の 提 供 を 行 っ た 者 を 助 成 す る こ と に よ り 、 ド ナ ー の 負 担 を 軽

減 し 、 ド ナ ー 登 録 者の 確 保 と 骨 髄 等 移 植率 の 向 上 を 図 る 。（ 県 、 市 町 ）

(2) 臍 帯 血 移 植

臍 帯 血 提 供 者 を 確 保 す る た め 、 リ ー フ レ ッ ト 等 を 作 成 ・ 配 布 し 、 県 民 、 妊 産

婦 に 対 す る 普 及 啓 発 を 行 う と と も に 、 造 血 幹 細 胞 数 の 多 い 臍 帯 血 を 確 保 で き る

よ う 、 採 取 医 療 機 関 の 従 事 者 等 を 対 象 と し た 研 修 会 を 実 施 す る （ 県 、 日 赤 、 兵

庫 さ い 帯 血 バ ン ク ）。
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第 ６ 章 歯 科 保 健 医 療

１ 歯 科 医 療

高 齢 化 の 進 展 や 歯 科 医 療 を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 に 伴 っ て 、 す で に 歯 科 医 療 の 需

要 に 変 化 が 生 じ て お り 、 現 在 の 外 来 診 療 を 中 心 と し た 歯 科 医 療 の 提 供 体 制 に 加 え

て 、 病 院 の 入 院 患 者 や 居 宅 の 療 養 者 等 に 対 す る 歯 科 医 療 の 提 供 体 制 を 構 築 す る こ

と が 求 め ら れ て い る。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 病 院 歯 科 等 と かか り つ け 歯 科 医 の 連携 （ 地 域 包 括 ケ ア シス テ ム ）

県 民 が 歯 科 疾 患 の 予防 、 早 期 発見 及 び 早 期 治 療 を 実 行す る た め に は 、身 近 な

と こ ろ で 受 診 で き る「 か か り つ け 歯 科 医」 機 能 の 充 実 が 必 要で あ る 。

ま た 、 歯 科 口 腔 外科 等 を 持 ち 、入 院 ・ 手術 に 対 応 で き る 病 院等 （ 以 下「 病 院

歯 科 等 」と い う 。）が「 か か り つ け 歯 科 医」を 支 援 す る と と もに 、相 互 の 機 能 分

担 と 連 携 を 図 る こ と が 必 要 で あ る 。 本 県 で は 、 各 ２ 次 保 健 医 療 圏 域 に お い て 、

病 院 歯 科 等 と 「 か か り つ け 歯 科 医 」 が 連 携 し 、 介 護 施 設 等 を 含 む 地 域 包 括 ケ ア

シ ス テ ム の 中 で の 歯科 医 療 の 一 層 の 充 実を 図 る 必 要 が あ る 。

(2) 医 科 歯 科 連 携 体制 の 構 築

歯 科 の な い 医 療 機 関 へ 歯 科 医 師 や 歯 科 衛 生 士 を 派 遣 す る 医 科 歯 科 連 携 を 行

っ て お り 、 入 院 患 者 の 口 腔 機 能 の 改 善 を 目 指 す と と も に 、 退 院 後 も 口 腔 機 能 管

理 を 継 続 で き る 仕 組み の 構 築 を 推 進 す る 必 要 が あ る 。

(3) 在 宅 歯 科 診 療 体制 等 の 充 実

高 齢 化 の 進 展 や 地 域 医 療 構 想 に よ る 地 域 完 結 型 医 療 へ の 転 換 に よ る 訪 問 診

療 の 増 加 に 伴 い 、 在 宅 や 施 設 入 所 の 寝 た き り の 高 齢 者 、 障 害 児 （ 者 ） 等 を 対 象

と し た 訪 問 歯 科 診 療の サ ー ビ ス 提 供 体 制の さ ら な る 充 実 を 図る 必 要 が あ る 。

項 目 値

県 内 歯 科 診 療 所 数

（ 人 口 10 万 対 ）

2,960

(54.8)

県 内 休 日 歯 科 診 療 施設 数 16

障 害 者 歯 科 診 療 施 設数 12

在 宅 療 養 支 援 歯 科 診療 所

（ 令 和 ５ 年 ７ 月 現 在）
478

【 推 進 方 策 】

(1) 病 院 歯 科 等 と かか り つ け 歯 科 医 と の連 携 強 化

か か り つ け 歯 科 医 と病 院 と の 機 能 分 担 を図 る こ と を 目 的 と し、各 地 域 で 整 備

が 進 め ら れ て い る 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 中 で の 歯 科 医 療 に つ い て 、 か か り つ

け 歯 科 医 に 対 す る 支 援 機 能 の 整 備 を 含 め 、 県 健 康 福 祉 事 務 所 、 市 保 健 所 、 市 町
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保 健 セ ン タ ー 及 び 郡 市 区 歯 科 医 師 会 が 連 携 し て 一 層 の 普 及 ・ 充 実 を 図 る 。（ 県 、

市 町 、 関 係 団 体 、 歯科 医 療 機 関 ）

(2) 在 宅 歯 科 診 療サ ー ビ ス の 充 実

高 齢 者 や 障 害 児（ 者 ）に つ い て は 、寝 たき り の 状 態 で あ る など 通 院 が 困 難 で

あ っ た り 、疾 病 や 不随 意 運 動 等 に よ っ て一 般 の 歯 科 診 療 所 では 十 分 な 歯 科 診 療

を 行 え な い 場 合 が ある 。こ の た め 、訪 問（ 在 宅 ）歯 科 診 療 や ､麻 酔 ･入 院 施 設 の

あ る 病 院 施 設 等 と の 連 携 を 強 化 す る と と も に ､十 分 な 歯 科 医 療 を 提 供 で き る 体

制 づ く り を 進 め る 。

ま た 、人 材 の 確 保 や研 修 を 行 う こ と に よっ て 在 宅 医 療 サ ー ビス を 充 実 さ せ る 。

(関 係 団 体 ､歯 科 医 療機 関 )

(3) 医 科 歯 科 連 携 体制 の 推 進

在 宅 療 養 者 に 対 し て 医 科 歯 科 連 携 に お け る 歯 科 支 援 に つ い て の 歯 科 と 医 科

の 関 係 者 か ら な る 検討 会 を 行 う 等 、さ ら な る 医 科 歯 科連 携 を 推 進 す る と とも に 、

地 域 医 療 構 想 調 整 会議 等 を 通 じ て 県 歯 科医 師 会 を は じ め 、県 医 師 会・県 薬 剤 師

会 等 と と も に 情 報 ネッ ト ワ ー ク を 構 築 した 上 で 、 医 療 の 質 の向 上 、 在 宅 医 療 ・

介 護 へ の 円 滑 な 移 行支 援 、患 者・患 家 の負 担 の 軽 減 を 図 る 。（ 関 係 団 体 、医 療 機

関 ）

(4) 医 療 機 関 と の 連携 体 制 の 推 進

生 活 習 慣 病 患 者 へ の 口 腔 機 能 の 維 持 の 重 要 性 を 医 療 関 係 者 に 普 及 す る た め

の 研 修 を 行 う と と もに 、医 療 機 関 か ら の求 め に 応 じ て 生 活 習慣 病 患 者 の 口 腔 機

能 の 維 持 を 行 う 歯 科医 療 の 体 制 整 備 を 図る 。（ 関 係 団 体 、 医 療機 関 ）
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休 日 歯 科 診 療 一 覧 表

施 設 名 所 在 地

１ (公 社 )神 戸 市 歯 科 医 師 会 附 属 歯 科 診 療 所 神戸市中央区三宮町 2-11-1 センタープラザ西館５階 509 号室

２ （一社）尼崎市歯科医師会尼崎口腔衛生センター尼 崎 市 東 難 波 町 4-13-14

３ 西 宮 歯 科 総 合 福 祉 セン タ ー 西 宮 市 甲 子 園 洲 鳥 町 3-8

４ 伊 丹 市 立 口 腔 保 健 セン タ ー 伊丹市千僧 1-1-1 いたみ総合保健センター1 階

５ 川 西 市 ふ れ あ い 歯 科診 療 所 川 西 市 火 打 1-12-16 キ セ ラ 川 西 プ ラ ザ 2 階

６ 三 田 市 歯 科 医 師 会 （各 医 院 の 輪 番 制 ）

７ 宝 塚 市 立 口 腔 保 健 セン タ ー 歯 科 診 療 所 宝 塚 市 小 浜 4-4-1（ 保 健 セ ン タ ー内 ）

８ 芦 屋 市 歯 科 セ ン タ ー 芦屋市呉川町 14-9 芦屋市保健福祉センター内

９ 明 石 市 立 あ か し ユ ニ バ ー サ ル 歯 科 診 療 所 明 石 市 鷹 匠 町 1-33

10 三 木 市 歯 科 医 師 会 附属 休 日 歯 科 診 療 所 三 木 市 大 塚 １ 丁 目 6-40

11 西脇市多可郡歯科医師会（各医院の輪番制）

12 加 西 市 歯 科 医 師 会 （各 医 院 の 輪 番 制 ）

13 加 古 川 歯 科 保 健 セ ンタ ー 加 古 川 市 米 田 町 船 頭 5-1

14 （一社）姫路市歯科医師会口腔保健センター 姫 路 市 安 田 ３-107

15 丹 波 篠 山 市 歯 科 医 師 会 （ 各 医 院 の 輪 番 制 ）

16 丹 波 市 歯 科 医 師 会 （各 医 院 の 輪 番 制 ）

障 害 者 歯 科 診 療 施 設一 覧

施 設 名 所 在 地

１ 神 戸 市 立 こ う べ 市 歯科 セ ン タ ー 神戸市長田区二葉町 5-1-1-201 アスタくにづか 5 番館 2F

２ （ 一 社 ）尼 崎 市 歯 科 医 師 会 尼 崎 口 腔 衛 生 セ ン タ ー 尼 崎 市 東 難 波 町 4-13-14

３ 西 宮 歯 科 総 合 福 祉 セン タ ー 西 宮 市 甲 子 園 洲 鳥 町 3-8

４ 伊 丹 市 立 口 腔 保 健 セン タ ー 伊丹市千僧 1-1-1 いたみ総合保健センター1 階

５ 川 西 市 ふ れ あ い 歯 科診 療 所 川 西 市 火 打 1-12-16 キ セ ラ 川 西 プ ラ ザ 2 階

６ 宝 塚 市 立 口 腔 保 健 セン タ ー 歯 科 診 療 所 宝 塚 市 小 浜 4-4-1（ 保 健 セ ン タ ー内 ）

７ 芦 屋 市 歯 科 セ ン タ ー 芦屋市呉川町 14-9 芦屋市保健福祉センター内

８ 明 石 市 立 あ か し ユ ニ バ ー サ ル 歯 科 診 療 所 明 石 市 鷹 匠 町 1-33

９ 加 古 川 歯 科 保 健 セ ンタ ー 加 古 川 市 米 田 町 船 頭 5-1

10 （一社）姫路市歯科医師会口腔保健センター 姫 路 市 安 田 ３-107

11 相 生・赤 穂 市 郡 歯 科 医 師 会 附 属 歯 科 診 療 所 赤 穂 市 中 広 267 赤 穂 市 総 合 福 祉 会館 内

12 （一社）洲本市歯科医師会立身体障害者歯科診療所 洲 本 市 港 2-26
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２ 歯 科 保 健

歯 及 び 口 腔 の 健 康 を保 つ こ と は 、単 に 食物 を 咀 嚼 す る と い うだ け で な く 、食 事 や

会 話 を 楽 し む な ど 豊か な 人 生 を 送 る た めの 基 礎 と な る 。ま た 、歯 周 疾 患 は 全 身 疾患

と の 相 互 関 係 が 示 唆さ れ て い る こ と か ら、生 活 習 慣 病 を 予 防し 、健 康 寿 命 の 延 伸に

も 寄 与 す る 。そ こ で 、妊 産 婦（ 胎 児 ）か ら 高 齢 者 に ラ イ フ ス テー ジ に 応 じ た 歯 科口

腔 保 健 対 策 を 実 施 する こ と に よ り 、県 民の 健 康 を 支 え る 。な お 、個 別 施 策 等 詳細 に

つ い て は 、「 兵 庫 県 健康 づ く り 推 進 実 施 計画 」 を 参 照 の こ と 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf17/kenkoudukurisuishinkeikaku03.html

【 現 状 と 課 題 】

過 去 １ 年 以 内 に 歯 科 健 診 を 受 け た 者 (20 歳 以 上 )は ６ 割 、 か か り つ け 歯 科 医 で 歯

石 除 去 や 歯 面 清 掃 （ Ｐ Ｍ Ｔ Ｃ ） を 受 け た 者 も ５ 割 を 超 え 、 定 期 的 に 歯 科 を 受 診 す

る 必 要 性 を 理 解 し 、 行 動 変 容 に つ な が っ て い る 県 民 が 増 加 し て い る が 、 成 人 期 に

お け る 歯 周 疾 患 を 有す る 者 は 増 加 傾 向 にあ り 、 特 に 若 い 世 代で 増 加 し て い る 。

定 期 的 な 歯 科 健 診 の受 診 状 況 （ 年 齢 階 級別 ）

資 料 「 兵 庫 県 健 康増 進 課 調 べ 」

進 行 し た 歯 周 病 を 有す る 者 の 割 合 （ 年 齢階 級 別 ）

資 料 「 兵 庫 県 健 康増 進 課 調 べ 」

【 推 進 方 策 】

・ 次 世 代 へ の 支 援

妊 産 婦 へ の 歯 科 保 健対 策 ・ 乳 幼 児 へ の フッ 化 物 応 用 の 推 進

・ 青 年 期 ・ 成 人 期

大 学 、 市 町 、 職 域 歯科 健 診 の 受 診 機 会 の拡 大

・ 高 齢 期

オ ー ラ ル フ レ イ ル 対策 の 充 実

・ 配 慮 を 要 す る 者 への 支 援

住 み 慣 れ た 地 域 で 歯 科 保 健 医 療 サ ー ビ ス を 受 け ら れ る 体 制 整 備 、 介 護 者 や 介 護 職

等 が 行 う 日 常 的 な 口腔 ケ ア 支 援 の 推 進 。
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【 目 標 】

目 標
現 状 値

(年 度 )

目 標 値

(達 成 年 度 )

過 去 １ 年 間 に 歯 科 健 康 診 査 を 受 診 し た 者 の

割 合 の 増 加 （20 歳 以 上 ）

60.2％ ※ １

（ 2021（ R3））

82％

(2028(R10))

過 去 １ 年 間 に 歯 科 健 康 診 査 を 受 診 し た 者 の

割 合 の 増 加 （20 歳 代 ）
45.5％ ※ １

77％

(2028(R10))

3 歳 児 健 康 診 査 で 4 本 以 上 の む し 歯 の ある

者 の 割 合 の 減 少

2.9％ ※ ２

（ 2021（ R3））

1.3％

(2027(R9))

進 行 し た 歯 周 病 を 有す る 者 の 割 合 の 減 少

40 歳 ： 44.2％ ※ ３

50 歳 ： 53.9％ ※ ３

（ 2021（ R3））

40 歳 ： 34％

50 歳 ： 44％

(2027(R9))

口 腔 機 能 の 維 持 ・ 向 上 に お け る 咀 嚼 良 好 者

割 合 の 増 加 （60 歳 以 上 ）

65.1％ ※ １

（ 2021（ R3））

80％

(2028(R10))

障 害 者 (児 )入 所 施 設で の 過 去 1 年 間 の 歯 科

健 診 実 施 率 の 増 加

64.2％ ※ ３

（ 2021(R3)）

90％

(2028(R10))

介 護 老 人 福 祉 施 設 及 び 介 護 老 人 保 健 施 設 で

の 過 去 1 年 間 の 歯 科健 診 実 施 率 の 増 加

31.9％ ※ ３

（ 2021(R3)）

50％

(2028(R10))

※ １ 令 和 ３ 年 度 兵 庫県 健 康 づ く り 実 態 調査 ※ ２ 令 和 ３ 年 度３ 歳 児 歯 科 健 診 結 果

※ ３ 令 和 ３ 年 度 兵 庫 県 健 康 増 進 課調 査
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第 ７ 章 薬 事

１ 医 薬 品 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保

医 薬 品 等 は 、元 来 県 民 の 保 健 医 療に 必 要 不 可 欠 な も ので あ る が 、超 高 齢 化 社 会 を

迎 え 、使 用 ま で の 一 貫し た 品 質 、有 効 性 及 び安 全 性 確 保 が 一 層 重要 と な っ て い る 。

こ の こ と か ら 、不 正・不 良 医 薬 品 等の 製 造・販 売 及 び 医薬 品 等 に よ る 事 故の 発 生

を 防 ぐ と と も に 、 医療 の 質 的 向 上 と 県 民の 健 康 の 維 持 ・ 増 進を 図 る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 医 薬 品 等 の 製 造販 売 業 等 の 許 可・登 録 審 査 を 中 心に 、製 造 業 者 に 対 する Ｇ Ｍ

Ｐ 省 令 等 の 遵 守 に つい て 監 視 指 導 を 行 って い る 。ま た 、特 に 承 認 と 異 な る 方法

で 製 造 さ れ た 医 薬 品の 流 通 防 止 対 策 を 強化 し て い る 。

(2) 薬 局 ・ 医 薬 品 販 売 業 等 に 対 す る 監 視 指 導 を 強 化 し て 、 薬 剤 師 等 の 常 時 配 置 、

医 薬 品 の 情 報 提 供 体 制 、 医 薬 品 等 の 販 売 管 理 及 び 偽 造 医 薬 品 の 流 通 防 止 等 に つ

い て 指 導 し 、 法 遵 守の 徹 底 を 図 っ て い る。

(3) 医 薬 品 成 分 を 不 正 に 添 加 し た 疑 い の あ る 食 品 や 医 薬 品 的 な 効 能 効 果 を 標 ぼ

う す る 食 品 等 に つ い て 、 必 要 に 応 じ て 試 験 検 査 を 実 施 す る 等 、 不 適 正 製 品 の 排

除 を 図 っ て い る 。

(4) 令 和 ５ 年 の 県 内 の ジ ェ ネ リ ック 医 薬 品（ 後 発 医 薬 品 ）の 使用 割 合 は 83.4％ で

あ り 、全 国 平 均 84.5％ 並 で あ る 。国 か ら の目 標（ 使 用 率 80％ ）を 達 成 し て お り、

安 心 し て ジ ェ ネ リ ッ ク 医 薬 品 を 使 用 で き る よ う 患 者 に 適 切 な 説 明 を 行 う な ど 、

普 及 啓 発 に 取 り 組 んで い る 。

ま た 、ジ ェ ネ リ ッ ク医 薬 品 の 品 質 を 確 保す る た め 、国 と 協 力し て 溶 出 試 験 等

の 品 質 検 査 を 実 施 し 、 検 査 結 果 を 公 表 す る ほ か 、 県 薬 剤 師 会 等 と 連 携 し て 、 ジ

ェ ネ リ ッ ク 医 薬 品 の正 し い 情 報 提 供 に 努め て い る 。

(5) 医 薬 品 等 の 製 造販 売 業 者 、薬 局 、医 薬 品 販 売 業 者等 に 対 し て 、計 画 的・効 率

的 な 立 入 検 査 の 他 、 事 前 連 絡 を し な い 立 入 検 査 を 実 施 す る 等 適 切 な 指 導 を 継 続

し 、 遵 守 事 項 の さ らな る 徹 底 を 図 る 必 要が あ る 。

(6) 医 薬 品 の 適 正 使用 の 向 上 を 図 る た め、医 療 機 関 、薬 局 等に お け る 医 薬 品 等 安

全 性 情 報 の 収 集 ・ 提供 体 制 の 充 実 を 図 る必 要 が あ る 。

(7) 災 害 時 に 薬 事 に 関 す る 保 健 医 療 活 動 の 調 整 役 と し て 新 た に 整 備 す る こ と と

さ れ た 「 兵 庫 県 災 害薬 事 コ ー デ ィ ネ ー ター 」 を 養 成 す る 必 要が あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 医 薬 品 等 の 製 造販 売 業 者 等 に 対 す る監 視 指 導 等 の 徹 底 と体 制 の 充 実

事 前 連 絡 を し な い 立入 検 査 等 に よ り 法 令の 遵 守 指 導 を 徹 底 する 。 ま た、 製 薬

技 術 の 高 度 化 等 に 対 応 し 得 る よ う 、 研 修 等 に よ り 薬 事 監 視 員 の 資 質 の 向 上 に 努

め 、 監 視 指 導 体 制 の充 実 を 図 る 。（ 県 ）
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(2) 薬 局 ・ 医 薬 品 販売 業 等 に 対 す る 監 視指 導 の 徹 底

薬 局 ・ 医 薬 品 販 売 業 等 に 対 し て 計 画 的 ・ 効 率 的 な 監 視 指 導 を 行 い 、 遵 守 事 項 等

の 徹 底 を 指 導 す る とと も に 、医 薬 品 等 安 全性 情 報 の 収 集・提 供 等 の 充 実 を 図 る。

（ 県 、 保 健 所 設 置 市）

(3) 医 薬 品 等 安 全 性情 報 の 収 集 ・ 提 供 体制 の 充 実

医 薬 品 等 の 副 作 用 情報 等 の 迅 速 か つ 正 確な 提 供 体 制 を 整 備 する た め 、 兵 庫

県 薬 剤 師 会 薬 事 情 報セ ン タ ー の 運 営 を 支援 す る 。（ 県 ）

(4) 兵 庫 県 災 害 薬 事コ ー デ ィ ネ ー タ ー の整 備

災 害 時 、 保 健 医 療 調整 本 部 に お い て 被 災地 の 医 薬 品 等 や 薬 剤師 及 び 薬 事 ・

衛 生 面 に 関 す る 情 報の 把 握 や マ ッ チ ン グ等 を 行 う 兵 庫 県 災 害薬 事 コ ー デ ィ ネ

ー タ ー の 養 成 に 取 り組 む 。（ 県 、 関 係 団 体）

○ Ｇ Ｍ Ｐ ： Good Manufacturing Practice の 頭 文 字 。「 医 薬 品及 び 医 薬 部 外 品 の 製造

管 理 及 び 品 質 管 理 の基 準 に 関 す る 省 令 」に よ る 基 準 。

医 薬 品 及 び 医 薬 部外 品 の 原 料 の 受 け 入れ か ら 製 造 工 程 、試 験 方 法 、出 荷 判 定 基準 等

を 文 書 化 し 、 定 め られ た 手 順 で 製 造 す るこ と に よ り 、 製 品 の品 質 を 確 保 す る 手 法。

○ ジ ェ ネ リ ッ ク 医 薬 品 （ 後 発 医 薬 品 ）： 新 薬 (先 発 医 薬 品 )の 特 許 期 間 終 了 後 に 発 売 さ

れ る 同 じ 有 効 成 分 の比 較 的 廉 価 な 薬 の こと 。先 発 医 薬 品 と同 等 の 有 効 性 など に つ い

て 審 査 さ れ て お り 、品 質 確 保 の た め 、溶 出 試 験 に 基 づく 再 評 価 な ど が 実 施さ れ てい

る 。

２ 薬 物 乱 用 の 防 止

薬 物 乱 用 は 、単 に 乱 用 者 自 身 の 精神 や 身 体 上 の 問 題 にと ど ま ら ず 、家 庭 の 崩 壊 や

悲 惨 な 事 件 を 誘 発 さ せ 、 計 り 知 れ な い 危 害 を も た ら す た め 、 社 会 全 体 の 問 題 と し

て 取 組 む 必 要 が あ る。

と り わ け 、 若 年 層 に お け る 大 麻 事 犯 の 増 加 に 対 し 、 青 少 年 へ の 啓 発 活 動 に 重 点

を 置 い た 薬 物 乱 用 防止 対 策 を 推 進 す る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 薬 物 乱 用 の 動 向

ア 全 国

わ が 国 の 薬 物 事 犯 の検 挙 人 員 の 内 訳 は 、10 年 前 の 平 成 25 年 は 、覚 醒 剤 事 犯

が 84.2%を 占 め て おり 、 大 麻 事 犯 は 12.0％ で あ っ た 。

し か し 、令 和 ４ 年 に は覚 醒 剤 事 犯 が 50.4%、大 麻 事 犯 が 44.0%と な っ て お り 、

大 麻 事 犯 が 増 加 し てい る 。

大 麻 事 犯 検 挙 者 の 年齢 別 の 内 訳 で は 、 その 70.5%を 30 歳 未 満 の 若 年 層 が占

め て い る 。

ま た 、 覚 醒 剤 事 犯 では 、 再 犯 者 の 割 合 が 68.4％ と 依 然 と し て高 く 、 大 麻 事

犯 で は 初 犯 者 が 75.9%と 高 く な っ て い る 。
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イ 兵 庫 県

兵 庫 県 に お け る 令 和 ４ 年 の 薬 物 事 犯 検 挙 人 員 の 内 訳 は 、 覚 醒 剤 事 犯 が

43.5％ で あ っ た と ころ 、大 麻 事 犯 が 52.4%と な っ て お り 、大 麻 事 犯 が 覚 醒 剤事

犯 を 初 め て 上 回 り 、薬 物 事 犯 の 中 心 と なっ た 。

こ の 大 麻 事 犯 検 挙 者の 年 齢 別 の 内 訳 で は 、30 歳 未 満 が 74.3%を 占 め て お り、

国 と 同 様 に 若 年 層 へ大 麻 乱 用 が 拡 大 し てい る 。大 麻 事 犯 の 初 犯 者 は 88.2%と 高

く な っ て お り 、急 増 す る 大 麻 事 犯の 大 半 を 占 め る 若 年 層 に 対し 、Ｓ Ｎ Ｓ を 活用

す る 等 、 今 後 よ り 効 果 的 な 啓 発 を図 る 必 要 が あ る 。

ま た 、覚 醒 剤 事 犯 につ い て は 再 犯 者 の 割合 が 65.3%と 高 く 、乱 用 者 自 身 やそ

の 家 族 な ど か ら の 相談 、 支 援 体 制 を 充 実す る 必 要 が あ る 。

(2) 「 全 国 の 精 神 科医 療 施 設 に お け る 薬物 関 連 精 神 疾 患 の 実態 調 査 」 よ り

薬 局 や ド ラ ッ グ ス トア で 購 入 可 能 な 市 販の か ぜ 薬 等 を 大 量 摂取 す る 、い わ ゆ る

オ ー バ ー ド ー ズ に よ り 精 神 科 医 療 施 設 を 受 診 等 す る 若 者 が 増 え て い る こ と か ら 、

大 麻 等 の 違 法 薬 物 と併 せ て そ の 乱 用 防 止を 啓 発 し て い く 必 要が あ る 。

(3) 県 の 取 り 組 み

本 県 で は 、薬 物 乱 用 対 策 を 総 合 的に 進 め る た め 、行 政 、教 育 、警 察 等 の 機 関 及

び 団 体 か ら な る 兵 庫県 薬 物 乱 用 対 策 推 進会 議 を 設 置 し 、① 青 少 年 薬 物 乱 用 防止 対

策 、② 再 乱 用 防 止 対策 、③ 取 締 り 、④ 密 輸 対 策 を 四 本柱 と し 、特 に 青 少 年 の 薬 物

乱 用 防 止 対 策 を 重 点事 項 と し て 推 進 し てい る 。

「１年以内に薬物の使用あり」の症例における主たる薬物

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

市販薬 105 9.1 177 15.7 207 20.0

２０１８年 ２０２０年 ２０２２年

「１年以内に薬物の使用あり」の症例における主たる薬物（市販薬）の年齢割合

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

市販薬（10～20代） 36 34.2 68 38.4 104 40.2

２０１８年 ２０２０年 ２０２２年
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ま た 、平 成 26 年 に は 、「 薬 物 の 濫 用 の 防 止に 関 す る 条 例 」を 施 行 し 、危 険 ド ラ

ッ グ を 入 手 で き な い、 使 用 で き な い 環 境づ く り に 努 め て い る。

そ の 他 、医 療 上 使 用 され る 麻 薬 及 び 向 精 神薬 に つ い て 不 正 流 出等 を 防 止 す る た

め 、医 療 機 関 、薬 局 等 の 医 療 従 事者 に 対 し 、引 き 続 き こ れ ら医 薬 品 の 適 正 な 管 理

体 制 等 を 指 導 す る 必要 が あ る 。

【 推 進 方 策 】

(1) 麻 薬 及 び 向 精 神薬 等 の 適 正 管 理

ア 麻 薬 及 び 向 精 神 薬 等 を 取 扱 う 病 院 ・ 診 療 所 ・ 薬 局 等 に 立 入 検 査 を 行 い 、 こ れ

ら 医 薬 品 の 適 切 な 管理 を 指 導 す る 。（ 県 ）

イ 病 院 ・ 診 療 所 ・ 薬 局 等 に 勤 務 す る 医 師 ・ 薬 剤 師 等 を 対 象 と し た 、 麻 薬 及 び 向

精 神 薬 等 取 扱 い に 関す る 説 明 会 を 開 催 する 。（ 県 、 関 係 団 体 ）

ウ 薬 局 、 ド ラ ッ グ ス ト ア 等 に 対 し 、 濫 用 の お そ れ の あ る 医 薬 品 の 適 正 な 販 売 方

法 の 徹 底 を 指 導 し てい く 。

(2) 薬 物 乱 用 者 及 びそ の 家 族 の 相 談 支 援体 制

薬 物 乱 用 者 及 び そ の家 族 に 対 し て 、県 精神 保 健 福 祉 セ ン タ ー、 県 健 康福 祉 事

務 所 、 市 保 健 所 等 に 薬 物 相 談 窓 口 を 設 け て 相 談 に 応 じ る と と も に 、 支 援 す る 。

（ 県 、 保 健 所 設 置 市等 ）

(3) 青 少 年 へ の 薬 物乱 用 の 危 険 性 の 普 及啓 発

ア 大 麻 、 危 険 ド ラ ッ グ に 加 え 、 市 販 薬 に よ る オ ー バ ー ド ー ズ な ど 、 乱 用 薬 物 が

多 様 化 し て い る こ と か ら 、 最 新 の 情 報 を 備 え た 啓 発 資 料 を 作 成 し て 提 供 す る 。

（ 県 、 保 健 所 設 置 市）

イ 地 元 警 察 、 学 校 薬 剤 師 等 と 連 携 し て 、 小 学 校 ・ 中 学 校 及 び 高 等 学 校 の 各 段 階

に 応 じ た 薬 物 乱 用 防 止 教 室 を 開 催 し 、 児 童 ・ 生 徒 に 対 し て 薬 物 乱 用 の 危 険 性 や

毒 性 と 、 万 が 一 身 近 な 人 か ら 薬 物 を 勧 め ら れ た 場 合 の 断 り 方 を 啓 発 す る 。 (県 、

市 町 )

ウ 県 下 12 か 所 に 設 置 し た 薬 物 乱用 防 止 指 導 員 協 議 会(以 下「 協 議 会 」と い う 。)

に 所 属 す る 薬 物 乱 用 防 止 指 導 員 を 中 心 と し た 街 頭 啓 発 活 動 、 青 少 年 へ の 薬 物 乱

用 防 止 講 習 会 等 を 郡市 薬 剤 師 会 等 と 連 携し て 実 施 す る 。（ 県 、保 健 所 設 置 市 、協

議 会 、 関 係 団 体 ）

エ 「 不 正 大 麻・け し 撲 滅 運 動 」（ ５・６ 月 ）を は じ め 、「 ダ メ 。ゼ ッ タ イ 。」普 及

運 動（ ６ 月 20 日 ～ ７ 月 19 日 ）及 び「 麻 薬・ 覚醒 剤・ 大 麻乱 用 防 止 運 動 」（ 10・

11 月 ）期 間 に お い て薬 物 乱 用 防 止 啓 発 活動 の 取 組 を 強 化 す る 。（ 県 、保 健 所 設 置

市 、 協 議 会 、 関 係 団体 ）

(4) 危 険 ド ラ ッ グ 対策

関 係 機 関 と 連 携 し て危 険 ド ラ ッ グ の 販 売が 疑 わ れ る 店 舗（ イ ン タ ー ネ ッ ト販

売 店 舗 を 含 む 。）の 情 報 収 集 に 努 め、警 戒 態 勢 を 継 続 する と と も に 、試 験 検 査体

制 を 強 化 す る 。疑 わ しい 商 品 が あ れ ば 試 買検 査 等 を 行 い 、規 制 成分 発 見 時 に は 、

法 令 や 条 例 に 基 づ く迅 速 で 徹 底 し た 指 導・ 取 締 を 行 う 。（ 県 、 保 健 所 設 置 市）
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３ 血 液 確 保 対 策

血 液 製 剤 は 人 工 的 に製 造 で き ず 、か つ 、多 く の 血 液 製 剤は 使 用 期 限 が 短 い こと か

ら 、 医 療 に 必 要 な 血 液 製 剤 を 安 定 的 に 供 給 す る た め に は 、 年 間 を 通 じ て 安 定 的 に

献 血 者 を 確 保 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 安 全 な 血 液 製 剤 の 安 定 供 給 の 確 保 等 に

関 す る 法 律 に 基 づ き 、 献 血 に つ い て 県 民 の 理 解 を 深 め 、 献 血 者 の 安 定 的 な 確 保 を

図 る と と も に 、 医 療機 関 で の 血 液 製 剤 の適 正 使 用 を 推 進 す る。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 兵 庫 県 献 血 等 推 進 計 画 （ 毎 年 度 策 定 ） に 基 づ き 、 必 要 な 血 液 を 安 定 的 か つ 無

駄 な く 確 保 す る た め 、 日 々 の 需 給 状 況 を 勘 案 し な が ら 、 計 画 的 な 献 血 者 の 確 保

等 に 努 め て い る が 、 全 国 的 に 若 年 者 層 、 特 に 10～ 30 代 の 献 血 率 が 減 少 し て お

り 、 本 県 に お い て も 同 様 で あ る 。 今 後 、 ま す ま す 少 子 高 齢 化 が 進 ん で い く こ と

か ら 、将 来 に 備 え 、若 年 者 層 に 対 する 献 血 思 想 の 普 及 啓発 の 強 化 が 必 要 で ある 。

(2) 血 液 製 剤 が 人 の血 液 に 由 来 す る 有 限で 貴 重 な も の で あ るこ と 、 及 び 原 料 に 由

来 す る 感 染 の リ ス ク 等 に つ い て 特 段 の 注 意 を 払 う 必 要 が あ る こ と か ら 、 継 続 し

て 血 液 製 剤 の 適 正 使用 に 取 組 む 必 要 が ある 。

献 血 者 数 の 推 移

献 血 者 数 （ 人 ） 目 標 献 血 者 数

（ 人 ）

目 標 達 成 率

（ ％ ）200mL 400mL 成 分

R2 年 度 217,093 5,155 144,974 66,964 213,875 101.5

R3 年 度 216,567 5,518 144,948 66,101 212,857 101.7

R4 年 度 214,880 5,404 147,160 62,316 213,101 100.8

【 推 進 方 策 】

(1) 献 血 思 想 の 普 及啓 発

献 血 キ ャ ン ペ ー ン 等を 通 じ て 献 血 思 想 のよ り 一 層 の 普 及 啓 発に 努 め る 。 特 に 、

将 来 の 献 血 者 を 確 保 す る た め 、 中 学 生 、 高 校 生 、 大 学 生 等 若 年 層 へ の 普 及 啓 発

に 努 め る 。（ 県 、 市 町、 日 本 赤 十 字 社 ）

(2) 血 液 製 剤 の 適 正使 用 の 推 進

「 血 液 製 剤 の 使 用 指針 」及 び「 輸 血 療 法の 実 施 に 関 す る 指 針」に 基 づ き 、医 療

機 関 に お け る 血 液 製 剤 の 適 正 使 用 を 推 進 す る た め 、 輸 血 医 療 従 事 者 研 修 会 等 を

実 施 し 、 血 液 製 剤 の適 正 使 用 の 推 進 に 努め る 。（ 県 、 日 本 赤 十字 社 ）
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第 ８ 章 健 康 危 機管 理 体 制

１ 健 康 危 機 管 理

地 域 保 健 を 取 り 巻 く環 境 は 大 き く 変 化 して き て お り 、特 に 阪神・淡 路 大 震 災 、新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染 症 等 の 新 興 感 染 症、テ ロ 、化 学 物 質 によ る 災 害 、医 療 事 故な

ど 、 様 々 な 健 康 危 機が 発 生 し 、 求 め ら れる 対 応 が 複 雑 化 し てい る 。

こ の よ う な 中 、地 方 公 共 団 体 は 、専 門 技術 職 員 の 配 置 や 職 員の 資 質 向 上 及 び 組 織

的 か つ 弾 力 的 な 運 用に よ り 、複 雑 化 し てい る 健 康 危 機 の 発 生を 未 然 に 防 ぎ 、そ の 拡

大 を 早 期 に 抑 え る こと に つ い て 適 切 に 対応 し な け れ ば な ら ない 。

常 に 県 民 と 滞 在 者 の 生 命 の 安 全 と 健 康 の 確 保 に 万 全 を 期 す る た め 、 健 康 危 機 に

24 時 間 365 日 迅 速 か つ 幅 広 く 対 応で き る 体 制 を 整 備 する 。

【 現 状 と 課 題 】

策 定 年 度 計 画 ・ 要 領 ・ ガ イ ドラ イ ン 名

昭 和 37 年 兵 庫 県 地 域 防 災 計 画

平 成 ８ 年
兵 庫 県 腸 管 出 血 性 大腸 菌 O157 等 対 策 要 領

災 害 時 保 健 活 動 ガ イド ラ イ ン

平 成 10 年

兵 庫 県 毒 物 ・ 劇 物 事故 等 対 策 実 施 要 領

食 中 毒 処 理 要 領

感 染 症 対 策 マ ニ ュ アル

平 成 11 年 災 害 復 興 期 地 域 保 健福 祉 活 動 ガ イ ド ラ イン

本 県 で は 、健 康 危 機に 対 応 す る た め の ガイ ド ラ イ ン 等 を 作 成し た が 、健 康 危 機 に

24 時 間 365 日 迅 速 かつ 幅 広 く 対 応 で き る体 制 を 整 備 し 、 常 に県 民 と 滞 在 者 の 生 命

の 安 全 と 健 康 の 確 保に 万 全 を 期 す る こ とを 目 的 と し て 、 平 成 14 年 に 定 め た 健 康 危

機 管 理 の 基 本 指 針 に基 づ き 、健 康 危 機 管理 基 本 要 領 、健 康 危機 管 理 マ ニ ュ ア ル 、分

野 別 マ ニ ュ ア ル を 策定 す る と と も に 、集 団 食 中 毒 、感 染 症 、環 境 汚 染 等 の 健 康 危機

に 迅 速 に 対 応 で き るよ う 、 県 民 、 関 係 機関 か ら の 情 報 を 24 時 間 受 け 付 け る仕 組 み

と し て 、 健 康 危 機 ホッ ト ラ イ ン を 整 備 した 。

令 和 ４ 年 度 健 康 危 機 管 理 ホ ッ ト ラ イ ン 受 理 件 数 （ 単 位 ： 件 ）

区 分 感 染 症 食 中 毒
狂 犬 病
咬 傷 犬 毒 物 ･劇 物

水 道 ・
河 川 汚 染 犬・ね こ 精 神 障 害 そ の 他 合 計

R4 4,434 18 0 0 1 12 22 114 4,601

令 和 ４ 年 度 実 績 よ り、新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症 等 の 新 興 感染 症 な ど 、健 康 危 機

に 迅 速 か つ 的 確 に 対応 で き る 体 制 を 強 化す る 必 要 が あ る 。

【 推 進 方 策 】

「 兵 庫 県 保 健 医 療 部健 康 危 機 管 理 基 本 指針 」 に 基 づ き 推 進 する 。
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＜ 「 兵 庫 県 保 健 医 療部 健 康 危 機 管 理 基 本指 針 」 の 概 要 ＞

１ 健 康 危 機 管 理 の基 本 的 な 考 え 方

(1) 県 民 等 の 生 命 の安 全 と 健 康 の 確 保 を第 一 と す る 。

(2) 24時 間 365日 対 応 の 健 康 危 機 管理 体 制 と す る 。

(3) 健 康 福 祉 事 務 所を 地 域 に お け る 健 康危 機 管 理 の 拠 点 と し、地 域 に お け る 保 健医

療 の 行 政 責 任 者 で ある 健 康 福 祉 事 務 所 長（ 保 健 所 長 ）を 健 康 危機 情 報 取 扱 責 任 者

と 定 め る 。

(4) 健 康 被 害 の 発 生予 防 、拡 大 防 止 、発 生 時 の 医 療 体制 の 確 保 及 び 県 民 等に 対 す る

適 切 な 情 報 提 供 等 に努 め る 。

(5) 常 に 社 会 情 勢 の変 化 等 に 対 応 で き るよ う 、健 康 危 機 管 理体 制 を 随 時 見 直 し てい

く 。

２ 情 報 の 収 集 と 伝達

健 康 危 機 情 報 は 、迅 速 か つ 広 範 に収 集 す る こ と が 重 要で あ る こ と か ら 、県 民 、地

方 機 関 、市 町 、マ ス コミ 等 を 通 じ て 情 報 収集 に 努 め る と と も に、関 係 機 関 と の 情 報

の 伝 達 及 び 共 有 化 を図 る 。

３ 広 報

健 康 危 機 の 状 況 、健 康 危 機 へ の 適切 な 対 応 方 法 等 に つい て 、逐 次 マ ス コ ミ 等 を 通

じ た 広 報 を 行 い 、 県民 の 安 全 確 保 、 不 安除 去 等 に 努 め る 。

情 報 提 供 に あ た っ ては 、 個 人 の プ ラ イ バシ ー に 十 分 配 慮 す る。

４ 平 常 時 の 活 動

(1) 健 康 危 機 の 発 生に 際 し て 、迅 速 か つ 円 滑 に 対 応 する た め 、特 に 初 動 時 に 、責 任

者 に 必 ず 連 絡 が 取 れる よ う 日 頃 か ら 連 絡体 制 の 構 築 に 努 め る。

(2) 健 康 危 機 管 理 にお い て 、 最 も 重 要 な点 は 健 康 危 機 の 発 生防 止 で あ る こ と か ら、

常 に 危 機 に 対 す る 意識 を 持 ち 、 日 常 業 務を 行 う 。

(3) 発 生 に 備 え ２ 次 保 健 医 療 圈 域 ご と に 健 康 危 機 管 理 要 領 及 び 同 要 領 に 基 づ く マ

ニ ュ ア ル 等 を 策 定 して お く 。

常 に 模 擬 訓 練 等 を 通じ 、 管 理 能 力 や 資 質の 向 上 を 図 る 。

(4) 各 種 の 機 会 を 活用 し 、 健 康 危 機 に 関す る 県 民 へ の 啓 発 と意 識 高 揚 に 努 め る 。

５ 発 生 時 の 対 応

(1) 健 康 危 機 が 発 生し た 場 合 、規 模 、 内容 、 以 後 の展 開 に よ っ て は 緊 急 対応 が 必 要

で あ り 、 組 織 的 な 活動 を 行 う と と も に 、弾 力 的 に 対 応 す る 。

(2) 初 動 対 応 が 以 後の 事 態 を 大 き く 左 右す る こ と が あ り 、概 ね １ 時 間 以 内に 被 害 状

況 を 把 握 す る と と もに 、必 要 な 場 合 は 患者 受 入 れ 医 療 機 関 の調 査 、救 護 班 の 編 成

や 現 地 派 遣 等 を 行 う。

(3) 健 康 危 機 の 内 容ご と に 定 め ら れ た 、分 野 別 マ ニ ュ ア ル 等※ に 基 づ き 対 応 す る。

※ 個 別 の 健 康 危 機 管理 ご と に 、発 生 時 初期 に お け る 具 体 的 な活 動 内 容 に つ い て 感染 症

対 策 マ ニ ュ ア ル 、腸 管 出 血 性 大 腸菌 Ｏ 157 等 対 策 要 領 、Ｓ Ａ Ｒ Ｓ 対 応 マ ニ ュア ル 等を

定 め て い る 。
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２ 災 害 時 の 保 健 対 策

「 災 害 時 の 保 健 活 動マ ニ ュ ア ル 」や「 ひ ょ う ご の 保 健 師 業 務 ガ イ ド ラ イ ン」、「 災

害 時 に お け る 行 政 栄養 士 活 動 ガ イ ド ラ イン 」等 に 基 づ き 、新 たな 災 害 に 対 応 で き る

よ う 保 健 活 動 体 制 を整 備 す る 。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 災 害 被 災 地 で の 活 動 を 伝 承 す る と と も に 、 健 康 危 機 に お け る 保 健 活 動 を 効 果

的 に 実 践 で き る よ う研 修 体 系 の 整 備 を 進 め て い る 。ま た 、令 和 ５ 年 ３ 月 に 改定 し

た 「 災 害 時 の 保 健 活 動 ガ イ ド ラ イ ン 」 を基 に 、 健 康 福 祉 事 務 所 と 市 町 が 連 携 し 、

市 町 に お け る 「 災 害時 の 保 健 活 動 マ ニ ュア ル 」 の 策 定 を 推 進 し て い る 。

(2) 重 症 神 経・筋 難 病 患 者 や 人 工呼 吸 器 装 着 患 者 等 、医 療 依存 度 の 高 い 在 宅 療 養者

に つ い て は 、在 宅 人工 呼 吸 器 装 着 患 者 個別 災 害 対 応 マ ニ ュ アル 等 を 作 成 し 、災 害

時 の 支 援 体 制 整 備 を図 る と と も に 、個 人 情 報 保 護 法 に配 慮 し た ニ ー ズ 把 握と 情 報

提 供 の 仕 組 み に つ い て 、 整 備 を 進め て い く 必 要 が あ る。

(3) 重 大 な 健 康 危 機 が 発 生 し た 際 に 被 災 都 道 府 県 庁 の 保 健 医 療 福 祉 調 整 本 部 及 び

保 健 所 が 担 う 指 揮 調整 機 能 等 を 支 援 す る専 門 チ ー ム と し て、災 害 時 健 康 危 機管 理

支 援 チ ー ム （DHEAT） が 制 度 化 さ れた 。

【 推 進 方 策 】

(1)「 災 害 時 の 保 健 活 動 ガ イ ド ラ イ ン 」 の 普 及 を 図 る と と も に、 市 町 地 域 防 災 計 画

の 策 定 に 保 健 師 等 が参 画 し 、市 町 ご と に 災 害 時 の 保 健 活動 マ ニ ュ ア ル を 策 定す る 。

（ 県 、 市 町 ）

(2) 各 種 研 修 に お いて 、健 康 危 機 管 理 の内 容 を 盛 り 込 み 、保 健 師・管 理 栄 養 士 等の

資 質 向 上 を 図 る 。（ 県 ）

(3) 聴 覚 障 害 な ど コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 障 害 の あ る 者 へ の 災 害 時 の 安 定 し た 情 報

提 供 体 制 と 情 報 受 信を 確 保 す る た め 、災 害 時 に あ ら か じめ 登 録 さ れ た 携 帯 電話 等

へ 情 報 発 信 す る「 聴 覚障 害 者 災 害 等 緊 急 時情 報 発 信 シ ス テ ム 」の 普 及 を 図 る 。（ 県・

関 係 団 体 ）

(4) 公 衆 衛 生 医 師 、保 健 師・管 理 栄 養 士等 の 災 害 時 に 地 域 保健 活 動 を 担 う 職 員 を対

象 に 、DHEAT の 構 成 員 と な る 人 材 の養 成 及 び 資 質 向 上 を図 り 、県 内 外 の 支 援 ニ ー

ズ に 対 応 可 能 な 体 制整 備 を 進 め る 。（ 県 ）
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第 ９ 章 保 健 ・ 医療 ・ 福 祉が 連 携 した 提 供 体制 の 構 築

保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 のサ ー ビ ス 、 ケ ア 、 支援 等 は 、 そ れ ぞ れ 別の 法 制 度 に 基 づ い て

様 々 な 関 係 機 関 、 事業 所 等 に よ り 実 施 され て い る が 、 サ ー ビス 等 を 受 け る 県 民 にと

っ て は 分 け て は 考 える こ と の で き な い 一連 の サ ー ビ ス 等 で あり 、 高 齢 化 の 進 展 に伴

っ て 相 互 の 連 携 は 一層 重 要 度 を 増 し て お り 、 各 サ ー ビ ス 等 の提 供 体 制 の 充 実 及 びそ

の 連 携 の 強 化 を 図 る。

【 現 状 と 課 題 】

(1) 高 齢 者 に 関 す る連 携 状 況

本 県 で は 、 本 計 画 に基 づ き 在 宅 医 療 の 提供 体 制 を 整 備 す る とと も に 、 兵 庫

県 老 人 福 祉 計 画 （ 第９ 期 介 護 保 険 事 業 支援 計 画 ） に 基 づ き 、在 宅 介 護 等 の 介 護

サ ー ビ ス の 提 供 体 制を 構 築 す る 。 併 せ て 、 ① 医 療 、 ② 介 護 、③ 介 護 予 防 、 ④ 住

ま い 、 ⑤ 生 活 支 援 サー ビ ス を 切 れ 目 な く提 供 す る 「 地 域 包 括ケ ア シ ス テ ム 」 の

構 築 に 向 け て 積 極 的に 市 町 を 支 援 す る こと と し て い る 。

入 院 医 療 か ら 在 宅 医療 や 介 護 サ ー ビ ス へ円 滑 に 移 行 し 、 そ の生 活 が 継 続 で

き る よ う 、 各 場 面 （① 入 退 院 時 、 ② 日 常の 療 養 時 （ 緊 急 時 の対 応 を 含 む ） 、 ③

看 取 り 時 ） に 応 じ た多 職 種 の 連 携 体 制 の構 築 を 図 る こ と が 必要 で あ る 。

(2) 精 神 科 医 療 に 関す る 連 携 状 況

本 県 で は 、精 神 障 害 者 に も 対応 し た 地 域 包 括 ケ アシ ス テ ム の 構 築 の 推進 に 向

け 、医 療・福 祉 等 の 関係 機 関 に よ る 連 絡 会議 を 開 催 す る と と もに 、関 係 機 関 への

研 修 等 の 事 業 を 行 って い る 。さ ら に 、地 域に 移 行 す る 精 神 障 害者 の 受 け 皿 と な る

グ ル ー プ ホ ー ム 等 の 整 備 や 就 労 継 続 支 援 な ど 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 充 実 を 図

っ て い る 。

(3) 難 病 患 者 支 援 にお け る 連 携 状 況

難 病 患 者 の 場 合 、 多く の 患 者 が 、 医 療 機関 関 係 者 か ら の 説 明に よ り 、 は じ

め て 医 療 費 の 公 費 負担 制 度 を 知 る こ と から 、 兵 庫 県 医 師 会 に協 力 を 依 頼 し 、 医

師 に 対 す る 周 知 を 行っ て い る 。

ま た 、 神 経難 病 患 者 を は じ め と す る 重 症難 病 患 者 に つ い て は、 県 健 康 福祉 事

務 所 が 中 心 と な り 、 医 療 の み な ら ず 、 介 護 保 険 制 度 や 障 害 者 福 祉 制 度 な ど を 活

用 し 、福 祉 関 係 者 と も連 携 を 図 り な が ら 患者 の Ｑ Ｏ Ｌ の 向 上 に取 組 む と と も に 、

全 県 的 に 難 病 医 療 ネッ ト ワ ー ク 支 援 事 業を 推 進 し て い る 。

(4) 発 達 障 害 児(者 )支 援 に お け る 連 携 状況

身 近 な 地 域 に お い て、発 達 障 害 を で き るだ け 早 い 時 期 に 発 見し 、発 達 状 況 に

応 じ た 支 援 が 適 切 に 行 わ れ る よ う 、 ① 乳 幼 児 健 診 及 び ５ 歳 児 発 達 相 談 に よ る 早

期 発 見 、② 県 立 こ ども 発 達 支 援 セ ン タ ーに よ る 診 断・診 療・療 育 の 一 体 的 提供 、

③ こ ど も 家 庭 セ ン ター 及 び 医 療 機 関 に よる 発 達 評 価 、④ 市 町保 健 セ ン タ ー 、児 童

発 達 支 援 事 業 所 、保 育 所 等 で の 療 育支 援 な ど 、保 健 、医 療 、福 祉 等 の 連 携 に より 、

発 達 障 害 児 (者 )へ の ラ イ フ ス テ ージ に 応 じ た 継 続 的 な支 援 を 推 進 し て い る。

ま た 、県 下 ６ か 所 に 設 置 さ れ て いる ひ ょ う ご 発 達 障 害者 支 援 セ ン タ ー、県 立 こ

ど も 発 達 支 援 セ ン タ ー や 県 立 特 別 支 援 教 育 セ ン タ ー 等 の 専 門 機 関 に お い て 、 市
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町 や 関 係 機 関 と 連 携を 図 り つ つ 、 専 門 的支 援 を 推 進 し て い る。

平 成 29 年 度 、医 療 ・福 祉 ・教 育 ・労 働 ・警 察 等 関 係 者 に よ る兵 庫 県 発 達 障 害

者 支 援 協 議 会 を 新 た に 設 置 し 、 連 携 の 緊 密 化 と 切 れ 目 な い 支 援 強 化 に 向 け た 体

制 整 備 等 の 検 討 を 進め て い る 。

(5) 発 達 障 害 に 対 応可 能 な 医 師 及 び 保 健師 等 、 発 達 障 害 児 （者 ） に 関 わ る 人 材

の 専 門 性 確 保 、 発 達障 害 を 診 断 ・ 診 療 でき る 専 門 医 療 機 関 が限 ら れ て い る こ

と に よ る 初 診 待 ち の長 期 化 等 が 課 題 で ある 。

【 推 進 方 策 】

(1) 圏 域 の 健 康 福 祉推 進 協 議 会 や 医 療 ・介 護 の 「 協 議 の 場 」に お い て 、 保 健 ・

医 療 ・ 福 祉 の 関 係 機関 、 関 係 団 体 及 び 行政 の 協 議 の も と 、 地域 に お け る 保 健 ・

医 療 ・ 福 祉 の 一 体 的推 進 を 図 る 。（ 県 、 市 町 、 関 係 団 体、 医 療 機 関 、 関 係 機

関 ）

(2) 市 町 に よ る 在 宅医 療 ・ 介 護 連 携 推 進事 業 を 活 用 し た 医 療と 介 護 の 連 携 強 化

に 資 す る 取 組 、 在 宅療 養 推 進 に 係 る 普 及啓 発 、 市 町 に よ る 介護 予 防 事 業 の 充 実

に 資 す る 取 組 等 を 推進 す る 。（ 県 、 関 係 団体 ）

(3) 地 域 包 括 支 援 セン タ ー に お け る 総 合相 談 業 務 、 包 括 的 ・継 続 的 ケ ア マ ネ ジ

メ ン ト 支 援 業 務 等 の強 化 、 地 域 ケ ア 会 議の 開 催 な ど を 通 じ て地 域 や 職 種 間 の 相

互 連 携 体 制 の 構 築 に努 め る 。（ 市 町 、 関 係団 体 ）

(4) 地 域 包 括 支 援 セン タ ー が コ ー デ ィ ネー ト 機 能 を 果 た せ るよ う 、そ の 機 能 強化

に 向 け た 支 援 を 実 施す る 。（ 県 ）

① 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー が 実 施 す る 地 域 ケ ア 会 議 や 事 例 検 討 会 へ の 専 門 職 の

派 遣

② 市 町 や 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 等 へ の 学 識 者 等 の 派 遣 、 及 び 広 域 的 見 地 で の

地 域 包 括 支 援 セ ン ター の 運 営 に つ い て 助言 の 実 施

(5) 「 兵 庫 県 地 域 リハ ビ リ テ ー シ ョ ン 連携 指 針 」 に 基 づ き 、地 域 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン を 引 き 続 き 推進 し 、 地 域 で の リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 連 携の 基 と な る 、 医 療

と 地 域 ケ ア 関 係 者 によ る ネ ッ ト ワ ー ク づく り 等 に 取 り 組 む 。（ 県 、 関 係 団 体）

(6) 県 東 部 に お いて 、 重 症 心 身 障 害 児者 等 の リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン に 対 応 す る た

め 、 県 立 障 害 児 者 リハ ビ リ テ ー シ ョ ン セン タ ー を 尼 崎 市 に 設置 し 、 隣 接 す る

大 阪 市 内 で 専 門 医 療を 行 う 社 会 医 療 法 人大 道 会 ボ バ ー ス 記 念病 院 と 連 携 し 、

医 療 の 提 供 を 一 体 的に 行 う （ 医 療 法 第42条 の ２ 第 １ 項 第 ４ 号ロ の 規 定 に 基 づ

き 実 施 ）。（ 県 ）

(7) か か り つ け 医 や精 神 科 訪 問 看 護 等 、地 域 医 療 の 活 用 を 促進 し 、 健 康 福 祉 事

務 所 、 精 神 保 健 福 祉セ ン タ ー 、 相 談 支 援事 業 所 等 の 連 携 に よる ピ ア サ ポ ー タ

ー の 養 成 及 び ピ ア サポ ー タ ー を 活 用 し た地 域 移 行 ・ 地 域 定 着の 支 援 、 障 害 福

祉 サ ー ビ ス の 利 用 を推 進 す る 。（ 県 、 市 町、 医 療 機 関 、 相 談 支援 事 業 所 等 ）

(8) 兵 庫 県 医 師 会 と連 携 し 、 難 病 患 者 に対 し 医 療 費 の 公 費 負担 制 度 の 周 知 を 図

る 。 ま た 、 難 病 患 者等 保 健 指 導 事 業 を 活用 し 、 訪 問 看 護 師 ・訪 問 介 護 員 ・ 介

護 支 援 専 門 員 ら 、 難病 患 者 へ の サ ー ビ スを 提 供 す る 関 係 者 の資 質 向 上 を 図
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る 。（ 県 、 市 町 ）

(9) 難 病 医 療 ネ ッ トワ ー ク 支 援 事 業 に より 、 人 工 呼 吸 器 装 着患 者 な ど の 重 症 神

経 難 病 患 者 の 在 宅 療養 や 入 院 先 の 確 保 を支 援 す る 。（ 県 ）

(10) 早 期 発 見 ・ 早 期支 援 体 制 に 向 け て 、県 立 こ ど も 発 達 支 援セ ン タ ー に お け る

市 町 へ の 出 張 発 達 相談 及 び か か り つ け 医等 の 医 療 従 事 者 に 対す る 発 達 障 害 児

者 へ の 診 療 技 術 等 の研 修 等 を 実 施 す る 。（ 県 、 関 係 団 体）

(11) ひ ょ う ご 発 達 障害 者 支 援 セ ン タ ー を拠 点 と し て 、 県 ・ 市町 ・ 関 係 機 関 等 が

連 携 し て 、 早 期 か ら地 域 に お け る 支 援 を推 進 す る 。 ま た 、 医療 ・ 福 祉 ・ 教 育 ・

労 働 ・ 警 察 等 関 係 者に よ る 兵 庫 県 発 達 障害 者 支 援 協 議 会 に おい て 、 分 野 間 ・ ラ

イ フ ス テ ー ジ を 通 じて 切 れ 目 な い 支 援 のた め に 必 要 な 支 援 体制 の 整 備 、 具 体 的

施 策 を 検 討 す る 。（ 県 、 関 係 団 体 ）
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第６部 医師確保計画

第 １ 章 基 本 的 な考 え 方 等

１ 医 師 確 保 計 画 策 定 の 背 景 ・ 目 的

○ 医 師 の 数 は、全 体 と し て は 増 加傾 向 に あ り 、国 に お い て は 、将 来 的 な 医 師 需給

は 均 衡 す る と 推 計 され て い る ※ 一 方 、医 師の 地 域 間 、診 療 科 間の そ れ ぞ れ に お け

る 偏 在 に つ い て は、長 き に わ た り 課 題 とし て 認 識 さ れ な が ら、現 在 に お い て も解

消 が 図 ら れ て い な い。

○ こ の た め 、平 成30（ 2018）年 ７ 月 に 成立 し た「 医 療 法 及 び医 師 法 の 一 部 を 改 正

す る 法 律 」に 基 づ き 、国 に お い て 、全 国 ベ ー ス で 二 次・三 次 医 療 圏 ご と の医 師 の

多 寡 を 統 一 的・客 観 的 に 比 較・評 価 し た 指 標（ 医 師 偏 在 指 標）が 算 定 さ れ 、都道

府 県 に お い て は2019年 度 中 に 医 療 計 画 の中 に 新 た に「 医 師 確保 計 画 」を 策 定 す る

こ と と さ れ た 。

○ こ れ を 受 け 本 県 で は 、 PDCAサ イ ク ル に 基 づ く 実 効 的 な 医 師 確 保 対 策 を 推 進 す

る た め 、令 和 ２（ 2020）年 ３ 月 に「 兵 庫 県 医師 確 保 計 画 」を 策 定 し 、医 師 の 確 保 、

地 域 偏 在 ・ 診 療 科 偏在 の 解 消 等 に 取 組 んで き た 。

○ 現 計 画 の 策 定 か ら ４ 年 が 経 過 し 、 計 画 期 間 の 終 期 が 到 来 し た た め 医 師 確 保 計

画 を 改 定 し 、新 た に 策 定 す る「 第 ８ 次（ 前 期 ）兵 庫 県 医 師 確保 計 画 」に お い て現

計 画 と 同 様 に 下 記 ① ～ ③ に つ い て 定 め 、 引 続 き 二 次 医 療 圏 ご と の 医 療 提 供 体 制

の 整 備 を 図 る こ と とす る 。

① 都 道 府 県 内 に おけ る 医 師 の 確 保 の 方針

② 確 保 す べ き 目 標医 師 数

③ 目 標 医 師 数 を 達成 す る た め の 施 策

○ な お 、産 科・小 児 科 に つ い て は 、政 策 医 療 の 観 点、医 師 の 長 時 間 労 働 とな る 傾

向 、診 療 科 と 診 療 行為 の 対 応 も 明 ら か にし や す い こ と か ら 、産 科・小 児 科 に 関す

る 医 師 偏 在 指 標 が 国 か ら 示 さ れ た こ と も 踏 ま え 、 医 師 全 体 の 医 師 確 保 計 画 と は

別 に 、 産 科 ・ 小 児 科に 特 化 し た 医 師 確 保計 画 に つ い て も 定 める こ と と す る 。

※ 現 在 の 医 学 部 定 員 数 が 維 持 さ れ た 場 合 、 人 口 10万 対 医 師 数 が 2027年 頃 に OECD加 重 平 均

（ 295人 ） に 達 す る 見 込 で あ る と 推 計 さ れ て い る 。

ま た 、 医 師 需 給 に つ い て は 、 労 働 時 間 を 週 60時 間 （ 月 平 均 80時 間 の 時 間 外 ・ 休 日 労 働 に

相 当 ）に 制 限 す る 等 の 仮 定 を 置 い た 場 合 に お い て 、 令 和 ５（ 2023）年 の 医 学 部 入 学 者 が 医

師 と な る と 想 定 さ れ る 令 和 11（ 2029）年 頃 に 均 衡 す る と 推 計 さ れ て い る 。（ 医 療 従 事 者 の 需

給 に 関 す る 検 討 会 医 師 需 給 分 科 会 ）
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２ 医 師 確 保 計 画 の 位 置 付 け

○ 「 兵 庫 県 保 健 医療 計 画 」（ 以 下 「 保 健医 療 計 画 」 と い う 。） の 一 部 と し て策 定

す る も の で あ る （ 医療 法 第 30条 の ４ 第 ２項 第 11号 ）。

３ 医 師 確 保 計 画 の 計 画 期 間

○ 令 和 ６(2024)年 度 か ら 令 和 ８ （2026） 年 度 ま で の ３ 年間 と す る 。

【 計 画 期 間 及 び 計画 見 直 し の サ イ ク ル】

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

R7
(2025)

R8
(2026)

R9
(2027)

R10
(2028)

R11
(2029)

計画
策定

計画
見直し

計画
見直し

年度

兵庫県
保健医療計画

兵庫県
医師確保計画

第７次 第８次

第７次 第８次（前期） 第８次（後期）
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第 ２ 章 医 師 確 保計 画 （ 医師 全 体 ）

１ 現 状 と 課 題

(1) 本 県 の 概 況

○ 本 県 の 人 口 は5,523,627人（ 令 和 ３(2021)年 １ 月 １ 日 現 在 ）で 、こ の 人 口 を

100と し た 場 合 の 将 来人 口（ 指 数 ）は 、令 和 ７（ 2025）年 に96.1、令 和 22（ 2040）

年 に 85.9に な る と 推計 さ れ て お り 、 人 口の 減 少 が 見 込 ま れ る。

○ 高 齢 化 率 は28.5％ で あ り 、 全 国 平 均（ 28.2％ ） を 上 回 って い る 。

○ 令 和 ２（ 2020）年10月 １ 日 現 在 、本 県 に は 病 院 が347施 設 、一 般 診 療 所 が5,149

施 設 あ り 、 そ れ ぞ れ57％ 、 66％ が 神 戸 ・ 阪神 圏 域 に 集 中 し て いる 。

【 図 表 ２ － １ ：本 県 の 基 礎 デ ー タ 】

※1 ※2 ※3 2025年 2040年 ※5 ※6 ※7 ※7

126,654,244 35,768,503 28.2 96.8 87.6 377,976 323,700 8,238 102,612

5,523,627 1,576,432 28.5 96.1 85.9 8,401 14,540 347 5,149

1,526,835 432,905 28.4 98.1 88.7 557 5,023 108 1,597

1,777,209 476,546 26.8 96.1 87.7 650 4,651 89 1,808

阪神南 1,042,640 272,723 26.2 97.0 89.5 169 3,183 52 1,182

阪神北 734,569 203,823 27.7 94.8 85.1 481 1,468 37 626

722,844 198,332 27.4 96.4 87.9 266 1,570 39 544

268,478 85,970 32.0 92.6 76.7 896 657 22 217

828,490 240,477 29.0 95.6 84.2 2,432 1,758 60 623

中播磨 575,912 157,017 27.3 97.2 88.9 865 1,333 37 445

西播磨 252,578 83,460 33.0 91.9 73.6 1,567 425 23 178

163,332 58,286 35.7 91.7 72.9 2,133 356 11 145

104,080 35,896 34.5 91.9 75.7 871 207 7 82

132,359 48,020 36.3 89.0 69.5 596 318 11 133

※1～3　総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」（令和３年１月１日現在）

※4　国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成30年推計）

※5　国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」（令和３年１月１日現在）

※6　厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和２年12月31日現在）

※7　厚生労働省「令和２年医療施設調査」

区　分

※4

一般
診療所数

人口
（人）

65歳以上
人口

（人）

高齢化
率

（％）

R3.1.1の人口を100

とした場合の将来人口

（指数）
面積

（㎢）

医師数
(医療施設

従事)
（人）

病院数

阪神

全国

兵庫県

但馬

丹波

淡路

東播磨

北播磨

播磨姫路

神戸
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(2) 医 師 の 状 況

○ 本 県 の 医 師 数（ 医 療 施 設 従 事）は 平 成16年 以 降 、着 実 に 増 加 し て お り、人 口

10万 対 医 師 数 は 、 県平 均 で は 全 国 平 均 を上 回 っ て い る 。

【 図 表 ２ － ２ ： 医 師数 （ 医 療 施 設 従 事 ）の 推 移 】

○ 一 方 、二 次 医 療圏 別 の 人 口 10万 対 医 師 数 に つ い ては 、最 も 多 い 神 戸 圏域 と 、

最 も 少 な い 丹 波 圏 域で 約 1.6倍 の 乖 離 が ある 。

○ 播 磨 姫 路 圏 域 の う ち 、 西 播 磨 地 域 に つ い て は 人 口 10万 対 医 師 数 が 最 も 少 な

い 地 域 と な っ て い る。

【 図 表 ２ － ３ ： 人 口10万 対 医 師 数 （ 二 次 医療 圏 別 ）】

※ 1 厚 生 労 働 省 「 令 和 ２ 年 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 統 計 」

※ 2 総 務 省 統 計 局 「 令 和 ２ 年 国 勢 調 査 」

（単位：人）

医師数※1

（医療施設従事）
人口※2 人口10万対

医師数

① ②
①／②

×100,000

323,700 126,146,099 256.6

14,540 5,465,002 266.1

5,023 1,525,152 329.3

4,651 1,754,911 265.0

阪神南 (3,183) (1,039,102) (306.3)
阪神北 (1,468) (715,809) (205.1)

1,570 716,073 219.3

657 264,135 248.7

1,758 818,320 214.8

中播磨 (1,333) (571,719) (233.2)
西播磨 (425) (246,601) (172.3)

356 157,989 225.3

207 101,082 204.8

318 127,340 249.7

区分

兵庫県

全国

淡　路

東播磨

北播磨

神　戸

阪　神

播磨姫路

但　馬

丹　波

Ｈ16 Ｈ18 Ｈ20 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ26 Ｈ28 H30 R2

医師数 256,668 263,540 271,897 280,431 288,850 296,845 304,759 311,963 323,700

人口10万対 201.0 206.3 212.9 219.0 226.5 233.6 240.1 246.7 256.6

医師数 11,021 11,371 11,688 12,027 12,623 12,862 13,382 13,829 14,540

人口10万対 197.3 203.4 209.2 215.2 226.6 232.1 242.4 252.2 266.1

兵庫県

（単位：人）

区分

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

全国
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○ 医 師 の 平 均 年 齢 に つ い て は 、 男 性 は 年 々 上 昇 傾 向 に あ り 、 女 性 は 平 成 30年

（ 2018）か ら 令 和 ２（ 2020）年 に か け てわ ず か に 下 落 し て いる が 、全 体 と し ては

高 齢 化 が 進 ん で い る。現 状 の 体 制 維 持 が困 難 と な る 前 に 、若 手 医 師 の 育 成が 必 要

で あ り 、 そ の た め の教 育 体 制 の 充 実 ・ 継続 が 必 要 で あ る 。

【 図 表 ２ － ４ ： 本 県の 医 師 （ 医 療 施 設 従事 ） の 平 均 年 齢 の 推移 】

○ 女 性 医 師

女 性 医 師 の 人 数 、割 合 は 年 々 増 加傾 向 に あ る 。女 性 医 師 が働 き や す い 勤 務環 境

の 整 備 や 、出 産・育 児 等 に よ り 離 職し た 女 性 医 師 の 再 就業 を 支 援 す る 取 り 組

み が 必 要 で あ る 。

【 図 表 ２ － ５ ：本 県 の 医 師 数 （ 医 療施 設 従 事 ） の 男 女 別推 移 】

【 図 表 ２ － ６ ：本県の医師（医療施設従事）の男女別年齢構成（令和２年12月31日現在 】

Ｈ16 Ｈ18 Ｈ20 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ26 Ｈ28 H30 R2

47.8 48.1 49.3 49.5 49.5 49.9 49.9 50.3 50.4

男性 50.2 50.2 50.6 50.9 51.1 51.4 51.6 52.0 52.2

女性 42.7 42.6 42.7 43.0 43.0 43.4 43.5 44.0 43.9

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

総数

（単位：歳）

Ｈ16 Ｈ18 Ｈ20 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ26 Ｈ28 H30 R2

11,021 11,371 11,688 12,027 12,623 12,862 13,382 13,829 14,540

9,278 9,504 9,673 9,837 10,230 10,339 10,611 10,876 11,268

(84.2%) (83.6%) (82.8%) (81.8%) (81.0%) (80.4%) (79.3%) (78.6%) (77.5%)

1,743 1,867 2,015 2,190 2,393 2,523 2,771 2,953 3,272

(15.8%) (16.4%) (17.2%) (18.2%) (19.0%) (19.6%) (20.7%) (21.4%) (22.5%)

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」　※ 下段括弧書は構成割合

（単位：人）

男性

女性

総数

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計

1,484 2,826 2,999 2,952 2,679 1,218 382 14,540

(10.2%) (19.4%) (20.6%) (20.3%) (18.4%) (8.4%) (2.6%) (100.0%)

927 1,923 2,165 2,424 2,367 1,115 347 11,268

(6.4%) (13.2%) (14.9%) (16.7%) (16.3%) (7.7%) (2.4%) (77.5%)

557 903 834 528 312 103 35 3,272

(3.8%) (6.2%) (5.7%) (3.6%) (2.1%) (0.7%) (0.2%) (22.5%)

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」　※ 下段括弧書は構成割合

総数

男性

女性
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○ 診 療 科 別 医 師 数

多 く の 診 療 科 で 医 師数 は 増 加 傾 向 に あ る一 方 で 、産 科・産 婦 人 科 及 び 外 科 につ

い て は 、ほ ぼ 横 ば いで 推 移 し て お り 、増 加 傾 向 に あ る他 の 診 療 科 ※ と の 格 差 が 顕

著 と な っ て い る 。

診 療 科 別 の構 成 割 合 は 、 内 科 、外 科 及 び 産 科 ・ 産 婦人 科 で 減 少 傾 向 が 見ら れ

る 。

令 和 ２ 年 に お け る 診 療 科 別 の 人 口 10万 対 医 師 数 に つ い て は 、 全 国 平 均 と 比 較

し て 、眼 科 、形 成 外 科、小 児 科 が 相 対 的 に多 く 、臨 床 検 査 科 、精 神 科 、産 婦 人 科 、

泌 尿 器 科 が 相 対 的 に少 な い 。

※ 増 加 し た 診 療 科 は 、 麻 酔 科 （ H6:1.5％ → R2:3.3％ ）、 形 成 外 科 （ H6:0.3％ → R2:1.0％ ）、

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 （ H6:0.2％ → R2:0.9％ ） 等 。
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【 図 表 ２ － ７ ：本 県 の 診 療 科 別 医 師数 の 推 移 （ 平 成 ６ 年 を 1.0と し た 場 合 の 指 数 ）】

※ 内 科 ･･･内科､呼吸器内科､循環器内科､消化器内科､腎臓内科､脳神経内科､糖尿病内科､血液内科、

ｱﾚﾙｷﾞｰ科 ､ﾘｳﾏﾁ科 ､感 染 症 内 科 ､心 療 内 科

外 科 ･･･外科､呼吸器外科､心臓血管外科､乳腺外科､気管食道外科､消化器外科､肛門外科､小児外科

産 婦 人 科 ･･･産 婦 人 科 ､産 科

（単位：人）

H6 R2 H6 R2

① ② ① ②

総数 9,355 14,540 1.554 泌尿器科 202 339 1.678

内科 3,724 5,316 1.427 脳神経外科 204 329 1.613

小児科 592 854 1.443 放射線科 179 323 1.804

皮膚科 262 418 1.595 麻酔科 136 476 3.500

精神科 359 634 1.766 病理診断科 93 1.979

外科 1,315 1,346 1.024 臨床検査科 15 1.875

整形外科 685 1,094 1.597 救急科 173 2.662

産科・産婦人科 488 504 1.033 形成外科 25 148 5.920

眼科 490 687 1.402 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 17 130 7.647

耳鼻咽喉科 384 428 1.115 全科 21 13 0.619

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

指数
（H6=1.0）

②／①

指数
（H6=1.0）

②／①

※　なお、調査項目として設定された時期が異なるため、病理診断科、救急科はH18比、臨床検査科はH20比
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【 図 表 ２ － ８ ： 診 療科 別 構 成 割 合 】

H6 R2 増減 H6 R2 増減

① ② ②-① ① ② ②-①

総数 100.0 100.0 0.0 泌尿器科 2.2 2.3 0.2

内科 39.8 36.6 ▲3.2 脳神経外科 2.2 2.3 0.1

小児科 6.3 5.9 ▲0.5 放射線科 1.9 2.2 0.3

皮膚科 2.8 2.9 0.1 麻酔科 1.5 3.3 1.8

精神科 3.8 4.4 0.5 病理診断科 0.6 0.6

外科 14.1 9.3 ▲4.8 臨床検査科 0.1 0.1

整形外科 7.3 7.5 0.2 救急科 1.2 1.2

産科・産婦人科 5.2 3.5 ▲1.8 形成外科 0.3 1.0 0.8

眼科 5.2 4.7 ▲0.5 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 0.2 0.9 0.7

耳鼻咽喉科 4.1 2.9 ▲1.2 全科 0.2 0.1 ▲0.1

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

（単位：％）



第６部 医師確保計画

第２章 医師確保計画（医師全体）

210

【 図 表 ２ － ９ ： 診 療科 別 医 師 数 （ 人 口 10 万 対 ）】 ※ 1

出 典 ： 厚 生 労 働 省 「令 和 ２ 年 度 医 師 ･歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師統 計 」

総 務 省 「 令 和 ２ 年 国 勢調 査 に 関 す る 不 詳 補完 結 果 （ 参 考 表 ）」

※ 1 医 師 の 性 別 や 年齢 構 成 、地 域 の 医 療需 要 や 圏 域 間 で の 患者 の 流 出 入 等 は 加 味

さ れ て お ら ず 、 あ く ま で 単 純 な 人 口 対 比 で あ る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。

※ 2 小 児 科 は 年 少 人口 10万 対 医 師 数 、産 婦 人 科 は15～49歳 女 性 人 口10万 対 医 師 数、

そ の 他 の 診 療 科 は 総 人 口10万 対 医 師 数

神戸 阪神 東播磨 北播磨 播磨姫路 但馬 丹波 淡路

内科 94.9 97.3 (21) 116.6 100.1 76.7 103.0 77.0 91.8 79.1 83.2

小児科※2 119.7 128.1 (15) 183.2 126.4 90.5 103.7 86.9 108.5 100.1 128.0

皮膚科 7.8 7.6 (17) 10.0 7.8 6.8 6.8 5.4 3.8 2.0 7.1

精神科 13.1 11.6 (36) 16.1 9.6 10.3 9.8 9.8 10.1 7.9 12.6

外科 22.2 24.6 (17) 29.9 21.3 22.9 24.6 24.7 17.7 21.8 27.5

整形外科 17.9 20.0 (19) 24.3 19.6 16.5 20.8 17.4 13.3 17.8 20.4

産婦人科※2 46.7 46.7 (28) 56.6 44.1 41.5 36.0 37.8 45.3 47.9 69.0

眼科 10.8 12.6 (4) 14.6 12.7 11.0 11.0 11.6 10.1 10.9 9.4

耳鼻咽喉科 7.6 7.8 (20) 9.4 8.8 5.9 4.9 6.2 4.4 6.9 7.9

泌尿器科 6.1 6.2 (28) 7.4 6.1 4.6 6.4 5.7 5.1 6.9 5.5

脳神経外科 5.8 6.0 (25) 7.7 5.2 6.4 6.4 5.0 3.8 1.0 6.3

放射線科 5.6 5.9 (26) 8.9 4.7 5.0 4.5 4.5 2.5 4.9 7.9

麻酔科 8.1 8.7 (21) 11.9 8.7 7.7 4.9 6.8 4.4 2.0 7.9

病理診断科 1.7 1.7 (24) 2.5 1.6 2.1 0.8 0.9 0.6 1.0 0.8

臨床検査科 0.5 0.3 (42) 0.1 0.5 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0

救急科 3.1 3.2 (19) 4.0 2.7 2.9 1.5 1.3 15.2 1.0 2.4

形成外科 2.4 2.7 (10) 4.1 2.6 2.1 1.1 2.1 2.5 0.0 1.6

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 2.3 2.4 (17) 2.3 3.4 1.4 1.9 1.6 1.9 3.0 1.6

総数 256.6 266.1 (21) 329.3 265.0 219.3 248.7 214.8 225.3 204.8 249.7

= 全国平均以下、（　）内は全国順位

全国 兵庫県
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○ 臨 床 研 修 医の 状 況

令 和 ２（ 2020)年 度 に 、県 内 の 各基 幹 型 臨 床 研 修 病 院の 募 集 定 員 の 決 定 権 限 が

国 か ら 移 譲 さ れ た こ と に 伴 い 、 医 師 が 不 足 し て い る 医 療 圏 域 に 募 集 定 員 を 一 定

数 確 保 で き る よ う 配慮 す る と と も に 、病 院 規 模 や 研 修環 境 、地 域 医 療 を 支 え る 医

療 機 関 と し て の 役 割等 を 勘 案 し 募 集 定 員を 決 定 し て い る 。引 き 続 き 、適 正 な 配 分

を 検 討 し 、 定 員 を 決定 し て い く 必 要 が ある 。

【 図 表 ２ － 10： 本 県 の 臨 床 研 修 医の 募 集 定 員 （ 圏 域 別）】

○ 専 攻 医 の 登 録 状況

新 専 門 医 制 度 が 開 始し た 平 成 30（ 2018）年 以 降 、本 県 の 専 攻 医の 登 録 数 は 伸 び

て い る が 、地 域 偏 在 の 助 長 等 、地 域 医 療 へ の 影 響 が 生じ な い よ う 、引 き 続 き 専 門

研 修 プ ロ グ ラ ム の 内 容 や 研 修 実 態 を 把 握 す る と と も に 、 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム の

定 員 に 係 る シ ー リ ング の 設 定 等 、実 効 性の あ る 適 切 な 対 策 を講 じ る よ う 、国 及 び

日 本 専 門 医 機 構 に 対し 働 き か け を 行 っ てい く 必 要 が あ る 。

R2 R3 R4 R5 R6 R6-R2

431 419 420 412 414 ▲17

149 144 146 140 141 ▲8

150 144 144 140 138 ▲12

阪神南 (122) (118) (117) (114) (112) (▲10)

阪神北 (28) (26) (27) (26) (26) (▲2)

29 27 28 28 29 0

23 23 23 22 21 ▲2

48 48 49 52 53 5

中播磨 (33) (34) (36) (40) (43) (10)

西播磨 (15) (14) (13) (12) (10) (▲5)

11 12 9 9 11 0

8 8 8 8 8 0

13 13 13 13 13 0

出典：兵庫県集計

（単位：人）

兵庫県

神　戸

阪　神

東播磨

北播磨

播磨姫路

但　馬

丹　波

淡　路
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【 図 表 ２ － 11： 本 県 の 専 攻 医 の 登 録 状 況】

○ 総 合 診 療 医 の 必要 性

高 齢 化 の 進 展 に 伴 い、複 数 の 疾 病 を 合併 し て い る 患 者が 増 加 す る な ど、医 療

の 多 様 化 が 見 込 ま れる 中 、地 域 医 療 の担 い 手 と し て、急 性 期か ら 終 末 期 ま で 、

多 く の 疾 患 や 健 康 問題 に 対 応 で き る 総 合診 療 医 の 必 要 性 が 高ま っ て い る 。

総 合 診 療 に 係 る 専 攻医 の 登 録 状 況 を み ると 、募 集 定 員 に 対 し、登 録 数・充 足

率 が 低 い 状 況 に あ り 、 今 後 も 総 合 診 療 医 の 育 成 を 積 極 的 に 推 進 し て い く 必 要

が あ る 。

【 図 表 ２ － 12： 本 県 の 専 攻 医 （ 総合 診 療 ） の 登 録 状 況 】

○ 在 宅 医 療

高 齢 化 の 進 展 に 伴 い、訪 問 診 療 の 需 要が 増 加 し て い るこ と か ら 、在 宅 医 療 を

支 え る 医 療 サ ー ビ スの 基 盤 を 充 実 し 、入 院 医 療 か ら 在宅 医 療・介 護 、看 取 り ま

で サ ー ビ ス を 切 れ 目 な く 提 供 す る 体 制 の 整 備 を 図 る た め 、 在 宅 医 療 を 担 う 医

師 の 育 成 ・ 確 保 が 必要 で あ る 。

○ 感 染 症 対 策

適 切 な 感 染 症 医 療 を 提 供 で き る 体 制 整 備 を 推 進 す る た め 、 感 染 症 対 策 を 担

う 医 師 の 育 成 ・ 確 保が 必 要 で あ る 。

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R5-H30

338 377 454 450 479 490 152

195 226 246 224 237 248 53

104 107 138 157 177 165 61

阪神南 (102) (99) (122) (131) (155) (139) (37)

阪神北 (2) (8) (16) (26) (22) (26) (24)

18 14 26 34 20 34 16

6 9 13 9 9 4 ▲2

7 8 22 15 17 27 20

中播磨 (7) (7) (20) (13) (16) (25) (18)

西播磨 (0) (1) (2) (2) (1) (2) (2)

4 3 1 4 2 3 ▲1

4 3 5 2 7 5 1

0 7 3 5 10 4 4

出典：日本専門医機構から提供された情報をもとに兵庫県において集計

（単位：人）

但　馬

丹　波

淡　路

兵庫県

神　戸

阪　神

東播磨

北播磨

播磨姫路

H30 R1 R2 R3 R4 R5

登録数 6 3 6 9 6 10

定員 31 33 37 38 32 38

（単位：人）

出典：日本専門医機構から提供された情報をもとに兵庫県において集計
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２ 医 師 偏 在 指 標

○ 国 に お い て 、全 国 ベ ー ス で 医師 の 多 寡 を 統 一 的・客 観 的に 比 較・評 価 す る 指標

と し て 、 人 口 10万 対 医 師 数 を 基 に 、 次 の ５ 要 素 を 考 慮 し た 「 医 師 偏 在 指 標 」 が

設 定 さ れ て い る 。

① 医 療 需 要 （ ニ ー ズ） 及 び 人 口 ・ 人 口 構成 と そ の 変 化

② 患 者 の 流 出 入 等

③ へ き 地 等 の 地 理 的条 件

④ 医 師 の 性 別 ・ 年 齢分 布

⑤ 医 師 偏 在 の 種 別 （区 域 、 診 療 科 、 入 院／ 外 来 の 別 ）

（ 算 出 式 ）

○ 「 医 師 確 保 計 画策 定 ガ イ ド ラ イ ン 」（ 令 和 ５ 年 ３ 月31日 付 け 厚 生 労 働 省医 政 局

地 域 医 療 計 画 課 長・医 事 課 長 通 知 。以 下「 ガ イ ド ラ イ ン」 とい う 。） によ り 、医

師 偏 在 指 標 の 下 位 33.3％ が 「 医 師 少 数 都 道 府 県 」 及 び 「 医 師 少 数 区 域 」、 上 位

33.3％ が 「 医 師 多 数都 道 府 県 」 及 び 「 医師 多 数 区 域 」 と さ れる 。

○ 本 県 の 医 師 偏 在指 標 は 47都 道 府 県 中17位 で 、「 医 師 少 数 でも 多 数 で も な い 都道

府 県 」 に 該 当 す る 。

○ 県 内 の 二 次 医 療圏 で は 、「 医 師 少 数 区域 」は な く 、神 戸 、阪 神 及 び 東 播 磨 の３

圏 域 が 「 医 師 多 数 区域 」 に 該 当 す る 。

○ 病 院 ・ 診 療 所 別の 医 師 偏 在 指 標 は 、そ れ ぞ れ 21位 、 ７ 位と な っ て い る 。

○ 最 も 多 い 神 戸 圏域 と 、最 も 少 な い 丹波 圏 域 で 約 1.6倍 の 乖 離 が あ る 等、人 口 10

万 対 医 師 数 と 同 様 に 地 域 偏 在 が 見 受 け ら れ た め 、 こ れ を 解 消 す る た め の 取 り 組

み が 必 要 と な る 。

※2

※3

地域の標準化受療率比 ＝

地域の期待受療率 ＝
Σ （全国の性年齢階級別調整受療率×地域の性年齢階級別人口）

地域の人口

地域の期待受療率※3

全国の期待受療率

性年齢階級別平均労働時間

全医師の平均労働時間
※1 Σ性年齢階級別医師数 ×標準化医師数 ＝
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【 図 表 ２ － 13： 医 師 偏 在 指 標 （ 本県 及 び 県 内 二 次 医 療圏 ）】

【 図 表 ２ － 14： 病 院 ・ 診 療 所 医 師偏 在 指 標 】

※ な お 、医 師 偏 在 指 標 の 算 定 に当 た っ て は 、一 定 の 仮 定 が必 要 な こ と 、ま た 、入 手

で き る デ ー タ に 限 界 が あ る こ と 等 に よ り 、 必 ず し も 全 て の 医 師 偏 在 の 状 況 を 表 し

う る 要 素 が 盛 り 込 まれ て い る も の で は ない 。よ っ て 、医 師 の 絶 対 的 な 充 足 状況 を 示

す も の で は な く 、 あ く ま で も 相 対 的 な 偏 在 の 状 況 を 表 す も の に 過 ぎ な い こ と に 留

意 が 必 要 で あ る 。

※ 医 師 偏 在 指 標 の算 出 に 用 い た 基 礎 デー タ の 詳 細 は 県 ホ ーム ペ ー ジ で 公 表 す る

［ 参 照 URL］https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/ishikakuho_gairaiiryou_keikaku.html

順位

(降順)

④ ⑤

（②×③） （①/④）

323,700 1,266.54 1.00 1,266.54 255.6 - -

14,530 55.24 0.99 54.52 266.5 17 -

神戸 5,012 15.27 1.02 15.50 323.3 30 医師多数区域

阪神 4,628 17.77 0.93 16.55 279.7 52 医師多数区域

東播磨 1,571 7.23 0.94 6.78 231.6 92 医師多数区域

北播磨 665 2.68 1.20 3.22 206.6 137 -

播磨姫路 1,771 8.29 1.00 8.26 214.4 121 -

但馬 356 1.63 1.04 1.70 209.9 130 -

丹波 208 1.04 0.98 1.02 203.8 143 -

淡路 321 1.32 1.12 1.48 216.3 117 -

① ② ③ ⑥

標準化
医師数
（人）

R3.1.1
住基人口
（10万人）

　  二次医療圏：217.6以上が医師多数区域(1～112位)、179.3以下が医師少数区域(223～330位)
※ 都道府県：266.9以上が医師多数都道府県(1～16位)、228.0以下が医師少数都道府県(32～47位)

医師偏在指標標準化
受療率比

調整後
人口

（10万人）
区分

全国

兵庫県

全国 255.6 - 175.9 - 79.7 -

兵庫県 266.5 17 178.4 21 88.1 7

神戸 323.3 30 222.9 34 100.2 14

阪神 279.7 52 181.5 69 98.2 18

東播磨 231.6 92 157.0 93 75.2 99

北播磨 206.6 137 137.9 148 67.5 159

播磨姫路 214.4 121 143.2 133 71.3 126

但馬 209.9 130 142.8 135 67.3 161

丹波 203.8 143 142.7 136 61.6 212

淡路 216.3 117 140.9 140 75.3 98
※ 都道府県：1～16位が医師多数区域、32～47位が医師少数区域
　  二次医療圏：1～112位が医師多数区域、223～330位が医師少数区域

順位
(降順)

病院医師
偏在指標 順位

(降順)

診療所医師
偏在指標 順位

(降順)

医師偏在指標
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３ 第 ７ 次 医 師 確 保 計 画 の 評 価

○ 目 標

「 医 師 確 保 対 策 重 点推 進 圏 域（ 北 播 磨 、播 磨 姫 路 、但 馬 、丹 波 、淡 路 圏 域 ）」合

計 で 、 164人 の 医 師 ※ を 増 加 さ せ る 。

○ 達 成 状 況

「 令 和 ４ 年 医 師・歯 科 医 師・薬 剤 師 統 計 」の 公 表 時 期 が 遅 れて お り 、現 時 点で

は 令 和 ４ 年 12月 31日 時 点 の 医 療 施 設 従 事 医 師 数 が 把 握 で き な い が 、 令 和 ２ 年 12

月 31日 時 点 の「 医 師 確 保 対 策 重 点推 進 圏 域 」の 医 師 数 は 、平 成30年 12月 31日 時 点

と 比 較 し て 、136人 増 加 し て い る 。

【 図 表 ２ － 15： 医 師 数 （ 医 療 施 設従 事 ） の 推 移 （H30～ R2）】

※ 厚 生 労 働 省 「 医 師・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師統 計 」 に お け る 医 療施 設 従 事 医 師 数

（ H30.12.31 現 在 →R4.12.31 現 在 ）

圏域 H30 R2 R2-H30

1 神戸 4,768 5,023 255

2 阪神 4,401 4,651 250

3 東播磨 1,500 1,570 70

4 北播磨 629 657 28

5 播磨姫路 1,697 1,758 61

6 但馬 342 356 14

7 丹波 203 207 4

8 淡路 289 318 29

13,829 14,540 711

3,160 3,296 136

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

合計

医師確保対策重点推進圏域
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４ 医 師 確 保 の 方 針

○ 本 県 は 医 師 少 数で も 多 数 で も な く 、ま た 県 内 に 医 師 少 数区 域 が 存 在 し な い ため 、

引 き 続 き 、 県 内 の 地域 偏 在 、 診 療 科 偏 在の 是 正 を 図 っ て い くこ と と す る 。

○ 二 次 医 療 圏 の う ち 、北 播 磨 、播 磨 姫路 、但 馬 、丹 波 、淡 路 圏 域 の ５ 圏 域に つ い て

は 、医 師 少 数 で も 多数 で も な い 二 次 医 療圏 に 該 当 す る が 、県 内 に お い て 依然 と し て

相 対 的 に 医 師 が 不 足し て い る こ と か ら 、引 き 続 き「 医 師 確 保対 策 重 点 推 進 圏 域 」と

し て 位 置 付 け 、医 師 確 保・偏 在 是 正 等 に向 け た 取 組 を 重 点 的に 推 進 す る こ と と する 。

○ 都 道 府 県

・ 医 師 少 数 で も 多 数 で も な い 都 道 府 県 は 、 都 道 府 県 内 に 医 師 少 数 区 域 が 存 在 す る 場

合 に は 、 必 要 に 応 じて 医 師 多 数 都 道 府 県か ら の 医 師 の 確 保 がで き る こ と と す る 。

○ 二 次 医 療 圏

・医 師 少 数 で も 多 数で も な い 二 次 医 療 圏は 、必 要 に 応 じ て 、医 師 多 数 区 域 の水 準 に 至

る ま で は 医 師 多 数 区域 か ら の 医 師 の 確 保を 行 え る こ と と す る。

・医 師 多 数 区 域 は 、他 の 二 次 医 療 圏 か らの 医 師 の 確 保 は 行 わな い こ と と す る 。こ れ ま

で の 既 存 の 施 策 に よ る 医 師 の 確 保 の 速 や か な 是 正 を 求 め る も の で は な い が 、 医 師

少 数 区 域 へ の 医 師 派遣 を 行 う こ と は 求 めら れ る 。

【 参 考 】「 医 師 確 保 計画 策 定 ガ イ ド ラ イ ン 」（ 厚 生 労 働 省 ）
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５ 目 標 医 師 数

○ 二 次 医 療 圏 の う ち 、 医 師 確 保 対 策 重 点 推 進 圏 域 に つ い て 、 医 師 多 数 区 域 の 水 準

に 達 す る ま で 、 医 師確 保 を 行 う こ と と する 。

○ 具 体 的 に は 、次 表 の と お り 、医 師 確保 対 策 重 点 推 進 圏 域合 計 で 、計 画 期 間 中に 92

人 の 医 師 を 確 保 す るこ と を 目 標 と し て 設 定 す る 。

【 図 表 ２ － 16： 目 標 医 師 数 】

※ な お 、 第 ８ 次 （後 期 ） 医 師 確 保 計 画に つ い て は 、 令 和 ８（ 2026） 年 度 に 策 定

作 業 を 行 う こ と と なる が 、「 医 師 ・ 歯 科 医師 ・ 薬 剤 師 統 計 」 は隔 年 実 施 で あ り 、

ま た 調 査 時 点 （12 月 31 日 ） か ら 、 結 果 の 公 表 ま で 時 間を 要 す る こ と を 踏 ま

え 、 上 記 医 師 数 の 変動 は 、 令 和 ６ （2024） 年 の 調 査 結 果 と 、令 和 ４ （ 2022） 年

の 調 査 結 果 と の 比 較、 そ の 他 合 理 的 な 方法 に よ り 把 握 す る こと と す る 。

○ 考 え 方

３ 年 間 の 計 画 期 間 中 に 医 師 少 数 区 域 及 び 医 師 少 数 都 道 府 県 が 計 画 期 間 開 始

時 の 下 位 33.3％ の 基 準 を 脱 す る（ す な わち 、そ の 基 準 に 達 する ）た め に 要 す る

具 体 的 な 医 師 の 数 を、 目 標 医 師 数 と し て設 定 す る 。

○ 都 道 府 県

医 師 少 数 都 道 府 県 以外 は 、目 標 医 師 数 を既 に 達 成 し て い る もの と し て 取 り 扱

う が 、こ れ は 既 存 の医 師 確 保 の 施 策 を 速や か に 廃 止 す る こ とを 求 め る 趣 旨 で は

な く 、 新 た に 医 師 確 保 対 策 を 立 案 す る こ と を 抑 制 す る 趣 旨 で あ る こ と を 踏 ま

え 、自 県 の 二 次 医 療圏 の 設 定 上 限 数 の 合計 が 都 道 府 県 の 計 画開 始 時 の 医 師 数 を

上 回 る 場 合 は 、二 次 医 療 圏 の 目 標医 師 数 の 合 計 が 都 道府 県 の 計 画 開 始 時 の医 師

数 を 上 回 ら な い 範 囲で 、 二 次 医 療 圏 の 目標 医 師 数 を 設 定 す る。

○ 二 次 医 療 圏

医 師 少 数 区 域 以 外 の二 次 医 療 圏 に お け る目 標 医 師 数 は 、原 則 と し て 、計 画 開

始 時 の 医 師 数 を 設 定上 限 数 と す る 。た だ し 、今 後 の 医 療 需 要の 増 加 が 見 込 ま れ

る 地 域 で は 、厚 生 労 働 省 が 参 考 とし て 提 示 す る「 計 画 終 了 時に 計 画 開 始 時 の 医

師 偏 在 指 標 を 維 持 する た め の 医 師 数 」 を踏 ま え 、 そ の 数 を 設定 上 限 数 と す る 。

【 参 考 】「 医 師 確 保 計画 策 定 ガ イ ド ラ イ ン 」（ 厚 生 労 働 省 ）

③ ⑤
（①/②）*10万 （④×②）/10万

323,700 126,654,244 255.6 － －

14,530 5,452,086 266.5 － －

 うち医師確保対策
 　　 重点推進圏域

3,320 1,567,331 211.8 5.9 92

全　国

兵庫県

目標医師数

① ② ④

R2.12.31
標準化医師数

R3.1.1
標準化受療率
調整後人口

医師偏在
指標

医師偏在指標
（医師多数区域水

準(217.7)との差）
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６ 確 保 方 策

各 種 施 策 に つい て 、 県 、 市 町 、 大学 、 医 療 機 関 及 び 関係 団 体 が 一 体 と な って 取

組 を 着 実 に 推 進 し 、地 域 の 医 療 需 要 に 圏域 内 で 完 結 し て 対 応で き る 医 療 提 供 体 制

を 構 築 す る た め に 必要 な 医 師 を 確 保 し てい く 。

(1) 医 師 確 保 等の 推 進 体 制 の 整 備 （ 県 、 市 町 、 医 療 機 関、 関 係 団 体 ）

○ 県 医 務 課 に 設置 し て い る 「 兵 庫 県地 域 医 療 支 援 セ ン ター 」 に お い て 、 神 戸

大 学 医 学 部 附 属 地 域医 療 活 性 化 セ ン タ ーと 連 携 し 、 医 師 確 保等 に 向 け た 取 組

を 推 進 す る 。

○ 県 内 医 療 機 関、 大 学 、 関 係 団 体 、市 町 等 を 構 成 員 と する 地 域 医 療 対 策 協 議

会 （ 兵 庫 県 医 療 審 議会 地 域 医 療 対 策 部 会） に お い て 、 医 師 確保 対 策 等 に つ い

て 検 討 ・ 審 議 を 行 う。

○ 平 成 28年 10月 に 策 定 さ れ た 地 域医 療 構 想 の 実 現 に 向け 、 市 町 、 郡 市 区 医師

会 、 病 院 関 係 者 等 によ り 構 成 さ れ る 地 域医 療 構 想 調 整 会 議 を活 用 し 、 各 圏 域

の 特 性 に 応 じ た 医 療提 供 体 制 の 検 討 及 び圏 域 内 調 整 を 引 き 続き 実 施 し て い

く 。

(2) へ き 地 等 勤 務 医師 の 養 成 ・ 確 保 （ 県 、 市 町 、 大 学、 医 療 機 関 ）

○ 卒 後 一 定 期 間 、県 又 は 市 町 が 指 定 する 医 療 機 関 で 勤 務 する こ と を 条 件 に 修

学 資 金 を 貸 与 し 、 へき 地 等 で 勤 務 す る 医師 を 養 成 す る 。

○ 兵 庫 県 地 域 医 療支 援 セ ン タ ー に お いて 、 神 戸 大 学 医 学 部附 属 地 域 医 療 活 性

化 セ ン タ ー と 連 携 しな が ら 、 県 養 成 医 学生 及 び 県 養 成 医 師 に対 し 、 卒 前 か ら

卒 後 に 至 る ま で の 体系 的 な 教 育 ・ 研 修 を実 施 し 、 地 域 医 療 を担 う 医 療 人 材 を

育 成 す る 。

○ 受 験 者 数増 加 を 図 る た め 、 県内 の 進 学 校 等 に 対 し「 県 養 成 医 制 度 」 につ い

て 広 報 活 動 を 推 進 する 。 特 に 、 医 師 不 足地 域 に お い て は 、 地元 か ら 医 学 部 生

を 輩 出 す る た め 、 高校 で の 医 療 体 験 講 座等 に 取 組 ん で い く 。
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【 へ き 地 等 勤 務 医 師（ 県 養 成 医 師 ） の 養成 に つ い て 】

１ 修 学 資 金 の 貸 与

○ 本 県 で は 、 卒 後一 定 期 間 、 県 が 指 定す る 医 療 機 関 で 勤 務す る こ と を 条 件 に 修学

資 金 を 貸 与 し 、 へ き地 等 で 勤 務 す る 医 師を 養 成 し て い る 。

○ 国 の 緊 急 医 師確 保 対 策 や 新 成 長 戦略 等 に 基 づ き 、 令 和７ (2024)年 度 ま で 、都 道

府 県 か ら 修 学 資 金 の貸 与 を 受 け 、 卒 業 後に へ き 地 等 で 一 定 期間 勤 務 す る こ と が 義

務 付 け ら れ て い る 「地 域 枠 」 の 設 置 を 要件 と し た 大 学 医 学 部の 恒 久 定 員 外 の 定 員

増 （ 臨 時 定 員 ） が 認め ら れ て い る 。 本 県に お い て は 、 こ の 定員 増 を 活 用 し て 、 神

戸 大 学 ・ 鳥 取 大 学 ・岡 山 大 学 医 学 部 に 卒後 へ き 地 等 で 勤 務 する 医 学 生 を 、 現 在 、

14名 の 定 員 を 設 け て養 成 し て い る 。

○ 今 後 、 臨 時 定員 に つ い て は 、 県 内の 医 師 偏 在 の 状 況 を見 つ つ 、 国 か ら の 要請 に

よ る 地 域 枠 等 の 恒 久定 員 内 へ の 地 域 枠 や地 元 出 身 者 枠 の 設 置に つ い て 、 大 学 と の

調 整 や 意 見 交 換 を 進め て い く 。

［ 各 大 学 の 定 員 ］

２ 県 養 成 医 師 数

○ 今 後 、 順 調 に 増 加 し 、 令 和 10(2028)年 度 に お い て 、 190名 を 超 え る 見 込 で あ る 。

○ 令 和 ７ 年 度 以 降の 医 学 部 臨 時 定 員 につ い て は 、「 ８ 次 医 療計 画 等 に 関 す る 検 討

会 」 等 に お け る 議 論の 状 況 を 踏 ま え 、 改め て 検 討 す る と さ れて い る が 、 本 県 と し

て は 、 地 域 に 必 要 な医 師 が 十 分 に 確 保 され る ま で 医 学 部 臨 時定 員 増 の 延 長 が 必 要

で あ る と の 認 識 の 下、 延 長 を 国 に 対 し 働き か け る な ど 、 今 後と も 県 内 大 学 医 学 部

等 へ の 地 域 枠 定 員 の確 保 に 努 め て い く 。

［ 県 養 成 医 師 数 の 推移 (見 込 ) ］

うち臨時定員 H21 H22 H23 H24 H25～R6

自治医科大学 ２～３名 － － － － － －

兵庫医科大学 ５名 （２名） ２名 ２名 ２名 ２名 ２名

神戸大学 10名 （10名） － ３名 ５名 ８名 10名

鳥取大学 ２名 （２名） － ２名 ２名 ２名 ２名

岡山大学 ２名 （２名） － ２名 ２名 ２名 ２名

合計 21～22名 （16名） ２名 ９名 11名 14名 16名

大学名 定　員

【参考】「地域枠」(臨時定員増)
入学定員の推移

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

72 87 107 117 131 145 162 173 183 185 194

（単位：人）
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(3) 医 師 の キ ャ リ ア形 成 支 援 （ 県 、 大 学、 医 療 機 関 ）

○ 「 県 養 成 医 師 キャ リ ア 形 成 プ ロ グ ラム 」 に 基 づ き 、 医 師の キ ャ リ ア 形 成 を

積 極 的 に 支 援 す る 。

・ へ き 地 等 に 勤 務す る 若 手 医 師 等 の 定着 促 進 を 図 る た め 、必 要 な 知 識 や 技

術 を 習 得 す る 機 会 の提 供 等 の キ ャ リ ア 形成 支 援 を 行 う 。

・ 県 養 成 医 学 生 及び 県 養 成 医 師 に 対 する キ ャ リ ア 形 成 や 技術 面 ・ 心 理 面 の

き め 細 や か な 支 援 相談 を 実 施 す る と と もに 、 へ き 地 等 に 勤 務す る 若 手 医 師

等 へ の 専 門 医 ・ 学 位取 得 や 研 究 活 動 へ の支 援 を 行 う 。

・ 県 養 成 医 師 に つい て 、 義 務 年 限 終 了後 に お い て も 、 勤 務等 が 良 好 な 医 師

に つ い て は 、 県 病 院局 や キ ャ リ ア コ ー ディ ネ ー タ ー に よ る キャ リ ア 形 成 支

援 を 受 け な が ら 、 県立 病 院 や 県 内 公 立 病院 で 勤 務 で き る よ うに す る な ど 、

県 内 定 着 の 促 進 に 努め る 。

○ 医 師 不 足 が 特 に深 刻 な 診 療 科 （ 産 科、 小 児 科 、 救 急 科 、総 合 診 療 等 ） に つ

い て 、 専 攻 医 を 対 象と し た 専 門 医 取 得 への 支 援 等 、 医 師 の 育成 を 推 進 す る 。

○ 県 養 成 医 学 生 を対 象 に 、 学 生 ・ 臨 床研 修 の 期 間 を 通 じ てそ の 意 思 を 継 続 す

る こ と が で き る よ う 、「 キ ャ リ ア 形 成 卒 前支 援 プ ラ ン 」 を 策 定し 、 学 生 の 地 域

医 療 マ イ ン ド 涵 養 のた め に 、 各 大 学 の 特性 を 生 か し た 地 域 医療 に 関 す る 実 習

や 講 義 の 支 援 等 を 行う 。

○ 医 師 偏 在 対 策 とへ き 地 等 勤 務 医 師 のキ ャ リ ア 形 成 の 両 立を 円 滑 に 推 進 す る

た め 、 派 遣 先 に つ いて 対 象 医 師 と 大 学 等の 専 門 研 修 の プ ロ グ ラ ム 責 任 者 等と

の 調 整 を 行 う と と もに 、 対 象 学 生 の 支 援を 行 う キ ャ リ ア コ ーデ ィ ネ ー タ ー を

配 置 す る 。
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【 県 養 成 医 師 キ ャ リア 形 成 プ ロ グ ラ ム につ い て 】

１ 概 要

県 養 成 医 師 は 県 職 員と し て 採 用 後 、「 県 養 成 医 師 キ ャ リア 形 成 プ ロ グ ラ ム 」に 沿

っ て 、 ９ 年 間 の 義 務年 限 内 に 、 下 表 の 区分 に 従 っ て 勤 務

区 分 臨 床 研 修 前 期 へ き 地 派遣 後 期 研 修
後 期
へ き 地
派 遣

期 間 ２ 年 ３ 年 ２ 年 ２ 年

派
遣
・
研
修
先

・ 県 内 へ き 地 医 療
拠 点 病 院

・ 神 戸 大 学 医 学 部
附 属 病 院

・兵 庫 医 科 大学 病 院

・ 県 内 へ き 地 の 市
町 立 医 療 機 関

・ 県 内 へ き 地 医 療
拠 点 病 院

・ 県 健 康 福 祉 事 務
所

・ 知 事 が 特 に 必 要
と 認 め る 保 健 医
療 施 設

・ 県 内 へ き 地医 療 拠 点病 院
・ 県 内 公 的 医療 機 関 （県･市町､

日赤､済生会）
・ 県 内 国 立 病院 機 構 病院
・ 県 内 地 方 独立 行 政 法人 病 院
・ 神 戸 ･鳥 取 ･岡 山 大 医 学 部 附

属 病 院 ､兵 庫 医 科 大学 病 院
・ 自 治 医 科 大学 附 属 病院
・ 県 健 康 福 祉事 務 所
・ 知 事 が 特 に 必 要 と 認 め る 国

内 外 の 保 健 医療 施 設 （1年 ）

前 期 へ き
地 派 遣 と
同 じ

※県健康福祉事務所については、保健所業務の逼迫度を踏まえた限定的な派遣である

２ 派 遣 ・ 研 修 の 基本 的 な 考 え 方

① 派 遣 先 ・ 研 修先 は 、 下 記 ② ～ ④ に従 っ て 県 が 決 定

② 派 遣 は 、 勤 務 地の 地 域 性 、 医 療 機 関の 規 模 ・ 指 導 体 制 等を 考 慮

③ 派 遣 先 の 受 入 希望 を 聞 き な が ら 、 本人 の 生 活 環 境 （ 出 産・ 育 児 ・ 病 気 等 ） や専

門 医 取 得 の 希 望 を 尊重 し （ た だ し 、 基 本19領 域 ま で ）、 勤 務 年数 等 の 経 験 を 配 慮

④ 研 修 は 、 研 修 先の 受 入 希 望 を 聞 き なが ら 、 本 人 の 希 望 を尊 重

３ コ ー ス

原 則 、 臨 床 研 修 ２ 年目 に コ ー ス を 選 択 。選 択 し た 診 療 科 に 派遣 さ れ 、 へ き 地 等 の

医 療 機 関 に 勤 務 し なが ら 後 期 研 修 １ 年 目（ 整 形 外 科 は 後 期 研修 ２ 年 目 ） ま で に 専門

医 申 請 資 格 の 取 得 が可 能 （ 専 門 研 修 を 可能 と す る 関 連 施 設 （研 修 枠 ） の 確 保 が でき

な い 場 合 は 休 止 ）。

① 内 科 ・ 総 合 診 療育 成 コ ー ス

② 特 定 診 療 科 育 成コ ー ス ※ 診 療 科 偏 在 解 消 を 図 るた め 、 令 和 元 年 度 から 創 設

＜ 対 象 診 療 科 ＞ 小 児科 、 産 婦 人 科 、 外 科、 救 急 科 、 整 形 外 科、 脳 神 経 外 科

（ 確 保 状 況 に 応 じ て、 適 宜 見 直 し ）

③ 精 神 保 健 指 定 医育 成 コ ー ス ※ 令和７年度より募集を休止（再開時期は未定）
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(4) 医 師 の 養 成 過 程を 通 じ た 確 保 対 策 （ 県 、 大 学 、 医 療 機 関）

○ 医師法の一部改正（平成30年７月公布）により、令和２(2020)年度から臨床研

修病院に関する業務（病院指定、定員設定等）の権限が国から都道府県に移譲さ

れたことに伴い、地域医療対策協議会（兵庫県医療審議会地域医療対策部会）の

意見を踏まえ、医師確保対策重点推進圏域に配慮した定員設定等を実施する。

○ 平 成 30年 ４ 月 か ら 開 始し た 新 専 門 医 制 度 にお け る 専 門 研 修 プ ログ ラ ム に つ

い て 、 医 師 の 地 域 偏在 を 助 長 す る 等 、 地域 医 療 に 重 大 な 影 響を 与 え る こ と の

な い よ う 、 地 域 医 療対 策 協 議 会 （ 兵 庫 県医 療 審 議 会 地 域 医 療対 策 部 会 ） の 意

見 を 踏 ま え 、 国 及 び日 本 専 門 医 機 構 に 対し 、 実 効 性 あ る 対 策を 求 め る と と も

に 、 各 基 幹 施 設 の 専門 研 修 プ ロ グ ラ ム の充 実 （ 地 域 医 療 機 関へ の 研 修 期 間 の

確 保 等 ） に 関 し 支 援を 行 う 。

(5) 地 域 医 療 機関 へ の 支 援 （ 県 、 市 町 、 大 学 、 医療 機 関 、 関 係 団 体 ）

○ 地域枠により養成したへき地等勤務医師（県養成医師）について、県が指定

する医療機関（へき地医療拠点病院、特定中核病院、公立・公的病院等）に適

切に派遣する。

なお、「兵庫県保健医療計画（圏域版）」（平成31年３月策定）において、準圏

域の設定や特定中核病院の指定を行ったことを踏まえ、県養成医師の派遣調整

に当たっては、これらの地域等に配慮することとする。

【 準 圏 域 の 設 定 ： 赤穂 準 圏 域 （ 赤 穂 市 、相 生 市 、 上 郡 町 ）】

《 設 定 の 基 準 》

① 中 核 病 院 等 を 中心 に 、 在 宅 医 療 か ら救 急 医 療 ま で 対 応

② 住 民 の 行 動 範 囲や 医 療 受 療 範 囲 な ど一 定 の ま と ま り

③ ① ・ ② を 踏 ま え、 医 療 資 源 の 地 域 偏在 が 進 ま な い よ う 配慮 が 特 に 必 要 な

一 定 の ま と ま り の ある 医 療 圏 を 構 成 し てい る 区 域

【 特 定 中 核 病 院 の 指定 ： 公 立 神 崎 総 合 病院 、 公 立 宍 粟 総 合 病院 】

二 次 医 療 圏 内 の 拠点 病 院 と の 近 接 性 に乏 し く 、 ２ 次 救 急 など 一 定 の 医 療 機

能 の 充 実 が 必 要 な 中核 病 院 を 「 特 定 中 核病 院 」 と し て 指 定

○ 神 戸 大 学 な ど 医育 機 関 と の 連 携 に より 、 大 学 医 学 部 に 地域 医 療 に 関 す る 特

別 講 座 を 設 置 し 、 拠点 と な る 医 療 機 関 にお い て へ き 地 医 療 等に 関 す る 研 究 を

行 い な が ら 、 診 療 現場 に 参 画 す る こ と で、 地 域 医 療 体 制 の 確保 を 図 る 。

連 携 大 学
研 究 拠 点 （ 令 和 ５ 年度 ）

圏 域 名 医 療 機 関 名

神 戸 大 学 医 学 部
但 馬

公 立 豊 岡 病 院

公 立 八 鹿 病 院

丹 波 県 立 丹 波 医 療 セ ン ター

兵 庫 医 科 大 学 丹 波 兵 庫 医 科 大 学 さ さ やま 医 療 セ ン タ ー

大 阪 医 科 薬 科 大 学 播 磨 姫 路

公 立 神 崎 総 合 病 院

公 立 宍 粟 総 合 病 院

赤 穂 市 民 病 院
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○ 地 域 医 療 対 策 協議 会 （ 兵 庫 県 医 療 審議 会 地 域 医 療 対 策 部会 ） の 派 遣 調 整 に

基 づ き 、 医 師 不 足 が深 刻 な 医 療 機 関 へ の医 師 派 遣 を 行 う 医 療機 関 に 対 し 、 派

遣 に 要 す る 経 費 の 一部 を 助 成 す る 。

○ へ き 地 等 で の 勤務 を 志 す 医 師 を 県 職員 と し て 採 用 し 、 へき 地 等 の 医 療 機 関

に 派 遣 す る （ 地 域 医療 支 援 医 師 県 採 用 制度 ）。

○ 兵 庫 県 医 師 会 にお い て 実 施 し て い る、 医 師 の 求 人 ・ 求 職の マ ッ チ ン グ を 行

う ド ク タ ー バ ン ク 事業 に つ い て 、 積 極 的な 広 報 、 利 便 性 の 向上 等 を 通 じ た 機

能 強 化 に よ り 利 用 者の 掘 り 起 こ し を 図 り、 医 師 不 足 医 療 機 関の 医 師 確 保 に つ

な げ る 。

○ 在 宅 医 療提 供 体 制 の 確 保 を 図る た め 、 各 種 研 修 の実 施 等 を 通 じ 、 在 宅医 療

人 材 の 育 成 ・ 確 保 に取 り 組 む 。

○ 大 学 等 と連 携 し 、 県 内 の 都 市部 （ 神 戸 ・ 阪 神 地 域 等 ） か ら 医 師 確 保 対策 重

点 推 進 圏 域 に 所 在 する 医 療 機 関 へ の 医 師派 遣 、 及 び 地 域 医 療構 想 に 基 づ く 役

割 分 担 ・ 連 携 強 化 を図 る た め に 必 要 な 、圏 域 内 に お け る 基 幹病 院 等 か ら の 医

師 派 遣 等 の 取 組 を 推進 す る 。

○ 遠 隔 医 療の 導 入 に 向 け 、 医 療機 関 や 医 療 従 事 者 、住 民 、 市 町 等 関 係 者の 理

解 の 促 進 を 図 る と とも に 、 関 係 構 築 を 支援 し て い く 。

○ 医 師 確 保 対 策 重点 推 進 圏 域 に 新 た に勤 務 し 、 か つ 当 該 圏域 に 定 着 す る 医 師

の 確 保 を 図 る た め の医 療 機 関 へ の 支 援 を検 討 す る 。

(6) 医 療 人 材 の 資 質向 上 （ 県 、 大 学 、 関係 団 体 ）

○ 地 域 医 療 機 関 に従 事 す る 医 師 ・ メ ディ カ ル ス タ ッ フ を 対象 と し た 各 種 研 修

等 を 実 施 し 、 医 療 人材 の 資 質 向 上 に 取 組む 。

○ 産 科 、 外 科 、 救急 科 等 の 医 師 の 資 質向 上 に も 資 す る よ う、 研 修 メ ニ ュ ー や

内 容 の 充 実 を 図 る （救 急 、 新 生 児 甦 生 、産 科 急 変 ・ 蘇 生 法 、外 科 手 術 手 技 向

上 、 ロ ボ ッ ト 手 術 等 ）。

○ 結 婚 、 出 産 、 介護 等 で 離 ・ 退 職 し た女 性 医 師 等 を 対 象 に、 相 談 窓 口 の 設 置

や 大 学 病 院 等 で の 臨 床 研 修 、 学 術 研 究 等に 係 る 復 職 支 援 プ ログ ラ ム を 実 施 す

る こ と に よ り 、 女 性医 師 等 の 再 就 業 を 支援 す る 。
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(7) 医 師 の 働 き 方 改革 を 踏 ま え た 勤 務 環境 改 善 支 援 （ 県 、 市 町 、 医 療 機 関）

○ 県 医 務 課 に 設 置し て い る 「 兵 庫 県 医療 勤 務 環 境 改 善 支 援セ ン タ ー 」 に お い

て 、 医 療 機 関 が 行 う勤 務 環 境 改 善 の 自 主的 な 取 組 を 支 援 す る。

○ 医 師 事 務 作 業 補助 者 の 配 置 や 特 定 行為 を 行 う 看 護 師 の 養成 な ど の 医 師 業 務

の タ ス ク シ フ ト ・ シェ ア 推 進 に 向 け た 取組 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 導 入 など 、 医 療 機 関 の

勤 務 環 境 の 整 備 に 対し 、 費 用 助 成 等 の 支援 を 行 う 。

○ 医 師 の 健 康 確 保の た め 、 医 療 機 関 の追 加 的 健 康 確 保 措 置（ 勤 務 間 イ ン タ ー

バ ル 、 代 償 休 息 ※ 、 面 接 指 導 ） の 実 施 状 況に つ い て 、 医 療 法 第25条 第 １ 項 の

規 定 に 基 づ く 立 入 検査 に お い て 確 認 を 行い 、 必 要 な 助 言 ・ 指導 を 行 う 。

○ 病 院 職 員 全 体 の子 育 て を 支 援 し 、 子ど も を 持 つ 医 療 従 事者 の 離 職 防 止 及 び

再 就 業 を 支 援 す る こと を 目 的 に 、 病 院 内保 育 所 、 病 児 ・ 病 後児 保 育 施 設 等 の

整 備 を 促 進 す る 。

※ 追 加 的 健 康 確 保 措 置 の う ち 、 勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 、 代 償 休 息 は 特 定 労 務 管 理 対 象 機 関

で 、 各 特 例 水 準 が 適 用 さ れ る 医 師 に 対 し て そ の 実 施 が 義 務 と な る 。
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第 ３ 章 医 師 確 保 計 画 （ 産 科 ・ 小 児 科 ）

１ 現 状 と 課 題

(1) 産 科 ・ 産 婦人 科 及 び 小 児 科 医 の状 況

○ 本 県 の 産 科 ・ 産 婦 人 科 及 び 小 児 科 医 の 医 師 数 （ 医 療 施 設 従 事 ） は 、 平 成 18

（ 2006）年 度 以 降 、ゆ る や か に 増 加傾 向 に あ る が（ た だ し 、産 科・産 婦 人 科 は 、

H28→ 30は 微 減 ）、 他 の 診 療 科 と 比 較 し て 相 対 的 に 増 加 割 合 が 小 さ い 状 況 と な

っ て い る た め 、今 後 、若 手 の 産 科 医・小 児科 医 の 確 保 が よ り 一層 必 要 で あ る 。

○ 産 科 ・ 産 婦 人 科 及 び 小 児 科 医 の 平 均 年 齢 （ 全 国 ） ※ は 年 々 上 昇 傾 向 に あ り 、

高 齢 化 が 進 ん で い る 。ま た 、女 性 医 師 が 人 数・割 合 と も に 年 々 増 加傾 向 に あ る 。

【 図 表 ３ － １： 医 療 施 設 従 事 医 師数 （ 産 科 ・ 産 婦 人 科及 び 小 児 科 ） の 推 移】

【 図 表 ３ － ２ ：全国の産科・産婦人科及び小児科医（医療施設従事）の平均年齢の推移 】

※ 厚 生 労 働 省 「 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 統 計 」 の 統 計 表 に お い て は 、 平 均 年 齢 及 び 男 女 別 年

齢 構 成 に つ い て 、 都 道 府 県 別 と 診 療 科 別 と を ク ロ ス 分 析 し た デ ー タ は 公 表 さ れ て い な い 。

（単位：歳）

H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

46.4 46.2 45.3 45.1 45.0 45.5 45.9 45.6 46.1

男　性 48.9 49.8 48.5 48.6 49.6 50.0 49.8 49.5 49.8

女　性 37.2 36.0 36.8 36.5 36.5 37.0 38.6 38.3 40.0

50.4 51.1 50.7 50.7 50.2 50.3 50.3 50.4 50.1

男　性 53.3 54.0 54.2 54.6 54.6 55.0 55.2 55.4 55.3

女　性 40.2 41.2 40.9 40.9 40.6 40.9 41.6 42.0 42.3

48.2 49.0 49.2 49.3 49.5 49.8 50.3 50.5 50.7

男　性 49.4 50.3 50.6 50.8 51.1 51.5 51.9 52.1 52.3

女　性 45.6 46.2 46.3 46.2 46.2 46.7 47.3 47.5 47.8

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

小
児
科

総　数

総　数
産
　
科

産
婦
人
科

総　数

（単位：歳）

H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

46.4 46.2 45.3 45.1 45.0 45.5 45.9 45.6 46.1

男　性 48.9 49.8 48.5 48.6 49.6 50.0 49.8 49.5 49.8

女　性 37.2 36.0 36.8 36.5 36.5 37.0 38.6 38.3 40.0

50.4 51.1 50.7 50.7 50.2 50.3 50.3 50.4 50.1

男　性 53.3 54.0 54.2 54.6 54.6 55.0 55.2 55.4 55.3

女　性 40.2 41.2 40.9 40.9 40.6 40.9 41.6 42.0 42.3

48.2 49.0 49.2 49.3 49.5 49.8 50.3 50.5 50.7

男　性 49.4 50.3 50.6 50.8 51.1 51.5 51.9 52.1 52.3

女　性 45.6 46.2 46.3 46.2 46.2 46.7 47.3 47.5 47.8

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

小
児
科

総　数

総　数
産
　
科

産
婦
人
科

総　数

（単位：人）

H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

全　国 10,594 10,074 10,389 10,652 10,868 11,085 11,349 11,332 11,678

兵庫県 470 442 451 457 472 482 483 479 504

全　国 14,677 14,700 15,236 15,870 16,340 16,758 16,937 17,321 17,997

兵庫県 667 652 674 697 722 732 746 778 854

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

産科・
産婦人科

小児科
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【 図 表 ３ － ３： 医 療 施 設 従 事 医 師数 （ 産 科 ・ 産 婦 人 科： 周 産 期 医 療 圏 別 ）】

【 図 表 ３ － ４： 医 療 施 設 従 事 医 師数 （ 小 児 科 ： 小 児 医療 圏 別 ）】

（単位：人）

医療施設
従事医師数

※1

15～49歳
女性人口

※2

15～49歳
女性人口

10万医師数

① ② ①／②×10万

11,678 24,996,728 46.7

504 1,080,223 46.7

183 333,802 54.8

153 339,741 45.0

76 189,323 40.1

59 156,062 37.8

11 24,305 45.3

8 16,705 47.9

14 20,285 69.0

※1　厚生労働省「令和２年医師・歯科医師・薬剤師統計」における産科及び産婦人科の

　　医療施設従事医師数

※2　総務省「令和２年国勢調査に関する不詳補完結果（参考表）」

但馬

丹波

淡路

区　　分

全国

兵庫県

神戸・三田

阪神

播磨東

播磨姫路

（単位：人）

医療施設
従事医師数

※1

年少人口
※2

年少人口
10万対
医師数

① ② ①／②×10万

17,997 15,031,602 119.7

854 666,511 128.1

333 188,582 176.6

264 205,165 128.7

85 93,899 90.5

32 30,862 103.7

90 103,528 86.9

20 18,427 108.5

12 11,985 100.1

18 14,063 128.0

※1　厚生労働省「令和２年医師・歯科医師・薬剤師統計」

※2　総務省「令和２年国勢調査に関する不詳補完結果（参考表）」

淡路

北播磨

区　　分

全国

兵庫県

神戸・三田

阪神

東播磨

播磨姫路

但馬

丹波
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(2) 女 性 医 師

○ 女 性 の 産 科・産 婦 人 科 医 及 び小 児 科 医 の 人 数、割 合 は 年々 増 加 傾 向 に あ り 、

他 の 診 療 科 と 比 較 し て 相 対 的 に 20～ 30歳 代 の 女 性 医 師 の 割 合 が 高 い た め 、 妊

娠 、出 産 、育 児 等 の ライ フ イ ベ ン ト 等 も 踏ま え 、女 性 医 師 等 が働 き や す い 環 境

づ く り （ 勤 務 環 境 改善 や キ ャ リ ア 形 成 支援 等 ） が 必 要 で あ る。

【 図 表 ３ － ５ ：全国の医療施設従事医師数（産科・産婦人科及び小児科、男女別）の推移 】

【 図 表 ３ － ６ ：全国の医療施設従事医師（産科・産婦人科及び小児科）の男女別年齢構成 】

（ 令 和 ２ 年 12月 31日 現 在 ）

（単位：人）

H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

10,594 10,074 10,389 10,652 10,868 11,085 11,349 11,332 11,678

8,291 7,757 7,688 7,630 7,490 7,382 7,291 7,074 7,029

(78.3%) (77.0%) (74.0%) (71.6%) (68.9%) (66.6%) (64.2%) (62.4%) (60.2%)

2,303 2,317 2,701 3,022 3,378 3,703 4,058 4,258 4,649

(21.7%) (23.0%) (26.0%) (28.4%) (31.1%) (33.4%) (35.8%) (37.6%) (39.8%)

14,677 14,700 15,236 15,870 16,340 16,758 16,937 17,321 17,997

10,105 10,118 10,390 10,625 10,832 11,027 11,126 11,238 11,520

(68.8%) (68.8%) (68.2%) (67.0%) (66.3%) (65.8%) (65.7%) (64.9%) (64.0%)

4,572 4,582 4,846 5,245 5,508 5,731 5,811 6,083 6,477

(31.2%) (31.2%) (31.8%) (33.0%) (33.7%) (34.2%) (34.3%) (35.1%) (36.0%)

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」　※ 下段括弧書は構成割合

小
児
科

総　数

男性

女性

男性

女性

総　数産
科
･

産
婦
人
科

（単位：人）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計

781 2,936 2,556 2,206 1,897 973 329 11,678
(6.7%) (25.1%) (21.9%) (18.9%) (16.2%) (8.3%) (2.8%) (100.0%)

261 1,141 1,197 1,579 1,669 896 286 7,029
(2.2%) (9.8%) (10.3%) (13.5%) (14.3%) (7.7%) (2.4%) (60.2%)

520 1,795 1,359 627 228 77 43 4,649
(4.5%) (15.4%) (11.6%) (5.4%) (2.0%) (0.7%) (0.4%) (39.8%)

996 4,145 4,241 3,254 3,412 1,545 404 17,997
(5.5%) (23.0%) (23.6%) (18.1%) (19.0%) (8.6%) (2.2%) (100.0%)

532 2,386 2,503 2,088 2,574 1,160 277 11,520
(3.0%) (13.3%) (13.9%) (11.6%) (14.3%) (6.4%) (1.5%) (64.0%)

464 1,759 1,738 1,166 838 385 127 6,477
(2.6%) (9.8%) (9.7%) (6.5%) (4.7%) (2.1%) (0.7%) (36.0%)

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」　※ 下段括弧書は構成割合

小
児
科

総　数

男性

女性

男性

女性

総　数
産

科

・

産

婦

人

科
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(3) そ の 他 （ 産科 ・ 産 婦 人 科 ）

○ 分 娩 取 扱 医 療 機関 の 減 少

産 科 医 の 定 年 退 職 や、分 娩 件 数 の 減 少 によ る 経 営 上 の 問 題 等を 事 由 と し て 、

分 娩 の 取 扱 い を 休 止 す る 医 療 機 関 が 相 次 い で 発 生 し て お り 、 分 娩 取 扱 医 療 機

関 数 が 減 少 傾 向 に ある 。

【 図 表 ３ － ７： 分 娩 取 扱 医 療 機 関数 の 推 移 】

【 図 表 ３ － ８： 医 療 機 関 に お け る分 娩 数 の 推 移 】

○ ハ イ リ ス ク 妊 産婦 に 対 す る 医 療 需 要の 増

出 生 数 が 減 少 す る 一 方 、 晩 婚 化 の 影 響 に よ る 高 齢 妊 娠 や 各 種 合 併 症 妊 娠 等

の リ ス ク の 高 い 出 産が 増 加 傾 向 に あ り、ま た 、帝 王 切 開 の割 合 や 周 産 期 母子 医

療 セ ン タ ー へ の 母 体 搬 送 件 数 も 増加 傾 向 に あ る ※ な ど 、ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 に対

す る 医 療 需 要 が 高 まっ て い る 。

※ 本 県 に お け る 分 娩 数 に 対 す る 帝 王 切 開 件 数 の 割 合 （ 厚 生 労 働 省 「 医 療 施 設 調 査 」）

H23:19.3％ → H26:20.0％ → H29:20.6％ → R2:20.7％

H20 H23 H26 H29 R2 H20比

全国 2,713 2,576 2,363 2,273 2,070 ▲ 23.7%

病院 1,149 1,075 1,055 1,031 963 ▲ 16.2%

診療所 1,564 1,501 1,308 1,242 1,107 ▲ 29.2%

兵庫県 116 108 98 96 82 ▲ 29.3%

病院 48 46 45 45 35 ▲ 27.1%

診療所 68 62 53 51 47 ▲ 30.9%

出典：厚生労働省「医療施設調査」（10月１日時点）

H20 H23 H26 H29 R2 H20比

全国 90,418 86,695 85,216 76,953 69,933 ▲ 22.7%

病院 47,626 46,386 46,451 41,778 38,086 ▲ 20.0%

診療所 42,792 40,309 38,765 35,175 31,847 ▲ 25.6%

兵庫県 4,174 3,635 3,321 3,286 2,514 ▲ 39.8%

病院 2,371 1,838 1,932 1,832 1,439 ▲ 39.3%

診療所 1,803 1,797 1,389 1,454 1,075 ▲ 40.4%

出典：厚生労働省「医療施設調査」　※各年９月分の分娩数
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(4) そ の 他 （ 小 児 科）

① 小 児 救 急 医 療 体制

○ １ 次 小 児 救 急 医療 体 制

・東 播 磨・北 播 磨 の 市 町 を は じ め、空 白日・時 間 が 生 じ て いる 地 域 が あ る た め 、

診 療 日 ・ 診 療 時 間 等の 充 実 を 図 る こ と が必 要 で あ る 。

・医 師 の 高 齢 化 等 から 、今 後 当 番 医 の 確保 等 が 困 難 に な る こと が 想 定 さ れ 、１ 次

救 急 医 療 の 安 定 的 な体 制 確 保 が 必 要 で ある 。

○ ２ 次 小 児 救 急 医療 体 制

・２ 次 小 児 救 急 医 療圏 域 に 基 づ き 、小 児 科救 急 対 応 病 院 群 輪 番制 等 に よ る ２ 次 小

児 救 急 医 療 体 制 を 確 立 し て お り 、 広 い 地 域 に 少 数 の 病 院 が 散 在 し て い る 場 合

に は 必 ず し も 効 果 的な 運 営 が 期 待 で き ない 場 合 が あ る 。

○ ３ 次 小 児 救 急 医療 体 制

・３ 次 小 児 救 急 医 療を 担 う 県 立 こ ど も 病院 及 び 県 立 尼 崎 総 合医 療 セ ン タ ー と 、各

圏 域 の ２ 次 小 児 救 急病 院 と の 円 滑 な 連 携体 制 を 構 築 す る こ とが 必 要 で あ る 。

・病 院 間 の ネ ッ ト ワー ク を 構 築 す る 等、小 児 地 域 医 療 セン タ ー の レ ベ ル ア ップ を

図 る こ と が 必 要 で ある 。

② 新 生 児 医 療 を 担う 小 児 科 医 の 不 足

出 生 数 が 減 少 す る 一 方 、 晩 婚 化 の 影 響 に よ る 高 齢 妊 娠 や 各 種 合 併 症 妊 娠 等 の リ

ス ク の 高 い 出 産 が 増 加 傾 向 に あ る な ど 、 ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 や ハ イ リ ス ク 新 生 児 に

対 す る 医 療 需 要 が 高ま っ て い る 中 、小 児 科 医 数 そ の もの は 増 加 傾 向 に あ るも の の 、

新 生 児 医 療 を 担 当 する 小 児 科 医 の 数 は 十分 で は な い 。
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２ 分 娩 取 扱 医 師 ・ 小 児 科 医 師 偏 在 指 標

○ 産 科・小 児 科 につ い て は 、政 策 医 療の 観 点 や 、当 該 診 療科 の 医 師 は 長 時 間 労働

と な る 傾 向 が あ る こ と 、 診 療 科 と 診 療 行 為 の 対 応 が 明 ら か に し や す い こ と な ど

か ら 、 国 に お い て 、産 科 ・ 小 児 科 に お ける 医 師 偏 在 の 指 標 が設 定 さ れ て い る 。

○ 国 の ガ イ ド ラ イン に よ り 、下 位 33.3％ が「 相 対 的 医 師 少数 都 道 府 県 」及 び「相

対 的 医 師 少 数 区 域 」と さ れ る 。

○ な お 、 産 科 医 師 又 は 小 児 科 医 師 が 多 い と 認 め ら れ る 医 療 圏 を 設 定 す る と 当 該

医 療 圏 は 産 科 医 師 又 は 小 児 科 医 師 の 追 加 的 な 確 保 が で き な い 医 療 圏 で あ る と の

誤 解 を 招 く お そ れ があ る た め 、産 科・小 児科 に お い て は 医 師 多数 都 道 府 県 や 医 師

多 数 区 域 は 設 定 さ れて い な い 。

(1) 分 娩 取 扱 医師 偏 在 指 標

○ 医 師 供 給 に つ いて は 、「 医 師 ・歯 科 医 師・ 薬 剤 師 統 計 」に お け る「 過 去 ２ 年

以 内 に 分 娩 の 取 扱 いあ り 」と 回 答 し た医 師 の う ち、日 常 的 に分 娩 を 取 り 扱 っ て

い る と 考 え ら れ る 産 婦 人 科 ・ 産 科 ・ 婦 人 科 を 主 た る 診 療 科 と 回 答 し た 医 師 数

（ 分 娩 取 扱 医 師 数 ）が 用 い ら れ て い る 。

○ 医 療 需 要 に つ いて は 、「 里 帰 り 出 産 」等 の 妊 婦 の 流 出 入 の実 態 を 踏 ま え た「 医

療 施 設 調 査 」 に お ける 「 分 娩 件 数 」 が 用い ら れ て い る 。

（ 算 出 式 ）

○ 本 県 の 分 娩 取 扱医 師 偏 在 指 標 は47都 道 府 県 中32位 で 、「 相 対 的 医 師 少 数都 道

府 県 」 に 該 当 す る 。

○ 県 内 の 周 産 期 医療 圏 で は 、播 磨 東・播 磨 姫 路・但 馬 の ３ 圏 域 が「 相 対 的 医 師

少 数 区 域 」 に 該 当 する 。

分娩取扱医師偏在指標　＝　
標準化分娩取扱医師数※

分娩件数 ÷ 1,000件

性年齢階級別平均労働時間
全医師の平均労働時間

※ 標準化分娩取扱医師数 ＝ Σ性年齢階級別医師数 ×
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【 図 表 ３ － ９ ： 分 娩取 扱 医 師 偏 在 指 標 】

※ 分 娩 取 扱 医 師 偏在 指 標 の 算 出 に 用 いた 基 礎 デ ー タ の 詳 細は 、 県 ホ ー ム ペ ー ジで 公

表 す る

［ 参 照 URL］https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/ishikakuho_gairaiiryou_keikaku.html

(2) 小 児 科 医 師偏 在 指 標

○ 医 師 供 給 に つ いて は 、「 医 師 ・歯 科 医 師・ 薬 剤 師 統 計 」に お け る「 小 児 科 医

師 数 」 が 用 い ら れ てい る 。

○ 医 療 需 要 に つ いて は 、15歳 未 満 の 人口 を「 年 少 人 口 」と 定 義 し 、医 療 圏 ご と

の 小 児 の 人 口 構 成 の違 い を 踏 ま え 、性・年 齢 階 級 別 受 療率 を 用 い て 年 少 人 口を

調 整 し た も の が 用 いら れ て い る 。

（ 算 出 式 ）

×地域の標準化受療率比※2

標準化小児科医師数※1

地域の年少人口

10万

小児科医師偏在指標　＝　

性年齢階級別平均労働時間
※1 Σ性・年齢階級別医師数 ×

全医師の平均労働時間

※2

地域の期待受療率 ＝

地域の標準化受療率比 ＝

標準化小児科医師数 ＝

全国の期待受療率

地域の期待受療率※3

Σ （全国の性年齢階級別調整受療率×地域の性年齢階級別年少人口）
※3

地域の年少人口

区分

順位
(降順)

① ②

9,396 9,326 888,464 10.5 - -

369 362 37,939 9.5 32 相対的医師少数都道府県

神戸・三田 138 136 11,026 12.4 60

阪神 103 101 9,883 10.2 98

播磨東 57 55 7,170 7.6 181 相対的医師少数区域

播磨姫路 47 45 7,124 6.3 224 相対的医師少数区域

但馬 9 9 1,224 7.6 180 相対的医師少数区域

丹波 7 7 531 13.4 37

淡路 8 8 981 8.6 150

全国

兵庫県

分娩取扱医師
偏在指標

①／②
×1,000

H29.9月
年間調整後

分娩件数

R2.12.31
分娩取扱
医師数
（人）

標準化
分娩取扱
医師数
（人）

　　周産期医療圏：179～258位（7.6以下）が相対的医師少数区域
※ 都道府県：32～47位（9.5以下）が相対的医師少数都道府県
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○ 本 県 の 小 児 科 医 師 偏 在 指 標 は 47都 道 府 県 中 14位 で あ る （ 上 位 33.3％ に 該 当 ）。

○ 県 内 の 小 児 医 療圏 で は 、 東 播 磨 圏 域が 「 相 対 的 医 師 少 数区 域 」 に 該 当 す る 。

【 表 ３ － 10： 小 児 科医 師 偏 在 指 標 】

※ 小 児 科 医 師偏 在 指 標 の 算 出 に 用い た 基 礎 デ ー タ の 詳細 は 、 県 ホ ー ム ペ ージ で

公 表 す る 。

［ 参 照 URL］https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/ishikakuho_gairaiiryou_keikaku.html

(3) 産 科 ・ 小 児科 に お け る 偏 在 対 策基 準 医 師 数

○ 国 に お い て 、計 画 期 間 終 了 時の 産 科・小 児 科 に お け る 医師 偏 在 指 標 が 、計 画

期 間 開 始 時 の 相 対 的医 師 少 数 区 域 等 の 基準 値（ 下 位33.3％ ）に 達 す る こ と とな

る 医 師 数 を 産 科・小 児 科 に お け る偏 在 対 策 基 準 医 師 数と し て 設 定 さ れ て い る 。

① 産 科

（ 算 出 式 ）

※ 都 道 府 県 ：9.5、 周 産 期 医 療 圏： 7.6

地域の産科における
偏在対策基準医師数

（2026年）
=

分娩取扱医師偏在指標

下位33.3ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ指標値※

（2022年）

×
分娩件数将来推計

(2026年年間分娩件数)

順位
(降順)

① ② ③
④

(②×③)
④

(②×③)

17,634 153.18 1.00 153.18 115.1 -

837 6.85 0.99 6.75 123.9 14

神戸・三田 325 1.97 1.13 2.23 146.0 32

阪神 259 2.11 0.95 2.02 128.1 74

東播磨 84 0.95 0.99 0.95 88.9 218 相対的医師少数区域

北播磨 32 0.31 0.96 0.30 105.1 159

播磨姫路 88 1.05 0.81 0.84 104.6 163

但馬 19 0.19 0.93 0.17 109.0 139

丹波 12 0.12 0.85 0.10 116.9 108

淡路 18 0.14 0.81 0.12 153.7 24

小児科医師
偏在指標

区分

　　小児医療圏：202～303位（92.2以下）が相対的医師少数区域

※ 都道府県：32～47位（108.7以下）が相対的医師少数都道府県

調整後
年少人口
(10万人)

標準化
受療率比

標準化
小児科
医師数
（人）

年少人口
（10万人）

全国

兵庫県
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○ 播 磨 姫 路 圏 域 にお い て 、 計 画 開 始 時の 医 師 数 が 偏 在 対 策基 準 医 師 数 を ２ 名

下 回 っ て い る 。

【 表 ３ － 11： 偏 在 対策 基 準 医 師 数 （ 産 科 ）】

② 小 児 科

（ 算 出 式 ）

※ 都 道 府 県 ：108.7、 小 児 医 療 圏 ：92.2

○ 全 て の 小 児 医 療圏 に お い て 、 計 画 開始 時 の 医 師 数 が 、 偏在 対 策 基 準 医 師 数

を 上 回 っ て い る 。

【 表 ３ － 12： 偏 在 対策 基 準 医 師 数 （ 小 児科 ）】

地域の小児科
偏在対策基準医師数

（2026年）
=

小児科医師偏在指標

下位33.3ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ指標値※

（2022年）

×
地域の推計
年少人口
（2026年）

×
地域の標準化

受療率比
（2026年）

① ② ②-①

全国 10.5 - 9,396 9,326 - - -

兵庫県 9.5 32 369 362 296 - 相対的医師少数都道府県

神戸・三田 12.4 60 138 136 68 -

阪神 10.2 98 103 101 60 -

播磨東 7.6 181 57 55 46 - 相対的医師少数区域

播磨姫路 6.3 224 47 45 47 2 相対的医師少数区域

但馬 7.6 180 9 9 8 - 相対的医師少数区域

丹波 13.4 37 7 7 3 -

淡路 8.6 150 8 8 6 -

順位
(降順)

不足する
医師数
（人）

計画開始時の区分

分娩取扱医師
偏在指標

R2.12.31
分娩取扱
医師数
（人）

標準化
分娩取扱
医師数
（人）

R8偏在
対策基準
医師数
（人）

① ② ②-①

全国 115.1 - 17,997 17,634 - - -

兵庫県 123.9 14 858 837 643 -

神戸・三田 146.0 32 330 325 180 -

阪神 128.1 74 267 259 156 -

東播磨 88.9 218 85 84 79 - 相対的医師少数区域

北播磨 105.1 159 34 32 24 -

播磨姫路 104.6 163 91 88 72 -

但馬 109.0 139 20 19 14 -

丹波 116.9 108 12 12 9 -

淡路 153.7 24 18 18 9 -

順位
(降順)

計画開始時の区分

小児科医師
偏在指標

R2.12.31
小児科
医師数
（人）

標準化
小児科
医師数
（人）

R8偏在
対策基準
医師数
（人）

不足する
医師数
（人）



第６部 医師確保計画

第３章 医師確保計画（産科・小児科）

234

３ 第 ７ 次 医 師 確 保 計 画 （ 産 科 ・ 小 児 科 ） の 評 価

○ 目 標

医 師 全 体 の 医 師 確 保計 画 に お け る 目 標 医師 数（ 164人 ）を 基 に 、医 師 総 数 に 占

め る 構 成 割 合 を 、過 去10年 間 で 最 高 と なる 割 合（ 産 科3.9％ 、小 児 科 5.7％ ）を 上

回 る 割 合（ 産 科 ４ ％、小 児 科 ６ ％ ）に よ り 設 定 し 、産 科 に つい て は ７ 人（ ≒ 164

人 ×４ ％ ）、 小 児 科 に つ い て は10人 （ ≒ 164人 ×６ ％ ） の 医 師 を 確保 す る 。

※ 対 象 と す る 圏 域 は、「 医 師 確 保 対 策 重 点推 進 圏 域 」に 相 当 す る 圏 域 、即 ち 、産

科 は 播 磨 東 、播 磨 姫 路 、但 馬 、丹 波 及 び淡 路 の ５ 圏 域 、小 児 科 は 北 播 磨 、播

磨 姫 路 、 但 馬 、 丹 波及 び 淡 路 の ５ 圏 域

・「 令 和 ４ 年 医 師・ 歯科 医 師 ・薬 剤 師 統 計」の 公 表 時 期 が 遅 れて お り 、現 時 点 で は

令 和 ４ 年 12月 31日 時 点 の 医 療 施 設 従 事 医 師 数 が 把 握 で き な い が 、 令 和 ２ 年 12月

31日 時 点 の「 医 師 確保 対 策 重 点 推 進 圏 域」の 医 師 数 が 、平 成 30年 12月 31日 時 点 と

比 較 し て 136人 増 加 し て い る こ と か ら 、便 宜 上 、目 標 医 師 数 を下 記 の と お り 補正

す る 。

産 科 ： 136×４ ％ ≒ ６ 人 小 児 科 ：136×６ ％ ≒ ９ 人

○ 達 成 状 況

・ 医 師 数 に つ い て 、産 科 は １ 人 の 増 加 、 小 児 科 は ８ 人の 増 加 と な っ て い る

【 図 表 ３ － 13： 医 師 数 （ 医 療 施 設従 事 ） の 推 移 （H30～ R2）】

＜ 産 科 ＞ （ 単 位 ： 人 ） ＜ 小 児 科 ＞ （ 単 位 ： 人 ）

小児医療圏域 H30 R2 増減

1 神戸・三田 288 333 45

2 阪神 242 264 22

3 東播磨 84 85 1

4 北播磨 29 32 3

5 播磨姫路 88 90 2

6 但馬 18 20 2

7 丹波 15 12 ▲3

8 淡路 14 18 4

778 854 76

164 172 8

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

合計

対象圏域

周産期医療圏域 H30 R2 増減

1 神戸・三田 157 183 26

2 阪神 155 153 ▲2

3 播磨東 71 76 5

4 播磨姫路 65 59 ▲6

5 但馬 12 11 ▲1

6 丹波 8 8 0

7 淡路 11 14 3

479 504 25

167 168 1

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」

合計

対象圏域
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４ 医 師 確 保 の 方 針

○ ① 周 産 期 医 療 及び 小 児 医 療 に つ い ては 、保 健 医 療 計 画 上、政 策 的 に 医 療 の 確保

を 図 る べ き も の と し て 位 置 付 け ら れ て い る こ と 、 ② 産 科 ・ 産 婦 人 科 の 医 師 数 は 、

増 加 傾 向 に あ る 医 師全 体 や 他 の 診 療 科 と比 較 し て ほ ぼ 横 ば いで 推 移 し て お り 、ま

た 、小 児 科 の 医 師 数 は、医 師 全 体 や 他 の 診 療科 と 比 較 し て 増 加 割合 が 小 さ い こ と 、

③ 今 後 、高 齢 医 師 の離・退 職 や 、相 対 的に 割 合 が 高 い20～ 30歳 代 の 女 性 医 師 の 妊

娠 、出 産 、育 児 等 の ラ イ フ イ ベ ント 等 も 踏 ま え た 対 応が 必 要 で あ る こ と 等を 踏 ま

え 、 産 科 医 ・ 小 児 科医 の 確 保 を 図 る 必 要が あ る 。

○ よ っ て 、本 県 と し て は こ れ まで の 取 組 等 を 踏 ま え、引 き 続 き 産 科 医・小 児 科医

の 確 保 、周 産 期 医 療・小 児 医 療（ 小 児 救急 を 含 む ）の 提 供 体制 の 充 実・強 化 に 向

け た 施 策・取 組 を 進め 、県 民 が 住 ん でい る 地 域 で 安 心し て 出 産 、子 育 て が で きる

社 会 の 実 現 を 目 指 すこ と と す る 。

○ 相 対 的 医 師 少 数区 域 等

① 外 来 医 療 と 入 院医 療 の 機 能 分 化・連 携 に 留 意 し つつ 、必 要 に 応 じ て、医 療

圏 の 見 直 し や 医 療 圏を 越 え た 連 携 に よ って 、産 科・小 児 科 医 師 の 地 域 偏 在の

解 消 を 図 る こ と を 検討 す る 。

② ① の 対 応 に よ って も な お 相 対 的 医 師少 数 で あ り 、産 科・小 児 科 の 医 師 偏 在

が 解 消 さ れ な い 場 合は 、医 師 を 増 や す（ 確 保 す る）こ と に よっ て 医 師 の 地 域

偏 在 の 解 消 を 図 る 。

③ 短 期 的 な 施 策 とし て 、 医 師 の 派 遣 調整 や 専 攻 医 の 確 保 等を 行 う と と も に 、

医 療 機 関 の 再 編 統 合 を 含 む 集 約 化 等 の 医 療 提 供 体 制 を 効 率 化 す る 施 策 等 を

適 宜 組 み 合 わ せ て 実施 す る 。

④ 産 科 医 師 又 は 小 児 科 医 師 の 養 成 数 を 増 加 さ せ る こ と 等 の 長 期 的 な 施 策 に

つ い て も 適 宜 組 み 合わ せ て 実 施 す る 。

○ 相 対 的 医 師 少 数区 域 等 以 外

そ の 労 働 環 境 に 鑑 みれ ば 、産 科 医 師 又 は小 児 科 医 師 が 不 足 して い る 可 能 性 が

あ る こ と を 踏 ま え 、当 該 医 療 圏 に お け る医 療 提 供 体 制 の 状 況を 鑑 み た 上 で 、医

師 を 増 や す 方 針 を 定め る こ と も 可 能 と する 。

【 参 考 】「 医 師 確 保 計画 策 定 ガ イ ド ラ イ ン 」（ 厚 生 労 働 省 ）
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５ 目 標 医 師 数

○ 地 域 の 実 情 や 医師 の 高 齢 化 が 進 ん でい る 状 況 を 踏 ま え ると 、安 心 し て 妊 娠・出

産 で き る 体 制 を 維 持し て い く た め に は 、引 き 続 き 産 科 医・小 児 科 医 の 確 保が 必 要

で あ る と 考 え ら れ るた め 、計 画 開 始 時の 医 師 数 と 偏 在対 策 基 準 医 師 数 の 多い 方 を

目 標 医 師 数 と し て 設定 す る 。

【 表 ３ － 14： 目 標 医 師 数 （ 産 科 ・ 小 児 科 ）】

○ 計 画 期 間 終 了 時の 産 科 ・ 小 児 科に お け る 医 師 偏 在指 標 が 、計 画 期 間 開 始 時 の

相 対 的 医 師 少 数 区 域等 の 基 準 値 （ 下位 33.3％ ） に 達 す る こと と な る 医 師 数 を産

科 ・ 小 児 科 に お け る偏 在 対 策 基 準 医 師 数と し て 設 定 す る 。

○ な お 、 産 科・ 小 児 科 に お け る偏 在 対 策 基 準 医 師 数は 、 医療 需 要 に 応 じ て 機 械

的 に 算 出 さ れ る 数 値で あ り 、 確保 す べ き 医 師 数 の 目 標で は な い こ と に 留 意が 必

要 で あ る 。

【 参 考 】「 医 師 確 保 計画 策 定 ガ イ ド ラ イ ン 」（ 厚 生 労 働 省 ）

＜産科＞ （単位：人） ＜小児科＞ （単位：人）

計画開始時の
分娩取扱
医師数

偏在対策
医師数

目標医師数
計画開始時の
小児科医師数

偏在対策
医師数

目標医師数

① ②
①・②の大き

い方
① ②

①・②の大き
い方

1 神戸・三田 136 68 136 1 神戸・三田 325 180 325

2 阪神 101 60 101 2 阪神 259 156 259

3 播磨東 55 46 55 3 東播磨 84 79 84

4 播磨姫路 45 47 47 4 北播磨 32 24 32

5 但馬 9 8 9 5 播磨姫路 88 72 88

6 丹波 7 3 7 6 但馬 19 14 19

7 淡路 8 6 8 7 丹波 12 9 12

362 238 364 8 淡路 18 9 18

837 543 837合計

圏域

合計

圏域
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６ 確 保 方 策

県 、 市 町 、 大学 、 医 療 機 関 及 び 関係 団 体 が 一 体 と な った 取 組 を 着 実 に 推 進す る

こ と に よ り 、 周 産 期医 療 及 び 小 児 医 療 （小 児 救 急 を 含 む ） の体 制 の 充 実 の た め に

必 要 な 医 師 の 確 保 を図 り 、 県 民 が 安 心 して 子 ど も を 産 み 育 てら れ る 社 会 の 実 現 を

目 指 す 。

(1) 産 科 医 ・ 小児 科 医 の 確 保 、 医 療人 材 の 資 質 向 上 （ 県 、 大 学 、 関 係団 体 ）

○ 産 科 ・ 小 児 科 に重 点 を 置 い た 臨 床 研修 プ ロ グ ラ ム を 設 定す る 病 院 へ の 募 集

定 員 の 重 点 配 分 ※ や 、「 県 養 成 医 師 」 を 対象 と す る 「 県 養 成 医師 キ ャ リ ア 形 成

プ ロ グ ラ ム 」 を 通 じて 産 科 医 ・ 小 児 科 医と し て の キ ャ リ ア 形成 を 積 極 的 に 支

援 す る な ど 、 周 産 期医 療 に 従 事 す る 意 識の 醸 成 を 図 る 。

○ 各種事業により、産科医・小児科医の処遇改善及び量的確保に努める。

特 定 専 門 医 研 修 資 金貸

与 事 業

産 科 ・ 小 児 科 ・ 救 急・ 総 合 診 療 の 専 門 医の 取 得 を

目 指 す 専 攻 医 を 対 象に 研 修 資 金 を 貸 与 し、 専 門 医

取 得 を 支 援 す る と とも に 、 専 門 医 取 得 後は 地 域 医

療 機 関 に 派 遣

産 科 医 等 確 保 支 援 事業

産 科 医 等 の 処 遇 を 改善 し 、 そ の 確 保 を 図る た め 、

分 娩 手 当 等 を 支 給 する 産 科 医 療 機 関 に 対し 、 そ の

経 費 の 一 部 を 助 成

新 生 児 担 当 小 児 科 医確

保 支 援 事 業

周 産 期 母 子 医 療 セ ンタ ー 等 が 周 産 期 救 急患 者 の 受

入 を 行 う 上 で 不 可 欠な 新 生 児 医 療 を 担 当す る 小 児

科 医 の 確 保 を 支 援 する た め 、 処 遇 改 善 を目 的 と し

て 支 給 さ れ る 手 当 に対 す る 経 費 の 一 部 を助 成

○ 地 域 医 療 機 関 に従 事 す る 医 師 ・ メ ディ カ ル ス タ ッ フ を 対象 と し た 各 種 研 修

等 を 実 施 し 、 医 療 人材 の 資 質 向 上 に 取 り組 む 。

臨 床 技 能 研 修

（ 医 師 対 象 ）

地 域 医 療 活 性 化 セ ンタ ー の シ ミ ュ レ ー ター 機 器 等

を 活 用 し た 研 修 に より 、 若 手 医 師 等 が 診療 現 場 に

お い て 早 期 に 戦 力 とな れ る よ う 支 援 【 基礎 研 修

（ 産 科 急 変 対 応 、 新生 児 蘇 生 ）】

臨 床 技 能 研 修

（ ｺﾒﾃﾞｨｶﾙ対 象 ）

診 療 現 場 に お い て 想定 さ れ る 症 例 や 求 めら れ る 技

能 に 応 じ た 高 度 な 研修 を 実 施 【 周 産 期 医療 （ ﾊｲﾘｽ

ｸ妊 婦 管 理 ｴｷｽﾊﾟｰﾄ助産 師 育 成 ｺｰｽ）】

小 児 救 急 医 療 研 修 小 児 科 専 門 医 以 外 の医 師 を 対 象 と し て 、一 次 小 児

救 急 医 療 に 関 す る 研修 を 実 施 し 、 小 児 救急 医 療 人

材 を 確 保

小児在宅医療人材育成事業 小児在宅医療に係る実技講習会及び講義研修会の開催

○ 「 産 科 医 療 研 究会 」 に お け る 研 究 結果 を 踏 ま え た 実 効 性の あ る 医 師 確 保 対

策 に よ り 、 安 心 し て妊 娠 ・ 出 産 で き る 体制 の 構 築 に 取 組 む 。

※ 令 和 ６ 年 度 臨 床 研 修 医 の 募 集 定 員 に つ い て は 、 神 戸 大 学 医 学 部 附 属 病 院 4 名 (産 科 2､小 児

科 2)、 済 生 会 兵 庫 県 病 院 １ 名 (産 科 1)、 兵 庫 県 立 尼 崎 総 合 医 療 セ ン タ ー 4 名 (産 科 2､小 児 科

2)、 兵 庫 医 科 大 学 病 院 4 名 (産 科 2､小 児 科 2)、 加 古 川 中 央 市 民 病 院 2 名 (産 科 2)を 配 分 。
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(2) 周 産 期 医 療施 設 ネ ッ ト ワ ー ク の充 実 （ 県 、 市 町 、 医療 機 関 、 関 係 団 体 ）

○ 周 産 期 母 子 医 療セ ン タ ー （ 総 合 周 産期 母 子 医 療 セ ン タ ー６ 施 設 、 地 域 周 産

期 母 子 医 療 セ ン タ ー６ 施 設 ） 及 び 地 域 周 産 期 病 院 （ 18施 設 ） の 機 能 を 強 化す

る 。

ま た 、 分 娩 取 扱 医 療機 関 が 減 少 し て い る現 状 の 中 、 地 域 に おい て 正 常 分 娩

か ら ハ イ リ ス ク 妊 産婦 ・ 新 生 児 ま で 対 応可 能 な 周 産 期 医 療 提供 体 制 を 確 保 す

る た め 、 周 産 期 母 子医 療 セ ン タ ー と 各 医療 機 関 と の 連 携 ・ 搬送 体 制 の 強 化 を

検 討 す る 。

施 設 区 分 今 後 の 方 向 性

総合周産期母子医療センター 現 状 の ６ 施 設 を 維 持

地域周産期母子医療センター

現 在 の ６ 施 設 に つ いて 、 機 能 強 化 を 図 ると と

も に 、 協 力 病 院 を 始め と す る 既 存 の 医 療機 関

の 中 か ら 新 た な 認 定を 推 進

地 域 周 産 期 病 院

現 在 の 18施 設 に つ いて 、 機 能 の 充 実 を 図る と

と も に 、 既 存 の 医 療機 関 の 中 か ら 新 た な認 定

を 推 進

地 域 周 産 期 医 療 関 連施

設

周 産 期 母 子 医 療 セ ンタ ー 等 と 連 携 し 、 機能 の

維 持 に 努 め る

〔県内の周産期母子医療センター及び地域周産期病院一覧〕（令和５年４月１日現在）

○ 災 害 時 の 対 応 も念 頭 に 置 い た 連 携 体制 の 強 化 を 図 る た め、 周 産 期 医 療 関 係

者 の ネ ッ ト ワ ー ク 構築 を 推 進 す る 。

周産期
医療圏

総合周産期
母子医療センター

地域周産期
母子医療センター

地域周産期病院

神戸・三田
県立こども病院
神戸市立中央市民病院
神戸大学医学部附属病院

済生会兵庫県病院

甲南医療センター、パルモア病院、
母と子の上田病院、神戸アドベンチスト病院、
なでしこレディースホスピタル、
神戸市立西市民病院、神戸医療センター、
神戸市立西神戸医療センター、三田市民病院

阪神
県立尼崎総合医療センター
兵庫医科大学病院

県立西宮病院
関西労災病院、明和病院、近畿中央病院、
市立伊丹病院

播磨東
加古川中央市民病院
明石医療センター

あさぎり病院

播磨姫路 姫路赤十字病院
姫路聖マリア病院
県立はりま姫路総合医療センター
公立宍粟総合病院

但馬 公立豊岡病院

丹波 県立丹波医療センター

淡路 県立淡路医療センター
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(3) 小 児 医 療 提 供 体制 の 確 保 ・ 充 実 （ 県 、 市 町 、 医 療機 関 、 関 係 団 体 ）

○ 次 に 掲 げる 取 組 に よ り 、 １ 次～ ３ 次 の 小 児 救 急 医療 体 制 の 充 実 を 図 る。

１ 次 小 児 救 急 医 療 体制

の 整 備

・ 住 民 の 利 便 性 の 向上 を 図 る た め 、 １ 次小 児

救 急 医 療 体 制 の 診 療日 及 び 診 療 時 間 等 の充

実 を 図 る 。

・ 郡 市 ご と に １ 次 小児 救 急 医 療 体 制 の 確保 が

困 難 な 地 域 に つ い ては 、 広 域 的 な １ 次 小児

救 急 医 療 機 関 の 整 備を 進 め る 。

２ 次 小 児 救 急 医 療 体制

の 整 備

２ 次 小 児 救 急 医 療 圏域 を 単 位 と し て 、 小児 科

救 急 対 応 病 院 群 輪 番制 等 に よ る ２ 次 小 児救 急

医 療 体 制 の 整 備 を 推進 す る 。

３ 次 小 児 救 急 医 療 体制

の 整 備

・ 小 児 救 命 救 急 セ ンタ ー で あ る 県 立 こ ども 病

院 、 県 立 尼 崎 総 合 医療 セ ン タ ー と と も に、

神 戸 大 学 医 学 部 附 属病 院 、 兵 庫 医 科 大 学病

院 を 小 児 中 核 病 院 と位 置 付 け 、 ３ 次 小 児救

急 医 療 体 制 の 充 実 を図 る 。

・ こ れ ら の 小 児 中 核病 院 が 各 地 域 の 小 児地 域

医 療 セ ン タ ー や 小 児科 救 急 対 応 病 院 群 輪番

制 参 加 病 院 を 支 援 する 体 制 を 整 備 す る 。

(4) 産 科 医 ・ 小児 科 医 の 勤 務 環 境 改善 （ 県 、 市 町 、 医 療機 関 ）

○ 助 産 師 の 活 用 によ る タ ス ク ・ シ ェ アリ ン グ の 推 進 を 図 るた め 、 ア ド バ ン ス

助 産 師 等 、 専 門 的 かつ 質 の 高 い 助 産 師 の確 保 及 び 資 質 向 上 を図 る と と も に 、

助 産 師 が 正 常 産 や 妊産 褥
じょく

婦 ケ ア を 担 う 院 内助 産 、 助 産 師 外 来 の設 置 を 促 進 す

る 。

○ 医 療 機 関 が 行 う勤 務 環 境 改 善 の 取 り 組 み に 対 し て 助 言 等を 行 う こ と で 、 医

師 の 働 き 方 改 革 を 進 め 、 産 科 医 ・小 児 科 医 の 長 時 間 労働 の 是 正 に 取 組 む 。



240



241

【第７部】

外来医療計画



第７部 外来医療計画

第１章 基本的な考え方

242

第７部 外来医療計画

第 １ 章 基 本 的 な考 え 方

１ 外 来 医 療 計 画 策 定 の 背 景 ・ 目 的

外 来 医 療 に つ い て は 、 地 域 で 中 心 的 に 外 来 医 療 を 担 う 診 療 所 の 開 設 状 況 が 都 市

部 に 偏 っ て い た り 、 医 療 機 関 の 連 携 の 取 り 組 み が 地 域 の 個 々 の 医 療 機 関 の 自 主 性

に 委 ね ら れ て い る 等の 状 況 に あ る 。

平 成 30年 ７ 月 に は 、「 医 療 法 及 び 医師 法 の 一 部 を 改 正 する 法 律 」が 成 立 し 、各 都

道 府 県 は 、令 和 元（ 2019）年 度 中 に「 外 来医 療 計 画 」を 策 定 し 、外 来 医 療 機 能 の 偏

在・不 足 等 に 関 する 情 報 の 可 視 化や 、新 規 開 業 希 望 者等 へ の 情 報 提 供、外 来 医 療機

関 間 で の 機 能 分 化 や 連 携 の 方 針 等 に 係 る 協 議 の 推 進 に 取 組 む よ う 求 め ら れ る こ と

と な っ た 。

な お 、外 来 医 療 計画 は 、開 業 規 制 を 行う も の で は な く、個 々の 医 師 の 行 動 変 容 を

促 し 、 偏 在 是 正 に つな げ て い く こ と を 基本 的 な 考 え 方 と し て い る 。

ま た 、 対 象 と な る 診療 所 は 、 無 床 及 び 有床 診 療 所 で あ り 、 歯科 診 療 所 を 除 く 。

区 分 計 画 に 盛 り 込 む 内 容

外 来 医 療 提 供 体 制 の確 保

（ 対 象 ： 診 療 所 ）

・ 外 来 医 療 機 能 の 偏在 ・ 不 足 等 の 可 視 化

・ 診 療 所 の 新 規 開 業希 望 者 に 対 す る 情 報提 供

・ 外 来 医 療 に 関 す る協 議 の 場 の 設 置

医 療 機 器 の 効 率 的 な活 用

（ 対 象 ： 病 院 ・ 診 療所 ）

・ 医 療 機 器 の 配 置 状況 に 関 す る 情 報 提 供

・ 医 療 機 器 の 効 率 的活 用 の た め の 協 議

外 来 医 療 の 機 能 分 化・ 連 携

（ 対 象 ： 病 院 ・ 診 療所 ）
紹 介 受 診 重 点 医 療 機関 の 明 確 化

２ 外 来 医 療 計 画 の 位 置 付 け

外 来 医 療 計 画 は 、「 兵 庫 県 保 健 医 療計 画 」（ 平 成30年 ４ 月 策 定 。以 下 「 保 健 医 療

計 画 」 と い う 。） の 一 部 と し て 策 定す る も の で あ る （ 医療 法 第 30 条 の ４ 第 ２ 項

第 10号 ）。

３ 外 来 医 療 計 画 の 計 画 期 間

外 来 医 療 計 画 の 計 画期 間 は 、 保 健 医 療 計画 の 一 部 と し て 策 定す る も の で あ る こ

と か ら 、 保 健 医 療 計画 全 体 の 見 直 し 時 期と 合 わ せ る た め 、 令和 ２ （ 2020） 年 ４ 月

か ら ４ 年 間 を 最 初 の計 画 期 間 と し た 。 令 和 ６ （2025） 年 度 以降 は 、 外 来 医 療 に 係

る 医 療 提 供 体 制 に つい て は 、 比 較 的 短 期間 に 変 化 し う る こ とか ら 、 ３ 年 ご と に 中

間 見 直 し を 行 う こ とと す る 。
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３年ごと（※）に計画を見直し（ＰＤＣＡサイクルの実施）
（※）令和２(2020)年度からの最初の医師確保計画のみ４年

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

R7
(2025)

R8
(2026)

R9
(2027)

R10
(2028)

R11
(2029)

計画
策定

計画
見直し

計画
見直し

年　　度

兵庫県
保健医療計画

兵庫県
外来医療計画

７回目改定 ８回目改定

最初の計画 １回目改定 ２回目改定



第７部 外来医療計画

第２章 協議の場の設置

244

第 ２ 章 協 議 の 場の 設 置

１ 対 象 区 域 の 設 定

「 外 来 医 療 に係 る 医 療 提 供 体 制 の確 保 に 関 す る ガ イ ドラ イ ン 」（ 令 和 ５ 年 ３ 月 31

日 付 け 医 政 地 発 0331第 ４ 号 及 び 医 政 医 発 0331第 ３ 号 厚 生 労 働 省 医 政 局 地 域 医 療 計

画 課 長 及 び 厚 生 労 働省 医 政 局 医 事 課 長 通知 。以 下「 ガ イ ド ラ イン 」と い う 。) で は 、

２ 次 医 療 圏 そ の 他 の当 該 都 道 府 県 の 知 事が 適 当 と 認 め る 区 域（ 以 下「 対 象 区 域 」と

い う 。）ご と に 、医 療 関 係 者 等 と の協 議 の 場 を 設 け 、外 来 医 療 機 能 の 偏 在・ 不 足等

へ の 対 応 に 関 す る 事項 等 に つ い て 協 議 を行 う こ と と さ れ て いる 。

こ の 協 議 の 場 に つ いて は 、ガ イ ド ラ イ ンに お い て 、外 来 医 師 偏 在 指 標（ 後 述）の

区 域 単 位 と の 関 係 か ら 、 当 面 は ２ 次 医 療 圏 単 位 で 運 営 を 行 う よ う 求 め ら れ て い る

た め 、本 県 で は、保 健 医 療 計 画 で 定め る ２ 次 保 健 医 療 圏 と 同 一の 区 域 を 、外 来 医 療

計 画 に お け る 対 象 区域 と し て 設 定 す る 。

以 下 、対 象 区 域 を 表す 際 に も 、保 健 医 療 計 画 に お け る「 圏 域 」の 呼 称 を 用 い る。

２ 外 来 医 療 計 画 推 進 会 議 の 設 置

(1) 外 来 医 療 計画 推 進 会 議

外 来 医 療 に 係 る 医 療提 供 体 制 の 確 保 に 関す る 事 項 を 協 議 す るた め 、圏 域 ご と

に 設 置 す る 協 議 の 場（ 医 療 法 第 30条 の 18の ４ 。以 下「 協 議 の 場 」と い う 。）に つ

い て は 、原 則 と し て地 域 医 療 構 想 調 整 会議 を 活 用 し 、外 来 医 療 計 画 推 進 会議 を

設 置 す る こ と を 基 本と す る 。

ま た 、外 来 医 療 計 画推 進 会 議 は 、医 療 機 器 の 効 果 的 な活 用 に 係 る 協 議 の 場と

し て も 活 用 す る 。

各 圏 域 の 外 来 医 療 計画 推 進 会 議 で は 、新 規 開 業 者 か らの 届 出 内 容 や 医 療 機器

購 入 者 の 共 同 利 用 計画 の 確 認 等 を 行 い 、会 議 で の 協 議 の 結 果は 兵 庫 県 医 療 審 議

会 地 域 医 療 対 策 部 会に 報 告 す る 。

(2) 地 域 部 会

各 圏 域 にお い て 、 外 来 医 療 に係 る 医 療 提 供 体 制 の確 保 に 関 し 、 地 域 の実 情

を 反 映 し た 協 議 が 行わ れ る よ う 、 外 来 医療 計 画 推 進 会 議 の 下に 、 必 要 に 応 じ

て 地 域 部 会 を 設 置 でき る こ と と す る 。

地 域 部 会 は 、 在 宅 医療 推 進 協 議 会 を 活 用し 、 郡 市 区 医 師 会 の区 域 （ 複 数 を

ま と め た 区 域 も 可 ）で 設 置 す る こ と を 基本 と し 、 設 置 し た 場合 に は 、 地 域 部

会 で の 協 議 結 果 を 外来 医 療 計 画 推 進 会 議に 報 告 す る も の と する 。

な お 、 阪神 圏 域 及 び 播 磨 姫 路圏 域 で は 、 保 健 医 療計 画 に お い て 圏 域 が拡 大

さ れ た 経 緯 を 踏 ま え、 地 域 医 療 構 想 調 整会 議 や そ の 部 会 を 活用 し て 、 阪 神 北

部 及 び 阪 神 南 部 、 中播 磨 地 域 及 び 西 播 磨地 域 を そ れ ぞ れ 区 域と す る 区 域 部 会

を 設 置 す る こ と も 検討 す る 。

ま た 、 医療 機 器 に 関 す る 協 議に つ い て は 、 必 要 に応 じ て 当 該 機 器 を 保有 す

る 医 療 機 関 の 管 理 者、 放 射 線 診 療 の 専 門家 等 で 構 成 さ れ た ワー キ ン グ グ ル ー

プ 等 を 設 置 で き る こと と す る 。
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第 ３ 章 外 来 医 療提 供 体 制の 確 保

１ 現 状 及 び 課 題

(1) 県 ・ 二 次 医療 圏 の 現 状

本 県 の 人 口 は 5,523,627 人（ 令 和 ３ (2021)年 １ 月 １ 日 現 在 ）で 、こ の 人 口 を

100 と し た 場 合 の 将来 人 口（ 指 数 ）は 、令 和 ７（ 2025）年 に 約 96、令 和 22（ 2040）

年 に 約 86 に な る と 推 計 さ れ て お り、 人 口 の 減 少 が 見 込ま れ る 。

ま た 、令 和 ２（ 2020）年 10 月 １ 日 現 在 、本 県 に は 病 院 が 347 施 設 、一 般 診 療

所 が 5,149 施 設 あ り 、 そ れ ぞ れ 57％ 、66％ が 神 戸 ・ 阪 神 圏 域に 集 中 し て い る

（「 兵 庫 県 医 師 確 保 計画 」（ 以 下「 医 師 確 保計 画 」と い う 。）図 表 ２ － １「 本 県 の

基 礎 デ ー タ 」 参 照 ）。

ア 診 療 所 の 現 状

本 県 の 診 療 所 数 は 増加 傾 向 に あ る が 、圏 域 別 に み る と、阪 神 圏 域 で 大 き く増

加 し て い る 一 方 、 丹波 圏 域 ・ 淡 路 圏 域 では 減 少 し て い る 。

ま た 、 播 磨姫 路 圏 域 で は 、中 播 磨 地 域 では 診 療 所 数 が 増 加 する 一 方 、 西播 磨

地 域 で は 減 少 し て おり 、圏 域 内 で も 地 域 によ る 相 違 が 生 じ て いる（ 図 表 １ 参 照 ）。

イ 外 来 受 療 の 状 況

外 来 患 者 数 に つ い ては 、 人 口 10 万 人 あ た り の 外 来 患 者延 べ 数 の 状 況 を 見る

と 、圏 域 別 で は 、患 者が 多 い 地 域 は 、神 戸・東 播 磨 圏 域 、患 者 が少 な い 地 域 は 、

但 馬 ・ 丹 波 圏 域 で ある （ 図 表 ２ 参 照 ）。

ウ 診 療 所 で 勤 務 する 医 師 の 現 状

医 師 の 平 均 年 齢 に つい て は 、 男 性 は 年 々上 昇 傾 向 に あ り 、 女性 は 平 成 30 年

（ 2018） か ら 令 和 ２ （ 2020） 年 に か け て わ ず か に 下 落 し て い る が 、 全 体 と し て

は 高 齢 化 が 進 ん で い る 。（「 医 師 確 保 計 画 」 図 表 ２ － ４ 「 本 県 の 医 師 （ 医 療 施 設

従 事 ） の 平 均 年 齢 の推 移 」 参 照 ）。

【 図 表 １ ： 診 療 所 の推 移 】

〔 出 典 〕 厚 生 労 働 省「 医 療 施 設 調 査 」

平成26年 平成28年 平成30年 令和2年
増減

(R2-H26)
4,983 5,033 5,071 5,149 166
1,566 1,570 1,582 1,597 31
1,714 1,740 1,757 1,808 94

 阪神南 1,125 1,147 1,146 1,182 57
 阪神北 589 593 611 626 37

525 537 544 544 19
203 206 208 217 14
613 614 619 623 10

 中播磨 426 432 443 445 19
 ⻄播磨 187 182 176 178 △9

138 143 144 145 7
84 83 82 82 △2

140 40 135 133 △7

播磨姫路

但⾺
丹波
淡路

圏域

兵庫県
神⼾
阪神

東播磨
北播磨
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【 図 表 ２ ： 外 来 患 者数 】

［ 出 典 ］Ｎ Ｄ Ｂ(レ セ プ ト 情 報・特 定 健 診等 情 報 デ ー タ ベ ー ス)の 平 成 31年 4月 か

ら 令 和 2年 3月 ま で の診 療 分 デ ー タ （12か 月 ） に 基 づ き抽 出 ・ 集 計 し た も の

(2) 外 来 医 療 機 能 の偏 在

こ れ ま で 、地 域 ご との 医 師 数 の 比 較 に は人 口 10万 人 対 医 師 数が 一 般 的 に 用 い

ら れ て き た が 、こ れ は 、地 域 ご と の 医 療 ニ ーズ や 人 口 構 成 等 を 反映 し て お ら ず 、

医 師 数 の 多 寡 を 統 一 的 ・ 客 観 的 に 把 握 す る た め の 「 も の さ し 」 と し て の 役 割 を

十 分 に 果 た し て い ない と の 課 題 が 指 摘 され て い た 。

こ の た め 、 国 に お いて 、 全 国 ベ ー ス で 医師 の 多 寡 を 統 一 的 ・客 観 的 に 比 較 ・

評 価 す る 指 標 と し て、 次 の ５ 要 素 を 考 慮し た 「 医 師 偏 在 指 標」 が 設 定 さ れ た 。

① 医 療 需 要 （ ニ ー ズ） 及 び 人 口 ・ 人 口 構成 と そ の 変 化 ② 患 者 の 流 出 入 等

③ へ き 地 等 の 地 理 的条 件 ④ 医 師 の 性 別・ 年 齢 分 布

⑤ 医 師 偏 在 の 種 別 （区 域 、 診 療 科 、 入 院・ 外 来 の 別 ）

外 来 医 療 機 能 の 偏 在等 の 可 視 化 に 当 た って は 、外 来 医 療 の サー ビ ス の 提 供 主

体 は 医 師 で あ る こ と か ら 、 外 来 医 療 に 関 す る 指 標 と し て 医 師 数 に 基 づ く 指 標 を

算 出 す る こ と と さ れ 、 厚 生 労 働 省 に お い て 、 上 記 の 医 師 偏 在 指 標 と 同 様 に ５ つ

の 要 素 を 勘 案 し た 人 口 10万 人 対 診 療 所 医 師 数 が 設 定 さ れ た （ 以 下 「 外 来 医 師 偏

在 指 標 」 と い う 。）。

ガ イ ド ラ イ ン で は、外 来 医 師 偏 在 指 標 の値 が 全 国 の ２ 次 医 療圏（ 335医 療 圏 ）

の 中 で 上 位 33.3％ に 該 当 す る ２ 次医 療 圏 を 「 外 来 医 師多 数 区 域 」 と す る 。

本 県 の 外 来 医 師 偏 在 指 標 の 状 況 は 図 表 ３ の と お り で 、 神 戸 圏 域 、 阪 神 圏 域 、

淡 路 圏 域 が 外 来 医 師多 数 区 域 と な る 。

な お 、 外 来 医 師 偏 在 指 標 は 、 医 師 の 絶 対 的 な 充 足 状 況 を 示 す も の で は な く 、

あ く ま で も 相 対 的 な 偏 在 の 状 況 を 表 す も の と さ れ て い る こ と に 留 意 が 必 要 で あ

る 。

⼈⼝（10万⼈）

住基⼈⼝
通院外来患者延数

（病院）
通院外来患者延数
（⼀般診療所）

病院 ⼀般診療所 合計

 全国 1,266.5 30,683,251 95,239,580 24,226 75,197 99,423
兵庫県 55.2 1,269,632 4,602,102 22,984 83,311 106,294
神⼾ 15.3 395,564 1,332,125 25,906 87,241 113,147
阪神 17.8 314,762 1,548,602 17,710 87,130 104,840

東播磨 7.2 175,908 617,541 24,334 85,426 109,760
北播磨 2.7 74,045 191,725 27,578 71,407 98,985

播磨姫路 8.3 205,003 630,468 24,742 76,093 100,835
但⾺ 1.6 40,151 110,324 24,581 67,541 92,122
丹波 1.0 24,303 69,520 23,349 66,790 90,139
淡路 1.3 39,896 101,798 30,140 76,905 107,044

通院外来患者延数（回/⽉）
圏域

⼈⼝10万⼈あたりの外来患者数
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【 図 表 ３ ： 外 来 医 師偏 在 指 標 等 】

外 来 医 師 偏 在 指 標 外 来 医 師

多 数 区 域
全 国 順 位

全 国 112.2 －

２
次
医
療
圏

神 戸 138.9 20 位 ○

阪 神 131.3 29 位 ○

東 播 磨 103.9 143 位

北 播 磨 104.0 142 位

播 磨 姫 路 103.0 151 位

但 馬 106.6 124 位

丹 波 100.2 162 位

淡 路 116.8 70 位 ○

※ 外 来 医 師 偏 在 指 標の 考 え 方 に つ い て は県 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/gairaiiryoukeikaku.html

(3) 各 圏 域 に おけ る 外 来 医 療 の 提 供状 況 と 課 題

ア 初 期 救 急 医療

初 期 救 急 医 療 に つ いて は 、休 日 及 び 夜 間に お け る 軽 症 の 救 急患 者 に 対 応 す る

１ 次 救 急 医 療 機 関 を 確 保 す る た め 、 県 下 を 41地 区 に 分 け て 、 休 日 夜 間 急 患 セ ン

タ ー （ 25機 関 ） や 在 宅 当 番 医 制 （ 17地 区 ） に よ り 対 応 す る こ と と し て い る が 、

特 に 休 日 の 夜 間 帯 に つ い て 対 応 す る 医 療 機 関 を 確 保 で き て い な い 地 区 も 多 く 、

北 播 磨 圏 域 や 西 播 磨地 域 で は こ の 傾 向 が目 立 っ て い る （ 図 表４ 参 照 ）。

イ 在 宅 医 療

県 は 、保 健 医 療 計 画に 基 づ き 、訪 問 診 療を 実 施 す る 医 療 機 関や 訪 問 看 護 ス テ

ー シ ョ ン の 増 加 ・ 規 模 拡 大 、 急 変 時 の 後 方 支 援 体 制 の 充 実 等 に 努 め て い る （ 図

表 ５ 参 照 ）。保 健 医 療計 画 で は 、訪 問 診 療を 実 施 す る 医 療 機 関や 在 宅 療 養 支 援 病

院 ・ 診 療 所 、 24時 間 対 応 体 制 加 算 の 届 出 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 数 等 に つ い て 、

2017年 か ら 2025年 に か け て 増 大 する 目 標 を 設 定 し て いる （ 154頁 参 照 ）。

現 在 、在 宅 医 療 を 支え る 県 内 の 医 療 資 源は 着 実 に 増 加 し て いる が 、患 者 の 高

齢 化 の 進 行 に 伴 い 、在 宅 医 療 の 需 要 は 高ま る 傾 向 で あ る 。

ウ 産 科 医 療

県 内 の 医 療 施 設 従 事医 師 数 は 、 全体 と し て も 、ま た 、 多く の 診 療 科 に お いて

も 増 加 傾 向 に あ る 中 、 産 科 ・ 産 婦 人 科 に お い て は 、 減 少 傾 向 か ら 増 加 傾 向 に 転

じ て は い る も の の 、 ほ ぼ 横 ば い で 推 移 し て お り 、 他 の 診 療 科 と の 格 差 が 顕 著 と

な っ て い る （ 医 師 確 保 計 画 の 図 表 ２ － ７ 「 本 県 の 診 療 科 別 医 師 数 の 推 移 」 及 び

図 表 ３ － １「 医 療 施 設 従 事 医 師 数（ 産 科・産 婦 人 科 及 び 小 児 科）の 推 移 」参 照 ）。

ま た 、 少 子化 に よ る 分 娩 件 数 の 減少 や 、産 科 医 の 確 保 が 困 難と な っ た こ と 等

を 事 由 と し て 、 分 娩 の 取 扱 い を 休 止 す る 医 療 機 関 が 相 次 い で お り 、 産 科 医 の 確

保 は 全 県 的 な 課 題 と な っ て い る （ 医 師 確 保 計 画 の 図 表 ３ － ７ 「 分 娩 取 扱 医 療 機

関 数 の 推 移 」 参 照 ）。
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エ 小 児 科 医 療

地 域 の 小 児 救 急 医 療体 制 に つ い て は 、休 日 及 び 夜 間 にお け る ２ 次 小 児 救 急患

者 に 対 し て 、 小 児 科 救 急 対 応 病 院 群 輪 番 制 に よ り 対 応 し 、 小 児 救 急 医 療 電 話 相

談 窓 口 を 各 圏 域 に 設置 し て い る 。

県 内 の 医 療 施 設 従 事医 師 数 は 、全 体 と し て も 、ま た 、多 く の診 療 科 に お い て

も 増 加 傾 向 に あ る 中 、 小 児 科 に お い て も 増 加 傾 向 に は あ る も の の 、 相 対 的 に 増

加 割 合 が 少 な い 状 況 と な っ て い る （ 医 師 確 保 計 画 の 図 表 ２ － ７ 「 本 県 の 診 療 科

別 医 師 数 の 推 移 」 及 び 図 表 ３ － １ 「 医 療 施 設 従 事 医 師 数 （ 産 科 ・ 産 婦 人 科 及 び

小 児 科 ） の 推 移 」 参照 ）。

オ 公 衆 衛 生 （学 校 医 、 産 業 医 、 予防 接 種 、 健 診 ）

地 域 の 医 師 会 が 学 校医 の 推 薦 を 行 っ た り、市 町 か ら 委 託 を 受け て 予 防 接 種 や

健 診 を 行 う な ど 、 公 衆 衛 生 に 係 る 医 療 の 提 供 に つ い て は 、 地 域 の 医 師 会 が 重 要

な 役 割 を 果 た し て いる 。

カ 介 護 認 定

要 介 護 認 定 の 審 査 判 定 業 務 を 実 施 す る た め 市 町 に 設 置 さ れ る 介 護 認 定 審 査

会（ 介 護 保 険 法（ 平 成 ９ 年 法 律 第123号 ）第 14条 ）の 委 員 は 、保 健 医 療 福 祉 に 関

す る 学 識 経 験 者 の 中 か ら 市 町 村 長 が 任 命 す る こ と と さ れ て お り 、 地 域 の 医 師 会

の 推 薦 等 に 基 づ い て医 師 が 参 加 し て い る。

医 師 の 高 齢 化 や 認 定件 数 の 増 加 に 伴 い 、出 務 す る 医 師 の 確 保が 課 題 と な っ て

い る （ 図 表 ６ 参 照 ）。
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【 図 表 ４ ： 初 期 救 急医 療 体 制 （ 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 ）】

２次保健医
療圏域

地 区 名
在宅

当番医制
神 ⼾ 神⼾市

三⽥市
尼崎市 ◎
⻄宮市 ◎
芦屋市 ◎
伊丹市 ○ ◎
川⻄市・川辺郡 ○
宝塚市 ○
明⽯市 ○
加古川市・加古郡 ○
⾼砂市 ○
⻄脇市・多可郡
三⽊市 ○
⼩野市・加東市 ○
加⻄市 ○
姫路市 ○
姫路市（旧家島町） ○
神崎郡 ○
たつの市・揖保郡
宍栗市 ○
佐⽤郡 ○
相⽣市 ○
⾚穂市 ○
⾚穂郡 ○
養⽗市
朝来市
美⽅郡
豊岡市
丹波篠⼭市
丹波市
洲本市
淡路市
南あわじ市

8圏域 17地区
○は、毎休⽇に救急体制を実施    ◎は、毎休⽇・毎夜間に救急体制を実施

休⽇夜間
急患センター

◎（5箇所）

◎
◎

◎

○
○
○

（⼩児科を
広域で対応）

但 ⾺

丹 波

淡 路

○

25機関

○
○

公⽴病院等で対応

◎

北播磨

東播磨

○

阪 神

播磨姫路
○

○

◎
◎

○
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【 図 表 ５ ： 在 宅 医 療提 供 体 制 】

【 図 表 ６ ： 要 介 護 認定 者 数 の 推 移 】

資 料：兵 庫 県 老 人福 祉 計 画（ 第 ８ 期 介 護保 険 事 業 支 援 計 画 ）（ 令 和 ３ 年 ３ 月）

２ 推 進 方 策

(1) 新 規 開 業 者 等 への 外 来 医 療 提 供 体 制の 確 保 に 関 す る 情 報の 提 供 （ 県 ）

県 は 、 ２ 次 保 健 医 療圏 ご と の 外 来 医 師 偏在 指 標 及 び 外 来 医 師多 数 区 域 の 設

定 状 況 、 医 療 機 関 のマ ッ ピ ン グ に 関 す る情 報 、 各 圏 域 で 不 足す る 医 療 機 能 等

の 情 報 を 、 新 規 開 業希 望 者 が 事 前 に 把 握し 、 自 主 的 な 経 営 判断 を 行 う に 当 た

っ て 有 益 な 情 報 と して 参 照 で き る よ う 、様 々 な 機 会 を 捉 え て周 知 に 努 め る 。

具 体 的 に は 、 県 ホ ーム ペ ー ジ 等 に 掲 載 する ほ か 、 個 別 の 新 規開 業 希 望 者 に

対 す る 対 応 と し て 、開 業 に 当 た っ て の 事前 相 談 の 機 会 や 新 規開 業 希 望 者 が 開

設 届 等 の 様 式 を 入 手す る 機 会 に 、 開 業 する 場 所 に 係 る 外 来 医師 偏 在 指 標 の 状

況 や 不 足 す る 医 療 機能 等 の 情 報 を 提 供 する 。

(2) 地 域 で 不 足 する 外 来 医 療 機 能 に 関す る 協 議 （ 県 ・ 医 療機 関 ・ 関 係 団 体 ）

地 域 ご とに 外 来 医 療 の 提 供 状況 に つ い て 把 握 し 、限 ら れ た 医 療 資 源 を有 効

に 活 用 す る た め に 、協 議 の 場 で 検 討 す る必 要 が あ る 。

在宅医療⽀
援診療所・
病院※1

地域包括ケ
ア病床を有
する病院※1

在宅療養後
⽅⽀援病院
※1

地域医療⽀
援病院※2

在宅療養⽀
援⻭科診療
所※1

在宅患者訪問
薬剤管理指導
届出薬局※1

24時間対応訪
問看護ステー
ション※3

機能強化型訪
問看護ステー
ション※3

9圏域 345 47 6 13 150 761 263 13
阪神南 3圏域 251 21 4 4 83 500 163 10
阪神北 4圏域 132 8 3 5 61 301 118 8

3圏域 91 12 3 5 65 307 93 4
4圏域 51 10 1 2 32 133 31 3

中播磨 2圏域 75 19 2 5 36 258 89 5
⻄播磨 6圏域 32 10 2 1 18 104 34 3

4圏域 35 6 0 2 14 73 16 1
2圏域 15 4 2 1 11 52 7 1
3圏域 34 4 1 1 8 66 16 1
40圏域 1,061 141 24 39 478 2,555 830 49
40圏域 954 140 17 37 673 2,349 605 36

※1 施設基準等届出状況（近畿厚⽣局）（R5.7⽉時点）  ※2 地域医療⽀援病院認定数（R5.10⽉時点）
※3 施設基準等届出状況（近畿厚⽣局）（R5.4⽉時点）

参考（H31.4時点）
合計

在宅医療
圏域

2次保健
医療圏域

在宅医療提供状況

阪神

播磨姫路

神⼾

東播磨
北播磨

但⾺
丹波
淡路
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ま た 、 地 域 で 不 足 する 医 療 機 能 等 を 担 うこ と に 対 す る 考 え 方を 確 認 す る た

め 、 新 た に 診 療 所 を開 設 す る 者 に 対 し 、以 下 の 項 目 を 記 載 する 「 外 来 医 療 機

能 に 係 る 報 告 」（ 以 下 こ の 節 で 「 報告 」 と い う 。） を 作 成 し 、 遅く と も 診 療 所

開 設 届 又 は 診 療 所 開設 許 可 申 請 書 の 提 出時 ま で に 届 け 出 る こと を 求 め 、 そ の

内 容 を 、 外 来 医 療 計画 推 進 会 議 又 は そ の地 域 部 会 （ 以 下 「 外来 医 療 計 画 推 進

会 議 等 」 と い う 。） で 確 認 す る こ とと す る 。

な お 、 個 々 の 医 師 の行 動 変 容 を 促 す 上 での 課 題 等 を 把 握 す るた め 、 外 来 医

師 多 数 区 域 で は 、 地域 で 不 足 す る 医 療 機能 等 を 提 供 す る 意 向の 無 い 新 規 開 業

者 に 対 し 、 外 来 医 療計 画 推 進 会 議 等 へ の出 席 を 求 め 、 意 見 聴取 等 を 行 う こ と

が で き る こ と と す る。

「 外 来 医 療 機 能 に 係る 報 告 」 の 記 載 事 項

① 診 療 所 の 名 称

② 診 療 所 の 所 在 地

③ 診 療 時 間

④ 診 療 科 目

⑤ 管 理 者

⑥ 開 設 の 目 的 及 び 維持 の 方 法

⑦ 医 師 （ 歯 科 医 師 ）、 薬 剤 師 、 看 護 師 （准 看 護 師 ） な ど の 従事 者 の 定 員

⑧ 圏 域 で 不 足 す る 医療 機 能 等 の う ち 提 供を 予 定 す る も の

（ 初 期 救 急 医 療 、在 宅 医 療 、 産 科 医 療、 小 児 科 医 療 、 公 衆衛 生 、 介 護 認 定 等 ）

⑨ 圏 域 で 不 足 す る 医療 機 能 等 を 提 供 し ない 場 合 、 そ の 理 由

⑩ 兵 庫 県 外 来 医 療 計画 の 確 認 の 有 無

３ 目 標 設 定

目 標 現 状 値 目 標 値

各 圏 域 の 外 来 医 療 計画 推 進 会 議 の 開 催 数 年 １ 回 年 １ 回

診 療 所

開 設 届

等 と 共 通
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第 ４ 章 医 療 機 器の 効 率 的な 活 用

１ 現 状 及 び 課 題

(1) 医 療 機 器 の 保 有状 況

ガ イ ド ラ イ ン で は 、配 置 状 況 等 を 指 標 によ り 可 視 化 す る 医 療機 器 と し て 、 ①

Ｃ Ｔ 、② Ｍ Ｒ Ｉ 、③ Ｐ Ｅ Ｔ 、④ 放 射 線 治療 (リ ニ ア ッ ク 及 び ガン マ ナ イ フ )並 び

に ⑤ マ ン モ グ ラ フ ィが 挙 げ ら れ て い る 。

本 県 も 、 こ れ ら の 医療 機 器 を 外 来 医 療 計画 の 対 象 と し て 取 組を 進 め る （ 以 下

こ の ５ 種 類 の 医 療 機器 を 「 対 象 医 療 機 器」 と い う 。）。

な お 、 対 象 医 療 機 器の う ち 、 Ｃ Ｔ 検 査 やＭ Ｒ Ｉ が 24時 間 実 施可 能 で あ る こ と

は 、脳 卒 中 や 心 血 管疾 患 の 急 性 期 医 療 を担 う 医 療 機 関 の 選 定条 件 と な っ て い る。

ま た 、Ｐ Ｅ Ｔ、放 射 線 治 療 器（ リ ニ ア ック 及 び ガ ン マ ナ イ フ ）、マ ン モ グ ラ フ ィ

に つ い て は 、が ん の発 見 及 び が ん 治 療 に有 効 な 医 療 機 器 で あり 、こ れ ら の 医 療

機 器 を 保 有 す る 医 療機 関 は 、脳 ・心 血 管 疾 患 や が ん 対策 で 役 割 を 果 た す こと が

期 待 さ れ る 。

県 内 で の 対 象 医 療 機器 の 保 有 状 況 は 図 表７ の と お り で 、 但 馬圏 域 、 丹 波 圏 域

に は Ｐ Ｅ Ｔ が 設 置 され て い な い 。

な お 、 対 象 医 療 機 器の 保 有 施 設 の 所 在 地マ ッ プ 及 び 保 有 状 況に つ い て は 、 県

の ホ ー ム ペ ー ジ に おい て 掲 載 し て い る 。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/gairaiiryoukeikaku.html

〔 参 考 〕 医 療 機 器 の役 割 等

医 療 機 器 役 割 等

Ｐ Ｅ Ｔ

Positron Emission Tomography（ ポ ジ ト ロン 断 層 撮 影 法 ） の略 。 腫

瘍 の 活 動 性 や 悪 性 度、転 移・再 発 巣 の 有無 、治 療 効 果 の 判 定な ど に

有 効 な 画 像 診 断 法 。ポ ジ ト ロ ン（ 陽 電 子 ）を 放 出 す る 核 種 で標 識 し

た 薬 剤 を 静 脈 注 射 又 は 吸 入 し 、 体 内 の 分布 を 経 時 観 察 す る

リ ニ ア ッ ク 高 エ ネ ル ギ ー 放 射 線発 生 装 置 。現 在 の 放射 線 に よ る が ん 治 療の 主 流

ガ ン マ ナ イ フ
脳 腫 瘍 な ど の 放 射 線治 療 法 。多 方 向 か ら高 線 量 の コ バ ル ト 60の ガ ン

マ 線 を 患 者 の 一 点 に集 中 的 に 照 射 し 、 病巣 部 だ け を 破 壊 す るも の

マ ン モ グ ラ フ ィ

乳 房 専 用 の 撮 影 装 置を 用 い 、乳 房 を そ れぞ れ 上 下 や 左 右 か ら板 で 挟

み 、圧 迫 し た 状 態 でＸ 線 撮 影 を 行 う も の。視 触 診 や 超 音 波 で見 つ け

る こ と が 難 し い 、早 期 が ん や し こり の で き な い が ん に比 較 的 有 効 で

あ る

(2) 医 療 機 器 の 配置 状 況 に 関 す る 指 標

厚 生 労 働 省 は 、地 域 の 医 療 機 器 の ニー ズ を 踏 ま え て 地 域ご と の 医 療 機 器 の配

置 状 況 を 医 療 機 器 の項 目 ご と に 可 視 化 する た め 、医 療 機 器 の 項目 ご と 及 び 地 域

ご と に 性 ・ 年 齢 構 成を 調 整 し た 人 口 当 たり 機 器 数 を 用 い て 指標 を 作 成 し た 。

人 口 当 た り の 医 療 機 器 台 数 に は 地 域 差 が あ り 、 医 療 機 器 ご と に 地 域 差 の 状
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況 は 異 な っ て い る （ 図 表 ７ 参 照 ）。

今 後 、人 口 減 少 が見 込 ま れ る 中、医 療 機器 の 配 置 状 況 の 可 視化 や 新 規 購 入 者

へ の 情 報 提 供 を 有 効 に 活 用 し な が ら 、 医 療 機 器 に つ い て 共 同 利 用 の 推 進 等 に

よ っ て 効 率 的 に 活 用し て い く こ と が 求 めら れ て い る 。

【 図 表 ７ ： 医 療 機 器の 保 有 台 数 ・ 配 置 状況 に 関 す る 指 標 の 状況 （ ２ 次 医 療 圏 別 ）】

※ 機 器 の 保 有 状 況 を確 認 の 上 、放 射 線 治療 機 に つ い て 厚 生 労働 省 提 供 数 値（ 令 和２

年 度 医 療 施 設 調 査 等に 基 づ く 数 値 ） を 一部 補 正

※ 医 療 機 器 の 調 整 人口 当 た り 台 数 の 考 え方 に つ い て は 、 県 のホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/gairaiiryoukeikaku.html

２ 共 同 利 用 の 方 針

対 象 医 療 機 器 を 新 規購 入 す る 場 合 に は、医 療 機 関（ 病 院 及 び診 療 所 を い う 。以 下

同 じ ）に お い て 共 同利 用 計 画 を 作 成 し 、外 来 医 療 計 画 推 進 会議 等 で 計 画 の 確 認 を受

け る こ と を 、 全 て の圏 域 に 共 通 の 「 共 同利 用 の 方 針 」 と し て定 め る 。

な お 、「 共 同 利 用 」に は 、連 携 先 の 病 院 又は 診 療 所 か ら 紹 介 され た 患 者 の た め に

利 用 さ れ る 場 合 を 含む 。 ま た 、「 新 規 購 入」 に は、 新 設 のほ か 、増 設 や 更 新 、リ ー

ス に よ り 新 た に 調 達す る 場 合 を 含 む 。

３ 推 進 方 策

(1) 医 療 機 器 の 配置 状 況 等 に 関 す る 情報 提 供 （ 県 ）

対 象 医 療 機 器 の 効 率 的 な 利 用 を 促 進 す る た め に は 、 当 該 医 療 機 器 の 購 入 を

検 討 す る 医 療 機 関 が、近 隣 の 医 療 機 関 で の当 該 医 療 機 器 の 保 有状 況 や 共 同 利 用

の 状 況 等 を 事 前 に 把握 で き る 環 境 を 整 える こ と が 重 要 で あ る。

こ の た め 、医 療 機 器の 配 置 状 況 に 関 す る指 標 の ほ か 、病 床 機能 報 告 や 医 療 機

能 情 報 提 供 制 度 等 を適 宜 活 用 し な が ら、医 療 機 器 の 保 有状 況 等 を 県 ホ ー ム ペー

ジ へ の 掲 載 等 に よ り提 供 す る 。

調整⼈⼝
あたり台数

実台数
調整⼈⼝
あたり台数

実台数
調整⼈⼝
あたり台数

実台数
調整⼈⼝
あたり台数

実台数
調整⼈⼝
あたり台数

実台数

11.5 14,595 5.7 7,240 0.5 594 3.4 4,261 0.8 1,044

11.0 612 5.2 290 0.5 26 3.2 179 0.7 40

神⼾ 11.0 169 4.9 75 0.6 9 3.5 55 0.6 9

阪神 10.2 177 4.5 78 0.3 5 2.6 48 0.8 14

東播磨 10.4 73 6.6 47 0.4 3 3.0 22 0.7 5

北播磨 12.7 37 4.2 12 0.3 1 3.8 10 0.7 2

播磨姫路 13.0 109 6.8 57 0.7 6 3.3 27 0.7 6

但⾺ 12.5 24 3.3 6 0.0 0 3.7 6 1.0 2

丹波 8.4 10 5.2 6 0.0 0 2.0 2 0.8 1

淡路 8.3 13 6.0 9 1.3 2 6.8 9 0.6 1

全国

兵庫県

圏
域

CT MRI PET マンモグラフィー
放射線治療器
（体外照射）
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ま た 、共 同 利 用 の実 施 状 況 や、 医 療 機 器を 有 す る 医 療 機 関 の５ 疾 病・６ 事

業 及 び 在 宅 医 療 に おけ る 役 割 等 も 合 わ せて 情 報 提 供 す る こ とを 検 討 す る 。

(2) 医 療 機 器を 新 規 購 入 す る 医 療機 関 の「 共 同 利 用 計画 」の 確 認（ 県・医 療 機 関・

関 係 団 体 ）

医 療 機 器 の 効 率 的 な 活 用 を 進 め る た め 、 対 象 医 療 機 器 を 新 規 購 入 す る 医 療

機 関 に 対 し 、遅 く とも 医 療 機 器 設 置 届 の提 出 時 ま で に 、以 下の 項 目 を 記 載 す る

「 共 同 利 用 計 画 」（ 以 下 こ の 節 で「 計 画 」と い う 。）を 提 出 す る こと を 求 め 、 そ

の 内 容 を 、 外 来 医 療計 画 推 進 会 議 等 で 確認 す る 。

外 来 医 療 計 画 推 進 会議 等 は 、必 要 に 応 じ 、計 画 を 届 け 出 た 医 療機 関 か ら 、具

体 的 な 共 同 利 用 の 取組 等 に つ い て 意 見 聴取 を 行 う こ と が で きる こ と と す る 。

ま た 、医 療 機 関 に は、計 画 の 実 施 状 況 につ い て 、毎 年 度 、届 出 を 行 う こ とを

求 め 、 定 期 的 に 外 来医 療 計 画 推 進 会 議 等に お い て 確 認 す る 。

「 共 同 利 用 計 画 」 の記 載 事 項

① 医 療 機 関 の 名 称

② 購 入 す る 医 療 機 器の 種 類

③ 購 入 す る 医 療 機 器の 製 作 者 及 び 形 式

④ 購 入 す る 医 療 機 器の 設 置 日

⑤ 共 同 利 用 の 相 手 （予 め 登 録 し た 医 療 機関 等 ）

⑥ 共 同 利 用 の 方 法

（ 紹 介 患 者 へ の 検 査・ 治 療 の 実 施 、 医 師が 来 院 し て 設 備 を 利用 等 ）

⑦ ５ 疾 病 ・ ６ 事 業 及 び 在 宅 医 療に お け る 役 割

⑧ 保 守 、 整 備 の 実 施に 関 す る 方 針

⑨ 兵 庫 県 外 来 医 療 計画 の 確 認 の 有 無

(3) 医 療 機 器 の 稼働 状 況 に つ い て （ 医 療 機 関 ）

地 域 の 医療 資 源 を 可 視 化 す る観 点 か ら 、 令 和 ５ 年４ 月 １ 日 以 降 に 、 医療 機

器 を 新 規 購 入 し た 医療 機 関 に 対 し て 、 医療 機 器 の 稼 働 状 況 につ い て 都 道 府 県

へ の 報 告 を 求 め る こと と す る 。

な お 、 外 来 機 能 報 告対 象 医 療 機 関 は 、 外来 機 能 報 告 に よ る 報告 を も っ て 、

当 該 利 用 件 数 の 報 告に 替 え る こ と が で きる も の と す る 。

診 療 用 エ ッ ク ス 線 装 置 備

付 届 等 と 共 通
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第 ５ 章 外 来 医 療の 機 能 分 化 ･連 携

１ 外 来 機 能 報 告

患 者 の 医 療 機 関 の選 択 に 当 た り 、 外 来機 能 の 情 報 が 十 分 得ら れ ず 、 ま た 、 患 者

に い わ ゆ る 大 病 院 志向 が あ る 中 、 一 部 の医 療 機 関 に 外 来 患 者が 集 中 し 、 患 者 の 待

ち 時 間 や 勤 務 医 の 外来 負 担 等 の 課 題 が 生じ て い る 。

令 和 ３ (2021)年 ５ 月 「 良 質 か つ 適 切 な 医療 を 効 率 的 に 提 供 する 体 制 の 確 保 を 推

進 す る た め の 医 療 法等 の 一 部 を 改 正 す る法 律 」（ 令 和 ３ 年 法 律第 49 号 ） に よ り 、

地 域 の 医 療 機 関 の 外来 機 能 の 明 確 化 ・ 連携 の 推 進 に 向 け て 、デ ー タ に 基 づ く 議 論

を 地 域 で 進 め る た め、 医 療 機 関 の 管 理 者が 外 来 医 療 の 実 施 状況 等 を 都 道 府 県 知 事

に 報 告 す る 外 来 機 能報 告 等 が 医 療 法 に 位 置 付 け ら れ た （ 令 和４ (2022)年 ４ 月 １ 日

施 行 ）。

さ ら に 、 患 者 の 流 れの 円 滑 化 を 図 る た め、 医 療 資 源 を 重 点 的に 活 用 す る 外 来 の

機 能 に 着 目 し て 、 紹 介 患 者 へ の 外来 を 基 本 と す る 医 療機 関 （ 紹 介 受 診 重 点 医 療 機

関 ） を 明 確 化 す る こと と な っ た 。

本 県 で は 、 紹 介 受 診重 点 医 療 機 関 の 機 能・ 役 割 も 踏 ま え た 、地 域 に お け る 外 来

医 療 提 供 体 制 の 在 り方 に つ い て 、 検 討 を 進 め て い る 。

２ 紹 介 受 診 重 点 医 療 機 関

紹 介 患 者 へ の 外 来 を基 本 と す る 医 療 機 関で あ り 、 手 術 ・ 処 置や 化 学 療 法 等 を 必

要 と す る 外 来 、 放 射線 治 療 等 の 高 額 な 医療 機 器 ・ 設 備 を 必 要と す る 外 来 な ど を 行

っ て い る ｡

な お 、 外 来 機 能報 告 を 踏 ま え 、 毎 年 県 の ホ ー ム ペ ー ジ で 公 表 し て い る。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/gairaikinouhokoku.html

こ の 他 、 外 来 医 療 計画 参 考 資 料 に つ い ては 、 県 の ホ ー ム ペ ージ に お い て 公 表 す る。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/gairaiiryoukeikaku.html
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第８部 圏域計画

第 １ 章 保 健 医 療計 画 （ 圏域 計 画 ）の 策 定 目的

地 域 の 実 情 に 応 じ た 各 圏 域 の 取 り 組 み を 推 進 す る た め 、 地 域 の 意 見 を 集 約 し 、 重

点 推 進 方 策 等 を 記 載す る 保 健 医 療 計 画 （圏 域 計 画 ） を 策 定 する 。

１ 保 健 医 療 計 画 （ 圏 域 計 画 ） の 重 点 推 進 方 策

保 健 医 療 計 画 に 記 載 す る 事 業 の う ち 、 圏 域 で 特 に 重 点 的 に 推 進 す る 項 目 を 地 元

関 係 者 で 選 定 の 上 、 圏 域 の 現 状 ・課 題 を 踏 ま え 、 重 点推 進 方 策 と し て 記 載す る 。

２ 準 圏 域 の 設 定

各 圏 域 で の 議 論 も 踏ま え 、一 定 の 医 療 圏が 構 成 さ れ て お り 、医 療 資 源 の 地 域 偏 在

が さ ら に 進 ま な い よう 特 に 配 慮 が 必 要 な区 域 と し て 、「 準 圏 域」を 設 定 す る（ ８ 頁

参 照 ）。

準 圏 域 名 範 囲

阪 神 北 伊 丹 市 、 宝 塚 市 、 川西 市 、 三 田 市 、 猪 名川 町 （ 阪 神 圏 域 内 ）

赤 穂 赤 穂 市 、 相 生 市 、 上郡 町 （ 播 磨 姫 路 圏 域内 ）

３ 特 定 中 核 病 院 の 指 定

２ 次 医 療 圏 域 内 の 拠 点 病 院 と の 近 接 性 に 乏 し く 、 ２ 次 救 急 な ど 一 定 の 医 療 機 能

の 充 実 が 必 要 な 中 核病 院 を「 特 定 中 核病 院 」と し て 指 定 し、そ の 取 り 組 み を 積 極 的

に 支 援 し て い く 。

圏 域 名 特 定 中 核 病 院 名

播 磨 姫 路 公 立 宍 粟 総 合 病 院 （宍 粟 市 ）

神 崎 総 合 病 院 （ 神 河町 ）

＜ 特 定 中 核 病 院 の 指定 要 件 ＞

ア 市 町 内 に 唯 一、 急 性 期 機 能 の 病 棟を 複 数 有 す る 病 院

イ 近 隣 地 域 に 当該 病 院 と 同 等 以 上 の機 能 を 有 す る 病 院 がな い 病 院

ウ ２ 次 救 急 な ど一 定 の 医 療 機 能 の 充実 が 必 要 不 可 欠 な 病院
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新温泉町

香美町

豊岡市

養父市

朝来市

宍粟市

佐用町

上郡町

赤穂市

相生市
たつの市 姫路市

姫路市

太子町

福崎町

市川町

神河町

多可町

西脇市

加東市
三田市

明石市

丹波市

小野市

加西市

加古川市

神戸市

三木市

川西市

宝塚市

伊丹市

尼崎市

西宮市

淡路市

洲本市

南あわじ市

猪名川町

播磨町

篠山市

高砂市

芦屋市

稲美町

丹波

播磨姫路

北播磨

東播磨

神戸

阪神

淡路

但馬

赤穂準圏域

阪神北準圏域

２ 次 保 健医 療 圏 域・ 準 圏 域、 特 定 中核 病 院 地図

公 立 宍 粟 総 合 病 院 公 立 神 崎 総 合 病 院

丹波篠山市



第８部 圏域計画

第２章 神戸圏域

260

第 ２ 章 神 戸 圏 域

１ 地 域 の 特 性

圏 域 は 、 政 令 市 で ある 神 戸 市 全 域 で 設 定し て い る 。

神 戸 市 は 兵 庫 県 の ほぼ 中 央 に 位 置 し 、東 は 芦 屋 市 、西 宮 市 、北 は 宝 塚 市 、三 田 市 、三

木 市 、 西 は 稲 美 町 、明 石 市 に 接 し て お り、 総 面 積 は 557.02 ㎢ で 県 土 面 積の 6.6％ を 占

め て い る 。

神 戸 市 の 地 形 は 、 六 甲 山 系 の 山 々 と 瀬 戸 内 海 に 面 し た 起 伏 の あ る 変 化 に 富 ん だ 地 形

で あ り 、六 甲 山 系 に よっ て 北 と 南 に 大 き く二 分 さ れ て い る 。行 政 区 と し て は 、東 灘 、灘 、

中 央 、兵 庫 、長 田 、須 磨 、北 、垂 水 、西 の ９ つ に 分 かれ て お り 、東 灘 区 か ら 垂 水区 に か

け て は 東 西 に 細 長 く 市 街 地 が 広 が り 、 北 区 ・ 西 区 で は 大 規 模 な 住 宅 開 発 が 行 わ れ て き

た 。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド を中 心 に 推 進 し て い る神 戸 医 療 産 業 都 市 は、 研 究 機 関 、 大 学 、病

院 、 医 療 関 連 企 業 が集 積 す る 日 本 最 大 級の バ イ オ メ デ ィ カ ル・ ク ラ ス タ ー に 成 長し て

い る 。

２ 圏 域 の 重 点 的 な 取 組

１ 救 急 医 療 、 小 児（ 救 急 ） 医 療 、 周 産期 医 療

現 状 と 課 題

神 戸 市 医 師 会 、 神 戸市 第 二 次 救 急 病 院 協議 会 、 市 民 病 院 な どが 、 初 期 救 急 、 ２ 次

救 急 、 ３ 次 救 急 機 能を 分 担 、 連 携 し て 救急 医 療 体 制 を 確 保 して い る 。

2022 年 （ 令 和 ４ 年 ）は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス 感 染 症 や 夏 季 の熱 中 症 な ど の 影 響 も

あ り 、 市 内 救 急 搬 送件 数 及 び 救 急 安 心 セン タ ー こ う べ 【#7119】 の 入 電 件 数 は と も

に 過 去 最 多 と な っ た。 高 齢 化 の 進 展 に よる 救 急 需 要 が 今 後 も増 加 す る こ と が 懸 念さ

れ る な か 、 重 症 患 者な ど 緊 急 を 要 す る 方に い ち 早 く 救 急 医 療を 提 供 す る 体 制 を 持続

的 に 確 保 す る た め に、 不 要 不 急 の 救 急 要請 の 抑 制 や 適 正 利 用を さ ら に 促 進 し 、 救急

需 要 の 増 加 傾 向 に 歯止 め を か け る 必 要 があ る 。

小 児 （ 救 急 ） 医 療 につ い て は 、 初 期 救 急医 療 拠 点 で あ る 神 戸こ ど も 初 期 急 病 セ ン

タ ー 及 び 神 戸 市 医 師会 西 部 休 日 急 病 診 療所 で 初 期 救 急 を 実 施、 ２ 次 救 急 は ６ 病 院に

よ る 輪 番 制 、 ３ 次 救急 は 兵 庫 県 立 こ ど も病 院 、 神 戸 市 立 医 療セ ン タ ー 中 央 市 民 病

院 、 神 戸 大 学 医 学 部附 属 病 院 で 対 応 し てい る 。 ま た 、 周 産 期医 療 に つ い て は 、 総合

周 産 期 母 子 医 療 セ ンタ ー と し て 、 兵 庫 県立 こ ど も 病 院 、 神 戸市 立 医 療 セ ン タ ー 中央

市 民 病 院 、 神 戸 大 学医 学 部 附 属 病 院 が 、地 域 周 産 期 母 子 医 療セ ン タ ー と し て 、 済生

会 兵 庫 県 病 院 が 指 定さ れ て い る ほ か 、 市内 ８ 病 院 が 協 力 病 院に 位 置 付 け ら れ て い

る 。 な お 、 神 戸 市 域と 三 田 市 域 は 、 小 児の ２ ～ ３ 次 救 急 の 24 時 間 対 応 、 周 産 期 に

関 す る 比 較 的 高 度 （２ ～ ３ 次 ） な 医 療 の提 供 な ど 、 小 児 ・ 周産 期 医 療 の 提 供 を 連 携

し て 行 っ て い る 。

神 戸 市 内 の 小 児 科 医・ 産 科 /産 婦 人 科 医 は増 加 し て い る も の の、 そ の 多 く は 病 院

に 勤 務 す る 医 師 数 の増 加 に よ る も の で あり 、 小 児 科 ・ 産 科/産 婦 人 科 を 標 榜す る 診

療 所 は 減 少 傾 向 に ある 。
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2022 年 度 （ 令 和 ４ 年 度 ） 救 急 患 者 実 績

神 戸 市 健 康 局 調 査

推 進 方 策

（ １ ）神 戸 市 医 師 会 、神 戸 市 第 二 次 救 急 病院 協 議 会 、市 民 病 院 、兵 庫 県 立 こ ど も 病 院、

神 戸 大 学 医 学 部 附 属 病 院 な ど と 連 携 し 、 初 期 か ら ３ 次 ま で の 医 療 機 関 の 適 正 な 役

割 分 担 に よ り 、 小 児 救 急 も 含 め 、 将 来 に わ た り 持 続 可 能 な 救 急 医 療 体 制 を 確 保 す

る 。

小 児・周 産 期 医 療 の 維 持・充 実 を 図 る た め 、産 科・小 児 科 等 に お け る医 師 確 保に

向 け た 施 策 の 推 進 に つ い て 、 引 き 続 き 国 等 へ 要 望 す る と と も に 、 三 田 市 域 と 引 き

続 き 連 携 し て 小 児 の２ ～ ３ 次 救 急 の 24 時 間 対 応 、周 産 期 に 関す る 比 較 的 高 度（ ２

～ ３ 次 ） な 医 療 の 提供 を 行 う 。

（ ２ ）市 内 の 救 急医 療 体 制 の 強 化を 図 る た め に 、新 西 市 民 病院 の 整 備 に 併 せ て、心 血

管 疾 患 及 び 脳 血 管 疾 患 な ど 、 ２ 次 救 急 の 中 で も 緊 急 性 の 高 い 患 者 や 周 囲 の 医 療 機

関 で は 対 応 の 難 し い 複 数 疾 患 を 持 つ 患 者 の 受 入 れ な ど 、 よ り 高 度 な 水 準 の ２ 次 救

急 に 対 応 す る た め 、救 急 診 療 に か か る 医療 機 器 ・ 設 備 や 体 制の 充 実 を 図 る 。

（ ３ ）高 齢 化 の 進 展に よ る 救 急 需 要 が 今後 も 増 加 す る こ と が懸 念 さ れ る た め 、救 急 安

心 セ ン タ ー こ う べ【 #7119】に つ い て 、さ ら な る 周 知 に努 め る と と も に 、救 急 医 療

相 談 に お け る 緊 急 度 判 定 の 精 度 を 高 め る こ と で 、 重 症 患 者 な ど 緊 急 を 要 す る 方 に

い ち 早 く 救 急 医 療 を提 供 す る 体 制 を 持 続的 に 確 保 す る 。

ま た 、 兵 庫 県 全 域 での #7119 事 業 の 実 現に 向 け て 県 と 協 議 を進 め る 。

（ ４ ）神 戸 こ ど も初 期 急 病 セ ン タ ー の「 こ ど も 急 病 電 話 相談 」に お い て 、こ ども の 急

な 発 熱 、判 断 に 迷 うよ う な 症 状 に 関 す る相 談 を 引 き 続 き 実 施す る と と も に 、「 シ ニ
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ア 健 康 相 談 ダ イ ヤ ル」に お い て 、高 齢 者 の 日 頃 か ら の健 康 づ く り 、健 康 の 悩 み に

対 す る 助 言 を 行 い 、早 期 相 談 に よ る 重 症化 を 予 防 し 、 救 急 需要 の 抑 制 を 図 る 。

２ ５ 疾 病 対 策 （ がん ・ 心 血 管 疾 患 ・ 脳卒 中 ・ 糖 尿 病 ・ 精 神疾 患 ）

現 状 と 課 題

（ １ ） が ん

2022 年 （ 令 和 ４ 年 ）の 神 戸 市 の が ん に よる 死 亡 者 数 は 4,601 人 で 、 死 亡 数 全 体

の 25.6％ を 占 め 、 死亡 原 因 の 第 １ 位 と なっ て い る 。 2014 年 （ 平 成 26 年 ） ４ 月 に

神 戸 市 が ん 対 策 推 進条 例 を 施 行 し 、神 戸市 が ん 対 策 推 進 懇 話会 を 設 置 し て 、総 合的

な が ん 対 策 を 推 進 して い る 。

が ん は 早 期 発 見・ 早期 治 療 が 重 要 で あ るが 、「 が ん 対 策 推 進 基本 計 画 」に お い て

国 の 掲 げ る が ん 検 診受 診 率 60％ の 目 標 値 を 下 回 っ て いる こ と か ら 、 が ん 検診 の 受

診 率 向 上 を 図 る 必 要が あ る 。

が ん 診 療 体 制 に つ いて は 、厚 生 労 働 省 の指 定 す る「 地 域 が ん診 療 連 携 拠 点 病 院 」

と し て 、神 戸 大 学 医学 部 附 属 病 院 、神 鋼記 念 病 院 、神 戸 市 立医 療 セ ン タ ー 中 央 市民

病 院 、神 戸 市 立 西 神戸 医 療 セ ン タ ー と 、「 小 児 が ん 拠 点病 院 」で あ る 兵 庫 県 立 こ ど

も 病 院 に 加 え 、県 独 自 の「 兵 庫 県 指 定 がん 診 療 連 携 拠 点 病 院」と し て 、神 戸 医 療セ

ン タ ー が 指 定 さ れ てい る 。

ま た 、 が ん と 診 断 され た 時 か ら 身 体 的 ・精 神 心 理 的 ・ 社 会 的苦 痛 等 に 対 す る 適

切 な 緩 和 ケ ア を 、 患者 の 療 養 場 所 を 問 わず 提 供 で き る 体 制 を整 備 し て い く 必 要 が

あ る 。 あ わ せ て 、 がん 患 者 の 離 職 防 止 や再 就 職 の た め の 就 労支 援 や 相 談 体 制 を 充

実 さ せ る よ う が ん 相談 支 援 セ ン タ ー や 企業 と も 連 携 し て い く必 要 が あ る 。

神 戸 市 が ん 検 診 受 診 率 の 推 移

国 民 生 活 基 礎 調 査 （ 厚 生 労 働 省 ）
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（ ２ ） 心 血 管 疾 患 ・脳 卒 中 （ 脳 血 管 疾 患 ）・ 糖 尿 病

2022 年（ 令 和 ４ 年 ）の 神 戸 市 の 心 血 管 疾患 に よ る 死 亡 数 は 2,575 人 で 、神 戸 市

の 死 亡 数 全 体 の 14.3％ を 占 め （ 死 因 第 ２位 ）、 脳 卒 中 に よ る 死亡 数 は 1,059 人 で 、

死 亡 数 全 体 の 5.9％（ 死 因 第 ４ 位 ）を 占 めて い る 。国 民 生 活 基礎 調 査 に よ る と 、介

護 が 必 要 に な っ た 主な 原 因 と し て 脳 卒 中、 心 血 管 疾 患 が 全 体の 20.6％ を 占 め る。

若 年 か ら の 生 活 習 慣 の 改 善 や 適 切 な 治 療 が 必 要 で あ り 、 予 防 や 早 期 発 見 に つ な が

る と 考 え ら れ る 特 定健 診 の 受 診 率 を 向 上さ せ る こ と が 重 要 であ る 。

ま た 、 2020 年 （ 令 和２ 年 ） 厚 生 労 働 省 「 患 者 調 査 」 によ る と 、 神 戸 市 の 糖 尿 病

に よ る 入 院 患 者 数 （ 推 計 ） は 200 人 で あ り 、 国 や 県 で は 減 少し て い る の に 対 し、

横 ば い で 推 移 し て いる 。定 期 的 な 健 康 診査 の 受 診 啓 発 に よ る発 症 予 防 を は じ め 、重

症 化 予 防 の た め の 早期 治 療 、合 併 症 治 療 、安 定 的 治 療 に よ る 良質 な 医 療 の 提 供 が求

め ら れ て い る 。

（ ３ ） 精 神 疾 患

今 後 さ ら な る 高 齢 化 に よ り 、 身 体 疾 患 を 合 併 し た 精 神 疾 患 患 者 が 増 加 し て い く

た め 、合 併 患 者 の身 体 疾 患（ 慢 性 期 の血 液 透 析 な ど）の 治 療に 対 応 で き る 医 療 連 携

の 充 実 を 図 る 必 要 があ る 。

2022 年 度 （ 令 和 ４年 度 ） か ら 神 戸市 精 神 保 健 福 祉 セ ンタ ー で 実 施 し て い る依 存

症 専 門 医 師 相 談 は 、相 談 件 数 が １ ～ ２ か月 先 ま で 予 約 が 埋 まる 状 況 で あ り 、効 果的

な 依 存 症 対 策 が 必 要で あ る 。

神 戸 市 に お け る 自 殺者 数 は 、全 国 の 傾 向と 同 様 に 2019 年（ 令 和 元 年 ）に 下 げ 止

ま り と な り 、 以 後 は 増 加 に 転 じ て い る 。 そ の 中 で も 女 性 の 自 殺 者 は 増 加 傾 向 に あ

り 、 世 代 別 の 自 殺 者数 の 推 移 で は 、10 代 、 20 代 が 増 加 傾 向 にあ る 。

な お 、 自 殺 者 数 の 絶対 値 と し て は 、40 代 や 50 代 の 中 壮 年 層 が 多 い 。

推 進 方 策

（ １ ） が ん

早 期 発 見・早 期 治 療の た め の が ん 検 診 受診 率 の 向 上 に 向 け た取 り 組 み 、低 侵 襲 な

最 先 端 の が ん 治 療 に関 す る 市 民 啓 発 、が ん 患 者 等 へ の支 援 な ど 、が ん 対 策 を 推 進す

る 。

健 康 相 談 や 健 康 教 育 等 に よ り 生 活 習 慣 病 対 策 を 進 め る と と も に 、 様 々 な 機 会 を

と ら え て 普 及 啓 発 を行 う 。広 報 紙 や イ ベン ト 、SNS 等 で 情 報 発 信 す る と と もに 、神

戸 市 医 師 会 や 検 診 機 関 の ほ か 、 神 戸 市 と が ん 検 診 受 診 促 進 協 定 を 締 結 す る 民 間 企

業 等 と も 連 携 し て 、が ん 検 診 の 周 知 啓 発・ 受 診 勧 奨 を 行 う 。

受 動 喫 煙 防 止 対 策 とし て 、市 民 や 事 業者 か ら の 受 動 喫煙（ 防止 ）に 係 る 相 談 や 通

報 に 対 応 す る と と も に 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 広 告 な ど 新 た な 方 法 も 用 い て 効 果 的 に 周

知 ・ 啓 発 に 取 組 む 。

市 内 ６ か 所 の が ん 拠点 病 院（「 地 域 が ん 診療 連 携 拠 点 病 院 」「 兵 庫 県 指 定 が ん診 療

連 携 拠 点 病 院 」「 小 児が ん 拠 点 病 院 」）を 中心 と し て 、手 術 支 援ロ ボ ッ ト の 活 用 な ど

に よ る 低 侵 襲 治 療 をよ り 推 進 す る と と もに 、CAR-T 細 胞 療 法 や 光 免 疫 療 法 によ る 治
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療 、 大 学 等 と 連 携 し た が ん ゲ ノ ム 医 療 な ど 患 者 の 状 態 に 応 じ た 質 の 高 い が ん 治 療

を 引 き 続 き 実 施 す る。

が ん 拠 点 病 院 に 設 置さ れ た が ん に 関 す る相 談 窓 口（ が ん 相 談支 援 セ ン タ ー ）を 周

知 す る と と も に 、 がん 患 者 の 就 労 支 援 にも 取 り 組 ん で い く 。

が ん 治 療 に よ る 脱 毛・乳 房 摘 出 等 の整 容 の た め の 用 具（ ウ ィッ グ・乳 房 補 正 具・

人 工 乳 房 等 ）の 購 入に 要 し た 費 用 を 助 成す る と と も に 、若 年者 の が ん 患 者 が 住 み慣

れ た 生 活 の 場 で 、安 心 し て 自 分 らし く 過 ご せ る よ う、在 宅 サー ビ ス 利 用 料（ 訪 問介

護 ・ 福 祉 用 具 等 の 貸与 ） の 費 用 の 一 部 を助 成 す る 。

（ ２ ） 心 血 管 疾 患 ・脳 卒 中 （ 脳 血 管 疾 患 ）・ 糖 尿 病

生 活 習 慣 の 改 善 や 早期 治 療 が 効 果 的 な 疾患 で あ る こ と か ら 、「 特 定 健 康 診 査」や

「 神 戸 市 健 康 診 査 」な ど 、定 期 的 な 健 康診 査 を 受 診 す る よ う積 極 的 な 啓 発 を 行 うと

と も に 、 生 活 習 慣 の改 善 に 結 び つ く 効 果的 な 健 診 結 果 通 知 の工 夫 を 行 う 。

ま た 、健 診 結 果 で ハイ リ ス ク か つ 医 療 機関 未 受 診 で あ る 者 や、治 療 中 断 患 者 に 対

す る 保 健 指 導 や 受 診勧 奨 を 実 施 す る 。

生 活 習 慣 病 患 者 だ けで な く 、病 気 に な る前 か ら 発 症・重 症 化予 防 に 関 す る 知 識 に

つ い て 、 様 々 な 機 会を と ら え て 普 及 啓 発を 行 う 。

さ ら に 、治 療 と 仕 事が 両 立 で き る よ う、事 業 者 に 対 し て も、疾 患 の 正 し い 理 解 や

事 業 者 支 援 制 度 に つい て 啓 発 を 推 進 す る等 、 就 労 支 援 に も 取り 組 ん で い く 。

今 後 増 加 す る 心 疾 患 な ど の 内 部 障 害 や 複 数 疾 患 を 抱 え る 患 者 に 適 切 に 対 応 す る

と と も に 、急 性 期・回 復 期・生 活 期（ 在宅 等 ）を シ ー ム レ スに つ な ぐ リ ハ ビ リ テー

シ ョ ン 医 療 を 提 供 し、 高 齢 者 の QOL 向 上 と 健 康 寿 命 延伸 に つ な げ る 。

（ ３ ） 精 神 疾 患

急 性 期 の 身 体 疾 患 を 合 併 し て い る 精 神 疾 患 患 者 に つ い て は 、 引 き 続 き 神 戸 市 立

医 療 セ ン タ ー 中 央 市民 病 院 の 精 神 科 身 体合 併 症 病 棟 を 活 用 する 。ま た 、慢 性 期 疾 患

の 合 併 患 者 の 受 け 入れ に 対 応 す る た め 、精 神 科 病 院 と 一 般 病院 の 連 携 を 推 進 す る。

依 存 症 家 族 へ の 支 援を 強 化 す る た め 、家 族 が 本 人 の 回復 に 向 け て 、依 存 症 に 関 す

る 正 し い 知 識 や 本 人 へ の 対 応 を 学 ぶ た め の 依 存 症 家 族 支 援 プ ロ グ ラ ム に 基 づ き 、

イ ン テ ー ク や 個 別 相談 、関 係 機 関 へ つな ぐ 等 の 個 別 支援 の 強 化 を 図 る。ま た 、2023

年 度（ 令 和 ５ 年 度 ）に 立 ち 上 げ た ギャ ン ブ ル 等 依 存 症 対策 連 携 実 務 者 会 議 を活 用 し

た 情 報 の 共 有 や 課 題 解 決 の 方 策 を 検 討 す る な ど 、 依 存 症 対 策 に つ い て は 関 係 機 関

と の 連 携 を 強 化 し 、多 機 関 で 総 合 的 な 対策 を 推 進 す る 。

2023 年 度 （ 令 和 ５ 年度 ） に 作 成 す る 神 戸市 自 殺 対 策 基 本 計 画『 第 ３ 期 神 戸 い の

ち 大 切 プ ラ ン 』 を 基に 、 様 々 な ツ ー ル を用 い て 若 者 ・ 働 く 世代 向 け 対 策 を 講 じ る

ほ か 、 三 次 救 急 病 院に 加 え 二 次 救 急 病 院と も 連 携 し 自 殺 未 遂者 対 策 の 強 化 を 図

る 。
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３ 感 染 症 /結 核 対 策 ・ 災 害 医 療

現 状 と 課 題

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 発 生 時 に は 、市 内 感 染 拡 大 期・ま ん 延 期 に 多 数の 感 染 症

患 者 の 受 入 を 想 定 し た 院 内 ゾ ー ニ ン グ な ど 一 般 医 療 機 関 の 受 入 体 制 の 構 築 に 時 間 を

要 し た た め 、平 時 から 市 内 感 染 拡 大 期・ま ん 延 期 を 想 定 し、各 医 療 機 関 に お い て感 染

症 対 応 が 出 来 る 体 制を 構 築 し て お く こ とが 必 要 で あ る 。

2022 年（ 令 和 ４ 年 ）12 月 ９ 日 の 感 染 症 法の 一 部 改 正 に て 、保 健 所 設 置 市 にお い て

も 新 た な 予 防 計 画（ 感 染 症 予 防 のた め の 施 策 の 実 施 に関 す る 計 画 ）を 策 定 す るこ と と

な っ て お り 、策 定 にあ た っ て は 、兵 庫 県感 染 症 対 策 連 携 協 議会 の 中 で 関 係 機 関 と協 議

す る と と も に 、医 療法 に 基 づ く 医 療 計 画、新 型 イ ン フ ル エン ザ 等 対 策 特 別措 置 法 に 基

づ く 行 動 計 画 等 と の整 合 性 の 確 保 が 必 要で あ る 。

結 核 の 患 者 数 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 外 国 出 生 者 の 入 国 数 が 減 少

し た こ と な ど に よ り、全 国 で も 本 市 で も 2020～ 2022 年（ 令 和 ２ 年 ～ 令 和 ４年 ）は減

少 し た 。し か し な がら 、外 国 出 生 者 の入 国 が 再 び 増 加に 転 じ 、結 核 患 者 数 の 増加 の 兆

し が 見 ら れ 、国 外 から の 結 核 菌 の 流 入 を防 ぐ こ と 、国 内 で の次 世 代 へ の 感 染 を 防ぐ こ

と が 重 要 と な っ て いる 。

災 害 時 の 医 療 提 供 体 制 に つ い て は 、 市 内 ４ か 所 の 災 害 拠 点 病 院 及 び ６ か 所 の 災 害

対 応 病 院 を 指 定 し 、「 神 戸 市 地 域 災害 救 急 医 療 マ ニ ュ アル 」に 基 づ い た 市 内 医 療 関係

機 関 と の 連 携 に よ って 確 保 し て い る 。

南 海 ト ラ フ 地 震 に お け る 津 波 等 に よ る 広 域 災 害 や 、 昨 今 の 集 中 豪 雨 等 に よ る 局 地

的 災 害 な ど 、災 害 の態 様 は 様 々 で あ り、そ れ ら に 応 じ て 適 切か つ 迅 速 に 対 応 す るた め

に 、 現 在 の 災 害 時 地域 医 療 連 携 の 枠 組 みに つ い て 検 証 ・ 見 直し を 行 う 必 要 が あ る。

推 進 方 策

（ １ ） 感 染 症 に 強 い医 療 提 供 体 制 （ 救 急・ 外 来 ・ 入 院 ・ 往 診等 ） の 構 築

平 常 時 よ り 神 戸 市 医師 会 等 関 係 機 関 と 連携 し 、市 内 感 染 拡 大期・ま ん 延 期 にお け

る 感 染 症 対 応 医 療 機関 の 拡 大 に 向 け 医 療提 供 体 制 を 整 え る 。

・感 染 症 指 定 医 療 機関 を 中 心 に 、神 戸 市 第 二 次 救 急 病院 協 議 会 や 神 戸 市 民間 病 院

協 会 等 の 病 院 や 神 戸市 医 師 会 、消 防 機 関等 と 具 体 的 な 感 染 症対 策 に つ い て 協 議

し 、国 内 外 で 流 行 して い る 感 染 症 情 報 や対 策 に つ い て 共 有・協 議 し 、関 係 機 関

で の 連 携 を 強 化 す る。

・ 感 染 対 策 向 上 加 算 １ を 取 得 す る 医 療 機 関 が 中 心 と な り 、 感 染 症 に お け る 地 域 医

療 体 制 （ 加 算 ２ 、 ３ を 取 得 す る 医 療 機 関 へ の 感 染 予 防 対 策 の 支 援 等 ） を 構 築 す

る 。保 健 所 は 、感 染 対 策 向 上 加 算 1 カ ン フ ァ レ ン ス（ 約 年 80 回 ）に 同 席 し 、感

染 症 発 生 状 況 や そ の 対 策 に つ い て の 情 報 提 供 及 び 市 民 や 医 療 機 関 向 け の 啓 発 資

材 の 提 供 、 治 療 に 係 る 手 引 き や 学 会 ガ イ ド ラ イ ン 等 の 情 報 を 提 供 し 、 医 療 機 関

の 感 染 症 受 入 体 制 への 後 方 支 援 を 行 う 。

・ 新 興 感 染 症 へ の 対 応 力 強 化 を 図 る た め 、 新 西 市 民 病 院 の 整 備 に 併 せ て 、 第 二 種

感 染 症 指 定 医 療 機 関 と 同 程 度 の 機 能 ・ 体 制 を 確 保 す る と と も に 、 感 染 拡 大 に 迅

速 に 対 応 で き る よ う、 地 域 医 療 機 関 や 行政 機 関 と の 連 携 を 推進 す る 。
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・ 予 防 計 画 に つ い て 、 毎 年 確 認 し 、 必 要 時 に 見 直 す こ と で 、 感 染 症 に お け る 健 康

危 機 管 理 体 制 を 整 える 。

・ 結 核 は 恒 常 的 に 発 生 し 、 空 気 感 染 す る 二 類 感 染 症 で あ る た め 、 患 者 発 生 時 の 対

応 、 実 地 疫 学 調 査 の 実 施 、 接 触 者 へ の 対 応 な ど 、 平 素 か ら の 感 染 対 策 を 徹 底 す

る 。

・ 外 国 出 生 者 や 高 齢 者 な ど の ハ イ リ ス ク 者 に 対 し て 、 結 核 予 防 に 関 す る 啓 発 や 定

期 健 診 を 勧 奨 す る と と も に 、 接 触 者 へ の 健 診 の 徹 底 、 治 療 に 際 し て の 受 診 勧 奨

や 服 薬 支 援 な ど 地 域連 携 に 基 づ く 適 正 かつ 確 実 な 医 療 を 提 供す る 。

・ 感 染 性 の あ る 患 者 が 入 院 す る 結 核 病 棟 を 維 持 す る と と も に 、 分 子 疫 学 調 査 に よ

る 菌 の 流 入 や 感 染 状況 に つ い て の 継 続 的な モ ニ タ リ ン グ を 実施 す る 。

（ ２ ） 災 害 時 の 医 療提 供 体 制 の 構 築

現 在 市 内 ６ 病 院 に 指 定 さ れ て い る 災 害 対 応 病 院 に つ い て 、 役 割 や 配 置 を 見 直 す

こ と で 、圏 域 内 で の相 互 応 援 体 制 を 築 くと と も に 、市 内 ４ か 所 の 災 害 拠 点 病 院 との

関 係 を 明 確 化 す る 。あ わ せ て 、実 際 の 災害 対 応 を 各 関 係 機 関で 着 実 に 実 施 で き るよ

う 、定 期 的 な 訓 練 を実 施 す る な ど 、よ り実 効 性 の 高 い 災 害 時の 医 療 提 供 体 制 を 構築

す る 。

発 災 時 に 応 援救 護 班 （ DMAT・ JMAT 等 ） を 場 当 た り 的 に配 置 す る の で は な く、 救

護 所・災 害 対 応 病 院・災 害 拠 点 病 院 の 役 割の 明 確 化 に 併 せ て 応急 救 護 班 の 役 割 を紐

づ け 、 適 材 適 所 の 人材 配 置 を 行 う こ と で応 急 救 護 班 と の 連 携強 化 を 図 る 。

こ れ ま で 集 合 形 式 が 当 然 で あ っ た 対 策 会 議 等 に つ い て 、 コ ロ ナ 禍 を 経 て 多 く の

機 関 で 導 入 さ れ た WEB 会 議 シ ス テ ム を 活用 し て 、 医 療 機 関 との 新 た な 会 議 体 の在

り 方 を 模 索 し 、 よ り効 率 的 な 情 報 共 有 体制 を 確 立 す る 。

新 た に 整 備 す る 新 西 市 民 病 院 は 免 震 構 造 を 採 用 す る と と も に 、 大 規 模 災 害 等 の

非 常 時 に は 、病 院 及び 隣 接 公 園 と の 一 体的 な 活 用 に よ り 、傷 病 者 の 収 容 やト リ ア ー

ジ 、 応 援 ス タ ッ フ の受 け 入 れ な ど 地 域 の災 害 対 応 機 能 を 強 化す る 。

４ 高 度 ・ 先 進 的 医療 な ど

現 状 と 課 題

神 戸 医 療 産 業 都 市 では 、理 化 学 研 究 所な ど の 研 究 機 関、高 度専 門 医 療 機 関 な ど、約

360 の 医 療 関 連 企 業・団 体 が 集 積 し て い る。公 益 財 団 法 人 神 戸医 療 産 業 都 市 推 進 機構

を 中 核 的 支 援 機 関 とし て 、進 出 企 業・団 体 間 の 連 携 や 融合 に よ る 革 新 的 医 療技 術 の創

出 等 に 向 け た 研 究 開発 が 進 め ら れ て お り 、iPS 細 胞 由 来 網 膜 シー ト を 用 い た 世 界 初の

移 植 手 術 の ほ か 、 国産 手 術 支 援 ロ ボ ッ トの 開 発 と い っ た 成 果が 生 み 出 さ れ て い る。

神 戸 医 療 産 業 都 市 内に は 、神 戸 市 の 基 幹病 院 と し て 救 命 救 急と 高 度・先 進 医 療 を提

供 す る「 神 戸 市 立医 療 セ ン タ ー 中央 市 民 病 院 」や 、県 内 唯 一 の小 児 専 門 病 院 で あ り小

児 救 命 救 急 セ ン タ ーと 小 児 が ん 拠 点 病 院に 指 定 さ れ て い る「 兵 庫 県 立 こ ども 病 院 」が

立 地 し て い る 。ま た 、高 度 専 門 医 療 機 関と し て 、が ん に 対 する 先 進 的 外 科 的 治 療、国

際 的 な 医 療 研 究 並 び に 教 育 の 拠 点 で あ る「 神 戸 大 学 医 学 部附 属 病 院 国 際 がん 医 療・研

究 セ ン タ ー 」、放 射 線 治 療・薬 物 療 法・Ｉ Ｖ Ｒ な ど 低 侵襲 医 療 に 特 化 し た がん 専 門 治
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療 を 行 う「 神 戸 低 侵襲 が ん 医 療 セ ン タ ー 」、小 児 が ん に 重 点 を置 い た 陽 子 線 治 療 を提

供 す る「 兵 庫 県 立粒 子 線 医 療 セ ンタ ー 附 属 神 戸 陽 子 線セ ン タ ー 」な ど の が ん 医療 専 門

病 院 の ほ か 、眼 科 領域 に お い て iPS 細 胞 を 活 用 し た 最先 端 治 療 の 研 究 開 発を 行 う「 神

戸 ア イ セ ン タ ー 病 院」 な ど が 集 積 し て いる 。

神 戸 大 学 医 学 部 附 属病 院 で は 、 2021 年 （ 令 和 ３ 年 ） ４月 に 臨 床 研 究 中 核 病院 の 承

認 を 取 得 し 、 新 規 医療 技 術 の 実 用 化 と 既存 技 術 の 最 適 化 を 推進 し て い る 。

推 進 方 策

（ １ ）が ん や 脳 血管 障 害 、心 血 管 疾 患な ど 様 々 な 疾 患に つ い て 、圏 域 内 の 民 間医 療 機

関 や 市 民 病 院 、大 学等 の 連 携 及 び 役 割 分担 の も と 、市 民 に 高度 な 医 療 を 提 供 す る 。

（ ２ ）臨 床 研 究 中核 病 院 で あ る 神戸 大 学 医 学 部 附 属 病院 に お い て 、引 き 続 き 新規 医 療

技 術 の 実 用 化 と 既 存技 術 の 最 適 化 の 取 り組 み を 進 め る 。

（ ３ ）神 戸 ア イ セ ンタ ー 病 院 に お い て 、iPS 網 膜 色 素 上 皮 細 胞移 植 や 視 細 胞 移 植 など

の 再 生 医 療 や 遺 伝 子検 査・治 療 な ど の 高度・先 進 的 医 療 を 提供 す る と と も に 、臨

床 研 究 及 び 治 験 に 積極 的 に 取 り 組 み 、よ り 有 効 で 安 全性 の 高 い 次 世 代 医 療の 開 拓

を 図 る 。

（ ４ ）神 戸 医 療 産業 都 市 に 集 積 する 高 度 専 門 医 療 機 関等 の 連 携 強 化 を 図 り、引 き続 き

市 民 へ 最 高 水 準 の 医療 を 提 供 す る と と もに 、新 た な 治 療 薬 や医 療 技 術 が 創 出 され

る よ う 、研 究 機 関 、高 度 専 門 医 療 機 関 及び 企 業 の 連 携・ 融 合を 促 し 、そ の 成 果を

い ち 早 く 市 民 へ 提 供す る こ と を 目 指 し てい く 。

５ 歯 科 口 腔 保 健 医療

現 状 と 課 題

歯 科 口 腔 保 健 の さ らな る 推 進 を 目 的 と して 、2016 年（ 平 成 28 年 ）11 月 ８ 日（ い い

歯 の 日 ）に「 神 戸 市歯 科 口 腔 保 健 推 進 条例 」を 施 行 し 、2017 年 度（ 平 成 29 年 度 ）に

「 口 腔 保 健 支 援 セ ンタ ー 」 を 設 置 し た 。2023 年 （ 令 和 ５ 年 ） ４ 月 に 策 定 し た 「 こう

べ 歯 と 口 の 健 康 づ くり プ ラ ン（ 第 ３ 次 ）」に 基 づ き 、ラ イ フ ステ ー ジ に 応 じ た 口 腔機

能 の 維 持・向 上 、む し 歯 や 歯 周 病 の予 防 に 関 す る 取 り 組み な ど 、歯 と 口 腔 の 健 康に 関

す る 施 策 を 計 画 的 に推 進 す る 。

本 市 の 12 歳 児 の む し歯 の 状 況 に つ い て 調査 す る と 、 ５ 年 間 で 2.43 倍 （ 2017 年 度

（ 平 成 29 年 度 ））→ 3.24 倍（ 2022 年 度（ 令 和 ４ 年 度 ））と 地 域 格 差 が 拡 大 し てい る 。

幼 児 健 診 や 小 学 校 にお い て 、科 学 的 根 拠に 基 づ く フ ッ 化 物 応用 を 推 進 す る こ と で、口

腔 の 健 康 格 差 の 縮 小に 努 め る 必 要 が あ る。

口 腔 が ん は 、進 行 すれ ば 口 の 機 能 や 容 貌に 影 響 を 及 ぼ す だ けで な く 、命 に も か かわ

る 病 気 で あ る た め 早期 発 見 ・ 早 期 治 療 につ な げ る こ と が 重 要で あ る 。

介 護 保 険 を 利 用 し て 、 在 宅 ・ 施 設 に お い て 歯 科 医 師 や 歯 科 衛 生 士 に よ る 口 腔 ケ ア

（ 居 宅 療 養 管 理 指 導）を 受 け て い る 人は 、要 介 護 認 定 者 の １ 割を 下 回 っ て い る（ 2022
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年 度 （ 令 和 ４ 年 度 ） 7.4%）。 ま た 、 退 院 ・ 転 院 時 の 情 報 提 供 書 （ 看 護 サ マ リ ー な ど ）

に よ る 口 腔 機 能 に 関す る 情 報 共 有 が 十 分で は な い（ 嚥 下 機 能 38%、口 腔 ケ ア 29%、咀

嚼 状 況 17%）。 そ の た め 、 口 腔 機 能管 理 （ ※ ） が 必 要 な 要 介 護高 齢 者 の 把 握 と そ の対

応 が 重 要 で あ る 。

が ん 治 療 に 際 し て 、又 は 全 身 麻 酔 に よ る手 術 な ど を 受 け る 患者 に 、医 師 か ら の 依頼

に 基 づ き 歯 科 医 師 や 歯 科 衛 生 士 が 口 腔 機 能 の 管 理 を 行 う こ と で 、 術 後 の 肺 炎 な ど の

合 併 症 を 予 防 す る こと が 可 能 で あ る 。そ の た め 、歯 科 の な い病 院 で の 地 域 の 歯 科診 療

所 と の 連 携 や 、 歯 科の あ る 病 院 で の 周 術期 口 腔 機 能 管 理 の 充実 が 課 題 で あ る 。

（ ※ 口 腔 機 能 管 理 ：食 べ る 、 話 す な ど 口の 機 能 に 関 す る 管 理。 口 腔 清 掃 だ け で なく

機 能 訓 練 や 義 歯 な ど歯 科 治 療 に よ る 咀 嚼機 能 の 回 復 を 含 む 。）

区 別 12 歳 児 の 永 久 歯 １ 人 平 均 む し 歯 数

最 多 最 小 区 間 格 差

2017 年 度 長 田 0.97 灘 0.40 2.43 倍

2022 年 度 兵 庫 0.81 東 灘 0.25 3.24 倍

神 戸 市 教 育 委 員 会 調 査

推 進 方 策

（ １ ）妊 娠 期、乳 幼 児 期 か ら 高 齢 期ま で の 各 ラ イ フ ス テー ジ に お け る 歯 と 口の 健 康づ

く り に 取 り 組 み 、む し 歯 や 歯 周 病を 予 防 し て 8020（ 80 歳 で 20 本 以 上 自 分 の 歯 を

残 す こ と ） を 達 成 する 。

（ ２ ）乳 幼 児 期 から 学 齢 期 に つ いて は 、社 会 経 済 的 要 因 な どで 、む し 歯 予 防 対策 が 充

分 で な い 人 を 含 め て、科 学 的 根 拠 に 基 づく フ ッ 化 物 応 用 を 推進 す る こ と で 、口 腔

の 健 康 格 差 の 縮 小 を目 指 す 。今 後 、小 学 校 を 通 し て 児童 全 員 に ア プ ロ ー チで き る

フ ッ 化 物 応 用 事 業 を展 開 し 、 健 康 格 差 の縮 小 を 図 る 。
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（ ３ ）歯 周 病 対 策と し て は 、日 頃 の セ ルフ ケ ア と 定 期 的 な 歯科 医 院 で の 専 門 的 口腔 ケ

ア が 重 要 で あ り 、か か り つ け 歯 科医 を も ち 、定 期 的 に 受 診 する こ と の 必 要 性 を広

く 啓 発 す る 。学 齢 期 の 児 童・生 徒 に つ いて は 、学 校 と 連 携 し、セ ル フ ケ ア に 関す

る 歯 科 保 健 教 育 を 推進 す る 。ま た 、歯 周病 検 診 や 妊 婦 歯 科 健診 の 受 診 勧 奨 を 強 化

す る 。

（ ４ ）オ ー ラ ル フ レイ ル（ 滑 舌 低 下 、食 べ こ ぼ し 、む せ 、か め な い 食 品 の増 加 な ど の

口 腔 機 能 の 低 下 ）を 早 期 に 発 見 し改 善 す る こ と に よ り、フ レイ ル（ 全 身 の 筋 力や

心 身 の 活 力 が 低 下 し 要 介 護 に 陥 り や す い 状 態 ） の 予 防 ひ い て は 健 康 寿 命 の 延 伸

に つ な げ る 。

オ ー ラ ル フ レ イ ル チェ ッ ク（ 65歳・75歳 ）の 利 用 率 向 上 に 向 けて 、積 極 的 な 広

報・啓 発 や 再 勧 奨 を強 化 す る と と も に 、関 係 機 関 と 連 携 し 、か か り つ け 歯 科 医な

ど で 口 腔 機 能 向 上 のた め の 相 談 ・ 治 療 が受 け ら れ る 環 境 を 整え る 。

（ ５ ）障 害 者 歯 科 保健 医 療 体 制 、休 日 歯科 救 急 対 応 及 び 口 腔 が ん 対 策 に 引き 続 き 取 り

組 む と と も に 、 訪 問歯 科 診 療 ・ 訪 問 口 腔ケ ア 、 医 科 歯 科 連 携を 推 進 す る 。

口 腔 機 能 管 理 を 必 要と す る 要 介 護 高 齢 者が ス ム ー ズ に 受 け られ る よ う「 訪 問 歯

科 診 療 及 び 訪 問 口 腔ケ ア 必 要 度 チ ェ ッ ク票 」を 活 用 す る な ど、保 健 ・医 療・ 介 護

の 多 職 種 が 連 携 し て歯 科 医 療 や 専 門 的 口腔 ケ ア な ど 口 腔 機 能管 理 に 取 り 組 む 。

６ 地 域 包 括 ケ ア シス テ ム

現 状 と 課 題

2040 年 に 向 け て 85 歳 以 上 人 口 が 急 増 し 、在 宅 医 療 需 要 が 大 きく 増 大 す る と 見 込 ま

れ る 。ま た 、疾 病 構造 の 変 化 や 複 数 の 疾患 を 持 つ 患 者 の 増 加へ の 対 応 、急 性 期・回 復

期 か ら 生 活 期（ 在 宅 ）ま で の 一 体 的 な リ ハビ リ テ ー シ ョ ン の 実施 が 求 め ら れ て い る。

さ ら に 、多 死 社 会 を迎 え る に あ た り 、患 者 本 人 が 、人 生 の 最 後 に お い て 望む 医 療・ケ

ア に つ い て 、本 人・家 族・医 療 従 事 者・介 護 従 事 者 が 事 前 に話 し 合 い 、意 識 共 有 を 図

っ て お く 必 要 が あ る。高 齢 化 に 伴 う 、在 宅 医 療・介 護 提 供 体 制 の 充 実 に 合わ せ 、よ り

一 層 の 医 療 介 護 連 携の 促 進 に 取 り 組 む 必要 が あ る 。

精 神 障 害 に も 対 応 し た 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム に つ い て は 、 個 別 に 事 業 を 進 め て き

た が 、市 全 体 の「 協議 の 場 」の 設 置 や 普及 啓 発・人 材 育 成、家 族 支 援 の 強 化 な どが 取

り 組 め て い な い 。退 院 可 能 な 状 態で あ る に も か か わ らず 、長 期 入 院 と な って い る 患 者

も お り 、 精 神 科 病 院か ら の 退 院 支 援 ・ 地域 移 行 な ど も さ ら に推 進 す る 必 要 が あ る。

訪 問 診 療 実 施 の 需 要 見 込 み

2014 年 実 績 2020 年 実 績 2030 年 推 計 2040 年 推 計

14,804 件 /月 20,403 件 /月 約 35,200 件 /月 約 44,000 件 /月

2014 年 ・ 2020 年 の 訪 問 診 療 実 施 件 数 （ 各 年 9 月 分 ）： 医 療 施 設 調 査 （ 厚 生 労 働 省 ）
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１ 年 以 上 長 期 入 院 し て い る 精 神 疾 患 患 者 数

年 度 2018 年 度 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度

人 数 1,614 人 1,599 人 1,630 人 1,540 人 1,413 人

増 減 ― △ 15 人 ＋ 31 人 △ 90 人 △ 127 人

精 神 保 健 福 祉 資 料 （ 630 調 査 ）

推 進 方 策

（ １ ） 在 宅 医 療 体 制の 充 実

往 診 や 訪 問 診 療 を 実 施 す る 医 療 機 関 の 確 保 や 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 機 能 充 実

な ど 、在 宅 医 療 体制 の 充 実 に 向 け、地 域課 題 の 把 握 を 進 め、効 果 的 な 解 決 策 を 検討

す る 。

ま た 、神 戸 市 歯 科 医師 会 や 神 戸 市 薬 剤 師会 を は じ め と し た 関係 機 関 と 連 携 し 、在

宅 療 養 患 者 に 対 す る口 腔 機 能 管 理 や 服 薬管 理 を 推 進 す る 。

（ ２ ） 医 療 介 護 連 携の 促 進

全 国 医 療 情 報 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム な ど 、 国 が 整 備 を 進 め る 医 療 や 介 護 情 報 の 連 携

の 取 り 組 み を 踏 ま えて 、 地 域 で の 効 果 的な 取 り 組 み を 検 討 する 。

医 療 と 介 護 の 連 携 拠 点 の 役 割 を 果 た す 医 療 介 護 サ ポ ー ト セ ン タ ー を 効 果 的 に 運

営 す る と と も に 、医 療・介 護 関 係 団 体 との 連 携 を 強 化 し 、在 宅 医 療 体 制 の充 実 を 図

る 。

（ ３ ） ACP（ ア ド バ ンス ・ ケ ア ・ プ ラ ン ニン グ ） の 普 及 促 進

ACP の 普 及 促 進 を 図 る た め、 市 民 向 け パ ン フ レッ ト の 配 布 や 関 連 団体 と 連 携し

た セ ミ ナ ー 等 を 開 催す る と と も に 、 医 療介 護 従 事 者 向 け 研 修な ど を 実 施 す る 。

（ ４ ） 精 神 障 害 に も対 応 し た 地 域 包 括 ケア シ ス テ ム の 構 築

協 議 の 場 を 設 置 し 関係 機 関 の 連 携 を 強 化す る 。ま た 、精 神 科 病院 か ら の 退 院 支 援

の た め ピ ア サ ポ ー タ ー の 更 な る 活 用 を 図 る ほ か 、 地 域 に お け る 必 要 な 方 に ア ウ ト

リ ー チ 支 援 を 行 っ てい く 。

2023 年 度 末

時 点 目 標

1,226 人 以 下
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３ 関 連 デ ー タ

１ 人 口 動 態 ・ 受 療動 向 等

（ １ ） 将 来 人 口 及び 高 齢 化 ・ 後 期 高 齢化 率

2020 年 以 前 ： 住 民 基 本 台 帳 に 基 づ く 人 口 （ 総 務 省 ）

2025 年 以 降 ： 日 本 の 地 域 別 将 来 推 計 人 口 （ 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 ）

（ ２ ） 年 齢 別 推 計 入院 患 者 数 （ 2023 年 ２ 月 １ 日 午 前 ０時 時 点 ）

令 和 ４ 年 度 医 療 需 給 調 査 （ 兵 庫 県 ）
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（ ３ ） 主 な 死 因 別 死亡 割 合

人 口 動 態 統 計 （ 厚 生 労 働 省 ）

人 口 動 態 統 計 （ 厚 生 労 働 省 ）

3.4 1.7

261.9

303.2

105.1

169.7

79.1 69.8

14.3

120.6

0

50

100

150

200

250

300

350

2 0 0 1 年 2 0 0 4 年 2 0 0 7 年 2 0 1 0 年 2 0 1 3 年 2 0 1 6 年 2 0 1 9 年 2 0 2 2 年

主な死因別死亡者数の推移（⼈⼝10万⼈対）

結核 悪性新⽣物 ⼼疾患 脳⾎管疾患 ⽼衰

悪性新⽣物
4,601 ⼈
(25.6%)

⼼疾患
2,575 ⼈
(14.3%)

⽼衰
1,831 ⼈
(10.2%)

脳⾎管疾患
1,059 ⼈

(5.9%)

その他
7,912 ⼈
(44.0%)

主要死因別死亡者割合（2022年）
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２ 医 療 資 源 の 状 況

（ １ ） 医 療 機 関 数 （2022 年 10 月 １ 日 時 点 ） ※ （ ） は 人 口 10 万 人 対

病 院
一 般 診 療 所

歯 科 診 療 所
総 数 有 床 無 床

神 戸 110（ 7.3） 1,645（108.9） 49 1,596 930（ 61.6）

兵 庫 県 347（ 6.4） 5,218（96.6） 172 5,046 2,960（54.8）

医 療 施 設 調 査 （ 厚 生 労 働 省 ）

（ ２ ） 病 床 の 種 類 別許 可 病 床 数 (2023 年 4 月 1 日 時 点 )

病 院 一 般 診 療 所
精 神 結 核 感 染 症

総 数 一 般 療 養 総 数 一 般 療 養

神 戸 15,125 12,352 2,773 167 123 44 3,539 50 10

兵 庫 県 調 べ

（ ３ ） 医 療 従 事 者 数（ 2020 年 12 月 31 日 時 点 ） ※ （ ） は 人 口 10 万 人 対

医 師 歯 科 医 師 薬 剤 師 保 健 師 助 産 師 看 護 師

神 戸
5,286

(346.6)

1,313

(86.1)

5,389

(353.3)

476

(31.2)

537

(35.2)

17,824

(1168.7)

兵 庫 県
15,133

(276.9)

4,141

(75.8)

15,663

(286.6)

1,903

(34.8)

1,493

(27.3)

57,521

(1052.5)

医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 調 査 （ 厚 生 労 働 省 ）

兵 庫 県 看 護 師 等 業 務 従 事 者 届 （ 兵 庫 県 医 務 課 ）
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第 ３ 章 阪 神 圏 域

１ 地 域 の 特 性

阪 神 圏 域 は 、 兵 庫 県の 東 部 に 位 置 し 、 ７市 １ 町 (尼 崎 市 、 西 宮市 、 芦 屋 市 、 伊 丹

市 、 宝 塚 市 、 川 西 市、 三 田 市 、 猪 名 川 町)で 構 成 さ れ 、 東 は 大阪 府 、 西 は 神 戸 ・ 北播

磨 地 域 に 隣 接 し 、 南は 大 阪 湾 に 面 し 、 北は 丹 波 地 域 に 接 し てい る 。

阪 神 南 部 は 、 総 面 積 168.4 ㎢ で 、 県 全 体(8,400.95 ㎢ )の 2.0%を 占 め 、 緑 豊 か な 六

甲 ・ 北 摂 連 山 や 猪 名川 ・ 武 庫 川 水 系 に 恵ま れ た 自 然 環 境 を 有し 、 神 戸 と 大 阪 の 大都 市

間 に 位 置 す る こ と から 住 宅 地 と し て 発 展す る と と も に 、 臨 海部 は 阪 神 工 業 地 帯 とし て

我 が 国 の 産 業 ・ 経 済を 先 導 し て き た 地 域で あ る 。

阪 神 北 部 は 、 総 面 積 480.98 ㎢ で 、 県 土 面積 の 5.7％ を 占 め てい る 。 良 好 な 郊 外 住宅

地 ・ ニ ュ ー タ ウ ン が整 備 さ れ 街 の 発 展 がな さ れ て い る 一 方 、森 林 面 積 が 総 面 積 の約 ６

割 を 占 め 、 北 か ら 南へ 武 庫 川 や 猪 名 川 が貫 流 し て お り 、 街 と自 然 が 共 存 し て い る地 域

で あ る 。

道 路 網 で は 、 東 西 幹線 と し て 中 国 自 動 車道 、 名 神 高 速 道 路 、新 名 神 高 速 道 路 、 阪神

高 速 道 路 神 戸 線 、 湾岸 線 、 国 道 ２ 号 、 国道 43 号 、 国 道 176 号 等 が あ り 、 南 北 幹 線と

し て 国 道 171 号 、 国 道 173 号 、 主 要 地 方 道 川 西 篠 山 線、 尼 崎 池 田 線 等 が ある 。 ま た 、

鉄 道 網 と し て 、JR、 阪 急 電 鉄 、 阪神 電 車 、 神 戸 電 鉄 、能 勢 電 鉄 の 各 路 線 が走 っ て お

り 、 公 共 の 交 通 網 が整 備 さ れ て い る ほ か、 重 要 港 湾 尼 崎 西 宮芦 屋 港 が あ り 、 物 流拠 点

を 形 成 し て い る 。

阪 神 北 準 圏 域 の 設定

(1) 設 定 の 理 由

入 院 医 療 完 結 率 や 受 療 範 囲 な ど 一 定 の ま と ま り の あ る 旧 保 健 医 療 圏 域 で 、 当 該

圏 域 の 地 域 医 療 構 想に お け る 2025 年 の 必 要 病 床 数 で は、高 度 急 性 期 病 床 の確 保 が

課 題 で あ り 、 医 療 資源 の さ ら な る 地 域 偏在 に 対 す る 配 慮 が 必要 で あ る た め 。

(2) 設 定 の 範 囲

準 圏 域 の 範 囲 は 、伊 丹 市 、宝 塚 市 、川 西 市 、三 田 市 、猪 名 川 町 で 構 成 さ れる 阪 神

北 部 と す る 。

(3) 推 進 方 策

阪 神 北 準 圏 域 を 医 療法 第 30 条 の 14 に よ る「 そ の 他 の 当 該 都 道府 県 知 事 が 適 当 と

定 め る 区 域 」と し て 、「 協 議 の 場 」を 設 置 し、従 前 の 阪 神 北 圏 域地 域 医 療 構 想 区 域 に

お け る 将 来 必 要 病 床数 の 達 成 等 、阪 神 北 準 圏 域 に お ける 地 域 医 療 構 想 を 推進 す ると

と も に 、以 下 の 事 項等 に つ い て 、具 体 的対 応 方 針 を 検 討・協 議 し 、地 域 医 療 の 提供

体 制 を 整 備 し て い く。

① 公立・公的病院を中心とした準圏域内医療機関との医療機能の相互連携や役割分担

② 高 度 急 性 期 病床 の 確 保

③ 阪 神 圏 域 内 にお け る 医 療 資 源 の 偏在 対 策

④ 統 合 再 編 な どの 公 立 病 院 の 今 後 のあ り 方
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医 療 計 画 (医 療 構 想)上 の 重 点 課 題 と 進 捗状 況

(1) 高 度 急 性 期 医療 の 充 実 ・ 整 備

阪 神 北 準 圏 域 に は 、公 立・公 的 病 院 が ５ 病 院 あ り 、地 域 の 開 業 医 や 保 健・福 祉 関係

者 と 連 携 し 、 救 急 医 療 及 び 在 宅 医 療 等 の 幅 広 い 地 域 医 療 連 携 体 制 を 構 築 し て い る 。

し か し 、 ３ 次 救 急 を 担 う 救 命 救 急 セ ン タ ー は な く 、 高 度 急 性 期 医 療 (病 床 )は 阪 神 南

部 と 連 携 し 対 応 し て い る 状 況 で あ る 。 阪 神 北 部 で よ り 高 度 な 救 命 救 急 医 療 提 供 の た

め 、 救 命 救 急 セ ン ター 等 の 充 実 ・ 整 備 を行 う 必 要 が あ る 。

(2) 公 立 ・ 公 的 病 院の 再 編 ・ 統 合

｢新 公 立 病 院 改 革 ガ イド ラ イ ン ｣(平 成 27(2015)年 ３ 月 )や ｢公 的 医 療 機 関 等 2025 プ

ラ ン ｣(平 成 29(2017)年 ８ 月 )に 基 づ き 、医 療 提 供 体 制 の改 革 と 連 携 し て 公 立・公 的病

院 の 更 な る 経 営 の 効率 化 、再 編・ネ ッ ト ワー ク 化 等 の 推 進 が 求め ら れ て お り 、阪 神南

部 で は 、 県 立 西 宮 病院 と 西 宮 市 立 中 央 病院 が 統 合 ・ 再 編 し 、2026 年 を 目 途 に 「 西宮

総 合 医 療 セ ン タ ー(仮 称 )」と し て 開 設 する 予 定 で あ る。阪 神 北 部 で は 、令 和 ４ 年 ９月

に は 市 立 川 西 病 院 と民 間 病 院 が 統 合・再 編 し 、「 川 西 市 立 総 合医 療 セ ン タ ー 」と し て

開 院 し た 。ま た 、伊 丹 市 域 で は 市 立伊 丹 病 院 と 近 畿 中 央病 院 が 統 合・再 編 し 、2026 年

を 目 途 に「 伊 丹 市 立伊 丹 総 合 医 療 セ ン ター (仮 称 )」と し て 開 設 す る 予 定 であ る 。三 田

市 域 で は 、三 田 市 民 病 院 と 済 生 会兵 庫 県 病 院 が 連 携 協定 を 締 結 し 、協 議 す る 等、各市

民 病 院 に お い て 再 編 ・ 統 合 の 方 向 性 や 、 地 域 医 療 構 想 を 踏 ま え た 役 割 の 明 確 化 を 視

野 に 入 れ た 公 立 ・ 公的 病 院 の 在 り 方 を 検討 し て い る 。

(3) 病 床 機 能 別 必要 病 床 数

阪 神 南 部 に お け る 2025 年 必 要 病 床 数 達 成率（ 令 和 ３(2021)年 度 時 点 の 病 床機 能 報

告 ） は 、 高 度 急 性 期 193％ 、 急 性 期 83％ 、 回 復 期 49％ 、 慢 性期 136％ で あ る 。 令和

８ (2026)年 度 に は 公 立 ・ 公 的 病 院 の 再 編 統 合 等 に よ り 、 高 度 急 性 期 194％ 、 急 性 期

81％ 、 回 復 期 49％ 、慢 性 期 136％ の 達 成見 込 み と な る 。

阪 神 北 部 で の 2025 年 必 要 病 床 数 達成 率 は 、高 度 急 性 期 37％ 、急 性 期 165％ 、回 復

期 59％ 、 慢 性 期 103％ で あ る 。 令 和 ８(2026)年 度 に は 公 立 ・ 公的 病 院 の 再 編 統 合等

に よ り 、 高 度 急 性 期 79％ 、 急 性 期 129％ 、 回 復 期 66％ 、 慢 性 期 104％ の 達 成 見込み

と な る 。

高 度 急 性 期 病 床 と 回 復 期 病 床 は 不 足 が あ る こ と か ら 、 医 療 提 供 体 制 の 見 直 し 等 に

よ り 医 療 需 要 に 応 じた 充 足 を 目 指 す 。
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２ 圏 域 の 重 点 的 な 取 組

１ 地 域 医 療 連 携

現 状 と 課 題

(1) 阪 神 に お け る 地域 医 療 支 援 病 院 に つい て は 、県 立 西 宮 病院 、関 西 労 災 病 院 、県

立 尼 崎 総 合 医 療 セ ン タ ー 、 市 立 伊 丹 病 院 、 近 畿 中 央 病 院 、 三 田 市 民 病 院 、 宝 塚 市

立 病 院 、川 西 市 立 総合 医 療 セ ン タ ー 、令 和 ５ 年 ６ 月 24 日 に 西 宮 市 立 中 央 病院 が 承

認 さ れ 、 計 ９ 病 院 とな っ て い る 。

ま た 、阪 神 南 部 に は 、社 会 医 療 法 人 が ３ 団体（ ① 社 会 医 療 法 人中 央 会 尼 崎 中 央

病 院 ② 社 会 医 療 法 人 愛 仁 会 尼 崎 だ い も つ 病 院 ③ 社 会 医 療 法 人 渡 邊 高 記 念 会

西 宮 渡 辺 病 院 、西 宮 渡 辺 心 臓 脳・血 管 セ ン タ ー ）あ り 、公 立・公 的 病 院 に 並 ぶ 公 益

性 の 高 い 医 療 を 提 供し て お り 、 高 度 な 地域 医 療 を 担 っ て い る。

(2) 阪 神 北 部 の 三 田市 や 西 宮 市 北 部 は 山間 部 が 多 く 、隣 接 す る 神 戸 市 北 区へ の 医療

機 関 の 利 用 が 多 い。一 方 、南 部 は 医 療機 関 数 が 多 く、交 通 至便 な 地 域 で あ る た め、

大 阪 府 内 の 医 療 機 関の 利 用 や 、 大 阪 府 民か ら の 利 用 が あ る 。

推 進 方 策

(1) 公 立・公 的 病 院 と と も に 地 域医 療 を 担 う 民 間 病 院、地 域 の 診 療 所 及 び地 域 医療

支 援 病 院 間 に お け る連 携 を よ り 一 層 充 実・強 化 で き る よう 進 め る 。（ 県 、地 域 医 療

支 援 病 院 、 医 療 機 関）

２ 救 急 医 療

現 状 と 課 題

(1) １ 次 救 急 医 療 体制 に つ い て は 、阪 神 南 部 で は 、休 日 夜 間 応 急 診 療 所 等や 診 療科

目 に よ っ て は 、 在 宅当 番 医 制 で 対 応 し てい る 。

歯 科 に つ い て は 、尼 崎 口 腔 衛 生 セン タ ー 、西 宮 歯 科 総 合 福 祉セ ン タ ー や 芦 屋 市 歯

科 セ ン タ ー で 対 応 して い る 。

阪 神 北 部 で は 、地 元 医 師 会 の 協 力の 下 、休 日 等 応 急 診 療 所 が開 設・運 営 さ れ て い

る (計 ４ か 所 。 川 西 市 と 猪 名 川 町 は川 西 市 内 に 共 同 設 置)。

地 域 に よ っ て は 、平 日 深 夜 帯 や 対応 で き な い 診 療 科 があ り 、今 後 の 課 題 で あ る 。

(2) ２ 次 救 急 医 療 体制 に つ い て は 、 阪 神南 部 で は 、 26 病 院 が ２ 次 救 急 病 院と し て 、

輪 番 体 制 を 組 ん で いる 。

阪 神 北 部 で は 17 病 院 が ２ 次 救 急 病 院 とし て 、 そ れ ぞ れ 輪 番体 制 を 組 ん で い る 。

ま た 、輪 番 制 以 外 に 、随 時 救 急 搬 送 を 受 け入 れ て い る 救 急 告 示医 療 機 関 も あ る 。

(3) ３ 次 救 急 医 療 体制 に つ い て は 、阪 神 南 部 に 、多 発 外 傷 、広 範 囲 熱 傷 等 の 重 篤な

救 急 疾 患 や ２ 次 救 急 医 療 機 関 の 後 送 先 と も な る 救 命 救 急 セ ン タ ー が ３ か 所 あ り 、

阪 神 北 部 に は な い ため 、阪 神 南 部 の 救命 救 急 セ ン タ ーと の 連 携 強 化 を 図 って い る 。

な お 、３ 次 救 急 を 含め た 高 度 医 療 に つ いて は 、阪 神 南 部 だ けで は な く 大 阪 、神 戸

の 医 療 機 関 へ の 流 出 を 認 め て お り 、 高 度 急 性 期 医 療 で の 連 携 と 充 実 ・ 強 化 を 検 討

し て い く 必 要 が あ る。
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表 １ ： 阪 神 南 部 に お け る 救 急 医 療 体 制

区
分

１ 次 (初 期 ・ 軽 度 ) ２ 次 (重 症 )
救 急 告 示

医 療 機 関

３ 次 (重 篤 )

休 日 夜 間

急 患 センター

在 宅 当

番 医 制

小 児 救 急

輪 番 制
病 院 群 輪 番 制

救 命 救 急

センター

尼
崎
市

尼 崎 健 康 医 療 財

団 休 日 夜 間 急 病

診 療 所

(内 科 ・ 小 児科 ）

※ 小 児 科 は 、 ０ ～

６ 時 は あ ま が さ き 小

児 救 急 相 談 ダ イ ヤ

ル に 相 談 の 上 、 必

要 時 は医 療 機 関 を

紹 介

尼 崎 口 腔 衛 生 セン

ター

〈 診 療 科

目 〉

産 婦 人 科

県 立 尼 崎

総 合 医 療

センター

尼 崎 新 都 心 病院

合 志 病 院

尼 崎 中 央 病 院

田 中 病 院

アイワ病 院

近 藤 病 院

はくほう会 セントラ

ル病 院

立 花 病 院

安 藤 病 院

大 隈 病 院

青 木 外 科 整 形外

科

尼 崎 医 療 生 協病

院

同 左

県 立 尼 崎 総

合 医 療 センタ

ー

関 西 労 災 病

院

西 原 クリニッ

ク

つかぐち病 院

県 立 尼 崎

総 合 医 療

センター

兵 庫 医 科

大 学 病 院

県 立 西 宮

病 院

西
宮
市

西 宮 市 応 急 診 療

所 （ 内 科 ・ 小 児科 ）

※ 小 児 科 は 、 ０ 時

以 降 は 阪 神 北 広

域 こど も 急 病 セン タ

ーで対 応

西 宮 歯 科 総 合 福

祉 センター

〈 診 療 科

目 〉

外 科 ・ 内

科 ・ 産 婦

人 科 ・ 小

児 科

県 立 西 宮

病 院

明 和 病 院

西 宮 市 立

中 央 病 院

西 宮 回 生

病 院

兵 庫 医 科

大 学 病 院

西 宮 協 立 脳 神経

外 科 病 院

笹 生 病 院

県 立 西 宮 病 院

西 宮 渡 辺 病 院

西 宮 渡 辺 心 臓

脳 ・ 血 管 センター

西 宮 市 立 中 央病

院

谷 向 病 院

三 好 病 院

明 和 病 院

西 宮 回 生 病 院

高 田 上 谷 病 院

上 ヶ原 病 院

同 左

兵 庫 医 科 大

学 病 院

芦
屋
市

芦 屋 市 立 休 日 応

急 診 療 所 （ 内 科 ・

小 児 科 ）

芦 屋 市 歯 科 セ ンタ

ー

〈 診 療 科

目 〉

内 科 ・ 外

科 又 は 小

児 科

市 立 芦 屋

病 院

市 立 芦 屋 病 院

南 芦 屋 浜 病 院 同 左

芦 屋 セ ン ト マ
リア病 院

計 ３ ７ 26 29 ３
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表 ２ ： 阪 神 北 部 に お け る 救 急 医 療 体 制

推 進 方 策

(1) 救 急 医 療 体 制 の強 化 ・ 広 域 連 携 （ 県、 市 町 、 関 係 機 関 ）

・ 高 齢 者 の 増 加に 伴 い 在 宅 医 療 の 推 進や 、高 齢 者 の 救 急 搬 送体 制 を 確 保 す る こ と

が 必 要 と な る こ と から 、市 町 単 位 な ど 地 域の 実 情 に 合 わ せ た 組織 体 制 の 構 築 を 図

る 。

・ 「 h-Anshin む こ ね っ と 」 ２ 次救 急 シ ス テ ム を さ らに 効 果 的 に 運 用 す るた め 、

阪 神 医 療 福 祉 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 協 議 会 の ２ 次 救 急 シ ス テ ム 委 員 会 で の 検 証 を 継

続 す る 。

神 戸 市 第 二 次 救 急 病 院 協 議 会 医 療 情 報 シ ス テ ム (Mefis)と の シ ス テ ム 連 携 に

よ る 広 域 連 携 を 継 続す る 。

(2) 急性期治療終了後の回復期、療養・在宅への移行体制の整備（県、市町、関係機関）

・ 必 要 病 床 機 能 のう ち 回 復 期 機 能 が 特に 不 足 し て い る 。 今後 、 高 齢 者 救 急 医 療の

需 要 の 増 大 が 予 想 さ れ る こ と か ら 、 急 性 期 治 療 終 了 後 の 回 復 期 、 療 養 ・ 在 宅 へ の

移 行 体 制 の 整 備 が 急 務 と な る 。 地 域 医 療 構 想 調 整 会 議 に お い て 、 病 床 機 能 転 換 推

進 事 業 等 を 活 用 し た 病 床 転 換 の 促 進 を 図 る ほ か 、 病 院 か ら 在 宅 へ の 移 行 を 円 滑 に

す る た め 、 医 療 機 関 に お け る 退 院 調 整 支 援 担 当 者 な ど に よ る 退 院 調 整 や 、 介 護 支

区
分

１ 次 (初 期 ) ２ 次 (重 症 ) ３ 次 (重 篤 ) (再 掲 )
小 児 急 病
セ ン タ ー

休 日 夜 間
急 患 セ ン タ ー

小 児 科 病 院 群
輪 番 制

内 科 ・ 外 科 系
病 院 群 輪 番 制

救 命 救 急
セ ン タ ー

救 急 告 示
医 療 機 関

伊
丹
市

阪 神 北 広 域
こ ど も 急 病
セ ン タ ー

伊 丹 市 休
日 応 急 診
療 所
伊 丹 市 口
腔 保 健 セ
ン タ ー

市 立 伊 丹 病 院
近 畿 中 央 病 院

市 立 伊 丹 病 院
近 畿 中 央 病 院
常 岡 病 院
伊 丹 恒 生 脳 神 経
外 科 病 院
祐 生 病 院
み や そ う 病 院

県 立 尼 崎
総 合 医 療
セ ン タ ー
兵 庫 医 科
大 学 病 院
県 立
西 宮 病 院

公立等 ２

私 立 ３

宝
塚
市

宝 塚 市 立
休 日 応 急
診 療 所
宝 塚 市 立
歯 科 応 急
診 療 所

宝 塚 市 立 病 院 宝 塚 市 立 病 院
宝 塚 第 一 病 院
宝 塚 病 院
こ だ ま 病 院
東 宝 塚 さ と う 病 院

公立等 １

私 立 ４

川
西
市
・
猪
名
川
町

川 西 リ ハ
ビ リ テ ー
シ ョ ン 病
院
川 西 市 ふ
れ あ い 歯
科 診 療 所

川 西 市 立 総 合
医 療 セ ン タ ー

川 西 市 立 総 合 医
療 セ ン タ ー
ベ リ タ ス 病 院
正 愛 病 院
自 衛 隊 阪 神 病 院

公立等 １

私 立 ３

三
田
市

三 田 市 休 日 応 急 診 療 セ ン
タ ー (小 児 科 を 含 む )
在 宅 歯 科 当 番 医

神 戸 市 内 三 田 市 民 病 院
平 島 病 院 公立等 １

私 立 １

計 ３ ８ ５ 17 ３
公立等 ５
私 立 11
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援 連 携 指 導 等 の 体 制整 備 を 推 進 す る 。

３ 小 児 医 療 （ 小 児救 急 医 療 ）

現 状 と 課 題

(1) １ 次 救 急 に つ いて は 、阪 神 南 部 で は、各 市 の 休 日 夜 間 急病 診 療 所 が 対 応 し てい

る 。 深 夜 帯 に つ い て は 、 尼 崎 市 は 、 あ ま が さ き 小 児 救 急 相 談 ダ イ ヤ ル を 開 設 し 、

早 急 に 受 診 が 必 要 な 場 合 は 医 療 機 関 を 紹 介 し て い る 。 西 宮 市 で は 阪 神 北 広 域 こ ど

も 急 病 セ ン タ ー が 対応 し て い る 。

阪 神 北 部 で は 、 伊 丹 市 、 宝 塚 市 、 川 西 市 及 び 猪 名 川 町 が 共 同 で 「 阪 神 北 広 域 こ

ど も 急 病 セ ン タ ー 」を 平 成 20(2008)年 ４月 に 開 設 し 電 話 相 談及 び １ 次 救 急 医 療 を

担 い 、重 症 患 者 は 小 児救 急 ２ 次 輪 番 病 院 へ後 送 し て い る 。南 部 か ら の 利 用 も あり 、

地 域 で 重 要 な 役 割 を担 っ て い る 。

な お 、 三 田 市 で は 、 休 日 は 「 三 田 市 休 日 応 急 診 療 セ ン タ ー 」 で １ 次 小 児 救 急 を

対 応 し て お り 、 ２ 次 小 児 救 急 は 、 神 戸 市 北 区 の 輪 番 病 院 が そ の 後 送 先 と し て 対 応

し て い る 。 し か し 、１ 次 救 急 の 夜 間 及 び２ 次 救 急 体 制 に 空 白日 や 時 間 帯 が あ る 。

(2) 小 児 救 急 ２ 次 輪番 に つ い て は 、阪 神 南 部 で は 、７ 病 院 が 輪 番 体 制 を 組ん で 対応

し て い る が 、 当 直 可 能 な 医 師 の 減 少 に よ り 、 輪 番 体 制 の 維 持 が 難 し く な る お そ れ

が あ る 。

阪 神 北 部 で は 、 市 立 伊 丹 病 院 が 小 児 地 域 医 療 セ ン タ ー と し て 指 定 さ れ 、 公 立 ・

民 間 病 院 を 併 せ て ４ 病 院 が 輪 番 対 応 し て い る が 、 小 児 科 常 勤 医 師 の 不 足 に よ り 当

直 体 制 が と れ な い 病院 も あ り 、 年 々 厳 しい 状 況 と な っ て き てい る 。

こ の た め 、 阪 神 南 北 の 当 番 表 を 共 有 し 、 相 互 利 用 を 可 能 と し て い る が 、 依 然 、

体 制 維 持 が 厳 し い 現状 で あ る 。

(3) ３ 次 救 急 に つ いて は 、県 立 尼 崎 総 合医 療 セ ン タ ー が 小 児救 命 救 急 セ ン タ ー の指

定 を 受 け て い る が 、 同 セ ン タ ー は 小 児 中 核 病 院 で も あ る た め 、 深 夜 帯 に 休 日 夜 間

急 病 診 療 所 か ら の 紹 介 を 受 け 入 れ る こ と に よ り 、 小 児 重 症 患 者 の 受 け 入 れ に 支 障

を 来 す こ と が な い よう に す る 必 要 が あ る。

推 進 方 策

(1) 適 正 受 診 の 普 及啓 発 （ 県 、 市 町 、 関係 機 関 、 県 民 ）

・ 不 要 不 急 の 救 急利 用 を 控 え 、日 頃 か ら か か り つ け医 を 持 ち 、通 常 の 診 療 時 間内

に 早 め に 受 診 す る よう 住 民 へ の 適 正 受 診の 啓 発 を 図 る ほ か 、電 話 相 談 の 適 正利 用

の 啓 発 を 促 進 す る 。

・ 県 立 尼 崎 総 合 医療 セ ン タ ー は 、Ｅ Ｒ 併 設 に 加 え て、深 夜 帯 に 休 日 夜 間救 急 診 療 所

か ら の 紹 介 も 受 け て い る た め 、 負 担 増 加 に よ り 重 症 患 児 の 医 療 に 支 障 を き た さ な

い よ う に 、 症 状 が 軽 い 時 期 に 早 め に 休 日 夜 間 診 療 所 を 受 診 す る よ う 市 民 に 啓 発 す

る 。

・ 引 き 続 き 小 児 救 急 医 療 体 制 の 現 状 や 課 題 を 関 係 機 関 で 共 有 し 、 ２ 次 輪 番 体 制 に

つ い て 中 長 期 的 に 検討 し て い く 。

ま た 、 新 興 感染 症 発 生 時 に お け る小 児 救 急 医 療 提 供 体制 に つ い て 検 討 す る。
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４ 周 産 期 医 療

現 状 と 課 題

(1) 阪 神 圏 域 の 令 和３ (2021)年 の 出 生 数は 14,203(人 口 千 対 8.1、 県 6.7)で 、 年 々

減 少 傾 向 に あ る 。ま た 、同 年 の 周 産 期 死亡 率 は 出 生 千 対 3.2、（ 県 3.4)で 、経 年 で

見 る と ほ ぼ 横 ば い であ る 。

(2) 出 生 数 が 減 少 する 一 方 、晩 婚 化 の 影響 に よ る 高 齢 妊 娠 や各 種 合 併 症 妊 娠 等 の増

加 に よ る ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 ・ 新 生 児 に 対 す る 医 療 需 要 が 高 ま っ て い る が 、 依 然 、

産 婦 人 科 医 ・ 小 児 科医 が 不 足 し て い る 。

推 進 方 策

(1) 総 合 周 産 期 母 子医 療 セ ン タ ー（ 県 立尼 崎 総 合 医 療 セ ン ター 、兵 庫 医 科 大 学病 院 ）、

地 域 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー （ 県 立 西 宮 病 院 ） 及 び 地 域 周 産 期 病 院 （ 関 西 労 災 病

院 、明 和 病 院 、近 畿 中央 病 院 、市 立 伊 丹 病院 、三 田 市 民 病 院 ）の 機 能 強 化 と 連携 を

深 め 、 住 民 が 安 心 し て 子 ど も を 産 み 育 て ら れ る よ う に 、 周 産 期 医 療 体 制 の 充 実 を

図 る（ 県 、市 、医 師 会 、医 療 機 関 ）。ま た、予 防 の 観 点 か ら 、妊 婦 健 康 診 査 の 普 及

啓 発 及 び 受 診 促 進 に努 め る （ 市 、 医 療 機関 、 県 民 ）。

５ 災 害 医 療

現 状 と 課 題

(1) 兵 庫 県 地 域 防 災計 画 に よ る と 、南 海 ト ラ フ で 発 生す る M8～ 9 ク ラ ス の 地 震 の確

率 を 今 後 30 年 以 内 で 70～ 80％ 程 度 と して い る 。

(2) 阪 神 圏 域 に お いて は 、兵 庫 医 科 大 学病 院 ・県 立 西 宮 病 院・ 県 立尼 崎 総 合 医 療セ

ン タ ー ・ 宝 塚 市 立 病 院 の ４ 病 院 が 災 害 拠 点 病 院 に 指 定 さ れ て い る 。 自 衛 隊 阪 神 病

院 と の 連 携 も 含 め 、 地 震 の み で な く 多 様 な 災 害 に 対 応 で き る 医 療 体 制 の 整 備 が 必

要 で あ る 。

(3) マ ニ ュ ア ル に つい て は 、災 害 時 保 健医 療 マ ニ ュ ア ル(阪 神 南 圏 域 版、阪 神 北 圏域

版 )、尼 崎 市 地 域 災 害救 急 医 療 マ ニ ュ ア ル、西 宮 市 災 害 医 療 救護 活 動 マ ニ ュ ア ル を

策 定 し て い る 。

推 進 方 策

(1) 災 害 拠 点 病 院 ４病 院 間 で 、医 療 の 特 殊 性 等 も 含 めた 役 割 分 担 、連 携 方 策 に つい

て 協 議 ・ 調 整 を 行 う 。 ま た 、 そ の 他 の 医 療 機 関 及 び 医 師 会 等 と の 連 携 の 強 化 を 図

る 。 災 害 医 療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、 医 師 会 等 の 医 療 関 係 者 及 び 地 域 保 健 医 療 情 報 セ

ン タ ー(芦 屋 健 康 福 祉 事 務 所 、 宝 塚 健 康 福 祉 事 務 所 )、 伊 丹 健 康 福 祉 事 務 所 、 尼 崎

市 保 健 所 、西 宮 市 保 健所 の 保 健 衛 生 関 係 者 、各 市 災 害 担 当 及 び 消防 本 部 関 係 者 が 、

連 携 を 図 り な が ら 迅速 か つ 適 切 に 行 動 でき る よ う 、災 害 時 保 健 医 療 マ ニ ュ ア ル(阪

神 南 圏 域 版 、阪 神 北 圏域 版 )の 見 直 し や 必 要に 応 じ て 災 害 時 対 応訓 練 等 を 行 う 。（ 県 、

市 、 医 師 会 、 医 療 機関 ）
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６ 在 宅 医 療

６ － １ 阪 神 南 部

現 状 と 課 題

(1) 2025 年 に お け る 訪 問 診 療 需 要 見 込 12,790 人 /月 は 、 2021 年 訪 問 診 療 患 者 数

10,743 人 /月 に 比 べて 、 約 1.2 倍 と な って い る た め 、 需 要 に対 応 す る 在 宅 医 療 体

制 を 実 現 す る 必 要 があ る 。

現 在 の 在 宅 医 療 提 供 状 況 は 表 ３ の と お り で あ る 。 ど の 程 度 在 宅 医 療 を 提 供 し て

い る か は 病 院 に よ っ て 異 な る た め 、 施 設 数 の み で は 判 断 で き な い が 、 今 後 の 地 域

包 括 ケ ア シ ス テ ム を 支 え て い く 上 で 、 在 宅 療 養 支 援 診 療 所 、 在 宅 療 養 後 方 支 援 病

院 、 地 域 包 括 ケ ア 病 棟 を 有 す る 病 院 、 医 療 介 護 複 合 体 （ 病 院 と 介 護 施 設 の 両 方 を

経 営 す る 病 院 経 営 主体 ） を 増 や す こ と が必 要 で あ る 。

(2) 歯 及 び 口 腔 は 、噛 む こ と 、飲 み 込 むこ と 、発 音 す る こ とな ど の 人 が 生 き る 上で

欠 か せ な い 機 能 を 担っ て お り 、歯 及 び 口腔 の 健 康 は 、生 涯 にわ た り 健 康 で 質 の 高

い 生 活 を 送 る た め の基 礎 と な る 。近 年 、口 腔 機 能 の 衰 え が 、心 身 の 機 能 を 低 下 さ

せ る こ と 、ひ い て は 介護 を 要 す る 状 態 と なる 原 因 と な る こ と が明 ら か に な っ て い

る 。

表 ３ ： 在 宅 医 療 提 供 体 制

※ 1 R５ (2023).７ 月 施 設 基 準 等 届 出 状 況 (近 畿 厚 生 局 ) ※ 2 地 域 医 療 支 援 病 院 認 定 数 (Ｒ 4(2022).９ 月 時 点 )

※ 3 医 療 計 画 デ ー タ ブ ッ ク (R５ (2023)厚 生 労 働 省 )

(3) 死 亡 場 所 別 死 亡数 と そ の 割 合(表 ４ )を 見 る と 、病 院 の 割合 が 最 も 高 く 、阪 神南 部 、

全 県 と も 約 62％ で ある 。今 後 高 齢 者 が 増加 す る 中 、病 院 で の 看 取 り は 困 難と な るこ

と が 予 測 さ れ る 。

区
分

在 宅 医

療 圏 域

在 宅 医 療 提 供 状 況

在 宅 療

養 支 援

診 療

所 ・

病 院

※ １

地 域 包

括 ケ ア

病 床 を

有 す る

病 院

※ １

在 宅 療

養 後 方

支 援 病

院 ※ １

地 域 医

療 支 援

病 院

※ ２

在 宅 療

養 支 援

歯 科 診

療 所

※ １

在 宅 患

者 訪 問

薬 剤 管

理 指 導

届 出 薬

局 ※ １

24 時

間 対 応

訪 問 看

護

ｽﾃｰｼｮﾝ

※ ３

機 能 強

化 型 訪

問 看 護

ｽﾃｰｼｮﾝ

※ ３

南

部

尼 崎 市 111 11 3 2 39 227 65 2

西 宮 市 98 8 1 2 26 194 56 4

芦 屋 市 28 2 14 40 11 1

３ 圏 域 計 237 21 4 4 79 461 132 7

県 全 体 40 圏 域 1,059 140 24 38 463 2,555 691 43
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表 ４ ： 死 亡 場 所 別 死 亡 数 と そ の 割 合

死 亡 総 数 病 院 診 療 所 介 護 老 人 保 健 施 設 老 人 ホ ー ム 自 宅 その他

尼 崎 市 5,450
3,271 37 132 406 1,465 139

(60.0%) (0.7%) (2.4%) (7.4%) (26.9%) (2.6%)

西 宮 市 4,532
2,938 14 107 406 995 72

(64.8%) (0.3%) (2.4%) (8.9%) (22.0%) (1.6%)

芦 屋 市 1,027
674 1 37 131 173 11

(65.6%) (0.1%) (3.6%) (12.8%) (16.8%) (1.1%)

南 部 計 11,009
6,883 52 276 943 2,633 222

(62.5%) (0.5%) (2.5%) (8.5%) (24.0%) (2.0%)

県 61,980
38,909 687 2,001 5,982 12,923 1,478

(62.8%) (1.1%) (3.2%) (9.6%) (20.9%) (2.4%)

注 )老 人 ホ ー ム ： 養 護 老 人 ホ ー ム 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 、 経 費 老 人 ホ ー ム 、 有 料 老 人 ホ ー ム

(令 和 ３ 年 人 口 動 態 統 計 )

推 進 方 策

(1) 意 識 啓 発 と 体 制整 備 （ 県 、 市 、 医 師会 、 医 療 機 関 、 福 祉関 係 機 関 ）

・ 今 後 も 在 宅 医 療需 要 は 増 加 す る と 見込 ま れ て い る た め 、多 く の 専 門 職 が在 宅 医

療 の 必 要 性 を 認 識 し、こ れ に 取 り 組 む 必要 が あ る 。そ の た めに 、在 宅 医 療 に 関 す

る 研 修 会 や 講 演 会 等へ の 参 加 促 進 等 を 通じ て 、在 宅 医 療 に 対 応で き る 専 門 職 の 増

加 を 図 る 。

・ 地 域 の 在 宅 医 療 を 支 え る た め 、 200 床 未 満 で 地 域 包 括 ケ ア 病 棟 が な い 病 院 に

対 し て 、 地 域 包 括 ケ ア 病 棟 の 整 備 を 促 進 す る と と も に 、 在 宅 療 養 支 援 病 院 ・ 診

療 所 を 中 心 に そ の 他 の 医 療 機 関 も 交 え た 在 宅 医 療 提 供 体 制 の 整 備 ・ 充 実 に 向 け

た 検 討 を 進 め る 。

・ 患 者 が 退 院 す る際 、居 住 地 域 の 診療 所 等 に ス ム ーズ に つ な が り 、誰 も が か かり

つ け 医 等 に よ る 在 宅医 療 や 訪 問 看 護 、訪 問 リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン を 適 切 に 受 けら れ

る よ う に 病 診 連 携 体制 を 強 化 す る 。

(2) 口 腔 ケ ア の 充 実（ 県 、 市 、 歯 科 医 師会 、 関 係 機 関 、 県 民、 福 祉 関 係 機 関 ）

・ 在 宅 患 者 の 口 腔の 問 題 に 対 し て 、多 職 種 が 口 腔 状態 を 理 解 し て 、課 題 に 応 じた

必 要 な 連 携 を 取 れ る体 制 整 備 を 図 る 。

・ 歯 科 保 健 医 療サ ー ビ ス の 提 供及 び 必 要 な 支 援 が 受け ら れ る よ う 、か か り つ け の

歯 科 医 を 持 つ こ と 、定 期 的 な 歯 科 健診 の 受 診 及 び 歯 科 医療 又 は 保 健 指 導 を 受け る

こ と を 促 進 す る 。

(3) 在 宅 看 取 り 体 制の 整 備

・ 施 設 も 含 め た在 宅 看 取 り を 増や す た め に 、終 末 期 医 療 に 関す る 啓 発 活 動 を 進 め

る 。（ 県 、 市 、 医 療 機関 、 福 祉 関 係 機 関 、県 民 ）

・ 主 治 医 不 在 時 でも 当 番 医 に よ る 看 取り が で き る よ う に 、ICT を 活 用 し た 在 宅 看

取 り シ ス テ ム の 構 築を 推 進 す る 。ま た 、機 能 強 化 型 訪 問看 護 ス テ ー シ ョ ン の充 実

を 推 進 す る 。（ 市 、 医 師 会 、 医 療 機関 、 福 祉 関 係 機 関 ）
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６ － ２ 阪 神 北 部

現 状 と 課 題

(1) 在 宅 医 療 需 要等 と 今 後 の 供 給 体 制に つ い て

訪 問 診 療 需 要 見 込 量は 、阪 神 北 部 で は 2020 年 に 比 べ 2040 年 に は 約 2.0 倍 、訪

問 看 護 利 用 者 見 込 量は 約 1.9 倍 と な っ てい る 。 各 地 域 に お ける 高 齢 者 人 口 、 介 護

施 設 等 の 供 給 量 に よ っ て 差 が 大 き く な る 見 込 み で あ る (表 ５ )。 ま た 、 地 域 の 在 宅

医 療 を 支 え る 地 域 包括 ケ ア 病 床 は 、阪 神 北 部 で 稼 働 率平 均 約 83.4％ 、65 歳 以 上 の

人 口 10 万 人 あ た り 約 158 床 (県 約 284 床 )と な っ て い る 。

今 後 、阪 神 北 部 に おい て 急 速 に 在 宅 医 療需 要 の 増 加 が 見 込 まれ 、各 地 域 に お い

て 在 宅 医 療 需 要 に 応 じ た 在 宅 訪 問 診 療 等 を 行 う 医 療 機 関 や 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン

の 確 保 、 地 域 包 括 ケ ア 病 棟 (病 床 )の 整 備 や 、 急 変 時 の 護 送 先 や 後 方 支 援 等 の 連 携

体 制 の 充 実 、 強 化 等が 必 要 で あ る （ 表 ６ ） 。

表 ５ ： 訪 問 診 療 需 要 見 込 量 (レ セ プ ト 件 数/年 )

区 分
R2(2020)

実 績
R12（ 2030）

推 計
R17(2035)

推 計
R22（ 2040）

推 計

R22 推 計 /

R2 実 績 比 (倍 )

伊 丹 25,788 39,043 44,228 47,291 1.89

宝 塚 11,183 17,101 19,488 20,998 1.88

川 西 14,145 22,623 25,312 26,757 1.89

三 田 3,823 6,347 7,579 8,746 2.29

猪 名 川 2,593 5,079 6,084 6,845 2.64

阪 神 北 部 56,869 91,519 105,346 114,597 2.02

※ 地 域 医 療 構 想 に 基 づ く 推 計 値

表 ６ ： 在 宅 医 療 提 供 状 況

区
分

在 宅 医 療
圏 域

在 宅 医 療 提 供 状 況

在 宅 療

養 支 援

診 療 所 ・

病 院 ※１

地 域 包

括 ケア病

床 を有 す

る病 院

※１

在 宅 療

養 後 方

支 援 病

院 ※１

地 域 医

療 支 援

病 院 ※２

在 宅 療

養 支 援

歯 科 診

療 所

※１

在 宅 患

者 訪 問

薬 剤 管

理 指 導

届 出 薬

局 ※１

24 時 間

対 応 訪

問 看 護 ｽ

ﾃｰｼｮﾝ

※３

機 能 強

化 型 訪

問 看 護 ｽ

ﾃｰｼｮﾝ

※３

北

部

伊 丹 40 3 0 2 18 88 32 3

川 西 30 ４ 2 1 12 72 19 1

宝 塚 42 2 0 1 22 105 31 3

三 田 19 0 1 1 6 36 14 0

４ 圏 域 計 131 ９ 3 5 58 301 96 7

県 全 体 40 圏 域 1,059 140 24 38 463 2,555 691 43

※1 R５ (2023) .７ 月 施 設 基 準 等 届 出 状 況 （ 近 畿 厚 生 局 ） ※2 地 域 医 療 支 援 病 院 認 定 数 (Ｒ 4(2022).９ 月 時 点 )

※３ 医 療 計 画 データブック（ R５ （ 2023） 厚 生 労 働 省 ）
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(2) 入 院 医 療 機 関 から 在 宅 へ の 退 院 支 援

阪 神 北 部 で は各 在 宅 医 療 圏 域 に 地域 医 療 支 援 病 院(公 立・公 的 病 院 )が あ り 、入

院 医 療 か ら 在 宅 医 療 等 へ の 円 滑 な 移 行 の た め に 入 院 初 期 か ら 退 院 後 の 生 活 を 見 据

え た 退 院 支 援 と 、地 域 医 療・介 護 連 携 体制 の 構 築 に 向 け て 取り 組 ん で い る 。一 方、

歯 科 の あ る 病 院 を 含 め て 、 入 院 患 者 の 口 腔 機 能 (口 腔 ケ ア )の 維 持 改 善 は ま だ 十 分

で は な く 、 退 院 後 も含 め た 患 者 の 口 腔 ケア の 普 及 推 進 が 必 要で あ る 。

(3) 急 変 時 の 対 応と 看 取 り の 体 制（ 在 宅 医 療 の 基 盤整 備 と 医 療 介 護 連 携体 制 の 推 進）

阪 神 北 部 に お け る 死 亡 場 所 別 死 亡 数 は 自 宅 が 約 ２ 割 、 医 療 機 関 は 約 ６ 割 強 と な

っ て い る が 、 多 く の 高 齢 者 は 可 能 な 限 り 自 宅 等 で の 看 取 り を 望 ん で い る 。 ま た 、

在 宅 に お け る 看 取 り数 は 2040 年 に は 約 2.0 倍 と な る 見 込 み であ る 。

在 宅 療 養 に お け る 急変 や 看 取 り 時 の 緊 急往 診 、休 日・夜 間 時 の対 応 に つ い て は 、

在 宅 医 間 や 多 職 種 間で の 連 携 や 機 能 強 化型 の 在 宅 療 養 支 援 診療 所 、後 方 支 援 病院 、

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 確 保 等 、 地 域 全 体 で の 医 療 供 給 体 制 を 構 築 し て い く 必 要

が あ る 。

(4) 認 知 症 対 策

高 齢 者 の 約 ４ 人 に １ 人 が 認 知 症 か そ の 予 備 軍 と 推 計 さ れ て お り 、 今 後 更 な る 増

加 が 見 込 ま れ て い る 。 阪 神 北 部 に は 鑑 別 診 断 が 可 能 な 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー が

２ か 所 あ る が 、 ３ 市 町 (宝 塚 市 、 川 西 市 、 猪 名 川 町 )に は な く 、 認 知 症 高 齢 者 の 増

加 に 伴 い 、 地 域 支 援 体 制 を 強 化 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 認 知 症 の 早 期 発 見 ・ 早 期

鑑 別 診 断 が で き る 医療 体 制 の 強 化 が 必 要で あ る 。

推 進 方 策

(1) かかりつけ医・在宅医療に関する意識啓発・体制整備（県、市町、関係機関、県民）

・ か か り つ け 医 師等 の 定 着 や 在 宅 医 療・介 護 連 携 、相 談 拠 点 の 機 能 強 化 を図 り 、

地 域 で 支 え 合 い な がら 在 宅 療 養 者 の 療 養・介 護 が ス ム ー ズ に 行え る よ う 意 識 啓 発

を 行 う 。

・ 地 域 包 括 ケ ア 病棟 (病 床 )が な い 200 床 未 満 の 病 院 に 対 し、 体 制 整 備 の 促 進を

行 う 。ま た 、在 宅 医療 支 援 病 院・診 療 所や 訪 問 看 護 、訪 問 リハ ビ リ テ ー シ ョ ン 等

も 合 わ せ て 、 包 括 的か つ 継 続 的 な 在 宅 医療 の 提 供 体 制 の 構 築を 強 化 す る 。

(2) 入 院 医 療 ・ 在 宅医 療 相 互 連 携 に 必 要な 課 題 の 抽 出 （ 県 、市 町 、 関 係 機 関 ）

・ 住 み 慣 れ た 地域 で 安 心 し て 療養 生 活 を 送 る こ と がで き る よ う 、地 域 の 医 師 会 や

民 間 病 院 、薬 剤 師 会 や在 宅 医 療 関 係 団 体 等で 構 成 す る 在 宅 医 療推 進 協 議 会 等 で 検

討 す る 。阪 神 北 部 にお け る 患 者 流 出 の 約半 分 が 在 宅 医 療 で あり 、主 な 流 出 先 は阪

神 南 部 、大 阪 府 、神 戸 圏 域 と な って い る た め 、各 在 宅 医 療 圏域 に 拘 ら な い 柔 軟 な

医 療 介 護 連 携 の 必 要が あ る 。

・ 宝 塚 及 び 三 田 地 域 で は 退 院 調 整 ル ー ル づ く り や 川 西 市 及 び 猪 名 川 町 で は つ な

が り ノ ー ト の 活 用 が行 わ れ て お り 、ま た バ イ タ ル リ ン ク等 の Ｉ Ｃ Ｔ 利 用 に よ る 情

報 の 共 有 化 を 進 め てい く 。

・ 伊 丹 市 、川 西 市・猪 名 川 町 、三 田 市 に お い て 在 宅 医 療・介 護 連 携 支 援 セ ン ター
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の 設 置 に よ り 、他 市在 宅 医 療 介 護 関 係 者と の 連 携 も 対 応 可 能で 、急 性 期 か ら 回復

期 、在 宅 医 療 と 介 護 への 円 滑 な 移 行 の た めの 相 談 機 能 や コ ー ディ ネ ー ト 機 能 を 整

備 し て い る と こ ろ であ る 。

(3) 口 腔 機 能 の 維持 向 上 に 向 け た 連 携体 制 の 整 備（ 県 、市 町 、関 係 機 関 、医 療 機 関）

・ 歯 科 の な い 病 院 に 対 し て 、 歯 科 医 師 会 と 連 携 し た 訪 問 診 療 体 制 を 確 保 す る な

ど 、 入 院 患 者 の 口 腔 ケ ア や 口 腔 機 能 の 維 持 向 上 に 向 け た 対 策 の 強 化 を 推 進 す る 。

ま た 、歯 科 専 門 職 以外 の 他 職 種 で あ っ ても 、在 宅 患 者 の 口 腔状 態 を 理 解 し 、課 題

に 応 じ た 必 要 な 連 携を 取 る こ と が で き る体 制 を 整 備 す る と とも に 、在 宅 患 者 の 食

の 支 援 体 制 の 構 築 を図 る 。

(4) 認 知 症 対 策 （ 県 、 市 町 、 関 係 機 関、 医 療 機 関 ）

・ 市 町 、包 括 支 援 セ ン タ ー を中 心 に 地 域 包 括 ケ アシ ス テ ム を 整 備 し、認 知 症 の人

と 家 族 を 支 え る 地 域 連 携 支 援 体 制 を 推 進 す る 。 ま た 、 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー の

充 実 を 図 る と と も に 、 か か り つ け 医 や 認 知 症 対 応 医 療 機 関 、 認 知 症 相 談 医 療 機 関

と の 連 携 に よ り 、 地域 の 認 知 症 医 療 の 推進 を 図 る 。

７ 感 染 症 対 策

現 状

感 染 症 指 定 医 療機 関 の 感 染 症 病 床 は全 県 で 54 床 あ る が 、阪 神 圏 域 と し て 県 立尼 崎

総 合 医 療 セ ン タ ー（ 第 二 種 感 染 症指 定 医 療 機 関 ）に ８ 床 確 保さ れ て い る 。新 型 コロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 症 に かか る 対 応 で は 、阪 神 南 部 で の 入 院 協力 医 療 機 関 の 病 床は 22 病 院、

281 床 で 、 阪 神 北 部で は 12 病 院 、 185 床 で あ っ た 。

さ ら に 川 西 市 立 総 合 医 療 セ ン タ ー 、 市 立 伊 丹 病 院 と 近 畿 中 央 病 院 の 統 合 新 病 院 及

び 県 立 西 宮 病 院 と 西 宮 市 立 中 央 病 院 の 統 合 新 病 院 に お い て は 、 ２ 類 相 当 感 染 症 に 対

応 で き る 構 造 ・ 設 備 設 計 が な さ れ て お り 、 感 染 症 拡 大 時 の 入 院 協 力 要 請 に 対 応 可 能

と な っ て い る 。ま た 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症 へ の 対 応 から 、令 和 ４ 年 12 月 に 感

染 症 法 が 改 正 さ れ 、 県 の 感 染 症 予 防 計 画 に お い て 、 感 染 症 対 応 に 必 要 な 関 係 機 関 と

の 協 定 の 締 結 が 予 定さ れ て お り 、そ れ に 基 づ い て 、芦 屋・宝 塚・伊 丹 健 康 福 祉 事 務所

で は 平 時 の う ち か ら 新 興 感 染 症 等 の 拡 大 、 ま ん 延 時 に 備 え た 準 備 を 計 画 的 に 進 め 、

迅 速 か つ 的 確 に 対 応で き る よ う 、 医 療 提供 体 制 の 構 築 と 整 備を 行 っ て い く 。
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第 ４ 章 東 播 磨 圏 域

地 域 の 特 性

東 播 磨 地 域 は 、明 石 市 、加 古 川 市 、高 砂 市 、加 古 郡 稲 美 町 及び 播 磨 町 の ３ 市 ２ 町

で 構 成 さ れ 、兵 庫 県 臨 海 部 中 央 に位 置 し 、東 は 神 戸 市 、西 は姫 路 市 、北 は 三 木、小

野 、 加 西 の 各 市 に 接し て い る 。

管 内 東 部 に は 子 午 線が 通 り 、中 央 部 に は県 下 最 大 の 河 川「 加 古 川 」が 流 れ 、流 域

に は 播 州 平 野 が 広 がっ て お り 一 年 を 通 じ降 水 量 が 少 な く 、 温暖 で あ る 。

ま た 、東 播 磨 地 域 には 、県 下 最 大 級 の「 加 古 大 池 」を は じ めと す る 多 く の た め 池

が 集 中 し て お り 、 地域 全 体 が 豊 か な 水 辺空 間 に 恵 ま れ て い る。

圏 域 の 重 点 的 な 取 組

１ 救 急 医 療 体 制 の 充実

現 状 と 課 題

（ １ ） 初 期 救 急 医 療は 、明 石 市 立 夜 間 休日 応 急 診 療 所 と 東 はり ま 夜 間 休 日 応 急 診療 セ

ン タ ー （ Ｒ ３ 年 11 月 1 日 開 所 ） 及 び 在宅 当 番 医 制 で 対 応 して い る が 、 医 師 の 高齢

化 等 に よ る 問 題 が ある 。二 次 救 急 医 療 は、明 石 市 12 病 院 に よ る 輪 番 と ２ 市 ２ 町（ 加

古 川 市 、高 砂 市 、播 磨 町 、稲 美 町 ）10 病 院 に よ る ２ つの 輪 番 に お い て 空 白日 な く輪

番 体 制 を 確 保 し て いる 。三 次 救 急 医 療 は、県 立 加 古 川 医 療 セン タ ー が 救 命 救 急 セン

タ ー に 指 定 さ れ て いる 。ま た 、播 磨 地 域 及 び 丹 波 南 部地 域 を 含 む ド ク タ ーヘ リ 基地

病 院 に 指 定 さ れ て いる 。

（ ２ ） 消 防 本 部 別 の救 急 搬 送 時 間 に つ いて は 、 119 番 通 報 受 付 か ら 現 場 到着 所 要 時間

（ 県 平 均 8.6 分 ）は 、明 石 市 8.2 分 、加 古 川 市 8.2 分 、高 砂 市 6.9 分 、現 場 到 着か

ら 収 容 所 要 時 間 （ 県平 均 37.9 分 ） は 、 明石 市 36.8 分 、 加 古 川市 33.6 分 、 高 砂市

32.6 分 で あ り 、県 平 均 よ り い ず れも 短 い 状 況 で あ る（ R2 年 ）。救 急 搬 送 さ れ る 傷病

者 で 急 病 に 分 類 さ れる も の の う ち 、 診 療の 結 果 と し て 帰 宅 可能 な 「 軽 症 」 が 44.5%

を 占 め る 。（ R4 年 ）

救 急 搬 送 患 者 数 は 、令 和 元 年 ま で は 年 々増 加 し て い る が 、令 和 2 年 及 び 令 和 3 年

は 、新 型 コ ロ ナ ウ イル ス 感 染 症 拡 大 に 伴い 、外 出 制 限 等 が 発出 さ れ た 影 響 か ら 大き

く 減 少 と な っ た（ H29 年 32,244 人 、H30 年 33,776 人 、R 元 年 34,047 人 、R2 年 29,930

人 、R3 年 30,584 人 、R4 年 34,791 人 ）。今 後 、救 急 搬 送 患 者 数は 高 齢 化 の 進 展 に 伴

い さ ら に 増 加 す る こと が 予 測 さ れ る 。

（ ３ ） 新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 ま ん 延時 に 、二 次 輪 番 を 担う 一 部 の 民 間 病 院 等で 救

急 外 来 や 入 院 の 受 け入 れ が 不 十 分 で あ った こ と に よ り 、夜 間 休 日 応 急 診 療セ ン ター

等 の 初 期 救 急 医 療 か ら 二 次 救 急 医 療 へ 移 送 さ れ る 救 急 患 者 の 診 療 の 受 け 入 れ や 発

熱 し て い る 救 急 患 者の 受 入 れ が 困 難 と なる 課 題 が 生 じ た 。

推 進 方 策

（ １ ） 住 民 が 急 傷 病 時 に 、 適 時 ・ 適 切 な 医 療 を 受 け る こ と が で き る よ う 、 医 療 機 関 、

消 防 等 の 連 携 の も と、引 き 続 き 安 定 し た救 急 医 療 体 制 を 確 保す る 。こ の た め 、医 療

機 関 、地 域 の 医 師 会、市 町 等 が 連 携 し なが ら 、医 師 の 確 保 に努 め る な ど 、明 石 市立
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夜 間 休 日 応 急 診 療 所 、 東 は り ま 夜 間 休 日 応 急 診 療 セ ン タ ー 及 び 在 宅 当 番 医 制 に よ る

初 期 救 急 医 療 提 供 体制 の 確 保 に 努 め る 。ま た 、地 域 の 医 師 会、医 療 機 関 等 が 連 携し

な が ら 、二 次 救 急 輪番 体 制 の 維 持・拡 大 を 図 る と と もに 、引 き 続 き 三 次 救急 医 療 体

制 の 充 実 に 努 め る 。（ 医 師 会 、 医 療機 関 、 市 町 、 県 ）

（ ２ ） 消 防 と 医 療 機 関 等 と の 連 携 を 図 り な が ら 、 救 急 搬 送 体 制 の 確 保 ・ 充 実 を 図 る 。

ま た 、日 頃 か ら か か り つ け医 を も つ こ と や 救 急車 の 適 正 利 用 に つ いて さ ら なる

啓 発 を 進 め 、 人 生 の 最 終 段 階 に お け る 医 療 ・ ケ ア の あ り 方 に つ い て 、 本 人 の 意 思

決 定 を 支 援 す る 取 り組 み（ ACP：Advance Care Planning,人 生 会 議 ）の 住 民 へ の 普

及 を 図 る 。（ 県 民 、 医師 会 、 医 療 機 関 、 消防 、 市 町 、 県 ）

（ ３ ） 二 次 輪 番 病 院等 に お い て 、新 興 感染 症 ま ん 延 時 も 救 急患 者 を 受 け 入 れ る ため に

必 要 な 標 準 的 な 感 染 対 策 の 知 識 ・ 技 術 の 向 上 を 図 る 。 ま た 、 全 て の 医 療 機 関 に お

い て 発 熱 患 者 を 幅 広 く 受 け 入 れ る よ う 引 き 続 き 啓 発 す る 。 さ ら に 、 感 染 症 患 者 受

け 入 れ 病 院 の 入 院 病 床 の 逼 迫 を 防 ぐ た め 、 後 方 支 援 を 行 う 医 療 機 関 や 施 設 へ の 受

け 入 れ 調 整 を 円 滑 に行 え る よ う 管 内 関 係機 関 の 役 割 分 担 と 連携 強 化 を 図 る 。（ 医 師

会 、 医 療 機 関 、 福 祉施 設 、 消 防 、 市 町 、県 ）

目 標

目 標 現 状 値 目 標 値 （ 達 成 年 度 ）

救 急 医 療 の 確 保 ・ 充実
二 次 輪 番 空 白 日 な し

（ 2023）
二 次 輪 番 空 白 日 な し

（ 2029）

２ 周 産 期 医 療 及 び小 児 医 療 （ 小 児 救 急含 む ） 体 制 の 確 保 ・充 実

現 状 と 課 題

（ １ ） 令 和 ４ 年 の 出生 数 は 5,181 人（ 出 生 率（ 人 口 千 対 ）7.3(県 6.2）)で あ り 、前 年

出 生 数 5,477 人 （ 出生 率 7.7（ 県 6.5）） よ り 減 少 し てい る 。 ま た 、 周 産 期死 亡 率

（ 出 産 千 対 ） は 3.1（ 県 2.9） で 年 に より ば ら つ き が あ る 。

（ ２ ） 令 和 ５ 年 10 月 １ 日 時 点 に お け る分 娩 を 扱 う 医 療 機 関は ４ 病 院 ８ 診 療 所 で 、 減

少 傾 向 に あ る 。 地 域 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー （ 加 古 川 中 央 市 民 病 院 ・ 明 石 医 療 セ

ン タ ー ） で は 、 正 常 分 娩 を 含 め 、 ハ イ リ ス ク 妊 婦 や 高 度 な 新 生 児 医 療 を 要 す る 母

子 の 救 急 搬 送 の 受 け入 れ が 増 加 し て い る。

（ ３ ） 令 和 ２ 年 の 診療 従 事 医 師 数 は 1,570 人 、人 口 10 万 対 医 師 数 は 219.3 人（ 県 266.1

人 ） で あ り 、 県 よ りも 低 く な っ て い る 。

診 療 科 別 の 医 師 数 につ い て は 、 小 児 科 は 85 人 (H28 年 75 人 )、 産 婦 人 科 は 59 人

（ H28 年 55 人 ）で 平 成 28 年 時 点 よ り 増 加 傾 向 で あ る 。ま た 、年 少 人 口 10 万 対 小

児 科 医 数 で は 、 東 播磨 90.5 人 (県 128.1 人 ）、 15-49 歳 女 性 人口 10 万 対 産 婦 人 科

医 数 で は 、東 播 磨 41.5 人 (県 46.7 人 )、播 磨 東（ 周 産 期 医 療 圏：東 播 磨・北 播 磨 ）

40.1 人 と 県 よ り 少 なく 、 小 児 科 医 ・ 産 婦人 科 医 の 確 保 が 今 後と も 重 要 で あ る 。

（ ４ ） 令 和 ５ 年 ３ 月 末 時 点 に お ける 小 児 慢 性 特 定 疾 病患 者 は 413 人 で 、そ の う ち 人工

呼 吸 器 装 着 児 は 31 人 、う ち 在 宅 療 養 児 は 17 人 で あ る 。加 古 川 中 央 市 民 病 院 では 、
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こ の よ う な 医 療 的 ケ ア 児 の 在 宅 移 行 に 向 け て の 取 り 組 み を 進 め て お り 、 関 係 機 関

に よ る 体 制 整 備 が 必要 で あ る 。

（ ５ ） 東 播 磨 の 小児 救 急 医 療 体 制は 、初 期 救 急 は、明 石 市 立夜 間 休 日 応 急 診 療 所と 東

は り ま 夜 間 休 日 応 急診 療 セ ン タ ー で 対 応し て い る が 、小 児 科 医 の 高 齢 化 や医 師 不足

に よ り 診 療 時 間 が 24:00 ま で と な っ て いる 。

（ ６ ） 東 播 磨 圏 域 小児 救 急 医 療 電 話 相 談を 設 置 し て い る が 、開 設 時 間 は 20:30～ 23:30

で あ る 。ま た 、県 が実 施 す る 小 児 救 急 医療 電 話 相 談 (#8000)は 、平 成 30 年 度 か ら 翌

朝 8:00 ま で 延 長 さ れ て い る 。

（ ７ ） 小 児 の 二 次 救急 は 、地 域 小 児 医 療セ ン タ ー に 位 置 付 けら れ て い る 加 古 川 中央 市

民 病 院 を 中 心 に 、明 石 市 立 市 民 病院 、明 石 医 療 セ ン ター の ３ 病 院 に お い て 、空 白 日

な く 輪 番 体 制 を 確 保し て い る が 、小 児 科 医 不 足 に よ り体 制 を 維 持 す る の が非 常 に困

難 な 状 況 で あ る 。

推 進 方 策

（ １ ） 周 産 期 死 亡率 は 年 に よ り 大き な 変 動 が あ る が、な る べく 低 値 を 維 持 し 、少 な く

と も 県 平 均 以 下 と なる よ う に 努 め る 。そ の た め 、妊 娠 中 か らの 妊 娠 高 血 圧 症 候 群の

予 防 や 母 体 と 新 生 児の 安 全 確 保 の 面 か ら、妊 婦 健 康 診 査 の 普及 啓 発 及 び 受 診 促 進を

図 る 。（ 県 民 、 市 町 、医 療 機 関 ）

（ ２ ） 地 域 周 産 期 母子 医 療 セ ン タ ー を はじ め 、周 産 期 医 療 に携 わ る 各 関 係 機 関 は相 互

に 連 携・補 完 し 、分 娩 の リ ス ク に応 じ て 適 切 な 医 療 が提 供 さ れ る よ う 産 婦人 科 医の

確 保 を 含 め 、周 産 期 医 療 体 制 の 強化 を 図 る と と も に 、ド ク タ ー カ ー 等 搬 送体 制 の充

実 を 図 る 。（ 医 療 機 関、 消 防 、 市 町 、 県 ）

ハ イ リ ス ク 妊 婦 や 高 度 な 新 生 児 医 療 に 対 応 す る た め 、 よ り 高 度 な 周 産 期 医 療 の

充 実 を 図 る 加 古 川 中 央 市 民 病 院 は 、 よ り 高 度 な 周 産 期 医 療 に 対 応 で き る よ う 総 合

周 産 期 母 子 医 療 セ ンタ ー の 整 備 を 目 指 す 。（ 医 療 機 関 、 県 ）

（ ３ ） 小 児 科 や 産 婦人 科 を 有 す る 医 療 機関 は 、大 学 医 学 部 等に 医 師 派 遣 を 要 請 する 等 、

様 々 な 方 法 に よ り 小児 科 医 ・ 産 婦 人 科 医の 確 保 に 努 め る 。（ 医 療 機 関 ）

（ ４ ） 医 療 的 ケ ア児 が 、安 全 で 発 達 に応 じ た 在 宅 療 養を 送 る こ と が で き るよ う 、県 医

療 的 ケ ア 児 支 援 セ ンタ ー（ 令 和 ４ 年 ６ 月 開 設 ）、医 療 機 関、訪 問 看 護 ス テ ーシ ョ ン、

特 別 支 援 学 校 、相 談 支 援 事 業 所 等は 相 互 の 連 携 強 化 を図 る 。（ 医 師 会 、医 療 機 関 、訪

問 看 護 ス テ ー シ ョ ン、 福 祉 施 設 、 教 育 機関 、 市 町 、 県 等 ）

（ ５ ） 小 児 の 初 期 救急 医 療 体 制 の 充 実 に向 け て 、関 係 機 関 は小 児 科 医 の 確 保 及 び 体 制

の 充 実 に 努 め る 。（ 医 師 会 、 医 療 機関 、 市 町 等 ）

（ ６ ） 受 診 時 の 医 師か ら の 説 明 や 乳 幼 児健 診 等 で の 保 健 指 導な ど 様 々 な 機 会 を 通し て 、

「 か か り つ け 医 を 持つ こ と 」や 小 児 救 急医 療 電 話 相 談 の 普 及啓 発 に 努 め 、不 要 不急

な 受 診 を 減 ら し 適 正受 診 を 推 進 す る 。（ 県 民 、医 師 会 、医 療 機 関 、消 防 、市 町 、県 ）

（ ７ ） 空 白 日 の な い小 児 の 二 次 救 急 医 療体 制 を 維 持 で き る よう 二 次 救 急 を 担 う 医療 機

関 は 、小 児 科 医 の 確保 及 び 医 療 機 関 間 の連 携 強 化 を 図 る 。（ 医 療 機 関 、消 防 、市 町 、

県 等 ）
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目 標

目 標 現 状 値 目 標 値 （ 達 成 年 度 ） 備 考 ※

周産期死亡率の減少 3.1（ 2022） 県 平 均 以 下 （2029）
県平均

2.9(2022)

小児救急医療の充実
二 次 輪 番 空 白 日 な し

(2023)
二 次 輪 番 空 白 日 な し

(2029)

３ 新 興 感 染 症 発 生・ ま ん 延 時 に お け る医 療

現 状 と 課 題

（ １ ） 新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 の 流 行初 期 に は 、帰 国 者・接 触 者 外 来 と し て 、公 立

病 院 が 濃 厚 接 触 者 の検 査 等 を 実 施 し た 。ま た 、感 染 拡 大 時 には 、地 域 の 医 師 会 にお

い て は 、 セ ン タ ー 方 式 に よ る Ｐ Ｃ Ｒ セ ン タ ー を 設 置 す る な ど 体 制 整 備 を 行 っ た が 、

発 熱 患 者 を 受 け 入 れ る 発 熱 外 来 は不 足 し た 。

（ ２ ） 新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 の 感 染拡 大 時 に は 、管 内 のコ ロ ナ 患 者 の 入 院 病床 が

不 足 し た た め 、急 性 期 を 脱 し た 入院 患 者 に つ い て は 後 方 支 援を 行 う 医 療 機 関・施 設

へ の 受 け 入 れ 調 整 を行 う 必 要 が あ っ た 。ま た 、小 児・妊 産 婦は 特 定 の 病 院 で 入 院を

受 け 入 れ る た め に 、他 の 医 療 機 関 が 成 人・高 齢 者 を 積 極的 に 受 け 入 れ る など 、地 域

の 医 療 機 関 の 特 性 に応 じ た 療 養 先 の 振 り分 け を 行 い 、病 床 の 確保 を 図 っ た 。そ の 他 、

GW や 年 末 年 始 等 の 大 型 連 休 前 に は 、 保 健 所 が 中 心 と な っ て 二 次 輪 番 に 参 画 す る 医

療 機 関 や 医 師 会 、市 町 、消 防 を 参 集 し た連 絡 会 を 開 催 し 、関 係 者 間 の 情 報共 有 や き

め 細 か い 調 整 、 役 割分 担 ・ 連 携 強 化 を 図っ た 。

（ ３ ） 高 齢 者 施 設 等に は 重 症 化 リ ス ク をも つ 高 齢 者 が 多 く 入所 し て い る が 、感 染 拡 大

時 に は 施 設 内 で ク ラス タ ー が 多 く 発 生 した 。認 知 症 や 要 介 護高 齢 者 を 受 け 入 れ る入

院 病 床 の 確 保 は 十 分で な く 、高 齢 者 施 設へ の 往 診 の 調 整 、管 内 の 感 染 症 認定 看 護師

の 施 設 へ の 派 遣 に よる 個 人 防 護 具 の 着 脱や ゾ ー ニ ン グ な ど の支 援 を 行 っ た 。医 療機

関 に お い て 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 の 退 院 基 準 を満 た し た 退 院 患 者 であ っ て も、

高 齢 者 施 設 が 受 け 入れ を 断 る 事 例 も み られ た 。

推 進 方 策

（ １ ） 今 後 も 新 興感 染 症 に 対 応 でき る よ う 、発 熱 外 来・入 院 等 の 医 療 提 供体 制 に つ い

て 、「 感 染 症 予 防計 画 」に 基 づ き 構 築 する 。ま た 、発 熱 外 来を 行 う 医 療 機 関 に おい

て は 、院 内 感 染 対 策（ ゾ ー ニ ン グ 、換 気、個 人 防 護 具 の 着 脱等 ）を 適 切 に 実 施 でき

る よ う 研 修・訓 練 を 行 う な ど 地 域 の医 師 会 等 と 連 携 し た取 り 組 み を 行 う 。（ 医 師 会、

医 療 機 関 、 市 町 、 県）

（ ２ ） 流 行 初 期 か ら新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 対 応 の 実 績 を参 考 に 、限 ら れ た 医療 資

源 が 有 効 に 活 用 さ れる よ う 、感 染 症 発 生・ま ん 延 時 の 入 院 受 入 病 院 の 役 割の 明 確化

を 図 る と と も に 、病 院 、医 師 会 、関 係 機 関 と の ネ ッ トワ ー ク 化 に よ り 、実 践 的 な訓

練 を 実 施 す る な ど 平時 か ら の 備 え に 努 める 。さ ら に は 、自 宅 療 養 者 へ の 対応 を 図る

た め 医 師 会 、市 町 、関 係 機 関 等 と 連 携 を図 る 。（ 医 師 会 、医 療 機 関 、訪 問 看 護 ステ

ー シ ョ ン 、 市 町 、 県）

（ ３ ） 高 齢 者 施 設等 で 感 染 対 策 の 質 の向 上 を 目 指 す 。ま た 、感 染 し た 入 所 者 が 施 設 内
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で の 療 養 に 際 し 、必 要 な 場 合 に は医 師 に よ る 往 診 や 認定 看 護 師 の 派 遣 を 行え る よう

平 時 か ら の 連 携 を 図る 。さ ら に 、高 齢 者 施 設 と 協 力 医療 機 関 等 と の 連 携 強化 に も努

め る 。 （ 医 師 会 、 医療 機 関 、 訪 問 看 護 ステ ー シ ョ ン 、 福 祉 施設 、 市 町 、 県 ）

関 連 デ ー タ

４ － １ 人 口 及 び 人 口 動 態

（ １ ） 人 口

東 播 磨 の 将 来 推 計 人口 は 、2025 年 に は 、2010 年 (H22)の 716,006 人 か ら 670,123

人 に 、 2040 年 に は 586,567 人 に 減 少 す ると 推 計 さ れ て い る 。

65 歳 以 上 の 高 齢 者 人口 は 2010 年 の 152,337 人 か ら 2025 年 に は 194,439 人 に 、

2040 年 に は 203,369 人 に 増 加 す る と 推 計さ れ て い る 。一 方 、生 産 年 齢 人 口 は 、年 々

減 少 し 、 2010 年 の 461,433 人 か ら 2040 年 に は 322,250 人 ま で 減 少 す る 。

図 １ ： 将 来 推計 人 口 及び 高 齢 化 率 （H22 年 ～R22 年 ）

資 料 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 日 本 の 地 域 別 将 来 推 計 人 口
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（ ２ ） 人 口 動 態

出 生 数 は 減 少傾 向 に あ る が 、 人 口千 人 あ た り の 2022 年 (R4)の 出 生 率 は 7.3 で 、

県 平 均 6.2 を 上 回 っ て い る 。一 方 、死 亡数 は 増 加 傾 向 に あ るが 、人 口 千 人 当 た りの

死 亡 率 は 11.5 で 県 平 均 12.3 よ り 低 く な っ て い る 。

死 因 別 死 亡割 合 の 状 況 は 、2021 年 (R3） で は 、 悪 性 新 生物 が 最 も 多 く 、 次 いで 、

心 疾 患 、老 衰 、脳 血 管 疾 患 の 順 にな っ て い る 。死 亡 数 の 推 移を み る と 、悪 性 新 生物

の 死 亡 数 が 増 加 し てい る 。

表 １ ： 人 口 動 態（ H29 年 ～ R4 年 ）

年 次
出 生 死 亡 周 産 期 死 亡

実 数 人 口 千 対 実 数 人 口 千 対 実 数 出 生 千 対

2017 年 (H29) 5,812 8.1 6,713 9.4 23 4.0

2018 年 (H30) 5,830 8.1 7,043 9.8 17 2.9

2019 年 (H31) 5,542 7.7 7,159 10.0 21 3.8

2020 年 (R2) 5,376 7.5 7,139 10.0 12 2.2

2021 年 (R3) 5,477 7.7 7,500 10.5 18 3.3

2022 年 (R4) 5,181 7.3 8,186 11.5 16 3.1

(全 県 R3 年 ) 33,581 6.5 61,980 11.4 122 3.4

(全 県 R4 年 ) 33,565 6.2 66,541 12.3 96 2.9

死 因
死 亡 数 （ 人 ）

男 女 計

悪 性 新 生 物 1,307 834 2,141

心 疾 患 533 567 1,100

老 衰 214 600 814

脳 血 管 疾 患 269 247 516

肺 炎 192 114 306

不 慮 の 事 故 123 90 213

自 殺 85 29 114

結 核 6 2 8

そ の 他 1,216 1,072 2,288

計 3,945 3,555 7,500

表 ２ ： 死 因 別死 亡 数 （R3 年 ）

資 料 兵 庫 県 保 健 統 計 年 報

資 料 厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」

資 料 兵 庫 県 保 健 統 計 年 報

図 ２ ： 死 因 別 死 亡 割合 （ R3）

( ⼈ )

図 ３：死 因 別 死亡 数（ H23 年 ～ R3 年 ）
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資 料 厚 生 労 働 省 医 療 施 設 調 査

(R3 年 )

４ － ２ 医 療 機 関 ・ 診 療 従 事 医 師 数

医 療 機 関 数 は、一 般 病 院 35 施 設 、一 般 診 療 所 は 547 施 設 、歯 科 診 療 所 は 339 施

設 と な っ て い る 。

な お 、 一 般 診 療 所 のう ち 、 有 床 診 療 所 は 32 施 設 と な っ て い る。

人 口 10 万 人 対 で 比 較 す る と、病 院 は 5.5 施 設（ 県 6.4 施 設 ）、一 般 診 療 所 は 76.6

施 設（ 県 95.6 施 設 ）、歯 科 診 療 所 47.5 施 設（ 県 54.7 施 設 ）で あ り 、県 よ り も 低 く

な っ て い る 。

表 ３ ： 医 療 機関 等 の 状況 (R3年) （ ） 内 は 人 口 10万 人 対

病 院 一 般 診 療 所 歯 科 診 療 所

総 数 総 数 総 数

一 般 病 院 精 神

病 床

の み

有 す

る 病

院

有 床 無 床 (全 て 無 床 ）

う ち

療養病床を

有する病院

う ち

療養病床を

有する病院

東 播 磨 39(5.5) 35 18 4 547(76.6) 32 2 515 339(47.5)

県 347(6.4) 314 152 33 5,192(95.6) 180 12 5,012 2,971(54.7)

許 可 病 床 数 は 、病 院に お い て は 、一 般4,503床 、療 養1,468床 、一 般 診 療 所 に お い

て は 、一 般 65床 、療 養 23床 と な っ て い る。そ の 他 、精 神 病 床は 1,462床 、感 染 症 病床

は 8床 と な っ て い る 。

表 ４ ： 東 播 磨の 病 床 の種 類 別 許 可 病床 数 (R5.4.1)

病 院 一 般 診 療 所
精 神 結 核 感 染 症

総 数 一 般 療 養 総 数 一 般 療 養

東 播 磨 5,971 4,503 1,468 88 65 23 1,462 0 8

兵 庫 県 52,134 39,597 12,537 604 503 101 11,452 150 54

資 料 兵 庫 県 医 務 課 医 療 指 導 班 (R5.4.1)

表 ５ ： 診 療 従事 医 師 数（ R2 年 ） （ ） 内 は 人 口 10 万 人 対

医 師 数 ※ １ ⼩ 児 科 医 師 数 ※ 2 産 婦 ⼈ 科 医 師 数 ※ ３

東 播 磨 1,570(219.3) 85(90.5) 59(41.5)

兵 庫 県 14,540(266.1) 854(128.1） 504(46.7)

播 磨 東 （ 周 産 期 医 療 圏 ： 東 播 磨 ・ 北 播 磨 ） 76(40.1)

資 料 厚 生 労 働 省 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 調 査 (R2 年 )

※ １ （ ） 内 は 、 総 人 口 10 万 対 医 師 数
※ ２ （ ） 内 は 、 年 少 人 口 （ 0 歳 ～ 14 歳 ） 10 万 対 医 師 数
※ ３ （ ） 内 は 、 15～ 49 歳 女 性 人 口 10 万 対 医 師 数
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４ － ３ 救 急 の 状 況

（ １ ） 救 急 搬 送 時 間

消 防 本 部 別 の 救 急 搬送 時 間 に つ い て は 、119 番 通 報 受 付 か ら 現 場到 着 所 要 時 間 は 、

明 石 市 8.2 分 、 加 古 川 市 8.2 分 、 高 砂 市 6.9 分 と な っ て お り、 県 （ 8.6 分 ） よ り短

く な っ て い る 。 現 場到 着 か ら 収 容 所 要 時間 は 、 明 石 市 36.8 分 、 加 古 川 市 33.6 分 、

高 砂 市 32.6 分 と な っ て お り 、 県 （37.9 分 ） よ り 短 く なっ て い る 。

表 ６ ： 救 急 搬送 時 間 （R2 年 ）

消 防 本 部 名
119 番 通 報 受 付 ～

現 場 到 着 所 要 時 間 （ 分 ）
119 番 通 報 受 付 ～

病 院 収 容 所 要 時 間 （ 分 ）

明 石 市 8.2 36.8

加 古 川 市 8.2 33.6

高 砂 市 6.9 32.6

兵 庫 県 8.6 37.9

資 料 兵 庫 県 消 防 防 災 年 報 (R2 年 )

（ ２ ） 救 急 搬 送 患 者数

令 和 ２ 年 及 び 令 和 ３ 年 は 、新 型 コ ロ ナウ イ ル ス 感 染 症拡 大 に 伴 い 、外 出 制 限 等が

発 出 さ れ た 影 響 か ら大 き く 減 少 と な っ てい る 。

救 急 搬 送 さ れ る 傷 病 者 の う ち 、 急 病 に 分 類 さ れ 、 診 療 の 結 果 と し て 帰 宅 可 能 な

「 軽 症 」 と 分 類 さ れる 者 は 、 毎 年 ４ 割 程 度 と な っ て いる 。

表 ７ ： 救 急 搬送 人 員 （H29 年 ～ R4 年 ）

年 次
明 石 市 加 古 川 市 高 砂 市 東 播 磨

救 急 搬

送 人 員

う ち 軽

症 者 数

救 急 搬

送 人 員

う ち 軽

症 者 数

救 急 搬

送 人 員

う ち 軽

症 者 数

救 急 搬

送 人 員
うち軽症者数（%）

2017 年 (H29) 12,806 6,738 15,836 7,323 3,602 1,698 32,244 15,759(48.8)

2018 年 (H30) 13,594 6,872 16,315 7,580 3,867 1,962 33,776 16,414(48.5)

2019 年 (H31) 14,080 6,895 16,120 7,100 3,847 1,922 34,047 16,007(47.0)

2020 年 (R2) 12,258 5,814 14,280 5,524 3,392 1,538 29,930 12,876(43.0)

2021 年 (R3) 12,565 5,562 14,572 5,385 3,447 1,392 30,584 12,639(41.3)

2022 年 (R4) 13,942 6,821 16,946 6,985 3,903 1,670 34,791 15,476(44.5)

資 料 各 市 町 消 防 年 報

(⼈ )

資 料 各 市 町 消 防 年 報

図 ４：救 急 搬 送人 員（H29 年 ～ R4 年 ）
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第 ５ 章 北 播 磨 圏 域

地 域 の 特 性

西 脇 市・三 木 市・小 野 市・加 西 市・加 東 市・多 可 町 の ５ 市 １ 町 から な る 北 播 磨 地 域 は、

兵 庫 県 の ほ ぼ 中 央 に位 置 し て お り 、 総 面積 は 895.61 ㎢で、県 土 の 10.7％ を占 めている。

日 本 の へ そ（ 東 経 135 度 、北 緯 35 度 ）と 称 せ ら れ て いる 地 理 上 の 日 本 の 中心 地（ 西

脇 市 ）が あ り 、日 本の 標 準 時 を 定 め る 子午 線 が 南 北 に 貫 い てい る 。県 下 最 大 の 河川「 加

古 川 」 が 、 地 域 の 中央 部 を 貫 流 し 、 流 域に は 播 州 平 野 が 広 がっ て い る 。

圏 域 の 重 点 的 な 取 組

１ 小 児 救 急 医 療

現 状 と 課 題

(1) 小 児 救 急 医 療 電話 相 談 体 制

子 ど も の 急 病 、け が 等 に 対 す る 保護 者 の 不 安 を 軽 減 する た め 、「 北 播 磨 圏 域 子 ど

も 医 療 電 話 相 談 」を 設 置 。看 護 師 が 症状 へ の 対 処 方 法に つ い て 助 言 、受 診 医 療 機関

を 紹 介 す る 。

ま た 、「 北 播 磨 県 民 いき い き 情 報（ イ ン タ ーネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ情 報 ）」に お い て 、

小 児 救 急 医 療 機 関 に関 す る 情 報 を 掲 載 して い る 。

北 播 磨 圏 域 子 ど も 医療 電 話 相 談 ☎0794-62-1371

相 談 時 間 ： 18:00～ 22:00

（ 祝 祭 日 、 年 末 年 始を 除 く ）

北 播 磨 県 民 い き い き情 報 https://kitaharima-ikiiki.com/

(2) 一 次 ・ 二 次 小 児救 急 医 療 体 制

小 児 地 域 医 療 セ ン タ ー で あ る 北 播 磨 総 合 医 療 セ ン タ ー を 中 心 に 、 西 脇 市 立 西 脇

病 院 、 医 師 会 、 小 児科 開 業 医 等 が 協 力 して 対 応 し て い る 。

一 次 小 児 救 急医 療 体 制 に つ い て は、新 た な 小 児 科 医の 開 業 が ほ ぼ 望め ず 、開 業 医

の 高 齢 化 が 進 ん で いる こ と か ら 、 空 白 日が 生 じ て い る 。

二 次 小 児 救 急 医 療 体 制 に つ い て は 、 北 播 磨 総 合 医 療 セ ン タ ー と 西 脇 市 立 西 脇 病

院 の ２ 病 院 が 対 応 して お り 、空 白 日 は 無い も の の 、空 白 の 時 間 帯（ 夜 間 ）が あ る。

日 月 火 水 木 金 土

一

次

(第 ２ ) 北 播 磨 総 合
医 療 ｾﾝﾀｰ

9:00～ 17:00
北播磨

小児科医会

開業医出務(第 ４ ) 西 脇 市 立
西 脇 病 院

9:00～ 17:00

二

次

( 第 １ ・ ２ ・ ３ ・ ５ ） 北 播 磨 総 合 医
療

ｾﾝﾀｰ
9:00～ 17:00

(第 １ ～ ５ )
北 播 磨 総 合
医 療 ｾﾝﾀｰ

17:00～ 23:00

(第 １ ～ ５ )
西 脇 市 立

西 脇 病 院
17:00～ 23:00

(第 １ ～ ５ )
北 播 磨 総 合
医 療 ｾﾝﾀｰ

17:00～ 23:00

(第 １ ～ ５ )
北 播 磨 総 合
医 療 ｾﾝﾀｰ

17:00～ 23:00

（ 第 １ ～ ５ ）
北 播 磨 総 合
医 療 ｾﾝﾀｰ

17:00～ 23:00

(第 １ ・ ５ )
西 脇 市 立
西 脇 病 院
9:00

～ 翌 9:00
（ 第 ３ ・ ４ ）
北 播 磨 総 合
医 療 ｾﾝﾀｰ
9:00～ 17:00
（ 第 ２ ）
西 脇 市 立 西
脇 病 院 又 は
北 播 磨 総 合
医 療 センター

(第 ４ ) 西 脇 市 立 西 脇 病 院
9:00～ 17:00
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(3) 小 児 の 救 急 搬 送状 況

小 児 の 救 急 搬送 は 、圏 域 内 完 結 率が 59％ で 、続 い て 東 播 磨 圏 域 22％ 、神 戸 圏域

13％ と な っ て お り 、救 急 医 療 体 制 の 空 白時 間 帯 が あ る た め 、他 圏 域 に 頼 ら ざ る を得

な い 状 況 に あ る 。

(4) 小 児 医 療 の 状 況

小 児 の 入 院 医 療 に つい て は 、 北 播 磨 で の圏 域 内 完 結 率 が 、 手術 な し が 67％ 、 手

術 あ り が 50％ と な って お り 、 そ の 他 は 、神 戸 圏 域 、 東 播 磨 圏域 に 流 出 し て い る 。

推 進 方 策

(1) 他 圏 域 と の 連 携強 化

新 た な 小 児 科 医 の 開業 は ほ ぼ 望 め ず 、開 業 医 の 高 齢 化が 進 ん で お り 、小 児 医 療 を

守 る こ と 自 体 が 重 要 事 項 と な り つ つ あ る 。 さ ら に 、 公 立 病 院 の 小 児 科 医 に つ い て

は 、神 戸 、明 石 、加 古 川 、姫 路 の 病 院 に集 中 す る 傾 向 に あ り、北 播 磨 の 一 次・二 次

小 児 救 急 医 療 体 制 にさ ら に 空 白 が 生 じ る可 能 性 が 否 定 で き ない 。

現 時 点 で は 、こ の 状況 に つ い て 、地 域 で大 き な 混 乱 は 出 て おら ず 、北 播 磨 二 次救

急 医 療 圏 域 の 維 持 に努 め つ つ 、小 児 救 急に つ い て は 、東 播 磨圏 域 、神 戸 圏 域 の医 療

機 関 と の 連 携 を 強 化し 、 北 播 磨 の 小 児 医療 を 守 っ て い く 必 要が あ る 。

(2) 小 児 救 急 医 療体 制 の 維 持 ・ 拡 大

小 児 救 急 輪 番制 の 維 持 及 び 拡 大 に向 け 、圏 域 内 の 公立・公 的 病 院 や 小 児 科 医療 機

関 、関 係 行 政 機 関 等に よ り 、小 児 救 急 に関 す る 役 割 分 担 や 救急 搬 送 を 含 め た 救 急医

療 体 制 の あ り 方 に つい て 検 討 す る 。

医 療 機 関 へ の 住 民 の 適 正 受 診 を 推 進 す る た め 、 小 児 救 急 医 療 の 知 識 の 普 及 啓 発

を 図 り 、 休 日 ・ 夜 間の 安 易 な 救 急 搬 送 を防 止 す る 。

２ 周 産 期 医 療

現 状 と 課 題

産 科 医 師 の 減 少 によ り 、異 常 妊 娠 分娩 等 の 圏 域 内 完結 率 は 、手 術 の 有 無 に 関わ ら ず

50％ 未 満 で 、残 り を東 播 磨 圏 域 と 神 戸 圏域 に 頼 っ て い る 。新 生 児 疾 患 の 圏域 内 完 結 率

は 、手 術 あ り が 20％ 、な し が 46％ と な って お り 、同 様 に 、残 り を 東 播 磨 圏域 と 神 戸

圏 域 に 頼 っ て い る 状況 に あ る 。

産 科 医 師 の 確 保 が一 番 の 課 題 で は あ るが 、 難 し い 状 況 に ある 。

高 度 医 療 が 必 要 な場 合 は 、地 域 周 産 期母 子 医 療 セ ン タ ー であ る 、加 古 川 中 央市 民 病

院 、 明 石 医 療 セ ン タ ー で の 診 療 が 行 わ れ て お り 、 東 播 磨 圏 域 と 北 播 磨 圏 域 を ま と め

た 、 播 磨 東 周 産 期 医療 圏 域 と し て の 認 識を 深 め て い く 必 要 があ る 。

推 進 方 策

北 播 磨 圏 域 で の 、産 科 医 師 の 確 保は 今 後 も 厳 し い 状 況が 続 く と み ら れ る こと か ら 、

播 磨 東 周 産 期 医 療 圏 域 と し て の 認 識 を 広 め ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 ・ ハ イ リ ス ク 新 生 児 へ

の 共 同 管 理 に つ い て、北 播 磨 総 合 医 療セ ン タ ー 、西 脇 市 立 西脇 病 院 を 中 心 に 、地 域 周

産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー で あ る 加 古 川 中 央 市 民 病 院 や 明 石 医 療 セ ン タ ー 、 総 合 周 産 期

母 子 医 療 セ ン タ ー で あ る 県 立 こ ど も 病 院 等 と の 連 携 を 緊 密 に し 、 地 域 の 実 情 に 応 じ

た 医 療 を 提 供 で き るよ う に 進 め る 。

３ が ん 医 療

現 状 と 課 題

胃 が ん 、 結 腸 が ん につ い て は 、 圏 域 内 完結 率 は 手 術 の 有 無 に関 わ ら ず 80％ 以 上 で

あ る 。

肺 が ん 、乳 が ん 、肝 が ん・肝 内 胆 管 が ん、前 立 腺 が ん の 圏 域内 完 結 率 は 、手 術 あり
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で 70％ 未 満 で あ る 。し か し 、 肺 が ん 、 乳が ん 、 肝 が ん ・ 肝 内胆 管 が ん 、 前 立 腺 がん

の 圏 域 内 完 結 率 は 手術 な し で 80％ 程 度 で あ る こ と か ら、 神 戸 、 東 播 磨 等 の他 圏 域で

手 術 を 行 い 、手 術 後の 治 療 を 、居 住 地 域に 近 い 、北 播 磨 圏 域内 で 行 っ て い る 傾 向が う

か が え る 。

推 進 方 策

(1) が ん 診 療 連 携 拠点 病 院 を 中 心 と す る医 療 体 制 の 整 備 と 連携 強 化

県 指 定 が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 で あ る 西 脇 市 立 西 脇 病 院 に 加 え 、 令 和 ５ 年 度 か ら

北 播 磨 総 合 医 療 セ ンタ ー が 国 指 定 が ん 診療 連 携 拠 点 病 院 に 指定 さ れ た た め 、従 来 、

圏 域 内 完 結 率 が 比 較的 低 か っ た が ん 治 療の 医 療 提 供 体 制 の 強化 が 期 待 さ れ る 。

ま た 、標 準 的 治 療 や 先進 的 な 医 療 の 提 供 、術 後 の 経 過 観 察、在 宅 医 療 の 実 施 な ど、

医 療 機 能 の 分 化 及 び 地 域 医 療 機 関 等 と の 連 携 強 化 を 図 り 、 地 域 に お い て 切 れ 目 の

な い 医 療 を 提 供 し てい く こ と が 必 要 で ある 。

(2) が ん 予 防 と 早 期発 見 の 推 進

が ん に 関 す る 正 し い 知 識 の 普 及 啓 発 を 図 り 、 が ん 予 防 の 取 り 組 み を 進 め る と と

も に 、 が ん 検 診 の 受診 を 促 進 し 、 早 期 発見 ・ 早 期 治 療 を 推 進す る 。

(3) 緩 和 ケ ア の 質の 向 上

が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 が 開 催 す る 緩 和 ケ ア 研 修 会 へ の 参 加 を 促 進 す る 等 、 緩 和

ケ ア の 質 の 向 上 を 図る 。

(4) が ん 患 者 の 療養 生 活 の 質 の 向 上

が ん 患 者 が 住み 慣 れ た 家 庭 や 地 域で 質 の 高 い 療 養 生 活が 送 れ る よ う 、在 宅 医 療・

介 護 サ ー ビ ス 提 供 体制 の 充 実 を 図 る 。

４ 脳 卒 中 、 急 性 心筋 梗 塞

現 状 と 課 題

脳 梗 塞 、脳 血 管 障 害、急 性 心 筋 梗 塞 と もに 、西 脇 市 立 西 脇 病院 、北 播 磨 総 合 医療セ

ン タ ー を 中 心 と し た 医 療 提 供 体 制 が 確 立 し て お り 、 圏 域 内 完 結 率 は 手 術 の 有 無 に 関

わ ら ず 90％ 程 度 と なっ て い る 。

推 進 方 策

救 命 の た め 、 急 を 要 す る 病 状 で あ る こ と か ら 、 現 在 の 医 療 提 供 体 制 を 維 持 す る こ

と 、 さ ら に 向 上 さ せて い く こ と が 必 要 であ る 。

５ 救 急 医 療

現 状 と 課 題

救 急 搬 送 （ 総 数 ） につ い て は 、 圏 域 内 完結 率 は 86％ 程 度 と な っ て お り 、 東播 磨 圏

域 、 神 戸 圏 域 へ の 搬送 は 、 そ れ ぞ れ ５ ％程 度 と な っ て い る 。

推 進 方 策

救 急 医 療 に つ い て は 、 現 在 の 医 療 提 供 体 制 を 維 持 、 向 上 さ せ て い く 必 要 が あ る 。

た だ し 、 高 度 外 傷 に 関 し て は 東 播 磨 圏 域 の 医 療 機 関 と の 連 携 の も と に 進 め て い く 必

要 が あ る 。

６ 地 域 医 療 連 携

現 状 と 課 題

北 播 磨 地 域 の 病 院、診 療 所 等 が 一 体と な り 医 療 機 能・役 割を 分 担 し 、相 互 連 携を 強

化 す る と と も に 、急 性 期 か ら 回 復期 、在 宅 復 帰 ま で の切 れ 目 の な い 患 者 本位 の サ ー ビ

ス 提 供 を 目 指 し て、医 療 機 関 が 保 有 し てい る 診 療 情 報 を 共 有す る シ ス テ ム「 北 はり ま

絆 ネ ッ ト 」 を 構 築 ・運 用 し て い る 。
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推 進 方 策

・ 北 は り ま 絆 ネ ッ ト等 の 運 用 ・ 推 進

急 性 期 か ら 在 宅 医 療ま で 、切 れ 目 な く 一連 の サ ー ビ ス を 提 供で き る よ う 、相 互 連携

と 情 報 共 有 を 推 進 する た め 、「 北 は り ま 絆ネ ッ ト 」 を 運 用 し てい る 。

今 後 も「 北 は り ま 絆ネ ッ ト 」の ほ か 、各 医 師 会 情 報 共有 ネ ッ ト ワ ー ク「 バ イ タ ルリ

ン ク 」 の 活 用 の 促 進及 び 安 定 的 か つ 継 続的 な 運 用 を 図 る 。

７ 在 宅 医 療

北 播 磨 圏 域 の 現 状 と課 題

外 来 患 者 数 が 減 少 しつ つ あ り 、医 師 の 新規 開 業 が 期 待 し づ らい 。ま た 、新 規 開 業 す

る 医 師 に お い て も 、診 療 所 と 自 宅 が 離 れて い る （ 職 住 分 離 ）診 療 所 医 が 多 く 、24 時

間 、 在 宅 患 者 か ら の 相 談 を 受 け る 体 制 や 往 診 体 制 を 確 保 す る 必 要 の あ る 在 宅 療 養 支

援 診 療 所 （ 以 下 「 在 支 診 」 と い う 。） に 届 け 出 る 医 師 は少 な い （ 平 成 28 年 (2016 年)

～ 令 和 ４ 年 (2022 年 )の ７ 年 間 で ６ 件 に 留 ま っ て い る ）。そ の ため 、在 支 診 の 医 師 の高

齢 化 が 進 ん で い る 。

広 大 な 北 播 磨 圏 域 で は 患 者 宅 と 患 者 宅 の 距 離 が 遠 く 、 効 率 的 な 在 宅 医 療 の 提 供 が

難 し い 。診 療 所 の 在宅 医 間 で 連 携 し 、互 い に 補 い 合 うグ ル ー プ 診 療 の 必 要性 は 診 療 所

の 医 師 も 感 じ て い る が 、 診 療 所 と 居 住 地 が 離 れ て い る と い っ た 職 住 分 離 の 問 題 や 診

療 録 を 共 有 す る た め の Ｉ Ｃ Ｔ 化 が 進 ん で い な い 問 題 な ど で 、 グ ル ー プ 診 療 は 一 部 の

診 療 所 間 に 留 ま っ てい る 。

令 和 ７ 年 (2025)年 の 訪 問 診 療 患 者 数 の 需 要 に は 追 い 付 い て も 、 現 在 の 診 療 所 主 体

の 在 宅 医 療 の 体 制 では 令 和 17 年 (2035 年 )ま で 直 線 的 に 増 加し て い く と さ れ る 訪問

診 療 患 者 数 に は 供 給が 追 い 付 か な い 可 能性 が 高 い 。

一 方 、管 内 に は 在 宅療 養 支 援 病 院（ 以 下「 在 支 病 」と い う 。）が 10 か 所 、地 域 包 括

ケ ア 病 棟 （ 床 ） を 持つ 病 院 が 10 か 所 あ り 、 貴 重 な 在宅 医 療 の 資 源 と な って い る が、

未 だ 積 極 的 に 在 宅 患者 へ の 訪 問 診 療 ・ 往診 を 行 っ て い る 病 院は 多 く は な い 。

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョン は 、平 均 看 護 職 員数（ 常 勤 換 算 ）に つ い て は 全 国 平 均が ５ 人

の と こ ろ 、西 脇 市 が 10 人 、小 野 市 が ７ 人 で あ る が 、他 市 町 では ５ 人 以 下 と 小 規 模事

業 所 が 目 立 っ て い る 。「 24 時 間 対 応 」 を して い な い 訪 問 看 護 ステ ー シ ョ ン は 、 計 26

か 所 の う ち 三 木 市 ２か 所 、加 東 市 １ か 所 だ け で あ る（ 令 和 ５年 ５ 月 現 在 ）。小 規 模 な

が ら も 無 理 を し て 24 時 間 対 応 を 継 続 し てい る 状 況 で 、経 営 破 綻 に 陥 る 事 業所 が 少な

く な い 。ま た 、看 護 師 不 足 は 訪 問 看護 ス テ ー シ ョ ン に 限ら ず 、病 院 で も 看 護 師 の 離職

が 継 続 し て お り 、 管内 に お い て 看 護 師 不足 が 課 題 と な っ て いる 。

訪 問 歯 科 診 療 所 数は 31 か 所 と 人 口 10 万 人 当 た り の 箇 所 数 では 、 全 国 平 均 の 1.7

倍 で あ る 。保 険 診 療に 訪 問 歯 科 診 療 と いう 項 目 が あ り 、希 望が あ れ ば 、在 宅 や 入所 先

の 施 設 、 入 院 先 の 病院 で 訪 問 歯 科 診 療 を実 施 し て い る 。

訪 問 薬 局 数 は 49 か 所 と 人 口 当 た り の 箇 所数 で は 、全 国 平 均 並み で あ る（ 令 和 ２年

11 月 現 在 の 実 績 値 、JMAP）。

管 内 の 自 宅 死 亡 率 （在 宅 看 取 り 率 ） は 、令 和 ２ 年 で は 14.4％ で あ る が 、 ここ ４ 年

間 横 ば い の 状 況 で ある 。 自 宅 ・ 施 設 死 亡率 （ 看 取 り 率 ） は 、令 和 ２ 年 で 26.9％ であ

り 、 年 々 上 昇 し て いる 。

管 内 市 町 の 現 状 と 課題

(1) 西 脇 市

西 脇 市 の 在 支 診 数 は６ か 所 で 、そ の う ち機 能 強 化 型 在 支 診（ 連 携 型 ）が ２ か 所 あ

り 、大 山 記 念 病 院と 連 携 し 、グ ル ー プ 診療 を 行 っ て い る 。グ ル ー プ 診 療 を行 っ て い

る 在 支 診 は 毎 月 、大 山記 念 病 院 で 会 議 を 持ち 、在 宅 患 者 の 診 療情 報 を 共 有 し てい る 。

グ ル ー プ 診 療 を 行 っ て い る 在 支 診 が 担 当 し て い る 在 宅 患 者 の 急 変 時 に は 大 山 記

念 病 院 が 緊 急 入 院 を受 け て い る 。ま た 、そ の 他 の 診 療 所の 在 宅 患 者 の 容 体 急変 時 に
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も 24 時 間 救 急 搬 送 を 受 け 入 れ る 方針 と し て い る 。

西 脇 市 立 西 脇 病 院 は、令 和 ４ 年 度 か ら在 宅 療 養 後 方 支援 病 院（ 以 下「 後 方 支 援 病

院 」 と い う 。） を 届 け 出 て い る 。 在 支 診 が在 宅 診 療 を 行 い 、 そ の 容 体 急 変 時 に 救急

外 来 で 受 け 入 れ る よう に し て い る 。患 者 登 録 に つ い て は 、３ か 月 ご と に 診療 情 報 の

更 新 が 行 わ れ て い る。そ の よ う に 在 支 診 と後 方 支 援 病 院 の 病 診連 携 ル ー ル が あ る た

め 、 受 け 入 れ る 病 院と し て も 対 応 が ス ムー ズ に で き て い る 。

ま た 、西 脇 市 多 可郡 医 師 会 を 中 心に 、連 携 す る 医 療 機関・介 護 事 業 所 と の間 で 医

療・介 護 に 関 す る情 報 を タ イ ム リー に 共 有 し 、相 談 で き るＩ Ｃ Ｔ 機 器（ バ イ タ ルリ

ン ク ） を 導 入 し て いる 。

(2) 三 木 市

在 支 診 間 の 連 携 、多 職 種 連 携 へ 向け て 、バ イ タ ル リ ン ク を 積極 的 に 活 用 し て い る 。

市 内 の 民 間 病 院 に は 、 地 域 連 携 室 に バ イ タ ル リ ン ク の タ ブ レ ッ ト を 医 師 会 で 準 備

し て 置 い て お り 、バ イ タ ル リ ン クで の 連 携 を と る よ うに 進 め て い る 。バ イ タ ル リン

ク を 活 用 す る と 、在 宅 患 者 の 急 変時 に 、日 頃 の 投 薬 の 種 類、内 服 状 況 が 共 有 で き、

人 生 会 議（ 以 下「 Ａ Ｃ Ｐ 」と い う 。）を 進め る と い う 点 で も 効果 的 で 、本 人 の 意 向

を 書 い た 文 書 の 添 付 も で き る 。 特 に が ん の 末 期 患 者 に つ い て バ イ タ ル リ ン ク を 活

用 し 、グ ル ー プ 診 療・多 職 種 連 携 を 行 っ て い る 。こ れ に よ り、訪 問 薬 局 が 必 要時に

医 師 の 指 示 に 従 い 麻 薬 を 自 宅 に 届 け 、 直 後 に 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン が 麻 薬 持 続 皮

下 注 射 を 開 始 す る など 、 連 携 が 活 性 化 して い る 。

三 木 山 陽 病 院 は 、在 支 診 と の 間 で 、か か り つ け の 患者 の 緊 急 時 の 受 け 入れ や 入 院

対 応 に 関 す る 文 書 を交 わ し て い る 。ま た 、緊 急 時 に は 在 支 病 とし て 在 支 診 か ら 直接

救 急 外 来 に 連 絡 を 入 れ る な ど の 病 診 連 携 ル ー ル が 構 築 さ れ て お り 、 市 内 の 在 支 診

等 の 後 方 支 援 機 能 を持 っ て い る 。

(3) 小 野 市

栄 宏 会 小 野 病 院 は 在 支 病 で あ り 、 同 法 人 が 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン も 運 営 し て い

る が 、現 在 は 余 力が あ り 、在 宅 患 者 の需 要 が 増 え て くれ ば 、そ れ に 応 じ て 人 員 を増

や し て い く よ う な 対応 を 行 う こ と に し てい る が 、新 し く 看 護師 を 雇 用 し た い の に、

見 つ か ら な い と い う問 題 点 を 抱 え て い る。

後 方 支 援 機 能 に お い て は 、 診 療 所 の 在 宅 医 と 病 診 連 携 ル ー ル が あ る わ け で は な

い が 、日 頃 か ら 患 者が 行 き 来 し て い る 診療 所 と の 間 で 連 携 は取 れ て お り 、緊 急 入院

を 依 頼 さ れ れ ば 受 け入 れ て い る 。

土 井 リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン 病 院 で は療 養 病 床 が 多 く 、診 療 所 と の 連 携の 上 、最 期 の

看 取 り を 希 望 す る 患 者 の 入 院 を 受 け 入 れ て い る が 、 病 診 連 携 ル ー ル が で き て い る

訳 で は な い 。

(4) 加 西 市

在 支 診 の グ ル ー プ 診療 に つ い て は 診 療 情報 の 共 有 が 課 題 と なっ て い る 。

市 立 加 西 病 院 は 、在 支 病 で は な いが 在 支 診 の 後 方 支 援機 能 を 持 っ て お り 、一 定 の

病 診 連 携 ル ー ル が 構築 さ れ て い る 。

(5) 加 東 市

加 東 市 民 病 院 及 び 松 原 メ イ フ ラ ワ ー 病 院 は 、 在 支 病 と し て 在 支 診 の 在 宅 患 者 の

急 変 時 に 入 院 受 け 入 れ を し て い る が 、 在 支 診 と の 病 診 連 携 ル ー ル が で き て い る 訳

で は な い 。

(6) 多 可 町

多 可 赤 十 字 病 院 と 町 内 の 在 支 診 で 在 宅 医 療 を 行 っ て い る 。 多 可 赤 十 字 病 院 は 地

域 包 括 ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て 、 か な り 積 極 的 に 取 り 組 ん で お り 、 多 可 町 と も

協 働 し 、 各 種 事 業 所 や 社 会 福 祉 協 議 会 と も 連 携 し た 会 議 に 参 加 し て い る 。 病 院 と

し て 訪 問 診 療 に つ いて は よ り 力 を 入 れ てい き た い と 考 え て いる 。

バ イ タ ル リ ン ク に 関 し て は 、 多 可 赤 十 字 病 院 で も 多 可 町 内 で も い ま だ 活 用 で き

て い な い が 、 特 に 訪 問 診 療 と 訪 問 看 護 、 そ れ に 多 可 町 内 に 施 設 が 複 数 あ る の で 、
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多 職 種 ・ 多 施 設 間 連携 で 活 用 を 考 え て いる 。

推 進 方 策

(1) 高 齢 の 在 支 診 医 が 在 宅 医 療 を 継 続 で き る よ う に 、 グ ル ー プ 診 療 を 進 め る 。 在 支

診 間 連 携 や 多 職 種 連携 の 向 上 の た め に 、バ イ タ ル リ ン ク 等 のＩ Ｃ Ｔ の 普 及・活 用が

必 要 で あ る 。

(2) 在 支 病 や 地 域 包括 ケ ア 病 棟（ 床 ）を 持っ て い る 病 院 が 在 支診 の 後 方 支 援 機 能 を向

上 さ せ る 。そ の た めに は 、緩 や か な 病 診連 携 ル ー ル が 必 要 であ り 、そ の 中 で 、特 に

が ん 末 期 の 患 者 な どに つ い て は 、事 前 に Ａ Ｃ Ｐ に お い て 、看 取 り 希 望 な のか 否 かを

明 確 に し て お く こ とが 重 要 で あ る 。

(3) 在 宅 医 療 に お い て 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン は 欠 か す こ と が で き な い 存 在 で あ り 、

そ の 存 続 の た め 事 業所 の 大 規 模 化 が 必 要で あ る 。

(4) 診 療 所 と 病 院 の 信 頼 関 係 が 成 熟 し て い く こ と を 通 し て 、 診 療 所 主 体 で あ る 在 宅

医 療 の 体 制 か ら 、徐 々 に 在 支 診 と在 支 病 と も に 訪 問 診療・往 診 を 行 う 体 制へ と 構 築

を 図 る こ と で 、令 和 22 年 (2040 年 )に 向 け 、在 宅 医 療 を 受 け る患 者 数 を 増 や し てい

く 。
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（ 資 料 ）

１ Ｄ Ｐ Ｃ デ ー タ 分析

Ｄ Ｐ Ｃ デ ー タ 分 析 事業 に つ い て

兵 庫 県 の 「 疾 病別 医 療 受 給 分 析 ・ 展開 事 業 」 と し て 神 戸大 学 に 委 託 。

県 、県 医 師 会、県 病 院 協 会 、県 民 間 病 院 協 会 の 協力 を 得 て 周 知 を 徹 底し 、県 内 の Ｄ

Ｐ Ｃ 対 象 病 院 、 準 備病 院 及 び デ ー タ 提 出加 算 を 算 定 し て い る出 来 高 病 院 （ 計 270 病

院 ）に Ｄ Ｐ Ｃ デ ー タを 提 供 依 頼 し 、令 和 ４ 年 ３ 月 31 日 現 在 265 病 院 か ら 承 諾 を 得る

（ 承 諾 率 98.1％ ）。

北 播 磨 圏 域 で は 15 病 院 が 調 査 対 象 で 、回 答 率 は 100％ と なっ て い る 。

以 下 の Ｄ Ｐ Ｃ デー タ の 値 は 、 令 和 元年 度 か ら 令 和 ３ 年 度の 合 計 値 。
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２ 在 宅 療 養 関 係 資料
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３ 北 播 磨 圏 域 の 概況

(1) 人 口 推 移

資 料 ： 国 勢 調 査 （ 令 和 2 年 10 月 １ 日 実 施 ）

(2) 性 別 ・ 年 齢 階 級別 人 口
(単 位 ： 人 ）

）

資 料 ： 国 勢 調 査 （ 令 和 2 年 10 月 １ 日 実 施 ）

0

10

20

30

40

昭和45年 50年 55年 60年 平成2年 7年 12年 17年 22年 27年 令和２年

⼈⼝推移⼈ ⼝ ( 万

区分 男 ⼥
0~4歳 4,392 4,153
5~9歳 5,125 5,198

10~14歳 5,578 5,638
15~19歳 5,956 5,961
20~24歳 5,556 5,889
25~29歳 5,766 5,466
30~34歳 6,143 5,778
35~39歳 6,771 6,669
40~44歳 7,681 7,856
45~49歳 9,328 9,653
50~54歳 8,001 8,549
55~59歳 7,681 8,323
60~64歳 7,613 8,468
65~69歳 8,675 10,125
70~74歳 9,686 11,309
75~79歳 7,319 9,345
80~84歳 5,064 7,009
85~89歳 3,059 5,632
90歳以上 1,438 4,739

合計 120,832 135,760
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(3) 人 口 動 態 の 推 移

資 料 ： 厚 生 労 働 省 令 和 ３ 年 人 口 動 態 調 査

(4) 死 因 別 死 亡 数 ・死 亡 割 合

資 料 ： 厚 生 労 働 省 令 和 ３ 年 人 口 動 態 調 査

出⽣ 周産期死亡
実数（⼈） ⼈⼝千対 実数（⼈） ⼈⼝千対 実数（⼈） 出⽣千対

平成8 2,879 9.6 2,401 8.0 13 4.5
平成10 2,799 9.3 2,525 8.4 16 5.7
平成12 2,823 9.5 2,437 8.2 12 4.2
平成14 2,665 9.0 2,367 8.0 13 4.9
平成16 2,540 8.6 2,543 8.6 10 3.9
平成18 2,313 8.0 2,768 9.5 8 3.5
平成20 2,326 8.1 2,841 9.9 12 5.1
平成22 2,070 7.3 2,947 10.3 8 3.9
平成24 2,085 7.4 3,090 11.0 6 2.9
平成26 1,870 6.8 3,101 11.2 3 1.6
平成28 1,952 7.2 3,019 11.1 4 2.0
平成30 1,721 6.4 3,065 11.4 3 1.7

令和２年 1,485 5.6 3,050 11.5 8 5.4
令和３年 1,419 5.5 3,325 12.8 3 2.1

(全県令和３年) 35,581 6.6 61,980 11.4 122 3.4

死亡
年次

男 ⼥
悪性新⽣物 469 353

⼼疾患 259 299
脳⾎管疾患 112 128

肺炎 88 61
不慮の事故 60 36

⾃殺 41 14
⽼衰 80 198
結核 1 2

その他 572 552
計 1,682 1,643

死    因
死亡数（⼈）
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(5) 主 な 死 因 別 死 亡率 の 推 移

資 料 ： 厚 生 労 働 省 令 和 ３ 年 人 口 動 態 調 査

(6) 年 齢 階 級 別 推 計入 院 患 者 数

資 料 ： 兵 庫 県 令 和 ４ 年 患 者 調 査
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第 ６ 章 播 磨 姫 路圏 域

１ 地 域 の 特 性

播 磨 姫 路 圏 域 は兵 庫 県 南 西 部 に 位 置し 、西 は 岡 山 県、鳥 取 県 と 県 境 を 接し 、北 は中

国 山 地 の 東 南 部 に 属 す る 西 播 磨 山 地 、 南 は 瀬 戸 内 海 に 面 し た 播 州 平 野 と 家 島 諸 島 、

播 磨 灘 ま で を 含 む 総 面 積 2432.22平 方 キ ロ メ ー ト ル の 地 域 で 、 ５ 市 ６ 町 で 構 成 さ れ 、

県 全 体 の 29.0％ を 占 め る 広 大 な 地域 で あ る 。

交 通 網 は 、幹 線 道 路 と し て、南 北 に は 播 但 連 絡 道路 、播 磨 自 動 車 道 路が 、東 西 には

中 国 縦 貫 自 動 車 道 、山 陽 自 動 車 道 が 、ま た 、圏 域 内 を 結 ぶ 主要 道 路 と し て 、東 西に は

国 道 ２ 号 線 、250号 線 が 、南 北 に は 国 道29号 線 、312号 線 、179号 線 、373号 線 な ど が走

っ て い る 。鉄 道 で は 山 陽 新 幹 線、山 陽 本 線 が 東 西 に 通じ 、山 陽 電 鉄 線 が 姫路 か ら神 戸

へ と 伸 び て お り 、ま た 、播 但 線 、姫 新 線 、赤 穂 線 及 び 智 頭 急 行線 が 山 間 部 と を 結 んで

い る 。

一 級 河 川 の 揖 保川 の ほ か 、市 川 、夢 前 川 、千 種 川 が そ の 流域 を 拓 き つ つ 瀬 戸 内海 に

注 ぐ 自 然 豊 か な 地 域で あ る 。気 候 的 に は、北 部 は 寒 冷 地 で 、ス キ ー 場 や 優 れた 景 観を

有 す る 高 原 が 広 が って お り 、南 部 は 温 暖で 、世 界 遺 産 の 姫 路城 や 、海 水 浴 、潮 干 狩り

等 の 観 光 地 と し て も栄 え て い る 。

人 口 及 び 構 成 比 ： 表１ （ 単 位 ： 千 人 、 ％）

市 町 姫 路 市 川 福 崎 神 河 相 生 赤 穂 宍 粟 た つ の 太 子 上 郡 佐 用 計

人 口 525 11 19 10 28 45 33 73 33 13 15 805

構 成 比 65.2 1.4 2.4 1.2 3.5 5.6 4.1 9.0 4.1 1.6 1.9 100.0

資 料 ： 兵 庫 県 推 計 人 口 （ 令 和 ４ 年 10月 １ 日 時 点 ）

２ 圏 域 の 重 点 的 な 取 組

１ ） 中 播 磨 地 域 の 重 点 課 題 と そ の 取 組 方 針

ア 救 急 医 療

【 現 状 ・ 課 題 】

（ ア ） 中 播 磨 地 域 にお け る 救 急 医 療 体 制は 次 の と お り で あ る。

一 次 救 急 ・ 軽 症 姫 路 市 休 日 ・ 夜 間 急病 セ ン タ ー

姫 路 市 歯 科 医 師 会 口腔 保 健 セ ン タ ー

在 宅 当 番 医 制（ 姫 路 市 医 師 会 、家 島 町 医 師 連絡 協 議 会 、

神 崎 郡 医 師 会 ）

二 次 救 急 ・ 重 症 姫 路 市 病 院 群 輪 番 制（ 22病 院 、 １ 診 療 所）

小 児 救 急 輪 番 制 （ ３病 院 ）

三 次 救 急 ・ 重 篤 県 立 は り ま 姫 路 総 合医 療 セ ン タ ー

県 立 こ ど も 病 院 （ 小児 救 急 ）

救 急 告 示 医 療 機 関 21病 院
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（ イ ）１ 次 救 急 医 療に つ い て 、休 日・夜 間 急 病 セ ン ター の 利 用 者 は 、年 間 ４ 万 人近 く

を 推 移 し て い た が 、 令 和 ２ 年 度 の 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 流 行 以 降 は 15,000人 前 後 で 推

移 し て い る 。全 体 利用 者 の 約 84%が 内 科・小 児 科 の 患 者 で あ るが 、急 を 要 し な い 受

診 や 深 夜 帯 の 受 診 も 多 く 、 住 民 に 対 す る 適 正 利 用 の 啓 発 と 出 務 医 師 の 確 保 が 引 き

続 き 求 め ら れ る 。 医 師 の 働 き 方 改 革 と 救 急 医 療 体 制 の 確 保 の 両 立 を 図 る 必 要 が あ

る 。

（ ウ ）２ 次 救 急 医療 に つ い て、医 師 不 足等 の 影 響 に よ り 後 送輪 番 を 辞 退 す る 病 院や 、

一 部 診 療 科 の 休 止 な ど 救 急 患 者 の 受 け 入 れ が 困 難 と な っ た 病 院 が 増 え て お り 、 救

急 受 入 可 能 病 院 が 一 部 の 医 療 機 関 に 偏 る 傾 向 が み ら れ る 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 に よ る 救 急 搬 送 増 加 の 影 響 や 、 救 急 搬 送 後 の 入 院 患 者 の 後 送 病 床 の 不 足 に よ

り 、 受 入 困 難 事 案 の発 生 が 続 い て い る 。

高 次 の 医 療 機 関 か ら回 復 期 を 担 う 病 院 へ、早 期 に 転 院 を 促 進す る た め に は 、患 者

本 人 や 家 族 な ど の 理 解 を 得 る こ と が 必 要 で あ り 、 医 療 機 能 の 分 化 に つ い て 県 民 へ

の 理 解 を 促 す 必 要 があ る 。

（ エ ）３ 次 救 急 医療 に つ い て、地 域 で 高度 な 医 療 を 支 え る 柱と な る 病 院 と し て、令 和

４ 年 ５ 月 に 県 立 は り ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン タ ー が 開 院 し 、 播 磨 姫 路 圏 域 の ３ 次 救 急

医 療 を 担 っ て い る 。

（ オ ）姫 路 市 の 離 島（ 家 島 、坊 勢 島 、男 鹿 島 、西 島 ）か ら の救 急 搬 送 は 、船 舶 によ る

た め に 搬 送 時 間 が か か る ほ か 、 圏 域 の 北 部 の 中 山 間 地 域 か ら の 救 急 車 両 に よ る 搬

送 に お い て も 長 時 間を 要 す る 。

（ カ ）播 磨 姫 路 圏域 で は 、西 播 磨 地 域の ２ 次 救 急 医 療患 者 が 中 播 磨 地 域 に搬 送 さ れ る

傾 向 が あ る 。 救 急 受 入 体 制 の 充 実 ・ 強 化 に 向 け て 、 播 磨 姫 路 圏 域 と し て 救 急 医 療

に 関 す る 課 題 解 決 をす す め て い く 必 要 があ る 。

【 推 進 方 策 】

（ ア ） 休 日 ・ 夜 間 急病 セ ン タ ー の 出 務 医の 確 保 （ 市 町 、 医 療機 関 、 県 ）

常 勤 医 や 非 常 勤 医 の 確 保 及 び 周 辺 市 町 開 業 医 へ の 出 務 応 援 要 請 な ど の 取 り 組 み

を 進 め る と と も に 、関 係 市 町 間 の 協 力 体制 や 、２ 次 医 療 機 能を 担 う 後 送 輪 番 医 療機

関 と の 連 携 体 制 を 強化 す る な ど 、診 療 の空 白 時 間 を で き る だけ 少 な く し 、地 域 で安

心 し て 初 期 救 急 医 療を 受 け ら れ る 体 制 を検 討 す る 。

（ イ ） 不 要 不 急 の 受診 減 少 の た め の 普 及啓 発 （ 県 、 市 町 、 関係 団 体 、 県 民 ）

医 療 資 源 は 限 り あ る も の と し て 地 域 住 民 で 守 り 、 必 要 な 医 療 を 必 要 な 人 へ 提 供

し て い く た め に 、 休 日 ・ 夜 間 急 病 セ ン タ ー の 設 置 目 的 や 救 急 病 院 、 救 急 車 の 適 正

な 利 用 に つ い て 、 住 民 へ の 意 識 啓 発 を 広 く 行 う 。 さ ら に 、 姫 路 市 で は 「 救 急 安 心

セ ン タ ー ひ め じ（ #7119）」（ 救 急 安 心 セ ンタ ー 事 業 ）を 令 和 ６年 １ 月 15日 か ら 導 入

し 、 市 民 へ の 定 着 を図 っ て い る 。

（ ウ ） 救 急 受 入 体 制の 充 実 ・ 強 化 （ 県 、市 町 、 医 療 機 関 ）

２ 次 救 急 医 療 体 制 につ い て は 、対 応 可 能医 療 機 関 の 充 実 に 努め る と と も に 、救 急

の 受 入 れ 不 能 例 の 減 少 を 図 る べ く 後 送 病 床 （ 回 復 期 病 床 ） の 確 保 に 努 め 、 救 急 受

入 体 制 の 充 実 及 び 強化 を 図 る 。
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特 に 脳 卒 中 や 急 性 心筋 梗 塞 、重 症 外 傷 等に お い て は 、治 療 開 始 ま で の ア クセ ス 時

間 の 長 短 が 患 者 の 予 後 を 左 右 す る 重 要 な 因 子 で も あ る こ と か ら 、 患 者 の 発 症 か ら

の 経 過 時 間 や 重 症 度 な ど を 的 確 に 判 断 し 、 播 磨 姫 路 救 急 搬 送 シ ス テ ム （ HEARTS）

を 活 用 し た 、超 急 性期 に お け る 治 療 が 可能 な 医 療 機 関 へ の 速や か な 搬 送 に 努 め る 。

脳 卒 中 ツ カ ザ キ 病 院、県 立 はり ま 姫 路 総 合医 療 セ ンタ ー 、姫 路 赤十 字 病 院、

長 久 病 院 等

急 性 心 筋梗 塞 県 立 は り ま姫 路 総 合 医 療 セ ン ター 、姫 路 赤 十 字 病院 、ツ カ

ザ キ 病 院 、 姫 路 医 療セ ン タ ー 、 入 江 病 院 等

（ エ ） 救 急 搬 送 体 制の 充 実 （ 県 、 市 町 、医 療 機 関 、 関 係 機 関）

県 立 は り ま 姫 路 総 合医 療 セ ン タ ー は 、県 立 加 古 川 医 療セ ン タ ー と 共 同 で 、ド ク タ

ー ヘ リ を 運 航 し て い る 。 ド ク タ ー ヘ リ は 、 週 ２ 回 、 県 立 は り ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン

タ ー の 屋 上 ヘ リ ポ ー ト に 駐 機 し 、 離 島 地 域 や 中 山 間 地 域 か ら の 救 急 搬 送 時 間 の 短

縮 に よ る 救 命 率 の 向上 を 目 指 す 。 ま た 、ド ク タ ー カ ー の 併 用に も 努 め る 。

イ 小 児 医 療 （ 小 児 救 急 を 含む ）

【 現 状 ・ 課 題 】

（ ア ）播 磨 姫 路 圏 域の 小 児 救 急 医 療 電 話相 談 窓 口 に お け る 相談 件 数 は 約 6,000件（ 令

和 ４ 年 度 ）で あ り 、相 談 目 的 は「 受 診 す べ き か 」が 約57%と 一番 多 く 、次 い で「 薬

に 関 し て き き た い 」 が 約 18%と ２ 番 目 に 多 い 。 ま た 、 対 応 結 果 は 「 家 で 様 子 を み

る 」が 39.4%、「 助 言 のみ で 解 決 」が 16.2%、「 後 日 か か り つけ 医 に か か る 」が 16.1%

と 相 談 件 数 の 約 ７ 割 が た だ ち の 受 診 の 必 要 に は 及 ば な い 症 状 と の 判 断 が な さ れ 、

不 要 不 急 な 受 診 抑 制 に 一 定 の 成 果 を あ げ て い る 。 そ の 一 方 で 、「 す ぐ に 受 診 を 勧

め る 」 が 約 27%あ り 、 小 児 の 一 次 救急 医 療 体 制 を 確 保 する 必 要 が あ る 。

（ イ ）し か し な が ら、休 日・夜 間 急 病 セ ンタ ー の 近 年 の 利 用 者数 は 15,000人 程 度 で推

移 し て お り 、 全 体 利 用 者 の 約 48%が 小 児 科 の 患 者 で あ り 、 い ま だ 急 を 要 し な い 受

診 も 多 い 。住 民 に 対 する 適 正 利 用 の 啓 発 と多 様 な 出 務 医 師 の 確 保 が 引 き 続 き求 め

ら れ る 。

（ ウ ）播 磨 姫 路 圏 域の 小 児 人 口 が 占 め る割 合 は 約 12%と 、全 国 平 均 よ り や や高 い 。播

磨 姫 路 圏 域 の 小 児 救急 医 療 電 話 相 談 で 、一 番 多 い 相 談 内 容 は「 発 熱 」、次 い で「 事

故 」で あ り 、特 に 外傷 系 疾 患 へ の 対 応 につ い て 、今 後 も １ 次か ら ３ 次 ま で の 小 児

救 急 医 療 に か か る 医療 機 関 の 連 携 体 制 の充 実 を 図 る 必 要 が ある 。

（ エ ）播 磨 姫 路 圏域 に お け る 小 児救 急 医 療 に つ い て、姫 路 赤十 字 病 院 が そ の 中 核的 な

医 療 を 担 う 機 関 と して 、地 域 小 児 医 療 セ ンタ ー 及 び 総 合 周 産 期母 子 医 療 セ ン タ ー

に 指 定 さ れ て い る 。

【 推 進 方 策 】
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（ ア ） 不 要 不 急 の 受診 減 少 の た め の 普 及啓 発 （ 県 、 市 町 、 関係 団 体 、 県 民 ）

休 日・夜 間 急 病 セ ンタ ー に お け る 不 要 不急 の 受 診 を 減 少 さ せる た め 、圏 域 の 小

児 救 急 医 療 電 話 相 談窓 口 や 、県 下 全 域 を 対象 と し た 小 児 救 急 医療 電 話 相 談（ #8000）

を 広 く 周 知 す る と とも に 、ホ ー ム ペ ー ジ やパ ン フ レ ッ ト 等 に よる 小 児 救 急 に 関 す

る 知 識 の 普 及 啓 発 を図 る 。

医 療 資 源 は 限 り あ る も の と し て 地 域 住 民 で 守 り 、 必 要 な 医 療 を 必 要 な 人 へ 提

供 し て い く た め に 、休 日・夜 間 急 病 セ ンタ ー の 設 置 目 的 や 救急 病 院 、救 急 車 の 適

正 な 利 用 に つ い て 、住 民 へ の 意 識 啓 発 を広 く 行 う 。さ ら に 、姫 路 市 で は「 救 急 安

心 セ ン タ ー ひ め じ （ #7119）」（ 救 急 安 心 セ ン タ ー 事 業 ） を 令 和 ６ 年 １ 月 15日 か ら

導 入 し 、 市 民 へ の 定着 を 図 っ て い る 。

（ イ ） 休 日 ・ 夜 間 急病 セ ン タ ー の 小 児 科出 務 医 の 確 保 （ 市 町、 医 療 機 関 ）

常 勤 医 や 非 常 勤 医 の 確 保 及 び 周 辺 市 町 開 業 医 へ の 出 務 応 援 要 請 な ど の 取 り 組

み を 進 め る と と も に、関 係 市 町 間 の 協力 体 制 や 、２ 次 医 療 機能 を 担 う 小 児 地 域 医

療 セ ン タ ー で あ る 姫路 赤 十 字 病 院 と の 連携 体 制 を 強 化 す る など 、恒 久 的 な １ 次 救

急 医 療 体 制 を 維 持 する た め の 検 討 を 行 う。

ま た 、小 児 救 急 医 療を 担 う 医 師 を 確 保 する た め 、医 師 会 等 と連 携 の も と 研 修 等

を 実 施 す る 。

（ ウ ） 小 児 救 急 医 療体 制 の 維 持 （ 県 、 市町 、 医 療 機 関 ）

小 児 地 域 医 療 セ ン タ ー で あ る 姫 路 赤 十 字 病 院 を 中 心 に 姫 路 聖 マ リ ア 病 院 や 県 立

は り ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン タ ー な ど 、 小 児 医 療 を 担 う 医 療 機 関 の 連 携 強 化 を 図 る 。

ウ 災 害 医 療

【 現 状 ・ 課 題 】

（ ア ）兵 庫 県 地 域 防災 計 画 に よ る と 、今 後30年 以 内 に 南 海 トラ フ 地 震 が 70％ ～ 80%程

度 、 50年 以 内 で は 90%程 度 も し く は そ れ 以 上 の 確 率 で 発 生 す る と 予 想 さ れ て お り 、

圏 域 内 の 市 町 に 深 刻 な 被 害 を も た ら す と 懸 念 さ れ る こ と か ら 、 引 き 続 き 災 害 医 療

に 関 す る シ ス テ ム 整備 や 医 療 機 関 の 連 携体 制 の 構 築 が 必 要 であ る 。

（ イ ）近 年 、地 震 、台 風 、豪 雨 等 災 害 が多 発 し て お り 、地 震 の 他 、台 風 や 集 中 豪雨 に

よ る 河 川 氾 濫 や 中 山 間 部 の 土 砂 災 害 、 臨 海 部 の 工 業 地 帯 で の 事 故 な ど 、 多 様 な 災

害 に 対 応 で き る 医 療体 制 づ く り が 求 め られ る 。

（ ウ ）災 害 時 に は、多 く の 医 療 機 関に お い て 通 常 の 診 療体 制 の 継 続 が 困 難 とな る こと

が 想 定 さ れ る た め 、 医 療 機 関 ご と の 対 応 マ ニ ュ ア ル 整 備 の ほ か 、 在 宅 療 養 者 な ど

へ の 医 療 支 援 体 制 につ い て も 整 備 が 必 要で あ る 。

【 推 進 方 策 】

（ ア ） 災 害 拠 点 病 院 と 他 の 医 療 機 関 及 び 医 師 会 等 関 係 団 体 と の 連 携 体 制 の 強 化

（ 県 、 市 町 、 医 療 機関 、 関 係 団 体 ）

圏 域 の 災 害 拠 点 病 院 及 び 兵 庫 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ 指 定 病 院 で あ る 姫 路 赤 十 字 病 院 、 県 立 は

り ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン タ ー 及 び 姫 路 医 療 セ ン タ ー と 、 災 害 時 に 拠 点 と な る 病 院 以

外 の 病 院 と 、他 の 医 療 機 関 及 び 医師 会 、歯 科 医 師 会 、薬 剤 師 会 、看 護 協 会 、災 害 時
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透 析 医 療 リ エ ゾ ン 等の 医 療 関 係 団 体 と の連 携 体 制 の 強 化 を 図る 。

（ イ ） 情 報 共 有 体 制の 整 備 （ 県 、 市 町 、医 療 機 関 、 関 係 団 体）

各 災 害 拠 点 病 院 の 災 害 医 療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 中 心 と し た 情 報 共 有 体 制 の 整 備

や 、災 害 時 対 応 訓 練の 実 施 に よ る 災 害 医療 の 基 礎 及 び 災 害 発生 時 の 医 療 機 関 の 患者

受 け 入 れ 等 に 関 す る 情 報 伝 達 方 法 に つ い て 知 識 や EMIS操 作 技 術 の 習 得 を 図 る ほ か 、

中 播 磨 圏 域 災 害 時 保健 医 療 マ ニ ュ ア ル の検 証 及 び 見 直 し な ど、災 害 に 備 え た 医 療確

保 体 制 の 整 備 に 努 める 。

（ ウ ）災 害 時 に おけ る 診 療 機 能 の維 持 に 向 け た 取 組（ 県 、市 町 、医 療 機 関 、関 係 団 体）

災 害 発 生 時 の パ ニ ッ ク 回 避 の た め 、 医 療 機 関 ご と の マ ニ ュ ア ル 作 成 を 促 す ほ か 、

医 療 従 事 者 を 対 象 と し た ト リ ア ー ジ を は じ め と す る 災 害 初 動 時 に お け る 救 護 技 術

の 習 得 や レ ベ ル ア ップ の た め の 研 修 を 災害 拠 点 病 院 を 中 心 に実 施 す る な ど 、災 害時

の 診 療 継 続 に 向 け た取 り 組 み を 検 討 す る。特 に 、災 害 時 に 拠点 と な る 病 院 以 外 の病

院 は 、災 害 時 に 自 院に い る 患 者 へ の 診 療を 継 続 す る た め に 、防 災 対 策 を 講 じ 、災 害

時 に は 災 害 時 に 拠 点と な る 病 院 と 共 に 、そ の 機 能 や 地 域 に おけ る 役 割 に 応 じ た 医療

の 提 供 に 努 め る 。

ま た 、 地 域 住 民 に 対す る 災 害 医 療 に 関 する 知 識 の 普 及 を 行 う。

（ エ ）難 病 患 者 や 人工 透 析 を 必 要 と す る患 者 へ の 診 療 体 制 の確 保（ 県 、市 町 、医 療機

関 、 関 係 団 体 ）

在 宅 の 難 病 患 者 や 人工 透 析 を 必 要 と す る患 者 が 、災 害 時 に も 必要 な 医 療 を 受 け る

こ と が で き る よ う 関係 機 関 が 連 携 し 、提 供 可 能 な 診 療体 制 に 関 す る ネ ッ トワ ー クの

整 備 を 図 る 。

エ 周 産 期 医 療

【 現 状 ・ 課 題 】

（ ア ）中 播 磨 地 域は 県 下 で 唯 一、母 体 の救 急 搬 送 が 圏 域 内 完結 し て お り 、地 域 外へ の

流 出 が な い 。 ま た 、 隣 接 す る 東 播 磨 、 西 播 磨 か ら の 流 入 が あ り 、 西 播 磨 地 域 の 患

者 の 約 90％ を 受 け 入れ て い る 。

（ イ ）産 科 医 の 減少 に よ り 、分 娩 取 扱 施設 数 が 減 少 す る 中、周 産 期 医 療 の 質 の 向上 と

安 全 性 の 確 保 の た め 、 周 産 期 医 療 に 携 わ る 医 師 の 勤 務 環 境 の 改 善 を 進 め つ つ 、 医

療 機 関 ・ 機 能 の 集 約化 ・ 重 点 化 を す す める 必 要 が あ る 。

（ ウ ）高 齢 妊 娠 や各 種 合 併 症 妊 娠等 の リ ス ク が 高 い 出産 が 増 加 傾 向 に あ り、ハ イリ ス

ク 妊 産 婦 や ハ イ リ ス ク 新 生 児 に 対 応 す る た め の 医 療 体 制 の 整 備 が 必 要 と な っ て い

る 。

（ エ ） 播 磨 姫 路 圏 域 に お け る 周 産 期 医 療 に つ い て 、 姫 路 赤 十 字 病 院 が そ の 中 核 的 な

医 療 を 担 う 機 関 と し て 、 地 域 小 児 医 療 セ ン タ ー 及 び 総 合 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー

に 指 定 さ れ て い る 。

【 推 進 方 策 】
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（ ア ）総 合 周 産 期 母 子医 療 セ ン タ ー 及 び 協力 病 院 等 の 連 携・機 能 強 化（ 県 、医 療 機 関 、

関 係 団 体 ）

正 常 分 娩 か ら ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 や ハ イ リ ス ク 新 生 児 ま で 対 応 可 能 な 周 産 期 医 療

体 制 の 充 実 を 図 る た め 、 総 合 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー で あ る 姫 路 赤 十 字 病 院 を 中

心 に 協 力 病 院 で あ る 姫 路 聖 マ リ ア 病 院 や 県 立 は り ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン タ ー 及 び 周

産 期 医 療 に 関 連 す る病 院 ・ 診 療 所 等 と 連携 し 、 機 能 の 維 持 に努 め る 。

（ イ ） 周 産 期 医 療 分野 の 人 材 確 保 （ 県 、医 療 機 関 ）

周 産 期 医 療 に 携 わ る 医 師 の 働 き 方 改 革 を 進 め つ つ 、 地 域 に お い て 必 要 な 周 産 期

医 療 を 維 持 ・ 確 保 す る た め 、 基 幹 施 設 を 中 心 と し て 医 療 機 関 ・ 機 能 の 集 約 化 ・ 重

点 化 や 医 師 確 保 に 努 め る 。 ま た 、 専 門 的 か つ 質 の 高 い 助 産 師 の 確 保 及 び 資 質 の 向

上 を 図 る 。

オ へ き 地 医 療

【 現 状 ・ 課 題 】

（ ア ）中 播 磨 地 域 には 、無 医 地 区 が 市 川町 に １ か 所（ 上 牛 尾・下 牛 尾（ 河 内 ））、無 医 地

区 に 準 ず る 地 区 が 姫路 市 に ２ か 所（ 坊 勢 島 、家 島 ）、神 河 町 に１ か 所（ 長 谷 ）が あ り、

へ き 地 診 療 所 は ６ 施 設 あ る 。 へ き 地 で は 医 師 不 足 と と も に 開 業 医 の 高 齢 化 が 進 み 、

後 継 者 の 確 保 が 困 難な 状 況 に あ る 。

（ イ ）現 在 、へ き 地 医 療 拠 点 病 院 であ る 県 立 は り ま 姫 路総 合 医 療 セ ン タ ー が家 島 地 域へ

の 代 診 医 派 遣 を 行 い、 へ き 地 に お け る 住民 の 医 療 の 確 保 に 努め て い る 。

（ ウ ）特 定 中 核 病院 で あ る 公 立 神崎 総 合 病 院 に お い ては 、北 部 地 域 の 診 療所 や 訪 問 看 護

ス テ ー シ ョ ン と の 連 携 に よ り 、 包 括 的 な 医 療 の 提 供 に 努 め 、 へ き 地 医 療 の 維 持 を 図

る 必 要 が あ る た め 、県 養 成 医 師 制 度 等 を活 用 し た 医 師 確 保 が必 要 で あ る 。

【 推 進 方 策 】

県 立 は り ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン タ ー と 公 立 神 崎 総 合 病 院 間 の 役 割 分 担 、 地 元 医 師 会

や 歯 科 医 師 会 の 協 力 の も と 、 医 師 派 遣 や 医 療 DXを 活 用 し 、 今 後 も へ き 地 医 療 の 維 持

に 努 め る 。

カ 生 活 習 慣 病 対 策（ が ん ・ 脳 卒 中 ・ 心血 管 疾 患 ・ 糖 尿 病 ）

（ ア ） が ん 対 策

【 現 状 ・ 課 題 】

① が ん 検 診 に つ いて 、中 播 磨 地 域 の う ち 姫 路 市 で は、胃 が ん 、大 腸 が ん 、肺 がん の

検 診 受 診 率 が 県 平 均よ り も 低 い 。ま た 、中 播 磨 地 域 で は 、子 宮 頸 が ん 、乳 が ん の検

診 受 診 率 は 、 県 平 均よ り も 高 い 。 *1

が ん の 年 齢 調 整 罹 患率 を み る と 、中 播 磨地 域 で は 近 年 、乳 房 、子 宮 、大 腸 の 順 に

高 い 。標 準 化 罹 患 比（ SIR）で は 、肝 及 び 肝 内 胆 管 、肺 、胃 で、全 国 に 比 し て 高 い。
*2

死 因 別 で は 、全 国 平均 に 比 し て 男 女 と もに 胃 が ん 、肝 が ん が有 意 に 高 く 、肺 が ん

に つ い て は 男 性 が 有意 に 高 い 。 *3
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が ん の 早 期 発 見 、早 期 治 療 に 向 け 、職 域を 含 め た が ん 検 診 の受 診 率 向 上 が 必 要 で

あ る 。

② が ん の 特 性 に 応じ た 適 切 な 医 療 を 受け ら れ る 環 境 の 整 備が 必 要 で あ る 。

③ 患 者 と そ の 家 族が 、痛 み や つ ら さを 感 じ る こ と なく 過 ご せ る よ う、が ん と 診断 さ

れ た 時 か ら 身 体 的 ・ 精 神 心 理 的 ・ 社 会 的 苦 痛 等 に 対 す る 適 切 な 緩 和 ケ ア を 提 供 し 、

が ん に な っ て も 地 域で 安 心 し て 生 活 で きる よ う 、患 者 の 療 養生 活 の 質 の 向 上 に 努め

る 必 要 が あ る 。

ま た 、治 療 を 継 続し な が ら 社 会 生活 を 送 る が ん 患 者 が増 加 す る 中 で 、患 者 が 治 療

に 伴 う 副 作 用・合 併症・後 遺 症 へ の サポ ー ト を す る ため 、ア ピ ア ラ ン ス・ケ ア に係

る 相 談 支 援 ・ 情 報 提供 体 制 の 充 実 が 重 要で あ る 。

*1 地 域 保 健 ・ 健 康 増 進 事 業 報 告 （ 厚 生 労 働 省 、 令 和 3年 度 ）

*2 兵 庫 県 の が ん 2019（ 兵 庫 県 保 健 医 療 部 感 染 症 等 対 策 室 疾 病 対 策 課 ）

*3 兵 庫 県 に お け る 死 亡 統 計 指 標 （ 兵 庫 県 立 健 康 科 学 研 究 所 、 平 成 28年 ～ 令 和 ２ 年 ）

【 推 進 方 策 】

① 早 期 発 見 の 推進 （ 県 、 市 町 、 関 係機 関 等 ）

死 亡 率 の 高 い胃 が ん 、肝 が ん 、肺 が ん を は じ め、そ の 他 の が ん 検 診 につ い て も、

企 業 や 地 域 の 関 係 団 体 、 行 政 が 協 働 し て 、 が ん 検 診 の 意 義 や 必 要 性 を 住 民 が 正 し

く 理 解 で き る よ う 普 及 啓 発 し な が ら 、 が ん 検 診 受 診 率 の 向 上 に 取 組 む 。 肝 が ん に

つ い て は 、 肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 体 制 の 充 実 や ウ イ ル ス 陽 性 者 の 受 診 勧 奨 、 普 及 啓 発

に 引 き 続 き 取 り 組 む。

② 医 療 体 制 の 強化 （ 県 、 医 療 機 関 、関 係 機 関 ）

が ん 診 療 連 携 拠 点病 院 で あ る「 地 域 が ん診 療 連 携 拠 点 病 院 」の 姫 路 赤 十 字 病院 、

姫 路 医 療 セ ン タ ー や 、「 兵 庫 県 指 定 が ん 診療 連 携 拠 点 病 院 」の 県 立 は り ま 姫路 総 合

医 療 セ ン タ ー 、「 が ん ゲ ノ ム 医 療 連携 病 院 」の 姫 路 赤 十 字 病 院を 中 心 に 、各 医 療 機

関 が そ れ ぞ れ の 専 門 性 を 活 か し た 、 質 の 高 い 安 心 な 医 療 の 効 率 的 な 提 供 を 目 指 し

た が ん 診 療 の 連 携 強化 に 努 め る 。

③ が ん 患 者 の 療養 生 活 の 質 の 向 上 （県 、 市 町 、 関 係 機 関等 ）

緩 和 ケ ア の 推 進 を 図 る と と も に 、 在 宅 医 療 を 必 要 と す る 県 民 が 住 み 慣 れ た 地 域

で 安 心 し て 療 養 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 、 病 院 ・ か か り つ け 医 や 薬 局 、 訪 問

看 護 ス テ ー シ ョ ン 等に よ る 在 宅 医 療 ・ 介護 サ ー ビ ス 提 供 体 制の 充 実 を 図 る 。

ま た 、 今 後 も が ん 相 談 支 援 セ ン タ ー の 目 的 と 利 用 方 法 の 周 知 に 努 め る と と も に

主 治 医 等 の 医 療 従 事 者 が 診 断 早 期 に 患 者 や 家 族 へ が ん 相 談 支 援 セ ン タ ー を 説 明 す

る な ど 、 が ん 相 談 支援 セ ン タ ー の 利 用 を促 進 す る 。

（ イ ） 脳 卒 中 対 策 （脳 血 管 疾 患 対 策 ）

【 現 状 ・ 課 題 】

① 中 播 磨 地 域 の 死 因 別 死 亡 数 の う ち 、 全 国 平 均 に 比 し て 男 女 と も に 脳 内 出 血 が 有

意 に 高 く 、 脳 梗 塞 につ い て は 男 性 で 有 意に 高 い 。 *1

② 脳 卒 中 は 日 常 の生 活 習 慣 と 深 く 関 わる こ と か ら 、予 防 を心 が け る と と も に、特 定
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健 診 な ど 定 期 的 に 健康 診 査 を 受 診 し 、 早期 発 見 ・ 早 期 治 療 に努 め る 必 要 が あ る 。

③ 脳 卒 中 に 関 す る 県 民 の 知 識 向 上 に 努 め 、 発 症 時 に 正 し い 受 療 行 動 が と れ る よ う

に 引 き 続 き 啓 発 を 行う こ と が 必 要 で あ る。

④ 死 亡 者 数 の 減 少 の み な ら ず 健 康 寿 命 の 延 伸 に 向 け て 、 脳 梗 塞 の 発 症 予 防 の み な

ら ず 回 復 期 か ら 慢 性期 、生 活 期・維 持 期 に至 る ま で 、再 発・合 併 症・重 症 化 予 防 に

向 け た 多 職 種 連 携 のも と 切 れ 目 の な い 包括 的 医 療 体 制 の 整 備が 必 要 で あ る 。

⑤ 各 ス テ ー ジ にお い て 、誤 嚥 性 肺 炎予 防 等 の 観 点 か ら、口 腔 ケ ア は 重 要 な 課題 で あ

り 、 さ ら な る 医 科 歯科 連 携 の 推 進 が 必 要で あ る 。

*1 兵 庫 県 に お け る 死 亡 統 計 指 標 （ 兵 庫 県 立 健 康 科 学 研 究 所 、 平 成 28年 ～ 令 和 ２ 年 ）

【 推 進 方 策 】

① 発 症 予 防 対 策の 推 進 、 健 診 受 診 率の 向 上 （ 県 、 市 町 、各 種 健 診 実 施 主 体 ）

高 血 圧 、糖 尿 病 、脂 質 異 常 症 、喫 煙 、過 度 の 飲 酒 等 の危 険 因 子 を 管 理 す るた め 、

食 生 活 の 改 善 や 運 動の 習 慣 化 な ど 保 健 指導 を 重 点 的 に 実 施 する と と も に 、特 定 健診

な ど の 健 診 受 診 率 の向 上 を 図 り 、脳 卒 中 の 発 症 予 防・早 期 発 見・早 期 治 療 に 努 め る。

② 発 症 後 の 速 やか な 受 療 行 動 と 搬 送体 制 の 充 実（ 県 、市 町 、医 療 機 関 、関 係団 体 ）

脳 卒 中 に お いて は 、早 期 に 治 療を 開 始 す る こ とで 救 命 率 が 向 上 し、重 篤 な後 遺 症

を 回 避 で き る 可 能 性 が 高 く な る こ と な ど の 基 礎 知 識 を 広 く 県 民 に 普 及 ・ 啓 発 を 行

い 、 発 症 時 の 正 し い受 療 行 動 を 推 進 す る。

ま た 、 脳 卒 中 を 疑 わ れ る 患 者 を 発 症 後 迅 速 に 医 療 機 関 へ 搬 送 す る 体 制 の 充 実 を

図 る 。

③ 急 性 期 医 療 体制 の 充 実 （ 医 療 機 関）

脳 卒 中 の 中 でも 特 に 脳 梗 塞 は 、発 症 か ら 治 療 に至 る ま で の 時 間 に よっ て 、患 者 の

予 後 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す た め 、 脳 梗 塞 患 者 に 対 す る 急 性 期 医 療 に 対 応 で き る 体

制 と し て 、 脳 卒 中 に お け る 搬 送 体 制 を 含 め た 救 急 医 療 体 制 、 及 び 急 性 期 医 療 体 制

の 更 な る 充 実 を 図 る。

④ 医 療・介 護 機 能 を 担 う 関 係機 関 相 互 の 連 携 の 促進（ 県 、市 町 、医 療 機 関 、関 係機

関 等 ）

脳 卒 中 に 対 する 急 性 期 医 療 か ら 回復 期 医 療 、維 持 期（ 生 活 期 ）リ ハ ビ リ テ ーシ ョ

ン 、 在 宅 療 養 ま で 、 患 者 が 切 れ 目 の な い 適 切 な 医 療 や リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 受 け

る こ と が で き る よ う 地 域 連 携 ク リ テ ィ カ ル パ ス 等 を 活 用 す る と と も に 圏 域 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン 支 援 セ ン タ ー に よ る 積 極 的 な 調 整 や 、 圏 域 健 康 福 祉 推 進 協 議 会 で の

合 意 形 成 等 を 通 し て相 互 に 緊 密 な 連 携 体制 の 構 築 を 図 る 。

（ ウ ） 心 血 管 疾 患 対策

【 現 状 ・ 課 題 】

① 中 播 磨 地 域 の死 因 別 死 亡 数 の う ち、全 国 平 均 に 比 し て男 女 と も に 急 性 心 筋梗 塞 、

心 不 全 が 有 意 に 高 い。 *1

② 心 血 管 疾 患 は 日常 の 生 活 習 慣 と 深 く関 わ る こ と か ら 、予 防 を 心 が け ると と も に、

定 期 的 に 健 康 診 査 を受 診 し 、 早 期 発 見 ・早 期 治 療 に 努 め る 必要 が あ る 。
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③ 県 民 が 心 血 管 疾 患 の 発 症 に 気 付 き 、 速 や か に 救 急 要 請 な ど の 正 し い 初 動 行 動 が

と れ る よ う に 引 き 続き 周 知 ・ 啓 発 を 行 うこ と が 必 要 で あ る 。

④ 播 磨 姫 路 圏 域 でみ る と 、虚 血 性 心 疾患 に よ る 退 院 患 者 平均 在 院 日 数 は6.0日 で県

値（ 8.9日 ）よ り も 短く 、圏 域 別 で み る と淡 路 、丹 波 に 次 い で３ 番 目 に 短 い 。ま た 、

退 院 後 、 在 宅 等 の 生 活 に 復 帰 し た 虚 血 性 心 疾 患 患 者 の 割 合 は 95.5%で あ り 、 県 値

（ 92.8%） を 上 回 っ てい る 。 *2

⑤ 発 症 し た 日 から 、合 併 症 や 再 発 の予 防 、早 期 在 宅 及 び社 会 復 帰 を 目 指 し 、喪 失 機

能 の 回 復 の み な ら ず 、 患 者 教 育 、 運 動 療 法 、 危 険 因 子 の 管 理 等 の 多 要 素 に 焦 点 が

あ て ら れ た 多 面 的 ・ 包 括 的 な 疾 病 管 理 プ ロ グ ラ ム と し て の 心 血 管 疾 患 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン の 実 施 が 多職 種 の チ ー ム で 行 われ る こ と が 必 要 で ある 。

*1 兵 庫 県 に お け る 死 亡 統 計 指 標 （ 兵 庫 県 立 健 康 科 学 研 究 所 、 平 成 28年 ～ 令 和 ２ 年 ）

*2 医 療 計 画 作 成 支 援 デ ー タ ブ ッ ク （ 令 和 ５ 年 ）

【 推 進 方 策 】

① 発 症 予 防 対 策 の 推 進 、 健 診 受 診 率 の 向 上 （ 県 、 市 町 、 各 種 健 診 実 施 主 体 ）

高 血 圧 、糖 尿 病 、脂 質異 常 症 、喫 煙 、過 度 の飲 酒 等 の 危 険 因 子 を管 理 す る た め 、食

生 活 の 改 善 や 運 動 の 習 慣 化 な ど 保 健 指 導 を 重 点 的 に 実 施 す る と と も に 、 特 定 健 診

な ど の 健 診 受 診 率 の向 上 を 図 り 、 心 血 管疾 患 の 早 期 発 見 ・ 早期 治 療 に 努 め る 。

② 発 症 直 後 の 救護 に 関 す る 知 識 等 の啓 発 （ 県 、 市 町 、 医療 機 関 、 関 係 団 体 ）

救 命 率 の 向 上 及 び 予 後 改 善 の た め に 、 病 院 前 救 護 に お け る Ａ Ｅ Ｄ の 使 用 等 の 心

肺 蘇 生 処 置 等 を 一 般県 民 が 主 体 的 に 実 施で き る よ う に 知 識・技 術 の 普 及 に 努 め る 。

③ 発 症 後 の 速 や かな 受 療 行 動 と 搬 送 体制 の 充 実（ 県 、市 町 、医 療 機 関 、関 係 団 体）

発 症 後 速 や か に 救 急 要 請 な ど の 正 し い 行 動 が と れ る よ う に 県 民 へ の 知 識 の 普 及

に 努 め る 。

④ 医 療・介 護 機 能 を 担 う 関 係機 関 相 互 の 連 携 の 促進（ 県 、市 町 、医 療 機 関 、関 係団

体 、 関 係 機 関 等 ）

発 症 直 後 の 救護 、急 性 期 、回 復 期 、慢 性 期 、在 宅 療 養 に至 る ま で 適 切 な 医 療・介

護 が 切 れ 目 な く 行 わ れ る よ う 消 防 機 関 、 医 療 機 関 、 医 師 会 、 歯 科 医 師 会 、 薬 剤 師

会 、 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 、 介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業 所 等 の 関 係 機 関 で 知 識 や 情 報

の 共 有 を 進 め る な ど連 携 体 制 の 構 築 に 努め る 。

合 併 症 や 再 発 の 予 防、早 期 在 宅 及 び 社 会復 帰 を 目 指 し 、県 立 は り ま 姫 路 総合 医 療

セ ン タ ー や 圏 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 セ ン タ ー を 中 心 に 、 多 面 的 ・ 包 括 的 な 運

動 療 法 、 食 事 療 法 、 患 者 教 育 等 の 心 血 管 疾 患 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が 、 多 職 種 の チ

ー ム で 地 域 で 広 く 展開 で き る た め の 体 制づ く り 、 人 材 育 成 に努 め る 。

（ エ ） 糖 尿 病 対 策

【 現 状 ・ 課 題 】

① 糖 尿 病 は 特 有の 細 小 血 管 症 を 引 き起 こ す だ け で な く、脳 卒 中 、急 性 心 筋 梗塞 等 他

疾 患 の 危 険 因 子 に もな る 慢 性 疾 患 で 、日 常 生 活 に 支 障を 来 た す リ ス ク が 高い の で 、

早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 、 治 療 の 継 続 に よ り 合 併 症 の 発 症 や 進 行 （ 重 症 化 ） を 防 ぐ 必
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要 が あ る 。

② 糖 尿 病 に よ る標 準 化 死 亡 比（ SMR）に つ い て は 、全 国 平均 に 比 し て 男 性 で 有意 に

高 い 。 *1

③ 播 磨 姫 路 圏 域 に あ る 糖 尿 尿 専 門 医 が 在 籍 す る 医 療 機 関 数 は 、 人 口 10万 人 対 で み

る と 3.3施 設 で 県 値 （3.8施 設 ） よ り や や 下回 る 。 *2

④ 中 播 磨 地 域 の 40～ 74歳 の 男 女 と も 、 血 糖 を 下 げ る 薬 や イ ン シ ュ リ ン 注 射 を 使 用

す る 割 合 は 兵 庫 県 に 比 し て 有 意 に 高 く 、 糖 尿 病 あ る い は 糖 尿 病 の 前 段 階 で あ る メ

タ ボ 該 当 者 、空 腹 時 血 糖 値100mg/dL以 上 、HbA1c5.6%以 上 の 割 合 は 兵 庫 県 に比 し て

有 意 に 高 い 。 *3

⑤ 県 民 が 良 質 で 適 切 な 糖 尿 病 医 療 を 受 療 で き る よ う 、 各 医 療 機 関 の 特 徴 や 機 能 に

応 じ た 明 確 な 役 割 分 担 と 病 病 連 携 ・ 病 診 連 携 を 深 め る な ど 、 医 療 連 携 体 制 の 充 実

が 必 要 で あ る 。

*1 兵 庫 県 に お け る 死 亡 統 計 指 標 （ 兵 庫 県 立 健 康 科 学 研 究 所 、 平 成 28年 ～ 令 和 ２ 年 ）

*2 日 本 糖 尿 病 学 会 「 糖 尿 病 専 門 医 の 認 定 状 況 」（ 令 和 ５ 年 ７ 月 末 時 点 ）

*3 ひ ょ う ご 健 康 づ く り 支 援 シ ス テ ム （ 地 域 カ ル テ ）（ 2018年 ）

【 推 進 方 策 】

① 健 診 受 診 率 の向 上 （ 市 町 、 各 種 健診 実 施 主 体 ）

健 診 受 診 率 の向 上 に 努 め る こ と によ り 、 糖 尿 病 の 早 期発 見 に 努 め る 。

② 食 生 活 や 生 活習 慣 の 改 善 （ 県 、 市町 、 各 種 健 診 実 施 主体 ）

肥 満 、糖 尿 病 、高 血 圧 、脂 質 異 常及 び こ れ ら の 予 備 群の 人 に 対 し て 、食 生 活 の 改

善 や 運 動 の 習 慣 化 な ど 保 健 指 導 を 重 点 的 に 実 施 す る 。 さ ら に 「 境 界 型 」 と さ れ た

人 に 対 す る 保 健 指 導を 充 実 さ せ る ほ か 、「 糖 尿 病 」と さ れ た 人を 専 門 的 検 査・治 療

へ と つ な ぐ 。

③ 重 症 化 予 防 の推 進 （ 県 、 市 町 、 医療 機 関 、 保 険 者 ）

例 え ば 糖 尿 病 性 腎 症 に つ い て は 、 保 険 者 に よ る 糖 尿 病 性 腎 症 重 症 化 予 防 プ ロ グ

ラ ム の 導 入 を 推 進 す る こ と に よ り 、 糖 尿 病 が 重 症 化 す る リ ス ク が 高 い 者 に 対 し て

適 切 な 受 診 勧 奨 や 保健 指 導 を 行 う 。

④ 医 療 機 能 を 担 う医 療 機 関 相 互 の 連 携の 促 進 （ 医 療 機 関 ）

糖 尿 病 に か か る 医 療 機 能 を 担 う 医 療 機 関 は 、 糖 尿 病 患 者 が 切 れ 目 の な い 適 切 な

医 療 を 受 け る こ と が で き る よ う 、 相 互 に 緊 密 な 連 携 体 制 の 構 築 を 図 る （ 県 立 は り

ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン タ ー 、 姫 路 赤 十 字 病 院 、 姫 路 医 療 セ ン タ ー 、 姫 路 聖 マ リ ア 病

院 等 ）。

キ 精 神 疾 患 対 策

【 現 状 ・ 課 題 】

（ ア ）中 播 磨 地 域 にお い て 、精 神 及 び 行動 の 障 害 に よ る 入 院患 者 数 は 741人 で 入 院 全体

の 約 17%を 占 め て お り、 循 環 器 疾 患 に 次 いで 入 院 割 合 が 高 い 疾患 で あ る 。 *1

（ イ ）統 合 失 調 症 等を 有 す る 患 者 へ の 対応 に つ い て は 、地 域 内 に 地 域 移 行・地 域 定 着を

担 当 す る 事 業 所 は 姫路 市 の み に 所 在 し 、精 神 科 病 院 を 中 心 とし た 退 院 支 援 と な りが
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ち な ほ か 、 在 宅 療 養や 生 活 支 援 の た め の社 会 資 源 の 充 実 が 必要 で あ る 。

（ ウ ）高 齢 化 に 伴 い、認 知 症 患 者 が 増 加し て お り 、行 動・心 理 症 状（ BPSD）に 周 囲 が対

応 で き て い な い 状 況や 、身 体 合 併 症 を 抱え た 認 知 症 患 者 へ の対 応 が 難 し い 状 況 にあ

る こ と か ら 、 認 知 症 の 人 や そ の 家 族 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 生 活 で き る よ う 、

早 期 発 見 ・ 早 期 診 断 に よ る 適 切 な 医 療 や ケ ア の 提 供 に 向 け た 取 組 み 、 MCI（ 軽 度 認

知 障 害 ） へ の 支 援 体制 を 充 実 さ せ る 必 要が あ る 。

（ エ ）「 認 知 症 相 談 セン タ ー 」は 中 播 磨 地 域に ４ か 所（ 各 市 町 の 地域 包 括 支 援 セ ン タ ー ）、

認 知 症 相 談 医 療 機 関は 163医 療 機 関 、認 知 症 対 応 医 療 機関 は 131医 療 機 関 登 録 さ れて

い る （ 令 和 ４ 年 時 点 ）。

*1「 入 院 患 者 調 査 」（ 令 和 ４ 年 兵 庫 県 ）

【 推 進 方 策 】

（ ア ）精 神 疾 患 患者 に 対 す る 地 域移 行・地 域 定 着 を 含 む 地 域生 活 支 援 の た め の 体制 整 備

（ 県 、 市 町 、 医 療 機関 、 関 係 機 関 、 県 民）

精 神 疾 患 患 者 の地 域 移 行・地 域 定 着支 援 を 進 め る た め に医 療 機 関 や 関 係 機 関と と

も に 役 割 分 担 、 目 標を 明 確 に す る な ど 連携 に お け る 基 盤 整 備を 進 め る 。 相 談 支 援・

ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の充 実 や 生 活 支 援・就 労 支 援 な ど の サ ー ビス 提 供 等 の 充 実 、住ま

い の 場 の 確 保 、ピ ア サ ポ ー ト の 推進 な ど の 障 害 福 祉 サー ビ ス の 充 実 、未 治 療 者・治

療 中 断 者 等 に 対 す る支 援 体 制 の 強 化 、精 神 科 訪 問 看 護・訪 問 診 療 な ど の 医療 サ ービ

ス の 充 実 を 図 る 。

（ イ ）認 知 症 に よ る行 動・心 理 症 状（ BPSD）や 身 体 合 併 症 へ の適 切 な 対 応（ 県 、市 町、

医 療 機 関 、 関 係 団 体、 県 民 ）

市 町 を 中 心 に 、認 知 症 健 診 や 認 知 症予 防 教 室 を 開 催 し 、認 知 症 予 防 に 向 け た普 及

啓 発 を す る 。

ま た 、圏 域 認 知 症 疾 患 医 療 セン タ ー で あ る 県 立 はり ま 姫 路 総 合 医 療 セン タ ー 、姫

路 中 央 病 院 、高 岡 病院 を 中 心 に 、認 知 症疾 患 に 関 す る 鑑 別 診断 と そ の 初 期 対 応 、認

知 症 の 行 動・心 理 病状 と 身 体 合 併 症 へ の急 性 期 対 応 、専 門 医療 相 談 、診 断 後 の 相談

支 援 、認 知 症 に 関 する 知 識 の 普 及 の ほ か、鑑 別 診 断 後 に 身 体疾 患 の 充 分 な 治 療 を一

般 医 療 機 関 で 行 え るよ う な 認 知 症 対 応 力向 上 の た め の 取 り 組み を 行 う 。

「 中 播 磨 圏域 認 知 症 医 療 連携 協 議 会 」を 中 播 磨 圏 域認 知 症 疾 患 医 療セ ン タ ー を 中

心 に 開 催 し 、郡 市 ３師 会 、市 町 地 域 包 括支 援 セ ン タ ー 、県 健康 福 祉 事 務 所 、市 保健

所 、圏 域 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン 支 援 セ ン ター と 連 携 し て 、認 知 症 の 早 期 発 見・早 期 対

応 に つ な げ る 体 制 を検 討 す る と と も に 、医 療 か ら 介 護 へ の 連携 を 促 進 し 、地 域 で認

知 症 の 人 と 家 族 を 支え る た め の 仕 組 み を検 討 す る 。

患 者 が 地 域 で 暮 ら すた め に 、 認知 症 に 関 す る 知 識 、行 動 ・心 理 症 状（ BPSD） へ の

対 応 方 法 の 普 及 を 図る ほ か 、MCI（ 軽 度 認知 障 害 ）へ の 支 援 体制 の 充 実 、認 知 症 患者

や 家 族 を 見 守 り 、支 援 す る 認 知 症サ ポ ー タ ー の 養 成・充 実 を 進 め る な ど 地域 で 支え

る 体 制 づ く り に 努 める 。
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ク 在 宅 医 療 ・ か かり つ け 医

【 現 状 ・ 課 題 】

（ ア ） 中 播 磨 地 域 で は 、 2020年 か ら 2045年 ま で の 25年 間 で 65歳 以 上 の 高 齢 者 人 口 が 約

11,000人 増 加 し 、そ の 後 減 少 に 転じ る 見 込 み で あ る。前 期 高 齢 者 人 口 は 約1,400人

減 少 す る 一 方 で 、後 期 高 齢 者 人 口は 約 12,000人 増 加 す る 見 込 みで あ る 。*1今 後 、要

介 護 者 に な る リ ス ク の 高 い 後 期 高 齢 者 の 割 合 が 高 く な る こ と か ら 、 高 齢 者 の 身 体

的 特 徴 、 疾 患 に 応 じた 様 々 な 医 療 ニ ー ズが 求 め ら れ る 。

（ イ ）入 院 医 療 から 在 宅 医 療 等 への 円 滑 な 移 行 の た めに 、入 院 初 期 か ら 退院 後 の 生 活 を

見 据 え た 退 院 支 援 の重 要 性 が 高 ま っ て いる 。

（ ウ ） 在 宅 で の 療 養 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 在 宅 療 養 者 の ニ ー ズ に 応 じ た 包 括 的

な 医 療 や 介 護 の 提 供が 求 め ら れ て お り 、医 師 、歯 科 医 師 、薬 剤 師 、訪 問 看 護 師、栄

養 士 、歯 科 衛 生 士、ケ ア マ ネ ジ ャ ー 、ヘ ル パ ー な ど の多 職 種 間 の 連 携 に より 、患者

と そ の 家 族 を 支 え てい く 体 制 が 不 可 欠 であ る 。ま た 、圏 域 北 部 を は じ め 医 療資 源 が

少 な い 地 域 に お い て は ス タ ッ フ の 移 動 時 間 が 長 く な る な ど 、 在 宅 医 療 の 効 率 的 な

提 供 に 向 け た 体 制 づ く り が 必 要 であ る 。

加 え て 高 齢 化 に よ る 摂 食 障 害 等 を 有 す る 患 者 の 増 加 が 予 想 さ れ る た め 、 訪 問 歯

科 診 療 に お い て も ニー ズ に 対 応 で き る 歯科 医 療 従 事 者 の 確 保が 必 要 で あ る 。

（ エ ）中 播 磨 地 域に お け る 令 和 ３年 時 点 で の 在 宅 療 養支 援 診 療 所 は 65か 所 で 、平 成26年

時 点 の 61か 所 か ら ほ ぼ 横 ば い 状 態 で あ る 。 ま た 、 令 和 ３ 年 時 点 で の 在 宅 療 養 支 援

病 院 は ９ か 所 で あ り 、 平 成26年 時 点 の ７ か 所 か ら ほ ぼ 横 ば い 状 態 で あ る 。 *2ま た 、

地 域 包 括 ケ ア 病 棟 入院 料 、又 は 入 院 医 療管 理 料 を 届 出 し て いる 病 院 は 18か 所 あ る 。
*3

中 播 磨 地 域 に あ る 訪 問 看 護 ステ ー シ ョ ン 、看 護 職 員 数と も に 増 加 傾 向に あ り 、特

に 24時 間 対 応 可 能 な訪 問 看 護 ス テ ー シ ョン 職 員 数 が 増 加 し てい る 。 *３

市 町 別 自 宅 で の 死 亡率 を み る と 、令 和 ３ 年 時 点 で 姫 路市 、福 崎 町 は 全 国 と比 し て 、

自 宅 死 亡 率 が 高 い 。 ま た 、 姫 路 市 、 神 崎 郡 と も 自 宅 、 施 設 等 で の 死 亡 率 が 横 ば い

か ら 増 加 傾 向 に あ る。 *4

在 宅 療 養 生 活 を 営 む 患 者 の 容 態 急 変 時 に お け る 緊 急 往 診 や 緊 急 入 院 な ど 、 適 切

な 対 応 が と れ る 仕 組 み づ く り や 体 制 整 備 や 、 住 み 慣 れ た 自 宅 や 介 護 施 設 等 、 患 者

が 望 む 場 所 で の 看 取り を 行 う 体 制 を 確 保す る こ と が 必 要 で ある 。

（ オ ）地 域 に お け る医 療・介 護 の 関 係 機関 が 連 携 し て 、包 括 的 か つ 継 続 的な 在 宅 医 療・

介 護 の 提 供 を 行 え る 体 制 づ く り を 目 指 し 、 郡 市 医 師 会 の 協 力 の も と 、 姫 路 市 及 び

神 崎 郡 ３ 町 に お い て 在 宅 医 療 ・ 介 護 連 携 支 援 セ ン タ ー を 設 置 し 、 在 宅 医 療 ・ 介 護

連 携 に か か る 取 組 みを 進 め て い る 。

*1 兵 庫 県 将 来 推 計 人 口 （ 2015～ 2065年 ）

*2 在 宅 医 療 に か か る 地 域 別 デ ー タ 集 （ 厚 生 労 働 省 ）

*3 近 畿 厚 生 局 施 設 基 準 の 届 出 受 理 状 況 （ 令 和 ５ 年 ８ 月 時 点 ）

*4 兵 庫 県 保 健 統 計 年 報 （ 厚 生 労 働 省 人 口 動 態 調 査 ）、 在 宅 医 療 に か か る 地 域 別 デ ー タ 集

（ 厚 生 労 働 省 ）
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【 推 進 方 策 】

（ ア ） か か り つ け 医・ 歯 科 医 の 支 援 体 制の 確 立 （ 県 、 関 係 団体 、 医 療 機 関 ）

か か り つ け 医・か か り つ け 歯 科医 の 支 援 体 制 の確 立 を 図 り 、在 宅 療 養 者に 対 す る

訪 問 診 療 の 提 供 を 促進 す る 。

（ イ ） サ ー ビ ス 提 供体 制 の 充 実 （ 医 療 機関 、 関 係 団 体 、 県 、市 町 ）

訪 問 診 療 、訪 問 歯 科 診 療、訪 問 看 護 、訪 問 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン 、訪 問 薬 剤 管 理指

導 な ど 、 在 宅 医 療 にか か る サ ー ビ ス の 提供 体 制 の 充 実 を 図 る。

（ ウ ） 入 院 医 療 ・ 在宅 医 療 相 互 の 円 滑 な移 行 促 進 （ 県 、 市 町、 医 療 機 関 、 関 係 団体 ）

入 院 医 療 機 関 の 退 院 支 援 担 当 者 が 早 期 か ら 退 院 後 の 生 活 を 見 据 え た 支 援 を 行 え

る 体 制 を 構 築 す る ほ か 、 急 変 時 の 受 入 体 制 の 確 保 及 び 患 者 が 望 む 場 所 で の 看 取 り

を 支 え る 地 域 の 支 援 体 制 の 構 築 を 進 め 、 入 院 医 療 ・ 在 宅 医 療 相 互 の 円 滑 な 移 行 を

促 進 す る 。 在 宅 療 養 支 援 診 療 所 、 在 宅 療 養 支 援 病 院 な ど 在 宅 医 療 に お い て 積 極 的

役 割 を 担 う 医 療 機 関 と 、 そ の 近 隣 の 病 院 や 診 療 所 、 訪 問 看 護 事 業 所 と の 連 携 に よ

り 、 24時 間 対 応 可 能な 在 宅 医 療 機 関 の 体制 を 充 実 さ せ る 。

（ エ ） 多 職 種 連 携 によ る 在 宅 医 療 支 援 体制 の 構 築 （ 県 、 市 町、 関 係 団 体 ）

医 師 、歯 科 医 師 、薬 剤 師 、訪 問 看 護 師 、栄 養 士 、歯 科 衛 生 士 、ケ ア マ ネ ジャ ー 、

ヘ ル パ ー な ど に よ る今 後 の 方 針 や 病 状 に関 す る 情 報 や 計 画 を共 有 し 、連 携 強 化 を図

り 、 患 者 の ニ ー ズ に対 応 し た サ ー ビ ス が包 括 的 に 提 供 さ れ る体 制 を 構 築 す る 。

（ オ ） 在 宅 医 療 を 担う 人 材 育 成 （ 県 、 市町 、 関 係 団 体 ）

関 係 団 体 等 と連 携 の も と 、地 域 の か か り つ け 医、歯 科 医 師 、歯 科 衛 生 士、薬 剤 師

等 を 対 象 と し た 研 修会 の 開 催 な ど に よ り、在 宅 療 養 者 の 多 様な ニ ー ズ に 対 応 で きる

よ う 在 宅 医 療 従 事 者の 資 質 向 上 の た め の取 り 組 み を 進 め る 。

（ カ ）か か り つ け 医・在 宅 医 療 に 関す る 普 及 啓 発（ 市 町 、県 、関 係 団 体 、医 療 機関 、県

民 ）

か か り つ け 医・歯 科 医 師 等 の 定着 を 図 る た め、医 療 関係 団 体 と 市 町 が 連 携し た 在

宅 医 療・介 護 連 携 や サ ー ビ ス 提 供の た め の 相 談 拠 点 とな る 在 宅 医 療・介 護 連 携 支援

セ ン タ ー の 機 能 強 化や 、在 宅 医 療 を 提 供で き る 施 設 マ ッ プ の作 成 等 の 普 及 啓 発 の取

り 組 み の 充 実 を 図 る。

ま た 、家 族 や 地 域で 支 え 合 い な が ら 、在 宅 療 養 者 の 療 養・介 護 が ス ム ー ズ に 行え

る よ う 、関 係 機 関 と連 携 し て 患 者・家 族 の 相 談 に 対 応で き る 体 制 を 確 保 し 、相 談 体

制 に つ い て 、地 域 住 民 へ の 普 及 啓発 に 努 め る 。住 民 が 人 生 の最 終 段 階 に お い て 自身

が 望 む 医 療・ケ ア につ い て 、前 も っ て 考え 、繰 り 返 し 話 し 合い 、意 思 決 定 を 共 有す

る た め の 人 生 会 議 （ ACP） に つ い て 知 り 、 考 え る こ と の 大 切 さ に つ い て 普 及 啓 発 す

る 。

（ キ ） 地 域 リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン の 推 進 （県 、 市 町 、 関 係 機 関、 関 係 団 体 ）

高 齢 者 や 障 害者 が 、急 性 期 、回 復期 、維 持 期 等 の あ らゆ る 段 階 を 通 じ て 、住 み 慣

れ た 地 域 で 状 況 に 応 じ た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン （ 医 療 リ ハ ・ 生 活 リ ハ ・ 職 業 リ ハ ）

を 受 け る こ と が で き る よ う 、 圏 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 セ ン タ ー （ 石 川 病 院 ）

を 中 心 に リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門 職 だ け で な く 、 他 の 医 療 職 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー な

ど の 介 護 職 等 を 含 めた 多 職 種 連 携 に よ るチ ー ム ケ ア 体 制 の 構築 を 図 る 。
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（ ク ）精 神 疾 患 患者 に 対 す る 地 域移 行・地 域 定 着 を 含 む 地 域生 活 支 援 の た め の 体制 整 備

（ 県 、 市 町 、 医 療 機関 、 関 係 機 関 、 県 民）

精 神 疾 患 患 者 の 地 域 移 行 ・ 地 域 定 着 支 援 を 進 め る た め に 医 療 機 関 や 関 係 機 関 と

と も に 役 割 分 担 、目 標 を 明 確 に する な ど 連 携 に お け る基 盤 整 備 を 進 め る 。ま た 、支

援 関 係 者 や 住 民 の 理解 促 進 、ピ ア サ ポ ータ ー 活 動 の 充 実 を 図り 、地 域 支 援 ネ ッ トワ

ー ク の 強 化 に 努 め る 。（ 再 掲 ）

（ ケ ）認 知 症 患 者 に対 す る 在 宅 医 療 提 供体 制 の 整 備（ 県 、市 町 、関 係 団 体 、医 療機 関 ）

認 知 症 の 早 期診 断・早 期 対 応 を 促進 す る た め 、関 係 団 体 等 と 連 携 し、か か り つけ

医 、 歯 科 医 師 、 薬 剤師 等 の 認 知 症 対 応 力の 向 上 を 図 る 。

（ コ ） が ん 患 者 に 対す る 緩 和 ケ ア の 推 進（ 医 療 機 関 、 関 係 団体 ）

が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 を は じ め と す る 入 院 医 療 機 関 が 在 宅 緩 和 ケ ア を 提 供 で き

る 診 療 所 な ど と 連 携 し 、 患 者 と そ の 家 族 の 意 向 に 応 じ た 切 れ 目 の な い 在 宅 医 療 を

提 供 す る 。

（ サ ）重 症 神 経 難 病患 者 の 緊 急・災 害 時 対 応 に か か る体 制 整 備（ 県 、市 町 、医 療 機関 、

関 係 機 関 ）

在 宅 療 養 を 行う 重 症 神 経 難 病 患 者の 緊 急・災 害 時 対 応の 円 滑 化 を 図 る と とも に 、

か か り つ け 医 と 圏 域 内 外 の 専 門 医 等 と の 役 割 分 担 及 び 連 携 強 化 を 図 り 、 在 宅 療 養

を 支 援 す る 。 ま た 、 平 時 に も 安 心 し て 療 養 生 活 を 送 れ る よ う 、 専 門 病 院 と か か り

つ け 医 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー 等 と の 連 携 に よ り 、 潜 在 的 な ニ ー ズ も 含 め 、 病 状 に 応 じ

た 必 要 な 医 療 や サ ービ ス の 提 供 体 制 を 構築 す る 。

ケ 地 域 医 療 構 想 実現 の た め の 課 題 と 施策

（ ア ） 病 床 の 機 能 分化 ・ 連 携 の 推 進

圏 域 の 現 状 と 課 題 具 体 的 施 策

○ 病 院・診 療 所 等 の 医 療 資 源 は 、圏 域 南 部

(姫 路 市 南 部 )に 集 中 し 、 北 部 (神 崎 郡 、 姫

路 市 北 部 )に 少 な い 。

○ 患 者 の ９ 割 以 上 は 、 圏 域 内 で 入 院 医 療

及 び 救 急 医 療 を 受 け て い る が 、 疾 患 に よ

っ て は 、 圏 域 外 の 医 療 機 関 を 利 用 し て い

る 。ま た 、隣 接 す る 西 播 磨 地 域 か ら の 患 者

流 入 が 多 い 。

○ 中 播 磨 地 域 の 患 者 数 は 2019年 を ベ ー ス

と し て 、2040年 頃 ま で は 肺 炎 、脳 梗 塞 、心

不 全 、股 関 節・大 腿 骨 近 位 の 骨 折 、腎 臓 又

は 尿 路 感 染 症 な ど が 増 え る 見 込 み で あ

る 。 *1

○ 病 床 機 能 報 告 制 度 に よ る 病 床 機 能 ご と

の 、 現 在 の 病 床 数 と 2025年 の 必 要 病 床 数

① 病 床 の 機 能 分 化 の 推 進

ア 病 床 機 能 の 分 化・連 携 を 進 め る た め の 地

域 医 療 構 想 調 整 会 議 等 の 開 催

イ 急 性 期 病 床 の 転 換 支 援

・ 高 度 急 性 期 病 床 (ICU･HCU等 )の 更 な る 充 実

・ 急 性 期 病 床 に お け る 夜 間 看 護 の 充 実

・ 回 復 期 病 床 へ の 転 換

ウ 慢 性 期 病 床 の 施 設 等 へ の 転 換 支 援

・ 療 養 病 床 (介 護 療 養 型 )か ら 施 設 へ の 転 換

・ 慢 性 期 病 床 の 職 員 の 充 実

・ 回 復 期 病 床 へ の 転 換

エ 在 宅 医 療 ･施 設 等 の 充 実

・ 機 能 強 化 型 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 整 備

促 進

・ 病 院 ･診 療 所 に よ る 訪 問 看 護 ･訪 問 リ ハ ビ
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を 比 較 す る と 、 急 性 期 及 び 慢 性 期 病 床 が

過 剰 と な り 、 回 復 期 病 床 が 不 足 す る と 見

込 ま れ る 。高 齢 化 の 伸 展 に よ り 、複 数 か つ

複 雑 な 慢 性 疾 患 を か か え る 患 者 が 増 加 し

て お り 、高 度 急 性 期・急 性 期 病 院 と 連 携 し

た 受 け 入 れ が で き る 、 回 復 期 病 床 の 確 保 、

リ ハ ビ リ 職 の 確 保 な ど を 充 実 さ せ る 必 要

が あ る 。

○ 在 宅 医 療 の 需 要 に 対 応 す る た め 、 慢 性

期 患 者 の 受 け 皿 (施 設 等 )を い か に 確 保 す

る か が 課 題 で あ る 。

○ 急 性 期 か ら 在 宅 医 療 に 至 る 一 連 の 医 療

サ ー ビ ス を 切 れ 目 な く 提 供 で き る よ う

に 、 限 ら れ た 医 療 資 源 を 有 効 に 活 用 す る

必 要 が あ る 。

○ 県 立 姫 路 循 環 器 病 セ ン タ ー と 製 鉄 記 念

広 畑 病 院 を 再 編 統 合 し 、 令 和 ４ 年 ５ 月 １

日 に 県 立 は り ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン タ ー を

640床 で 開 院 、 そ の 後 、 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日

か ら は 736床 で フ ル オ ー プ ン し た 。 製 鉄 記

念 広 畑 病 院 の 跡 地 に は 、 令 和 ５ 年 ２ 月 １

日 に 医 療 法 人 に よ る 病 院 が 開 院 し 、 姫 路

市 南 西 部 地 域 に お け る 後 医 療 が 確 保 で き

た 。

○ 高 齢 化 が 著 し い 中 山 間 地 域 に 位 置 し 、

医 療 資 源 が 限 ら れ る 中 播 磨 圏 域 北 部 (神

崎 郡 )で は 、 公 立 神 崎 総 合 病 院 が 唯 一 の 総

合 病 院 で あ る 。１ 次 救 急 は 、近 隣 診 療 所 医

師 の 協 力 を 得 て 維 持 し 、 ２ 次 救 急 の 充 実

に 努 め て お り 、今 後 、更 に 近 隣 病 院 や 関 係

団 体・施 設 等 と 連 携 し 、ニ ー ズ に 合 わ せ た

地 域 医 療 を 提 供 す る 必 要 が あ る 。ま た 、隣

接 す る 西 播 磨 圏 域 北 部 の 公 立 宍 粟 総 合 病

院 と は 、中 山 間 地 に 立 地 し 、自 治 体 病 院 と

い う 共 通 点 が あ る た め 、中 播 磨・西 播 磨 圏

域 に お け る 医 療 の 更 な る 充 実 に 向 け た 両

病 院 間 の 診 療 ･ 運 営 面 で の 連 携 推 進 が 求

め ら れ る 。

○ 新 興 感 染 症 発 生 時 に お い て も 、 地 域 で

継 続 し た 医 療 提 供 体 制 を 確 保 す る た め の

リ テ ー シ ョ ン の 充 実

・急 性 期 病 院 、回 復 期 病 院 、訪 問 看 護 ス テ ー

シ ョ ン 等 が 連 携 し た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の

推 進

② 医 療 と 介 護 ･福 祉 の 連 携 強 化

・ 医 療 機 関 と 介 護 保 険 施 設 及 び 障 害 者 支 援

施 設 と の 広 域 連 携

・ 医 療 及 び 介 護 ･福 祉 に 係 る 多 職 種 連 携 の た

め の 会 議 ･研 修 会 の 開 催

③ 病 病 ､病 診 連 携 及 び 医 科 ･歯 科 ･薬 科 連 携 の

推 進

・ 地 域 医 療 連 携 ク リ テ ィ カ ル パ ス の 促 進

・ 医 師 会 や 医 療 機 関 を 中 心 と す る 研 究 会 に

よ る 病 病 ､病 診 ネ ッ ト ワ ー ク の 推 進

・ 医 ･歯 ･薬 連 携 の 強 化

・ 情 報 通 信 技 術 (ICT)活 用 等 に よ る 地 域 医 療

連 携 シ ス テ ム の 構 築

④ 自 治 体 病 院 等 の 機 能 見 直 し に よ る 再 編 ・

ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 推 進

ア 県 立 は り ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン タ ー の 開

院

・ 中 播 磨 ･西 播 磨 圏 域 の ３ 次 救 急 を 初 め と す

る 高 度 専 門・急 性 期 医 療 の 充 実 、地 域 課 題 へ

の 対 応

・ 地 域 の 医 療 機 関 と の 機 能 分 担 ・ 連 携 の 促

進

・中 播 磨・西 播 磨 圏 域 の 医 療 機 関 等 の 研 修 体

制 、 診 療 体 制 の 支 援 (医 療 DX導 入 等 )

・ 中 播 磨 ・ 西 播 磨 圏 域 の 周 産 期 医 療 に つ い

て 、基 幹 的 病 院 で あ る 姫 路 赤 十 字 病 院 を 補 完

す る た め に 必 要 な 診 療 機 能 の 充 実

イ 公 立 神 崎 総 合 病 院

・ １ 次 ・ ２ 次 救 急 の 充 実

・近 隣 病 院・診 療 所 、関 係 団 体 や 施 設 等 の ほ

か 、公 立 宍 粟 総 合 病 院 (西 播 磨 圏 域 北 部 )と の

連 携 を 強 化

・ 連 携 施 設 等 と の 協 働 に よ る 訪 問 診 療 体 制

の 構 築
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体 制 づ く り が 必 要 で あ る 。

*1 兵 庫 県 （ 神 戸 大 学 受 託 事 業 ）「 DPCデ ー タ

分 析 事 業 」（ 令 和 元 年 10月 ～ 令 和 ４ 年 度 ）

（ イ ） 在 宅 医 療 の 充実

圏 域 の 現 状 と 課 題 具 体 的 施 策

○ 2025年 に 在 宅 医 療 等 を 必 要 と す る 患 者

数 は 、 患 者 住 所 地 ベ ー ス で 約 1.5倍 に な る

と 推 計 さ れ る 。

（2013年：4139.8人／日→2025年6030.6人／日）

○ 在 宅 医 療 の 実 施 状 況 に は 、 地 域 差 が み

ら れ る 。在 宅 医 療 を 新 た に 担 う 医 師・看 護

師 等 の 確 保 が 困 難 な 状 況 に あ り 、 担 い 手

が 少 な い 地 域 に お い て は 、特 に 病 病 、病 診

連 携 が 必 要 で あ る 。

○ 民 間 事 業 者 等 が 整 備 す る 高 齢 者 向 け 住

宅 で 、 医 療 を 受 け る 高 齢 者 が 増 加 し て い

る 。 こ れ ら の 住 宅 や 施 設 等 と の 連 携 や 職

員 の 研 修 体 制 が 課 題 と な っ て お り 、 公 民

連 携 に よ る 取 り 組 み が 求 め ら れ る 。

○ 市 町 別 自 宅 で の 死 亡 率 を み る と 、 令 和

３ 年 時 点 で 姫 路 市 、 福 崎 町 は 全 国 と 比 し

て 、自 宅 死 亡 率 が 高 い 。ま た 、姫 路 市 、神

崎 郡 と も 病 院 以 外（ 自 宅 、施 設 等 ）で の 死

亡 率 が 横 ば い か ら 増 加 傾 向 に あ り 、 病 院

以 外 の 場 所 で の 死 亡 が 増 え る 傾 向 に あ

る 。 *1

○ 今 後 、 医 療 を 必 要 と す る 要 介 護 者 や 認

知 症 高 齢 者 等 が 、 更 に 増 加 す る 見 込 み で

あ り 、こ れ ま で 以 上 に 医 療・介 護 資 源 の 実

態 把 握 や 情 報 共 有 、 連 携 体 制 の 強 化 が 求

め ら れ る 。ま た 、現 在 取 り 組 ん で い る 市 町

及 び 医 療 ・ 介 護 関 係 機 関 等 に よ る 連 携 会

議 を 通 じ て 、 在 宅 医 療 と 介 護 の ネ ッ ト ワ

ー ク づ く り を よ り 促 進 す る 必 要 が あ る 。

○ 家 族 や 地 域 の 介 護 力 が 低 下 す る 中 、 よ

り 住 民 ニ ー ズ に 沿 っ た 医 療 ・ 介 護 提 供 体

制 を 整 備 す る 必 要 が あ る 。

① 在 宅 医 療 の 確 保 ・ 地 域 偏 在 の 解 消

・在 宅 医 療 提 供 に 必 要 な 設 備・支 援 ツ ー ル の

整 備

・在 宅 医 療 を 担 う 医 科 、歯 科 、訪 問 看 護 ス テ

ー シ ョ ン 、 薬 局 等 の 確 保

・在 宅 医 療 を 担 う 病 院・診 療 所 の 役 割 分 担 と

連 携 促 進

・か か り つ け 医 、か か り つ け 歯 科 医 、か か り

つ け 薬 剤 師 ・ 薬 局 の 定 着 と 連 携 促 進

・ 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 広 域 連 携

・ 病 院 と 施 設 と 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 間 の

看 護 職 員 の 相 互 研 修

② 医 療・介 護・福 祉 の 多 職 種 に よ る 一 体 的 な

サ ー ビ ス 提 供 体 制 の 構 築

・ 医 療 と 介 護 に 係 る 連 携 会 議 等 の 広 域 開 催 、

多 職 種 連 携 の た め の 研 修

・ 中 播 磨 圏 域 入 退 院 調 整 ル ー ル の 利 用 促 進

・ 患 者 情 報 を 集 約 し た 医 療 介 護 連 携 ツ ー ル

（ ICT含 む ） の 導 入

・医 療・介 護 資 源 情 報 の 効 率 的 な 把 握・共 有

の た め の シ ス テ ム づ く り

・ 子 ど も や 障 害 者 を 含 め た 医 療 と 福 祉 の 連

携 促 進

③ 在 宅 医 療 に 関 す る 普 及 啓 発

・ 住 民 や 地 域 ニ ー ズ の 把 握 の た め の 調 査

・ 在 宅 医 療 や 看 取 り に 関 す る 相 談 窓 口 の 充

実 、 講 演 会 等 の 実 施
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○ 在 宅 医 療 や 看 取 り に 関 す る 患 者 ・ 住 民

の 理 解 を 深 め る た め の 情 報 提 供 が 必 要 で

あ る 。

*1 兵 庫 県 保 健 統 計 年 報 （ 厚 生 労 働 省 人 口

動 態 調 査 ）、在 宅 医 療 に か か る 地 域 別 デ ー タ 集

（ 厚 生 労 働 省 ）

（ ウ ） 医 療 従 事 者 の確 保

圏 域 の 現 状 と 課 題 具 体 的 施 策

○ 医 師 数 は 、 人 口 10万 人 当 た り 238.6で

あ り 、 全 国 ・ 全 県 平 均 に 比 べ て 低 く 、 高

齢 化 も 進 ん で い る 。

○ 医 師 不 足 等 の 影 響 に よ り 、 後 送 輪 番 の

辞 退 や 一 部 診 療 科 の 休 止 等 、 必 要 な 医 療

を 提 供 で き な い 医 療 機 関 が 見 受 け ら れ

る 。

○ 2024年 （ 令 和 6年 ） か ら 始 ま る 医 師 の

働 き 方 改 革 へ の 対 応 を 踏 ま え つ つ 、 医

師 ・ 看 護 師 等 医 療 従 事 者 の 確 保 と 地 域 定

着 に 取 組 む 必 要 が あ る 。

○ 薬 剤 師 が 少 な く 、 特 に 病 院 薬 剤 師 が 少

な い 。

① タ ス ク シ フ ト ・ タ ス ク シ ェ ア の 推 進

・医 師 事 務 作 業 補 助 者 、看 護 補 助 者 等 を 配 置

し 、 医 師 ・ 看 護 師 の タ ス ク シ フ ト の 推 進

・ 勤 務 形 態 見 直 し や タ ス ク シ ェ ア の 推 進

② 医 療 従 事 者 の 確 保 ･定 着

・ 研 修 医 の 病 院 間 で の 相 互 研 修 体 制 の 確 立

・ 医 療 従 事 者 等 の 教 育 ･研 修 機 能 の 充 実

・潜 在 看 護 師 、潜 在 歯 科 衛 生 士 、潜 在 管 理 栄

養 士 へ の 復 職 研 修

・ ICTを 活 用 し た 研 修 シ ス テ ム の 導 入

・ 勤 務 環 境 改 善 の た め の 取 組 強 化

③ 医 療 従 事 者 を 目 指 す 若 者 の 育 成

・学 生 に 対 す る 地 域 医 療 体 験 、医 療 系 学 校 進

学 セ ミ ナ ー 、 就 職 相 談 等 の 実 施

④ 適 切 受 診 の 啓 発

・ 地 域 住 民 へ の 適 切 受 診 の 啓 発 と 救 急 医 療

電 話 相 談 事 業 等 の 充 実

（ エ ） そ の 他

圏 域 の 現 状 と 課 題 具 体 的 施 策

○ 高 齢 化 に 伴 い 、 認 知 症 高 齢 者 が 増 加 し

て お り 、 BPSD（ 周 辺 症 状 ＝ 行 動 ・ 心 理 状

況 ） に 家 族 や 施 設 等 が 対 応 で き て い な

い 。 ま た 、 身 体 合 併 症 を 抱 え た 認 知 症 患

者 へ の 対 応 が 精 神 科 病 床 で は 難 し い こ と

か ら 、 治 療 や 介 護 体 制 の 充 実 と 受 入 先 の

確 保 が 必 要 で あ る 。

① 認 知 症 に 係 る 連 携 強 化

・ 医 療 及 び 介 護 従 事 者 へ の 認 知 症 対 応 向 上

力 研 修

・ 認 知 症 対 応 医 療 機 関 と 介 護 事 業 所 の 連 携

体 制 の 強 化

・ 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー 及 び 精 神 科 病 院

と 、 一 般 医 療 機 関 と の 連 携 促 進

○ 在 宅 医 療 を 必 要 と す る 患 者 は 、 摂 食 嚥

下 機 能 が 低 下 し て い る 場 合 が 多 く 、 口 腔

機 能 の 維 持 ・ 向 上 や 摂 食 嚥 下 障 害 、 誤 嚥

② 口 腔 機 能 の 管 理 強 化 の 取 組

・医 師 、歯 科 医 師 や 歯 科 衛 生 士 に よ る 積 極 的

な 関 与
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性 肺 炎 予 防 の た め の 口 腔 ケ ア や 口 腔 機 能

管 理 の 強 化 が 求 め ら れ る 。

・ 口 腔 ケ ア 及 び 食 支 援 の 充 実

○ 社 会 医 療 法 人 財 団 フ ラ ン シ ス コ 会 が 、

重 症 心 身 障 害 児 者 へ の 医 療 提 供 、 生 活 支

援 を 行 う 医 療 型 障 害 児 入 所 施 設 ・ 療 養 介

護 事 業 所 を 平 成 30年 ５ 月 に 全 面 開 設 し

た 。

○ 身 体 合 併 症 を 有 す る 精 神 疾 患 患 者 の 医

療 提 供 体 制 や 、 長 期 入 院 患 者 の 地 域 移

行 ・ 地 域 定 着 支 援 に つ い て は 、 い ま だ 不

十 分 な 状 況 に あ る 。

③ 障 害 児 ・ 者 医 療 の 充 実

・医 療 型 障 害 児・者 施 設 に よ る 、医 療 提 供 及

び 生 活 支 援 の 充 実 と 地 域 連 携 の 促 進

・ 障 害 児 ・ 者 に 対 応 で き る 在 宅 医 療 の 充 実

・ 一 般 病 院 と 精 神 科 病 院 と の 連 携 強 化

・精 神 疾 患 患 者 の 地 域 移 行・地 域 定 着 を 含 む

地 域 生 活 支 援 の 推 進

○ 小 児 か ら 高 齢 者 ま で 、 障 害 の 有 無 ・ 種

別 に 関 わ ら ず 、 誰 も が 住 み 慣 れ た 地 域 で

自 分 ら し い 暮 ら し を 人 生 の 最 後 ま で 送 る

こ と が で き る よ う 、 住 ま い ・ 医 療 ・ 介

護 ・ 予 防 ・ 生 活 支 援 が 一 体 的 に 提 供 さ れ

る 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 が 必 要 で

あ る 。

④ 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 構 築 に 向 け た 取 組

・住 民 、保 険 者 、企 業 、医 療・介 護・福 祉 関

係 者 、 行 政 等 の 連 携 に よ る 健 康 づ く り や 地

域 づ く り の 取 組 の 推 進

・医 療・介 護・福 祉 の ワ ン ス ト ッ プ 窓 口 の 設

置 及 び コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 育 成

・ 地 域 ケ ア 会 議 の 充 実 に よ る ケ ア マ ネ ジ メ

ン ト の 推 進



第８部 圏域計画

第６章 播磨姫路圏域

327

２ ） 西 播磨 地 域 の重 点 課 題と そ の 取組 方 針

ア 医 師 確 保 対 策 と 医 療 連 携 強 化

【 現 状 と 課 題 】

(ア ) 西 播 磨 地 域 を従 業 地 と す る 医 師 は、令 和 ２ 年 時 点 で 435 人 、人 口 10 万 対 で

は 176.4 と 県 下 で 最 も 低 い （ 県 値 254.6）。

（ イ ） 県 の 医 師 確 保対 策 と し て 、医 学 生に 修 学 資 金 の 貸 与 を行 い 、県 が 指 定 す る医

師 不 足 の 地 域 で 勤 務す る 医 師 を 養 成 し てお り 、現 在 西 播 磨地 域 の へ き 地 医 療拠

点 病 院 で あ る 赤 穂 市民 病 院 、 公 立 宍 粟 総合 病 院 に 県 養 成 医 が派 遣 さ れ て い る 。

平 成 26 年 度 か ら は 大 阪 医 科 薬 科 大学 に 特 別 寄 附 講 座 を開 設 し 、赤 穂 市 民 病 院 、

公 立 宍 粟 総 合 病 院 等を 活 動 拠 点 と し て 診療 に 従 事 し て い る 。

（ ウ ） 西 播 磨 地 域で は 、養 成 医 の 定着 に 向 け て へ き地 医 療 拠 点 病 院 等 関係 機 関 と 連

絡 会 議 の 開 催 な ど の医 師 確 保 の 取 り 組 み を 進 め る と と も に、限 ら れ た 人 材 で持

続 可 能 な 地 域 医 療 を 提 供 す る た め 地 域 の 医 療 機 関 に お け る 連 携 推 進 及 び 診 療

機 能 の 分 化 に つ い て地 域 医 療 構 想 調 整 会議 等 で 協 議 を 進 め てい る 。

表 ２ ： 従 業 地 別 医 師数 （ 人 口 10 万 対 ： R2 調 査 ）

出 典 ： 厚 生 労 働 省 「 医 師 、 歯 科 医 師 、 薬 剤 師 調 査 」

【 推 進 方 策 】

（ ア ）へ き 地 医 療 拠点 病 院 を 中 心 と し た医 師 の 養 成・定 着 へ の 取 組 推 進（ へ き 地医 療

拠 点 病 院 、 県 ）

へ き 地 医 療 拠 点 病 院を 中 心 に 、県 養 成 医師 を 適 切 に 配 置 し、指 導 体 制 を 構 築

す る と と も に 、大 阪 医科 薬 科 大 学 寄 附 講 座や 県 立 は り ま 姫 路 総合 医 療 セ ン タ ー

等 関 係 機 関 と の 定 期的 な 情 報 交 換 を 継 続す る な ど 地 域 医 療 を担 う 医 師 の 確 保 、

キ ャ リ ア 形 成 支 援 及び 定 着 を 目 指 し た 取り 組 み を 進 め る 。

（ イ ） 地 域 医 療 構 想の 推 進 （ 医 療 機 関 、医 師 会 及 び 関 係 団 体、 市 町 、 県 ）

① 診 療 機 能 及 び 役 割分 担 の 明 確 化

地 域 医 療 構 想 調 整 会 議 を 開 催 し 、 医 療 提 供 体 制 の 現 状 等 及 び 不 足 し て い る

医 療 機 能 に つ い て 情報 共 有 し 、地 域 に 必要 な 診 療 機 能 と 役 割分 担 に つ い て 協

議 し 、 医 療 機 関 の 自主 的 な 取 り 組 み を さ ら に 支 援 す る。

② 高 度 急 性期 医 療 か ら か か り つけ 医 ま で の 切 れ 目 ない 医 療 体 制 の 整 備

中 播 磨 地 域 な ど 近 隣 地 域 を 含 め た 高 度 急 性 期 医 療 を 担 う 医 療 機 関 と 西 播 磨

地 域 の 急 性 期 ・回 復 期 医 療 や 在 宅医 療 を 担 う 医 療 機 関と の 連 携 を 強 化 し、 各

医 療 機 関 が 果 た す べき 診 療 機 能 を 十 分 に果 た せ る 体 制 整 備 に取 組 む 。

平成２２年 平成２４年 平成２６年 平成２８年 平成３０年 令和２年 R2 10万対

中播磨地域 1,044 1,169 1,183 1,225 1,299 1,364 238.6

⻄播磨地域 421 411 412 421 436 435 176.4

播磨姫路 1,465 1,580 1,595 1,646 1,735 1,799 219.8

兵庫県 12,641 13,251 13,461 13,979 13,304 13,913 254.6
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（ ウ ） 医 師 の 定 着 に向 け た 地 域 づ く り の充 実 （ 市 町 、 医 療 機関 、 県 、 関 係 機 関 ）

各 市 町 や 医 療 機 関・関 係 機 関 と 連 携 し、誰 も が 住 み や す い まち づ く り・ 子 育 て

環 境 の 整 備 な ど の 医師 が 働 き た い と 思 える 地 域 づ く り に 取 り 組 み 、医 師 の 定 着 を

目 指 す 。

（ エ ） 住 民 へ の 健 康 づ く り 対 策 の 充 実 、 適 正 医 療 の 啓 発 （ 市 町 、 医 師 会 、 医 療 機 関 、

消 防 、 職 域 関 係 者 、県 ）

市 町 や 地 域 職 域 連 携 に 基 づ く 健 康 づ く り 対 策 の 充 実 に よ り 住 民 へ の 健 康 づ く

り に 対 す る 意 識 啓 発を 図 る と と も に 、限 り あ る 医 療 資源 を 有 効 に 活 用 で きる よ う 、

上 手 な 医 療 の か か り方 な ど 適 正 医 療 に かか る 啓 発 に 取 組 む 。

イ 在 宅 医 療

【 現 状 と 課 題 】

（ ア ) 西 播 磨 地 域 の 主 な 在 宅 医 療 資 源 に 関 す る 届 出 状 況 （ R5.7.1） と し て は 、

在 宅 療 養 支 援 病 院 は 7 か 所 、 在 宅 療 養 支援 診 療 所 は 25 か 所 、 在 宅 療 養 後 方

支 援 病 院 は ２ か 所 、 24 時 間 体 制 の 訪 問 看護 ス テ ー シ ョ ン は 34 か 所 届 出 が あ

る 。ま た 在 宅 歯 科 診療 に つ い て は 、在 宅療 養 支 援 歯 科 診 療 所が 18 か 所 届 出 、

在 宅 患 者 訪 問 薬 剤 管理 指 導 届 出 が 103 か 所 と な っ て お り 近 年届 出 が 増 加 傾 向

に あ る 。

（ イ ） 西 播 磨 地 域 の各 在 宅 医 療 圏 に お いて は 医 師 会・ 市町 を 中 心 に 、関 係 者 で の

意 見 交 換 、研 修 等 を実 施 す る な ど 連 携 が進 み つ つ あ る 。広 域 的 に も 西 播 磨全

体 で の 医 療 介 護 連 携推 進 研 修 ・意 見 交 換会 を 令 和 ３ 年 度 か ら実 施 し 、多 職 種

連 携 や ア ド バ ン ス・ ケ ア・ プ ラ ン ニ ン グ（ Ａ Ｃ Ｐ ） の 取 り 組 み 等 を 進 め て い

る 。

（ ウ ） 西 播 磨 地 域 でみ る と 、 75 歳 以 上 の 人 口 は 令 和 ５ 年 (2023 年 )２ 月 １ 日 時 点

で 、44,486 人 で あ る が 2025 年 48,766 人 、2030 年 で は 50,657 人 に な る と 推

計 さ れ て お り 、今 後 も 医 療 と 介 護 の 両 方を 必 要 と す る 高 齢 者が 増 加 す る と 予

測 さ れ て い る 。一 方 、人 口 減 少 や 高 齢 者の 増 加 速 度 に も 在 宅医 療 圏 ご と に 地

域 差 が み ら れ 、 医 療と 介 護 を 一 体 的 に 提供 す る た め 人 材 の 確保 や 24 時 間 対

応 ・ 急 変 時 対 応 等 、地 域 特 性 に 応 じ た 体制 整 備 が 課 題 と な って い る 。

表 ３ ： 西 播 磨 地 域 の主 な 在 宅 医 療 資 源 の状 況 （ 箇 所 ）

施 設 届 出 R2.4.1 R5.7.1
在 宅 療 養 支 援 病 院 ４ ７

在 宅 療 養 支 援 診 療 所 22 25

在 宅 療 養 後 方 支 援 病院 ２ ２

24 時 間 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 29 34

在 宅 療 養 歯 科 診 療 所 17 18

在 宅 患 者 訪 問 薬 剤 管理 指 導 99 103

出 典 ： 施 設 基 準 等 届 出 状 況 （ 近 畿 厚 生 局 ）
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表 ４ ： 西 播 磨 地 域 にお け る 75 歳 以 上 人 口 推 計 （ 人 ）

2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 2040 年 2045 年

人 42,380 48,766 50,657 48,472 45,607 43,417

国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 『 日 本 の 地 域 別 将 来 推 計 人 口 』（ 平 成 30（ 2018） 年 推 計 ）

【 推 進 方 策 】

（ ア ） 医 療 介 護 従 事者 の 確 保 と 資 質 の 向上 （ 関 係 機 関 、 関 係団 体 、 市 町 、 県 ）

医 療 機 関 や 市 町 な ど地 域 の 保 健 医 療 福 祉関 係 機 関・団 体 等 と連 携 し て 、在 宅 医

療 に 関 わ る 多 職 種 に対 し て 、認 知 症 へ の 対応 を 含 む 在 宅 チ ー ム医 療 に 必 要 な 基 礎

的 知 識 及 び 技 術 の 習 得 の た め の 研 修 会 や 在 宅 医 療 の 課 題 の 検 討 会 を 開 催 す る こ

と に よ り 、多 職 種 協 働に よ る 在 宅 医 療 を 推進 す る た め の 人 材 確保 と 育 成 に 努 め る 。

（ イ ） 多 職 種 連 携 ・医 療 介 護 連 携 の 推 進（ 関 係 機 関 、 関 係 団体 、 市 町 、 県 ）

医 師 会 、市 町 や 関 係団 体 等 と 連 携 し な がら 、医 療・介 護 関 係者 に よ る 会 議 や 研

修 を 通 じ て 、職 種 間 の 役 割 理 解 をさ ら に 深 め 、各 在 宅 医 療 圏域 内 に 限 ら す 広 域 的

な 多 職 種 協 働 に よ る在 宅 医 療 の 推 進 を 図る 。

（ ウ ）ア ド バ ン ス・ケ ア・プ ラ ン ニ ン グ（ Ａ Ｃ Ｐ ）の 普 及・支 援 体 制（ 県 、市 町、医

療 機 関 、 関 係 団 体 、県 民 ）

市 町 、医 療 機 関、医 師 会 等 関 係 団体 と 協 働 し 、一 般 住 民 への 啓 発 や 医 療 介護 従

事 者 に 向 け た 研 修 機会 の 提 供 な ど を 通 じて 、自 分 ら し い 生 活 や人 生 の 最 終 段 階 に

お け る 生 き 方 、医 療 の 希 望 、生 命 の 尊 厳に つ い て 療 養 者 と 家族 、医 療 従 事 者 が 共

に 話 し 合 い 、患 者 の 希 望 に 沿 っ た人 生 の 最 期 を 迎 え られ る よ う 、ア ド バ ン ス・ケ

ア ・ プ ラ ン ニ ン グ （Ａ Ｃ Ｐ ） に 基 づ い た 支 援 体 制 の 推進 を 図 る 。

（ エ ）各 地 域（ 在 宅 医 療 圏 等 単 位 ）で の 体 制 整 備 の 推 進（ 医 師 会 、市 町 、医 療 機 関、

関 係 団 体 、 県 ）

各 地 域 で の 医 師 会 や市 町 等 を 中 心 と し た医 療 介 護 連 携・在 宅 医 療 体 制 整 備・在

宅 医 療 の Ｂ Ｃ Ｐ（ 事 業 継 続 計 画 ）の 取 り 組 み を 支 援 す る 。特 に 各 地 域 で の在 宅 医

療 を 積 極 的 に 担 う 医 療 機 関 や 在 宅 医 療 体 制 整 備 の 拠 点 と な る と こ ろ に つ い て は

各 在 宅 医 療 圏 等 で 協議 の 上 、積 極 的 に 見え る 化 し 、医 療 と 介護 の 一 体 的 な 多 職 種

連 携 の 推 進 に つ な げる 。
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各 地 域 の 状 況 は 以下 の と お り 。

＜ た つ の 市 ・ 揖 保 郡＞

た つ の 市・揖 保郡 医 師 会 に よ り 運 営さ れ る 在 宅 医 療 推 進協 議 会 を 中 心 に 、在 宅 医 療

へ の 参 入 支 援 や 多 職 種 連 携 に 関 す る 取 り 組 み を 進 め て お り 資 源 整 備 は 整 い つ つ あ る 。

今 後 は 24 時 間 体 制 整 備 等 に つ い て多 職 種 連 携・医 療 機 関 間 連携 の 視 点 か ら 取 り 組 み を

進 め 、 さ ら な る 体 制の 充 実 を 目 指 す 。

在 宅 医 療 に お い て

積 極 的 役 割 を 担 う 医療 機 関
在 宅 医 療 に 必 要 な 連携 を 担 う 拠 点

た つ の 市 民 病 院

（ 在 宅 療 養 支 援 病 院）
た つ の 市 ・ 揖 保 郡 医師 会

自 ら 在 宅 医 療 を 提 供す る と と も に 、 在

宅 医 療 に 携 わ る 地 域 の 医 療 機 関 と 多

職 種 連 携 を 支 援 す る。

た つ の 市・太 子 町 と連 携 し な が ら 、在 宅医 療

推 進 協 議 会 を 運 営 し 、 地 域 の 関 係 団 体 と 多

職 種 の 参 加 を 得 て 、 地 域 課 題 に 応 じ た 部 会

を 設 置 し 、研 修・事 例 検 討 等 を 通 じ て 、連 携

体 制 を 構 築 す る 。

在 宅 医 療 に 携 わ る 医療 機 関 等 ※

在 宅 療 養 療 支 援 病院 ： ３ 施 設

在 宅 療 養 支 援 診 療所 ： ９ 施 設 （ た つ の市 ５ 施 設 、 太 子 町 ４施 設 ）

在 宅 療 養 支 援 歯 科診 療 所 ： ７ 施 設

在 宅 患 者 訪 問 薬 剤管 理 指 導 ： 32 施 設

24 時 間 訪 問 看 護 ステ ー シ ョ ン ：17 施 設

上 記 以 外 に も 、多 く の 医 療 機 関 でか か り つ け 患 者 を 対象 に 在 宅 医 療 を 提 供し て い る。

○ た つ の 市 ・ 揖 保 郡在 宅 医 療 推 進 協 議 会

協 議 会 本 会 の ほ か に 、在 宅 リ ハ ビ リ 推進 部 会 、ポ リ フ ァ ーマ シ ー 部 会、認 知 症 在宅 支

援 部 会 、入 退 院 連 携ワ ー キ ン グ 部 会 、口 腔 ケ ア・嚥 下 部 会 を 設 置（ 令 和 ５ 年 度 現在 ）
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＜ 宍 粟 市 ＞

地 域 の 特 性 か ら 管内 の 医 療 機 関 は 元 来在 宅 医 療 に 積 極 的 に取 組 ん で い る 。 近 年独 居

高 齢 者 や 家 族 の 形 が変 化 し て き た こ と に伴 い 、 在 宅 医 療 に 関す る 介 護 面 で の 課 題も 顕

著 と な っ て い る 。 また 、 今 後 は 医 師 の 高齢 化 の 問 題 も あ り 、行 政 ・ 医 師 会 ・ 公 立宍 粟

総 合 病 院 及 び 関 係 機関 が 地 域 の 医 療 ・ 介護 関 係 機 関 が 一 体 とな っ た 連 携 体 制 の 構築 に

向 け て 取 り 組 み を 進め る 。

在 宅 医 療 に お い て

積 極 的 役 割 を 担 う 医療 機 関
在 宅 医 療 に 必 要 な 連携 を 担 う 拠 点

公 立 宍 粟 総 合 病 院
宍 粟 市

（ 地 域 包 括 支 援 セ ンタ ー ）

地 域 の 唯 一 の 病 院 とし て 、レ ス パ イ ト対

応 含 め て 在 宅 療 養 支 援 診 療 所 と 連 携 し

な が ら 在 宅 医 療 に 携 わ る 医 療 機 関 を 支

援 し 多 職 種 連 携 を 推進 す る 。

宍 粟 市 医 師 会・公 立 宍粟 総 合 病 院 と 連 携 し

な が ら 、 在 宅 医 療 に 係 る 協 議 の 場 を 開 催

し 、医 療 と 介 護 の一 体 的 な 地 域 連 携 体 制 を

構 築 す る 。

在 宅 医 療 に 携 わ る 医療 機 関 等 ※

在 宅 療 養 支 援 診 療所 ： ７ 施 設 （ 広 田 医 院 、上 田 医 院 、井 上 ク リ ニ ッ ク 、川 瀬 ク リ

ニ ッ ク 、 医 療 法 人 社団 ウ ス キ 医 院 、 垣尾 内 科 ク リ ニ ッ ク 、山 岸 診 療 所 ）

在 宅 療 養 支 援 歯 科診 療 所 ： １ 施 設

在 宅 患 者 訪 問 薬 剤管 理 指 導 ： 16 施 設

24 時 間 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン ： ６ 施 設

上 記 以 外 に も 、 多 くの 診 療 所 が 地 域 ご とに 往 診 を 提 供 し て いる 。
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＜ 佐 用 町 ＞

在 宅 医 療 の 希 望 を積 極 的 に 受 け 入 れ る た め 、 地 域 の病 院 及 び 診 療 所 が 連携 し 看 取 り

ま で の 体 制 整 備 を 進め て い る 。 特 に 、 自宅 で の 看 取 り が 難 しい 場 合 で も 、 住 み 慣れ た

町 内 で 施 設 や 医 療 機関 が 連 携 し 住 民 の 希望 に 添 え る よ う 取 り 組 み を 進 め て い る 。

在 宅 医 療 に お い て

積 極 的 役 割 を 担 う 医療 機 関
在 宅 医 療 に 必 要 な 連携 を 担 う 拠 点

佐 用 共 立 病 院 ・ 尾 﨑 病 院

（ 在 宅 療 養 支 援 病 院）

佐 用 町

（ 地 域 包 括 支 援 セ ンタ ー ）

在 宅 医 療 を 必 要 と す る 患 者 の 紹 介 を

積 極 的 に 受 け 入 れ 、自 ら 在 宅 医 療 を 提

供 す る と と も に 、 地 域 の 医 療 機 関の 支

援 や 多 職 種 連 携 を 推 進 す る 。

佐 用 郡 医 師 会 と 連 携 し な が ら 、 在 宅 医 療 に

係 る 協 議 の 場 を 開 催 し 、 医 療 と 介 護 の 一 体

的 な 地 域 連 携 体 制 を構 築 す る 。

在 宅 医 療 に 携 わ る 医療 機 関 ※

在 宅 療 養 支 援 病 院： ２ 施 設 （ 佐 用 共 立病 院 尾 﨑 病 院 ）

在 宅 療 養 支 援 診 療所 ： １ 施 設 （ 岡 本 医院 ）

在 宅 療 養 支 援 歯 科診 療 所 は ０ 施 設 で あ る が 、町 歯 科 衛 生 士が 自 宅 訪 問 し 必 要 時医

療 に つ な い で い る 。

在 宅 患 者 訪 問 薬 剤管 理 指 導 ： ８ 施 設

24 時 間 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン ： ２ 施 設

上 記 以 外 に も 、 各 病 院 ・ 多 く の 診 療 所 が地 域 ご と に 往 診 を 提供 し て い る 。
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＜ 赤 穂 準 圏 域 （ 赤 相 地 域 ） ＞

赤 穂 準 圏 域 と し て、赤 穂 市 民 病 院 、赤 穂中 央 病 院 が 在 宅 療 養後 方 支 援 病 院 の 役 割を 担 っ

て い る 。ま た 、各 在 宅 医 療 圏 域 で は在 宅 療 養 支 援 病 院 や在 宅 療 養 支 援 診 療 所が 中 心 とな

り 、市 町 や 医 師 会と 連 携 し な が ら地 域 に 応 じ た 体 制 の整 備 を 進 め て い る。各 在 宅医 療 圏

の 体 制 は 下 記 の と おり 。

（ 相 生 市 ）

在 宅 医 療 に お い て

積 極 的 役 割 を 担 う 医療 機 関
在 宅 医 療 に 必 要 な 連携 を 担 う 拠 点

相 生 市 民 病 院 、 半 田中 央 病 院

（ 在 宅 療 養 支 援 病 院）

相 生 市

（ 地 域 包 括 支 援 セ ンタ ー ）

在 宅 療 養 支 援 診 療 所と 連 携 し な が ら 、

在 宅 医 療 に 携 わ る 医療 機 関 を 支 援 し 、

多 職 種 連 携 を 推 進 する 。

相 生 市 医 師 会 と 連 携 し な が ら 、 在 宅 医 療 に

係 る 協 議 の 場 を 開 催 し 、 地 域 の 連 携 体 制 を

構 築 す る 。

在 宅 医 療 に 携 わ る 医療 機 関 等 ※

在 宅 療 養 支 援 病 院： ２ 施 設 （ 相 生 市 民病 院 、 半 田 中 央 病 院）

在 宅 療 養 支 援 診 療所 ： ２ 施 設 （ 栗 尾 整 形 外 科 、 半 田ク リ ニ ッ ク ）

在 宅 療 養 支 援 歯 科診 療 所 ： ６ 施 設

在 宅 患 者 訪 問 薬 剤管 理 指 導 ： 10 施 設

24 時 間 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン ： ４ 施 設

（ 赤 穂 市 ）

在 宅 医 療 に お い て

積 極 的 役 割 を 担 う 医療 機 関
在 宅 医 療 に 必 要 な 連携 を 担 う 拠 点

赤 穂 市 民 病 院 、 赤 穂 中 央 病 院
赤 穂 市

（ 地 域 包 括 支 援 セ ンタ ー ）

赤 穂 準 圏 域 の 在 宅 療 養 後 方 支 援 病 院 と

し て 、 赤 穂 市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 及

び 在 宅 療 養 支 援 診 療 所 等 と 連 携 し 、 在

宅 医 療 に 携 わ る 医 療 機 関 を 支 援 し 、 多

職 種 連 携 を 推 進 す る。

赤 穂 市 医 師 会 と 連 携 し な が ら 、 在 宅 医 療 に

係 る 協 議 の 場 を 開 催 し 、 地 域 の 連 携 体 制 を

構 築 す る 。

在 宅 医 療 に 携 わ る 医療 機 関 等 ※

在 宅 療 養 後 方 支 援病 院 ： ２ 施 設 （ 赤 穂 市 民 病 院 、 赤穂 中 央 病 院 ）

在 宅 療 養 支 援 診 療 所 ： ３ 施 設 （ 松 本 ク リ ニ ッ ク 、 て ん わ か か り つ け 医 院 、 お ば た

内 科 ・ 糖 尿 病 ク リ ニッ ク ）

在 宅 療 養 支 援 歯 科診 療 所 ： ３ 施 設

在 宅 患 者 訪 問 薬 剤管 理 指 導 ： 20 施 設

24 時 間 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン ： ２ 施 設
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（ 赤 穂 郡 ）

在 宅 医 療 に お い て

積 極 的 役 割 を 担 う 医療 機 関
在 宅 医 療 に 必 要 な 連携 を 担 う 拠 点

大 岩 診 療 所 、 三 浦 医院 、 岡 田 整 形 外 科

（ 在 宅 療 養 支 援 診 療所 ）
上 郡 町 ・ 赤 穂 郡 医 師 会

赤 穂 準 圏 域 の 在 宅 療 養 後 方 支 援 病 院 と

連 携 し 多 職 種 に よ る 在 宅 医 療 を 推 進 す

る 。

在 宅 医 療 に 係 る 協 議の 場 を 開 催 し 、地 域 の

連 携 体 制 を 構 築 す る。

在 宅 医 療 に 携 わ る 医療 機 関 等 ※

在 宅 療 養 支 援 診 療所 ： ３ 施 設 （ 大 岩 診療 所 、 三 浦 医 院 、 岡田 整 形 外 科 ）

在 宅 療 養 支 援 歯 科診 療 所 ： １ 施 設

在 宅 患 者 訪 問 薬 剤管 理 指 導 ： ４ 施 設

24 時 間 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン ： ３ 施 設

上 記 以 外 に も 、 多 くの 診 療 所 が 往 診 を 提供 し て い る 。

※ 各 地 域 の 在 宅 医 療 に 携 わ る 医 療 機 関 等 は R5.7.1 時 点 近 畿 厚 生 局 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ届 出 状 況 よ り 抜 粋

(補 足 )

１ ．「 在 宅 医 療 に お いて 積 極 的 役 割 を 担 う医 療 機 関 」 の 選 定

医 療 計 画 に 記 載 す る「 在 宅 医 療 に お い て積 極 的 役 割 を 担 う 医療 機 関 」 に つ い て

は 、 実 績 や 専 門 性 等を 踏 ま え つ つ 、 当 該在 宅 医 療 圏 域 の 医 師会 ・ 行 政 ・ 在 宅 医

療 に 携 わ る 医 療 機 関等 の 協 議 に よ り 選 定す る 。

２ ． 在 宅 療 養 支 援 病院 、 在 宅 療 養 支 援 診療 所 の 施 設 名 称 の 記載

在 宅 療 養 支 援 病 院 及び 在 宅 療 養 支 援 診 療所 の 施 設 名 称 の 記 載に つ い て は 、 各 在

宅 医 療 圏 域 の 地 域 特性 と 各 医 療 機 関 の 意向 に 応 じ て 、 各 医 師会 で 決 定 す る 。

そ れ ぞ れ 医 療 機 関 から の 申 出 に 応 じ 更 新し 、 西 播 磨 地 域 ホ ーム ペ ー ジ で 公 表 す る。

［ 参 照 URL］ https://web.pref.hyogo.lg.jp/whk06/iryoukaigo.html

ウ 心 不 全 等 の 循 環 器 疾 患 対 策

【 現 状 と 課 題 】

（ ア ） 西 播 磨 地 域 で は 急 速 な 高 齢 化 に 伴 い 、 心 不 全 患 者 の 増 加 が 予 測 さ れ て い る 。

し か し 、 西 播 磨 地 域 内 で は 心 血 管 疾 患 に 関 す る 高 度 急 性 期 医 療 を 提 供 す る 医 療

機 関 は 限 ら れ て い る。

（ イ ） 心 不 全 は 急 性 増 悪 か ら 回 復 と 入 退 院 を 繰 り 返 し な が ら 徐 々 に 身 体 機 能 が 低 下

し 死 に 至 る た め 、急 性 増 悪 の 防 止 、緩 和 ケ ア 、ACP ケ ア マ ネ ジメ ン ト な ど 高 度 急

性 期 ・ 急 性 期 治 療 終 了 後 、 回 復 期 か ら 在 宅 医 療 に 至 る ま で 、 各 場 面 で 心 不 全 や

心 臓 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 等 に つ い て 知 識 を 持 ち 対 応 で き る 人 材 の 育 成 が 必 要 で

あ る 。

（ ウ ） 今 後 増 加 の 予測 さ れ る 循 環 器 疾 患（ 主 に 心 不 全 管理 ）に 地 域 で 対 応 す るた め 、

多 職 種 連 携 に よ る 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 を 提 供 す る 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 が
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必 要 で あ る 。

【 推 進 方 策 】

（ ア ） 高 度 急 性 期 か ら 回 復 期 ・ 在 宅 医 療 ま で 切 れ 目 な い 医 療 提 供 体 制 の 構 築 （ 医 療

機 関 、 市 町 、 関 係 団体 、 県 ）

中 播 磨 地 域 等 近 隣 地 域 の 高 度 急 性 期 病 院 と の 医 療 連 携 を 強 化 し 、 特 に 高 度

急 性 期 治 療 終 了 後 はす み や か に 西 播 磨 地域 の 回 復 期 医 療・在 宅 医 療 に て 対 応で

き る よ う 切 れ 目 な い医 療 提 供 体 制 の 構 築を 図 る 。

（ イ ）心 血 管 疾 患リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン等 の 知 識 を も っ た 医療 介 護 人 材 の 育 成（ 医 療

機 関 、 関 係 団 体 、 市町 、 県 ）

神 戸 大 学 や 県 立 は り ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン タ ー 等 専 門 医 療 機 関 の 医 師 等 に ス

ー パ ー バ イ ズ と し て協 力 を 求 め 、心 不 全 の症 状 増 悪 を 防 ぐ た めの 介 護 関 係 者 も

含 む 多 職 種 協 働 に つい て 研 修 等 の 機 会 を持 ち 、心 不 全 に 関す る 基 礎 知 識 や 心血

管 疾 患 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 考 え 方 を 活 か し た 療 養 支 援 が で き る 人 材 育 成 に

取 り 組 む 。

（ ウ ） 多 職 種 連 携に 基 づ く 循 環 器 疾 患を モ デ ル と し た 地 域包 括 ケ ア シ ス テ ム の

充 実 （ 市 町 、 医 療 機関 、 関 係 団 体 、 県 ）

医 師 会 や 各 市 町 と 連 携 し な が ら 地 域 の 在 宅 医 療 体 制 や 多 職 種 連 携 を 進 め る

と と も に 、関 係 者 に よる 患 者 家 族 へ 向 け た心 不 全 発 症 予 防 教 育や 心 不 全 手 帳 等

の 既 存 ツ ー ル を 活 用 し た 再 発 予 防 教 育 な ど の 充 実 を 含 め た 循 環 器 疾 患 に も 対

応 で き る 地 域 包 括 ケア シ ス テ ム の 構 築 を支 援 し 、 取 り 組 み を 推 進 す る 。
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３ ） 播 磨 姫 路 圏 域 の 医 療 提 供 体 制 の 充 実

ア 県 立 は り ま 姫 路総 合 医 療 セ ン タ ー の開 設

① 安 定 的・継 続 的に 良 質 な 医 療 を 提 供す る た め 、県 立 姫 路循 環 器 病 セ ン タ ー と製 鉄

記 念 広 畑 病 院 を 再 編 統 合 し 、 2022年 ５ 月 １ 日 に 県 立 は り ま 姫 路 総 合 医 療 セ ン タ ー

が 開 院 し た 。 高 度 専 門 医 療 と 救 命 救 急 医 療 、 医 療 人 材 の 育 成 と 研 究 を 行 う 、 地 域

で 高 度 な 医 療 を 支 える 柱 と な る 病 院 と して 、播 磨 姫 路 圏 域の ３ 次 救 急 医 療を 担 う 。

播 磨 姫 路 圏 域 の 中 核 病 院 と し て 、 高 度 、 専 門 性 の 高 い 医 療 を 実 施 し て い く と と

も に 、 地 域 の 意 見 を 聞 き な が ら 、 医 師 が 集 ま る 魅 力 あ る 病 院 と し て 、 病 院 内 の 教

育・指 導 体 制 の 充実 、執 務 環 境 等 の 改善 な ど 整 備 を 行っ て い く 。（ 県 、市 町 、医 療

機 関 ）

② ま た 、圏 域 内 の 病 院 等 と 役割 分 担 を 進 め 病 院、診 療 所 、地 域 と の 医 療 連 携 を実 施

し 、 医 師 数 が 不 足 す る 地 域 へ の 医 師 派 遣 に つ い て 、 研 修 体 制 の 構 築 な ど も 検 討 す

る 。（ 県 、 市 町 、 医 療機 関 、 医 療 団 体 ）

③ 公 立 病 院 へ の 医 師 派 遣 や 教 育 体 制 の 充 実 等 、 地 域 医 療 を 維 持 で き る 体 制 の 支 援

に つ い て 、 地 元 と 検討 を 行 っ て い く 。（ 県 、 市 町 、 医 療機 関 、 医 療 団 体 ）

イ 圏 域 北 部 に お ける 医 療 提 供 体 制 に つい て

（ ア ） 特 定 中 核病 院 （ 中 播 磨 地 域 ）

中 播 磨 圏 域 北 部 の 神 崎 郡 に お い て は 公 立 神 崎 総 合 病 院 が 唯 一 の 公 立 の 総 合 病

院 と し て 、 １ 次 ・ ２ 次 救 急 医 療 体 制 の 整 備 に 努 め て お り 、 地 域 の ニ ー ズ に 合 わ

せ た 診 療 体 制 の 構 築に 尽 力 し て い る 。

し か し な がら 、神 崎 郡 は 高 齢化 や 人 口 減 少 が大 き く 進 ん で い る 地域 で あ り 、高

齢 化 の 進 行 に 伴 う 長 期 間 の 入 院 を 必 要 と さ れ る 疾 患 の 増 加 に よ る 患 者 数 の 増 加

が 推 計 さ れ る 。 開 業 医 も 含 め 医 師 自 身 の 高 齢 化 も 進 ん で い る 。 医 師 不 足 は 更 に

深 刻 化 す る こ と か ら 、 圏 域 北 部 に お い て 、 医 療 体 制 の 維 持 ・ 充 実 に 向 け て の 取

り 組 み が 喫 緊 の 課 題と な っ て い る 。

公 立 神 崎 総 合 病 院 は 、 医 療 機 関 が 集 中 し て い る 地 域 か ら 離 れ た 中 山 間 地 域 に

立 地 し て い る た め 、 圏 域 内 の 拠 点 病 院 と の 連 携 も 困 難 が 生 じ て い る 。 ま た 、 近

隣 に 同 等 以 上 の 機 能 を 有 す る 病 院 が な く 、 十 分 な 医 師 確 保 が で き て い な い 状 況

に あ る 。

つ い て は 、２ 次 医 療圏 域 内 の 拠 点 病 院 との 近 接 性 に 乏 し く 、２ 次 救 急 な ど 一 定

の 医 療 機 能 の 充 実 が 必 要 な 中 核 病 院 で あ る こ と か ら 、 圏 域 北 部 の 「 特 定 中 核 病

院 」 と し て 位 置 付 け 、 関 係 者 と の 調 整 を 行 い 、 医 師 確 保 等 の 取 組 み に つ い て 、

県 か ら の 優 先 的 な 支援 を 行 い 、 医 療 提 供体 制 の 充 実 を 図 っ てい く 。

（ イ ） 特 定 中 核病 院 （ 西 播 磨 地 域 ）

第 ７ 次 保 健 医 療 計 画 策 定 時 よ り 公 立 宍 粟 総 合 病 院 が 特 定 中 核 病 院 と な る 。

宍 粟 地 域 唯 一 の 病 院 で あ り 、 宍 粟 地 域 の 救 急 医 療 な ど 含 め た 医 療 の 中 核 的 な 役

割 を 担 う 。 特 に 診 療 所 や 県 立 は り ま 総 合 医 療 セ ン タ ー を は じ め と し た ３ 次 医 療
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機 関 等 と 地 域 連 携 を推 進 し 、 宍 粟 地 域 内で の 医 療 シ ス テ ム の構 築 を 目 指 す 。

（ ウ ） 特 定 中 核 病院 に 対 す る 支 援 内 容

○ 病 院 に お ける 医 師 確 保 の 取 り 組 み へ の 支 援

病 院 を 設 置 す る 市 町と と も に 、特 別 講 座 の 設 置 を 大 学に 働 き か け 、魅 力 あ る 専

門 医 研 修 プ ロ グ ラ ム の 実 施 な ど を 検 討 す る と と も に 、 県 は 県 養 成 医 の 派 遣 病 院

と し て 位 置 付 け 、 養 成 医 の 派 遣 及び そ の 定 着 に つ い て、 優 先 的 な 支 援 を 行う 。

○ ２ 次 救 急 医 療 機関 と し て の 病 床 機 能の 確 保

２ 次 救 急 医 療 機 関 と し て 、 緊 急 性 の 高 い 患 者 の 受 入 や 手 術 に 対 応 で き る 体 制

づ く り や 、 急 性 期 及 び 回 復 期 医 療 な ど 身 近 な 医 療 を 当 該 地 域 で 提 供 す る た め 、

急 変 時 の 在 宅 医 療 に 対 応 す る 地 域 包 括 ケ ア 病 床 等 の 充 実 や ICUの 整 備 な ど 高 度

急 性 期 病 床 の 整 備 を 行 う 場 合 に お い て 、 地 域 医 療 介 護 総 合 確 保 基 金 を 活 用 し た

支 援 を 検 討 す る 。

（ エ ） 赤 穂 準 圏 域

第 ７ 次 保 健医 療 計 画 策 定 時 よ り、赤 穂 準 圏 域（ 相 生市・赤 穂 市・赤 穂 郡 ）を 設

定 。

赤 穂 市 民 病 院 及 び 赤 穂 中 央 病 院 が 中 核 病 院 ・ 在 宅 療 養 後 方 支 援 病 院 と し て の

役 割 を 担 い 、地 域 の 医療 機 関 と 連 携 強 化 する こ と で 引 き 続 き 赤穂 準 圏 域 内 で の 一

定 医 療 の 完 結 を 目 指す 。



第８部 圏域計画

第６章 播磨姫路圏域

338

実数
出生率

（人口千対）
実数

死亡率

（人口千対）
実数

周産期死亡率

（出生数＋妊娠

満22周以降の

死産数）千対

H27 6,703 8.0 8,973 10.7 27 4.0

H28 6,420 7.7 8,924 10.7 21 3.3

H29 6,170 7.4 9,255 11.1 20 3.2

H30 5,943 7.2 9,450 11.4 19 3.2

R元 5,700 6.9 9,304 11.3 16 2.8

R2 5,431 6.6 9,486 11.6 24 4.4

R3 5,370 6.6 9,745 12.0 19 3.5

（全県R3） 35581 6.5 61980 11.4 122 3.4

年次

出生数 死亡数 周産期死亡

関 連 デ ー タ

１ 人 口 及 び 人 口 動 態

（ １ ） 人 口 ： 図 １

播 磨 姫 路 圏 域 の 総人 口 は 、

令 和 ４ 年 10月 １ 日 現在 805,171人

で あ り 、 平 成12年 以 降 減 少 を 続

け て い る 。 今 後 の 将来 推 計 人 口

か ら も 人 口 は 減 少 する 見 込 み で

あ る 。

一 方 、 2025年 に は 高 齢 化 率 が

30％ を 超 え 、 後 期 高齢 者 人 口 は

そ の 後 も 徐 々 に 増 加す る 見 込 み

で あ る 。

資 料 ： 医 療 計 画 デ ー タ ブ ッ ク （ 令 和 ４ 年 度 版 厚 生 労 働 省 ）

（ ２ ） 人 口 動 態 ： 表 ５

播 磨 姫 路 圏 域 の 出 生率（ 人 口 千 人 対 ）は 減 少 傾 向 に あり 、死 亡 率（ 人 口 千 人 対）は 増

加 傾 向 に あ る 。

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」

（ ３ ） 死 因 別 死 亡 数・ 死 亡 割 合 ： 表 ６ 、 図 ２

播 磨 姫 路 圏 域 の 死 因 別 死 亡 数 は 、 悪 性 新 生 物 が 2,630人 （ 27.0%）、 心 疾 患 1,692人

（ 17.4%）、 老 衰911人 （ 9.3%）、 脳 血 管 疾 患643人 （ 6.6%） の 順 に 多 い 。

前 回 の 医 療 計 画 策定 時 と 比 較 し 、悪 性 新 生 物 、心 疾 患 、老 衰 に よ る 死 亡 率が 上 が って

い る 。
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死亡率
男 女 （人口10万人対）

悪性新生物 2,630 1,540 1,090 27.0 324.2

心疾患 1,692 733 959 17.4 208.6

脳血管疾患 643 321 322 6.6 79.3

肺炎 464 274 190 4.8 57.2

結核 11 6 5 0.1 1.4

事故 283 162 121 2.9 34.9

自殺 129 99 30 1.3 15.9

老衰 911 230 681 9.3 112.3

その他 2,982 1,551 1,431 30.6 367.6

計 9,745 4,916 4,829 100.0 1,201.2

（内訳）
死 因 死亡数 構成比

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 播磨姫路 全県

62 62 62 62 62 62 60 60 60 7.4

中播磨 38 38 38 38 38 38 37 37 37 6.5

西播磨 24 24 24 24 24 24 23 23 23 9.5

621 613 613 614 613 619 619 623 628 77.4

中播磨 432 426 428 432 436 443 443 445 449 79.0

西播磨 189 187 185 182 177 176 176 178 179 73.6

406 401 405 406 403 401 400 401 398 49.1

中播磨 300 301 304 306 302 302 300 298 296 52.1

西播磨 106 100 101 100 101 99 100 103 102 41.9

施設数 人口10万人対（令和３年）

病
院

播磨姫路

6.4

一
般
診
療
所

播磨姫路

95.6

歯
科
診
療
所

播磨姫路

54.7

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 令 和 ３ 年 人 口 動 態 統 計 」

２ 医 療 資 源 の 状 況

（ １ ） 医 療 機 関

ア 病 院 ・ 診 療所 施 設 数 ： 表 ７

病 院 ・ 診 療 所 と も 、 数 はほ ぼ 横 ば い に あ る 。

人 口10万 人 対 で 比 較 し てみ る と 、病 院 は 7.4施 設 で あり 県 値（ 6.4施 設 ）に 比 べ

て 高 い が 、 一 般 診 療 所 は 77.4施 設 、 歯 科 診 療 所 は 49.1施 設 と 県 値 （ 一 般 診 療 所

95.6施 設 、 歯 科 診 療所 54.7施 設 ） に 比 べて 低 い 。

な お 、一 般診 療 所 数 の う ち 有 床診 療 所 数 は 31施 設 で あ り 、人 口10万 人 対の 有 床

診 療 所 は 3.8施 設 と 県 値 （3.3施 設 ） と 、 ほぼ 同 じ で あ る 。

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 医 療 施 設 調 査 」
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上位33.3%

下位33.3%

医師偏在指標 小児科医師偏在指標 分娩取扱医師偏在指標
全国 255.6 115.1 10.6
兵庫県 266.5 123.9 9.5
神戸 323.3 146.0 12.4
東播磨 231.6 88.9
北播磨 206.6 105.1
但馬 209.9 109.0 7.6
丹波 203.8 116.9 13.4
淡路 216.3 153.7 8.6
阪神 279.7 128.1 10.2
播磨姫路 214.4 104.6 6.3

7.6

イ 病 床 数 ・ 病床 種 別

播 磨 姫 路 圏域 に お い て は 、令 和 ４ 年10月 １ 日 現 在 で、一 般・療 養 病 床 の 既存 病

床 数 は 8,125床（ 中 播 磨 地 域5,482床 、西 播 磨 地 域2,643床 ）で 基 準 病 床 数6,990床

（ 令 和 ３ 年 ４ 月 時 点） を 上 回 っ て お り 、病 床 過 剰 地 域 と な って い る 。

な お 、令 和 ４ 年10月 １ 日 現 在 の精 神 科 病 床 数 は2,173床 、結 核 病 床 は0床 、感 染

症 病 床 は 10床 で あ る。

（ ２ ） 医 療 従 事 者

ア 医 師 ： 表 ８ 、 表 ９

播 磨 姫 路 圏 域 に 従 業 地 を 有 す る 医 師 は 、 平 成 22年 末 の 1,465人 か ら 令 和 ２ 年 末 に

は 1,799人 と 増 加 し てい る が 、人 口 10万 人対 で は 219.8で 県 値（254.6）を 下 回 っ て

い る 。

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 統 計 」

医 師 偏 在 指 標 の 数 値を み る と 、医 師 、小 児 科 医 、分 娩 取 扱 医師 の い ず れ も 、全 国

と 比 し て 上 位 33.3%に は 入 っ て お ら ず 、 分 娩 取 扱 医 師 偏 在 指 標 は 下 位 33.3%に 入 っ

て い る 。

※ 小 児 科 医 療 圏 と し て 記 載 し て い る た め 、「 神 戸 」 は 「 神 戸 ・ 三 田 」 を 表 す 。

※ 周 産 期 医 療 圏 と し て 記 載 し て い る た め 、「 神 戸 」 は 「 神 戸 ・ 三 田 」、「 東 播 磨 ・ 北 播 磨 」 は

「 播 磨 東 」 を 表 す 。

資 料 「 厚 生 労 働 省 公 表 （ 医 師 偏 在 指 標 は 令 和 ５ 年 ８ 月 ９ 日 時 点 、

小 児 科 医 師 偏 在 指 標 は 令 和 ５ 年 ８ 月 ９ 日 時 点 ）、 分 娩 取 扱 医

師 偏 在 指 標 は 令 和 ５ 年 ６ 月 15日 時 点 」

平成２２年 平成２４年 平成２６年 平成２８年 平成３０年 令和２年 R2 10万対

中播磨地域 1,044 1,169 1,183 1,225 1,299 1,364 238.6

⻄播磨地域 421 411 412 421 436 435 176.4

播磨姫路 1,465 1,580 1,595 1,646 1,735 1,799 219.8

兵庫県 12,641 13,251 13,461 13,979 13,304 13,913 254.6
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現在の病院・薬局別薬剤師偏在指標
病院薬剤師偏在指標 薬局薬剤師偏在指標 地域別薬剤師偏在指標

播磨姫路 0.78 1.02 0.95

将来（目標年次：2036年度）の病院・薬局別薬剤師偏在指標
病院薬剤師偏在指標 薬局薬剤師偏在指標 地域別薬剤師偏在指標

播磨姫路 0.84 1.21 1.09

イ 歯 科 医 師 ： 表 10

播 磨 姫 路 圏 域に 従 業 地 を 有 す る 歯科 医 師 は 、平 成 22年 末 の556人 か ら 令 和 ２年 末

に は 583人 と 増 加 し てい る が 、人 口 10万 人 対 で は71.2で 県 値（ 75.8）を 下 回 っ て い

る 。

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 統 計 」

ウ 薬 剤 師 数 ： 表 11、 表 12

播 磨 姫 路 圏 域に 従 業 地 を 有 す る 薬剤 師 は 、平 成22年 末 の1,553人 か ら 令 和 ２年 末

に は 1,882人 と 増 加 して い る が 、人 口10万 人 対 で は230.0で 県 値（ 286.6）を 下 回 っ

て い る 。

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 統 計 」

薬 剤 師 偏 在 指 標 で みる と 、目 標 値 1.0に 対 し 、2036年 の 推 計 では 、播 磨 姫 路 圏 域

で は 、 地 域 別 薬 剤 師 偏 在 指 標 で み る と 、 目 標 値 に 達 成 す る 見 込 み で あ る が 、 病 院

薬 剤 師 偏 在 指 標 は 目標 値 を 下 回 る 見 込 みで あ る 。

資 料 ： 厚 生 労 働 省 、 薬 剤 師 確 保 計 画 ガ イ ド ラ イ ン に 規 定 す る 偏 在 指 標 （ 令 和 ５ 年 ６ 月 ９ 日 ）

エ 保 健 師 ・ 助 産 師・ 看 護 師 ・ 准 看 護 師数 ： 表 13

令 和 ２ 年 末 の 保健 師・助 産 師・看 護師・准 看 護 師 数 は、人 口 10万 人 対 で み ると 、県

値 よ り や や 高 く な って い る 。

平成２２年 平成２４年 平成２６年 平成２８年 平成３０年 令和２年 R2 10万対

中播磨地域 408 407 410 423 404 426 74.5

⻄播磨地域 148 144 139 145 147 157 63.7

播磨姫路 556 551 549 568 551 583 71.2

兵庫県 3,866 3,868 3,945 3,907 4,007 4,141 75.8

平成２２年 平成２４年 平成２６年 平成２８年 平成３０年 令和2年 R2 10万対

中播磨地域 1,116 1,175 1,186 1,265 1,331 1,378 241.0

⻄播磨地域 437 437 454 496 486 504 204.4

播磨姫路 1,553 1,612 1,640 1,761 1,817 1,882 230.0

兵庫県 13,372 13,654 13,914 14,616 15,068 15,663 286.6
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病院 診療所 助産所
訪問看

護ステー
ション

介護保
険施設

等

保健所 県 市町 事業所 その他

10,902 6,620 1,817 10 561 1,115 44 2 183 19 531 1332.2

保健師 279 2.6% 44 2 183 19 31 34.1

助産師 206 1.9% 130 52 10 14 25.2

看護師 8,619 79.1% 5,854 1,174 509 674 408 1053.3

准看護師 1,798 16.5% 636 591 52 441 78 219.7

7,759 4,885 1,360 9 435 623 22 2 93 14 316 1357.1

保健師 146 1.9% 22 2 93 14 15 25.5

助産師 181 2.3% 114 52 9 6 31.7

看護師 6,366 82.0% 4,431 886 399 393 257 1113.5

准看護師 1,066 13.7% 340 422 36 230 38 186.5

3,143 1,735 457 1 126 492 22 0 90 5 215 1274.5

保健師 133 4.2% 22 0 90 5 16 53.9

助産師 25 0.8% 16 0 1 8 913.6

看護師 2,253 71.7% 1,423 288 110 281 151 913.6

准看護師 732 23.3% 296 169 16 211 40 296.8

70,536 43,624 11,663 67 3,932 6,517 269 31 1,191 85 3,157 1290.7

保健師 1,903 2.7% 269 31 1,191 85 327 34.8

助産師 1,493 2.1% 942 332 67 152 27.3

看護師 57,521 81.5% 39,376 7,837 3,700 4,336 2,272 1052.5

准看護師 9,619 13.6% 3,306 3,494 232 2,181 406 176.0

圏域

令和２年

総数 ％
人口10万人
対就業者数

全県

播磨姫路

中播磨

西播磨

資 料 ：「 令 和 ２ 年 末 兵 庫 県 内 看 護 師 等 業 務 従 事 者 届 」

３ 受 療 動 向

（ １ ） 年 齢 階 級 別 推計 入 院 患 者 数

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 令 和 ２ 年 患 者 調 査 」

（ ２ ） 疾 病 分 類 別 推計 入 院 患 者 数 ： 表 14

入 院 患 者 は「 循 環 器 系 疾 患」に よ る も の が 最 も多 く 、次 い で「 そ の 他 」を 除 く と

「 精 神 及 び 行 動 の 障害 」「 損 傷 、 中 毒 、 外因 の 影 響 」 と な っ てい る 。

千 ⼈
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患者数
うち自圏域へ

の入院 割合 患者数
うち自圏域へ

の入院 割合 患者数
うち自圏域へ

の入院 割合

精神及び行動の障害 1,151 1,121 97.4% 741 602 81.2% 410 340 82.9%

循環器系の疾患 1,289 1,236 95.9% 813 733 90.2% 476 307 64.5%

新生物 586 544 92.8% 407 368 90.4% 179 78 43.6%

損傷、中毒及びその他の外因の影響 994 971 97.7% 612 568 92.8% 382 296 77.5%

消化器系の疾患 344 329 95.6% 229 207 90.4% 115 79 68.7%

神経系の疾患 408 318 77.9% 224 133 59.4% 184 148 80.4%

呼吸器系の疾患 476 458 96.2% 287 249 86.8% 189 157 83.1%

筋骨格系及び結合組織の疾患 437 418 95.7% 255 230 90.2% 182 133 73.1%

内分泌、栄養及び代謝疾患 192 183 95.3% 113 102 90.3% 79 73 92.4%

その他 1,006 899 89.4% 664 547 82.4% 342 257 75.1%

計 6,883 6,477 94.1% 4,345 3,739 86.1% 2,538 1,868 73.6%

疾　患　名
西播磨

播磨姫路
中播磨

〇病床利用率 単位　％

全病床 一般病床 療養病床 全病床 一般病床 療養病床 全病床 一般病床 療養病床 全病床 一般病床 療養病床

播磨姫路圏域 80.2 75.2 85.1 79.1 75.6 81.1 76.8 72.1 80 75.7 69.7 80.6

兵庫県 81 76.1 89.3 80.7 76.2 89.1 77.2 71.7 86.9 75.5 69.5 87

全国 80.5 76.2 87.7 80.5 76.5 87.3 77 71.3 85.7 76.1 69.8 85.8

〇平均在院日数 単位　日

全病床 一般病床 療養病床 全病床 一般病床 療養病床 全病床 一般病床 療養病床 全病床 一般病床 療養病床

播磨姫路圏域 27.9 16.4 122.1 27 16.4 112.1 28.1 17 121.3 27.9 16.8 120.5

兵庫県 26.2 15.8 143.5 25.6 15.6 136.4 26.9 16.3 142.1 26.5 16 140.1

全国 27.8 16.1 141.5 27.3 16 135.9 28.3 16.5 135.5 27.5 16.1 131.1

Ｈ３０ R元 R2 R3

Ｈ３０ R元 R2 R3

ま た 、圏 域 内 への 入 院 は 全 体 で94.1%（ 中 播 磨 地 域86.1%、西 播 磨 地 域 73.6%）とな

っ て お り 、西 播 磨 地域 の 患 者 が 中 播 磨 地域 の 医 療 機 関 で 入 院す る 傾 向 が み ら れ 、「循

環 器 系 の 疾 患 」「 新 生 物 」「 消 化 器 系 の 疾 患」で そ の 傾 向 が 高 くみ ら れ る 。「 神 経 系疾

患 」 に よ る 圏 域 内 での 入 院 は 77.9%と 他 の 疾 患 に 比 べ て低 い 。

資 料 ： 兵 庫 県 「 令 和 ４ 年 入 院 患 者 調 査 」

（ ３ ） 病 床 利 用 率 、平 均 在 院 日 数 ： 表 15、 表 16

病 床 利 用 率 は、一 般 病 床 、療 養 病 床の い ず れ も 減 少 傾 向に あ り 、病 床 別 の 平 均在

院 日 数 は 、 全 国 値 とほ ぼ 同 じ で あ る 。

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 病 院 報 告 」

（ ４ ） 他 圏 域 と の 患者 流 動 ： 表17

播 磨 姫 路 圏 域へ の 入 院 患 者 割 合 は、94.1%で あ り 、県 内の 他 圏 域 と 比 較 し て、圏

域 内 完 結 率 が 高 く なっ て い る 。
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区 分

（ 患 者 所 在 地）

施 設 所 在 地

神 戸 阪 神 東 播 磨 北 播 磨 播 磨 姫 路 但 馬 丹 波 淡 路

播 磨 姫 路 1.1% 0.5% 1.9% 2.1% 94.1% 0.2% 0.1% 0.0%

資 料 ： 兵 庫 県 「 令 和 ４ 年 入 院 患 者 調 査 」

４ 圏 域 の 医 療 提 供 体 制 の 構 築

（ １ ） 圏 域 地 域 医 療構 想

播 磨 姫 路 圏 域 の 地 域 医 療 構 想 に つ い て は 、 平 成 28年 10月 に そ れ ま で の ２ 次 保 健

医 療 圏 域 単 位 で あ った 、 中 播 磨 と 西 播 磨で 策 定 し た 。

平 成 30年 ４ 月 改 定 の 兵 庫 県 保 健 医 療 計 画 に よ り 、 ２ 次 保 健 医 療 圏 域 が 播 磨 姫 路

圏 域 に 統 合 さ れ た 後も 、 現 行 の 推 計 値 を活 用 し て い る 。

地 域 医 療 構 想 に つ いて は 、令 和 ７ 年（ 2025年 ）を 目 標 年 次 と して い る こ と か ら 、

第 ８ 次 計 画 策 定 時 に は 見 直 し を 行 わ ず 、 引 き 続 き 、 現 構 想 の 下 で 地 域 に お け る 協

議 や 取 り 組 み を 推 進 し て い く 。 新 た な 地 域 医 療 構 想 は 、 2040年 に 向 け た 地 域 医 療

構 想 の 考 え 方 が 国 から 示 さ れ た の ち に 改定 す る 。

ア 必 要 病 床 数推 計 ： 表18

令 和 ３ 年

病 床 機 能 報 告

推 計

（ 推 計 ツ ー ル ）

差 引 基 準 病 床 数

（ 参 考 ）

中

播

磨

高 度 急 性 期 機 能 病 床 982 658 324

6,990

急 性 期 機 能 病 床 2,158 1,959 199

回 復 期 機 能 病 床 964 1,901 △ 937

慢 性 期 機 能 病 床 945 752 193

合 計 5,049 5,270 △ 221

西

播

磨

高 度 急 性 期 機 能 病 床 65 145 △ 80

急 性 期 機 能 病 床 1,131 708 423

回 復 期 機 能 病 床 569 900 △ 331

慢 性 期 機 能 病 床 602 468 134

合 計 2,367 2,221 146

イ 居 宅 等 に お け る医 療 需 要 の 推 計

（ ア ） 総 数 （ 地 域 医療 構 想 推 計 ツ ー ル によ る ） ： 表19 （ 人 ／ 日 ）

2013（ 平 成 25） 年 2025年 （ 平 成 37） 年

総 数 （ 自 然 増 ＋ 新 た に 対 応 が 必 要

な 部 分 ）

中 播 磨 4,140 6,031

西 播 磨 2,312 2,939

（ イ ） 在 宅 医 療の 整 備 目 標 ： 表 21 （ 人 ／ 日）

2020（ 令 和 ２ 年 ）

年 度 末

【 参 考 】 2021（ 令 和 ３ ）

年 度 末 ※ １

在 宅 医 療 （ 訪 問 診 療の 実 施 数 ）

※ 介 護 サ ー ビ ス ・ 介 護 施 設 需 要

と の 調 整 後 の 数

中 播 磨 2,813

4,355
西 播 磨 1,306

※ １ 医 療 計 画 作 成 支 援 デ ー タ ブ ッ ク （ 厚 生 労 働 省 ）
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第 ７ 章 但 馬 圏 域

１ 地 域 の 特 性

但 馬 圏 域 は 、兵 庫 県 の 北 部 に 位 置し 、豊 岡 市 、養 父 市 、朝 来市 、香 美 町 、新 温 泉町 の

３ 市 ２ 町 か ら 構 成 され 、東 は 京 都 府 、西 は 鳥 取 県 、南 は 播 磨・丹 波 地 域 、北 は 日本 海 に

面 し て い る 。圏 域 の 面 積 は 2,133.3ｋ ㎡と 県 土 の ４ 分 の １ を占 め 、円 山 川 流 域 を除 い て

平 野 部 は 少 な く 、山 林 が 83％ を 占 め て いる 。ま た 、南 部 を 横 断す る 山 々 は 1,000ｍ 級 の

も の も あ り 、 但 馬 地域 は 厳 し い 日 本 海 気候 の 地 域 で あ る 。2020 年 (R2)国 勢 調 査 によ る

と 、 人 口 は 157,989 人 で 県 全 体 の 約 3％ に と ど ま り 、人 口 推 移 は 昭 和 25 年 を ピ ーク に

減 少 し 続 け 、過 疎 化 が 進 ん で い る 。高 齢 化 も 進 ん で お り 、2020 年 (R2)、高 齢 化 率 は 36.5％

と 、全 国 平 均 28.0％ を 大 き く 上 回っ て い る 。交 通 は 、播 但 連 絡道 路 、国 道 ９ 号、178 号 、

482 号 、そ の 他 主 要 地 方 道 が 管 内 市町 を つ な ぎ 、ま た 、北 近 畿 自 動 車 道 、山 陰 近 畿自 動

車 道 の 整 備 が 進 め られ て い る 。鉄 道 は 、JR 山 陰 本 線 、JR 播 但 線 、京 都 丹 後 鉄 道 宮豊 線

の ３ 路 線 が あ る 。ま た 、コ ウ ノ ト リ 但 馬 空 港は 、大 阪 ～ 但 馬 間 を約 40 分 で 結 ん で い る。

但 馬 圏 域 の 市 町 は 、 い わ ゆ る へ き 地 ５ 法 ※ の う ち 、「 離 島 振 興 法 」 を 除 い た ４ 法 に 基 づ

く 指 定 を さ れ た 地 域で あ る 。都 市 部 に 比べ 医 療 資 源 が 潤 沢 では な く 、医 師 の 診 療科 等 の

偏 在 に よ る 勤 務 医 師の 不 足 が 見 ら れ 、医 療 提 供・生 活 環 境 など 様 々 な 要 因 で 地 域医 療 を

取 り 巻 く 状 況 が 厳 しい 地 域 で あ る 。

※ へ き 地 ５ 法 ：「 辺 地 に 係 る 公 共 的 施 設 の 総 合 整 備 の た め の 財 政 上 の 特 別 措 置 等 に 関 す る 法 律 」「 山 村 振 興 法 」

「 過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 措 置 法 」「 豪 雪 地 帯 対 策 特 別 措 置 法 」「 離 島 振 興 法 」

２ 圏 域 の 重 点 的 な 取 り 組 み

本 圏 域 で は 、重 点 項目 に つ い て 、ロ ジ ック モ デ ル を 活 用 し 、医 療 機 関 や 市 町 等 関係 機

関 と 共 創 し 、但 馬 圏域 健 康 福 祉 推 進 協 議会 医 療 部 会（ 以 下「 医 療 部 会 」と い う 。）で 継

続 的 な 評 価 と 管 理 を 行 う 。ロ ジ ッ ク モ デ ル と は 、あ る 施 策 が そ の 目 的 を 達 成 す る に 至 る

ま で の 論 理 的 な 因 果 関 係 を 明 示 し た も のの こ と で あ る 。事 業 が 、ど の よ う な 道 筋 で 目 的

を 達 成 し よ う と し てい る の か の 仮 説 を 示 し た も の 、な い し 戦 略 を 示 し た も の 、と も 言 え

る 。ロ ジ ッ ク モ デ ルは 一 般 的 に 、ア ウ ト カ ム 、ア ウ ト プ ッ ト、プ ロ セ ス 、ス ト ラク チ ャ

ー を 矢 印 で つ な げ た ツ リ ー 型 で 表 現 さ れ る 。 事 業 や 組 織 が 生 み 出 す こ と を 目 的 と し て

い る 変 化・効 果 を「 ア ウ ト カ ム 」、そ の 変 化・効 果 を 生 み 出 す た め に 提 供 す る モ ノ ･サ ー

ビ ス を「 ア ウ ト プ ット 」、モ ノ・サ ー ビ ス を 提 供 す る た め に 行 う 諸 活 動 を「 活 動 」、そ の

諸 活 動 を 行 う た め に使 う 資 源 を 「 イ ン プッ ト 」 と い う 。

本 圏 域 で は 、医 療 部 会 で 課 題 分 析 を 行 っ た 上 で 、そ れ に 対 す る 対 策 案 を 検 討 し 、ロ ジ

ッ ク モ デ ル を 作 成 し た 。今 後 、一 定 期 間で フ ォ ロ ー ア ッ プ し 、公 表 す る 。ロ ジ ッ ク モ デ

ル に は 、 ア ウ ト カ ム に 対 し て 整 合 性 の あ る 対 策 案 が な さ れ て い る の か を 判 断 す る セ オ

リ ー 評 価 、計 画 さ れ た 対 策 案 が 実 行 さ れ た か ど う か を把 握 す る プ ロ セ ス 評 価 、実 行 さ れ

た 対 策 案 が ア ウ ト カ ム を 改 善 し 得 た か 判 断 す る イ ン パ ク ト 評 価 、 対 策 の た め に 投 入 さ

れ た 資 源 は 適 切 で あ っ た か 判 断 す る コ ス ト・パ フ ォ ー マ ンス 評 価 が あ る 。医 療 部会 等 で

評 価 を 行 い 、 ロ ジ ッ ク モ デ ル を 改 訂 し 、 効 果 的 か つ 継 続 的 な 対 策 を 実 施 す る 。
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1 脳 卒 中

1 現 状 と 課 題

本 圏 域 で は 、 脳 血 管 疾 患 に よ る 標 準 化 死 亡 比 （ 以 下 「 Ｓ Ｍ Ｒ 」 と い う 。） ※ は 高 く な

い 。こ れ は 全 国 と 比較 し 、年 齢 を 調 整 して も 、死 亡 率 が 高 くな い こ と を 意 味 し てい る 。

急 性 期 治 療 は 、他 圏域 よ り も 多 く 実 施 され て お り 、医 療 提 供体 制 か ら 近 隣 圏 域 の患 者 へ

も 実 施 さ れ て い る もの と 考 え ら れ る 。一 方 で 、急 性 期 治 療を 支 え る 医 師 数は 他 圏 域 よ り

少 な い 。Ａ 水 準 を 目指 す 医 師 の 働 き 方 改革 へ の 対 応 が 求 め られ る 。ま た 脳 血 管疾 患 の リ

ス ク 因 子 の 標 準 化 出現 比 (以 下「 Ｓ Ｃ Ｒ 」と い う 。)は 全 国 平 均 並 み 、特 定 健 診 、保 健 指

導 の 実 施 率 も 他 圏 域よ り 高 い 。罹 患 後 の在 宅 復 帰 率 は 悪 く ない も の の 、回 復 期 リハ 病 棟

で の Ａ Ｄ Ｌ 改 善 率 は全 国 平 均 よ り 悪 く 、ヒ ア リ ン グ 結 果 か ら転 院 調 整 の タ イ ミ ング 等 、

病 院 間 連 携 の 不 足 が原 因 で あ る と 考 え られ る 。ま た 、回 復 期 リ ハ 病 床 自 体 が全 国 平 均よ

り 低 い 。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 担 う リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門 職 や リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

専 門 医 は 他 圏 域 よ り少 な い 。

※ 標 準 化 死 亡 比 ： 年 齢 構 成 の 異 な る 地 域 間 の 死 亡 率 を 比 較 す る た め に 、 年 齢 構 成 の 差 異 を 調 整 し て 算 出 し た 死 亡

率 。 全 国 平 均 を 100 と し て お り 、 標 準 化 死 亡 比 が 100 以 上 の 場 合 は 我 が 国 の 平 均 よ り 死 亡 率 が 多 い と 判 断 さ れ 、

100 以 下 の 場 合 は 死 亡 率 が 低 い と 判 断 さ れ る 。同 様 に 標 準 化 出 現 比 は 、100 以 上 で あ れ ば 、レ セ プ ト 出 現 率 が 全 国

平 均 よ り 多 い と 判 断 さ れ る 。

2 推 進 方 策

(1)医 師 確 保 計 画 に 基づ き 、急 性 期 及 び 回復 期 を 支 え る 医 師 の確 保 を 目 指 す 。（ 病 院・市

町 ・ 県 ）

(2)病 院 間 を 超 え た 主 に 回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 床 の 利 用 に 関 す る 連 携 会 議 を 実

施 し 、 効 率 的 な 病 床利 用 を 目 指 す 。（ 病 院 ）

(3)地 域 リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン 活 動 支 援 事 業等 の 実 施 を 促 進 し 、病 院 外 で 働 く リ ハ ビリ テ
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ー シ ョ ン 専 門 職 の 数の 増 加 を 目 指 す 。（ 市 町 ）

(4)圏 域 と し て 過 剰 な 急 性 期 一 般 病 床 か ら 不 足 す る 回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 床 へ

の 転 換 を 図 る 。（ 病 院 ・ 市 町 ）

3 目 標

(1)目 指 す 姿

脳 血 管 疾 患 に よ る 死亡 率 の 低 下

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

分

野

脳 血 管 疾

患 に よ る

死 亡 率 の

低 下

脳 出 血 SMR(男 性 ） 99.9 現 状 よ

り 低 下

H28-R2
兵 庫 県 に

お け る 死

亡 統 計 指

標

―

脳 出 血 SMR (女 性 ） 93.4 現 状 よ

り 低 下

―

脳 梗 塞 SMR (男 性 ） 97.2 現 状 よ

り 低 下

―

脳 梗 塞 SMR(女 性 ） 103.6 現 状 よ

り 低 下

―

く も 膜 下 出 血 SMR
(男 性 )

131.7 全 国 平

均 並 へ

―

く も 膜 下 出 血

SMR(女 性 )
98.5 現 状 よ

り 低 下

―

罹 患 し て

も 安 心 し

て 暮 ら せ

る

在 宅 復 帰 で き た 脳 血

管 疾 患 患 者 の 割 合

58.6% 県 平 均

(63)へ

H29 年 患

者 調 査

―

(2)取 り 組 む 施 策

急 性 期 医 療 の 確 保

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

脳 血 管 疾 患

の 急 性 期 治

療 が 適 切 に

提 供 さ れ て

い る

t-PA の 実 施 件 数 4 件 現 状 維 持 R4 病 院

よ り レ セ

プ ト デ ー

タ 提 供

病 院

脳 血 栓 回 収 療 法 の 実

施 件 数

22 件 現 状 維 持 病 院

脳 動 脈 瘤 ク リ ッ ピ ン

グ 術 の 件 数

16 件 現 状 維 持 病 院

コ イ ル 塞 栓 術 の 実 施

件 数

29 件 現 状 維 持 病 院

初

期

急 性 期 医 療

の 提 供 体 制

が 整 っ て い

る

10 万 人 当 た り 脳 神

経 内 科 医 師 数

4.4 人 現 状 維 持 R2 三 師

調 査

病 院

10 万 人 当 た り 脳 外

科 医 師 数

3.8 人 県 平 均

(6.0)へ
病 院
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脳 卒 中 の リ ス ク 因 子の 改 善

指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

脳 卒 中 の リ

ス ク 因 子 が

コ ン ト ー ル

さ れ て い る

BMI25 以 上 SCR(男 /
女 )

93.9/
103.6

現 状 よ

り 低 下

R3 兵 庫 県 地

域 カ ル テ ・

兵 庫 県 特 定

健 診 法 定 報

告

市 町 ・ 住

民

血 圧 (収 縮 期 ）130 以

上 SCR（ 男 /女 ）

113.9/
109

現 状 よ

り 低 下

市 町 ・ 住

民

血 圧（ 拡 張 期 ）85 以

上 SCR（ 男 /女 ）

109.8/
111.3

現 状 よ

り 低 下

市 町 ・ 住

民

空 腹 時 血 糖 値 100 以

上 SCR（ 男 /女 ）

94.3/
91.2

現 状 よ

り 低 下

市 町 ・ 住

民

HbA1ｃ（ NGSP）5.6
以 上 SCR（ 男 /女 ）

87.1/
79.9

現 状 よ

り 低 下

市 町 ・ 住

民

LDL コ レ ス テ ロ ー ル

140 以 上 SCR（ 男 /女 )
103.7/
108.8

現 状 よ

り 低 下

市 町 ・ 住

民

初

期

適 切 に 健 診

が 実 施 さ

れ 、 受 診 が

促 さ れ る

特 定 保 健 指 導 実 施 率 46.6% 現 状 よ

り 上 昇

R3 兵 庫 県 特

定 健 診 ・ 保

健 指 導 法 定

報 告 値

市 町 ・ 住

民

特 定 健 診 受 診 率 43.0% 現 状 よ

り 上 昇

市 町 ・ 住

民

質 の 高 い リ ハ ビ リ テー シ ョ ン が 提 供 さ れて い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

病 院 で 効 果

的 な リ ハ が

提 供 さ れ る

回 リ ハ ADL 改 善 率

(%) (全 国 平 均 )
51.7% 全 国 平 均

(64)へ

R3 兵 庫 県

病 床 機 能

報 告

病 院

初

期

リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン を

提 供 で き る

体 制 が 整 っ

て い る

10 万 人 当 た り リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン 科 医

師 数

1.9 人 県 平 均

(2.4)へ
R2 三 師 調

査

病 院

10 万 人 当 た り 回 リ

ハ 病 床 数

29.4 床 県 平 均

(66)へ

H30 年 病

床 機 能 報

告

病 院

脳 血 管 疾 患 退 院 患 者

平 均 在 院 日 数

35.1 日 県 平 均

(73)へ
H29 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

病 院

早 期 リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 加 算 SCR
82.5 現 状 よ り

上 昇

R2NDB デ

ー タ

病 院

10 万 人 当 た り 理 学

療 法 士

51.3 人 県 平 均

(88)へ
R2 医 療 施

設 調 査

病 院 ・ 市

町

10 万 人 当 た り 作 業

療 法 士

26.8 人 県 平 均

(39)へ
病 院 ・ 市

町

10 万 人 当 た り 言 語

聴 覚 士

6.3 人 県 平 均

(17)へ
病 院 ・ 市

町

地 域 連 携 が

円 滑 に 行 わ

れ て い る

地 域 連 携 ク リ ニ カ ル

パ ス 使 用 SCR
151.8 現 状 よ り

上 昇

R2NDB デ

ー タ

病 院

10 万 人 当 た り 社 会

福 祉 士 数

11.4 人 県 平 均

(13)へ

R2 医 療 施

設 調 査

病 院 ・ 市

町

施

策

病 床 転 換 を

行 う

急 性 期 一 般 病 床 か ら

の 回 復 期 リ ハ 病 床 へ

の 転 換 病 床 数

0 床 県 平 均

(55 床 )へ
病 院 ヒ ア

リ ン グ

病 院
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施

策

地 域 全 体 で

活 動 す る セ

ラ ピ ス ト が

増 え る

地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 活 動 支 援 事 業 の

実 施 市 町 数

5 箇 所 現 状 維 持 R4 市 町 ヒ

ア リ ン グ

市 町

地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 活 動 支 援 事 業 に

関 わ る セ ラ ピ ス ト 数

（ 日 人 ）

403
日 人

現 状 よ り

上 昇

R4 市 町 ヒ

ア リ ン グ

市 町

回 復 期 リ ハ

病 床 利 用 に

関 す る 連 携

を 増 や す

病 院 間 の 連 携 会 議 の

開 催 回 数

3 回 現 状 よ り

上 昇

R4 病 院 ヒ

ア リ ン グ

病 院

2 心 筋 梗 塞 等 の 心 血 管 疾 患

1 現 状 と 課 題

本 圏 域 で は 、急 性 心 筋 梗 塞 の SMR は 高 く 、急 性 心 筋 梗 塞 の入 院 、外 来 に お け るＳ Ｃ Ｒ

も 高 い 。 一 方 で 心 臓 カ テ ー テ ル 治療 (Ｐ Ｃ Ｉ)の Ｓ Ｃ Ｒ は 平 成 29 年 で 43 と 低 い 。 狭心

症 及 び 慢 性 虚 血 性 心疾 患 の Ｓ Ｃ Ｒ は 低 く 、循 環 器 内 科 医 師数 も 少 な い。狭 心 症 患者 の 適

切 な 把 握 と 治 療 が で き て い な い 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 ま た 心 筋 梗 塞 の リ ス ク 因 子 の Ｓ

Ｃ Ｒ は 全 国 平 均 並 み で 、特 定 健 診 、保 健 指 導 の 実 施 率 も他 圏 域 よ り 高 い。在 宅 復 帰 率は

全 国 平 均 並 で は あ るも の の 、 心 臓 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン の 標 準化 出 現 比 が 低 い 。

2 推 進 方 策

(1)医 師 確 保 計 画 に 基づ き 、急 性 期 及 び 回復 期 を 支 え る 医 師 の確 保 を 目 指 す 。（ 病 院・市

町 ・ 県 ）

(2)病 院 間 を 超 え た 主 に 心 臓 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 床 の 利 用 に 関 す る 連 携 会 議 を 実 施

し 、 心 臓 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン を 増 加 さ せる 。（ 病 院 ）

3 目 標

(1)目 指 す 姿

心 筋 梗 塞 等 の 心 血 管疾 患 に よ る 死 亡 率 の低 下

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

分

野

心 筋 梗 塞 に

よ る 死 亡 率

の 低 下

急 性 心 筋 梗 塞 の

標 準 化 死 亡 比 (男

性 ）

136.7 全 国 平 均

(100)へ

H28-R2
兵 庫 県 に

お け る 死

亡 統 計 指

標

―

急 性 心 筋 梗 塞 の

標 準 化 死 亡 比 (女

性 ）

109.4 全 国 平 均

(100)へ

―

罹 患 し て も

安 心 し て 暮

ら せ る

在 宅 復 帰 で き た

心 疾 患 患 者 の 割

合

92.7% 現 状 よ り

上 昇

H29 患 者

調 査

―
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(2)取 り 組 む 施 策

急 性 期 医 療 の 確 保

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

心 筋 梗 塞 の

急 性 期 治 療

が 適 切 に 提

供 さ れ て い

る

PCI の 実 施 件 数 109 件 現 状 よ り

上 昇

R4 病 院 よ

り ﾚ ｾ ﾌ ﾟ ﾄ

ﾃﾞｰﾀ提 供

病 院

来 院 90 分 以 内

冠 動 脈 再 開 通 率

55% 県 平 均

(60%)へ
R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

病 院

急 性 心 筋 梗

塞 の 発 生 が

防 げ て い る 。

急 性 心 筋 梗 塞

SCR
114 全 国 平 均

(100)へ
R2 NDB
デ ー タ

病 院

狭 心 症 が 適

切 に 発 見 さ

れ て い る 。

狭 心 症 SCR 80 全 国 平 均

(100)へ
病 院

初

期

急 性 期 医 療

を 提 供 す る

体 制 が 整 っ

て い る

10 万 人 当 た り

循 環 器 内 科 医 師

数

5.1 人 県 平 均

(12)へ
R2 三 師

調 査

病 院

10 万 人 当 た り

脳 外 科 医 師 数

1.9 人 現 状 よ り

上 昇

病 院

質 の 高 い リ ハ ビ リ テー シ ョ ン が 提 供 さ れて い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

心 臓 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ

ン が 提 供 さ

れ て い る

外 来 で の 心 臓 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン 実 施 SCR

55.5 全 国 平 均

(100)へ
R2NDB
オ ー プ デ

ー タ

病 院

入 院 で の 心 臓 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン 実 施 SCR

81.6 全 国 平 均

(100)へ
病 院

う ち 早 期 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン 実

施 SCR

82.5 全 国 平 均

(100)へ
病 院

初

期

心 疾 患 の 回

復 期 、 慢 性

期 を 提 供 す

る 医 療 機 関

が あ る

心 リ ハ 可 能 な 医

療 機 関 数 （ 10 万

人 対 ）

0.6 箇 所 全 国 平 均

(1.2)へ
R3 近 畿

厚 生 局

病 院

緩 和 ケ ア が 充 実

す る 医 療 機 関 数

（ 10 万 人 対 ）

0 箇 所 全 国 平 均

(0.6)へ
病 院

施

策

心 リ ハ に 関

す る 連 携 が

取 れ て い る

病 院 間 の 連 携 会

議 の 実 施 回 数

0 回 現 状 よ り

上 昇

R4 病 院

ヒ ア リ ン

グ

病 院

3 糖 尿 病

1 現 状 と 課 題

本 圏 域 で は 、新 規透 析 導 入 患 者 Ｓ Ｃ Ｒ 、糖 尿 病 網 膜 症 に対 す る 手 術 の Ｓ Ｃ Ｒ は 全 国 平

均 並 か や や 高 い 程 度で あ る 。ま た 、糖 尿 病 の 急 性 期 合 併症 で あ る 低 血 糖 や 糖 尿 病 性ケ ト

ア シ ド ー シ ス の 標 準化 出 現 比 は 低 い 。糖 尿 病 内 科 医 師数 は 少 な い も の の、透 析 予防 指 導
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や 合 併 症 管 理 指 導 が 他 圏 域 よ り 多 く 、 熱 心 に 行 わ れ て い る こ と が 重 症 化 を 防 い で い る

可 能 性 が あ る 。ま た 、特 定 健 診 に お け る HbA1c5.6%以 上 の 割 合 は 他 圏 域 よ り 少な く 状 況

が 続 い て い る 。た だ し 、受 診 が 必 要 な 値で あ る も の の 、受 診 し て い な い 住民 に 対 し て、

受 診 勧 奨 を 実 施 す る 糖 尿 病 重 症 化 予 防 プ ロ グ ラ ム へ の 取 組 状 況 は 市 町 に よ っ て ば ら つ

き が あ る 。

2 推 進 方 策

(1)受 診 が 必 要 な 患 者に 対 し 、糖 尿 病 重 症化 予 防 プ ロ グ ラ ム を実 施 し 、受 診 を 要 する 住

民 に 対 し 、 受 診 勧 奨を 行 い 、 受 診 を 促 す 。（ 市 町 ）

(2)重 症 化 予 防 プ ロ グラ ム を 実 施 す る 市 町の 意 見 交 換 会 等 を 実施 し 、効 果 的 な 重 症化 予

防 プ ロ グ ラ ム を 検 討す る 。（ 市 町 ・ 保 健 所）

3 目 標

(1)目 指 す 姿

糖 尿 病 合 併 症 に 至 らな い

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主

体

分

野

糖 尿 病 患

者 が 透 析

に 至 ら な

い

新 規 透 析 導 入

SCR
111 全 国 平

均 (100)
へ

R2 NDB
デ ー タ

―

新 規 透 析 導 入 患

者 数 (レ セ プ ト )
59 現 状 よ

り 低 下

R2 医 療 計

画 策 定 支

援 DB

―

糖 尿 病 眼

症 に 至 ら

な い

網 膜 光 凝 固 術

SCR
102 全 国 平

均 (100)
へ

R2NDB
デ ー タ

―

(2)取 り 組 む 施 策

糖 尿 病 の コ ン ト ロ ール が 行 わ れ て い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

急 性 期 合 併

症 が 少 な い

糖 尿 病 性 ケ ト ア

シ ド ー シ ス SCR
57.5 現 状 よ

り 低 下

R2 NDB
デ ー タ

医 療 機 関

低 血 糖 SCR 72.3 現 状 よ

り 低 下

医 療 機 関

合 併 症 予

防 ・ 管 理 が

行 わ れ て い

る

糖 尿 病 合 併 症 管

理 料 SCR
194 現 状 よ

り 上 昇

R2 NDB
デ ー タ

医 療 機 関

透 析 予 防 指 導 管

理 料 SCR
1944 現 状 維

持

医 療 機 関

初

期

専 門 医 が い

る

10 万 人 当 た り 糖

尿 病 内 科 医 師 数

1.9 人 県 平 均

(4)へ
R2 三 師

調 査

病 院

合 併 症 予

防 ・ 管 理 を

行 う 施 設 が

あ る

糖 尿 病 合 併 症 管

理 料 算 定 す る 医

療 機 関 数 (10 万

人 対 )

3.2 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

医 療 機 関
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初

期

透 析 予 防 指 導 管

理 料 医 療 機 関 数

(10 万 人 対 )

2.6 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

医 療 機 関

糖 尿 病 腎 症 に 対

す る 人 工 透 析 実

施 医 療 機 関

8 箇 所 現 状 維

持

R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

医 療 機 関

糖 尿 病 の 予 防 及 び 受 診 が 必 要 な 住民 が 受 診 に つ な が って い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

糖 尿 病 を 罹

患 す る 者 の

割 合 が 少 な

い

特 定 健 診 A1c
5.6%以 上 男 40-
74 才 SCR

87.1 現 状 よ

り 低 下

H30 兵 庫

県 地 域 カ

ル テ

市 町 ・ 住

民

特 定 健 診 A1c
5.6%以 上 女 40-
74 才 SCR

79.9 現 状 よ

り 低 下

市 町 ・ 住

民

糖 尿 病 合 併 症 管

理 料 SCR
194 現 状 よ

り 上 昇

R2 NDB
デ ー タ

医 療 機 関

透 析 予 防 指 導 管

理 料 SCR
1944 現 状 維

持

医 療 機 関

初

期

重 症 化 予 防

が 適 切 に 実

施 さ れ て い

る

糖 尿 病 重 症 化 予

防 プ ロ グ ラ ム で

受 診 勧 奨 し た 数

122 人 現 状 よ

り 上 昇

R4 市 町

ヒ ア リ ン

グ

市 町

糖 尿 病 重 症 化 予

防 プ ロ グ ラ ム で

受 診 勧 奨 し 、受 診

に つ な が っ た 数

66 人 現 状 よ

り 上 昇

市 町

重 症 化 予 防

が 実 施 さ れ

て い る

重 症 化 予 防 プ ロ

グ ラ ム の 受 診 勧

奨 す る 市 町 の 割

合

5 箇 所 現 状 維

持

R3 県・保

険 者 デ ー

タ

市 町

重 症 化 予 防 プ ロ

グ ラ ム の 保 健 指

導 を 行 う 市 町 の

割 合

3 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

市 町

施

策

重 症 化 予 防

の 市 町 の 意

見 交 換 が で

き て い る

市 町 間 を 超 え た

重 症 化 予 防 プ ロ

グ ラ ム に 関 す る

意 見 交 換 の 会 議

回 数

0 回 年 1 回

以 上

R5 保 健

所

市 町 ・ 保

健 所

4 精 神 疾 患

1 現 状 と 課 題

本 圏 域 で は 、新 規患 者 の 退 院 率 は 全 国平 均 並 み で あ り 、平 均 在 院 日 数 や再 入 院 率 も 同

様 で あ る 。新 規 精 神 患 者 の 退 院 率が 低 く 、平 均 在 院 日 数 が 長い 病 院 も 存 在 し 、ば ら つき

が あ る 。ま た 、精 神 病 床 の 1 年 以 上 入 院 患 者 数 が 全 国よ り 多 く 、特 に ICD-10(国 際 疾 病
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分 類 )に お け る F0 症 状 性 を 含 む 器質 性 精 神 障 害 の 長 期入 院 患 者 は 全 国 の ３ 倍 以 上 と非

常 に 多 い 。こ れ ら はア ル ツ ハ イ マ ー 型 認知 症 や 血 管 性 認 知 症が 大 部 分 を 占 め る。認 知 症

の 入 院 SCR は 低 い こ と か ら 、 入 院数 よ り も 退 院 で き てい な い こ と が 課 題 だと 考 え る。

一 方 で 、精 神 科 訪 問 看 護 等 は 実 施さ れ て い る も の の、他 の 地 域 資 源 は 希 薄で あ る 。特 に

当 事 者 が 参 加 で き るデ イ サ ー ビ ス 以 外 の資 源 は 希 薄 と い え る。

な お 、精 神 科 に 従事 す る 医 師 数 は 県 平均 並 み 。難 治 性 の 統合 失 調 症 に 効 果 の ある ク ロ

ザ ピ ン の 使 用 も 、実 施 施 設 は 限 られ る も の の 、全 国 平 均 並 み に 行 わ れ て い る 。ま た 、精

神 疾 患 の ピ ア サ ポ ー ト や 地 域 移 行 な ど の 取 り 組 み は 先 進 的 に 実 施 さ れ て お り 、 地 域 資

源 の 一 つ と な っ て いる 。

2 推 進 方 策

(1)認 知 症 の 人 と 家 族 の 一 体 的 支 援 プ ロ グ ラ ム ※ の 実 施 を 促 し 、 市 町 は 地 域 支 援 事 業 と

し て 予 算 を 付 け 、 支 援 を 行 う 。（ 市 町 ）

(2)認 知 症 患 者 が 入 院 す る 精 神 科 病 院 で の 退 院 支 援 会 議 に 外 部 か ら ケ ア マ ネ 等 が 参 加

し 、 退 院 を 支 援 す る体 制 を つ く る 。（ 精 神 科 病 院 ）

(3)市 町 の 認 知 症 ケ アパ ス に 、入 院 か ら 退院 ま で の 支 援 を 書 き込 み 、退 院 の 支 援を 行 う 。

（ 市 町 ）

※ 一 体 的 支 援 プ ロ グ ラ ム は 、R4 年 か ら 地 域 支 援 事 業 に 加 わ っ た 家 族 を 一 つ の 単 位 と し た 一 体 的 な 支 援 プ ロ グ ラ ム 。

月 に １ 回 程 度 、家 族 と 本 人 が 、話 し 合 い 思 い を 共 有 し 、一 緒 に 活 動 を 楽 し む こ と で 、お 互 い の 思 い の ズ レ や 葛 藤 を

調 整 し 再 構 築 を 図 る 。

3 目 標

(1)目 指 す 姿

精 神 疾 患 を 抱 え な がら 、 住 み 慣 れ た 地 域で 暮 ら す こ と が で きる

(2)取 り 組 む 施 策

精 神 疾 患 が 適 切 に 治療 さ れ て 、 退 院 し てい る 。

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

有 効 な 治 療

が 実 施 さ れ

る

治 療 抵 抗 性 統

合 失 調 治 療 指

導 管 理 料 SCR

94.1 全 国 平

均 (100)
へ

R2 NDB
デ ー タ

医 療 機 関

初

期

専 門 の 医 師

が い る

10 万 人 あ た り

精 神 科 医 師 数

10.1 人 現 状 よ

り 上 昇

R2 三 師

調 査

医 療 機 関
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精 神 疾 患 に よ る 長 期入 院 が 多 い

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

長 期 入 院 患

者 が 少 な い

患 者 住 所 地 別

精 神 病 床 の 1 年

以 上 入 院 患 者

数 (10 万 人 対 ）

197 人 全 国 平

均 (138)
へ

R2ReMHRAD
の 数 値 は 市 町

ご と を 合 計

し 、 人 口 で 割

っ た も の

市 町 ・ 病

院

患 者 住 所 地 別

精 神 病 床 の 1 年

以 上 入 院 患 者

数 F0(10 万 人

対 ） ( 全 国 中 央

値 )

78 人 全 国 平

均 (25)
へ

市 町 ・ 病

院

認 知 症 が 安

定 的 に 外 来

で 管 理 さ れ

て い る

認 知 症 入 院

SCR
44 現 状 維

持

R2 NDB デ ー

タ

医 療 機

関 ・ 市 町

安 心 し て 認

知 症 の 診 断

が 受 け ら れ

る

認 知 症 外 来

SCR
93 現 状 維

持

医 療 機

関 ・ 市 町

初

期

認 知 症 を 診

断 で き る 施

設 が あ る

認 知 症 疾 患 医

療 セ ン タ ー 数

2 施 設 現 状 維

持

R4 県 デ ー タ 市 町

入 退 院 支 援

が 行 わ れ て

い る

10 万 人 当 た り

精 神 保 健 福 祉

士 数

9.4 人 現 状 維

持

R2 医 療 施 設

調 査

市 町 ・ 病

院

地 域 移 行 に よ

る 退 院 患 者 数

9 人 現 状 維

持

R4 保 健 所 保 健 所

精 神 疾 患 を

地 域 で 支 え

る 環 境 が あ

る

ピ ア サ ポ ー タ

ー の 数

13 人 現 状 よ

り 上 昇

R4 保 健 所 市 町

認 知 症 を 地

域 で 支 え る

資 源 が 存 在

す る

認 知 症 の 人 と

家 族 の 一 体 的

支 援 プ ロ グ ラ

ム 数

3 箇 所 全 て の

市 町 へ

R5 市 町 ヒ ア

リ ン グ

市 町 ・ 保

健 所 ・ 民

間 団 体

当 事 者 、家 族 が 参

加 す る 会 議 の 数

0 箇 所 全 て の

市 町 へ

市 町

在 宅 で 精 神

科 医 療 が 提

供 さ れ て い

る

精 神 科 訪 問 看

護 ・ 指 導 料 等

SCR

117 現 状 よ

り 上 昇

R2 NDB デ ー

タ

訪 問 看 護

在 宅 精 神 療 法

SCR
100 現 状 よ

り 上 昇

医 療 機 関

施

策

一 体 的 支 援

プ ロ グ ラ ム

が 実 施 さ れ

て い る

一 体 的 支 援 プ

ロ グ ラ ム に 予

算 を 付 け る 市

町 数

1 箇 所 全 て の

市 町 へ

R5 市 町 ヒ ア

リ ン グ

市 町
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施

策

認 知 症 の 退

院 支 援 が 行

わ れ て い る

外 部 の ケ ア マ

ネ 等 が 参 加 す

る 認 知 症 の 退

院 支 援 会 議 の

割 合

35% 現 状 よ

り 上 昇

R5 病 院 ヒ ア

リ ン グ

精 神 科 病

院

入 院 か ら 退 院

ま で の 支 援 を

認 知 症 ケ ア パ

ス に 書 き 込 ん

で い る 市 町 数

0 箇 所 全 て の

市 町 へ

R5 市 町 ヒ ア

リ ン グ

市 町

5 が ん

1 現 状 と 課 題

本 圏 域 で は 、 が んに よ る SMR は 全 国 平 均 並 み で あ る 。 市 町が 実 施 す る が ん 検 診の 受

診 率 は 高 い 値 で 推 移し て い る 。が ん 拠 点病 院 は 集 約 化 さ れ 整備 さ れ て い る も の の、地 域

連 携 ク リ ニ カ ル パ ス(CP)の 活 用 は 進 ん で おら ず 、病 診 連 携 には 課 題 が 残 る。ま た 緩和 ケ

ア チ ー ム が あ る も のの 、圏 域 内 で は 緩和 ケ ア 診 療 加 算は 算 定 さ れ て い な い。末 期癌 へ の

対 応 を 行 う 施 設 数 は や や 多 い も の の 、 在 宅 が ん 医 療 総 合 料 の 加 算 は 全 国 に 比 し て 少 な

い 現 状 に あ る 。週 ４ 日 以 上 の 充 実 し た 在宅 医 療 を 担 う 医 療 機関 が 少 な い と 考 え られ る 。

2 推 進 方 策

(1)が ん 検 診 の 受 診 率の 向 上 に 向 け て 、 周知 を 促 す 。（ 市 町 ）

(2)末 期 が ん 等 の 緩 和ケ ア の 訪 問 診 療 を 重点 的 に 実 施 す る 診 療所 や 病 院 を 確 保 す る。在

宅 専 門 ク リ ニ ッ ク の誘 致 や 病 院 か ら の 訪問 診 療 等 を 促 進 す る 。（ 市 町 ・ 保 健 所 ）

3 目 標

(1)目 指 す 姿

が ん に よ る 死 亡 を 減ら す

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

分

野

が ん に よ

る 死 亡 率

が 低 下 す

る

す べ て 悪 性 腫 瘍

SCR 男 /女
98.7
97.3

現 状 よ

り 低 下

H28-R2
兵 庫 県 に

お け る 死

亡 統 計 指

標

―

標 準 化 死 亡 比

（ 胃 が ん ） 男 /女
107.7
120.3

現 状 よ

り 低 下

―

標 準 化 死 亡 比

（ 大 腸 が ん ） 男 /女
87.2
95.0

現 状 よ

り 低 下

―

標 準 化 死 亡 比

（ 肺 が ん ） 男 /女
102.2
87.1

現 状 よ

り 低 下

―

標 準 化 死 亡 比

（ 肝 が ん ） 男 /女
97.7
102.7

現 状 よ

り 低 下

―

標 準 化 死 亡 比

（ 乳 が ん ）

69.7 現 状 よ

り 低 下

―

標 準 化 死 亡 比

（ 子 宮 が ん ）

78.6 現 状 よ

り 低 下

―

が ん の 医 療 に 関 し て市 民 が 満 足 し て い る
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(2)取 り 組 む 施 策

が ん の 予 防 に 取 り 組ま れ て い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中
間

が ん 検 診 受

診 率 が 上 昇

す る

検 診 受 診 率 胃 が ん

豊 岡 市 /養 父 市 /
朝 来 市 /新 温 泉 町 /
香 美 町 /県 平 均

23%/18%
15%/22%
14%/7%

現 状 よ

り 上 昇

R1 兵 庫

県 市 町 が

ん 検 診 受

診 率

市 町 ・ 住 民

検 診 受 診 率

大 腸 が ん

34%/34%
28%/22%
14%/17%

現 状 よ

り 上 昇

市 町 ・ 住 民

検 診 受 診 率

肺 が ん

37%/30%
29%/53%
45%/13%

現 状 よ

り 上 昇

市 町 ・ 住 民

検 診 受 診 率

子 宮 頸 が ん

33%/23%
24%/29%
17%/16%

現 状 よ

り 上 昇

市 町 ・ 住 民

検 診 受 診 率

乳 が ん

33%/31%
30%/33%
22%/18%

現 状 よ

り 上 昇

市 町 ・ 住 民

初

期

禁 煙 治 療 が

提 供 さ れ て

い る

禁 煙 外 来 を 行 う 診

療 所 数 (10 万 人 あ

た り )

8.9 箇 所 県 平 均

(12)へ

H29 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

医 療 機 関

が ん 治 療 に 必 要 な 医療 が 提 供 さ れ て い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

が ん 治 療 の

連 携 が で き

て い る

CP 活 用 (が ん 治 療 連

携 管 理 料 等 SCR
43 全 国 平 均

(100)へ

R2 NDB
デ ー タ

医 療 機 関

疼 痛 緩 和 が

行 わ れ て い

る

が ん 性 疼 痛 緩 和 指 導

管 理 料 SCR
112 現 状 維 持 R2 三 師

調 査
医 療 機 関

密 な 入 院 緩

和 ケ ア が 提

供 さ れ て い

る

入 院 緩 和 ケ ア チ ー ム

に よ る 緩 和 ケ ア 診 療

加 算 算 定 医 療 機 関

0 箇 所 現 状 よ り

上 昇

R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

病 院

初

期

が ん 治 療 が

提 供 さ れ て

い る

が ん 拠 点 病 院 数 1 箇 所 現 状 維 持 R4 県 デ

ー タ
病 院

入 院 緩 和 ケ

ア が 提 供 さ

れ て い る

緩 和 ケ ア チ ー ム の あ

る 病 院 数 （ 県 実 数 ）

2 箇 所 現 状 維 持 R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

病 院

末 期 が ん に 対 す る 在宅 で の 緩 和 ケ ア が 提供 さ れ て い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

密 な 在 宅

医 療 が 提

供 さ れ て

い る

在 宅 が ん 医 療 総

合 診 療 料 SCR
50 全 国 平

均 (100)
へ

R2 NDB
デ ー タ

医 療 機 関
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初

期

麻 薬 を 取

り 扱 う 環

境 が あ る

麻 薬 を 取 り 扱 う

薬 局 数

67 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 薬 剤

師 会 ヒ ア

リ ン グ

薬 剤 師 会

末 期 が ん

へ 在 宅 医

療 が 提 供

さ れ て い

る

末 期 が ん へ の 在

宅 医 療 を 提 供 す

る 医 療 機 関 数 (10
万 人 あ た り )

18.4 箇 所 現 状 維

持

R3 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

医 療 機 関

が ん 疼 痛 緩 和 を

実 施 す る 医 療 機

関 数

9 箇 所 現 状 維

持

R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

医 療 機 関

施

策

複 数 人 医

師 が い る

ク リ ニ ッ

ク ・ 病 院

を 増 や す

在 宅 療 養 支 援 病

院 (10 万 人 対 )
0.6 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R4JMAP 医 療 機

関 ・ 市 町

在 宅 療 養 支 援 診

療 所 1(10 万 人

対 )

0 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R4JMAP 医 療 機

関 ・ 市 町

在 宅 療 養 支 援 診

療 所 2(10 万 人

対 )

2.5 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R4JMAP 医 療 機

関 ・ 市 町

6 へ き 地 の 医 療

1 現 状 と 課 題

当 圏 域 の 市 町 は 、 い わ ゆ る へ き 地 ５ 法 ※ の う ち 、「 離 島 振 興 法 」 を 除 い た ４ 法 に 基 づ

く 指 定 を さ れ た 地 域で あ る 。無 医 地 区 及 び 準 無 医 地 区 が 存 在し て い る 。へ き 地 医療 支 援

機 構 か ら の 代 診 医 の派 遣 は な く 、拠 点 病院 か ら の 医 師 派 遣 も限 ら れ て い る 。広 大な 面 積

で あ り 、遠 隔 診 療 等が 有 効 に 活 用 さ れ る環 境 に あ る と 考 え られ る が 、遠 隔 診 療 を実 施 す

る 医 療 機 関 は 少 な い。規 制 緩 和 に よ り、自 宅 以 外 の 場 所で も 遠 隔 診 療 が 受 けら れ る こと

か ら 看 護 師 等 が 公 民館 等 に 出 向 き 、車 内や 公 民 館 内 に て 、遠 隔 診 療 を 受 ける こ と が 可 能

と な っ た 。そ れ に よ り患 者 は 移 動 が 少 な い身 近 な 場 所 で 、ICT デ バ イ ス が 使 え な く とも 、

遠 隔 診 療 に 受 け る こと が 可 能 に な る 。 これ ら は Doctor to Patient with Nurse と 呼 ば

れ て い る 。

2 推 進 方 策

(1)無 医 地 区 の 状 況 を継 続 的 に 把 握 し 、必 要 な 医 療 が 提供 さ れ て い る こ と を確 認 し 、必

要 に 応 じ て 、訪 問 診 療 な ど の 提 供を す る よ う 、医 療 提 供 体 制を 確 保 す る 。（ 市 町・医

療 機 関 ）

(2)遠 隔 診 療 、 特 に へき 地 に 有 効 で あ る D to P with N の 実 施を 促 進 し 、 支 援 ・ 推進 す

る 市 町 を 増 や す 。（ 医 療 機 関 ・ 市 町・ 保 健 所 ）

3 目 標

(1)目 指 す 姿

住 み 慣 れ た 地 域 で 本人 が 望 む ま で 過 ご すこ と が で き る 。
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(2)取 り 組 む 施 策

無 医 地 区 ・ 準 無 医 地 区 へ の 医 療 提供

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

医 療 が 提

供 さ れ て

い な い 地

域 を 減 ら

す

無 医 地 区 数 4 箇 所 現 状 よ り

低 下

R1 無 医

地 区 調 査

市 町 ・ 医

療 機 関

準 無 医 地 区 数 5 箇 所 現 状 よ り

低 下

市 町 ・ 医

療 機 関

初

期

無 医 地 区

の 状 況 を

把 握 し て

い る

無 医 地 区 の 状 況

を 把 握 し て い る

市 町 数

5 箇 所 現 状 維 持 R5 市 町

ヒ ア リ ン

グ

病 院

へ き 地 医 療 を 支 え る体 制 が 取 ら れ て い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

圏 域 外 か

ら へ き 地

医 療 の 支

援 が あ る

へ き 地 医 療 支 援

機 構 か ら の 代 診

医 派 遣 数 (人 日 )

0 現 状 よ

り 上 昇

R3 県 デ

ー タ

県

圏 域 内 か

ら へ き 地

医 療 の 支

援 が あ る

へ き 地 拠 点 病 院

か ら の 巡 回 診 療

回 数 豊 岡 病 院 /
八 鹿 病 院

0/0 回 現 状 よ

り 上 昇

R4 厚 生

労 働 省 へ

き 地 医 療

の 現 況 に

つ い て

へ き 地 拠

点 病 院

へ き 地 拠 点 病 院

か ら の 医 師 派 遣

日 数

0/53.5 日 現 状 よ

り 上 昇

へ き 地 拠

点 病 院

へ き 地 拠 点 病 院

か ら の 代 診 医 派

遣 日 数 豊 /八

33/0 日 現 状 よ

り 上 昇

へ き 地 拠

点 病 院

へ き 地 診 療 所 数 12 箇 所 現 状 維

持

へ き 地 拠

点 病 院

地 域 の 実 情 に あ っ た遠 隔 診 療 が 提 供 さ れて い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

遠 隔 診 療

が 提 供 さ

れ て い る

遠 隔 診 療 を 導 入

し て い る 診 療 所

数

7 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 医 師

会 ﾋｱﾘﾝｸﾞ

医 療 機 関

遠 隔 診 療 を 実 施

す る 病 院 数

0 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 病 院 ﾋ

ｱﾘﾝｸﾞ

病 院

電 話 等 再 診 料

SCR
55 全 国 平

均 (100)
R2 NDB
デ ー タ

医 療 機 関

初

期

実 情 に 応

じ た 遠 隔

診 療 が 提

供 さ れ る

D to P with N を

実 施 す る 診 療 所

数

0 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 医 師

会 ﾋｱﾘﾝｸﾞ

医 療 機 関

施

策

市 町 と し

て 遠 隔 診

療 を 推 進

し て い る

遠 隔 診 療 を 市 と

し て 推 進 し て い

る

1 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 市 町 ﾋ

ｱﾘﾝｸﾞ

市 町
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7 周 産 期 医 療

1 現 状 と 課 題

本 圏 域 は 、年 々 分娩 数 は 減 少 し て お り、安 定 的 な 医 療 提供 体 制 の 確 保 等の 観 点 か ら 、

県・但 馬 3 市 2 町 協 力 の も と 、公 立 豊 岡 病 院 に 周 産 期医 療 セ ン タ ー を 設 立し た 。現 在 、

分 娩 に 対 応 す る 医 療機 関 は 1 つ の み に なっ た も の の 、 周 産 期医 療 セ ン タ ー に よ って 但

馬 圏 域 で ハ イ リ ス ク分 娩 ま で 対 応 で き る体 制 が 整 っ て い る。ま た 産 後 ケ ア 、妊 婦健 診 な

ど の 実 施 施 設 は 複 数存 在 し て い る 。し かし 、現 状 の 安 定 的な 医 療 提 供 体 制が 十 分 住 民 に

認 知 さ れ て い る と は言 い 切 れ ず 、周 産 期医 療 へ の 理 解 を 図 る必 要 が あ る 。ま た 新生 児 や

乳 児 死 亡 数 、 周 産 期死 亡 数 は 低 い 値 で 推移 し て い る 。

2 推 進 方 策

現 状 の 集 約 化 ・ 機 能分 化 し た 周 産 期 体 制へ の 理 解 を は か る とと も に 、 近 隣 病 院 での

妊 婦 検 診 や 出 産 後 のケ ア を う け る こ と がで き る 体 制 づ く り に取 り 組 み 、 広 報 誌 等へ の

産 科 の 使 い 方 等 の 啓発 活 動 を 実 施 す る 。（ 市 町 ・ 病 院 ）

3 目 標

(1)目 指 す 姿

周 産 期 に よ る 死 亡 率を 減 ら す

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

分

野

死 亡 率 を

減 ら す

新 生 児 死 亡 数 2 人 現 状 維 持 R3 兵 庫 県

保 健 統 計 年

報 人 口 動

態 統 計

―

乳 児 死 亡 数 2 人 現 状 維 持 ―

周 産 期 死 亡 数 1 人 現 状 維 持 ―

市 民 が 地 域 の 周 産 期体 制 に 満 足 し て い る

(2)取 り 組 む 施 策

ハ イ リ ス ク 分 娩 ま で圏 域 で 確 保 さ れ て いる

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

適 切 に 分

娩 さ れ て

い る

病 院 で の 分 娩 数 106 回 現 状 維

持

H29 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

医 療 機

関 ・ 市 町

初

期

産 婦 人 科

の 医 師 が

い る

10 万 人 あ た り 産

婦 人 科 医 師 数

7 人 全 国 平

均 (8)へ
R2 三 師

調 査

医 療 機 関

中

間

周 産 期 医

療 セ ン タ

ー に 医 師

が い る

周 産 期 医 療 セ ン

タ ー 勤 務 医 師 数

9 人 現 状 維

持

R5 病 院

ヒ ア リ ン

グ

病 院

初

期

ハ イ リ ス

ク 分 娩 が

で き る 体

制 が あ る

NICU を 有 す る

病 院 数

1 箇 所 現 状 維

持

R2 医 療 計

画 策 定 支 援

DB

病 院

ハ イ リ ス ク 分 娩

管 理 加 算 の 届 出

医 療 機 関 数

1 箇 所 現 状 維

持

R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

病 院
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初

期

分 娩 を 取

り 扱 う 医

療 機 関 数

分 娩 を 取 り 扱 う

病 院 +診 療 所

1 箇 所 現 状 維

持

R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

病 院

施

策

市 民 に 周

産 期 の 理

解 を 促 す

広 報 誌 等 へ の 産

科 の 使 い 方 等 の

啓 発 活 動 実 施 回

数

0 プ ロ ジ

ェ ク ト

現 状 よ

り 上 昇

R5 市 町・

病 院 ヒ ア

リ ン グ

市 町 ・ 病

院

8 小 児 医 療

1 現 状 と 課 題

当 圏 域 の 小 児 医 療は 、時 間 外 受 診 が 少な く 、か か り つ け 医を 持 つ 住 民 も 多 く 、上 手 な

医 療 の か か り 方 を して い る 。一 方 で 、#8000 等 の 利 用 率 は 低 く、医 療 相 談 が 十 分に 認 知

さ れ て い な い 。 夜 間休 日 の 小 児 診 療 を 常時 提 供 し て い る 医 療機 関 は 1 つ の み で ある 。

ま た 小 児 在 宅 人 工 呼 吸 器 患 者 が 一 定 い る も の の 、 現 時 点 で 訪 問 診 療 さ れ る 小 児 患 者 は

い な い 。

2 推 進 方 策

教 え て ド ク タ ー!等 の ア プ リ 及 び #8000 等 の 電 話 に よ る医 療 相 談 の 利 用 促 進を 図 るた

め 、 広 報 誌 等 を 活 用し 、 啓 蒙 活 動 を 行 い、 周 知 す る 。（ 市 町 ・ 病 院 ）

3 目 標

(1)目 指 す 姿

小 児 医 療 が 適 切 に 利用 さ れ て い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

分

野

適 切 に 医

療 資 源 が

活 用 さ れ

て い る

乳 幼 児 時 間 外 外

来 加 算 SCR
20.6 現 状 維

持

R2 NDB
デ ー タ

―

乳 幼 児 休 日 外 来

加 算 SCR
79.1 現 状 維

持

乳 幼 児 深 夜 外 来

加 算 SCR
30.8 現 状 維

持
疾 患 を 持 っ て い て も安 心 し て 地 域 で 暮 らす こ と が で き る

(2)取 り 組 む 施 策

多 様 な 医 療 資 源 に よる 小 児 医 療 提 供 体 制が 作 ら れ て い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

か か り つ

け 医 を 適

切 に 受 診

し て い る

小 児 か か り つ け

医 診 療 料 SCR
158 現 状 よ

り 上 昇

R2 NDB
デ ー タ

市 町 ・ 医

療 機 関 ・

住 民

初

期

小 児 医 療

を 提 供 す

る 医 師 が

い る

10 万 人 当 た り 小

児 科 医 師 数

12.7 人 県 平 均

(16)へ

R2 三 師

調 査

医 療 機 関
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初

期

夜 間 休 日

に 医 療 が

提 供 さ れ

て い る

夜 間 休 日 小 児 診

療 を 実 施 す る 医

療 機 関 数

1 箇 所 現 状 維

持

R5 病 院・

市 町 ヒ ア

リ ン グ

医 療 機 関

電 話 相 談

が 利 用 さ

れ て い る

#8000 利 用 率 3.2% 県 平 均

(5)へ
R3
#8000 情

報 収 集 分 析

事 業 報 告 書

市 町 ・ 病

院 ・ 住 民

施

策

ア プ リ 相

談 の 利 用

促 進 が さ

れ て い る

教 え て ド ク タ

ー ！ の 広 報 回 数

0 プ ロ ジ

ェ ク ト

現 状 よ

り 上 昇

R5 市 町・

病 院 ヒ ア

リ ン グ

市 町 ・ 病

院 ・ 住 民

施

策

電 話 相 談

の 利 用 促

進 が さ れ

て い る

#8000 の 広 報 回

数

17 プ ロ

ジ ェ ク ト

現 状 よ

り 上 昇

R5 市 町・

病 院 ヒ ア

リ ン グ

市 町 ・ 病

院 ・ 住 民

医 療 的 ケ ア 児 が 安 心し て 暮 ら す こ と が でき る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

医 療 的 ケ

ア 児 が 暮

ら す こ と

が で き る

小 児 在 宅 人 工 呼

吸 器 患 者 数 (レ セ

/12 か 月 )

7.6 現 状 維

持

R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

医 療 機

関 ・ 市 町

初

期

小 児 の 在

宅 医 療 が

提 供 さ れ

て い る

小 児 訪 問 診 療 患

者 数

0 県 平 均

(16)へ

R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

医 療 機 関

小 児 に 対 応 し て

い る 訪 問 看 護 ス

テ ー シ ョ ン 数

6 箇 所 現 状 維

持

R5 保 健

所

訪 問 看 護

ス テ ー シ

ョ ン

小 児 訪 問 診 療 に

対 応 し て い る 診

療 所 数

2 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

医 師 会 ヒ

R5 ア リ

ン グ

医 療 機 関

9 救 急 医 療

1 現 状 と 課 題

当 圏 域 は 、救 急 車 の 圏 域 外 へ の搬 送 件 数 が 少 な く、圏 域 内 完 結 率 が 高 い。救 命 救 急セ

ン タ ー が あ り 、救 急 科 の 医 師 が 多く お り 、他 圏 域 よ り 充 実 して い る 。一 方 で 、本 人 が 望

ま な い 搬 送 が 問 題 と な っ て お り 、 在 宅 で 最 期 ま で 暮 ら し た い 療 養 患 者 が 高 次 医 療 機 関

に 救 急 搬 送 さ れ て いる 。救 急 要 請 時、心 肺 停 止 状 態 で あっ た 場 合 、救 急 搬 送 よ り かか り

つ け 医 の 診 療 を 優 先す る 事 項 を 定 め た DNAR プ ロ ト コ ー ルは 2022 年 か ら 運 用 を 開 始 す

る も の の 、現 状 利 用は 少 な い 。救 命 救 急セ ン タ ー 以 外 の 在 宅患 者 が い ざ と い う とき に 入

院 等 が 可 能 な 在 宅 療養 後 方 支 援 病 院 が なく 、ま た 、同 様 の 機 能を 備 え た 医 師 会 と 後方 支

援 機 能 を 担 う 連 携 を 結 ん だ 病 院 も 少 な い 。 休 日 も し く は 日 中 に 在 宅 療 養 患 者 を 受 け 入

れ る 医 療 機 関 が 少 ない 状 況 で あ る 。
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2 推 進 方 策

病 院・消 防・医 師 会 が入 る 会 議 体 を 設 置 し、本 人 が 望 ま な い救 急 搬 送 を 減 らす こ と 、

在 宅 療 養 の 後 方 支 援機 能 を 増 や す こ と を目 的 に 、議 論 を 深 める 。（ 市 町・病 院・保 健 所 ）

3 目 標

(1)目 指 す 姿

圏 域 内 で 質 の 高 い 救急 医 療 が 提 供 さ れ てい る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

分

野

圏 域 外 へ

の 流 出 が

少 な い

圏 域 外 医 療 機 関

へ の 搬 送 割 合

但 馬 全 体

7% 現 状 維

持

R4 消 防

ヒ ア リ ン

グ

―

圏 域 外 医 療 機 関

へ の 搬 送 割 合

豊 岡 /南 但 /美 方

0.4%
4.5%
27%

全 国 平

均 (8)へ
R4 消 防

ヒ ア リ ン

グ

―

本 人 等 が 望 ま な い 救急 搬 送 が 行 わ れ て いな い

(2)取 り 組 む 施 策
救 急 医 療 が 提 供 さ れて い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

適 切 に 救

急 搬 送 さ

れ て い る

救 急 搬 送 件 数

豊 岡 /南 但 /美 方

3737 件

3073 件

1674 件

現 状 維

持

R4 消 防

ヒ ア リ ン

グ

医 療 機

関 ・ 消 防

初

期

救 急 医 療

を 提 供 す

る 医 師 が

い る

10 万 人 当 た り 救

急 科 医 師 数

15.2 人 現 状 維

持

R2 三 師

調 査

医 療 機 関

三 次 医 療

が 提 供 さ

れ て い る

救 命 救 急 セ ン タ

ー 数

1 箇 所 現 状 維

持

日 本 救 急

医 学 会

HP

医 療 機 関

望 ま な い 救 急 搬 送 が防 が れ て い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

望 ま な い

心 停 止 患

者 の 搬 送

が 防 げ る

DNAR プ ロ ト コ

ー ル の 使 用 回 数

2 件 現 状 よ

り 上 昇

R4 消 防

ヒ ア リ ン

グ

医 療 機

関・消 防・

医 師 会

初

期

軽 症 救 急 /
在 宅 患 者

の 入 院 先

が あ る

夜 間 休 日 に 入 院

患 者 を 受 け 入 れ

可 能 な 医 療 機 関

数

3 箇 所 現 状 維

持

R5 病 院

ヒ ア リ ン

グ

医 療 機 関

在 宅 療 養 後 方 支

援 病 院 (10 万 人

対 )

0 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R3
JMAP

医 療 機 関

医 師 会 と 後 方 支

援 機 能 を 担 う 連

携 を 結 ん だ 病 院

数

1 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 病 院

ヒ ア リ ン

グ

医 療 機

関 ・ 医 師

会
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施

策

協 議 が 行

わ れ て い

る

救 急 搬 送 に 関 す

る 体 制 を 検 討 す

る 消 防・病 院・医

師 会 が 入 る 会 議

の 回 数

0 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 消 防・

保 健 所 ヒ

ア リ ン グ

消 防 ・ 保

健 所 ・ 医

師 会 ・ 病

院

10 在 宅 医 療

1 現 状 と 課 題

当 圏 域 は 、現 時 点 で の 在 宅 死 割合 、老 人 ホ ー ム 死 割合 は 全 国 平 均 以 上 で、入 退 院 支援

も 全 国 平 均 並 み に 行 わ れ て い る 。訪 問 診 療 患 者 数 は 今後 も 増 加 予 定 で あ り、 2025 年 の

推 定 値 に は 達 し て いな い 。在 宅 支 援 診 療所 数 は 全 国 平 均 よ り多 い 。し か し 、３ 名 以 上 の

医 師 を 抱 え る 在 宅 支 援 診 療 所 １ 及 び ２ は 全 国 平 均 よ り 少 な い 。 在 宅 医 療 を 担 う 内 科 の

新 規 開 業 は 少 な く 、医 師 の 平 均 年 齢も 高 齢 で あ る 。ま た 、病 院 の 訪 問 診 療 へ の関 わ り は、

一 部 を 除 き 、直 接 的 な 訪 問 診 療 及 び 後 方 支 援 機 能 が 希薄 で あ る 。そ の た め 、一 部 の 市町

で は 、在 宅 療 養 患 者の 入 院 先 に 難 渋 す る事 例 が あ る 。ま た 、誤 嚥 性 肺 炎 等 を抑 制 さ せる

た め に も 、歯 科 に よる 訪 問 診 療 や 病 院・介 護 施 設 等 で の 口 腔ケ ア の 実 施 は 重 要 であ り 、

一 部 で 実 施 さ れ て い る 。 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 看 護 師 数 は 全 国 平 均 並 み で 提 供 量 も

現 時 点 で は 、十 分 で あ る 。一 方 、訪 問 リハ は 提 供 量 が 他 圏 域に 比 べ て 少 な い 。さ ら に 、

在 宅 医 療 に 必 要 な 連携 を 担 う 拠 点 を 設 置し て い な い 市 町 も ある 。ICT の 活 用 等 、在 宅 医

療 を 実 施 す る に 当 た っ て 、 円 滑 に で き るシ ス テ ム 化 は 不 十 分で あ る 。

2 推 進 方 策

(1)在 宅 医 療 介 護 連 携 支 援 セ ン タ ー 等 を 設 置 し 、 新 規 在 宅 療 養 患 者 の 選 定 を 支 援 す る 。

（ 市 町 ）

(2)医 師 会 と 後 方 支 援 機 能 を 担 う 連 携 を 結 ん だ 病 院 数 や 在 宅 療 養 後 方 支 援 病 院 等 を 圏

域 で 増 加 さ せ 、 在 宅療 養 の 後 方 支 援 機 能を 強 化 す る 。（ 医 師 会 ・ 病 院 ）

(3)誘 致 等 を 含 め 、 単独 型 の 在 宅 療 養 支 援診 療 所 を 増 や す 。（ 市 町 ・ 医 療 機 関）

(4)在 宅 医 療 に 必 要 な連 携 を 担 う 拠 点 を 設置 す る 市 町 数 を 増 やす 。（ 市 町 ）

(5)在 宅 医 療 に 必 要 な 連 携 を 担 う 拠 点 や 市 町 が 実 施 す る 在 宅 医 療 介 護 連 携 会 議 等 に 医

師 会 、各 病 院 、訪 問看 護 が 参 加 し 、研 修 会 、会 議 等 の 実 施 し、現 状 の 課 題 や 解 決策 を

検 討 す る 。（ 市 町 ・ 在宅 医 療 に 必 要 な 連 携を 担 う 拠 点 ）

(6)在 宅 医 療 に 必 要 な連 携 を 担 う 拠 点 同 士が 参 加 す る 会 議 を 設置 し 、市 町 で の 取 り組 み

を 共 有 し 、圏 域 で の 在 宅 医 療 の 課題 及 び 解 決 策 を 定 期的 に 検 討 す る 。（ 保 健 所・市 町 ）

(7) 病 院・介 護 施 設等 で の 口 腔 ケ ア の 実施 を 促 進 す る 。（ 歯 科医 師 会・病 院・介 護 施 設・

在 宅 医 療 に 必 要 な 連携 を 担 う 拠 点 ）
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3 目 標

(1)目 指 す 姿

本 人 が 望 む 場 所 で 最期 を 迎 え る こ と が でき る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

分

野

本 人 が 望

む 場 所 で

最 期 を 迎

え る こ と

が で き る

在 宅 死 割 合

豊 岡 市 / 養 父 市 / 朝 来

市 /香 美 町 /新 温 泉 町

24%/15%/
15%/11%/
14%

全 国 平

均 以 上

へ (16%)

R2 年 在

宅 医 療

に か か

る 地 域

別 デ ー

タ 集

―

老 人 ホ ー ム 死 割 合

豊 岡 市 / 養 父 市 / 朝 来

市 /香 美 町 /新 温 泉 町

15%/19%/
11%/15%/
9%

全 国 平

均 以 上

へ (9%)

―

(2)取 り 組 む 施 策

病 院 と 在 宅 医 療 の 連携 強 化

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

病 院 と 在

宅 医 療 の

連 携 が で

き て い る

退 院 困 難 患 者 へ

の 退 院 調 整 加 算

SCR

90.2 現 状 よ

り 上 昇

R2 NDB
デ ー タ

病 院

多 職 種 に よ る 共

同 指 導 を 行 う 退

院 時 共 同 指 導

SCR

86.8 現 状 よ

り 上 昇

医 療 機 関

ケ ア マ ネ と 退 院

計 画 を 作 成 す る

介 護 支 援 連 携 指

導 SCR

97.7 現 状 よ

り 上 昇

医 療 機

関 ・ 介 護

事 業 者

初

期

入 院 と 在

宅 医 療 の

連 携 を 行

う 機 関 が

あ る

在 宅 医 療 介 護 連

携 支 援 セ ン タ ー

等 に よ る 新 規 在

宅 患 者 の 選 定 を

支 援 す る 市 町 数

1 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 市 町

ヒ ア リ ン

グ

市 町

在 宅 療 養 後 方 支

援 病 院 (10 万 人

対 )

0 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R4JMAP 病 院

医 師 会 と 後 方 支

援 機 能 を 担 う 連

携 を 結 ん だ 病 院

数

1 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 病 院

ヒ ア リ ン

グ

病 院 ・ 医

師 会
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質 の 高 い 在 宅 医 療 の提 供

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

看 取 り の

訪 問 診 療

が 実 施 さ

れ て い る

在 宅 タ ー ミ ナ ル ケ ア

加 算 SCR
100 現 状 よ

り 上 昇

R2 NDB
デ ー タ

医 療 期 間

訪 問 診 療

が 十 分 提

供 さ れ て

い る

訪 問 診 療 患 者 数 ( レ

セ )
10882 人 2025 年

推 計

(13152)
へ

R2 医 療

計 画 策 定

支 援 DB

医 療 機 関

人 工 呼 吸

器 患 者 へ

の 訪 問 診

療 が 提 供

さ れ る

在 宅 人 工 呼 吸 指 導 管

理 料 SCR
167 現 状 維

持

R2 NDB
デ ー タ

医 療 機 関

初

期

訪 問 診 療

を 提 供 す

る 体 制 が

持 続 可 能

で あ る

在 宅 療 養 支 援 診 療 所

1(10 万 人 対 )
0 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R4JMAP 市 町 ・ 医 療

機 関

在 宅 療 養 支 援 診 療 所

2 (10 万 人 対 )
2.5 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R4JMAP 医 療 機 関

在 宅 療 養 支 援 診 療 所

3 (10 万 人 対 )
18.4 箇 所 現 状 維

持

R4JMAP 医 療 機 関

在 宅 療 養 支 援 病 院

(10 万 人 対 )
0.63 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R4JMAP 病 院

5 年 以 内 新 規 内 科 開

業 医 療 機 関 数

3 箇 所 現 状 維

持

R5 医 師

会 ﾋｱﾘﾝｸﾞ

医 師 会

医 師 会 加 入 医 師 の 平

均 年 齢

豊 岡 市 /養 父 市

朝 来 市 /美 方 郡

59/68
63/69

現 状 維

持

R5 医 師

会 ﾋｱﾘﾝｸﾞ

医 師 会

訪 問 歯 科

診 療 を 提

供 す る 体

制 が あ る

訪 問 診 療 を 実 施 す る

歯 科 診 療 所 数

26 箇 所 現 状 維

持

R5 歯 科

医 師 会 ヒ

ア リ ン グ

歯 科 医 師 会

歯 科 医 ・ 歯 科 衛 生 士

に よ る 口 腔 ケ ア を 実

施 す る 病 院

5 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 病 院

ヒ ア リ ン

グ

歯 科 医 医 師

会
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訪 問 看 護 ・ 訪 問 リ ハが 提 供 さ れ て い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

訪 問 看 護

が 提 供 さ

れ て い る

在 宅 患 者 訪 問 看 護 ・

指 導 料 SCR
105 現 状 維

持

R2 NDB
デ ー タ

訪 問 看 護

訪 問 リ ハ

が 提 供 さ

れ て い る

在 宅 患 者 リ ハ 指 導 管

理 料 SCR
44 全 国 平

均 (100)
へ

R2NDB
デ ー タ

病 院 ・ 訪 問

看 護 、 介 護

施 設

初

期

訪 問 リ ハ

が 積 極 的

に 利 用 さ

れ る

訪 問 リ ハ を 実 施 す る

病 院 数

5 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 病 院

ヒ ア リ ン

グ

病 院

訪 問 看 護

が あ る

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ

ン 従 事 看 護 師 数 (10
万 人 対 )

61.3 人 現 状 維

持 へ

R3 在 宅

医 療 に か

か る 地 域

別 デ ー タ

集

訪 問 看 護 ・

市 町

質 の 高 い 在 宅 医 療 介護 連 携

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

在 宅 医 療

の 質 が 向

上 し て い

る

在 宅 医 療 に 必 要 な 連

携 を 担 う 拠 点 に よ る

研 修 会 、 会 議 等 の 実

施 回 数

25 回 現 状 よ

り 上 昇

R5 市 町

ヒ ア リ ン

グ

在 宅 医 療 の

連 携 を 担 う

拠 点

初

期

在 宅 医 療

の 連 携 が

実 施 さ れ

て い る

在 宅 医 療 に 必 要 な 連

携 を 担 う 拠 点 を 設 置

す る 市 町 数

4 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 市 町

ヒ ア リ ン

グ

在 宅 医 療 の

連 携 を 担 う

拠 点

ICT を 活 用 す る 連 携

を 行 う 市 町 数

1 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 市 町

ヒ ア リ ン

グ

市 町 ・ 在 宅

医 療 の 連 携

を 担 う 拠 点

施

策

在 宅 医 療

を 担 う 主

体 が 連 携

し て い る

在 宅 医 療 介 護 連 携 会

議 等 に 医 師 会 、 各 病

院 、 訪 問 看 護 が 参 加

し て い る 市 町 数

3 箇 所 現 状 よ

り 上 昇

R5 市 町

ヒ ア リ ン

グ

在 宅 医 療 の

連 携 を 担 う

拠 点・市 町・

医 師 会 ・ 病

院 ・ 訪 問 看

護

連 携 拠 点

が 情 報 交

換 し て い

る

在 宅 医 療 に 必 要 な 連

携 を 担 う 拠 点 同 士 の

交 流 、 会 議 の 実 施 回

数 (年 )

0 回 年 1 回

以 上

R5 保 健

所

保 健 所 ・ 市

町 ・ 在 宅 医

療 に 必 要 な

連 携 を 担 う

拠 点
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11 医 師 及 び 医 師 以 外 の 医 療 従 事 者 確 保

1 現 状 と 課 題

当 圏 域 の 医 師 偏 在指 標 は 、 全 国 平 均 より 低 い も の の 、 下 位 1/3 の 圏 域 に は 入 って い

な い 。県 内 の 他 圏 域 と比 較 し て も 著 し く 低い わ け で は な い 。し か し 、医 師 偏 在 指 標 で は、

主 に 急 性 期 病 院 を 担う 分 娩 取 扱 医 師 、循 環 器 内 科 医、脳 外 科 医 、呼 吸 器 内 科 医 など 、医

療 計 画 に 関 わ る 専 門医 の う ち 、一 部 の 診 療 科 は 全 国 平均 を 大 き く 下 回 る。ま た 、訪 問 診

療 や 在 宅 療 養 の 後 方 支 援 を 担 う 等 の 地 域 包 括 ケ ア を 担 う 医 療 機 関 、 地 域 医 療 構 想 の 回

復 期 機 能 を 担 う 医 療機 関 に お い て 、大 き な 役 割 を 担 う総 合 診 療 、プ ラ イ マ リ ケ ア、リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン の 医師 が よ り 多 く 必 要 な状 況 で あ る 。

ま た 、圏 域 に お い て、病 院 の 奨 学 金 貸 与医 師 や 県 養 成 医 な ど、6-9 年 間 程 度 、圏 域 内

で 働 く 医 師 が い る が、定 着 率 は 高 く な い。さ ら に 、専 攻 医 は 多 く 圏 域 内 に いる も の の、

圏 域 内 の 病 院 を 基 幹施 設 と し て 専 門 研 修プ ロ グ ラ ム に 参 加 する 専 攻 医 は 少 な い 。

2 推 進 方 策

(1)病 院 間 を 超 え た 医師 確 保 の た め の 会 議を 開 催 し 、満 足 度 に関 す る ア ン ケ ー ト 調査 を

実 施 し 、 若 手 医 師 のニ ー ズ を 把 握 す る 。（ 病 院 ）

(2)病 院 間 を 超 え た 医師 確 保 に 向 け た 対 策を 実 施 す る 。（ 病 院 ）

(3)残 業 時 間 が 年 間 960 時 間 を 超 え る 医 師を 把 握 し 、効 率 的 な医 療 提 供 体 制 を 構 築す る

こ と で 、 医 師 の 働 き方 改 革 を 推 進 す る 。（ 病 院 ・ 市 町 ・保 健 所 ）

(4)病 院 間 を 超 え た 看護 師 確 保 の た め の 会議 を 開 催 し 、病 院 間 を 超 え た 看 護師 確 保 に向

け た 対 策 を 実 施 す る 。（ 看 護 協 会 ・ 病 院 ・市 町 ）
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3 目 標

(1)目 指 す 姿

医 療 提 供 体 制 を 確 保す る 医 師 及 び 医 療 従事 者 が い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

分

野

医 師 が 存

在 す る

医 師 偏 在 指 標 210 全 国 値

(256)
へ

R5 厚 生 労 働

省

―

プ ラ イ マ

リ ケ ア や

回 復 期 を

担 う 医 師

が い る

プ ラ イ マ リ ケ ア 認 定

医 数

1 人 現 状 よ

り 上 昇

日 本 プ ラ イ

マ リ ケ ア 連

合 学 会 HP か

ら

―

総 合 診 療 専 門 医 数 0 人 現 状 よ

り 上 昇

―

10 万 人 当 た り リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン 科 医

師

1.9 人 全 国 平

均 (2.4)
へ

R2 三 師 調 査 ―

専 門 医 が

存 在 す る

小 児 科 医 師 偏 在 指 標 109 全 国 値

(115)へ

R5 厚 生 労 働

省

―

分 娩 取 扱 医 師 偏 在 指

標

7.9 全 国 値

(10.6)
へ

R5 厚 生 労 働

省

―

10 万 人 当 た り 糖 尿

病 内 科 医 師 数

1.9 人 全 国 平

均 (4.2)
へ

R2 三 師 調 査 ―

分

野

10 万 人 当 た り 精 神

科 医 師 数

10.1 人 全 国 平

均 (12)
へ

―

10 万 人 当 た り 循 環

器 内 科 医 師 数

5.1 人 全 国 平

均 (12)
へ

―

10 万 人 当 た り 心 臓

血 管 外 科 医 師 数

1.9 人 全 国 平

均 (2.1)
へ

―

10 万 人 当 た り 脳 神

経 内 科 医 師 数

4.4 人 現 状 維

持

―

10 万 人 当 た り 脳 外

科 医 師 数

3.8 人 全 国 平

均 (6.0)
へ

―

10 万 人 当 た り 呼 吸

器 内 科 医 師 数

0.6 人 全 国 平

均 (4.3)
へ

―
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(2)取 り 組 む 施 策
若 手 医 師 が 充 実 し て働 い て い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

養 成 医 が 働

き 、定 着 し て

い る

養 成 医 師 派 遣 数 34 人 現 状 維

持

R5 保 健

所

県

養 成 医 圏 域 内 定 着

数

12 人 現 状 よ

り 上 昇

R5 病 院

ヒ ア リ ン

グ

病 院 ・ 県

奨 学 金 貸 与

医 師 が 働 き

定 着 し て い

る

奨 学 金 貸 与 者 豊

岡 Hp/八 鹿 Hp
58/25 人 現 状 よ

り 上 昇

病 院

病 院 奨 学 金 返 還 者

数 豊 岡 Hp/ 八 鹿

Hp

11/5 人 現 状 よ

り 上 昇

病 院

病 院 奨 学 金 貸 与 者

圏 域 内 勤 務 医 師 数

豊 岡 Hp/八 鹿 Hp

6/9 人 現 状 よ

り 上 昇

病 院

奨 学 金 貸 与 者 圏 域

内 定 着 数 豊 岡

Hp/八 鹿 Hp

3/0 人 現 状 よ

り 上 昇

病 院

研 修 医 、専 攻

医 が 働 い て

い る

専 門 医 研 修 プ ロ グ

ラ ム の 登 録 者 数

(連 携 施 設 は 除 く ）

14 名 現 状 よ

り 上 昇

病 院

圏 域 内 専 攻 医 数 54 名 現 状 よ

り 上 昇

病 院

圏 域 内 初 期 研 修 医

師 数 豊 岡 Hp/ 八

鹿 Hp

16/5 人 現 状 よ

り 上 昇

病 院

初

期

若 手 医 師 が

満 足 し て 働

い て い る

満 足 度（ 養 成 医 /奨
学 金 貸 与 者 / 研 修

医 /専 攻 医 ）

未 実 施 現 状 よ

り 上 昇

R5 病 院

ヒ ア リ ン

グ

病 院

施

策

若 手 医 師 確

保 の た め の

連 携 が 取 れ

て い る

法 人 間 を 超 え た 医

師 確 保 の た め の 会

議 開 催 数

0 回 年 2 回

以 上

R5 病 院

ヒ ア リ ン

グ

病 院

過 重 労 働 者

を 減 ら す

各 病 院 に お け る B
水 準 （ 残 業 時 間

960 時 間 以 上 ） の

医 師 数

18 人 現 状 よ

り 低 下

R5 病 院

ヒ ア リ ン

グ

病 院

看 護 師 が 十 分 に 働 いて い る

目 的 指 標 名 基 準 目 標 出 典 取 組 主 体

中

間

看 護 師 が

十 分 働 い

て い る

圏 域 看 護 師 入 職 率 6.1% 現 状 よ

り 上 昇

R5 看 護

協 会 ヒ ア

リ ン グ

医 療 機

関 ・ 看 護

協 会中

間

圏 域 看 護 師 退 職 率 9.5% 現 状 よ

り 低 下

施

策

看 護 師 確 保

の た め の 連

携 が 取 れ て

い る

法 人 間 を 超 え た 看 護

師 確 保 の た め の 会 議

開 催 数

0 回 年 2 回

以 上

R5 看 護

協 会 ヒ ア

リ ン グ

看 護 協

会・病 院・

市 町
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参 考 資 料 （ ロ ジ ッ ク モ デ ル 一 覧 ）
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第 ８ 章 丹 波 圏 域

地 域 の 特 性

兵 庫 県 の 中 東 部 に位 置 し 、 丹 波 篠 山 市（ 面 積 377.59ｋ ㎡ －県 土 の 4.5％ ） と 丹 波

市 （ 面 積 493.21ｋ ㎡ － 県 土 の 5.9％ ） の２ 市 か ら な り 、 兵 庫県 総 面 積 の 10.4％ を 占

め て い る 。

ま た 、 恐 竜 や 最 古 の 哺 乳 類 化 石 が 発 掘 さ れ た 篠 山 層 群 が 両 市 に ま た が っ て 広 が っ

て い る ほ か 、 日 本 海 側 と 瀬 戸 内 海 側 に 水 系 を 分 け る 本 州 一 低 い 分 水 界 が 存 在 す る な

ど 特 徴 あ る 地 勢 と なっ て い る 。

山 林 が 総 面 積 の 75.0％ を 占 め る 農 山 村地 帯 で あ る が 、 隣 接す る 阪 神 都 市 圏 と は舞

鶴 若 狭 自 動 車 道 、Ｊ Ｒ 福 知 山 線 の交 通 網 に よ っ て 結 ばれ て お り 、神 戸・大 阪 か ら は約

１ 時 間 圏 内 に あ る 。

圏 域 の 重 点 的 な 取 組

１ 医 療 従 事 者 の 確保

現 状 と 課 題

(1) 医 師 （ 資 料 １ ）

· 医 師 数 は 令 和 2 年 12 月 末 日 現 在 で 214 人 で あ り 、 医 療 資 源 不 足 が 深 刻 化 し た 平

成 20 年 末 の 181 人 か ら は 33 人 増 加 し て い る が 、人 口 10 万 人 対 で は 211.9 人 で 、

県 平 均 の 277 人 を 下 回 っ て い る 。

· 病 院 で 勤 務 す る 医 師数 は 、平 成 20 年 の 69 人 に 対 し 、令 和 2 年 は 115 人 と 順 調 に

増 加 し て い る 。公 立・公 的 病 院 の 常 勤 医 師 数 は 、平 成 20 年 に 25 人 と 最 も 少 な い

状 況 に あ っ た が 、 その 後 徐 々 に 回 復 し 、令 和 ４ 年 ７ 月 時 点 では 85 人 に 増 加 し て

い る 。

· 一 般 診 療 所 等 で 勤 務す る 医 師 数 は 、過 去 20 年 間 70 人 台 を 維 持 し て お り 、一 次 医

療 の 担 い 手 と し て 、圏 域 医 療 の 安 定 を 支え て き た 。一 方 、高 齢 化 と 後 継 の課 題 に

直 面 し て い る 。

· 県 立 丹 波 医 療 セ ン ター に「 地 域 医 療 教 育セ ン タ ー 」が 設 置 され 、隣 接 す る 丹 波 市

健 康 セ ン タ ー ミ ル ネと も 連 携 し 、県 養 成医 並 び に 県 養 成 医 学生 の 教 育 、総 合 内 科

医 並 び に 総 合 診 療 医の 養 成 な ど 、 若 手 医師 の 育 成 を 積 極 的 に行 っ て い る 。

· 兵 庫 医 科 大 学 さ さ やま 医 療 セ ン タ ー に おい て も 、大 学 総 合 診 療専 門 医 プ ロ グ ラ ム

や 寄 附 講 座 の 開 設 など 、地 域 医 療 の 研 究 と教 育 の た め の 篠 山 キャ ン パ ス を 整 備 す

る こ と に よ り 、 安 定的 な 医 師 確 保 に 繋 がる 取 り 組 み を 行 っ てい る 。

· 県 立 丹 波 医 療 セ ン ター 、兵 庫 医 科 大 学 ささ や ま 医 療 セ ン タ ーは 、へ き 地 医 療 拠 点

病 院 と し て 、 丹 波 圏域 内 へ き 地 診 療 所 へ 医 師 派 遣 を 行っ て い る 。

(2) 歯 科 医 師 ・ 薬 剤師 ・ 看 護 師 （ 資 料 １）

· 人 口 10 万 人 対 の 歯 科 医 師 数 ・ 薬 剤師 数 は 、 と も に 県 平均 よ り 少 な い 。 高 齢化 に

伴 う 在 宅 医 療 の 需 要の 増 加 に 伴 い 、在 宅 歯 科 診 療 や か かり つ け 薬 局 に よ る 薬剤 の

在 宅 提 供 は 増 加 し てい る が 、歯 科 医 師・薬 剤 師 数 は 直 近の ５ 年 間 で は 減 少 して い

る 。
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· 人 口 10 万 人 対 の 看 護 師 ・ 助 産 師 は、 県 平 均 よ り 少 な い。

· 県 立 丹 波 医 療 セ ン ター に 隣 接 し て 丹 波 市 立 看 護 専 門 学校 が 設 置 さ れ て お り、県 内

外 か ら 学 生 を 集 め 、セ ン タ ー で の 病 院 実習 等 を 通 し て 、医 療人 材 が 育 成 さ れ て い

る 。

· 医 療 従 事 者 の 高 齢 化が 進 ん で お り 、個 人 開 設 の 診 療 所 や薬 局 に つ い て は 後 継確 保

や 人 員 の 確 保 が 、病 院 に お い て は 、退 職者 の 補 充 等 医 療 に 必要 な 人 員 の 安 定 的 な

確 保 が 課 題 と な っ てい る 。

推 進 方 策

(1) 人 材 確 保 ・ 育 成

· 丹 波 医 療 セ ン タ ー が 開 設 し 、圏 域 の 医 療提 供 体 制 は 向 上 し てい る が 、人 口 に 占 め

る 高 齢 者 の 割 合 が 今 後 も 増 加 し 、 医 療 需 要 の 高 い 状 態 が 続 く と 見 込 ま れ る こ と

か ら 、 引 き 続 き 医 療従 事 者 の 人 材 確 保 に取 り 組 む 。

· 医 師 に つ い て は 、県 地 域 医 療 支 援セ ン タ ー に よ る へ き地 等 勤 務 医 師 の 養 成・派 遣

や 、大 学 医 学 部 で の地 域 医 療 に 関 す る 特別 講 座 設 置 等 に よ る人 材 育 成 を 活 用 し 、

医 師 の 確 保 と 定 着 を図 る 。圏 域 内 に 全 ての 医 療 機 能 を 整 え るこ と が 望 ま し い が 、

心 臓 血 管 外 科 や 一 部 の が ん 治 療 、ハ イ リス ク 分 娩 や 重 症 児 の入 院 医 療 等 、専 門 医

の 確 保 や 治 療 に か か る 機 器 整 備 も 難 し い 分 野 に つ い て は 、 大 学 病 院 や 他 圏 域 の

専 門 医 療 機 関 と の 連携 強 化 に よ り 対 応 する 。（ 県 、 医 療 機 関 ）

· 高 齢 化 の 進 展 に 伴 い 必 要 性 が 高 ま っ て い る 総 合 診 療 専 門 医 に つ い て 、 研 修 医 や

若 手 医 師 に よ る 専 門医 の 資 格 取 得 を 促 進す る 。高 度 医 療 から 回 復 期 、在 宅 医 療 ま

で 一 連 し た 医 療 を ハ イ ブ リ ッ ド に 学 べ る 環 境 を 生 か し 、 丹 波 圏 域 の 研 修 拠 点 と

し て の 魅 力 向 上 を 図 る 。（ 医 療 機 関 、 関 係機 関 、 県 、 市 な ど ）

· 看 護 師 に つ い て は、高 校 生 を 対 象 と す るセ ミ ナ ー の 実 施 や、潜 在 看 護 師 の 復 職 支

援 、 各 市 ・ 医 療 機 関 の 奨 学 金 制 度 等 に よ り 、 さ ら な る 確 保 定 着 に 努 め る 。（ 県 、

市 、 医 療 機 関 、 関 係団 体 ）

· 各 種 医 療 従 事 者 の 離職 を 防 ぐ た め に 、医 療 を 支 え る 独自 の 取 り 組 み を 行 う 県 民 、

関 係 団 体 な ど と 連 携 し 、 地 域 医 療 に 対 す る 理 解 促 進 の た め の 啓 発 を 継 続 す る 。

（ 県 、 市 、 関 係 団 体、 県 民 な ど ）

(2) 医 療 資 源 の 効 率的 な 活 用

· 患 者 の 一 極 集 中 に よる 医 師 へ の 過 剰 な 負担 を 軽 減 す る た め 、圏 域 内 の 一 次 医療 か

ら 二 次 医 療 へ の 紹 介受 診 の 重 点 化 、二 次 か ら か か り つ け医 へ の 逆 紹 介 や 在 宅復 帰

の 連 携 体 制 の 強 化 を図 る 。（ 医 療 機 関 、 医師 会 ）

· 令 和 ６ 年 ４ 月 か ら 適用 さ れ る 医 師 の 時 間外 労 働 の 上 限 規 制 に対 応 す る た め 、医 師

に 偏 在 し て い る 業 務の 一 部 を 移 管・共 同実 施 す る タ ス ク シ フト・タ ス ク シ ェ ア を

推 進 す る 。（ 医 療 機 関）

· 多 職 種 間 の 連 携 を 強化 し 、相 互 に 負 担 軽減 を 図 る と と も に 、そ れ ぞ れ の 専 門 性 を

十 分 に 発 揮 す る こ と で 医 療 の 質 の 向 上 に つ な が る 仕 組 み づ く り に 取 り 組 む 。（ 医

療 機 関 、 関 係 機 関 、県 、 市 ）

· Ｉ Ｃ Ｔ（ 情 報 通 信 技術 ）の 活 用 等 に よ り、関 係 者 間 の 情 報 共有 の 効 率 化 、利 便 性
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向 上 を 図 る 。（ 医 療 機 関 、 関 係 機 関、 県 、 市 ）

· か か り つ け 医 を 持 つ 運 動 等 の 推 進 が 地 域 医 療 の 機 能 回 復 に 寄 与 し た 過 去 の 経 験

を 踏 ま え 、住 み 慣 れた 地 域 で 必 要 な 医 療が 提 供 さ れ 続 け る ため に は 、住 民 自 身 も

適 切 な 医 療 受 診 や 医療 従 事 者 等 へ の 理 解・協 力 が 必 要 で あ る こと の 啓 発 を 継 続 す

る 。（ 県 、 市 、 関 係 団体 、 県 民 な ど ）

２ 圏 域 内 連 携 の さら な る 推 進 （ ５ 疾 病及 び 在 宅 医 療 ）

現 状 と 課 題

(1) 死 因 別 死 亡 数 、死 亡 割 合 （ 資 料 ７ ）

· 丹 波 圏 域 の 令 和 ３ 年 時 点 に お け る死 因 別 死 亡 数 は 、高 位 か ら 悪性 新 生 物 、心 疾 患 、

老 衰 、脳 血 管 疾 患 の順 で あ り 、５ 疾 病 によ る 死 亡 割 合 は 全 体の ５ 割 に 近 く 、継 続

的 な 対 策 が 必 要 で あ る 。老 衰 に よ る 割 合 は、高 齢 化 に よ り 増 加 傾向 と な っ て お り 、

重 複 疾 病 へ の 対 応 や在 宅 療 養 の 必 要 性 が高 ま っ て い る 。

(2) 悪 性 新 生 物 （ がん ）（ 資 料 ８ ）

· 死 亡 者 数 ・ 死 亡 割 合 は 、 圏 域 内 で 最 も 多 い が 、 標 準 化 死 亡 比 （ H28～ R2） は 男 性

89.4、女 性 84.7 で 、全 国 平 均 よ り 有 意 に低 く 、県 平 均（ 男 性 102.3、女 性 100.5）

も 下 回 っ て い る 。

· 地 域 が ん 診 療 連 携 拠点 病 院 で あ る 丹 波 医 療 セ ン タ ー を中 心 に 、各 医 療 機 関 と 連 携

し 、 外 来 、 入 院 に よる 手 術 ・ 抗 が ん 剤 ・放 射 線 治 療 等 を 行 って い る 。

· 緩 和 ケ ア 病 棟 を 有 する 拠 点 病 院 や 、訪 問 診 療・訪 問 看 護 等 に よ り 、タ ー ミ ナ ル ケ

ア （ 終 末 期 ） に も 対応 し た 医 療 提 供 体 制の 構 築 に 取 り 組 ん でい る 。

(3) 心 疾 患

· 心 疾 患 全 体 の 標 準 化死 亡 比（ H28～ R2）は 男 性 100.5、女 性 112.2 で 、県 平 均（ 男

性 97.4、 女 性 101.3） を 上 回 り 、 と く に急 性 心 筋 梗 塞 は 男 性 150.8、 女 性 151.6

で 県 平 均 （ 男 性 115.9、 女 性 115.6） を 大き く 上 回 っ て い る 。

· 循 環 器 救 急 に つ い ては 、急 性 期 医 療 機 能を 有 す る 病 院 で 対 応し て い る 。丹 波 医 療

セ ン タ ー で は 24 時 間 PCI が 可 能 で 、虚 血 性 心 疾 患 に 対す る 経 皮 的 冠 動 脈 ステ ン

ト 手 術 も 多 く 行 わ れて い る 。

· 心 臓 血 管 外 科 専 門 医の 圏 域 内 確 保 は 難 しい 現 状 に あ り 、大 学 病 院 や 他 圏 域 の医 療

機 関 へ の 紹 介 に よ り対 応 し て い る 。

(4) 脳 血 管 疾 患

· 死 因 別 死 亡 割 合 は 減少 傾 向 に あ る が 、標 準 化 死 亡 比（ H28～R2）は 男 性 102.2、女

性 109.3 で 、 県 平 均 （ 男 性 96.8、 女 性 92.5） を 上 回 っ て い る。

· 圏 域 内 で 脳 神 経 内 科・外 科 の 診 療 提 供 体制 の 整 備 に 取 り 組 んで お り 、丹 波 医 療 セ

ン タ ー で は 2021 年 か ら 脳 神 経 外 科医 の 常 勤 が 実 現 し 、t-PA 静 注 療 法 や 経 皮的 血

栓 回 収 、脳 出 血 に かか る 手 術 も 可 能 と なり 、脳 卒 中 症 例 の 入院 診 療 が 拡 大 さ れ て

い る 。ま た 、同 セ ン タ ー で は 回 復期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョン 病 棟 も 設 置 さ れ 、急 性 期

か ら 回 復 期 病 棟 を 経由 す る こ と で 、自 宅や 施 設 に 退 院 す る まで 一 貫 し た 治 療・リ

ハ ビ リ を 行 う こ と が可 能 と な っ て い る 。

· 脳 卒 中 の 回 復 期 医 療の 機 能 を 有 す る 病 院と し て は 、岡 本 病 院 、兵 庫 医 科 大 学 さ さ
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や ま 医 療 セ ン タ ー があ り 、同 セ ン タ ー は 回復 期 リ ハ ビ リ テ ー ショ ン 病 棟 を 設 置 し

て い る 。

(5) 精 神 疾 患

· 自 然 豊 か な 環 境 下 で、専 門 病 院 と 一 般 診療 所 が 存 在 し 、圏 域内 外 か ら 患 者 を 受 け

入 れ て い る が 、 精 神保 健 指 定 医 の 確 保 が難 し い 現 状 に あ る 。

· 自 殺 の 標 準 化 死 亡 比（ H28～ R2）は 男 性 142.8、女 性 94.3 で 、特 に 男 性 は 県 平 均

（ 102.2） を 大 き く 上回 っ て い る 。

· 高 齢 化 の 進 展 に よ り認 知 症 患 者 が 増 加 して お り 、丹 波 認 知 症 疾患 医 療 セ ン タ ー を

中 心 に 、認 知 症 疾 患の 鑑 別 診 断 や 相 談 支援 、地 域 保 健 医 療・介 護 関 係 者 へ の 研 修

等 が 行 わ れ て い る 。

(6) 在 宅 医 療 （ 資 料９ ， 10）

· 圏 域 の 後 期 高 齢 者(75 歳 以 上 )人 口 は 、2015 年 の 1.8 万 人 か ら 2030 年 に は 2.3 万

人 に 増 加 し 、以 降 人 数は 減 少 に 転 じ る が 、総 人 口 に 占 め る割 合 は 増 加 が 続 き、2015

年 の 17.3％ か ら 2030 年 に は 25.9％ 、 2050 年 に は 30％ を 超 え る と 見 込 ま れる 。

· 令 和 ５ 年 ６ 月 現 在 、 24 時 間 往 診 が 可 能 な 体 制 等 を 確 保 し て い る 在 宅 療 養 支 援 病

院 が ４ か 所 、 後 方 支援 病 院 ２ か 所 、 支 援 診 療 所 11 か 所 、 在 宅 療 養 支 援 歯 科診 療

所 11 か 所 、 訪 問 薬 局 24 か 所 が あ る 。

· 訪 問 看 護 実 施 件 数 は、2014 年 時 点 か ら 2020 年 ま で 、約 13％ 増（ 県 平 均：1.81％

増 ）と 大 幅 に 増 加 して い る 。精 神 科 在 宅患 者 へ の 訪 問 看 護 の実 施 も 、2017 年 頃 よ

り 250 件 前 後 の 実 施 を 継 続 し て いる 。

· 高 齢 者 は 重 複 疾 病 を 有 す る た め 、「 か か り つ け 」 を 普 及 啓 発 し 、 一 般 診 療 所 を は

じ め と す る 医 療 機 関 、 歯 科 、 薬 局 な ど で 実 践 し て お り 、 関 係 機 関 の 連 携 の も と 、

治 療 か ら 終 末 期 ま で、 看 取 り に も 重 き を置 い た 在 宅 支 援 が 行わ れ て い る 。

· 各 市 の 在 宅 医 療 介 護連 携 推 進 事 業 に お いて 、関 係 各 機 関 の 連 携強 化 、医 療 、介 護 、

介 護 予 防 、住 ま い 及 び 自 立 し た 日 常生 活 の 支 援 が 包 括 的に 確 保 さ れ る 体 制 づく り

が 推 進 さ れ て い る 。ま た 、看 取 り に つ いて 、患 者 、家 族 、医 療・ケ ア チ ー ム が事

前 に 相 談 ・ 計 画 す る ア ド バ ン ス ・ ケ ア ・ プ ラ ン ニ ン グ (ACP)の 普 及 啓 発 に 取 り 組

ん で い る 。

· 医 療 機 関 か ら 在 宅 へ の「 丹 波 圏 域 入 退 院調 整 ル ー ル 」を 策 定 し 、病 院 と ケ ア マ ネ

ジ ャ ー が 定 期 的 な 協議 を 継 続 し 、入 退 院 時 の 医 療・介 護 の 引 継 が 円 滑 化 し て いる 。

推 進 方 策

(1) 疾 病 対 策

· 生 活 習 慣 病 に つ い て、特 定 健 診 、特 定 保 健 指 導 の 受 診率・実 施 率 の 更 な る 向 上 と

的 確 な 保 健 指 導 の 実施 に よ り 、発 症 を 予防 す る 。が ん に つ いて は 早 期 発 見・早 期

治 療 に つ な が る よ う、 検 診 の 受 診 を 促 進す る 。（ 県 、 市 、 保 険者 、 各 健 診 機 関 ）

· 脳 血 管 疾 患 や 心 血 管疾 患 の 超 急 性 期 に おい て は 、早 期 治 療 が救 命 率 向 上 、予 後 改

善 に つ な が る こ と から 、夜 間・休 日 に お ける 圏 域 内 救 急 輪 番 の実 施 と 24 時 間 365

日 の 救 急 医 療 提 供 体制 を 維 持 す る 。ま た 、住 民 が 発 症 後 に 速 やか な 受 療 行 動 が と

れ る よ う 、正 し い 知 識 の 普 及 啓 発に 努 め る 。（ 医 療 機 関、県 、市 、関 係 団 体 な ど）
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· 超 急 性 期 か ら 急 性 期、回 復 期 、慢 性 期 まで 、患 者 の 状 態 に 適 し た 医 療 が 切 れ 目 な

く 提 供 さ れ る よ う 、関 係 機 関 の 緊 密 な 連携 を 図 り 、患 者 の 在宅 復 帰 と 効 率 的 な 病

床 利 用 に 努 め る 。（ 医 療 機 関 、 関 係機 関 ）

· 精 神 疾 患 に つ い て は、精 神 保 健 医 療 福 祉上 の ニ ー ズ を 有 す る方 が 、そ の 意 向 や ニ

ー ズ に 応 じ 、切 れ 目な く 医 療 、障 害 福 祉・介 護 そ の 他 の サ ービ ス を 利 用 し 、安 心

し て そ の 人 ら し い 地域 生 活 を 送 る こ と がで き る よ う 、地 域 にお け る 多 職 種・多 機

関 が 有 機 的 に 連 携 する 体 制 を 構 築 す る 。（ 県 、 市 、 医 療機 関 、 関 係 機 関 ）

· 行 政 と 関 係 機 関 等 が 連 携 し 、研 修 会 の 実 施や 相 談 窓 口 の 普 及 啓発 等 の 自 殺 対 策 に

取 り 組 む 。（ 県 、 市 、医 療 機 関 、 関 係 機 関）

· 認 知 症 に つ い て は 、か か り つ け 医 や 関 係機 関 の 連 携 に よ り 、早 期 診 断・早 期 対 応

を 促 進 す る 。（ 県 、 市 、 医 療 機 関 、関 係 機 関 ）

(2) 在 宅 医 療

· 在 宅 医 療 の 需 要 増 加 に 対 応 す る ため 、か か り つ け 医 によ る 往 診・急 変 時 等 対 応 に

加 え 、夜 間・休 日 など 在 宅 療 養（ 後 方 ）支 援 病 院 の バ ッ ク アッ プ 体 制 と 連 携 強 化

を 図 る 。（ 医 療 機 関 ）

· 「 丹 波 圏 域 入 退 院 調整 ル ー ル 」の 運 用 を継 続 し 、医 療・介 護 関 係 者 の 情 報 共 有 と

連 携 が 円 滑 に 行 え る体 制 を 強 化 す る 。（ 県 、 市 、 医 療 機関 、 関 係 機 関 ）

· 住 み 慣 れ た 地 域 で リハ ビ リ テ ー シ ョ ン を受 け ら れ る よ う 、圏 域 リ ハ ビ リ テ ーシ ョ

ン セ ン タ ー を 中 心 に、リ ハ ビ リ テ ー シ ョン 専 門 職 間 と と も に、ケ ア マ ネ ジ ャ ー 等

多 職 種 間 の 連 携 を 強化 す る 。（ 県 、 市 、 医療 機 関 、 関 係 機 関 ）

· 口 腔 内 の 不 調 が 病 状悪 化 に 繋 が る こ と から 、医 科・歯 科 連 携 を 強 化 し 、情 報 交 換

や 研 修 会 等 に よ り 口腔 機 能 の 維 持 向 上（ オー ラ ル フ レ イ ル 予 防）に 取 り 組 む 。（ 県 、

市 、 医 療 機 関 、 関 係機 関 ）

· Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 等 に より 、関 係 者 間 の 患 者や 医 療・介 護 資 源 に関 す る 情 報 共 有 の 効

率 化 を 図 る 。（ 医 療 機 関 、 関 係 機 関、 県 、 市 、）

· 看 取 り に つ い て は 、Ａ Ｃ Ｐ の 取 り 組 み を 推 進 し 、患 者 が 希 望す る 場 所 で 看 取 り を

行 う こ と が で き る 体 制 づ く り を 推 進 す る 。（ 県 、 市 、 医 療 機 関 、 関 係 機 関 、 関 係

団 体 ）

３ 備 え を 重 視 し た医 療 連 携 体 制 の 整 備

現 状 と 課 題

(1) 救 急 医 療 ・ 小 児救 急

· 圏 域 の 救 急 搬 送 人 数は 、令 和 ２ 、３ 年 は 新 型 コ ロ ナ 感 染症 拡 大 の 影 響 で 一 時的 に

減 少 し た が 、令 和 ４ 年 に は 過 去 最 多 の 5,453 人（ 各 市 消 防 年 報、概 況 ）と な り 増

加 傾 向 に あ る 。医 療機 関 へ の 収 容 所 要 時間 別 で み る と 、覚 知か ら 現 場 到 着 時 間 は

94.5％ が 20 分 未 満 、覚 知 か ら 病 院 収 容 まで は 67.3％ が 30 分 か ら 60 分 未 満 で 最

も 多 い 区 分 と な っ てい る 。病 院 収 容 ま で 60 分 以 上 は 全 体 の 13.6％ で 、60 分 か ら

120 分 未 満 が 大 半 であ る（ 兵 庫 県 消 防 防災 年 報 ）。消 防 救 急 活動 に お い て は 、よ り

迅 速 な 搬 送 の た め 、出 張 所 ・ 駐 在 所 等 を整 備 し て い る 。

· 三 次 救 急 に つ い て は 、丹 波 医 療 セ ン タ ー が三 次 的 機 能 病 院 と し て の 役 割 を 担っ て
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い る が 、圏 域 に 救 命救 急 セ ン タ ー が 未 設置 で あ り 、圏 域 で 対応 で き な い 重 篤 な 救

急 患 者 は 、県 の 広 域的 運 用 に よ る 救 急 車・ド ク タ ー ヘ リ で の圏 域 外 搬 送 が 行 わ れ

て い る 。

· 二 次 救 急 は 、 ５ 病 院 （ 丹 波 医 療 セ ン タ ー 、 兵 庫 医 科 大 学 さ さ や ま 医 療 セ ン タ ー 、

大 塚 病 院 、岡 本 病 院、に し き 記 念 病 院 ）に よ る 圏 域 内 輪 番 制に よ り 、休 日・夜 間

の 受 け 入 れ を 行 っ てい る 。自 病 院 内 で の 待 機 医 師 の 確保 が 難 し く 、提 携 大 学 病 院

等 か ら の 派 遣 応 援 に よ り 対 応 す る場 合 が あ る な ど 、安 定 的 な 人 員 の 確 保 が 課題 と

な っ て い る 。

· 一 次 救 急 に つ い て は、各 市 に お い て 、休 日(応 急 )診 療 所 を 医師 会・病 院 の 協 力 に

よ り 運 営 し て い る 。

· 小 児 救 急 医 療 に お いて は 、圏 域 内 二 次 を 県立 丹 波 医 療 セ ン タ ーと 兵 庫 医 科 大 学 さ

さ や ま 医 療 セ ン タ ー で 担 い 、 休 日 ・ 夜 間 に 対 応 し た 輪 番 制 に よ り 対 応 し て い る 。

一 次 救 急 が 無 い こ とか ら 、他 圏 域 医 療 機 関と の 連 携 に よ り 、体 制 を 維 持 し て いる 。

· 新 興 感 染 症 流 行 期 にお い て は 、受 入 病 院・医 療 ス タ ッ フ の 確 保 が 難 し く 、感 染 症

以 外 の 患 者 搬 送 に も困 難 を 招 い た 。今 後 は 感 染 拡 大 期 を想 定 し た 救 急 搬 送 体制 と 、

受 入 医 療 機 関 の 受 療・ 病 床 利 用 計 画 等 の整 備 が 必 要 と な る 。

(2) 周 産 期 医 療 ・ 小児 医 療

· 分 娩 取 扱 施 設 は 、 県 立 丹 波 医 療 セン タ ー と １ 診 療 所 の ２ 施 設で あ る 。

· 県 立 丹 波 医 療 セ ン ター は 、地 域 周 産 期 病院 と し て 、圏 域 外 の周 産 期 母 子 医 療 セ ン

タ ー と 連 携 し 、ハ イ リ ス ク の 妊 産 婦や 新 生 児 に 対 す る 二次 的 医 療 に 対 応 し てい る 。

· 小 児 医 療 に つ い て は、小 児 外 科 を 有 す る医 療 機 関 が な い た め、県 立 こ ど も 病 院 と

の 連 携 の も と 、二 次 か ら 三 次 へ の 搬送 対 応 に よ り 継 続 した 医 療 の 提 供 を 行 って い

る 。

· 周 産 期 ・ 小 児 と も に、 医 師 確 保 が 厳 し い状 況 が 続 い て い る 。

(3) 災 害 医 療 ・ 新 興感 染 症 発 生 ・ ま ん 延時 に お け る 医 療

· 県 立 丹 波 医 療 セ ン ター が 災 害 拠 点 病 院 の指 定 を 受 け 、屋 上 ヘ リ ポ ー ト や 医 療資 源

の 備 蓄 な ど の 整 備 管理 を 担 っ て い る 。

· 「 丹 波 地 域 災 害 時 保健 医 療 マ ニ ュ ア ル 」を 策 定 し 、災 害 急 性期 に お け る 各 関 係 機

関 ・ 団 体 の 連 携 と 役割 に つ い て 整 理 ・ 共有 し て い る 。

· 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ等 対 策 実 地 訓 練 や EMIS 入 力 訓 練 を 年 一 回継 続 し て 実 施 し て

い る 。

· 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 の 圏 域 内 感 染者 数 は 23,734 人 （ 令 和 2 年 3 月 1 日 か

ら 令 和 5 年 5 月 7 日 ま で ）で 、圏 域 人 口の 約 1/4 が 罹 患 し た 。一 日 あ た り の 最 大

新 規 感 染 者 数 は 、 令 和 4 年 8 月 24 日 の 315 人 で 、 同 年 7 月 から ９ 月 期 は 感 染 者

数 が 9,000 人 強 に お よ び 、 圏 域 内 医 療 体制 が ひ っ 迫 し た 。

· 圏 域 で は 、各 市 医 師会・一 般 診 療 所・病 院 の 協 力 の もと 、兵 庫 医 科 大 学 ささ や ま

医 療 セ ン タ ー で の メデ ィ カ ル チ ェ ッ ク によ る ト リ ア ー ジ 、軽 症 ～ 中 等 症 I の 患 者

は 発 熱 外 来 か ら 健 康福 祉 事 務 所 を 介 さ ず直 接 協 力 病 院 に 受 診連 絡 を 行 う 病 病・病

診 連 携 に よ り 対 応 した 。

· 県 立 丹 波 医 療 セ ン ター は 第 ２ 種 感 染 症 指定 医 療 機 関 に 指 定 され て お り 、中 等 症 Ⅱ
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以 上 の 入 院 患 者 に つい て 、感 染 症 病 床 ４床 と 、一 般 病 棟 の 一時 的 な 感 染 症 病 床 へ

の 切 り 替 え な ど に より 対 応 し た 。

· 市 、 医 療 機 関 の 連 携に よ り 、 住 民 へ の 大規 模 な ワ ク チ ン 接 種が 実 施 さ れ た 。

· 医 療 従 事 者 及 び 関 係 者 の 罹 患 ・ 出 勤 停 止 に よ る 人 手 不 足 が 深 刻 な 課 題 と な っ た 。

· 感 染 症 患 者 の 病 床 占有 に よ り 、感 染 症 以外 の 疾 病 に よ る 入 院患 者 の 受 入 停 止 、待

機 が 発 生 し た 。 救 急搬 送 に お い て も 、 搬送 ・ 受 入 困 難 な 状 況が 生 じ た 。

· 次 な る 新 興 感 染 症 等の 流 行 に 備 え た 圏 域 内 の 医 療 提 供体 制 に つ い て 、対 策 の 検 討

が 課 題 と な っ て い る。

推 進 方 策

(1)救 急 医 療 ・ 小 児 救急

· 増 加 が 予 想 さ れ る 高齢 者 等 の 救 急 搬 送 に対 応 す る た め 、二 次 救 急 病 院 群 輪 番制 等

の 救 急 体 制 を 維 持 し、医 師 確 保 に 努 め ると と も に 、高 度 、専 門 的 な 救 急 医療 の 確

保 に つ い て は 、 他 圏 域 ・ 隣 接 府 県 と の 連 携 の 維 持 ・ 強 化 を 図 る 。（ 県 、 市 、 医 療

機 関 ）

· 限 ら れ た 医 療 資 源 を有 効 に 活 用 す る た め 、救 急 外 来 の 受 診 や 救急 車 の 要 請 に 迷 う

場 合 に 利 用 可 能 な 電 話 相 談 窓 口 等 の 周 知 を 徹 底 す る 。（ 県 、 市 、 関 係 団 体 、 県 民

な ど ）

· 圏 域 医 療 に 必 要 な メデ ィ カ ル コ ン ト ロ ール（ 病 院 前 救 護 ）体 制 に つ い て 、研 修 や

訓 練 の 実 施 に よ り 充実 を 図 る 。（ 県 、 市 、医 療 機 関 、 関 係 機 関）

· 新 興 感 染 症 の 流 行 期や 大 規 模 災 害 を 見 据え た 搬 送・救 護・医 療 提 供 に つ い て検 討

し 、搬 送 、受 療 、病 床 利 用 等 計 画 につ い て 関 係 機 関 連 携の も と 整 備 を 行 う 。（ 県 、

市 、 医 療 機 関 、 関 係機 関 、 関 係 団 体 ）

(2) 周 産 期 医 療 ・ 小児 医 療

· 少 子 化 に よ り 分 娩 数等 の 減 少 が 見 込 ま れる が 、今 後 も 引 き 続 き医 師 確 保 等 に 努 め、

圏 域 内 で の 安 全 安 心 な 周 産 期 ・ 小 児 医 療 体 制 を 維 持 す る 。（ 県 、 市 、 医 療 機 関 、

関 係 機 関 ）

· 救 急 医 療 を は じ め 、時 間 外 分 娩 や 小 児 の夜 間 救 急 な ど 、医 療従 事 者 の 負 担 が 大 き

い こ と か ら 、 働 き 方改 革 に 沿 っ た 勤 務 環境 の 改 善 を 推 進 す る 。（ 医 療 機 関 ）

(3) 災 害 医 療 ・ 新 興感 染 症 発 生 ・ ま ん 延時 に お け る 医 療

· 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 対 応 時 の 経 験を 踏 ま え 、新 興 感 染 症 の 感 染 拡 大 時に 機

動 的 に 対 策 を 講 じ られ る よ う 、病 床 や 専門 人 材 の 確 保 、感 染 防 護 具 等 の 備蓄 、院

内 感 染 対 策 、各 関 係機 関 の 役 割 分 担 と 連携 等 の 基 本 的 事 項 につ い て 、平 時 か ら 行

政 ・ 医 療 関 係 者 間 で 検 討 を 行 い 準 備 す る 。（ 県 、 市 、 医 療 機 関 、 関 係 機 関 、 関 係

団 体 ）

· 県 と 病 院・診 療 所・薬 局・訪 問 看 護 事 業所 等 と の 協 定 締 結 によ り 、病 床 や 発 熱 外

来 、自 宅・宿 泊 療 養 者・高 齢 者 等 施 設 で の 療養 者 へ の 医 療 提 供 体制 の 確 保 を 図 る 。

（ 県 、 医 療 機 関 、 関係 機 関 ）

· 圏 域 で の 実 地 訓 練 や 各 種 情 報 シ ステ ム 訓 練 等 を 実 施 し 、万 一 の 災 害 に 備 え た 体 制

の 強 化 と 連 携 の 促 進を 図 る 。ま た 、全 県 での 各 種 訓 練 に も 積 極的 に 参 加 す る 。（ 県 、



第８部 圏域計画

第８章 丹波圏域

383

市 、 医 療 機 関 、 関 係機 関 、 関 係 団 体 ）

· 難 病 患 者 や 透 析 患 者等 、災 害 時 に も 配 慮 を要 す る 被 災 者 に 対 応で き る 体 制 の 構 築

に つ い て 検 討 を 進 める 。（ 県 、 市 、 医 療 機関 、 関 係 機 関 、 関 係団 体 ）

· DHEAT 要 員 の 育 成 や、災 害 時 に 設 置 す る「 丹 波 地 域 保 健 医 療情 報 セ ン タ ー 」の 確

立 等 、 保 健 所 の 体 制強 化 を 図 る 。（ 県 、 関 係 機 関 ）

○ 資 料 １ ： 医 師 数 ・ 歯 科 医 師数 ・ 薬 剤 師 数

資 料 ： 厚 生 労 働 省「 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 調 査 」、兵 庫 県 推 計 人 口

○ 資 料 ２ ： 保 健 師 ・ 助 産 師 ・看 護 師 ・ 准 看 護 師 数

資 料 ： 兵 庫 県「 令 和 ２ 年 末 兵 庫 県 内 看 護 師 等 業 務 従 事 者 届 の 集 計 」、兵 庫 県 推 計 人 口

○ 資 料 ３ ： 医 療 機 関 数

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 医 療 施 設 調 査 」、 兵 庫 県 推 計 人 口
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○ 資 料 4 ： 病 床 数

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 医 療 施 設 調 査 」、 兵 庫 県 推 計 人 口

○ 資 料 5 ： 病 床利 用 率・平 均 在 院 日数・１ 日 平 均 在 院 患者 数・１ 日 平 均 外 来患 者 数

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 病 院 報 告 」
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○ 資 料 6 ： 圏 域 別 入 院 割 合 （ 単 位 ： ％ ）

資 料 ： 兵 庫 県 「 入 院 患 者 調 査 」

○ 資 料 ７ ： 死 因 別 死 亡 数 ・ 死亡 割 合

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」
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○ 資 料 ８ ： 標 準 化 死 亡 比 （ SMR）

検定の＊は全国平均に比して有意(1%水準)に高いとき、 -＊は全国平均に比して有意(1%水準)に低いとき

資 料 ： 兵 庫 県 における死 亡 統 計 指 標 （ 兵 庫 県 立 健 康 科 学 研 究 所 ） より

○ 資 料 ９ ： 訪 問 診 療 ・ 訪 問 看護 等 実 施 件 数 資 料 ： 医 療 施 設 調 査 (動 態 ・ 静 態 )調 査

○ 資 料 10 ： 高 齢 化 率 ・ 自 宅 死・ 老 人 ホ ー ム 死 等 の 推 移
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第 ９ 章 淡 路 圏 域

地 域 の 特 性

淡 路 圏 域 は 、洲 本 市、南 あ わ じ 市 、淡 路 市 の 3 市 で 構 成 さ れ 、兵 庫 県 南 部 に 位 置す

る 島 で 、東 は 大 阪 湾、紀 淡 海 峡 を 隔 て て大 阪 府 、和 歌 山 県 に、南 は 大 鳴 門 橋 で 徳島 県

に 、 北 は 明 石 海 峡 大橋 で 神 戸 市 に 隣 接 して い る 。

面 積 は 595.63 ㎢ で県 全 体 の 7.1％ を 占 め 、 幹 線 道 路で あ る 国 道 28 号 （ 54.2 ㎞ ）

及 び 神 戸 淡 路 鳴 門 自動 車 道 (淡 路 IC～ 淡 路 島 南 IC） が 南 北 に縦 断 し て い る 。

高 齢 化 率（ 令 和５ 年 ２ 月 １ 日現 在 ）は 38.2％ で 、全 県（ 29.3％ ）を 大 き く 上 回り 、県

下 で 最 も 高 齢化 が 進 んだ 地 域 と な って い る 。

温 暖 な 気 候 と 自 然 、歴 史・文 化 や 食 材 など 多 彩 な 地 域 資 源 に恵 ま れ 農 水 産 業 や 地盤

産 業 、 観 光 業 が 盛 んな 地 域 で あ る 。

圏 域 の 重 点 的 な 取 組

１ 在 宅 医 療 の 維 持確 保

現 状 と 課 題

（ １ ） 後 期高 齢 者 人口 の 増 加 、 患者 の 在 宅復 帰 の 促 進 等に よ り 在宅 医 療 の 維 持確 保 が 必

要 と さ れ て いる が 、在 宅 療 養支 援 診 療 所 は H29 年 の 36 か 所 か ら R3 年 は 33 か 所 と

横 ば い か ら 減少 傾 向 にあ り 、 訪 問 診療 医 師 をは じ め と す る在 宅 医 療を 支 え る 人 材確

保 、 連 携 が 必要 で あ る。

（ ２ ）外 来 患 者推 計 では 、今 後 、外 来 患者 数 は 減 少に 向 か う こと が 予 測 され て い る が働

き 手 の 人 口 が減 少 す る淡 路 圏 域 で は今 後 も 人材 確 保 が 難 しい と 思 われ る 。

（ ３ ）在 宅 療 養支 援 病 院 は H29 年 の 1 か 所 か ら R2 年 は 3 か 所 へ 増 加。訪 問 看 護ス テ ー

シ ョ ン 16 か 所 は す べ て 24 時 間 対 応 を と っ て お り 1 か 所 当 た り の 常 勤 換 算 の看 護

職 員 数 は H29 年 3.7 人 か ら R2 年 は 5.3 人 と 増 加傾 向 に あ る。

推 進 方 策

現 在 の 診 療所 、 病 院 によ る 訪 問 診療 体 制 を 維持 し 地 域 包括 ケ ア シ ステ ム の 構 築の た

め 総 合 的 な 地域 医 療 ・介 護 の 連 携 体制 づ く りを め ざ す 。

・ 医 師 、 歯 科 医師 を は じ め と す る 在宅 医 療 を 支 え る 人 材確 保

・ 訪 問 診 療 医 の 確 保と 病 院 か ら の 訪 問 診療 の 役 割 分 担

・ 薬 剤 師 の 訪 問 薬 剤管 理 指 導 の 推 進

・ 医 療 と 介 護 関 係 者の 連 携 の 推 進

２ 疾 病 対 策

現 状 と 課 題

（ １ ）淡 路 圏 域 は 、人 口 減 少 、高 齢 化 が進 ん で い る 一 方 で 、65 歳 以 上 就 業 率 や 75 歳

以 上 就 業 率 が 県 下 で 一 番 高 く 、 高 齢 者 が 健 康 で あ れ ば 活 躍 で き る 素 地 が あ る こ

と か ら 、地 域 を 活 性化 し て い く た め に は、高 齢 者 の 健 康 の向 上 に 取 り 組 む必 要 が
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あ る 。

（ ２ ）疾 病 分 類 統計 、兵 庫 県 健 康 づ くり 実 態 調 査 、県 民 意 識 調 査 、県 立 淡 路 医療 セ ン

タ ー 等 実 施 の 調 査 など の 様 々 な 調 査 結 果を 踏 ま え 、高 齢 者 の 生 活 の 質・予 後 に 大

き く 関 わ り 、淡 路 に 特 に 多 く 今 後も 増 加 が 予 想 さ れ る代 表 的 な 疾 患・分 野 は「 心

不 全 」、「 骨 粗 鬆 症 と骨 折 」、「 口 腔 ケ ア と誤 嚥 性 肺 炎 」 で あ る。

推 進 方 策

「 心 不 全 」、「 骨 粗 鬆 症 と 骨 折」、「 口 腔 ケ ア と 誤 嚥性 肺 炎 」を 重 点 取 組 疾 患・分 野

と し て 「 あ わ じ 健 康長 寿 の 島 づ く り 」 に関 係 機 関 が 連 携 し て取 り 組 む 。

・基 幹 救 急 医療 機 関 で あ る 県立 淡 路 医 療 セ ン タ ーに お い て 、同 意 の 得 ら れた 心 不

全 患 者 を「 く に う みレ ジ ス ト リ ー 」と し て 全 例 登 録 し、定 期 的 に 心 臓 の 包括 的

な チ ェ ッ ク を 行 い、早 期 の 治 療 介 入 に よる 院 内 死 亡 率 、再 入院 率 の 大 幅 な 改 善

効 果 を あ げ て お り 、島 内 関 係 機 関 の 連 携の 下 、 取 り 組 み を 更に 進 め る 。

・い き い き 百歳 体 操・か み か み 百歳 体 操 等 の 身 近な 地 域 で の 取 り 組 みが 更 に 広 が

る よ う 支 援 を 継 続 する 。ま た 、市 、医 師 会 、歯 科 医 師 会 等 が 連携 し て 実 施 す る

フ レ イ ル 外 来 、フ レイ ル・オ ー ラ ル フレ イ ル 予 防 健 診等 の 対 策 の 推 進 を 図る 。

・「 あ わ じ 健 康 長 寿 の島 づ く り プ ロ ジ ェ クト 会 議 」等 に よ り 関係 機 関 の 取 り 組 み

を 共 有 し 淡 路 地 域 全 体 で の 取 り 組 み の 方 向 性 を 検 討 す る こ と で 対 策 を よ り 実

効 性 の あ る も の と して い く 。

３ 災 害 医 療

現 状 と 課 題

（ １ ）南 海 ト ラ フ で発 生 す る M8～ 9 ク ラ ス の 地 震 の 確率 は 今 後 30 年 以 内 で 70～ 80％

程 度 と 予 測 さ れ て おり 、 淡 路 島 は 県 内 でも 最 大 規 模 の 被 害 想定 が さ れ て い る 。

（ ２ ）南 海 ト ラ フ 地震 に よ る 淡 路 島 の 被害 想 定 は 死 者 2,827 名 、負 傷 者 約 7,945 名 う

ち 重 傷 者 は 1,872 名 。 避 難 者 は 20,276 名 （ 冬 早 朝 5 時 ） と 想 定 さ れ て い る。

（ ３ ）圏 域 内 の 関 係 機関 が 迅 速 に 初 動 体 制を 確 立 し 関 係 機 関 の連 携 に よ り 保 健 医 療体

制 を 確 立 す る 必 要 があ る 。

推 進 方 策

大 規 模 災 害 が 発 生 し た 場 合 、 健 康 福 祉 事 務 所 (保 健 所 )が 「 地 域 保 健 医 療 情 報 セ

ン タ ー 」機 能 を 担 うこ と と さ れ て い る 。そ の た め 、災 害 拠 点病 院（ 県 立 淡 路 医 療

セ ン タ ー ）、医 師 会 、各 医 療 機 関 、広 域 消 防 、各 市 等 と 連 携 した 災 害 時 救 急 医 療 体

制 の 充 実・強 化 に 向け た 取 り 組 み を 継 続 的 に 進 め 、災 害 時 に必 要 な 保 健 及 び 医 療

が 、 地 域 で 適 切 か つス ム ー ズ に 提 供 で きる 体 制 を 確 保 す る 。

・「 地 域 保 健 医 療 対 策会 議 」 の 開 催

関 係 機 関 の 連 携 体 制を 確 認 す る と と も に 、「 災 害 時 保 健 医 療 マニ ュ ア ル 」の

内 容 の 充 実 を 図 る 。

・ 各 関 係 機 関 と 連 携し 訓 練 や 研 修 を 実 施し 発 災 に 備 え る 。
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関 連 デ ー タ

将 来 推 計 人 口 ： 図 １

淡 路 圏 域 の 総 人 口 は 、 減 少 を 続 け て い る 。 さ ら に 、 高 齢 者 人 口 も 実 数 で み る と 減 少 局

面 に 入 っ て い る も のの 比 率 で み る と 増 加し 、後 期 高 齢 者 人 口 は 実 数 も 2030 年 ま で 増加

し 、そ の 後 も 比 率 とし て は 増 加 す る こ とが 推 測 さ れ て い る 。一 方 で 、生 産 年 齢 は 減 少の

一 途 を た ど り 2025 年 の 58,859 人 か ら 2030 年 に は 53,475 人 と ５ 年 間 で 約 ５ 千 人 減少

し そ の 後 も 減 少 す るこ と が 推 計 さ れ て いる 。

資 料 ： 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 「 将 来 推 計 人 口 」（ 2018 年 3 月 推 計 ）

人 口 動 態 ： 表 １

淡 路 圏 域 の 出 生 数 は年 々 減 少 し て い る 。死 亡 数 は ２ 千 人 前 後で 推 移 し て い る 。

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」
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出生数 死亡数 周産期死亡数

H26 (2014) 937 2,024 0

H27 (2015) 931 2,141 4

H28 (2016) 948 2,054 1

H29 (2017) 879 1,978 3

H30 (2018) 734 2,167 1

R1 (2019) 749 1,986 1

R2 (2020) 721 1,975 2

R3 (2021) 618 2,049 3
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死 因 別 死 亡 数 令 和 ３ 年 (2021)： 表 ２

死 因 別 死 亡 数 で は悪 性 新 生 物 が 最 も 多く 、次 い で 、心 疾 患 、老 衰 、脳 血 管 疾 患、肺

炎 の 順 と な っ て い る。

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」

死 因 別 死 亡 割 合 令 和 ３ 年 (2021)： 図 ２

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」

死 因 別 の 標 準 化 死 亡比 （ Ｓ Ｍ Ｒ ） 平 成 28 年 ～ 令 和 ２ 年 （ 2016～ 2020)： 表 ３

全 国 と 比 較 し 、 男 女と も に 有 意 に 高 い 死因 は 心 不 全 で あ る 。

資 料 ： 兵 庫 県 立 健 康 科 学 研 究 所 「 兵 庫 県 に お け る 死 亡 統 計 指 標 」

急性⼼筋梗塞 その他虚⾎性⼼疾患 ⼼不全

男 1,012 320 9 11 4 164 28 23 73
⼥ 1,037 196 8 26 11 214 21 19 136
計 2,049 516 17 37 15 378 49 42 209

くも膜下出⾎ 脳内出⾎ 脳梗塞

男 51 7 22 20 66 41 13 16 68 18
⼥ 83 8 18 52 61 27 10 15 164 16

計 134 15 40 72 127 68 23 31 232 34

⼼疾患

⾃殺⽼衰脳⾎管疾患 肺炎
誤嚥性
肺炎

肝疾患 腎不全

全死因 悪性新⽣物 糖尿病
⾎管性及び詳
細不明の認知

症
⾼⾎圧性疾患

急性心筋梗塞 その他虚血性心疾患 心不全

男 98.8 103.6 57.9 98.0 105.9 109.7 88.2 124.2

女 97.8 101.7 83.3 107.8 114.1 105.7 84.6 139.4

男 98.6 102.3 101.7 81.3 97.4 115.9 91.1 105.1

女 99.1 100.5 100.5 97.2 101.3 115.6 82.3 110.3

くも膜下出血 脳内出血 脳梗塞

男 86.2 159.5 68.8 84.0 91.6 99.9 80.7 83.0 125.9

女 81.9 111.3 72.0 77.3 89.5 84.4 103.6 84.5 110.7

男 96.8 120.2 92.1 93.2 69.2 108.0 104.0 91.3 102.2

女 92.5 99.3 90.8 89.2 67.4 106.1 108.6 96.2 101.3

:全国平均(=100)に比して有意(1%水準)に高い
:全国平均(=100)に比して有意(1%水準)に低い

兵庫県

全死因

脳血管疾患 肺炎

淡路圏域

兵庫県

淡路圏域

肝疾患 腎不全 老衰 自殺

悪性新生物 糖尿病 高血圧性疾患 心疾患



第８部 圏域計画

第９章 淡路圏域

391

病 院 ・ 診 療 所 施 設 数 令 和 ３ 年 (2021)： 表 ４

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 医 療 施 設 調 査 」、 兵 庫 県 推 計 人 口

医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬剤 師 数 令 和 ２ 年 (2020)： 表 ５

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 調 査 」、 兵 庫 県 推 計 人 口

保 健 師 ・ 助 産 師 ・ 看護 師 ・ 准 看 護 師 数 令 和 ２ 年 (2020)： 表 ６

資 料 ： 令 和 2 年 兵 庫 県 看 護 師 等 業 務 従 事 者 届 、 兵 庫 県 推 計 人 口

他 圏 域 と の 患 者 流動 ： 表 ７

資 料 ： 兵 庫 県 「 入 院 患 者 調 査 」

必 要 病 床 数 推 計 ： 表８

病 院 一般診療所 歯科診療所

総数 人口10万比 総数 人口10万比 総数 人口10万比

淡路圏域 11 8.7 133 105.5 73 57.9

兵庫県 347 6.4 5,192 95.6 2,971 54.7

医師 歯科医師 薬剤師

実数 人口10万比 実数 人口10万比 実数 人口10万比

洲本市 199 483.3 36 87.4 118 286.6

南あわじ市 58 131.5 33 74.8 87 197.2

淡路市 65 155.0 26 62.0 79 188.4

淡路圏域 322 253.1 95 74.7 284 223.2

兵庫県 15,133 277.0 4,141 75.8 15,663 286.8

保健師 助産師 看護師 准看護師

実数 人口10万比 実数 人口10万比 実数 人口10万比 実数 人口10万比

洲本市 32 77.7 34 82.6 761 1,848.3 145 352.2

南あわじ市 15 34.0 0 0 290 657.4 172 389.9

淡路市 28 66.8 5 11.9 363 865.5 148 352.9

淡路圏域 75 58.9 39 30.7 1,414 1,111.4 465 365.5

兵庫県 1,903 34.8 1493 27.3 57,521 1,053.1 9,619 176.1

合　計

神　戸 阪神南 阪神北 東播磨 北播磨 中播磨 西播磨 但　馬 丹　波 淡　路

実数 60 6 3 26 7 3 3 0 1 1,252 1,361

割合 4.4% 0.4% 0.2% 1.9% 0.5% 0.2% 0.2% 0.0% 0.1% 92.0% 100.0%

施 設 所 在 地

淡路
患者所在地

H30(2018) R3(2021) R7(2025)

病床機能報告 推計ツール

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 最大使用病床数 必要病床数

高度急性期 99 99 98 85 99

急性期 601 601 628 506 328

回復期 277 271 277 257 438

慢性期 784 782 752 739 559

休棟 40 21

計 1,801 1,753 1,776 1,587 1,424

病床機能
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在 宅 療 養 支 援 病 院 数、 在 宅 療 養 支 援 診 療所 数 、 訪 問 看 護 ス テー シ ョ ン 数 ： 表 ９

資 料 ： 厚 生 労 働 省 在 宅 医 療 に か か る 地 域 別 デ ー タ 集

在 宅 療 養 支 援 病 院 、 在 宅 療 養 支 援 診 療 所 は 厚 生 局 届 出 施 設 数

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン は 介 護 サ ー ビ ス 施 設 ・ 事 業 所 調 査

訪 問 診 療 ・ 歯 科 訪 問診 療 ： 表 10

資 料 ： 厚 生 労 働 省 在 宅 医 療 に か か る 地 域 別 デ ー タ 集

厚 生 労 働 省 医 療 施 設 調 査

実 施 件 数 は 各 年 の 9 月 分

（施設) （施設) （施設) （施設) （施設) （施設) （施設) （施設) （施設) (⼈) (⼈)

洲本市 0 0 0 0 13 0 3 10 8 24 23

南あわじ市 2 0 0 2 12 0 0 12 4 11 11

淡路市 0 0 0 0 11 0 0 11 4 24 25

淡路圏域 2 0 0 2 36 0 3 33 16 59 59

洲本市 0 0 0 0 10 0 3 7 8 33 34

南あわじ市 2 0 0 2 11 0 0 11 5 14 14

淡路市 0 0 0 0 11 0 0 11 4 28 28

淡路圏域 2 0 0 2 32 0 3 29 17 75 76

洲本市 0 0 0 0 10 0 3 7   7 41 41

南あわじ市 2 0 0 2 11 0 0 11   4 15 15

淡路市 1 0 0 1 12 0 0 12   4 26 26

淡路圏域 3 0 0 3 33 0 3 30 15 82 82

洲本市 0 0 0 0 9 0 2 7   7 40 40

南あわじ市 2 0 0 2 11 0 0 11   4 15 15

淡路市 1 0 0 1 12 0 0 12   4 26 26

淡路圏域 3 0 0 3 32 0 2 30 15 81 81

洲本市 1 0 1 0 10 0 3 7   7 41 41

南あわじ市 2 0 0 2 10 0 0 10   5 21 21

淡路市 1 0 0 1 13 0 0 13   4 23 23

淡路圏域 4 0 1 3 33 0 3 30 16 85 85

R3

H29

H30

R1

R2

うち機能
強化型

（連携）

うち従来
型

訪問看護
ステー
ション

訪問看護ス
テーション
の看護職員
数（常勤換

算）

うち24時間
対応のSTの
看護職員数
（常勤換

算）

うち機能
強化型

（単独）

在宅療養
⽀援病院

在宅療養
⽀援診療

所

うち
機能強化
型（単
独）

うち機能
強化型

（連携）

うち従来
型

施設数 実施件数 施設数 実施件数 施設数 実施件数 施設数 実施件数 施設数 実施件数 施設数 実施件数 施設数 実施件数 施設数 実施件数
（施設) （件） （施設) （件） （施設) （件） （施設) （件） （施設) （件） （施設) （件） （施設) （件） （施設) （件）

洲本市 0 0 0 0 0 0 18 383 10 194 8 189 1 3 3 17

南あわじ市 3 122 1 11 2 111 12 179 9 151 3 28 4 4 6 53

淡路市 1 2 0 0 1 2 18 324 10 249 8 75 5 7 9 180

淡路圏域 4 124 1 11 3 113 48 886 29 594 19 292 10 14 18 250

洲本市 1 3 1 3 0 0 15 397 9 330 6 67 2 7 3 20

南あわじ市 3 70 1 7 2 63 9 94 7 92 2 2 1 3 6 24

淡路市 3 96 1 9 2 87 16 388 11 286 5 102 3 4 9 44

淡路圏域 7 169 3 19 4 150 40 879 27 708 13 171 6 14 18 88

H29

R2

訪問診療を実施する
病院数

訪問診療 ⻭科訪問診療（診療所）

うち、在宅療養
⽀援病院

うち、在宅療養
⽀援病院以外

うち､在宅療養
⽀援診療所

うち､在宅療養
⽀援診療所以外

施設居宅
訪問診療を実施する

⼀般診療所数
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場 所 別 の 死 亡 数 令 和 ３ 年 (2021)： 表 11

資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」

外 来 ・ 入 院 レ セ プ ト件 数 順 位 （ 生 活 習 慣病 ） 淡 路 圏 域 令 和 ３ 年 (2021)： 表 12

資 料 ： 兵 庫 県 「 令 和 3 年 度 医 療 費 分 析 資 料 」

要 介 護 者 の 有 病 状 況 令 和 3 年 (2021)： 表 13

資 料 ： 兵 庫 県 「 令 和 3 年 度 医 療 費 分 析 資 料 」

病　　院 診療所
介護老人
保健施設

老人ホーム 自　　宅 その他 総　数

1,417 2 38 222 338 32 2,049

69.2% 0.1% 1.9% 10.8% 16.5% 1.6% 100%

38,909 687 2,001 5,982 12,923 1,478 61,980

62.8% 1.1% 3.2% 9.7% 20.9% 2.4% 100%

淡路圏域

兵庫県

外来レセプト件数順位 入院レセプト件数
1 高血圧症 40,128 1 精神 1,361
2 筋・骨格 29,134 2 がん 1,120
3 糖尿病 26,631 3 筋・骨格 759
4 脂質異常症 25,039 4 脳梗塞 218
5 精神 13,278 5 狭心症 145
6 がん 10,050 6 脳出血 142
7 狭心症 2,007 7 糖尿病 87
8 脳梗塞 1,313 8 高血圧症 36
9 脂肪肝 749 9 心筋梗塞 24

10 高尿酸血症 730 10 脂質異常症 11
11 動脈硬化症 274 11 動脈硬化症 11
12 心筋梗塞 147 12 高尿酸血症 4
13 脳出血 125 13 脂肪肝 2

基礎疾患 循環器疾患 その他

糖尿病 糖尿病合併症 心臓病 脳血管疾患 がん 精神 筋・骨格 難病

2,611 219 6,792 2,306 1,337 3,763 5,885 306

26.9% 2.3% 70.1% 23.8% 13.8% 38.8% 60.7% 3.2%

86,084 11,832 207,638 75,971 42,482 121,027 183,623 12,019

26.8% 3.7% 64.7% 23.7% 13.2% 37.7% 57.2% 3.7%

淡路圏域

兵庫県
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外 来 患 者 数 の 推 計 （淡 路 圏 域 ）： 図 ３

資 料 ： 産 業 医 科 大 学 公 衆 衛 生 学 教 室 地 域 別 人 口 変 化 分 析 ツ ー ル （ AJAPA）

入 院 患 者 数 の 推 計 （淡 路 圏 域 ）： 図 ４

資 料 ： 産 業 医 科 大 学 公 衆 衛 生 学 教 室 地 域 別 人 口 変 化 分 析 ツ ー ル （ AJAPA）

ſ 9循環器系の疾患

ſ 13筋骨格系及び結合組織の疾患

ſ 6神経系の疾患

ſ 2新生物

ſ 14腎尿路生殖系の疾患

ſ 7眼及び付属器の疾患

ſ 4内分泌、栄養及び代謝疾患

ſ 総数

ſ 8耳及び乳様突起の疾患

ſ 1感染症及び寄生虫

ſ 11消化器系の疾患

ſ 12皮膚及び皮下組織の疾患

ſ 5神経及び行動の障害

ſ 10呼吸器系の疾患

ſ 3血液及び免疫構造の障害

ſ 15妊娠、分娩及び産じょく

ſ 10呼吸器系の疾患

ſ 9循環器系の疾患

ſ 6神経系の疾患

ſ 14腎尿路生殖系の疾患

ſ 12皮膚及び皮下組織の疾患

ſ 3血液及び免疫構造の障害

ſ 11消化器系の疾患

ſ 総数

ſ 4内分泌、栄養及び代謝疾患

ſ 1感染症及び寄生虫

ſ 7眼及び付属器の疾患

ſ 2新生物

ſ 8耳及び乳様突起の疾患

ſ 5神経及び行動の障害

ſ 15妊娠、分娩及び産じょく



395

【第９部】

計画の推進と進行管理
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第９部 計画の推進と進行管理

保 健 医 療 計 画 は 、県 民 の 健 康 を 保健・医 療 の 両 面 か ら支 援 す る た め の 県 の計 画 で あ る

と 同 時 に 、県 民 、関 係 機 関 、関 係 団 体、市 町 等 の 参 画 と 協 働の も と 、そ れ ぞ れ が取 り 組

む べ き 基 本 的 指 針 （ガ イ ド ラ イ ン ） と して の 性 格 を も つ 。

し た が っ て 、計 画 に掲 げ る 各 項 目 の 推 進方 策 に つ い て は 、そ れ ぞ れ 推 進 主体 が そ れ ぞ

れ の 役 割 分 担 の も と 相 互 に 連 携 を し な が ら 、 達 成 に 向 け て 取 り 組 み を 展 開 す る 必 要 が

あ る 。

第 １ 章 計 画 の 推進 体 制

１ １ 次 保 健 医 療 圏 域 （ 市 町 ）

１ 次 保 健 医 療 圏 域 は 、 基 本 的 な 保 健 サ ー ビ ス の 提 供 と プ ラ イ マ リ ー ケ ア の 確 保

を 図 る 単 位 で あ る 。

こ の た め 、市 町 は 、県 健 康 福 祉 事 務所 や 保 健 医 療 関 係 団体 と 協 力 し て 、計 画 的 に

保 健 事 業 を 展 開 す る。

２ ２ 次 保 健 医 療 圏 域 （ ８ 圏 域 ）

２ 次 保 健 医 療 圏 域 は、入 院 医 療 の 確 保 を図 り 、医 療 提 供 体 制の 確 保 を 図 る 基 本 的

な 区 域 で あ る 。こ のた め 、保 健 医 療 福 祉関 係 団 体 や 保 健 医 療福 祉 施 設 な ど に よ り包

括 的 な 保 健 医 療 提 供体 制 の ネ ッ ト ワ ー ク化 を 推 進 す る 。

県 民 局・県 民 セ ン タ ー は 、健 康 福 祉 推 進協 議 会 の 意 見 を 聴 きな が ら 、県 民 、関 係

機 関 、関 係 団 体 を 含め 計 画 を 幅 広 く 推 進す る と と も に 、定 期 的 に 進 捗 状 況を 把 握・

評 価 し 、 そ の 評 価 を踏 ま え て 、 さ ら な る 推 進 を 図 る もの と す る 。

【 ２ 次 保 健 医 療 圏 域に お け る 推 進 体 制 】

事 務 局

３ ３ 次 保 健 医 療 圏 域 （ 全 県 ）

高 度 特 殊 な 保 健 医 療 サ ー ビ ス を 提 供 し 、 保 健 医 療 ネ ッ ト ワ ー ク の 完 結 を め ざ す

区 域 で あ る 。こ の ため 、県 が 各 分 野 の推 進 状 況 と 推 進上 の 課 題 を 把 握 し、推 進 のた

め の 支 援 や 基 盤 整 備を 行 う 。

全 県 に お け る 保 健 医療 計 画 の 進 捗 状 況 につ い て は 、県 が 定 期的 に 把 握 し 、必 要 に

健 康 づ く り 部 会

学 識 経 験 者 、保 健 医 療福 祉 関 係 団 体、
保 健 医 療 福 祉施 設 、 市町 な ど

医 療 部 会

介 護 ・ 福 祉 部 会

県 民 局 ・ 県 民 セ ンタ ー

（ 健 康 福 祉 事務 所 ）

健 康 福 祉 推 進 協 議 会
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応 じ て 県 医 療 審 議 会 あ る い は 個 別 分 野 に 関 し て 設 置 さ れ て い る 協 議 会 な ど の 意 見

を 聴 い て 、 評 価 を 行い 、 さ ら な る 推 進 を図 る 。

ま た 、救 急 医 療、周 産 期 医 療 、脳 卒 中 や 急性 心 筋 梗 塞 の 急 性 期医 療 な ど の 分 野 に

つ い て 、府 県 域 を 越え た 円 滑 な 搬 送 や 医療 連 携 が 行 わ れ る よう 、必 要 に 応 じ て 府県

間 の 協 議 の 場 を 設 ける 。

【 ３ 次 保 健 医 療 圏 域に お け る 推 進 体 制 】

医 療 審 議 会
県

（ 関 係 課 連 絡 会 議 ）

第 ２ 章 計 画 の 進行 管 理

本 計 画 に 定 め る 施 策は 、Ｐ Ｄ Ｃ Ａ（ 計 画 →実 行 → 評 価 → 改 善）の サ イ ク ル に 基 づ い

た 着 実 な 推 進 を 図 る。

全 県 の 数 値 目 標 一 覧

部 章 項 目 数 値 目 標

保
健
医
療
提
供
体
制

の
基
盤
整
備

保 健 医 療 ・

介 護 従 事 者

保 健 師
○ 保 健 師 数 (常 勤 換 算 数)

2,033 人 （ R4） → 2,137 人 （ R11）

助 産 師
○ 助 産 師 数 (常 勤 換 算 数)

1,394 人 （ R4） → 1,748 人 （ R11）

看 護 職 員

○ 特 定 行 為 研 修 を 修了 し た 看 護 師 数 （ 実人 数 ）

221 人 （ R4） → 950 人 （ R11）

○ 看 護 職 員 数(保 健 師 ･助 産 師 含 む ）(常 勤 換 算 数)

62,972 人 (R4)→ 69,700～ 69,728 人 （ R11）

５
疾
病
５
事
業
及
び
在
宅

医
療
の
医
療
連
携
体
制
の

構
築

が ん 対 策

○ が ん の 年 齢 調 整 罹患 率 （ 人 口 10 万 対 ）

397.9（ R1） → 全 国 10 位 以 内 （ R8）

○ が ん に よ る 75 歳 未 満 年 齢 調 整 死亡 率（ 人 口 10 万 対 ）

66.9（ R3） → 全 国 平 均 よ り ５ ％以 上 低 い 状 態(R9)

脳 卒 中 対 策

○ 健 康 寿 命 の 延 伸

男 性 ： 80.41（ R2） → ３ 年 以 上 の 延 伸 (2040 年 ま で )

女 性 ： 84.93（ R2） → ３ 年 以 上 の 延 伸 (2040 年 ま で )

○ 脳 血 管 疾 患 に よ る年 齢 調 整 死 亡 率 の 引き 下 げ

男 性 ： 36.9（H27) → 減 少 (R11)

女 性 ： 19.1（H27） → 減 少 （R11)

個 別 分 野 に 関 す る 既存 の 協 議 会 県 民 局 ・ 県 民 セ ン ター
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部 章 項 目 数 値 目 標

５
疾
病
５
事
業
及
び
在
宅
医
療
の
医
療
連
携
体
制
の
構
築

心 血 管 疾 患 対 策

○ 健 康 寿 命 の 延 伸

男 性 ： 80.41（ R2） → ３ 年 以 上 の 延 伸 (2040 年 ま で )

女 性 ： 84.93（ R2） → ３ 年 以 上 の 延 伸 (2040 年 ま で )

○ 心 疾 患 に よ る 年 齢調 整 死 亡 率 の 引 き 下げ

男 性 ： 18.5（H27) → 減 少 (R11)

女 性 ： 7.6（H27） → 減 少 （R11)

糖 尿 病 対 策

○ 糖 尿 病 に よ る 年 齢調 整 死 亡 率 の 引 き 下げ

男 性 ： 6.0（ H27) → 減 少 (R11)

女 性 ： 2.6（ H27） → 減 少 （R11)

精 神 疾 患 対 策

○ 年 間 自 殺 死 亡 者

947 人 （ R4） → 600 人 以 下 （ R9）

○ 精 神 病 床 に お け る入 院 需 要 （ 患 者 数 ）

9,463 人 （ R4） → 9,236 人 （ R8）

う ち １ 年 以 上 入 院 患者 数

5,672 人 （ R4） → 5,102 人 （ R8）

3,550 人 → 3,099 人 （ 65 歳 以 上 ）

2,122 人 → 2,003 人 （ 65 歳 未 満 ）

○ 精 神 病 床 に お け る入 院 後 の 退 院 率

３ か 月 時 点 63.1%（ R2） → 68.9%（ R8）

６ か 月 時 点 80.9%（ R2） → 84.5%（ R8）

１ 年 時 点 88.6%（ R2） → 91.0%（ R8）

○ 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉関 係 者 に よ る 協 議 の場 の 設 置

全 障 害 保 健 福 祉 圏域 ご と に 設 置 を 維 持（ R4～ R11）

救 急 医 療
○ 救 命 救 急 セ ン タ ー充 実 段 階 評 価 『S』 の 割 合

40%（ R4） → 70%（ R11）

小 児 医 療
○ 乳 児 死 亡 率

1.2（ R4） → 全 国 平 均 以 下 を 維 持（ R11）

災 害 医 療
○ 災 害 拠 点 病 院 ご との 統 括 DMAT 数

19 機 関 33 人 （ R5） → 19 機 関 47 人 （ R11）

周 産 期 医 療
○ 周 産 期 死 亡 率

3.4（ R4） → 減 少 （R11）

へ き 地 医 療
○ 県 で 養 成 す る へ き地 等 勤 務 医 師 数

145 人 （ R5） → 183 人 （ R8）
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部 章 項 目 数 値 目 標

５
疾
病
５
事
業
及
び
在
宅
医
療
の
医
療
連
携
体
制
の
構
築

在 宅 医 療

○ 訪 問 診 療 を 実 施 して い る 病 院 ・ 診 療 所数

1,678 箇 所 （ R3） → 1,958 箇 所 （ R7）

○ 在 宅 療 養 支 援 病 院・ 診 療 所 数

1,061 箇 所 （ R5） → 1,143 箇 所 （ R7）

○ 24 時 間 対 応 体 制 加算 の 届 出 訪 問 看 護 ステ ー シ ョ ン 数

830 箇 所 （ R5） → 894 箇 所 （ R7）

○ 在 宅 療 養 支 援 歯 科 診 療 所 数

478 箇 所 （ R5） → 515 箇 所 （ R7）

○ 訪 問 歯 科 診 療 を 実施 し て い る 診 療 所 数

1,129 箇 所 （ R4） → 1,318 箇 所 （ R7）

○ 訪 問 歯 科 診 療 を 実施 し て い る 病 院 数

７ 箇 所 （ R3） → ９ 箇 所 （ R7）

○ 訪 問 薬 剤 指 導 を 実施 し て い る 薬 局 数

1,542 箇 所 （ R5） → 1,661 箇 所 (R7)

○ 機 能 強 化 型 訪 問 看護 ス テ ー シ ョ ン を 有す る 圏 域 の 数

在 宅 医 療 圏 域 27 圏 域(R5)→ 全 40 圏 域 (R11)

○ 訪 問 栄 養 食 事 指 導を 実 施 し て い る 診 療 所 数

562 箇 所 （ R5） → 674 箇 所 (R7)

○ 退 院 支 援 加 算 の 届出 病 院 ・ 診 療 所 数

224 箇 所 （ R4） → 242 箇 所 (R7)

○ 地 域 包 括 ケ ア 病 床を 有 す る 圏 域 の 数

在 宅 医 療 圏 域 38 圏 域(R5)→ 全 40 圏 域 (R11)

○ 在 宅 看 取 り 率 の 増加

34.8％ (R4)→35.7％ (R7）

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
総
合
的
取
組
の
推
進

結 核 ・

感 染 症 対 策

結 核 対 策
○ 人 口 10 万 対 結 核 罹 患 率

9.8（ R4） → り 患 率 全 国 平 均 以 下(R11）

エ イ ズ

対 策

○ 年 間 患 者 ・ 感 染 者届 出 数 に 占 め る 患 者割 合

29.2％ （ R4） → 20%以 下 （ R11）

歯 科 保 健

○ 過 去 １ 年 間 に 歯 科健 康 診 査 を 受 診 し た人 の 割 合

20 歳 以 上 ： 60.2％ （R3） → 82％ (R11）

20 歳 代 ： 45.5％ (R3) → 77％ (R10)

○ 3 歳 児 で 4 本 以 上の う 歯 の あ る 歯 を 有す る 者 の 割 合

2.9％ （ R3） → 1.3％ （ R9）

○ 進 行 し た 歯 周 病 （歯 周 炎 ） を 有 す る 者の 割 合

40 歳 ： 44.2％ （ R3） → 34％ （ R９ ）

50 歳 ： 53.9％ （ R3） → 44％ （ R９ ）

○ 口 腔 機 能 の 維 持 ・向 上 に お け る 咀 嚼 良好 者 の 割 合

（ 60 歳 以 上 ） 65.1％ （ R3） → 80％ （ R10）

○ 障 害 者 (児 )入 所 施 設 の 過 去 1 年 間 の 歯科 健 診 実 施 率

64.2％ （ R3） → 90％ （ R10）

○ 介 護 老 人 福 祉 施 設及 び 介 護 老 人 保 健 施設 の

過 去 1 年 間 の 歯 科 健診 実 施 率

31.9％ （ R3） → 50％ （ R10）



400



401

【第 10 部】

資料編



第 10 部 資料編

保健医療に関する主な相談・情報提供窓口

402

保 健 医 療 に 関 す る 主 な 相 談 ・ 情 報 提 供 窓 口

○ 県 医 師 会

県 民 の 医 療 相 談 や 郡 市 区 医 師 会 の 活 動 支 援 、「 兵 庫 県 健 康 大 学 講 座 」 を は じ め と

し た 各 種 講 演 会 の 開 催 な ど 、 地 域 保 健 事業 の 進 展 の た め 諸 活動 を 行 っ て い ま す。

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

一 般 社 団 法 人

兵 庫 県 医 師 会

651-8555 神 戸 市 中央 区 磯 上 通 6-1-11

（ 兵 庫 県 医 師 会 館 ）

(078)231-4114

○ 県 歯 科 医 師 会

歯 科 医 療・歯 科 保 健に 関 す る 相 談 に 応 じる ほ か 、県 民 向 け のセ ミ ナ ー の 開 催 、郡

市 区 歯 科 医 師 会 の 活動 支 援 な ど 、県 民 の 歯の 健 康 づ く り の た めの 諸 活 動 を 行 っ て

い ま す 。

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

一 般 社 団 法 人

兵 庫 県 歯 科 医 師 会

650-0003 神 戸 市 中央 区 山 本 通 5-7-18

（ 兵 庫 県 歯 科 医 師 会館 内 ）

(078)351-4181

○ 薬 剤 師 会

医 薬 品 に 関 す る 相 談に 応 じ 、 情 報 提 供 を行 い ま す 。

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

一 般 社 団 法 人

兵 庫 県 薬 剤 師 会 内

薬 事 情 報 セ ン タ ー

650-0011 神 戸 市 中央 区 下 山 手 通 6-4-3

（ 兵 庫 県 薬 剤 師 会 館内 ）

(078)341-6089

○ 看 護 協 会

心 や 体 の 健 康 や 子 育て に つ い て 気 軽 に 相談 で き る 地 域 の「 まち の 保 健 室 」や 、訪

問 看 護 ス テ ー シ ョ ンの 情 報 を 提 供 し ま す。

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

公 益 社 団 法 人

兵 庫 県 看 護 協 会

650-0011 神 戸 市 中央 区 下 山 手 通

5-6-24

(078)341-0190

○ 助 産 師 会

開 業 助 産 所 に お け る分 娩 に 関 す る 情 報 提供 を す る ほ か 、母 乳 相 談 、育 児 相 談 等 に

応 じ ま す 。

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

一 般 社 団 法 人

兵 庫 県 助 産 師 会

650-0011 神 戸 市 中央 区 下 山 手 通 5-8-14

山 手 ダ イ ヤ ハ イツ 305

(078)362-1310
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○ 栄 養 士 会

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

公 益 社 団 法 人

兵 庫 県 栄 養 士 会

650-0011 神 戸 市 中央 区 下 山 手 通 4-18-1

ひ ょ う ご 女 性 交 流 館 401

(078)251-5311

○ 医 療 安 全 支 援 セン タ ー

○ 県 健 康 福 祉 事 務 所

健 康 づ く り 、精 神 保健 、難 病 、栄 養 改 善等 に 関 す る 様 々 な 相談 に 応 じ る ほ か 、エ

イ ズ や 感 染 症 の 予 防に 関 す る 情 報 提 供 を行 っ て い ま す 。

特 定 保 健 指 導 や 訪 問栄 養 指 導 、栄 養・食 生 活 に 関 す る 相談 や 情 報 提 供 を 行 いま す 。

医 療 に 関 す る 相 談 や 苦 情 に 応 じ 、 安 心 して 医 療 を 受 け る こ と が で き る よ う サ ポ ー

ト し ま す 。

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

兵 庫 県 医 療 安 全

相 談 セ ン タ ー

兵 庫 県 保 健 医 療 部 医 務 課 内 078-362-3232

神 戸 市 医 療 安 全

相 談 窓 口

神 戸 市 保 健 所 内 078-322-6794

尼 崎 市 医 療 安 全

相 談 窓 口

尼 崎 市 保 健 所 内 06-4869-3010

西 宮 市 医 療 安 全

相 談 窓 口

西 宮 市 保 健 所 内 0798-26-3682

明 石 市 医 療 安 全

相 談 窓 口

あ か し 保 健 所 内 078-918-5666

姫 路 市 医 療 安 全

相 談 窓 口

姫 路 市 保 健 所 内 0792-89-1631

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

芦 屋 健 康 福 祉 事 務 所 659-0065 芦 屋 市 公光 町 1-23 (0797)32-0707

宝 塚 健 康 福 祉 事 務 所 665-0032 宝 塚 市 東洋 町 2-5 (0797)72-0054

伊 丹 健 康 福 祉 事 務 所 664-0898 伊 丹 市 千僧 1-51 (072)785-7464

加 古 川 健 康 福 祉 事 務所 675-8566 加 古 川 市 加 古 川 町 寺 家 町 天 神 木 97-1 (079)421-9292

加 東 健 康 福 祉 事 務 所 673-1431 加 東 市 社字 西 柿 1075-2 (0795)42-9446

中 播 磨 健 康 福 祉 事 務所 679-2204 神 崎 郡 福崎 町 西 田 原 235 (0790)22-1234

龍 野 健 康 福 祉 事 務 所 679-4167 た つ の 市龍 野 町 富 永 1311-3 (0791)63-5149

赤 穂 健 康 福 祉 事 務 所 678-0239 赤 穂 市 加里 屋 98-2 (0791)43-2321

豊 岡 健 康 福 祉 事 務 所 668-0025 豊 岡 市 幸町 7-11 (0796)26-3655

朝 来 健 康 福 祉 事 務 所 669-5202 朝 来 市 和田 山 町 東 谷 213-96 (079)672-6863

丹 波 健 康 福 祉 事 務 所 669-3309 丹 波 市 柏原 町 柏 原 688 (0795)73-3776

洲 本 健 康 福 祉 事 務 所 656-0021 洲 本 市 塩屋 2-4-5 (0799)26-2036
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○ 政 令 市 ・ 中 核 市 保 健 所

健 康 づ く り 、 精 神 保健 、 難 病 、 栄 養 改 善等 に 関 す る 様 々 な 相談 に 応 じ る ほ か 、

エ イ ズ や 感 染 症 の 予防 に 関 す る 情 報 提 供を 行 っ て い ま す 。

○ 兵 庫 県 精 神 保 健 福祉 セ ン タ ー

○ 兵 庫 県 精 神 科 救 急情 報 セ ン タ ー

夜 間 ・ 休 日 に お い て 、 精 神 疾 患 が 急 発 ・急 変 し た 者 等 か ら の 相 談 ・ 依 頼 等 を 受 信

し 、 精 神 科 救 急 医 療 が 必 要 と 推 定 さ れ る場 合 に 早 期 に 適 切 な 医 療 へ 結 び つ け て い

ま す 。

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

兵 庫 県

精 神 科 救 急 情 報 セ ン タ ー
非 公 表 (078)367-7210

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

神 戸 市 保 健 所 650-8570 神 戸 市 中央 区 加 納 町 6-5-1 (078)322-5256

姫 路 市 保 健 所 670-8530 姫 路 市 坂田 町 3

中 央 保 健 セ ン タ ー 東棟 ３ F

(079)289-1631

尼 崎 市 保 健 所 660-0052 尼 崎 市 七松 町 1-3-1-502

フ ェ ス タ 立 花 南 館 ５F

(06)4869-3010

西 宮 市 保 健 所 662-0855 西 宮 市 江上 町 3-26 (0798)26-3666

あ か し 保 健 所 674-0068 明石市大久保町ゆりのき通 1-4-7 (078)918-5414

心 の 悩 み や 精 神 的 な 病 気 、 社 会 復 帰 の 相談 の う ち 、 特 に 複 雑 困 難 な も の に 対 す る

相 談 を 行 っ て い ま す。

団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

兵 庫 県

精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー

651-0073 神 戸 市 中央 区 脇 浜 海 岸 通

1-3-2
(078)252-4980
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兵 庫 県 保健 医 療 計画 （ 平 成 30 年 ４ 月 ） の 数 値 目 標 達 成 状 況

評 価 欄 ◎： 目 標 値 を達 成 ○： 現 状 値 が計 画 策 定 時 の値 と比 較 して向 上 している

－ ： 現 状 値 が計 画 策 定 時 から変 化 なし ▲： 現 状 値 が計 画 策 定 時 の数 値 と比 較 して悪 化 している
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評 価 欄 ◎： 目 標 値 を達 成 ○： 現 状 値 が計 画 策 定 時 の値 と比 較 して向 上 している
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兵 庫 県 保健 医 療 計画 （ 平 成 30 年 ４ 月 ） の 数 値 目 標 達 成 状 況

評 価 欄 ◎： 目 標 値 を達 成 ○： 現 状 値 が計 画 策 定 時 の値 と比 較 して向 上 している

－ ： 現 状 値 が計 画 策 定 時 から変 化 なし ▲： 現 状 値 が計 画 策 定 時 の数 値 と比 較 して悪 化 している

※： 計 画 策 定 時 の値 から更 新 した値 が把 握 できていない
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評 価 欄 ◎： 目 標 値 を達 成 ○： 現 状 値 が計 画 策 定 時 の値 と比 較 して向 上 している
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兵 庫 県 保健 医 療 計画 （ 平 成 30 年 ４ 月 ） の 数 値 目 標 達 成 状 況

評 価 欄 ◎： 目 標 値 を達 成 ○： 現 状 値 が計 画 策 定 時 の値 と比 較 して向 上 している
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兵庫県保健医療計画改定の経緯

１ 検討経緯

(1)審議日程

令和５年１月 19 日 兵庫県医療審議会保健医療計画部会（計画改定概況、医療需給調査の実施）

令和５年３月７日 兵庫県医療審議会保健医療計画部会（諮問）

令和５年３月 24 日 兵庫県医療審議会（諮問）

令和５年７月 11 日 兵庫県医療審議会保健医療計画部会（計画改定方針、保健医療圏域）

令和５年 12 月 21 日 兵庫県医療審議会保健医療計画部会（保健医療圏域、基準病床、計画素案）

令和６年３月８日 兵庫県医療審議会保健医療計画部会（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ実施結果・答申原案）

令和６年３月 22 日 兵庫県医療審議会（答申）

(2)医療需給調査（令和５年２月実施）

調査基準日：令和５年２月１日

【患者調査】

調査対象：県内の全病院及び有床診療所

調査内容：入院患者

【医療施設実態調査】

調査対象：県内の全病院

調査内容：医療提供体制（人員、設備等）、提供医療の内容

(3)医師会、歯科医師会、薬剤師会への意見照会

実施期間：令和５年 12 月 25 日～令和６年１月 31 日

(4)市町（救急業務を処理する一部事務組合を含む）への意見照会

実施期間：令和５年 12 月 25 日～令和６年１月 17 日

(5)保険者協議会への意見照会

実施期間：令和５年 12 月 25 日～令和６年２月５日

(6)パブリック・コメントの実施

実施期間：令和５年 12 月 27 日～令和６年１月 17 日

(7)公示

令和６年４月１日付け兵庫県公報において告示
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